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日
本
人
に
よ
る
中
国
登
山
二
十
年

は
じ

め

に

二
十
年
と
い
う
年
月
は
長
く
も
な
し
、
短
く
も
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
う
。
行

っ
て
き
た
事
の
ま
と
め
＝
デ
ー
タ
の
集

積
と
な
る
と
、
後
に
な

っ
て
そ
れ
を

一
気
に
果
た
そ
う
と
す
る
の
は
案
外
難
し
い
仕
事
に
な
る
。
会
組
織
と
し
て
の
蓄
積
を

「
デ
ー
タ
と

し
て
使
え
る
よ
う
に
残
す
」
と
い
う
体
制
が
現
在
の
と
こ
ろ
整

っ
て
い
な
い
た
め
、
山
岳
編
集
委
員
会
と
し
て
そ
の
作
業
を
す
す
め
て
お

く
こ
と
に
し
た
。
Ｔ
）

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「中
国
登
山
」
は
、
そ
れ
を
最
初
に
実
現
さ
せ
た
の
が
日
本
山
岳
会
で
あ
り
、
僅
か
二
十
年
前
の
こ
と
だ
が
、

そ
れ
に
続
く
活
動
に
関
す
る
ま
と
ま

っ
た
デ
ー
タ
は
日
本
山
岳
会
の
ど
こ
を
探
し
て
も
な
い
。
各
隊
の
報
告
書
を
書
庫
に
集
め
た
り
、
当

事
者
た
ち
の
記
録
の
断
片
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
だ
け
で
は
デ
ー
タ
と
は
な
ら
な
い
。
記
憶
が
ま
だ
辿
れ
る
う
ち
に
デ
ー
タ
を
使
え
る
形
に
ま

と
め
て
お
き
た
い
と
考
え
、
も

っ
と
も
身
近
な
事
業
で
あ
る

「海
外
登
山
基
金
の
十
年
」
を
ま
ず
取
り
上
げ
て

一
昨
年
の

『山
岳
』
九
四

年
に
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
は
そ
れ
に
続
く
も
の
だ
が
、
範
囲
を
大
き
く
広
げ
て
、
こ
の
二
十
年
の
間
に
日
本
か
ら
出
た
三
四
二
の

「山
岳
」
編
集
委
員
会

児

玉

　

茂



登
山
隊
の
活
動
の
、
最
も
基
本
的
な
デ
ー
タ
を
同

一
基
準
で
並
べ
る
こ
と
に
し
た
。
（２
）
不
十
分
な
点
は
多
い
と
思
う
が
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
文
末
に
掲
げ
た

一
覧
表
の
見
方
は
そ
の
表
の
前
に
凡
例
と
し
て
記
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は

「
日
本
人
に
よ
る
中
国
登

山
二
十
年
」
を
そ
の
前
後
を
含
め
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

一
九
七
九
年
十

一
月
に
中
国
政
府
は
、
「各
国
人
民
と
登
山
家
の
友
好
往
来
を
増
進
し
、
国
際
登
山
、
旅
行
活
動

の
拡
大
を
促
進
す
る

た
め
、　
一
九
八
〇
年
か
ら
次
の
八

つ
の
山
を
外
国
に
開
放
す
る
こ
と
を
公
表
し
た
」
。
（３
）
八
つ
の
山
は
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
、
シ
シ
ャ
パ
ン

マ
、

コ
ン
グ
ー
ル
、

コ
ン
グ
ー
ル
チ

ュ
ビ
エ
、
ム
ス
タ
ー
グ
ア
タ
、
ミ
ニ
ア
コ
ン
ガ
、
ア
ム
ネ

マ
チ
ン
、
ボ
コ
ダ
で
あ
る
。
そ
の

一
九
八

〇
年
に
日
本
隊
は
日
本
山
岳
会
に
よ
る
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
の
成
功
と
、
女
子
登
攀
ク
ラ
ブ
の
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
試
登
、
ミ
ニ
ア
コ
ン
ガ
と

コ
ン
グ
ー
ル
の
偵
察
を
果
し
た
。
翌
八

一
年
に
は
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
を
除
く
七

つ
の
山
、
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
、
コ
ン
グ
ー
ル
、
コ
ン
グ
ー
ル
チ

ュ

ビ
エ
、
ム
ス
タ
ー
グ
ア
タ
、
ミ
ニ
ア
コ
ン
ガ
、
ア
ム
ネ

マ
チ
ン
、
ボ
コ
ダ
に
十
六
の
登
山
隊
を
送
り
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
ス
ー
ク
ー
ニ
ャ

ン
の
登
山
と
チ

ョ
ゴ
リ
の
偵
察
も
行
い
、
他
の
外
国
隊
を
圧
倒
し
て
中
国
登
山
の
割
当
分
を

一
気
に
独
占
す
る
よ
う
な
形
に
な

っ
た
。
ネ

パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
カ
ラ
コ
ラ
ム
で
の
登
山
が
小
規
模
な
登
山
隊
で
も
可
能
に
な

っ
て
い
た
時
期
に
、
高
額
な
登
山
料
と
数
々
の
規
制

の
付
い
た
中
国
で
の
登
山
は
敬
遠
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と
世
間
の
関
心
の
高
さ
に
も
後
押
し
さ

れ
て
、
「中
国
登
山
」
は
日
本
人
の
次
な
る
海
外
登
山
の
対
象
と
し
て
圧
倒
的
な
関
心
を
集
め
た
。

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
山
森
欣

一
さ
ん
は

「中
国
登
山
二
十
年
」
（『
ヒ
マ
ラ
ヤ
』

一
九
九
九
年
二
月
号
）
の
中
で
、
中
国
登
山
の
特
徴

に
つ
い
て
、
「
こ
れ
ま
で
日
本
隊
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
新
し
く
解
禁
さ
れ
る
と
ド

ッ
と
押
し
掛
け
、
熱
が
冷
め
る
と
さ

っ
と
引
き
上
げ
た
歴
史

が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
中
国
登
山
熱
だ
け
は
、
相
変
わ
ら
ず
の
盛
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
た
だ
単
に
中
国
の
国
土
が
広
い
ば
か
り
が
原

因
で
は
な
い
」
と
さ
れ
、
「
そ
の
理
由
の

一
つ
に

［戦
争
の
加
害
意
識
］
が
あ
る
と
思
う
」
と
さ
れ
た
。
登
山
隊
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な

っ

た
年
代
の
人
達
の
中
に
は
、
過
去
の
過
ち
を
寄
付
や
観
光
旅
行
代
金
と
し
て
償
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
を
感
じ
る
と
い
う
。
こ
の
遠



日本人による中国登山二十年

慮
が
ち
な
傾
向
は
想
定
外
の
料
金
請
求
に
対
し
て
先
方
の
主
張
に
従
う
事
に
も
な
り
、
相
当
長
期
間
に
互

っ
て
中
国
で
の
登
山
経
費
は
他

地
域
で
の
経
費
に
比
べ
て
高
額
と
な

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
二
十
年
の
間
に
、
登
山
料
の
引
き
下
げ
や
諸
手
続
き
の
簡
略
化
な
ど
の
状
況
の
変
化
が
あ
る
。
登
山
隊
数
の
デ
ー
タ
を
五
年
ず
つ

で
区
切

っ
て
み
て
も
日
本
隊
の
数
が
減
る
傾
向
は
な
く
、
八
五
年
ま
で
が
六
十
九
隊
、
九
〇
年
ま
で
が
八
十

一
隊
、
九
五
年
ま
で
が
八
十

五
隊
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
が

一
〇
七
隊
と
な

っ
て
い
る
。
Ｔ
）

日
本
人
の
中
国
奥
地
の
山

へ
の
関
心
の
高
さ
は
、
い
つ
か
ら
始
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
八

つ
の
山
が
外
国
人
に
開
放
さ
れ
る
少
し
前
、

日
本
で
は

〃
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

・
ブ
ー
ム
〃
が
起
き
て
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
に
刺
激
を
受
け
て
、
自
水
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た

『
西
域

探
検
紀
行
全
集
』
や

『
ヘ
デ
ィ
ン
中
央
ア
ジ
ア
探
検
紀
行
全
集
』
を
書
棚
か
ら
取
り
出
し
て
読
み
直
し
た
人
も
多
か

っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
本
が
翻
訳

・
刊
行
さ
れ
た
の
は

一
九
六
五
年
前
後
の
こ
と
で
、
ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
が
盛
ん
に
な
り
、
登
山
や
探
検

の
本
が
熱
望
さ
れ
た
時
代
だ

っ
た
。
（５
）

一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
初
登
頂
時
代
の
本
は
朋
文
堂
な
ど
か
ら
翻
訳
書
が
幾

つ
も
出

て
お
り
、
や
が
て
そ
れ
ら
が
ま
と
め
ら
れ
て

『世
界
山
岳
全
集
』
が

一
九
六
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
は
も
ち
ろ
ん
限
ら
れ
た
人

達
を
除
い
て
、　
一
般
の
登
山
者
は
実
際
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
登
山
が
で
き
る
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
時
代
で
あ
る
。

あ
か
ね
書
房
の

『
ヒ
マ
ラ
ャ
名
著
全
集
』
や
自
水
社
の

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
∧
人
と
辺
境
∨
』
が
発
刊
さ
れ
た

一
九
七
〇
年
代
は
、
日
本
人
に

よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
経
験
や
そ
れ
以
前
の
出
版
物
の
後
を
受
け
て
、
も
う
少
し
奥
深
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
中
央
ア
ジ
ア
を
勉
強
し
よ
う
と
い

う
時
代
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
代
は
ま
た
探
検
や
登
山
の
原
書
を
集
め
て
研
究
し
よ
う
と
い
う
人
も
増
え
て
き
た
。
深
田
久
弥

氏
を
は
じ
め
蔵
書
家
は
少
な
く
な
い
が
、
戦
前
か
ら
こ
の
分
野
の
欧
文
文
献
を
集
め
て
読
ん
で
い
た
日
本
人
は
ほ
ん
の
僅
か
し
か
い
な
か

っ

た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
日
本
人
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
中
央
ア
ジ
ア
の
山
が
具
体
的
な
情
報
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
、　
一
九
五
〇

年
代
後
半
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
昔
か
ら
日
本
人
と
深
い
関
係
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
背
景
に
は
中

央
ア
ジ
ア

（西
域
）

へ
の
強
い
憧
れ
が
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に

「中
国
の
山
」
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

日
本
人
の
ア
ジ
ア
辺
境
と
の
関
係
が
始
ま

っ
た
の
は
明
治
三
十
年
代
で
あ
る
。
河
口
慧
海
や
大
谷
光
瑞
の
探
検
談
は

一
時
新
聞
紙
上
を



通
し
て
人
々
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
当
時
の
日
本
は
そ
の
関
心
を
押
し
広
め
ら
れ
る
状
況
で
は
な
か

っ
た
。
東
洋
学
の
学
者
や
地
理
に
関
心

の
あ
る
学
者
が
副
次
的
な
研
究
対
象
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
昭
和
に
入

っ
て
学
生
登
山
が
盛
ん
に
な
る
と
ヒ
マ
ラ
ヤ

ヘ
の
関
心
が
生
ま
れ

た
。
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
か
ら
興
味
の
あ
る
記
事
を
翻
訳
し
て
み
た
り
、

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

の
本
を
共
同
購
入
し
た
り
し
て
登
山
計
画
を
練
り
上
げ
て
い
た
。

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
は
英
国
に
譲
り
、
自
分
た
ち
は
別
の
八
〇
〇
〇
】
川峰
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
、
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
か
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ

ッ
ト
に
遠
征
隊
を
送
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
学
生
登
山
界
の
中
で
、
吉
沢

一
郎
さ
ん
や
望
月
達
夫
さ
ん
は
パ
ミ
ー
ル
、
テ
ン
シ
ャ
ン
、
ク
ン
ル
ン
や
南
東
チ
ベ
ッ
ト
、
四
川
の
雪
山
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
奥
の

深
い
探
検
史
に
嵌
ま
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
以
外
の
中
央
ア
ジ
ア
や
チ
ベ
ッ
ト
の
高
峰
に
つ
い
て
の
日
本
で
最
初
の
ま
と
ま

っ

た
翻
訳

・
論
考
を
残
し
た
。
（６
）

日
本
国
と
日
本
人
の
大
陸

へ
の
高
い
関
心
に
対
応
し
て
、
中
国
辺
境
の
歴
史
学
や
考
古
学
は

一
九
四
〇
年
代
に

一
つ
の
盛
期
を
迎
え
る

が
、
戦
後
も
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
や
チ
ベ

ッ
ト
の
研
究
は
歴
史
学
中
心
に
進
ん
だ
。　
一
方
で
探
検
家
的
地
理
学
者
は
つ
い
に
現
れ
ず
、
登
山

者
の
中
に
中
央
ア
ジ
ア
探
検
の
研
究
者
を
生
ん
だ
。
上
に
あ
げ
た

「
ヘ
デ
ィ
ン
」
と

「
西
域
」
紀
行
全
集
の
監
修
者
は
中
央
ア
ジ
ア
史
研

究
者

（江
上
波
夫
、
榎

一
雄
）
と
登
山
者

（深
田
久
弥
）
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
深
田
さ
ん
の
行
き
届
い
た
解
説
に
よ
り
中
央
ア

ジ
ア
は

一
段
と
身
近
な
存
在
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。　
一
九
八
〇
年
の
中
国
登
山
開
放
を
迎
え
る
ま
で
に
、
日
本
の
登
山
者
は
以

上
の
よ
う
な
背
景
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
に
内
蒙
古
を
除
い
て
直
接
中
国
の
山
や
辺
境
に
足
跡
を
記
し
た
日
本

人
は
限
定
さ
れ
た
。

望
月
さ
ん
の
後
、
中
国
の
山
に
つ
い
て
の
論
考
は
ご
く
少
な
く
、
『
岩
と
雪
』

４
号

（
一
九
五
九
年
）

に
水
野
勉
さ
ん
の
ま
と
め
た

「中
国
に
お
け
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
チ
ベ

ッ
ト
の
研
究
」
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
水
野
さ
ん
は
こ
の
後
Ｊ

・
ダ
ブ
ス
の
、
古
代
か
ら

一
九
五

〇
年
代
ま
で
を
網
羅
し
た
中
央
ア
ジ
ア
探
検
通
史

『東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
探
検
史
』
を
翻
訳
紹
介
し
た
。
（７
）

一
方
中
国
人
に
よ
る
登
山
活

動
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
論
考
が
あ
る
。
（８
）

一
九
六
〇
年
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

（ま
だ
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
と
い
う
呼
称
は
な
じ
み
が
な
か

っ

た
）
登
山
以
後
、　
一
九
七
五
年
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
再
登
山
ま
で
の
間
、
最
後
の
八
〇
〇
〇
】
川
峰
ゴ
ザ
イ
ン
タ
ン
に
独
力
で
登

っ
た
。
こ
の
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登
山
は
地
質
や
氷
河
な
ど
の
研
究
者
と
の
合
同
計
画
で
、
以
後
高
峰
遠
征
登
山
は
科
学
調
査
と

一
体
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
（９
）

そ
し
て
最
新
の
情
報
は

一
九
七
七
年
の
ト
ム
ー
ル
登
頂
で
あ
る
。
（ｌｏ
）
こ
の

〃ト
ム
ー
ル
″
と
い
う
初
め
て
聞
く
山
名
が
ど
の
山
に
相
当

す
る
の
か
、
こ
の
当
時
の
我
々
の
側
の
知
識
で
は
な
か
な
か
判
明
し
な
か

っ
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
年
々
盛
ん
に
な
り
残
さ
れ
た
高
峰
が
払
底
し
て
く
る
と
、
高
い
垣
根
越
し
に
霞
ん
で
見
え
る
中
国
側
の
山

へ
の
関
心

が
高
ま

っ
て
き
た
。
『
山
岳
』
に

一
九
七
〇
年
代
の

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ノ
ー
ツ
」
を
ま
と
め
ら
れ
た
片
山
全
平
さ
ん
は
、
「中
国
国
内
に
あ

る
チ
ベ

ッ
ト
、
新
彊
、
青
海
な
ど
の
山
域
で
の
登
山
は
、
世
界
の
登
山
界
に
残
さ
れ
た
も
の
の
な
か
で
最
後
の
、
最
大
の
魅
力
的
な
課
題

で
あ
る
」
と
し
、
や
が
て
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
登
山
の
交
流
に
先
立
ち
、
戦
後
の
中
国
登
山
界
の
歩
み
を

「中
国
登
山
界
の
沿
革
と
現
状
」

と
題
し
て

一
九
七
七
年
末
の

『
山
』
に
書
い
て
い
る
。
（Ｈ
）

同
じ
号
の

『山
』
の
巻
頭
に
は
西
堀
栄
二
郎
会
長
の

「合
同
登
山
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る
―
中
国
登
山
界
と
の
初
の
接
触
」
と
い
う
記
事

が
載

っ
た
。
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
各
代
表
で
組
織
し
た
日
本
体
育
友
好
代
表
団
の

一
員
と
し
て
、
十
月
二
十
七
日
か
ら
十

一
月
八
日
ま

で
中
国
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
、
同
国
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
総
元
締
で
あ
る
中
華
全
国
体
育
総
会
と
の
友
好
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
日
中
文
化
交
流
協
会
の
お
世
話
に
よ
る
も
の
で
、
王
震
副
首
相
、
底
承
志
氏
ら
と
親
し
く
歓
談
、
ま
た
私
は
日
本
山
岳
会
の
代
表
者

と
い
う
立
場
か
ら
、
異
例
と
も
い
え
る
中
国
登
山
界
の
代
表
者
と

一
夜
の
懇
談
会
を
持

っ
こ
と
が
で
き
た
」
で
始
ま
る
こ
の
会
談
こ
そ
が

中
国
登
山
開
放
の
き

っ
か
け
を
作

っ
た
も
の
で
あ
る
。
次
い
で

一
九
七
九
年
八
月
号
の

『
山
』
に

「
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
計
画
に
つ
い
て
」

と
い
う
渡
辺
兵
力
副
会
長
執
筆
の
記
事
が
載

っ
た
。
「
（昨
秋
の
西
堀
会
長
訪
中
）
後
、
日
本
山
岳
協
会
の
御
推
薦
の
書
面
と
と
も
に

一
九

八
〇
年
に
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
峰

へ
の
登
山
計
画
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
す
で
に
新
聞
紙
上

（七
月
十
四
日
）
で
御
覧
の
よ
う
に
、
意
外
に

早
く
中
国
か
ら
登
山
許
可
が
参
り
ま
し
た
」
と
あ
り
、
こ
の
前
段
階
の
六
月
に
植
村
直
己
氏
が
訪
中
し
、
そ
の
時
に
出
た
具
体
的
な
内
容

が
同
じ
ペ
ー
ジ
の
下
段
に
次
の
よ
う
に
載

っ
て
い
る
。
「植
村
氏
が
会

っ
た
中
国
登
山
界
の
要
人
は
喬
加
欽
、
史
占
春
、
許
競
、
王
富
州

ら
の
諸
氏
で
あ
る
。
喬
加
欽
氏
は
中
国
登
山
協
会
主
席
で
、
チ
ベ

ッ
ト
自
治
区
革
命
委
員
会
副
主
任
を
兼
ね
て
お
り
、
史
占
春
氏
は
同
協

会
副
主
席
で
あ

っ
た
。
西
堀
会
長
訪
中
当
時
、
同
氏
は
協
会
責
任
者
と
し
て
対
応
さ
れ
た
よ
う
で
、
最
近
の
登
山
界
の
情
勢
に
対
処
し
て
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協
会
内
の
人
事
整
備
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
登
山
問
題
に
つ
い
て
は
、
①
中
国
人
に
よ
る
登
山
計
画
は

「
四
つ
の
近
代
化
」
遂

行
の
た
め
、　
一
九
八
二
年
ま
で
中
止
。
②
外
国
登
山
家
の
受
け
入
れ
は
前
向
き
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

エ
ベ
レ
ス
ト
は
日
本
隊
優
先
、
西

独
の
ゴ
ザ
イ
ン
タ
ン
は
す
で
に
許
可
交
付
、
た
だ
し
期
間
な
ど
未
定
。
③
昆
帯
、
天
山
は
踏
査
未
了
で
、
外
国
人
の
受
け
入
れ
は
な
い
。

以
上
が
骨
子
で
あ
る
が
、
外
国
登
山
隊
受
け
入
れ
の
た
め
、
登
山
料
、
宿
泊
施
設
、
輸
送
の
整
備
、
お
よ
び
規
約
の
準
備
が
な
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
」
（１２
）

メ
ス
ナ
ー
と

ハ
ー
ベ
ラ
ー
が
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
に
無
酸
素
、
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
登
頂
し
た
の
は

一
九
七
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
登

山
の
流
れ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
で
も
着
実
に
変
化
し
て
、
大
時
代
的
な
大
人
数
、
大
物
量
登
山
は
人
々
の
興
味
を
引
か
な
く
な
っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
中
国
の
登
山
開
放
は
時
代
の
進
行
と
は
ズ
レ
た
重
厚
な
る
規
定
を
伴

っ
て
始
ま

っ
た
。
「来
華
登
山
団
体
は
す

べ
て
そ
の
国
に

駐
在
す
る
中
国
の
公
館
あ
る
い
は
本
国
政
府
に
登
録
す
る
登
山
組
織
を
通
じ
て
、
中
国
登
山
協
会
に
申
請
し

「来
華
登
山
旅
行
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
書
き
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
認
可
の
の
ち
双
方
は
会
談
を
行
い
、
議
定
書
に
署
名
調
印
す
る
も
の
と
す
る
。
登
山
許
可
は

入
国
後
発
行
す
る
」
ｎ
）
と
い
う
よ
う
な
規
定
は
見
た
だ
け
で
御
免
被
る
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
魅
力
的
な
山
や
ル
ー
ト
は
他
に
い

く
ら
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
中
国
の
山
、
そ
れ
も
限
ら
れ
た
山

へ
な
ど
行
く
必
要
が
な
い
と
い
う
の
が
血
気
盛
ん
な
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
の

感
覚
だ

っ
た
ろ
う
。
そ
れ
で
も
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
魅
力
は
勝

っ
て
、
メ
ス
ナ
ー
も
開
放
の
年
に
日
本
山
岳
会
隊
と
は
対
照
的
な
小
人
数
で

訪
れ
、
単
独

・
無
酸
素

・
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
す
ば
や
く
登
頂
を
果
た
し
て
い
る
。

未
登
峰
は
最
初
の
年
に
登
ら
れ
て
し
ま
い
、
後
は
繰
り
返
し
で
し
か
な
い
の
で
、
開
放
後
の
最
初
の
五
年
は
対
象
の
山
が
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ

っ
て
登
山
隊
は
増
加
し
な
い
。
ｎ
）
一
九
八
五
年
に
な
る
と
、
山
が
行
政
的
に
属
す
る
地
域
の
登
山
協
会
も
態
勢
が
整

い
、

開
放
さ
れ
る
山
が

一
気
に
増
え
た
。
東
部
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
青
海
、
ク
ン
ル
ン
■
）
な
ど
登
山
の
分
野
で
は
手
付
か
ず
の
目
新
し
い
地
域
が
開

放
さ
れ
て

「中
国
の
山
」
と
い
う
次
元
に
変
化
が
起

っ
た
。
登
山
隊
付
き
の
連
絡
官
や
通
訳
な
ど
に
漢
人
で
は
な
い
地
元
の
人
も
加
わ
る
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よ
う
に
な
り
、
「
チ
ベ

ッ
ト
」
あ
る
い
は

「
ク
ン
ル
ン
」
な
ど
と
い
う
呼
称
が
使
い
易
く
な

っ
た
。
日
本
で
知
ら
な
か

っ
た
だ
け
の
山
で

は
な
く
て
、
「未
知
の
」
と
い
う
修
飾
詞
を
付
け
て
チ
ベ

ッ
ト
に
登
山
隊
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
様
子
見
を
し
て

い
た
各
山
岳
会
も

「未
知
」
「未
踏
」
に
惹
か
れ
て
中
国
に
向
い
だ
し
た
。
登
山
の
流
れ
か
ら
見
る
と
逆
行
あ
る
い
は
先
祖
帰
り
で
あ
る

が
、
十
九
世
紀
の
探
検
時
代
の
続
き
を
引
き
受
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
充
分
解
る
。
と
は
言
え
残
念
な
こ
と
に
、
開
放
さ
れ
た
山
の
幾

つ
か
は
、
今
で
は
軍
用
道
路
の
す
ぐ
脇
と
い
う
至
便
な
位
置
に
あ
る
場
合
も
あ

っ
た
。

こ
の
時
代
か
ら
目
立

つ
存
在
と
な
る
の
は
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
隊
で
あ
る
。
申
国
登
山
協
会
は
も
と
よ
り
、
西
蔵
登
山
協
会
、
青
海

登
山
協
会
、
新
彊
登
山
協
会
、
四
川
登
山
協
会
と
も
直
接
交
渉
の
機
会
を
作

っ
て
、
未
開
放
の
山
の
登
山
許
可
を
得
る
手
際
の
よ
さ
は
日

を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
登
山
隊
を
送
り
込
む
こ
と
で
、
地
方
の
登
山
協
会
も
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
九
〇
年
代
ま
で
に
は
人
の
多
く
集
ま
る
山
が
特
定
さ
れ
て
き
た
。
中
央
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
チ
ョ
オ
ユ
ー
と
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
に
集
中
す

る
。
相
対
的
に
困
難
で
な
い
こ
の
八
〇
〇
〇
】
川
峰
は
、
「
一
度
は
経
験
し
た
い
八
〇
〇
〇
陣
月
の
高
さ
」
や

「
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
の
実

践
」
や

「中
高
年
で
も
登
れ
る
八
〇
〇
〇
川
峰
」
や

「次
の
目
標
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
た
め
に
沢
山
の

登
山
者
を
集
め
て
い
る
。
パ
ラ
パ
ン
ト
飛
行
も
行
わ
れ
た
し
、
全
く
別
の
発
想
で
岩
壁
に
新
ル
ー
ト
を
開
い
た
ク
ラ
イ
マ
ー
も
や

っ
て
き

た
。
パ
ミ
ー
ル
で
は
ム
ス
タ
ー
グ
ア
タ
で
あ
る
。
誰
が
見
て
も
登
れ
そ
う
に
思
え
る
こ
の
山
は
、
お
そ
ら
く
最
も
多
く
の
外
国
人
登
山
者

が
頂
上
に
立

っ
て
い
る
。　
一
九
九

一
年
か
ら
は
個
人
単
位
で
も
参
加
で
き
る
旧
ソ
連
の

「
パ
ミ
ー
ル
国
際
キ
ャ
ン
プ
」
の
様
な
企
画
を
こ

の
ム
ス
タ
ー
グ
ア
タ
で
も
行

っ
て
お
り
、
中
国
登
山
協
会
と
新
彊
登
山
協
会
で
共
催
し
て
い
る
。
四
川
省
で
は
ス
ー
ク
ニ
ャ
ン
山
群
と
雪

宝
頂
が
都
市
か
ら
近
い
こ
と
と
、
観
光
名
勝
地
が
あ

っ
て
人
気
が
高
く
、
登
山
対
象
と
し
て
の
魅
力
は
薄
れ
て
き
た
。

別
次
元
で
特
定
さ
れ
る
山
も
浮
か
び
上
が

っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
第

一
は
ミ
ニ
ャ
ゴ
ン
カ
で
、
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂
が
試
み

ら
れ
て
い
る
が
、
成
功
率
が
低
く
、
大
き
な
遭
難
が
目
立

つ
山
で
あ
る
。
雲
南

・
チ
ベ

ッ
ト
境
に
鴛
え
る
梅
里
雪
山
も
恐
ろ
し
げ
な
印
象

を
残
す
山
で
、
同
じ
隊
が
意
地
に
な

っ
て
登
頂
を
試
み
る
が
そ
の
度
に
牙
を
む
く
。
テ
ン
シ
ャ
ン
に
も
雪
崩
の
こ
わ
い
山
が
あ
る
。
ト
ム
ー

ル
は
五
回
の
挑
戦
を
こ
と
ご
と
く
退
け
続
け
て
い
る
。
北
側

（キ
ル
ギ
ス
共
和
国
側
）
に
回
れ
ば
何
の
こ
と
は
な
い
の
に
、
南
側
の
上
部
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尾
根
は
い
つ
で
も
雪
崩
が
出
る
。

最
も
最
近
の
五
年
で
目
立

つ
の
は
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
者
の
増
加
か
も
し
れ
な
い
。
ゴ
ミ
も
日
だ

っ
て
増
え
そ
れ
を
掃
除
し
よ
う
と
い

う
動
き
も
あ
る
。

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
／
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
は
も
は
や
遊
び
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
詣
の
人
波
は
絶
え

な
い
よ
う
だ
。
二
十
年
が
経

っ
て
情
報
は
行
き
渡
り
、
交
通
の
便
が
格
段
に
良
く
な
り
、
登
山
手
続
き

・
入
域
許
可
取
得
も
他
の
国
の
事

情
と
変
わ
ら
な
く
な

っ
た
。
か
つ
て
は
走
資
派
と
呼
ば
れ
た
行
為
が
国
是
と
な
り
、
す

っ
か
り
空
気
が
変

っ
て
き
た
。
も
は
や

「中
国
の

山
」
と
し
て
他
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
特
に
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
九
七
〇
年
代
末
頃
、
登
山
は
あ
る
行
き
詰
ま
り
を
呈
し
て
い
た
。
プ

ロ
化
し
た
世
界
の
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
次
々
に
繰
り
広
げ
て
い
る
が
、
普
通
の
登
山
者
た
ち
は
と
て
も
そ
れ
に
付
い
て
い
け
な
く
な

っ
た
。
丁
度
こ
の
頃
、

登
山
の
進
化
に
対
し
て
、
単
純
な
地
域
の
拡
大
が

「中
国
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
た
め
に
、
息
を
吹
き
返
し
た
登
山
者
が
沢
山
い
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
ば
か
り
か

一
旦
は
諦
め
た
中
高
年
の
登
山
者
や
新
規
参
入
者
も
中
国
の
山
は
受
け
入
れ
た
。
開
放
さ
れ
た
山
の
数

が
限
ら
れ
て
い
た
時
期
は
、
珍
し
さ
は
あ

っ
て
も
登
山
の
流
れ
の
中
で
の
中
国
の
山
の
位
置
付
け
は
大
き
い
と
は
言
え
な
か

っ
た
。
し
か

し
開
放
山
域
の
拡
大
に
伴

っ
て
山
域

ｏ
山
群
の
広
大
さ
、
山
の
タ
イ
プ
の
多
様
さ
が
見
え
て
き
て
新
し
い
展
開
が
始
ま

っ
た
。
す
な
わ
ち

将
来
ど
の
様
な
ス
タ
イ
ル
の
登
山
が
行
わ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
ら
全
て
に
応
じ
ら
れ
る
懐
の
深
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

文
末
の

一
覧
表
を
見
れ
ば
判
る
通
り
、
登
山
隊
が
出
る
前
に
偵
察
隊
を
送

っ
て
い
る
隊
が
日
だ

っ
て
多
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
ネ
パ
ー

ル
や
カ
ラ
コ
ラ
ム
で
は
考
え
に
く
い
。
自
分
た
ち
が
登
り
に
行
く
山
が
ど
ん
な
山
な
の
か
、
ど
こ
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
れ
ば
良
い
の
か
、

交
通
手
段
は
ど
う
か
、
荷
上
げ
は
ロ
バ
か
ラ
ク
ダ
か
、
ど
の
よ
う
な
登
攀
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
か
と
い
う
よ
う
な
原
初
的
な
面
白
さ
が

伴

っ
て
い
た
。
日
本
人
は
ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
い
て
も
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
や
カ
ラ
コ
ラ
ム
に
お
い
て
も
、
数
の
上
で
他
の
外
国

隊
を
圧
倒
し
て
き
た
が
、
（‐６
）
北
西
ネ
パ
ー
ル
や
カ
ラ
コ
ラ
ム
の
い
く

つ
か
の
山
群
を
除
け
ば
、
そ
の
原
初
的
部
分
に
関
し
て
は
皆

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
解
決
を
つ
け
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
い
つ
ま
で
経

っ
て
も
二
番
煎
じ
を
越
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
日
本
人
の
海
外

登
山
の
歴
史
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
二
十
年
間
の

「中
国
登
山
」
ほ
ど
各
方
面
に
亙

っ
て
実
り
の
あ

っ
た
時
代
は
な
い
し
、
今
後
も
主
導
的
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日本人による中国登山二十年

に
登
山
を
展
開
で
き
る
場
所
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。　
一
覧
表
に

「
＊
」
記
号
で
示
し
た
、
日
本
人
が
外
国
人
と
し
て
初
め
て
入

っ
た
山

域
や
初
登
頂
し
た
山
の
数
は
、
百
を
越
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
二
十
年
が
経
過
し
た
二
〇
〇
〇
年
現
在
、
初
入
域
や
初
登
頂
に
類
す
る

タ
イ
プ
の
登
山
は

「中
国
」
に
お
い
て
も
終
了
し
つ
つ
あ
る
。

一
九
八

一
年

一
月
に
中
国
登
山
協
会
が
東
京
新
聞
出
版
局
と
の
共
同
出
版
で

『中
国
の
高
峰
』
を
発
刊
し
た
。
中
国
の
登
山
隊
に
よ

っ

て
撮
影
さ
れ
た
、
は
じ
め
て
目
に
す
る
山
々
の
写
真
と
科
学
的
な
解
説
文
か
ら
な
る
こ
の
立
派
な
本
は
、
中
国
側
の
受
け
入
れ
体
制
が
充

分
整

っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
た
。
同
じ

一
九
八

一
年
に
ア
ム
ネ

マ
チ
ン
か
ら
戻

っ
て
き
た
上
越
山
岳
会
が
早
速

『中
国
登
山

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

を
出
版
し
た
。
上
越
山
岳
会
の
渡
辺
儀

一
郎
氏
は
早
い
時
期
か
ら
中
国
に
登
山
の
申
請
書
を
送
り
続
け
て
お
り
、　
一
九
七
五
年
に
は
そ
れ

ま
で
の
中
国
登
山
情
報
を
ま
と
め
た

『中
国
登
山
研
究
』
三
号
を
発
刊
し
て
準
備
に
怠
り
が
な
か

っ
た
。
こ
の
年
の
日
本
の
登
山
隊
は
帰

国
後
ほ
ぼ
例
外
な
く

「
登
山
報
告
書
」
を
作
成
し
て
お
り
、
次
に
中
国
の
山
を
目
指
す
人
達
に
良
い
目
安
を
与
え
た
。
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協

会
は

一
九
八
三
年
か
ら
中
国
登
山
を
開
始
し
毎
年
各
山
域
に
複
数
の
登
山
隊
を
送

っ
て
お
り
、
最
新
の
情
報
を
集
め
デ
ー
タ
を
集
積
し
た

『中
国
登
山
の
手
引
き
』
を

一
九
九
〇
年
か
ら
ほ
ぼ
二
年
置
き
に
発
行
し
中
国
を
め
ざ
す
登
山
者
に
便
宜
を
図

っ
て
い
る
。
各
登
山
隊
か

ら
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
は
膨
大
で
、
ま
る
で
七
、
八
十
年
間
の
空
白
を
埋
め
る
か
の
よ
う
だ
。
中
国
辺
境
の
山
の
情
報
は
、
現
在
で
は
日

本
に

一
番
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
文
末
の

一
覧
表
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
報
告
書
や
書
籍
を
載
せ
る
よ
う
に
し
た
。
た

だ
し
各
報
告
書
の
内
容
は
玉
石
混
交
で
あ

っ
て
全
て
が
資
料
と
し
て
使
え
る
わ
け
で
は
な
い
。

十
九
世
紀
や
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
と
は
違

っ
て
、　
一
九
二
〇
年
以
降
は
欧
文
に
よ
る
中
国
辺
境
の
文
献
は
限
ら
れ
て
く
る
。
登
山
に
つ

い
て
は
、
ス
イ
ス
の
ハ
イ
ム
隊
と
ア
メ
リ
カ
隊
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ニ
ャ
ゴ
ン
カ
の
本
、　
一
九
二
七
年
に
ブ
ー
タ
ン
国
境
沿
い
に
チ
ョ
モ
ラ
ー

リ
に
初
登
頂
し
た
Ｓ

・
チ
ャ
ッ
プ

マ
ン
の
本
、
戦
中
か
ら
戦
争
後
に
か
け
て
の
シ
プ
ト
ン
と
テ
ィ
ル
マ
ン
の
ム
ス
タ
ー
グ
ア
タ
、
チ
ャ
ク

ラ
ギ
ー
ル
、
ボ
グ
ド
オ
ー
ラ
を
扱

っ
た
二
冊
し
か
な
い
。
（１７
）
キ
ン
グ
ド
ン
ウ
ォ
ー
ド
の
本
は
数
が
多
い
が
山
を
観
察
し
た
だ
け
で
終
わ
っ
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て
い
る
。
開
放
後
の
欧
米
人
の
本
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
よ
う
だ
。
英
文
に
限
れ
ば
、
Ｃ

ｏ
ボ
ニ
ン
ト
ン
の

パ
ｏ
５
∞
民
Ｌ
⑬
∞
い
、
ボ

ニ

ン
ト

ン
、

ク
ラ
ー
ク
の

甲
①「①∽Ｆ

弓
Ｆ
①
Ｃ
Ｒ
〓
８
σ
＆

”
こ
∞
①
」

⑬
∞
∞
、

Ｄ

ｏ
ス
コ
ッ
ト
、

Ａ

ｏ
マ
ッ
キ

ン
タ
イ

ア
ー

の

弓
Ｆ
①

∽
〓
∽訂
づ
”
●
的
日
”
日
ｘ
づ
＆
〓
ｏ
●
Ｌ
⑬
∞
心
、
Ｇ

ｏ
ラ
ウ

ェ
ル
の

】≦
ｏ
目

ご
〓
∽
ｏ
』
〓
〓
２
の
パ
〓
雹
〇
日
Ｌ
⑬
∞
ぃ
、

Ｓ

。
、ヴ

ェ
ナ
ブ
ル
ズ

の

国
く
①『
①∽Ｆ
【
”
５
∞
∽Ｆ
暉
●
∞
『
”
ｏ①
」
⑬
∞
⑬
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
、
ク
ラ
ー
ク
の
ゴ
σ
①ｔ
∽
∽
①①『
①，
〓
ｏ
暉
●
ご
〓
Ｌ
８
⑬
等
が
主
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
に
ボ

ニ
ン
ト
ン
と
コ
ン
グ
ー
ル
の
偵
察
に
入

っ
た
Ｍ

・
ウ
ォ
ー
ド
は
、
そ
の
後
中
央
ア
ジ
ア
と
チ
ベ

ッ
ト
に
関
す
る
論
考
を

い
く

つ
も
ア
ル
パ
イ
ン

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
書
い
て
い
る
。

戦
後
の

一
九
五
三
年
に
出
版
さ
れ
た
Ｈ

・
ハ
ー
ラ
ー
の

『
チ
ベ

ッ
ト
の
七
年
』
は
物
語
の
面
白
さ
と
は
別
に
、
当
時
の
チ
ベ
ッ
ト
最
新

情
報
と
し
て
人
々
の
興
味
を
引
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に

一
九
八
二
年
の
開
放
直
後
の

「中
国
チ
ベ
ッ
ト
」
に
西
側
の
人
間
の
一
人
と
し
て
入

っ

た
興
味
深
い
報
告

脚
①ご
日

けｏ
ゴ
げ
①一Ｌ
⑬
∞
卜
（ド
イ
ツ
語
版
は
ヨ
一＆
①『
∽①Ｆ

日
許
ゴ
σ
①けＬ
⑬
∞
∞
）
は
欧
米

で
は
再
び
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な

っ
た
が
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
な
か

っ
た
。
日
本
人
と
欧
米
人
と
で
は
中
国
に
対
し
て
受
け
と
り
方
が
だ
い
ぶ
異
な
る
よ

う
で
あ
る
。

中
国
側
の
文
献
と
し
て
は
先
に
あ
げ
た

『中
国
の
高
峰
』
が
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
中
国
科
学
院
に
よ
る

一
連
の
数
冊
か
ら
十

数
冊
に
も
な
る
調
査
報
告
叢
書
、
『新
彊
綜
合
考
察
叢
書
』
や

『
珠
穆
朗
璃
峰
地
区
科
学
考
察
報
告
』
、
『希
夏
邦
馬
峰
地
区
科
学
調
査
報

告
』
、
『青
蔵
高
原
科
学
考
察
叢
書
』
を
入
手
す
る
事
が
で
き
た
。　
一
九
七
九
年
に
発
行
さ
れ
た
地
理
研
究
所
編
の

『青
蔵
高
原
地
図
』
三

〇
〇
万
分
の

一
は
表
現
が
美
し
い
地
図
で
山
々
へ
の
夢
を
か
き
た
て
て
く
れ
た
。

開
放
後
に
出
た
本
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
周
正

『東
昆
命
秘
境
探
検
記
』
Ｈ⑬
∞
ｏ
で
あ
ろ
う
。
日
本

に
も
知
人
の
多

い
周
正
氏
は
こ
の

一
九
八
五
年
の
ウ
ル
グ
ム
ス
タ
ー
グ
の
記
録
を
中
公
新
書
の

一
冊

『昆
帯
の
秘
境
探
険
記
』
と
し
て
も
刊
行
し
た
。
周
正
氏
の
山
の
本
は

他
に
も
多
数
あ
り
、
古
代
か
ら
現
在
ま
で
の
中
国
登
山
史

『
氷
山
雪
嶺
両
千
年
』
Ｈ⑬
∞
∞
も
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
（１８
）
新
刊
に
は
各

登
山
隊
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
綴

っ
た

『孔
雀
翅
膀
上
的
明
珠
』
ド⑬
⑬
「
が
あ
る
。
漢

・
英
両
文
に
よ
る
、
外
国
人
登
山
者
を
読
者

に
想
定
し

た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
的
な
本
も
出
て
い
る
。

ハ
ン
デ
ィ
な
史
占
春
他
編

『中
国
登
山
指
南
』
Ｈ８
卜
に
対
し
て
、
西
蔵
登
山
協
会
編

『
雪
域

16
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神
山
』
ド８
い
は
豪
華
写
真
集
の
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
本
も
特
定
の
山
の
写
真
と
秘
密
扱
い
だ

っ
た
人
民
解
放
軍
の

一
〇
万
分
の

一

地
図
が
ベ
ー
ス
の
部
分
地
図
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
山
の
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に
解
る
。
中
国
科
学
院
は
そ
の
後
も
山
岳
地
域
の
調
査

を
独
自
に
精
力
的
に
す
す
め
て
詳
し
い
調
査
報
告
を
次
々
に
出
版
し
、
な
お
継
続
中
で
あ
る
。
『南
迦
巴
瓦
峰
地
区
登
山
科
学
考
察
叢
書
』、

『
喀
劇
昆
命
山
―
昆
命
山
地
区
科
学
考
察
叢
書
』
、
『青
蔵
高
原
横
断
山
区
科
学
考
察
叢
書
』
な
ど
は
大
い
に
参
考
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
日

本
人
は
こ
れ
ら
漢
文
文
献
を
比
較
的
容
易
に
入
手
で
き
る
し
、
読
み
こ
な
さ
な
い
ま
で
も
利
用
す
る
事
が
で
き
る
が
、　
一
般
の
欧
米
人
は

こ
の
利
便
に
は
浴
せ
な
い
。
欧
文
文
献
の
不
利
を
か
こ
つ
日
本
人
と
し
て
は
、
こ
の
有
利
さ
を
利
用
し
な
い
手
は
あ
る
ま
い
。

地
図
に
つ
い
て
は
、
中
国
登
山
協
会
と
の
合
同
登
山
を
指
向
し
、
登
山
技
術
の
指
導
な
ど
を
行

っ
て
き
た
長
野
県
山
岳
協
会
が
協
力
し

て
、
登
山
協
会
で
作
成
し
た
地
図
を
日
本
に
持

っ
て
き
て
印
刷

・
販
売
し
た
。
『中
国
山
峰

一
覧
図
』
五
五
〇
万
分
の

一
と

『
青
蔵
高
原

山
峰
図
』
二
五
〇
万
分
の

一
は

一
九
八
六
年
に
出
版
さ
れ
た
。
美
し
い
仕
上
が
り
で
内
容
は
正
確
で
あ
り
、
長
野
県
山
岳
協
会
編
の

『山

脈
別
山
名

一
覧
表
』
と
合
わ
せ
て
、
日
標
の
山
を
見
付
け
出
す
の
に
大
い
に
役
立

っ
た
。
こ
の
地
図
の
後
、　
一
九
八
七
年
に
Ｍ

・
ウ
ォ
ー

ド
監
修
で
Ｒ
Ｇ
Ｓ
と
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
財
団
か
ら
発
行
さ
れ
た
地
名
索
引
付
き
の
地
図

日
Ｆ
①
〓
ｏ
目
ご
〓
∽
ｏ
』
ｏ
８
寸
ユ

＞
∽Ｆ

三
〇
〇
万

分
の

一
も
登
山
対
象
地
域
が

一
枚
の
地
図
に
含
ま
れ
て
お
り
重
宝
な
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
に
な
る
と
旧
ソ
連
崩
壊
に
伴

っ
て
売
り
に
出
さ
れ
た
機
密
地
図
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
中
国
全
土
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
の
は
二
〇
万
分
の

一
シ
リ
ー
ズ
地
図
で
、
部
分
的
に

一
〇
万
分
の

一
も
あ
る
。
今
ま
で
全
く
秘
密
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
広

大
な
地
域
が
、
地
形
も
読
み
取
れ
る
縮
尺
で
自
由
に
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
試
み
に
青
海
か
ら
新
彊
、
チ
ベ
ッ
ト
、
四
川
ま
で
の

登
山
対
象
地
域
全
体
を
二
〇
万
分
の

一
地
図
で
並

べ
て
み
る
と

（約
六
百
枚
）
、
∞
ふ

日
×
〓ｏ
日
も
の
大
き
さ
に
な
り
、
改
め
て
そ
の
広

大
さ
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い

（
一
覧
表
の
各
山
の
位
置

（経

・
緯
度
）
は
こ
の
地
図
を
用
い
て
確
定
し
た
）
。
そ
の
後
も

一
九
九
七
年
に

な

っ
て
、
蘭
州
氷
河
凍
土
研
究
所
よ
り

弓
Ｆ
①
〓
”
Ｏ
ｏ
』
∽
●
ｏ
ヨ
〓
ｏ
“
●
ご
〓
∽
〓

ｏ
〓
３

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

一
〇
万
分
の

一
地
形
図
を

編
集
し
た
多
色
刷
り
で
陰
影
を
ほ
ど
こ
し
た
地
図
が
次
々
に
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
（１９
）
一
九
八
五
年
ま
で
の
、

Ｔ
Ｐ
Ｃ
五
〇
万

分
の

一
だ
け
し
か
利
用
で
き
な
か

っ
た
時
代
が
あ

っ
た
事
な
ど
全
く
う
そ
の
よ
う
で
あ
る
。
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註１
　

一
九
五
二
―

一
九
六
二
年
ま
で
の
日
本
隊
の

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
年
譜
」
は
山
岳
五
三
、
五
七
、
五
八
、
六
〇
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

２
　
個
人
ベ
ー
ス
の

「隊
」
を
組
ま
な
い
登
山
も
、
大
編
成
の
登
山
隊
と
同
様
に
許
可
と
報
告
の
次
元
で
は

「隊
」
と
し
て
数
え
ら
れ
る
。

３
　
史
占
春

「中
国
の
登
山
活
動
」
、
『
中
国
の
高
峰
』

一
九
八

一
、

℃
∞

４
　
表
１

「
日
本
か
ら
の
登
山
隊
の
地
域
別
／
年
度
別
推
移
」
参
照

1隊
4

18

10

5

8

23

16

12

14

20

19

18

19

12

20

16

16

23

27

22

19

カ
ラ

コ
ラ
ム

ク

ン
ル
ン

パ
ミ
ー
ル

テ
ン
シ
ャ
ン

南
東

チ
ベ

ッ
ト

チ
ベ

ッ
ト
高
原

青
海
高
原

東
部
ヒ
マ
ラ
ヤ

中
央
ヒ
マ
ラ
ヤ

７９

８０

８１

８２

田

＆

“

表 1 日本からの登山隊の地域別/年度別推移

97  18  31  30  55  34  38  24  15

隊

342 隊

９０

９１

９２

９３

％

９５

５
　
白
水
社
版
の
全
集
に
含
ま
れ
る
各
巻
の
多
く
は
、
昭
和
十
二
～
十
九
年
の
間
に
一
度
翻
訳
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
戦
前
の
こ
の
時
代
も

「
内

陸
ア
ジ
ア
探
検
記
」
が
多
く
の
読
者
を
得
て
い
た
。

６
　
吉
沢

一
郎

¨
「黄
河
お
よ
び
揚
子
江
の
源
流
に
於
け
る
三
大
山
群
」
山
と
渓
谷
七
二
―
七
七
号
、
「
サ
ル
ウ
ィ
ー
ン
河
源
流
域
の
探
検
報
告
」
山
小

一

１

４

１

３

１

２

４

２

２

２

５

２

１

一

一

６

４

１

２

１

３

１

２

２

３

一

１

一

２

１

一

４

一

一

１

一

１

３

１

３

１

１

３

４

３

２

４

８

３

１

１

１

３

２

５

３

２

一

一

一

一

一

一

３

４

一

１

一

１

１

１

一

一

１

２

２

３

１

２

４

３

４

４

３

４

５

４

４

４

６

６

７

‐２

９

７

2 -

２

４

　

一

一

１

２

１

一

一

一

４

一

２

４

２

５

３

２

１

1 - 一

4 - 1
1 - 1

１

８

　

一

18

２

１

２

１

２

３

１

１

一

１

２

２

１

一

２

３
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屋

一
二
三
―

一
二
五
号
、
望
月
達
夫

一
「
ミ
ニ
ャ
●
ゴ
ン
カ
山
群
」
山
岳
二
五
―
二
、
「
ク
ン
グ
ー
ル
山
群
」
山
岳
三
六
―

一
、
「
シ
ョ
ン
バ
ー
グ
の

天
山
山
脈
踏
査
」
山
岳
四
四
、
山
書
研
究
七
号

な
ど

７
　
』
・＞
。
∪
”
σ
げ
∽
一
口
一∽一〇
『Ч
Ｏ
「
手
Φ
∪
”∽８
く
①『Ч
”
５
０
国
Ｘ
■
０
”ヽ
〓
○
●
〇
「
Ｏ
Ｆ
〓
①∽Φ
↓
」
「Ｆ
①∽ご
Ｐ

お
〇∞
　
〓Ш
童盲
研
究
八
号

　
一
九
六
七

８
　
大
曽
根
純

「中
国
の
山
岳
会
」
『山
岳
事
典
』
山
と
渓
谷
社
　
一
九
六
〇

９
　
施
雅
風

『中
国
泳
川
学
的
成
長
』
ｕ
卜∞
―
いｏ
　
科
学
技
術
文
献
出
版
社
　
一
九
九
五

１０

『再
次
登
珠
穆
朗
瑶
峰
』
外
文
出
版
社
　
一
九
七
五
、
『
五
星
紅
旗
挿
上
托
木
示
峰
』
外
文
出
版
社
　
一
九
七
九

ｎ
　
片
山
全
平

「中
国
登
山
界
の
沿
革
と
現
状
」
山
二
九
〇
―
二
九
二
号
　
一
九
七
七
、
七
八

１２
　
片
山
全
平

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
め
ぐ
っ
て
」
山
四

一
〇
号
　
一
九
七
九

１３
　
「外
国
登
山
団
体
来
華
登
山
規
則

（暫
定
）」
『中
国
の
高
峰
』
ｏ
〓
∞

１４
　
表
１
参
照

１５
　
地
域
区
分
の
各
地
域
名
お
よ
び
範
囲
に
つ
い
て
は

一
覧
表
凡
例
を
参
照

１６
　
一
九
五
五
―

一
九
七
七
年
ま
で
の
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
と
カ
ラ
コ
ラ
ム
の
日
本
隊
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
日
本
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
・
カ
ラ
コ
ル
ム
会

議
編

『
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
ｏ
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
探
検
誌
』

一
九
八
〇
が
あ
る
。

１７
　
＞
・
目
①一ヨ
一
〓
〓
Ч
”
Ｏ
ｏ
●
Ｆ
”
Ｆ
お
∞
∞
、
口
ｃ
ａ
∽”
〓
”
＞
。
国
日
ヨ
ｏ
●
∽
一
マ
【①●
＞
∞
”
〓
∽け
手
Φ
Ｏ
】ｏ
ａ
∽Ｌ
Φ
∞
い
（『
ミ
ニ
ャ
コ
ン
カ
初
登
頂
』

一
九
九

八

）

∽
・
Ｏ
Ｆ
”
づ
日

”
●
一
目
Φ
〓
①
軍
Ч
い

一
ｏ
目
”Ｂ

”
Ｆ
Ч
Ｐ

お

卜
ｏ
、

日
・
∽
Ｆ
ぼ

一
ｏ
５
一
】≦
ｏ
暉
●
ご

〓

∽
ｏ
』
弓
”
詳

”
こ

」

Φ
望

（
『
ダ

ッ
タ

ン

の
山

々
』

一
九

七

五

）
、

国
・
弓
〓
日
営

〕
〇
〓
３

”ｏ
Ｏ
〓
寸
”
】Ｌ
Φ鋼

、
こ
の
他
に
一
九
二

一
年
の
偵
察
隊
を
含
め
て
七
次
に
亙
る
チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
遠
征

隊
の
本
が
あ
る
が
、
こ
の
登
山
を
チ
ベ
ッ
ト
登
山
に
含
め
る
人
は
い
な
い
。

１８
　
一
九
八
五
年
の
米
中
合
同
ウ
ル
グ
ム
ス
タ
ー
グ
登
山
で
知
り
合

っ
た
Ｒ
・
ベ
ー
ツ
の
仲
介
で
、
『氷
山
雪
嶺
両
千
年
』
の
英
訳
文
を
ベ
ー
ス
と
し
、

欧
米
人
の
登
山
デ
ー
タ
も
加
え
た
本
、
Ｎ
Ｆ
ｏ
ｓ
Ｎ
Ｆ
８

鮨
Ｆ
〓
Ｎ

，
８
Ｆ
”
■
『
Ｏ
Ｏ
ぼ
ュ
詳
∽
０
５
諄
①
”
①諄
∽
¨
一〓
一〇
暉
椰
ご
〓
①Φ『〓
”
Ｆ
Ｏ
Ｆ
〓
Ｐ

Ｈ８
い
が

発
刊
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
古
典
に
な
じ
み
の
な
い
欧
米
人
に
も
読
み
易
い
よ
う
に
Ｊ
・
ニ
ー
ト
に
よ
っ
て
再
編
集
さ
れ
、
文
献
目
録
と
六
千
メ
ー

ト
ル
以
上
の
中
国
の
山
の
リ
ス
ト
の
付
い
た
、
英
語
と
し
て
は
最
初
の

「中
国
登
山
史
」
で
あ
る
。

１９
　
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
周
辺
、
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
周
辺
、
コ
ン
グ
ー
ル

・
ム
ス
タ
ー
グ
ア
タ
周
辺
、
チ
ョ
ゴ
リ
周
辺
、
ナ
ム
ナ
ニ
周
辺
、
カ
イ
ラ
ス
周
辺
、

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
周
辺
、
メ
イ
リ
ー
シ
ュ
エ
シ
ャ
ン
周
辺
、
ク
ン
ル
ン
最
高
峰
周
辺
な
ど
の
地
図
が
販
売
さ
れ
続
行
中
で
あ
る
。
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1989な どによる)、 3「通用している欧米名」(Jo Neate;High Asia,1989な どに

よる)と するが、欧米名のないものは [ ]に ピンイン表記を記す。

・中国名のないものは「
―

」とする。漢字で日本名と中国名が同じものも (発音

はもちろん異なる)「― 」とし、この場合の英字名を [ピ ンイン]で表記する。

また現地名のカタカナ日本語表記のみのものがある。
。無名峰、例えば「タンルン7167」 の中国名欄は「― 」、欧文名はP.7167と する。
O緯度/経度差のない同じ山群の隣り合った山は、西一東、 I― Ⅱ等で区別するが、

標高は入れる。

・地域の広い「青海高原」、「チベット高原」、「南東チベット・四川 0雲南」はおお

よその位置がわかるように山域名称を入れる。(地図 1:山域名称図参照)

0緯度/経度は、現在入手できる最 も縮尺の大きいシリース地図、 1日 ソ連製の

1/20万地図に準拠する一地図番号も入れて検索の便宜をはかる。 (地 図 3:1/20

万地図インデックス参照)

・標高は中国発表のもの、人民解放軍の地形図に準拠した中国登山協会監修の地図

の標高数字を用いる。

・ルー トは「方面」、複数隊が訪れた山については「稜/リ ッジ」、「壁」の区別。

(よ り詳しくは直接文献を参照のこと)

5 成果及び結果 ;偵察、踏査、試登 (頂上日前の場合から、取りついただけまでを含

む)、 初登頂、登頂を区別する。
0同一山群のマイナー峰の登頂、技術的に問題にならない山の登頂の場合も例外と

しない。
0特記すべき登山、方法は備考として付記する。[ ]は その他の付記。
0シ シャパンマ、チョオユーについては、頂上のどの部分に立ったかを区別する必

要が生じている。(山頂が広大な山であるが、以前には問題にならなかったこと

が、登頂者の増加で議論の対象になってきている)

6 主体登山隊名 ;国 際公募隊参加者は含まず、独自に隊を作った者たちだけを対象と

する。たたし区別の難しい場合があり、判別できないことがある。日中合同隊はス

ペースがあれば表示する。

7 報告 0発表文献 ;雑誌記事、報告書、書籍と外国語発表記事 (Sangaku,American

Alpine Journal a)Clilnbs&:Expeditions, Alpine Journal, Hirnalayan Journal,

Japanese Alpine News)ま た ( )は 隊による報告、発表が入手できず間接的資

料に拠ることを示す。

8 映像記録 (放送されたものに限る);放送局名、タイトル、放送日。

(各放送局名呼称 :KTV関西テレビ放送、TVOテ レビ大阪、ANBテ レビ朝 日、

下BS東京放送、NTV日 本テレビ放送、TXテ レビ東京、NHK)
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日本人による中国登山二十年

日本人による中国登山 20年一覧 凡例

1 この一覧表に含まれる「登山隊」の範疇 ;登山隊、登山のための偵察隊、調査隊、

踏査、その他未踏査地域への人域。

2 地域区分 ;中 国政府の省 。自治区によらず、山脈・山域による区分とし、以下の 9

つに分ける。(地図 2:地域区分図参照)

。中央ヒマラヤ ;サ トレジ河流出部から東、インドおよびネパール・ ヒマラヤのチ

ベット側、シッキム西境まで
0東部ヒマラヤ ;シ ッキム東境から東、ツァンポー河屈曲部まで (国境線は中国主

張のもの)

0青海高原 ;お おむね青海省の範囲、アル トゥン山脈、クンルン山脈の西端は東経

90度の線
0チベット高原 ;北縁はクンルン山脈南麓で東経 90度以西、南縁はヤルンツアァ

ンポー河谷、タングラ山脈とニンチェンタンラ山脈東端は東経 96度線まで

・南東チベットと四川、雲南 ;チ ベット高原との境界は東経 96度、北縁は青海 。

四川省境、東境は四川盆地西端

・テンシャン ;パ ミールに接する部分から東、キルギス共和国との境、東端は東経

95度
0パ ミール ;テ ンシャン山脈とクンルン山脈の間、中国側パミール

・ クンルン ;パ ミールに接する部分から東経 90度以西
0カ ラコラム ;カ ラコラム山脈の中国側地域

3 年月 ;冬季だけを区別するが、同時期に複数の隊が訪れた場合は月も表示する。同

年度の範囲で、偵察と本隊を並べることや、春と秋の違いがあっても同年度の同一

峰の別隊を並べて解りやすく整理した所もある。

4 山名・ルー ト;初出箇所のみ「 *」 記号を付け、日本語名とともに標高、中国名、

欧文名 (ピ ンイン表記を含む)を記し、さらに位置を明確化する経度、緯度と、照

合の便のため旧ソ連製 1/20万 の地図番号を付す。

・記号「 *」 はまた同時に日本隊として、或いは外国人としての初入域を示す。

・二回日以降の繰り返しは日本語名のみとする。
。同一の山の新ルー ト、異なった方法による登山 (別季節を含む)、 同一地域の周

辺峰での登山は「 +」 記号で区別するが、同一山群の小諸ピーク、同一の山の置

換ルー トは区別しない。
0(  )は 登山を目的としない踏査隊、調査隊、取材隊、捜索隊などを示す。

・山名は原則として最初の命名者のものに従う。1「 ローマ字、漢字の日本式読み

名」、2「漢字による中国名、あるいは漢字表記の現地音名」 (「 山脈別山名一覧表」
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日本人による中国登山二十年
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Φ

「
ヽ
卜
丼
く
ヽ
マ
ぎ
贈
爛
」

＞
＞
Ｌ
（ｏ
国
）

調
ヨ
璽
回
　
＞
ヨ
●
①
〓
Ｒ
Ｆ
ｏ
５
　
　
　
ω
卜
・
ミ
＼
８

，
ミ

　

　

】
ミ
ー
Ｘ

８
∞
い　
　
ヽ
卜
ヽ
べ
ヽ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
嵐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
Ｅ
申
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
（
ｒ
べ
咄
持
Φ
ｏ
＼
い
）

お
∞
卜
　
＋
ヽ
ト
シ
く
ヽ
マ
ロ
　
ｏ
Ｎ
ｏ
∞
ヨ
　
　
　
躍
嵐

・
ユ
Ｆ
酬
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
壕
綱
Ｅ
申
欝
野
　
　
　
　
珈
卜
∞
卜
＼
露

「
満
嶺
０
コ
嗣
訥
ヨ
」

＞
＞
」
（ｏ
日
）
‐
お
∞
い

る
∞
い
・
∞
姜
キ
ψ
ヽ
′ヽ
斗
′
畔
コ
菰
許
　
　
　
　
応
潜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
サ
Ｆ
く
ψ
キ
事
”
＼
誹
激
奪
覇

（「
マヽ
先

・
畔
コ
菰
許
珀
」
）

課
喜
酪
嶺
（認
〓
ヨ
）
［く
”
”
「”
計
”
Ｎｏ］

∞
ｏ
Ｌ
ｏ
＼
湯
ミ
ｏ
　
　
　
Ｈ
卜
〇
Ｉ
Ｘ
目
′　
Ｈ
心
ヽ
―
≦

８
∞
い
。
↓
＋
（琲
コ
コ
猫
）

ω
ｕ
・
〇
】＼
Ｏ
い
。
３

　
　

響
茸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｚ
〓
バ
燿
薄
簸
　
　
　
　
　
「
酪
サ
針
が
コ
菰
声
熙
０
」
　

　

　

Ｚ
エ
バ

［汁
訃
コ

ｏ
熙
サ
針
が
コ
鶏
声
＝
０

∞
〇
■
ミ
お
］

〓０
∞
０
・
『
　
持
ψ
ヽ
´ヽ
斗
′
職
コ
気
許
　
　
　
　
暉
嵐
′
撃
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
サ
Ｆ
べ
螂
持
露
ゆ
＼
誂
洲
奪
聖
　
匡
べ
Ч
せ
∞
ｏ
＞
ｏ

「
マヽ
先

・
畔
コ
猫
許
輸
」
「
騨
訃
　
畔
コ
菰
許
中
業
が
」

８
∞
ｏ
・
『
キ
ヽ
４
キ
て
ヽ
ψ
　
い
Ｎ
∞
『
ヨ
　
　
　
　
　
麟
気
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
針

Ｆ
４
Ч
持
蓼
ル
　
　
　
ｒ
べ
螂
持
∞
い
＼
【〇

田
滋
晨
蒔
　
ω
”
Ч
目
Ｆ
”
ヽ
”
　
　
　
　
　
∞
卜
・
ｏ
ｏ
＼
鴫
・
ω
ｕ
　

　

Ｈ
ヽ
「
Ｉ
Ｘ
マ

お
∞
い
。
∞
　
持
螂
ゝ
″ヽ
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諄
譲
鎮
哨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
材
Ｅ
珈
ゆ
鸞
い
襲
　
　
　
Ｅ
申
‐∞
」

「
国
斗
Ｅ
申
♪
モ
園
蹴
Ｅ
粟
こ
∞
い
」

∽
曽
”
”
″
Ｃ
‐
８
∞
０

８
∞
ｕ
　
姜
ド
ヽ
い
ｌ

ｃ
ヽ
て
　
い
い
ミ

ヨ
　
　
　
ぎ
串
爛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
樹
Ｅ
申
ゆ
憮
肝
嬰
　
　
　
Ｅ
申
‐∞
〓

「
口
掛
Ｅ
申
ゆ
■
回
際
Ｅ
粟
お
∞
ｏ
」

∽
曽
”
算
‘
‐
８
∞
ｏ

姜
解
Ｅ
（洲
丼
凛
書
）
［Ｄ
‘
〓
彗
∽訂
●
］

ω
Φ
Ｌ
∞
＼
Φ
∞
・
∞
］
　

　

』
ミ
ー
買
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ユ
ｒ
十
で
ヽ
Ｅ
覇
節
訓
苺
）

８
∞
ｏ
　
■
と
ヽ
ヰ
ヘ
ヽ
ホ
て
ヽ
　
ｏ
ヽ
∞
ヨ
　
　
騨
湿

・
ュ
Ｆ
副
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
サ
Ｅ
印
ゆ
鷺
躊
彗
　
　
　
Ｅ
印
‐∞
〓

「
回
サ
Ｅ
申
ゆ
モ
回
贈
Ｅ
粟
８
∞
０
」

∽
”
●
”
”
澪
Ｃ
‐
お
∞
①

Ц
ヨ
珊
難
訥
科
（出
丼
書
）
冨
ｏ， ■
”一ヨ
８
”〓］

∞
い
。
ω
Φ
＼
Ｒ
Ｌ
ｏ
　

　

【
卜
ｏ
ｌ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
（滅
嬰
ヽ
マ

▼ヽ
ヽ
Ｅ
驀
）

８
∞
ｕ
　
羊
ヽ
咄
ヽ
マ
π
マ
　
ｏ
ｏ
Ｎ
一
日
　
　
　
　
さ
暉
爛
′
麺
目
瓢
許
癖
麟
　
　
　
　
河
汁
蒲
鮮
嬰
＼
蕩
斗
白
冷
　
Ｅ
申
‐
∞
〓

「
酪
サ
針
ぷ
嚇
ホ
菫
菰
許
」

∽
営

”
鼻

ｃ
二
Φ
∞
ｏ

中
蒔
ン
タ

［Ω
①
Ｆ
計
す
Ｏ
ｏ
●
”
］
　

　

∞
ω
Ｌ
い
＼
０
」Ｌ
ｏ
　

　

【
卜
ｏ
ｌ
Ｘ
買
＼
Ｘ
Ｘ
　
　
　
　
　
（
ヽ
て
ヽ
咄
Ｅ
黙
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
↓
＜

［４
叫
叫
翔
　
一蝉
針
一鶴
σ
い
市
中
肖
鶏
諄

∞
ｏ
や
］

］０
∞
∞
　
　
パ
ー
ヽ
い
ｌ

ｃ
ヽ
マ
　
　
　
　
　
　
暉
嵐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
帥
訓
薄
〇
”
ゆ
　
　
　
　
「
剛
踵
ヽ
「
誨
」

＞
＞
Ｌ
（ｏ
∪
）
と
０
∞
Φ

ぉ
∞
∞
　
姜
ヾ
て
、
マ
　
０
∞
８

日
　
　
　
　
　
　
翻
嵐
　
卦
苺
番
ｏ
Ｎ
ω
↓
ヨ
　
　
　
　
　
回
掛

Γ
べ
咄
キ
欝
ゆ
　
　
　
ｒ
べ
咄
持
∞
∞
＼
に
　
申
卜
∞
∞
＼
に
　
＞
＞
」
（０
日
）
‐
８
∞
０

当
硼
苺
（針
暴
酪
濁
幕
）
〕
諄
”
∪
”
σ
”日
　
∞
０
・
ｏ
Ｎ
＼
８
。
３

　

　

』
一
０
１
Ｘ
Ｘ
Ｘ

【
＼
Ｘ
Ｘ
Ｘ
目
　

（測
襄
ヽ
て

▼ヽ
マ
Ｅ
黙
）

ｇ
∞
Φ
　
　
ヾ
ヾ
ヰ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
群
噌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
横
Ｅ
申
”
　
　
　
　
　
　
瑯
卜
∞
０
＞
ｏ

「
証
華
０
減
幕
漱
硝
轟
」

こ
∞
Φ
　
　
ヽ
―
ヽ
ト
ー

こ
ヽ
マ
　
　
　
　
　
　
到
贈
′
粟
珈
沸
滞
　
　
　
　
　
　
　
洋
田
ヽ

マヽ
ヽ
る
へ
て
ヽ
咄
ゝ
　
洋
日
ヽ

マヽ
ヽ
る
へ
て
ヽ
咄
ヽ
ゆ
難
卜
ｏ
ｏ
仁
ｏ
『

ぉ
∞
０
　
■
Ч
、マ
、
マ
　
ｕ
『
ｏ
∞
日
　
　
　
　
　
さ
躍
嵐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弊
田
製
＼
恐
盗
訓

　

　

　

「
雛
畢
ヽ

マヽ
ヰ
マ
Ｅ
」

＞
＞
ヽ
（０
じ

占
８
０

ヨ
サ
ゆ

　

［と
言
口
∽
〓
曽
］
　

　

　

ω
Ｏ
Ｌ
ｕ
＼
Φ
ω
ζ
∞
　

　

』
ヽ
ｏ
ｌ
Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「

マヽ
７
）
て
ヽ
―
ヽ
澪
義
）

８
∞
Φ
　
姜
書
蒲
出
聖
≦
暴
　
い
じ
ｏ
８
　

　

　

麟
嵐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
書
Ｅ
Ｏ
や
　
　
　
　
　
　
「
硼
蔚
訓
剛

ｏ
馴
懺
サ
゛
鴻
書

，
」

―
―

　

　

［Ｚ
ヽ
と
が
σ
Ｏ
Ч
暉
ＮΦ
］
　
　
　
∞
ω
Ｌ
ミ
８
ｒ
ω
Ｏ
　
　
】
卜
『
Ｉ
Ｘ
Ｘ
マ
＼
Ｘ
Ｘ
Ｘ
　

　

　

（硼
蔚
′
日
）〓
雌
諄
）

い８
Ｎ
　
　
ヾ
て
ヽ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
薔
潜
鞘
嵐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
サ

Ｆ
べ
ψ
持
甕
ゆ
　
　
　
Γ
べ
螂
持
０
ミ
Φ
　
＞
＞
」
（０
日
）
ム
８
ω

日本人による中国登山二十年

澤
寿
剖
椰
（洋
腑
鉄
言
計
ひ
Ｓ
）

い
０
∞
Ｎ
′
∞
∞
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一８
Ｎ
　
＋
ヽ
ト
シ
４
ヽ
マ
冊
暴

】８
Ｎ
　
　
ロ
ヘ
ヽ
卜

（Ｈ
丼
蜃
）

【８
ω
　
＋
、
卜
丼
べ
、
て
く
　
ｏ
８
ｏ
日

い８
∞
　
　
Ч
卜
丼
べ
ヽ
マ
階
書

】８
∞
　
　
い
ヘ
ホ
ト

【８
ト
　

ロ
ヘ
ヰ
ト

【８
卜
　
■
ロ
ヘ
ヾ
●
　
ｏ
８
ω
ヨ

出
師
番
　
　
―
―

Ｈ８
ト
　
キ
旨
コ
酬
Ｅ
　
い
８
い
Ｂ

】８
一
　
姜
（
ゝ
ｕ
こ

一一義
許
）

聾
畔
目
轟
　
〓
①
″
８
”
”
・

〓８
ヽ
　
キ
漑
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
―

こ
　
ｏ
】ｏ
Ｎ
ヨ

淵
ヨ
十
ｒ
□

（パ
”
●
”
Ｎ
〓
営
『
一）

一８
『
　
キ
ヰ
Ч
ヽ
や
ヽ
ヽ
目
慕
　
０
∞
８

８

勝
画
け
自
畔
議

目
　
―
―

い８
Φ
　
誉
璽
聖
職
諮
書
　
い
∞
ｏ
∞
ヨ

ー

ー
　
　
　
［バ
”
●
”
Ｎ①
”
Ч
”
一］

３
８
二

十
ネ
鞘

・
測
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
―

一）

捕
コ
　
　
Ｅ
齢

。
前
叫

こ
▼
１

７
　
　
　
　
　
爵
湘
澤
餞
辞
湘

・
轟
針
　
　
　
　
　
冊
書
陣
Ｅ
碑
戯
　
　
　
　
　
難
絆
′
躍
剛
料
弾

■
回
齢

・
昇
埓
歯
（
眠
ヽ
へ
ヽ
お
）
＼

喜
剛
（南
韓
河
）
＼

一口
く
酪
燿
く
Ｎ
ｏ
ヨ
諄
図
喘
巾

＼

嘉
鎌

８
∞
ふ
　
＋
（
ヽ
へ
螂
ヽ
際
詳
）
　
　

　
　

　
　

燿
茸

こ
∞
ト
　
キ
（き
へ
咄
Ｎ
′
持

マヽ
″ヽ
ヽ
ヽ
先
―
コ
猫
）

凛
麟

ョ
自
薄
謝

（８
ω
∞
日
）

バ
臥
ご
∽
　
　
ω
ｒ
ｏ
ぃ
＼
∞
ｒ
Ｎ
ｏ

８
∞
ｏ
　
キ
ーー
て
ヽ
て
ヽ
マ
ヰ
　
ヽ
お
Ｈ
ヨ
　
　
　
群
鋼

・
∃
副

儡
ゆ
灘
噂
　
Ｚ
〓
∞
ｏ
こ
う
パ
讐

”
の
Ｆ
”
　
Ｎ
∞
。
３
＼
ｏ
ｏ
・
〓

【Φ
∞
０
　
■
卜

て
ヽ
卜
て
ヽ
マ
咄
　
ヽ
いの
Ｎ
ヨ

　

筵
満

”
硼
鴻
叶
喜
　
ｚ
Ｆ
ｏｒ
①●
弓
”
●
”
一”
　

ω
ｏ
・
圏
＼
８
・
∞
Ｎ

測
薄
群
際
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
サ
Ｅ
印
ゆ
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書
隣
　
　
　
「
Ч
ト
シ
く
ヽ
マ
暉
Ｅ
粟
ｏ
Ｎ
叢
叶
畔
」

「
自

Φ
呻
　
＞
＞
」
（ｏ
日
）
ム
８
ω

躍
麟
　
ｏ
葛
Φ
日
コ
自
　
　
　
　
　
漱
肺
獅
Ｅ
瑯
欝
♪
　
　
　
　
＞
＞
Ｌ
（ｏ
国
）
占
８
ヽ

暉
嵐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
遷
汁
鷺
　
　
　
　
　
　
　
（
ｒ
く
咄
持
Φ
ｏ
＼
い
）

躍
趙

・
測
離
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
泄
輌
Ｅ
申
醐
鶴
　
　
　
　
「
翻
憾
訓
擬

。
「
卜
丼
べ
ヽ
マ
斗
鍛
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ー

プ
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竜
¨
け
」
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嵐

・
珊
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排
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べ
〕
持
藤
ル
　
　
　
Ｆ
べ
咄
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Ш
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ｒ
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咄
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藤
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ｒ
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持
Φ
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（０
日
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嵐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
針

ｒ
べ
咄
持
藤
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螂
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Φ
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‐
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】

＞
＞
Ｌ
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国
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８
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ω
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＼
８
工
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【
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―
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議
ヽ
て
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熱
）
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汁
ゆ
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協
議
　
　
　
　
「
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謝
Ｅ
」
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Ｌ
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＼
Φ
い
Ｌ
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一
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Ｘ
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て
マ
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踪
）
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０
　
∽
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＼
ン
盗
汁
鷺
　
　
「
醸
サ
針
０
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＼
∞
０
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濤
日
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Ｃ
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∞
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］
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０
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ω
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０
い
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Ｘ
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」
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８
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８
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］
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茸
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Ｆ
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〓
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Ｘ
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Ｘ
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鷲
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ヽ
マ
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日本人による中国登山二十年
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日本人による中国登山二十年
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日本人による中国登山二十年
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日本人による申国登山二十年
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第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
あ
し
あ
と

―
極
限
登
山
者
の
輩
出
を
促
し
た
先
駆
的
集
団
―

二

宮

洋

太

郎

一
、
は
じ
め
に
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
イ
メ
ー
ジ

第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ

（コ
Ｏ
ｏＦ
Ｏ
〓
Ｂ
σ
〓
∞
０
ご
σ
目
）
と
い
う
集
団
が
発
足
し
た
の
は

一
九
五
八
年

（昭
和
三
十
三
年
）
、
今
か
ら
四
十
数

年
も
前
の
こ
と
で
す
。
当
時
は
や

っ
と
戦
後
が
終
わ

っ
た
こ
ろ
で
、
ま
だ
外
国
に
出
ら
れ
な
い
鎖
国
の
時
代
で
し
た
。
現
在
と
は
国
内
の

社
会
情
勢
も
日
本
の
お
か
れ
た
国
際
環
境
も
全
く
ち
が
う
わ
け
で
、
ま
た
当
時
こ
の
集
団
が
旗
印
に
し
て
い
た
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
内
容
や

価
値
観
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
含
め
た
登
山
と
い
う
も
の
も
、
現
在
と
は
か
な
り
相
違
し
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
本
日
の
私
の
話
が
皆

様
に
と

っ
て
ど
の
程
度
意
味
の
あ
る
も
の
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば

「
一
つ
の
時
代
の
歴
史
」
と
し
て
、
あ
る
い
は

「少
し

古
い
世
代
の
山
に
対
す
る
態
度
」
と
し
て
お
聞
き
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
か
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
特
色
、
そ
の
あ
ら
す
じ
み
た
い
な
も
の
か
ら
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
と
い
う
名
称
で
す
が
、
こ
れ
は
や
は
り
会
の
目
的
や
性
格
を
ず
ば
り
と
表
現
し
て
お
り
ま
す
。
第

一
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
と

40



申
し
ま
す
か
、
最
初
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
皆
様
も
ご
承
知
の
よ
う

に
、　
一
九
二
四
年

（大
正
十
三
年
）
か
ら
約
十
年
間
活
動

し
た
団
体
で
、
関
西
登
山
界
の
藤
木
九
二
、
水
野
祥
太
郎
、

津
田
周
二
な
ど
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
当

時
の
新
知
識
と
し
て
の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
中
心
と

す
る
ス
ポ
ー
ツ
的
な
近
代
登
山
術
の
研
究
と
実
践
に
活
躍

し
て
、
穂
高
滝
谷
の
初
め
て
の
岩
登
り
や
、
積
雪
期
の
山

の
開
拓
ま
で
を
実
行
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
日
本
の
ア
ル

ピ

ニ
ズ
ム
の
黎
明
期
に
お
い
て
パ
イ
オ
ニ
ア
の
大
き
な
役

割
を
は
た
し
た
と
い
え
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
そ
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を

継
承
し
て
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
設
立
総
会

で
第
二
次
を
襲
名
す
る
こ
と
を
全
員

一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。
こ
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
大
き
な
特
色
は
、
山
に
登
る
た
め

の
団
体
だ

っ
た
当
時
の

一
般
の
山
岳
会
と
ち
が

っ
て
、
ア

ル
ピ

ニ
ズ
ム
を
研
究
す
る
研
究
団
体
で
あ
り
、
会
員
は
同

人
と
し
て
対
等
で
、
運
営
は
合
議
制
で
あ

っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
山
行
に
は
会
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
し
た
が
、

同
人
達
が
尖
鋭
な
ク
ラ
イ
マ
ー
で
あ

っ
た
た
め
、　
一
九
五

第二次 RCCの あしあと

第二次 RCC創立総会に集まった人々 (1958年 1月 31日 )後列、左から吉尾弘、

五十嶋一晃、渡辺司夫、甘利二朗、原田善雄、大高俊直、堀仁、 吉岡三樹、

中列 小林忠次、奥山章、大江幸雄、芳野満彦、亀岡隆志、吉田二郎、内田康弘、

前列 小板橋徹、浅野孝一、二宮洋太郎、深田久爾、藤木九二、山川淳の諸氏

(「岳人」第 119号 昭和 33年 3月 号より転載)
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七
年

（昭
和
三
十
二
年
）
か
ら
の
国
内
の
積
雪
期
の
岩
場
の
∪
一醸
８
Ｆ
く
電
ご
〓
ｏ
づ
ル
ー
ト
、
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
の
初
登
攀
競
争

に
活
躍
し
た
同
人
が
多
か

っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
集
団
の
極
地
法
に
よ
る
登
山
と
ち
が

っ
て
、
少
数
あ
る
い
は
個
人
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が

Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
に
挑
戦
す
る
と
い
う
こ
の
流
れ
は
、
さ
ら
に

一
九
六
三
年

（昭
和
三
十
八
年
）
以
降
は
、
折
か
ら
の
海
外
渡
航
の
解
禁
も
あ

っ

て
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
本
場
の
ア
ル
プ
ス
の
北
壁
や
六
級
ル
ー
ト
に
も
向
か
い
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
同
人
個
々
の
登
攀
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
が
海
外
遠
征
を
自
ら
組
織
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　
一

九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
に
発
足
し
た

「中
央
ア
ジ
ア
登
山
委
員
会
」
が
カ
フ
カ
ズ
、
パ
ミ
ー
ル
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ク
シ
ュ
な
ど

へ
遠
征
隊

を
派
遣
し
、　
一
九
七
〇
年

（昭
和
四
十
五
年
）
発
足
の

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
」
は
日
本

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
南
壁
登
山
隊
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

前
者
は
当
時
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
広
大
な
中
央
ア
ジ
ア
の
は
て
の
山
々
で
、
探
検
の
要
素
も
含
む
登
攀
で
あ
り
、
後
者
は

「
よ
り
高
く
よ
り

困
難
な
」
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
の
頂
点
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
果
敢
な
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
先
鋭
的
で
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
行
動
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
大
き
な
特
色
で
し
た
が
、
こ
の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム

の
行
動
を

一
貫
し
て
高
め
、
そ
の
方
向
や
基
礎
を
培

っ
た
登
攀
の
基
層
文
化
と
も
い
う
べ
き
研
究
活
動
、
文
化
活
動
も
ま
た
、
研
究
団
体

と
し
て
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
大
き
な
特
色
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
活
動
と
登
攀
が
互
い
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
さ
れ
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
発
展

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
ま
た
ふ
れ
ま
す
。

以
上
は
簡
単
な
あ
ら
す
じ
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
が
外
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
か
。

こ
こ
で
後
世
の
人
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
評
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
ま
す
。

一
九
八
二
年

（昭
和
五
十
七
年
）
刊
の
佐
瀬
稔
著

『喪
わ
れ
た
岩
壁
』
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

「積
雪
期
の
岩
登
り
を
、
邪
道
異
端
の
行
為
か
ら
、
正
統
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
と
し
て
大
声
に
主
張
し
、
認
知
さ
せ
た
の
が
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
、

そ

れ
は
出
発
点
で
は
ま
さ
し
く

『
反
体
制
運
動
』
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
華
や
か
な
登
攀
が
相
次
ぎ
、　
一
流
ク
ラ
イ
マ
ー
が
第
二
次
Ｒ
Ｃ

Ｃ
に
相

つ
い
で
投
じ
て
同
人
と
な
る
に
つ
れ
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
急
速
に
反
体
制
の
色
を
失

っ
て
行
く
。
皮
肉
な
こ
と
に
革
命
集
団
が
い

つ
の
間
に
か
権
威
の
集
団
と
な
る
」
。
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第二次 RCCのあしあと

「北岳パットレス中央稜」積雪期初登攀 (1958年 1月 )RCC Ⅱ発足のきっかけと

なった。左から小板橋徹、甘利二朗、奥山章、吉尾弘 (撮影 芳野満彦)「北岳の

頂上 本当になつかしい しかも生きているのは小板橋君と私 2人だけ なんだ

か変な気持だ」という芳野満彦の讃がある

さ
ら
に
、
も

っ
と
新
し
い

一
九
九
八
年

（平

成
十
年
）
刊
の
福
島
功
夫
著

『山
の
名
著
三
〇

選
』
に
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
同
人
で
あ
る
吉
尾
弘
著

『
垂
直
に
挑
む
男
』
（
一
九
六
三
年
刊
）
の
書
評

と
し
て
書
い
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「吉
尾
た
ち
は
、
と
も
か
く
も
当
時
の
登
山
界

の
よ
ど
ん
だ
風
潮
に

一
石
を
投
じ
、
過
激
な
ま

で
に
革
新
的
な
登
山
を
実
践
し
た
。
し
か
し
彼

等
の
変
革
の
情
熱
に
、
将
来
の
展
望
を
切
り
拓

く
に
十
分
な
先
見
性
が
伴

っ
て
い
た
か
ど
う
か

疑
間
が
あ
る
。
（中
略
）
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の

『革
命
』

は
華
々
し
か

っ
た
わ
り
に
内
容
が
な
か

っ
た
の

で
は
な
い
か
。
」

後
世
の
二
人
の
第
二
者
の
評
を
と
り
あ
げ
て

み
ま
し
た
が
、
当
時
に
お
い
て
も
山
岳
界
の
な

か
で
は
、
平
地
に
波
瀾
を
起
こ
す
よ
う
な
新
し

い
登
攀
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
次
々
に

お
こ
な

っ
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
に
対
し
て
、
批
評
は
、

非
難
を
ふ
く
め
て
、
限
り
な
く
多
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
批
評
の
な
か
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に
、
虚
像
と
実
像
が
つ
ね
に
入
り
乱
れ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ま
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
特
徴
で
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
こ
の
よ
う
に
四
十
数
年

後
の
今
日
、
そ
の
実
際
の
あ
し
あ
と
を
確
か
め
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
幸
せ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
後
で
ま
た
ふ
れ
ま
す
が
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
組
織
は

一
応
今
も
存
続
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
お
話
し
す
る
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
は
、
創
立
時
の

一
九
五
八
年

（昭
和
三
十
二
年
）
か
ら
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
南
壁
遠
征
の

一
九
七
三
年

（昭
和
四
十
八
年
）
ま
で
の
十
五
年
間
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
を

対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
藤
木
さ
ん
た
ち
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
十
年
で
し
た
が
、
第
二
次
は
こ
の
十
五
年
で
設
立
の
目
的
や
活
動
が

一

応
燃
え
つ
き
た
よ
う
に
、
私
に
は
思
え
る
か
ら
で
す
。
勝
手
な
区
分
で
す
が
、
ご
諒
承
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

二
、
設
立
―
そ
の
背
景
と
目
標

は
じ
め
に
誕
生
当
時
の
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
ま
す
。

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
誕
生
の
前
々
年
で
あ
る

一
九
五
六
年

（昭
和
三
十

一
年
）
は
、
経
済
白
書
が

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、

初
め
て

「戦
後
は
終
わ

っ
た
」
と
さ
れ
た
時
代
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
マ
ナ
ス
ル
の
登
頂
が
あ
り
、
国
内
で
は
数
年
来
、

登
山
ブ
ー
ム
が
高
ま

っ
て
お
り
ま
し
た
。
登
山
人
口
も
急
増
し
て
、
山
岳
書
や
案
内
書
、
そ
れ
に
レ
ビ

ュ
フ
ァ
ー
や
ヘ
ッ
ク
マ
イ
ヤ
ー
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
尖
鋭
な
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
達
の
登
攀
記
の
翻
訳
書
が
よ
く
読
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
新
し
く
尖
鋭
な
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
方

法
と
し
て
、
日
本
の
意
欲
的
な
社
会
人
登
山
家
を
中
心
に
、
積
雪
期
の
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
開
拓
が
注
目
さ
れ
て
き
た
時
代
で
す
。

そ
の
翌
年
、
こ
の
傾
向
は
強
く
な
り
、
二
月
の
前
穂
高
四
峰
正
面
や
谷
川
岳
の

一
ノ
倉
沢
滝
沢
な
ど
の
最
も
難
し
い
ル
ー
ト
が
次
々
に

初
登
攀
さ
れ
、
そ
れ
が

一
部
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
心
を
よ
ぶ
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
遭
難
事
故
も
多
発
し
て
お
り
、
登
山

が
社
会
の
関
心
を
集
め
る
新
し
い
現
象
に
な
り
か
け
て
い
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
の
挑
戦
者
の
な
か
に
、
奥
山
章
と
い
う
天
才
的
な
ク
ラ
イ
マ
ー
が
い
ま
し
た
。
彼
は
戦
中
戦
後
に
谷
川
岳
を
登

っ

て
、
当
時
三
十
歳
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
を
ね
ら
う

一
人
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
は

一
九
五
八
年

（昭
和
三
十
二
年
）

一
月
、
そ
れ
ぞ
れ
バ

ッ
ク
の
ち
が
う
四
人
の
挑
戦
者
を
糾
合
し
て
、
北
岳
バ

ッ
ト
レ
ス
の
中
央
稜
を
初
登
攀
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
と
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し
て
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
結
成

へ
意
欲
を
燃
や
し
ま
し
た
。
彼

は
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
設
立
趣
意
書
で
こ
う
述

べ
て
い
ま

す
。「

こ
の
度
同
志
あ
い
集
い
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
と
も
い

う
べ
き
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
気
運
が
た
か
ま
り
ま

し
た
。
旧
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
関
西
に
お
い
て
活
動
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
回
は
東
京
在
住
の
若
い
前
衛
的
な
登
山
家

を
結
集
し
て
強
力
な
組
織
を

つ
く
り
、
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
打
破
と
、
共
同
研
究
や
情
報
交
換
の
場
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
の
雰
囲
気
の
な

か
か
ら
、
や
が
て
海
外
の
山

へ
の
大
き
な
夢
も
実
現
す

る
に
違
い
な
い
と
確
信
し
ま
す
。
」

こ
の
呼
び
か
け
に
、　
一
九
五
八
年

（昭
和
三
十
二
年
）

一
月
の
末
、
藤
木
九
二
、
深
田
久
爾
、
高
須
茂
な
ど
の

先
輩
や
、
奥
山
を
中
心
に
二
十
数
名
の
若
手
ク
ラ
イ
マ
ー

が
集
ま
り
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
代
代
表
は
岡
部

一
彦
で
し
た
。

発
足
直
後
の
五
月
に
、
奥
山
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
機
関
誌

『
Ｒ
Ｃ
Ｃ
時
報
』
の
第

一
号
に

「
ス
ー
パ
ー
ア
ル
ピ

ニ

ズ
ム
の
旗
の
も
の
に
」
と
い
う
巻
頭
文
を
書
い
て
い
ま

第二次 RCCの あしあと

「RCC II'固 沢講習会」(1959年 6月 )後列左から 氏名不詳,吉尾弘,小板橋徹 ,

吉田二郎,芳野満彦,片山全平,前列左から 藤木高嶺,奥山章,藤木九二,二
宮洋太郎
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す
。「僕

等
に
は
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
先
樅
者
達
か
ら
う
け
つ
い
だ
遺
産
を
、
さ
ら
に
次
の
世
代
の
人
々
に
申
し
お
く
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
な
す
べ
き
僕
等
の
時
代
的
な
役
割
は
何
か
、
そ
れ
を
正
し
く
意
義
づ
け
る
こ
と
こ
そ
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
結
成
の
目
的
で
し

た
。
『
ル
ー
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
の
研
究
』
『新
し
き
用
具
の
研
究
』
『
登
山
用
語
の
研
究
』
等
々
、
僕
等
は
セ
ク
ト
の
カ
ラ
を
脱
し
、
共
同
の

場
で
視
野
を
広
く
持
ち
な
が
ら
、
僕
等
に
と

っ
て
本
当
に
必
要
な
問
題
を
慎
重
に
、
具
体
的
に
着
々
と
解
決
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
ら
の
努
力
は
す
べ
て
僕
等
の
理
想
と
目
標
に
近
づ
く
た
め
の
、
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
こ
と
を
僕
は
信
じ
ま
す
。
そ
の
理
想
と
目

標
を

一
人
の
仲
間
は
ス
ー
パ
ー
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
ま
し
た
。
」

こ
の
ス
ー
パ
ー
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
、
後
に
行
為
と
し
て
、
人
工
登
攀
や
連
続
登
攀
な
ど
の
ビ

ッ
グ
ク
ラ
イ
ム
を
意
味
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

一
文
か
ら
は
ま
だ
そ
の
内
容
は
伝
わ

っ
て
き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
登
攀
の
時
代
的
役
割
を
問
い
、

ル
ー
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
研
究
活
動
の
推
進
を
う
た
い
、
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
行
為
に
対
す
る
思
考
や
、
基
礎
の
研
究
な
ど
を
通
し
て
、

広
く
豊
か
な
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
を
実
現
し
た
い
と
言

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
奥
山
章
の
多
面
性
を
示
す
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
規
約
は
設
立
後

一
年
を
経
過
し
た
こ
ろ
に
で
き
ま
し
た
が
、
「
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
多
角
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」
「
同
人
は
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
運
営
、
事
業
な
ど
に
つ
い
て
平
等
の
権
利
を
も

つ
」
「
種
々
の
命
題
に
よ

っ
て
研
究
活
動
を
お
こ
な
う
」

等
々
、
当
初
か
ら
の
趣
意
を
簡
潔
に
規
程
化
し
た
も
の
で
、
自
由
平
等
の
大
人
の
会
ら
し
く
法
三
条
式
の
簡
単
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

会
の
運
営
も
世
話
人
の
会
議
や
総
会
の
決
議
で
動
き
、
代
表
も
あ
ま
り
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
会
の
運
営
は
自
由
で
平
等
で

し
た
。
同
人
制
で
あ

っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
同
人
は

一
定
の
資
格
の
あ
る
者
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
増
え
続
け
ま
し
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
新
し
い
登
攀
や
多
岐
に
わ
た
る
事
業
は
、
そ
の
自
由
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
云
え
ま
す
。

こ
う
し
て
動
き
は
じ
め
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
で
す
が
、
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
こ
の
ス
タ
ー
ト
は
、
登
山
ブ
ー
ム
と
な

っ
た
社
会
の
流
れ
の
な

か
で
、
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
奥
山
の
呼
び
か
け
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
、
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
開
拓
と
い
う
時
流
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
い
う
こ
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第二次 RCCの あしあと

と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

で
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
は
い
っ
た
い
何
を
し
た
の
か
。
そ
れ
を
次
の
四
つ
の
章
に
分
け
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
あ
し
あ
と
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

三
、
活
動
　
ｍ
ｌ
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
体
系
的
研
究

『
Ｒ
Ｃ
Ｃ
時
報
』

一
号
に
は
、
簡
単
な
誌
面
に
二

つ
の
記
事
が
あ

っ
て
、
い
ず
れ
も
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
性
格
や
方
向
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。　
一
つ
の
岩
場
の
ル
ー
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
、　
一
つ
は
埋
込
ボ
ル
ト
の
テ
ス
ト
報
告
、
も
う

一
つ
は
創
立
同
人
渡
辺
司
夫
君
の
遭
難

死
を
悼
む

一
文
で
す
。

日
本
の
岩
場
に
初
め
て
客
観
的
な
ル
ー
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

（後
に
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
）
を
つ
く
る
た
め
の
試
論
。
そ
れ
か
ら
来
る

べ
き
人
工
登
攀
の
用
具
と
し
て
、
画
期
的
な
埋
込
ボ
ル
ト
の
実
際
の
埋
込
と
衝
撃
試
験
の
報
告
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の

研
究
の
場
を
標
榜
し
て
い
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
が
か
か
げ
た
二
つ
の
大
き
な
命
題
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
の
哀
悼
の

一
文
は
、
こ
の
尖
鋭

な
集
団
の
最
初
の
十
字
架
で
し
た
。
遺
憾
な
が
ら
、
そ
の
後
の
進
展
と
と
も
に
十
字
架
は
続
く
の
で
す
が
。

研
究
活
動
を
目
的
と
す
る
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
は
当
初
、
グ
レ
ー
ド
、
登
山
技
術

（用
具
、
用
語
を
含
む
）
、
登
山
思
潮
、
海
外
登
山
な
ど
の
研

究
会
を
設
け
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
グ
レ
ー
ド
と
技
術
の
テ
ー
マ
が
相
伴

っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
指
導
教
程
の

基
礎
と
な
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
こ
の
両
方
を
総
合
し
た
大
き
な
目
標
と
し
て
、
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
体
系
化
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
穂
高
で
何
度
か
開
催
し
た
登
山
教
室
の
企
画
も
、
そ
の
最
初
の
段
階
の
実
験
で
あ
り
ま
し
た
。

次
に
各
研
究
会
の
経
過
を
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
が
、
は
じ
め
の
グ
レ
ー
ド
研
究
会
の
動
き
に
入
る
前
に
、
同
じ
時
期
の
外
国
の
グ
レ
ー

ド
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
ま
す
。

一
九
二
六
年
に
ド
イ
ツ
の
名
ク
ラ
イ
マ
ー
、
ヴ

ェ
ル
ツ
ェ
ン
バ

ッ
ハ
に
よ

っ
て
、
ア
ル
プ
ス
の
岩
場
の
ル
ー
ト
に
六
段
階
制
の
グ
レ
ー

ド
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
グ
レ
ー
ド
体
系
は
非
常
に
簡
素
的
確
で
、
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
体
系
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
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ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
な
ど
の
各
国
の
グ
レ
ー
ド
の
原
型
と
な
り
、
そ
の
後
さ
ら
に
数
量
的
な
ソ
連
の
ア
ル
ピ

ニ

ズ
ム
憲
章
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。
各
国
の
グ
レ
ー
ド
体
系
に
そ
れ
ぞ
れ
若
千
の
差
異
が
あ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
山
の
ス
ケ
ー
ル
の
ち
が

い
も
あ
り
ま
す
が
、
グ
レ
ー
ド
の
目
的
の
相
違
が
あ
る
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
ス
イ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
指
導
者
や
ガ
イ
ド
が
社
会

的
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
養
成
機
関
や
資
格
認
定
の
シ
ス
テ
ム
が
要
る
で
し
ょ
う
し
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
に
ガ
イ
ド

レ
ス
が
普
及
す
れ
ば
、
精
密
な
案
内
書
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
遭
難
事
故
が
多
発
し
て
社
会
的
規
制
の
声
が
強
ま
れ
ば
、
登
攀

者
の
資
格
問
題
も
お
こ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
そ
の
根
底
に
は
グ
レ
ー
ド
体
系
が
あ

っ
て
成
り
立

つ
わ
け
で
す
。

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の

「
グ
レ
ー
ド
研
究
会
」
は
、
国
内
の
代
表
的
な
岩
場
の
ル
ー
ト
や
ピ

ッ
チ
に
つ
い
て
、
そ
の
登
攀
の
困
難
度
を
で
き
る
だ

け
客
観
的
に
測
定
し
、
全
国
同

一
評
価
体
系
の
な
か
で
、
六
段
階
に
グ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
三
段
階
の
登
攀

能
力
の
グ
レ
ー
ド
と
と
も
に
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
体
系
と
し
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。　
一
応
完
成
ま
で
七
年
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
最
も
留
意
さ
れ
た

点
は
、
そ
の
公
共
性
の
た
め
に
、
科
学
的
に
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
で
し
た
。
評
価
の
た
め
に
は
主
観
を
で
き
る
だ
け
排
し
た
帰
納
法
と

統
計
学
上
の
数
量
化
の
方
法
を
採
用
し
、
さ
ら
に
ク
ラ
イ
マ
ー
集
団
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
個
々
の
調
査
と
、
反
復
討
議
の
過
程
を
経

て
ま
と
め
ら
れ
、　
一
九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
に

『
日
本
の
岩
場
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
こ
の
公
表
前
後
に
は
、
こ
の
体

系
と
各
国
の
グ
レ
ー
ド
と
の
実
際
上
の
比
較
調
査
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
十
分
に
国
際
比
較
に
耐
え
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
グ
レ
ー
ド
体
系
は
、
前
に
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
技
術
体
系
と
併
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
指
導
教
程
の
基

礎
と
な
り
、
登
攀
指
導
や
能
力
検
定
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
な
ど
、
登
山
が
科
学
的
な
体
系
を
形
成
す
る
う
え
で
、
最
も
重
要
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
定
期
的
な
検
討

・
改
訂
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

次
に

「
登
山
技
術
研
究
会
」
で
す
が
、
こ
の
研
究
会
は
埋
込
ボ
ル
ト
の
埋
込
お
よ
び
衝
撃
試
験
と
い
う
、
ま
さ
に
衝
撃
的
な
イ
ベ
ン
ト

か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
積
雪
期
の
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
登
攀
の
開
幕
と
い
う
時
代
背
景
の
な
か
で
、
こ
の
ボ
ル
ト
の
考
案
者
、
同
人
大
江
幸
雄

は
は

っ
き
り
と
、
「
こ
の
埋
込
短
小
ボ
ル
ト
を
考
案
し
た
動
機
は
、
人
工
登
攀
用
具
研
究
の

一
部
と
し
て
考
え
た
も
の
で
、

そ
の
目
的
は

従
来
の
方
法
で
登
攀
不
可
能
な
岩
壁
を
登
る
こ
と
に
あ
り
、
ま
た
事
故
発
生
時
な
ど
に
充
分
信
頼
し
う
る
ア
ン
カ
ー
と
し
て
使
用
す
る
こ
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と
で
す
」
と
言
い
き

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ボ
ル
ト
の
設
計
、
製
作
、
実
験
は
、
す
べ
て
同
人
の
専
門
家
た
ち
の
手
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
当
時
、
登
攀
不
可
能
と
い
わ

れ
た
谷
川
岳

一
ノ
倉
沢
コ
ッ
プ
状
正
面
壁
が
、
同
人
松
本
龍
雄
た
ち
に
よ

っ
て
日
本
最
初
の
ボ
ル
ト
使
用
の
登
攀
で
登
ら
れ
ま
し
た
。
い

わ
ゆ
る
人
工
登
攀
の
第

一
号
で
あ
り
ま
す
。
埋
込
み
ボ
ル
ト
は
、
そ
の
後
軽
量
化

・
量
産
化
さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
開
拓
期
の
人
工
登
攀
時
代
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

技
術
研
究
委
員
会
は
こ
の
ボ
ル
ト
の
製
作
や
ピ

ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
な
ど
の
登
山
用
具
の
改
良
、
モ
デ
ル
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
製
作
な
ど
に
も
タ
ッ

チ
し
ま
し
た
が
、
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
登
山
技
術
体
系
の
整
備
で
す
。
当
時
の
登
山
技
術
体
系
は
藤
木

・
水
野
体
系
か
ら
い
く
ら
も
出

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
技
術
の
中
心
だ

っ
た
奥
山
は

『時
報
』
五
号
で
、
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
グ
レ
ー
ド
体
系
が
完
成
し
た
今
、
グ
レ
ー
ド
体
系

を
骨
格
と
す
る
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
肉
づ
け
と
し
て
、
技
術
体
系
の
研
究
を
さ
ら
に
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ
レ
ー
ド
体
系
が
単
に

ク
ラ
イ
マ
ー
の
主
観
を
集
め
た
も
の
で
な
く
、
科
学
的
統
計
的
に
研
究
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
技
術
体
系
も
単
に
経
験
的
演
技
の
羅
列
と

そ
の
解
説
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
登
攀
と
い
う
演
技
を
分
類
整
理
し
、
体
力
科
学
や
運
動
生
理
学
の
面
か
ら
も
解
明
し
、
さ
ら
に
科
学

的
な
指
導
法
に
ま
で
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
、
そ
の
方
向
を
述
べ
て
い
ま
す
。

一
九
六
八
年

（昭
和
四
十
二
年
）
の

『
現
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
講
座
』
第
二
巻
に
、
研
究
会
の

「登
攀
技
術
教
程
―
技
術
解
説
と
指
導
法

研
究
」
が
試
案
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

一
九
七
二
年

（昭
和
四
十
七
年
）
に
奥
山
が
な
く
な
り
、
そ
の
後
の
進
展
を
み
る
こ

と
が
で
き
な
か

っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

「登
山
教
室
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
グ
レ
ー
ド
や
用
具
、
技
術
な
ど
の
研
究
成
果
を
総
合
し
て
、
モ
デ
ル
講
習
会
と
し
て
何
回
か
穂
高
涸

沢
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
体
系
に
よ
る
二
～
二
等
級
ル
ー
ト
を
中
心
に
、
中
級
程
度
の
雪
上
技
術
や
岩
登
り
技
術
の
基
礎
課
程
を

習
得
さ
せ
、
同
時
に
そ
の
指
導
研
究
も
か
ね
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は

『
現
代
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
講
座
』
第

一
巻
の

「
技
術
の
指
導
体

系
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

研
究
会
の
な
か
に

「
登
山
思
潮
研
究
会
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
集
団
の
尖
鋭
な
登
攀
と
い
う
行
為
に
、
思
考
や
方
向
性
を
与
え
る
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役
割
を
は
た
し
た
と
い
え
ま
す
。
機
関
誌
の

『
Ｒ
Ｃ
Ｃ
時
報
』
や
各
種
の
出
版
物
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
座
談
会
な
ど
で
、
千
坂
正
郎
、
山
川

淳
ら
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
や
、
い
わ
ゆ
る
長
老
達
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
論
や
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
論
が
多
く
展
開
さ
れ
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
行
動
や
方
向
、

研
究
な
ど
に
多
大
の
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
ま
し
た
。

『
時
報
』
六
号
に
は
、
思
潮
研
に
お
い
て

「近
代
登
攀
史
の
年
表
を
つ
く
り
、
人
、
山
、
時
代
を
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
立
場
か
ら
み
な
お
す
」

こ

と
や
、
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
行
動
テ
ー
ゼ
の
草
案
を

つ
く
る
」
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
研
究
会
と
し
て

「
近
代
登
攀
史
」

は

時
間
ぎ
れ
と
な
り
ま
し
た
が
、
研
究
会
の
同
人
で
あ
る
安
川
茂
雄
や
斉
藤

一
男
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『近
代
日
本
登
山
史
』
（あ
か
ね
書
房
）
、

「近
代
日
本
の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
歴
史
」
（『現
代
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
講
座
』
第

一
巻
）
な
ど
と
し
て
、
個
人
の
労
作
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
研
究
会
の
活
動
と
し
て

「海
外
登
山
研
究
会
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

一
九
六
三
年

（昭
和
三
十
八
年
）
の
総
会
で
新
発
足
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
実
施
の
た
め
に
、　
一
九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
九
月
に

「中
央
ア
ジ
ア
登
山
委
員
会
」
、　
一
九
七
〇

年

（昭
和
四
十
五
年
）
二
月
に

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

四
、
活
動
　
０
１
出
版
そ
の
他
の
普
及
活
動

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
が
運
営
を
世
話
人
を
中
心
に
合
議
制
で
す
す
め
た
こ
と
は
前
に
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
停
滞
や
思
い
つ
き
に
振
り
ま

わ
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
全
体
と
し
て
は
自
由
闊
達
に
議
論
を
し
、
や
る
こ
と
は
や

っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
反
映
し
た
機
関
誌

『
Ｒ
Ｃ
Ｃ
時
報
』
は
若
干
の
停
滞
も
あ
り
ま
し
た
が
、　
一
九
五
八
年

（昭
和
三
十
三
年
）
五

月
か
ら

一
九
六
九
年

（昭
和
四
十
四
年
）
五
月
ま
で
十
三
回
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
そ
れ
を
読
み
か
え
し
て
み
る
と
、
当
時
の
空
気
が
よ

く
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

『
時
報
』
の
ほ
か
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
大
き
な
活
動
期
や
研
究
の
区
切
り
の
段
階
な
ど
に
、
そ
の
成
果
を
特
に
出
版
物

に
ま
と
め
、
登
山
界

や

一
般
社
会
に
公
開
し
て
意
見
を
も
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

一
応
年
代
順
に
あ
げ
て
み
ま
す
。

『岩
と
雪
』
創
刊
号

（山
と
渓
谷
社
）

当
時
の
尖
鋭
な
登
攀
記
録
を
編
集
。　
一
九
五
八
年

（昭
和
三
十
二
年
）
十
月
刊
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第二次 RCCの あしあと

『
ケ
ル
ン
』
六
号

（朋
文
堂
）

Ｒ
Ｃ
Ｃ
同
人
特
集
。　
一
九
五
九
年

（昭
和
三
十
四
年
）
九
月
刊

『
登
攀
者
―
積
雪
期
登
攀
記
録
集
』
（山
と
渓
谷
社
）

同
人
を
中
心
と
し
た

一
九
五
七
年

（昭
和
三
十
二
年
）
か
ら
の
代
表
的
な
国
内

Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
初
登
攀
等
の
記
録
集
。　
一
九
六
三
年

（昭
和
三
十
八
年
）
七
月
刊
。
本
書
は
尖
鋭
的
な
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
具
体
例
と
な
っ
て
、

全
国
の
若
い
ク
ラ
イ
マ
ー
に
Ｄ
Ｖ
登
攀
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

『
日
本
の
岩
場
―
グ
レ
ー
ド
と
ル
ー
ト
図
集
』
（山
と
渓
谷
社
）

グ
レ
ー
ド
研
究
会
の
ま
と
め
た
日
本
の
代
表
的
な
岩
場
の
グ
レ
ー
ド

表
と
ル
ー
ト
図
。　
一
九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
十

一
月
刊
。
日
本
で
初
め
て
の
岩
場
の
科
学
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
ク
ラ
イ
マ
ー

に
普
及
し
た
。
ま
た
外
国
の
岩
場
と
の
比
較
も
可
能
と
な

っ
た
。

『挑
戦
者
１
６５
ア
ル
プ
ス
登
攀
の
記
録
』
（あ
か
ね
書
房
）

一
九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
夏
ア
ル
プ
ス
に
挑
戦
し
た
同
人
達
の
記
録

集
。　
一
九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
十
二
月
刊
。
日
本
人
ク
ラ
イ
マ
ー
の
ア
ル
プ
ス
進
出
の
暁
鐘
と
な

っ
た
。

『
現
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
講
座
』
全
七
巻

（あ
か
ね
書
房
）

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
が
総
力
を
あ
げ
て
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
全
般
に
わ
た
る
解
説
、
研
究
、

評
論
等
を
ま
と
め
た
も
の
。
同
人
五
十
五
名
が
執
筆
。
こ
の
時
代
の
レ
ベ
ル
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
総
花
的
で
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ら
し
さ
が
な
い

と
の
批
評
も
あ
り
ま
し
た
。　
一
九
六
八
年

（昭
和
四
十
二
年
）
七
月
～

一
九
六
九
年

（昭
和
四
十
四
年
）
二
月
刊

『
日
本
の
岩
場
―
グ
レ
ー
ド
と
ル
ー
ト
図
集
』
改
訂
版
　
一
九
七

一
年

（昭
和
四
十
六
年
）
五
月
刊

以
上
は
出
版
関
係
の
活
動
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
社
会
的
に
普
及
さ
せ
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。
思
い
つ
き
の
よ
う
な
こ

と
が
ら
を
ふ
く
め
て
玉
石
混
清
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
意
欲
と
行
動
を
若
干
あ
げ
て
お
き
ま
す
。

「登
攀
報
告
会
」
積
雪
期
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
開
拓
の
初
期
、
同
人
を
中
心
と
し
た
初
登
攀
者
た
ち
の
な
ま
な
ま
し
い
報
告
を
聴
く
会
を
、　
一

九
五
八
年

（昭
和
三
十
三
年
）
四
月

（第

一
回
）
と

一
九
五
九
年

（昭
和
三
十
四
年
）
五
月

（第
二
回
）
に
、
そ
し
て
ア
ル
プ
ス
北
壁
等

の
登
攀
に
つ
い
て
、
帰
国
直
後
の

一
九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
十
月

（第
二
回
）
に
開
催
し
、
好
評
で
あ

っ
た
。

「
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム

・
セ
ミ
ナ
ー
」
　

若
い
現
役
の
登
山
家
を
対
象
に
、
第

一
回
は

一
九
五
八
年

（昭
和
三
十
二
年
）
十
月
に
三
日
間
開

か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
た
と
え
ば
、
日
本
登
山
思
潮
史
、
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
前
衛
的
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
論
、
積
雪
期
登
山
の
タ
ク

51



テ
ィ
ク
ス
、
人
工
登
攀
、
埋
込
ボ
ル
ト
、
等
々
。
第
二
回
は

一
九
六
三
年

（昭
和
三
十
八
年
）
六
月
、
第
二
回
は

一
九
六
五
年

（昭
和
四

十
年
）
十
月
に
、
テ
ー
マ
は
異
な
る
が
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
私
ど
も
に
と

っ
て
も
よ
い
勉
強
会
に
な
り
ま
し
た
。

「冬
山
の
す
べ
て
―
銀
嶺
展
」

一
九
五
八
年

（昭
和
三
十
三
年
）
十

一
月
に
都
内
の
デ
パ
ー
ト
で
実
施
。
こ
の
展
覧
会
開
催
に
は
異
論

も
あ

っ
た
が
、
企
画
者
の
奥
山
は

「新
聞
社
や
百
貨
店
の
期
待
は
、
人
工
登
攀
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
の
乗
越
し
や
チ
ロ
リ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ

な
ど
を
イ
ン
ド
ア
で
公
開
さ
せ
、
客
寄
せ
の
手
段
に
し
た
い
の
だ
ろ
う
が
、
あ
る
程
度
妥
協
し
て
逆
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ら
し
い
個
性
の
あ
る
展
覧

会
と
し
た
い
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
手
を
汚
し
て
で
も
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「藤
木
九
二
レ
リ
ー
フ
を
滝
谷
に
設
置
」

佐
藤
久

一
朗
作
の
レ
リ
ー
フ
が

一
九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
六
月
、
他
団
体
と
協
力
し
て

穂
高
滝
谷
出
合
に
と
り

つ
け
ら
れ
、
六
月
四
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
折
に
ふ
れ
て
藤
木
祭
が
催
さ
れ
て
い
る
。
（編
者
註
参
照
）

「
日
ソ
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
交
流
会
」
「
日
伊
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
交
流
会
」

前
者
は

一
九
六
九
年

（昭
和
四
十
四
年
）
五
月
、
後
者
は

一
九
七

一
年

（昭
和
四
十
六
年
）
五
月
、
い
ず
れ
も
交
換
登
山
で
来
日
し
た
両
国
の
登
山
家
と
の
交
流
登
山
お
よ
び
歓
迎
行
事
。

「
日
本
ア
ル
パ
イ
ン
ガ
イ
ド
協
会
発
足
」

直
接
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
と
関
係
は
な
い
が
、　
一
九
七

一
年

（昭
和
四
六
年
）
四
月
、
同
人
の
奥
山
が

同
協
会
を
別
途
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
趣
旨
書
は

「
ア
ル
プ
ス
の
ガ
イ
ド
達
は
、
ガ
イ
ド
の
み
な
ら
ず
技
術
の
研
究
者
、
教
師
、
用
具

の
開
発
者
、
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
社
会
の
管
理
者
な
ど
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
が
、
日
本
の
登
山
界
で
も
同
じ
よ
う
な
社
会
を

つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ガ
イ
ド
と
し
て
の
プ

ロ
宣
言
で
、
奥
山
は
翌
年
な
く
な

っ
た
が
、
同
協
会
は
今
も
続
い

て
い
ま
す
。

五
、
活
動
　
０
１
個
人
山
行

（Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
か
ら
北
壁
へ
）

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
は
個
々
の
登
攀
に
は
直
接
タ
ッ
チ
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
設
立
前
後
、
積
雪
期
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
の
開
拓
時
代
の
開
幕
と
な

っ
た

前
穂
高
四
峰
正
面
壁
や
、
谷
川
岳

一
ノ
倉
沢
滝
沢
な
ど
の
登
攀
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
誕
生
の
伝
説
と
な

っ
た
北
岳
バ

ッ
ト
レ
ス
の
登
攀
な
ど
を
は

じ
め
、
そ
れ
に
続
く
数
年
間
、
同
人
達
の
パ
イ
オ
ニ
ア
活
動
は
ま
こ
と
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
活
動
が
さ
ら
に
人
工
登
攀
や
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第二次 RCCの あしあと

連
続
登
攀
に
ま
で
発
展
す
る
と
、
ス
ー
パ
ー
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
な
ど
と
い
う
虚
名
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
ア
ル
ピ
ニ
ズ

ム
の
提
唱
者
で
あ

っ
た
奥
山
自
身
が

『
登
攀
者
』
の
座
談
会
で
、
「
あ
れ
は
た
だ
の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
だ
よ
。
僕
が
言
お
う
と
し
た
の
は
、

既
成
概
念
を
ぶ
ち
こ
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
と
い
う
の
は
い
つ
で
も
登
山
の
ア
ヴ

ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
ん
だ
」
と
解
説

し
て
お
り
ま
す
が
、
虚
は
実
を
よ
び
、
実
は
虚
を
よ
ん
だ
。
こ
れ
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の

一
面
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
発
な
登
攀
活
動
が
、
あ
る
種
の
反
感
と
と
も
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
知
名
度
や
評
価
を
高
め
、
若
い
多
く
の
ク
ラ
イ
マ
ー
達
の
憧

れ
の
的
と
な

っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
発
展
が
物
語

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
の
同
人
達
の
個
々
の
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
く
わ
し
く
ふ
れ
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
代
表
的
な
二
十
数
例
は
、
前
に
ふ
れ
た

『
登
攀
者
』
に
雪
と
岩
と
鉄
の
記
録
と

し
て
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

同
人
の
な
か
に
は
、
そ
の
自
ら
の
記
録
と
そ
の
精
神
的
土
壌
を
率
直
に
書
き
残
し
た
人
々
も
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
『
わ
が
岩
壁
』
古

川
純

一
・
三
十
五
歳
、
『
山
靴
の
音
』
芳
野
満
彦

・
二
十
七
歳
、
『
垂
直
に
挑
む
男
』
吉
尾
弘

・
二
十

一
歳
、
『
初
登
攀
行
』
松
本
竜
雄

・

二
十
七
歳
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
中
公
文
庫
か
ら
出
版
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
齢
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
発
足
当
時
の
も
の
で
す
が
、
い
ず

れ
も
若
く
、
よ
り
困
難
な
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
道

へ
、
青
春
を
か
け
た
人
々
の
息
づ
か
い
が
、
こ
れ
ら
の
書
か
ら
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

国
内
の
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
の
開
拓
は
、
よ
り
若
い
人
に
よ

っ
て
、
よ
り
広
く
山
々
に
ひ
ろ
が
り
、
昭
和
四
十
年
代
に
入

っ
て
も
続
く
の
で
す

が
、
大
勢
は
ア
ル
プ
ス
ヘ
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
六
三
年

（昭
和
三
十
八
年
）
夏
に
は
、
同
人
芳
野
満
彦
と
大
倉
大
八
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
の
ア
イ
ガ
ー
北
壁
登
攀
を
こ
こ
ろ

み
て
、
日
本
人
の
ア
ル
プ
ス
六
級
ル
ー
ト

ヘ
の
先
鞭
を

つ
け
ま
し
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
指
向
の
風
潮
に
新
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
が
拓
か
れ
た
と
い
え

ま
す
。　
一
九
六
四
年

（昭
和
三
十
九
年
）
に
は
海
外
渡
航
の
自
由
化
も
あ
り
、
翌
年
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
同
人
を
中
心
に
ア
ル
プ
ス
三
大
北
壁
の
二

つ
と
主
な
ル
ー
ト
が
登
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
同
人
以
外
に
も
毎
年
日
本
人
ク
ラ
イ
マ
ー
が
続
き
、
冬
期
の
三
大
北
壁
、
そ
し
て
デ
ィ
レ
ッ

テ
ィ
シ
マ

（直
登
）
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
画
期
的
な

一
九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
夏
の
記
録
は
、
や
は
り
前
に
ふ
れ
た

『挑
戦
者
』

一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
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そ
こ
に
新
旧
世
代
の
十
人
の
同
人
に
よ

っ
て
ア
ル
プ
ス
の
記
録
が
淡
々
と
書
か
れ
、
国
内
の
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
で
培

っ
た
登
攀
力
が
、
氷
以
外

は
ア
ル
プ
ス
で
立
派
に
通
用
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
渡
部
恒
明
と
林
与
四
郎
と
い
う
Ｄ
Ｖ
時
代
か
ら
の
同
人
が
不
幸
に
も

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
の
各
団
体
が
あ
ま
り
焦
点
の
定
ま
ら
な
い
海
外
登
山
を
指
向
す
る
な
か
で
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
生
地
の
北
壁
や
六
級
ル
ー

ト
に
、

マ
ン
メ
リ
ー
か
ら
レ
ビ

ュ
フ
ァ
ま
で
の
尖
鋭
な
登
攀
を
追
う
よ
う
に
期
せ
ず
し
て
同
人
が
集
中
し
た
こ
と
は
、
や
は
り
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ

ら
し
い
行
動
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

六
、
活
動
　
四
―
組
織
山
行
―
地
平
指
向
と
垂
直
指
向

一
九
六
三
年

（昭
和
三
十
八
年
）
の
春
に

「海
外
登
山
研
究
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
は
前
に
ふ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
海
外
各
地
の

山
々
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
や
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
ほ
か
大
き
な
大
学
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
進
出
し
て
お
り
ま
し
た
。
尖
鋭
な
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
を
標
榜
す

る
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
と
し
て
は
、
ど
こ
を
ど
う
登
る
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
議
論
が
続
き
ま
し
た
。

一
九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
九
月
、
当
時
の
空
自
の
大
陸
、
中
央
ア
ジ
ア
の
カ
フ
カ
ズ

（
コ
ー
カ
サ
ス
）
、
パ
ミ
ー
ル
、
天
山
等
を

目
標
と
し
て

「中
央
ア
ジ
ア
登
山
研
究
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
広
大
で
未
知
の
天
地
に
皆
の
眼
が
向
い
た
の
は
、
あ
る
印
象
的
な

一
夜
か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

一
九
六
三
年

（昭
和
三
十
八
年
）
の
師
走
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
有
志
が
、

ロ
シ
ア
文
学
者
で
、
ソ
連
の
山
の
文
献
な
ど
の
翻
訳
者
で
あ
る
袋

一
平
氏
を
か
こ
ん
で
、
中
央
ア
ジ
ア
の
山
々
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
カ
フ
カ
ズ
の
ウ
シ
バ
の
話
、
天
山
の
ポ
ベ
ー
ダ
峰
、
パ
ミ
ー
ル
の
コ

ム
ニ
ズ
ム
峰
な
ど
、
四
千
米
か
ら
七
千
米
を
超
え
る
過
か
な
る
山
々
。
そ
し
て
天
に
突
き
刺
さ
る
二
本
の
巨
大
な
牙
の
よ
う
な
、
ウ
シ
バ

の
双
耳
峰
の
ス
ラ
イ
ド
を
、
皆
は
食
い
入
る
よ
う
に
見

つ
め
ま
し
た
。
岩
と
氷
と
蒼
い
空
の
厳
し
い
美
し
さ
と
と
も
に
、
そ
こ
に
至
る
広

大
な
中
央
ア
ジ
ア
と
い
う
重
く

ロ
マ
ン
に
満
ち
た
言
葉
が
、
側
々
と
し
て
私
た
ち
の
血
を
か
き
た
て
る
の
も
聞
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
は
当
時
中
国
や
ソ
連
の
閉
鎖
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
ま
し
た
。
交
流
の
な
か

っ
た
ソ
連
と
の
試
行
錯
誤
の
交
渉
の
結
果
、
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同
人
望
月
亮
ら
の
尽
力
で
、
ソ
連
プ

ロ
ス
ポ
ル
ト
の
線
か
ら
よ
う
や
く
話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
中
央
ア
ジ
ア
登
山
委
員
会
は

一
九
六
六

年

（昭
和
四
十

一
年
）
か
ら

一
九
七

一
年

（昭
和
四
十
六
年
）
ま
で
、
カ
フ
カ
ズ

ヘ
ウ
シ
バ
を
中
心
に
四
隊
、
パ
ミ
ー
ル
の
レ
ー
ニ
ン
峰

へ
一
隊
、
そ
の
ほ
か
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ

ュ
や
ヒ
ン
ズ
ー
ラ
ジ
な
ど

へ
も
三
隊
を
出
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
日
本
人
と
し
て
の
パ
イ
オ
ニ
ア

ワ
ー
ク
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
カ
フ
カ
ズ
で
は
現
地
の
登
山
学
校
に
二
名
が
入
学
し
て
、
ソ
連
の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
憲
章
に
よ
る
グ
レ
ー
ド
や
技
術
、
能
カ
シ
ス
テ

ム
等
を
実
地
に
体
験
し
ま
し
た
。

当
時
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
前
知
識
も
な
い
ま
ま
、
中
央
ア
ジ
ア
の
は
て
、
そ
れ
こ
そ
地
平
の
彼
方
の
山
々
を
登

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
。
垂
直
だ
け
で
な
く
、
パ
ミ
ー
ル
や
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
の
未
踏
の
地
の
踏
査

を
ふ
く
め
た
英
国
流
の
探
検
と
登
攀
、
い
わ
ば
地
平
と
垂
直
の
山
行
も
重
ね
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
記
録
は

『時
報
』
や
安
川
茂
雄

著

『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
山
脈
』
（あ
か
ね
書
房
）

『
パ
ミ
ー
ル
の
短
い
夏
』
（朝
日
新
聞
社
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
九
六
五
年

（昭
和
四
十
年
）
か
ら
ネ
パ
ー
ル
は
登
山
禁
止
で
し
た
が
、　
一
九
六
八
年

（昭
和
四
十
二
年
）
に
は
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

同
人
の
奥
山
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
や
る
な
ら
北
壁
の
延
長
と
し
て
六
千
米
の
壁
を
登
ろ
う
と
主
張
を
し
て
お
り
、　
一
九
七
〇
年

（昭
和
四
十

五
年
）
春
の
総
会
で
実
行
の
た
め
に

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
直
後
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
の
垂
直
の
壁
、

南
壁
に
挑
戦
し
た
が
、
八
〇
五
〇
米
で
敗
退
、
東
南
稜
か
ら
登
頂
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
か
ざ
す
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
旗
は

「
最
も
高
く
最
も
困
難
な
登
攀
」
で
あ
り
ま
す
。

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
の
南
壁
こ
そ
ま
さ
に
我
々
の
目
標
で
は
な
い
か
と
い
う

ア
ピ
ー
ル
が
お
こ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
が
反
対
し
て
い
た
極
地
法
な
ど
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

反
論
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
は
創
立
以
来
十
二
年
を
経
過
し
て
、
途
中
か
ら
入

っ
て
き
た
若
い
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
が
第

一
線
に
立
ち
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

一
人
の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
最
盛
期
は
決
し
て
長
く
は
な
い
の
で
す
。
か

っ
て
の
国
内
の
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
開
拓
の
流
れ
は
、
少
し
ず
つ
世
代
を
変

え
な
が
ら
、
ア
ル
プ
ス
の
北
壁
を
洗
い
、
い
ま
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
う
か
が
う
勢
い
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
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若
い
世
代
を
中
心
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
は
、
こ
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
南
壁
計
画

へ
ま
と
ま
り
、　
一
九
七

一
年

（昭
和
四
十
六
年
）
十
二
月

に
入

っ
て
登
山
許
可
が
下
り
、
南
壁
計
画
を
発
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
隊
長
は
、
南
壁
に
反
対
で
あ

っ
た
同
人
奥
山
に
内
定
し
ま

し
た
が
、
彼
は
翌
年
死
去
し
、
計
画
の
中
心
で
あ

っ
た
湯
浅
道
男
が
登
攀
隊
長
と
な
り
ま
し
た
。
彼
も
途
中
で
入

っ
た
世
代
で
し
た
が
、

隊
員
は
さ
ら
に
若
い
世
代
と
な
り
ま
し
た
。
隊
に
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
同
人
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
ク
ラ
イ
マ
ー
も
参
加
し
ま

し
た
。

一
九
七
三
年

（昭
和
四
十
八
年
）
七
月
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
は
そ
れ
ま
で
の
最
多
の
四
十
八
人
の
ク
ラ
イ
マ
ー
集
団
を
も

っ
て
、
二

一
五
〇
米

の
南
壁
の
登
攀
に
向
か
い
ま
し
た
。
個
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
主
唱
者
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
、
最
初
に
し
て
最
後
の
集
団
登
山
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
十
月
二
十
七
日
、
八
三
八
〇
米
を
最
後
と
し
て
、

つ
い
に
敗
退
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
悪
天
候
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。
東
南
稜

か
ら
の
登
頂
と
い
う
お
ま
け
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
、　
一
九
七
〇
年

（昭
和
四
十
五
年
）
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
轍
を
踏
ん
だ
と
い
う
結
果
に
終

わ
り
ま
し
た
。
記
録
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
報
告
書
と
、
同
人
で
新
聞
記
者
の
藤
本
高
嶺
著

『
あ
ゝ
南
壁
』
（朝
日
新
聞
社
）
が
あ
り
ま
す
。

七
、
流
れ
と
終
焉
―
き
ら
め
き
と
残
さ
れ
た
も
の

『登
攀
者
』
の
な
か
で
同
人
山
川
淳
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

「
ど
ん
な
に
優
れ
た
技
術
も
、
ク
ラ
イ
マ
ー
の
豊
穣
な
精
神
と
の
平
衡
が
と
れ
な
け
れ
ば
、
登
山
に
お
け
る
人
間
回
復
ど
こ
ろ
か
、
遂

に
人
間
喪
失
と
な
り
か
ね
な
い
。
」

当
初
か
ら
登
攀
の
た
め
の
基
層
文
化
の
研
究
を
目
的
と
し
て
い
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
は
、
志
し
た
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
完
全
な
科
学
的
体
系
が
ま

だ
未
完
の
ま
ま
、

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
は
十
五
年
間
の

一
途
な
燃
焼
を
経
て
、
そ
の
最
後
の
き
ら

め
き
を
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
の
南
壁
で
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
も
劇
的
な
敗
退
と
い
う
形
で
。
そ
こ
ま
で
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
を
持
ち
あ
げ
た
流
れ
が
突
如

消
え
た
の
で
す
。
い
や
敗
退
し
た
か
ら
流
れ
が
消
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
社
会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か

っ
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
は
、
時
流

に
も
見
離
さ
れ
た
の
で
す
。
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第二次 RCC事業年表 (1958年～1973年 )

設立総会にて第二次 RCC(RCC Ⅱ)発足
第 1回登攀報告会を開催 (東京理科大学)

埋め込みボル トを試作,衝撃試験を実施
RCC時報 1号を発行
第 1回アルピニズム・セミナーを開催 (学習院)

山と渓谷社 〔岩と雪〕創刊号の登攀記録を編集
三越池袋店にて展覧会 〔冬山のすべて〕を主催
RCC時報 2号を発行
第 2回登攀報告会を開催
第 1回 RCC Ⅱ登山教室を涸沢にて開催
朋文堂 〔ケルン〕6号 (RCC Ⅱ同人特集)を編集
第 2回 RCC Ⅱ登山教室を涸沢にて開催
第 2回アルピニズム・セミナーを開催 (学習院)

第 2次 RCC報告『登攀者』山と渓谷社から刊行
RCC時報 3号を発行
藤木九二同人レリーフ完成
RCC時報 4号を発行
藤木九二同人レリーフを滝谷に設置・記念ザイル祭
RCC時報 5号を発行
中央アジア登山委員会発足
第 3回 アルピニズム 0セ ミナーを開催 (学習院)

第 3回登攀報告会 (ヨ ーロッパ 0ア ルプス)を 開催
グレー ドとルー ト図集『 日本の岩場』山と渓谷社から刊行
同上発刊記念講演会を開催 (国立教育会館)

第 2次 RCC報告『挑戦者』あかね書房から刊行
RCC時報 6号を発行
第 1次カフカズ登山隊遠征 (デ イフタウ南壁、ウルルアウズ他 上田

哲農他 7名 )

ヒンドゥクシュ登山隊遠征 (コ 0イ 0ム ンジャン他 安川茂雄他6名 )

RCC時報 7号を発行
RCC時報 8号を発行
RCC時報 9号を発行
ヤルクーン踏査隊 (海老原道夫 0高橋善数)

RCC時報 10号 を発行
RCC編著『現代アルピニズム講座』全 7巻あかね書房から刊行
RCC時報 11号 を発行
第 2次 カフカズ登山隊遠征 (ウ シバ西壁 清水―行他 7名 )

奥ヒンドゥクシュ踏査隊 (雁部貞夫他 2名 )
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旧
約
聖
書

ヨ
ブ
記
に
で
て
く
る
怪
獣
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
は
、
社
会
の
必
要
性
に
よ

っ
て
生
ま
れ
な
が
ら
、
遂
に
社
会
を
呑
み
こ
ん
で
し

ま
う
怪
獣
で
す
が
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
は
逆
に
呑
み
こ
ま
れ
て
し
ま

っ
た
。
別
の
表
現
で
い
え
ば
、
前
衛
は
時
代
に
追
い
つ
か
れ
れ
ば
前
衛
で
あ

り
得
な
く
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
代
表
で
あ

っ
た
上
田
哲
農
は
、

「
登
山
の
様
式
は
つ
き
つ
め
る
と
こ
ろ
最
後
は
個
人
に
帰
着
す
る
問
題
だ
。
た
だ
Ｒ
Ｃ
Ｃ
と
し
て
の
信
条
を
問
わ
れ
れ
ば
、
躊
躇
な
く

『
よ
り
高
く
よ
り
困
難
な
も
の
に
挑
む
も
の
こ
そ
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
主
流
』
と
確
信
を
も

っ
て
答
え
よ
う
。
こ
の
考
え
が
不
明
瞭

に
な

っ

た
と
き
、
集
団
と
し
て
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
存
在
理
由
も
ま
た
消
滅
し
て
し
ま
う
。
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
イ
ズ
ム
と
い
う
よ
り
態
度
、
姿
勢
と
い
う
べ
き
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
旗
を
か
つ
い
だ
尖
鋭
な
ア
ル

ピ
ニ
ス
ト
の
集
団
が
、
国
内
の
Ｄ
Ｖ
ル
ー
ト
開
拓
に
は
じ
ま

っ
て
、
ア
ル
プ
ス
の
北
壁
、
そ
し
て
世
界
の
最
高
峰
の
南
壁

へ
の
道
を
ひ
た

走

っ
て
、
頂
点
に
至

っ
た
と
き
、
そ
こ
に
あ

っ
た
も
の
は
何
で
あ

っ
た
か
。

あ
る
い
は
そ
れ
は
怪
獣
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
死
を
悼
ん
で
、
天
空
に
華
麗
に
展
開
し
た
花
火
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

四
散
し
た
花
火
の
余
儘
は
あ
ち
こ
ち
に
残
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
も
の
は
新
し
い
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
道
を
往
き
、
今
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
の
様
式
を
変
え
ま
し
た
。
あ
る
も
の
は
登
山
の
科
学
的
体
系
的
な
研
究
を
引
き
継
ぎ
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
体
系
の
改
訂
を
続

け
る
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
残
さ
れ
た
人
々
も
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
余
儘
な
ど
で
は
な
く
、
新
し
い
若
木
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
、
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
か
だ
か
十
五
年
の
間
に
次
々
に
世
代
交
替
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旗
は
少
し
も
変
わ
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
旗
は
無
償
の
行
為
と

ス
ト
イ

ッ
ク
な
献
身
を
と
も
な
い
ま
し
た
。
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
こ
の
奇
妙
な

一
団
は
、
「愚
直
な
ま
で
に
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
旗
を
か

つ
い
だ
集
団
」
と
い
う
感
慨
さ
え
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
こ
の
感
慨
は
、
途
中
で
倒
れ
た
同
人
も
含
め
た
こ
の
奇
妙
な

一
団

へ
の
、
さ
さ
や
か
な
墓
碑
銘
と
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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（編
者
註
）
本
稿
は
二
〇
〇

一
年
二
月
二
十
八
日
、
本
会
集
会
室
で
図
書
委
員
会
の
主
催
に
よ
り

「
第
２９
回
　
山
岳
史
懇
談
会
」
と

し
て
、
講
師
に
筆
者

「
二
宮
洋
太
郎
」
氏
を
招
き
、
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
、
講
師
自
ら
、
『山
岳
』
第
九
十
六
年

の
た
め
に

ま
と
め
ら
れ
た
。

副
題
の

「
極
限
登
山
者
」
と
い
う
の
は

『
山
岳
』
第
九
十
二
年
で
、
田
口
二
郎
さ
ん
が

「
登
山
史
上
の
人

・
各
務
良
幸
」
の
な
か
で

使

っ
た
造
語
で
す
。
田
口
さ
ん
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
で
は
三
大
北
壁
と
か
、
ド
リ

ュ
ー
の
西
壁
な
ど
困
難
な
壁
の
登
攀
を

「
エ

ク
ス
ト
リ
ー
ム

ｏ
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
」
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
呼
称
は
日
本
に
は
伝
わ
ら
な
か

っ
た
が
、
戦
後
に
日
本
人
で
初
め
て
北
壁

登
攀
に
い
ど
ん
だ
芳
野
満
彦
を
は
じ
め
、
冬
期
三
大
北
壁
を
単
独
で
登
攀
し
た
長
谷
川
恒
男
に
至
る
日
本
人
の

「極
限
登
山
者
た
ち
」

と
い
う
呼
び
方
を
田
口
さ
ん
が
使
わ
れ
た
。
そ
れ
を
副
題
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

本
文
中
の

一
九
五
八
年

一
月
の
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
創
立
総
会
の
写
真
は
二
宮
氏
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
戦
前
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ

代
表
藤
木
九
二
が
出
席
し
、
創
立
を
祝
福
し
た
こ
と
、
ま
た
本
文
十
四
ペ
ー
ジ
に

「
一
九
六
五
年
六
月
、
滝
谷
に
佐
藤
久

一
朗
作
の
藤

木
九
二
の
レ
リ
ー
フ
を
設
置
」
と
あ
る
が
、
そ
の
二
年
前
の

「
一
九
六
三
年
五
月
に
同
じ
佐
藤
久

一
朗
作
の
藤
木
九
二
の
レ
リ
ー
フ
が

六
甲
山
高
座
の
滝
そ
ば
に
設
置
さ
れ
た
」
と

『山
岳
』
第
九
十
二
年
の

「佐
藤
久

一
朗
伝
」
は
伝
え
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
佐
藤
久

一

朗
氏
も
登
山
に
対
す
る
考
え
方
は
幅
広
く
、
大
き
く
、
そ
の
交
友
も
老
若
に
わ
た

っ
て
広
く
大
き
な
輪
を
持

っ
て
お
ら
れ
た
方
で
あ

っ

た
。こ

の
創
立
総
会
に
は
深
田
久
爾
が
出
席
し
た
の
も
、
同
氏
の
山
に
対
す
る
考
え
方
の
幅
広
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

山
岳
会
も
藤
木
、
深
田
両
氏
の
警
咳
に
接
し
た
こ
と
が
な
い
会
員
が
殆
ん
ど
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
横
山
厚
夫
さ
ん
が

「近
頃
の

ハ
イ
カ
ー
は
、
百
名
山
の
深
田
さ
ん
は
知

っ
て
い
て
も
、
小
説
を
書
い
た
こ
と
も
知
ら
な
い
」
と
何
か
に
書
い
て
い
た
が
、
会
員
で
も

深
田
さ
ん
の

「優
れ
た
紀
行
や
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
」
に
つ
い
て
知

っ
て
い
る
人
で
も
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
創
立
総
会
に
出
席
し
て
い
た

こ
と
に
改
め
て
敬
意
を
感
じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
創
立
総
会
に
出
席
し
た
人
た
ち
が
、
皆
若
々
し

い
こ
と
に
、
あ
る
感
慨
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
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フ
ォ
ー
ラ
ム

「
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
挑
ん
だ
世
界
最
高
峰

へ
の
足
跡
」

１
７０
エ
ベ
レ
ス
ト
、

８０
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
、

８８
三
国
交
差
縦
走
、
そ
し
て
現
在
―

「
あ
れ
か
ら
三
十
年
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
三

つ
の
エ
ベ
レ
ス
ト
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
寄
せ
て

会
長
　
大
　
塚
　
博
　
美

一
九
七
〇
年
、
日
本
山
岳
会
が
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
を
実
施
し
て
か
ら
、

丁
度
三
十
年
を
迎
え
る
。

こ
の
間
に
本
会
が
行
な

っ
た

エ
ベ
レ
ス
ト
登

山
―
七
〇
年

エ
ベ
レ
ス
ト
、
八
〇
年
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
、
八
八
年
三
国
合
同

登
山
―
を
振
り
返

っ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
海
外
登
山
の
歴
史
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め

る
節
目
の
登
山
で
あ

っ
た
の
で
、
非
常
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
充
実
し
た
三
十
年
間
の
登
山
の
数
々
を
見
渡
す
時
、
世
界
の

登
山
界
の
潮
流
を
無
視
し
て
は
正
確
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
。

高
所
登
山
研
究
委
員
会

七
〇
年
代
は
黄
金
時
代
と
言
わ
れ
た
八
〇
〇
〇
眉
峰
十
四
座
の
初
登
頂

終
了
の
後
を
、
引
続
き
更
な
る
困
難
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
か
ら
の

登
攀
、
い
わ
ゆ
る

「鉄
」
の
時
代

へ
と
移
行
す
る
。
七
〇
年
Ｊ
Ａ
Ｃ
エ
ベ

レ
ス
ト
南
西
壁

へ
の
挑
戦
は
、
こ
の
幕
開
け
の
噌
矢
と
し
て
南
東
稜
の
登

頂
と
共
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。

八
〇
年
代
に
は
そ
れ
ま
で
の
重
厚
な
極
地
法
登
山
形
式
に
対
し
て
、
軽

量
小
パ
ー
テ
ィ
ー
に
よ
る
、
自
由
な
個
性
的
で
多
様
な
登
山
形
式
、
い
わ

ゆ
る
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
対
極
と
し
て
定
着
し
て
く
る
。
そ
の

代
表
は
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
Ｒ

ｏ
メ
ス
ナ
ー
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
時
代
に
中
国
が
登
山
を
解
禁
し
、
そ
の
許
可
の
第

一
号
は
日

本
に
発
給
さ
れ
た
。
そ
の
実
施
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
行
な
い
、
北
壁
初
登
攀
と
北

北
東
稜
の
ニ
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。
以
降
堰
を
切

っ
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た
よ
う
に
各
国
の
登
山
隊
が
中
国
領
土
の
各
地
に
向
か

っ
た
。

九
〇
年
代
は
国
際
公
募
に
よ
る
商
業
登
山
隊
の
出
現
が
そ
の
特
徴
で
あ

ろ
う
。

エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
頂
者
は

一
〇
〇
〇
名
を
超
え
、
世
界
最
高
峰
と

し
て
の
新
鮮
さ
は
薄
れ
た
が
、
高
き
が
ゆ
え
に
な
お
人
を
引
き
付
け
て
や

ま
な
い
。

一
九
二
四
年
、
北
東
稜
で
消
息
を
絶

っ
た
Ｇ

ｏ
マ
ロ
リ
ー
の
遺
体
が
七

十
五
年
振
り
で
捜
索
隊
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
。　
一
九
九
九
年
の
こ
と
で

あ

っ
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
風
雪
に
曝
さ
れ
た
遺
体
は
、
い
ま
な
お
多
く
の
こ

と
を
生
け
る
が
如
く
物
語
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
。
と
同
時

に
、
こ
の
北
東
稜
を
ソ
ロ
で
登
頂
し
た
Ｒ

ｅ
メ
ス
ナ
ー
の
こ
と
を
思
い
合

わ
せ
、
登
山
の
変
遷
に
感
慨
無
量
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
二

つ
の
エ
ベ
レ
ス
ト
で
活
躍
し
た
日
本
を
代
表
す
る

鉄
人
ク
ラ
イ
マ
ー
の
、
小
西
政
継
、
植
村
直
己
、
加
藤
保
男
、
山
田
昇
ら

故
人
の
登
山
界
に
残
し
た
輝
か
し
い
業
績
も
末
長
く
語
り
継
が
れ
る
で
あ

ろ
う
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
登
山
と
自
然
環
境
保
全
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

二
十

一
世
紀
の
登
山
の
あ
る
べ
き
姿

へ
の
指
向
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

提
起
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た

っ
て
何
ら
か
の

お
役
に
立
て
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
伊
丹
紹
泰
、
　

司
会
　
坂
井
広
志

パ
ネ
リ
ス
ト
　
平
林
克
敏
、
湯
浅
道
男
、
重
廣
恒
夫
、
山
本
宗
彦

坂
井
　
日
本
山
岳
会
は

一
九
七
〇
年
に
日
本
人
と
し
て
は
じ
め
て
エ
ベ
レ

ス
ト
に
登
頂
し
、
今
年
で
三
十
年
目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後

一
九
八
〇
年
、

一
九
八
八
年
と
こ
の
世
界
の
最
高
峰
を
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
か
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
三
十
年
間
、
登
山
界
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
い
ま
や
エ
ベ
レ
ス
ト
の
総
登
頂
者

数
は
千
人
を
越
え
、
こ
の
山
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
象
徴
的
存
在
と
な

っ
て

い
ま
す
。
今
回
こ
の
三
つ
の
登
山
隊
に
関
わ

っ
た
方
に
ご
登
壇
頂
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
登
山
に
参
加
し
た
想
い
。
意
義

ｏ
価
値
、
そ
し
て
今
だ
か
ら
言

え
る
ど
の
よ
う
な
苦
労
が
あ

っ
た
の
か
各
時
代
背
景
を
交
え
て
お
話
し
頂

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

伊
丹
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
伊
丹
で
す
。
今
回
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
あ
た
り
三
つ
の
登
山
隊
、
七
〇
年

。
八
〇
年

ｏ
八
八
年
の
エ
ッ
セ
ン

ス
の
部
分
を
ビ
デ
オ
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
各
登
山
隊
の
話
に
入
る
前

に
、
ご
来
場
の
皆
さ
ん
に
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
だ
く
た
め
に
当
時
の

ビ
デ
オ
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
各
登
山
隊
の
内

容
を
そ
れ
ぞ
れ
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
に
基
調
ス
ピ
ー
チ
を
頂
き
デ
ィ
ス
カ

ッ
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シ
ョ
ン
を
す
る
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
平
林
さ
ん
が
七
〇
年
に
登
ら
れ
た
時
は
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
者
二

五
人
日
、
八
〇
年
に
重
廣
さ
ん
が
登
ら
れ
た
時
は

一
〇
六
人
日
、
八
八
年

に
山
本
さ
ん
が
登
ら
れ
た
時
は
登
頂
者
ナ
ン
バ
ー
を
通
す
こ
と
は
不
可
能

な
く
ら
い
多
く
の
人
が
登

っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
の
デ
ー
タ
に
よ
り

ま
す
と
、
も
う

一
二
〇
〇
名
を
越
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
経
済
発

展
と
共
に
世
界
最
高
峰

エ
ベ
レ
ス
ト
を
巡

っ
て
は
登
山
隊
、
登
頂
者
の
数

は

一
九
七
九
年
に
中
国
側
が
門
戸
を
開
放
し
て
以
来
急
速
に
増
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
最
初
に
七
〇
年

エ
ベ
レ
ス
ト
の
ビ
デ
オ
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
（七
〇
年
ビ
デ
オ
）

一
九
七
〇
年

ニ
ベ
レ
ス
ト

伊
丹
　
エ
ベ
レ
ス
ト
は

一
九
五
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
隊
に
初
登
頂
さ
れ
、
そ

の
後
ス
イ
ス
隊
、
ア
メ
リ
カ
隊

（西
稜
）
、
イ
ン
ド
隊
、
そ
し
て

一
九
七

〇
年
に
日
本
隊
に
順
番
が
回

っ
て
き
た
わ
け
で
す
。　
一
九
七
九
年
に
中
国

側
が
門
戸
を
開
放
し
て
以
来
急
速
に
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
本
山
岳

会
は

一
九
五
六
年
に
マ
ナ
ス
ル
に
初
登
頂
し
た
後
、

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
十

周
年
を
念
頭
に
当
初

一
九
六
六
年
に
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
計
画
を
考
え
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
当
時
の
登
山
許
可
の
取
得
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
、
ネ

パ
ー
ル
に
は
登
山
全
面
禁
止
期
間
が
あ
り
ま
し
た
。
本
隊
に
先
立

つ
一
年

前
の

一
九
六
九
年
の
春
に
藤
田
佳
宏
さ
ん
が
偵
察
隊
の
隊
長
と
し
て
ウ
エ

ス
タ
ン
ク
ー
ム
に
、
同
年
の
秋
に
宮
下
秀
樹
さ
ん
が
隊
長
に
な
ら
れ
て
南

西
壁
の
取
り
付
き
ま
で
の
偵
察
を
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
あ
た
り
の
許
可

取
得
に
始
ま
り
七
〇
年
の
登
山
に
関
わ
る
部
分
ま
で
を
登
頂
者
で
あ
り
ま

す
平
林
さ
ん
に
詳
し
く
語

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
林
　
早
い
も
の
で
今
見
て
い
た
だ
い
た
映
像
か
ら
二
十
年
経
ち
ま
す
。

あ
の
時
は
二
九
人
の
隊
員
で
し
た
が
、
す
で
に
八
名
の
隊
員
が
山
や
病
床

で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
二
十
世
紀
最
後
の
年
、
日
本
山
岳
会
の
今
日
の

晩
餐
会
に
我
々
と

一
緒
に
エ
ベ
レ
ス
ト
を
共
有
し
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の

友
人
達
を
交
え
話
を
で
き
な
い
こ
と
を
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
も
含
め
、

エ
ベ
レ
ス
ト
の
こ
と
を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
体
、
日
本
山
岳
会
が
い
つ
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
の
か
。
こ
れ
は
会
と
し
て
組
織
が
出
来
て
エ
ベ
レ
ス
ト
を
や
る

以
前
に
、

マ
ナ
ス
ル
以
降
そ
れ
ぞ
れ
の
若
い
隊
員
に
は
、
い
つ
か
エ
ベ
レ

ス
ト
に
行
き
た
い
と
い
う
夢
や
思
い
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は

一
九
六
四
年
に
三
田
幸
夫
さ
ん
よ
リ
エ
ベ
レ
ス
ト
を
計
画
し
て
い
る
か
ら

企
画
委
員
に
な
れ
と
通
知
を
頂
き
ま
し
た
。
当
時
サ
イ
パ
ル
登
山
か
ら
帰

っ

て
き
た
年
で
し
た
が
、
す
で
に
会
の
中
に
は
マ
ナ
ス
ル
以
降

エ
ベ
レ
ス
ト

に
対
し
熱
い
想
い
が
あ

っ
た
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

南
西
壁
に
つ
い
て
で
す
が
、
当
初
、
長
老
の
人
達
、
槙
有
恒
さ
ん
や
三

田
幸
夫
さ
ん
た
ち
は
う
ま
く
い
く
の
か
な
、
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
計
画
が
進
む
に
連
れ
徐
々
に
成
熟
し
六
四
年
の
終
わ
り
頃
に
は

時
勢
か
ら
い
っ
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
を
や
ろ
う
と
い
う
気
運
が
盛

り
上
が

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

一
九
六
三
年
の
ア
メ
リ
カ
隊
の
西

稜
登
攀
を
考
え
ま
し
て
も
、
ま
た
八
〇
〇
〇
属
峰
も
全
て
登
り
尽
く
さ
れ
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て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
機
運
が
出
て
く
る
の
も
当
然
の
成
り
行
き
で
し
た
。

さ
て
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
か
ら
は
六
六
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
計
画
に
関
し
て

内
諾
を
得
て
い
た
の
で
す
が
、　
一
九
六
五
年
の
二
月

一
九
日
と
思
い
ま
す

が
、
突
如
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
全
面
登
山
禁
止
を
し
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は

い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
が
六
三
年
に
サ
イ
パ
ル

に
行

っ
て
い
た
頃
、
ネ
パ
ー
ル
に
は
チ
ベ

ッ
ト
難
民
が
多
数
入

っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た

一
九
五
九
年
二
月
に
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
イ
ン
ド

ヘ
亡
命
、
そ
れ

以
降
中
国
軍
の
武
力
弾
圧
と
制
裁
は
徹
底
的
で
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
国
境
を
越
え
て
や

っ
て
く
る
難
民
や
中
共
封

じ
込
め
の
他
国
の
動
き
に
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
頭
を
痛
め
て
お
り
ま
し
た
。

一
方
、
各
国
の
遠
征
隊
が
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
に
入
り
過
ぎ
ま
す
と
、　
一
種

の
経
済
恐
慌
の
よ
う
な
も
の
が
起
こ
り
、
通
過
す
る
谷
の
地
域
賃
金

・
物

価
が
上
が

っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
り
全
面
禁
止
に
な

っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
山
岳
会
と
し
て
は
当
初

マ
ナ
ス
ル
か
ら
十
年
目
く
ら
い
に
エ
ベ
レ

ス
ト
登
山
を
念
頭
に
お
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
事
情
で

実
行
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
間
に
南
西
壁
の
計
画
が
出
て
、
真

剣
に
取
り
組
も
う
と
い
う
機
運
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時

の
ネ
パ
ー
ル
政
府
は

一
隊

一
ル
ー
ト
、
あ
る
い
は

一
国

一
シ
ー
ズ
ン
一
ル
ー

ト
と
い
う
登
山
許
可
の
基
本
方
針
を
も

っ
て
お
り
、
日
本
山
岳
会
は
毎
日

新
聞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
後
援
で
エ
ベ
レ
ス
ト
の
南
西
壁
を
計
画
し
、
ス
キ
ー
隊

は
ノ
ー
マ
ル
ル
ー
ト
、
サ
ウ
ス
コ
ル
か
ら
読
売
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
支
援
で
計
画
、

こ
の
あ
た
り
の
二
隊
の
行
き
違
い
は
登
山
隊
が
出
発
す
る
ま
で
続
き
ま
し

た
。
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
日
本
山
岳
会
の
登
山
許
可
は
南
西
壁
の
み
で
東
南

稜
か
ら
は
登

っ
て
は
困
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
言

っ
て
お
り
ま
し
た
。
先

発
隊
の
私
が
現
地
で
交
渉
に
あ
た

っ
た
の
で
す
が
、
大
塚
さ
ん
や
松
田
さ

ん
等
本
隊
が
カ
ト

マ
ン
ズ
を
出
発
す
る
日
ま
で
決
着
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

日
本
山
岳
会
と
し
て
は
南
西
壁
を
登
る
に
は
ど
う
し
て
も
東
南
稜
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ

っ
た
わ
け
で
す
が
、
結
局
東
南
稜
ル
ー
ト
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
は
う
や
む
や
の
状
態
で
、
と
に
か
く
出
発
す
る
こ
と
と
な

っ

た
訳
で
す
。
隊
員
た
ち
の
中
に
は
、
南
西
壁
が
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
場

合
は
東
南
稜
か
ら
登
り
、
何
と
し
て
で
も
日
本
人
の
エ
ベ
レ
ス
ト
を
成
功

さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
基
本
に
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

エ
ベ
レ
ス
ト
の
南
西
壁
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
第

一
次
、
第
二
次
の
偵
察
隊
を
本
隊
登
山
の
前
年
に
出
し
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
ル
ー
ト
や
シ
ェ
ル
パ
の
雇
用
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
通
過
、
南
西

壁
の
取
り
付
き
と
い
っ
た
事
を
調
査

ｏ
偵
察
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

結
果
は
第

一
次
の
藤
田
さ
ん
、
続
い
て
第
二
次
の
宮
下
さ
ん
の
偵
察
で
は

南
西
壁
を
な
ん
と
八
〇
五
〇
】
月
ま
で
登

っ
て
帰

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

当
時
、
驚
異
な
こ
と
で
世
界
中
に
日
本
隊
は
き

っ
と
登
る
の
で
は
な
い
か
、

と
予
想
さ
れ
る
く
ら
い
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
の

ち
多
く
の
各
国
登
山
隊
が
こ
の
八
〇
五
〇
眉
前
後
の
高
度
で
敗
退
し
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
最
初
の
偵
察
隊
は
世
界
の
山
岳
界
に
先
駆
け
た
、
す

ば
ら
し
い
も
の
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
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こ
の
南
西
壁
は
七
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ク
リ
ス
●
ボ
ニ
ン
ト
ン
隊
が
成

功
す
る
の
で
す
が

「国
く
国
”
国
∽
弓
弓
ェ
日
〓
＞
”
∪
ョ
＞
く
」
と
い
う
本
が

発
刊
さ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
を

す
ぐ
に
入
手
、
翻
訳
出
版
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
ジ

ョ
ン

ｏ
ハ
ン
ト
は

日
本
の
三

つ
の
輝
か
し
い
業
績
の
上
に
初
め
て
南
西
壁
登
攀
が
実
現
し
た

の
だ
と
述

べ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
日
本
山
岳
会
の
偵
察
隊
と
本
隊
、

七
三
年
の
湯
浅
さ
ん
た
ち
の
隊
の
成
果
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
重
要
な
事
だ
っ

た
と
位
置
付
け
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
ス
ｏ
ボ
ニ
ン
ト
ン
自
身
、

自
分
達
が
南
西
壁
を
成
功
出
来
た
の
は
日
本
人
の
山
田
圭

一
さ
ん
が
撮
ら

れ
た
航
空
写
真
に
よ

っ
て
ル
ー
ト
が
非
常
に
鮮
明
に
よ
く
わ
か

っ
た
と
、

も
し
、
日
本
隊
が
最
初
か
ら
そ
の
写
真
を
持

っ
て
お
ら
れ
た
ら
南
西
壁
を

成
功
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
も
言

っ
て
い
ま
す
。

私
は
南
西
壁
を
登
る
と
い
う
計
画
案
が
出
た
と
き
に
、
そ
れ
で
は
酸
素

器
具
を
は
じ
め
、
全
て
日
本
製
の
装
備
で
実
施
し
た
い
と
考
え
酸
素
器
具

の
開
発
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。
六
五
年
か
ら
五
年
く
ら
い
か
か
り
ま
し

て
南
西
壁
を
登
る
目
的
で
開
発
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
酸
素
呼
吸
器
の

形
式
は
七
〇
年
か
ら
八
〇
年
中
頃
の
登
山
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
旧
ソ
連
製
の
も
の
が
入

っ
て
き
ま
し
た
が
、
七
〇
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登

山
の
際
に
開
発
し
た
数
々
の
装
備
を
は
じ
め
岩
壁
に
建
て
る
テ
ン
ト
台
な

ど
は
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
高
所
医
学

や
地
球
物
理
学
等
、
学
術
調
査
に
払

っ
た
役
割
も
大
き
か

っ
た
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
八
八
四
八
眉
の
エ
ベ
レ
ス
ト
に

取
り
組
む
日
本
山
岳
会
の
人
た
ち
の
努
力
と
英
知
と
い
う
も
の
は
大
変
な

も
の
で
、
評
価
は
高
か

っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。
私
達
が
登
頂
に
成
功
し
、

カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰

っ
て
き
た
折
、
ク
リ
ス
ｏ
ボ
ニ
ン
ト
ン
隊
が
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ
の
南
壁
を
初
め
て
登
り
ま
し
て
帰
路
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
私
た
ち
と
出

会
い
ま
し
た
。
彼
が
国
際
隊
で
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
を
登
る
と
き
は
参
考

に
し
た
い
と
の
要
請
も
あ

っ
て
い
ろ
い
ろ
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
日

本
の
隊
員
を
七

一
年
の
国
際
隊
に
入
れ
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
す
よ
、
と
話
を

し
ま
し
た
。
日
本
山
岳
会
と
し
て
は
植
村
君
と
、
小
西
君
を
参
加
さ
せ
る

予
定
で
し
た
が
小
西
君
は
冬
の
グ
ラ
ン
ド
ジ

ョ
ラ
ス
で
凍
傷
に
な
り
、
代

わ

っ
て
伊
藤
君
が
行
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
、
二
人
は
大
変
立
派

な
貢
献
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
事
情
や
時
代
背
景
も
あ
り
ま
し
た
が
日
本
山
岳
会
が
最
高

峰

エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
の
思
い
で
あ
り
、
今
後
ど
の

よ
う
に
登
山
思
想
や
登
り
方
が
ど
ん
な
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
や
は
り
最
高

峰
で
あ
り
ま
す
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
を
目
指
す
人
は
次
々
と
出
て
来
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
で
す
か
ら
七
〇
年
の
登
山
が
な
ぜ
エ
ベ
レ
ス
ト
で
あ

っ
た

か
は
、
そ
れ
は
世
界
最
高
峰
と
い
う
他
に
比
較
す
る
理
由
が
な
い
か
ら
で

あ
り
ま
す
。

伊
丹
　
南
西
壁
は

一
九
七

一
年
隊
長
デ
ィ
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
の
国
際
隊
に
植

村
直
己
さ
ん
と
伊
藤
礼
造
さ
ん
が
参
加
す
る
の
で
す
が
、
当
時
大
学
生
だ
っ

た
私
は
九
段
会
館
で
そ
の
報
告
を
聞
き
ま
し
た
。
国
際
隊
は
翌
七
二
年
に

ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー
が
隊
長
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
隊
の
ク
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リ
ス

ｏ
ボ

ニ
ン
ト
ン
が
再
度
挑
戦
す
る
の
で
す
が
、
到
達
高
度
は
八
三
〇

〇
け
川
で
し
た
。
次
に
湯
浅
さ
ん
が
若
千
三
十
七
歳
と
い
う
年
齢
で
、
第
二

次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
登
山
隊
を
率
い
、
重
廣
さ
ん
が
八
三
八
〇
】
月
ま
で
到
達
い
た

し
ま
し
た
。
ク
リ
ス

ｏ
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
当
時
ヒ
マ
ラ
ヤ
鉄
の
時
代
に
お
け

る
三

つ
の
課
題
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
壁
、
ナ
ン
ガ

ｏ
パ
ル

バ

ッ
ト
の
ル
パ
ー
ル
壁
、
そ
し
て
日
本
山
岳
会
が
手
を
付
け
ま
し
た
エ
ベ

レ
ス
ト
南
西
壁
と
本
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
湯
浅
さ
ん
、　
一
九
七

三
年
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
隊
は
七
〇
年
の
日
本
山
岳
会
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
を
ど
の

よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

湯
浅
　
そ
う
で
す
ね
、
七
三
年
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
隊
は
、
酸
素
の
器
具
を
も
う

一

度
平
林
さ
ん
に
製
作
を
お
願
い
し
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
住

吉

・
金
田

・
坂
野
ド
ク
タ
ー
に
参
加
を
お
願
い
し
、
住
吉
ド
ク
タ
ー
の
セ

オ
リ
ー
で
高
所
順
応
を
実
行
、
結
果
、
初
め
て
高
所
登
山
を
体
験
す
る
隊

員
達
は

一
人
も
命
を
失
わ
ず
に
登
山
が
出
来
ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
、
案

外
皆
様
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
は
八
月
ま
で
は
募
金
で
東
京
銀
行

協
会
の
決
定
を
受
け
る
ま
で
在
京
し
、
よ
う
や
く
モ
ン
ス
ー
ン
中
に
カ
ト

マ
ン
ズ
か
ら
ル
ク
ラ
ヘ
の
フ
ラ
イ
ト
を
敢
行
し
て
隊
と
合
流
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
重
要
な
登
山
の
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
や
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

は
鹿
野
勝
彦
君
が
隊
員
達
を
う
ま
く
ま
と
め
、
そ
の
後
大
き
な
影
響
を
も

ち
ま
し
て
、
伊
丹
さ
ん
も
加
わ

っ
た
中
心
グ
ル
ー
プ
が
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ

縦
走
登
山

へ
と
繋
げ
ま
し
た
。
こ
の
隊
は
、
大
学
山
岳
部
出
身
者
に
関
係

な
く
、
重
廣
さ
ん
や
加
藤
保
男
さ
ん
た
ち
が
参
加
を
し
た
事
が
、
新
し
い

形
で
日
本
山
岳
会
や
日
本
の
登
山
界
全
体
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
動
い
て
い
っ

た
訳
で
、
今
に
な

っ
て
み
る
と
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
丹
　
重
廣
さ
ん
、
当
時
、
南
西
壁
の
八
三
八
〇
】
月
ま
で
到
達
さ
れ
て
ど

う
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

重
廣
　
そ
う
で
す
ね
、
七
〇
年
の
南
西
壁
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
は
日
本
の

山
岳
界
の
転
換
期
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ま
で
の
日
本

山
岳
会
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
八
本
爪
の
ア
イ
ゼ
ン
を
履
い
て

「登
る
」
登

山
で
し
た
。
し
か
し
、
南
西
壁
と
い
う
目
標
を
定
め
る
に
従

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
同
じ
よ
う
に
前
爪
の
あ
る
十
二
本
の
ア
イ
ゼ
ン
で
攀
じ
る
登
山
と
な

り
、
街
の
社
会
人
山
岳
界
の
支
援
を
日
本
山
岳
会
が
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な

っ
た
訳
で
、
こ
れ
は
宮
下
秀
樹
さ
ん
な
ど
の
大
き
な
決
断
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
流
が
七
六
年
の
ナ
ン
ダ

ｏ
デ
ヴ
ィ
に

継
承
さ
れ
、
そ
の
後
の
日
本
山
岳
会
の
多
く
の
登
山
隊
に
も
繋
が
り
成
果

を
生
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
い
ろ
い
ろ
な
山
登
り
が
あ

っ

た
の
で
し
ょ
う
が
、
新
し
い
息
吹
や
血
を
取
り
入
れ
な
が
ら
会
は
発
展
し

て
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
ス
タ
ー
ト
が
七
〇
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
、
そ
し
て
岩
登
り
を
得

意
と
し
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
七
三
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
だ

っ
た
訳
で
す
。
当
時
、

湯
浅
さ
ん
が
わ
ず
か
三
十
七
歳
で
こ
の
よ
う
な
大
き
な
登
山
隊
を
組
織
す

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。
当
時
、
私
は
荷
揚
か
ら
降
り
て
き

て
ル
ク
ラ
で
登

っ
て
く
る
湯
浅
さ
ん
と
会

っ
た
の
で
す
が
、
湯
浅
さ
ん
が

「
や

っ
と
こ
こ
ま
で
来
た
」
と
涙
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
出
会

い
が
私
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を
そ
の
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
継
続
さ
せ
る
原
動
力
、
あ
る
い
は
組
織
す

る
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
登
山
隊
員
は
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
を
体
験
し
な
が
ら
、
次
の
新
し
い
目
標
や
人
材
を
作
り
出
す
元
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

伊
丹

　
一
九
七
〇
年
の
登
山
隊
は
当
時
五
年
間
登
山
隊
の
鎖
国
を
し
て
い

ま
し
た
ネ
パ
ー
ル
で
登
山
を
再
開
す
る
と
い
う
事
で
、
た
い
へ
ん
な
苦
労

が
あ

っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
訓
練
を
さ
れ
て
い
な
い
ポ
ー
タ
ー
を
面

接
、
募
集
し
て
も
彼
ら
は
雇
わ
れ
た
い
理
由
で
年
齢
を
偽
り
山
歴
も
ご
ま

か
す
な
ど
…
…
。
大
学
生
だ

っ
た
当
時
の
私
は
こ
の
登
山
の
新
聞
記
事
を

切
り
抜
き
、
本
当
に
夢
を
か
き
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
世
界
の
登
山
界
は
ヒ

マ
ラ
ヤ
鉄
の
時
代
の
幕
開
け
に
入

っ
て
き
て
、
若
い
私
達
は
身
近
な
所
で

先
輩
達
が
世
界
の
最
高
峰
に
挑
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
勇
気
付
け

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
続
き
ま
し
て
十
年
後
の
八
〇
年
の
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ

に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
（八
〇
年
ビ
デ
オ
）

一
九
八
〇
年
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

伊
丹
　
八
〇
年
の
登
山
隊
は
七
〇
年
の
南
西
壁
以
来
、
宮
下
秀
樹
さ
ん
の

熱
い
思
い
が
北
壁
に
結
び
つ
い
た
隊
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
国
と
の

交
流
は

一
九
七
七
年
に
西
堀
栄
三
郎
さ
ん
が
未
交
流
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
代

表
と
し
て
の
訪
中
に
始
ま
り
、
七
九
年
に
日
本
山
岳
協
会
と
日
本
山
岳
会
、

日
中
文
化
交
流
協
会
の
三
団
体
に
正
式
登
山
許
可
が
下
り
ま
し
た
。
読
売

新
聞
社
が
全
面
協
力
を
さ
れ
、
渡
辺
兵
力
さ
ん
と
宮
下
秀
樹
さ
ん
が
現
地

に
行

っ
た
こ
と
で
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
す
が
、
八
〇
年
、
北
壁
か

ら
の
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
初
登
攀
者
で
あ
り
ま
す
重
廣
さ
ん
に
、
お
話
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

重
廣
　
あ
れ
か
ら
二
十
年
と
い
う
歳
月
は
非
常
に
早
く
、
ま
た
人
に
も
大

き
な
変
化
を
さ
せ
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
使
用
す
る
登
山
道
具
に
し
て

も
進
歩
が
あ
り
ま
す
。
私
は

一
九
五
〇
年
に
人
類
初
の
八
〇
〇
〇
】
川
峰
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
を
登
頂
し
た
フ
ラ
ン
ス
隊
の
記
録
を
読
み
、
い
つ
か
は
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
高
峰
に
立

っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
は
じ
め

ま
し
た
。
最
近
は
行
き
た
い
時
に
い
つ
で
も
行
け
る
環
境
も
整

っ
て
、
先

人
達
の
経
験
と
情
報
の
集
積
で
安
易
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
出
来
ま
す
が
、

当
時
は
な
か
な
か
簡
単
に
実
現
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
八
〇
〇
〇
屑
を
越
え
た
所
で

『
そ
こ
に
山
が

あ
る
か
ら
』
と
言

っ
た
マ
ロ
リ
ー
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
新
聞
等
で
そ
の
遺
体
の
写
真
を
ご
覧
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ

れ
を
見
て
感
じ
る
の
は
や
は
り
装
備
の
発
達
で
す
。
今
か
ら
七
十
六
年
前

に
マ
ロ
リ
ー
た
ち
が
着
て
い
た
衣
類
は
、
現
代
よ
り
は
る
か
に
重
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
五
〇
年
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
峰
の
フ

ラ
ン
ス
隊
は
軽
量
登
山
隊
あ
る
い
は
ナ
イ
ロ
ン
登
山
隊
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

マ
ロ
リ
ー
た
ち
が
使

っ
た
天
然
素
材
、
麻
の
ザ
イ
ル
や
綿
帆
布
の

ヤ

ッ
ケ
や
テ
ン
ト
、
鉄
の
ハ
ー
ケ
ン
は
ナ
イ
ロ
ン
素
材
、
ア
ル
ミ
に
代
わ

り
ま
す
。

マ
ロ
リ
ー
た
ち
の
時
代
の
登
山
装
備
を
現
代
の
も
の
と
比
較
す

る
と
、
重
量
で
は
当
時
の
三
分
の

一
か
ら
五
分
の

一
ま
で
軽
く
な
り
、　
一

方
機
能
面
で
言
え
ば
三
倍
か
ら
四
倍
位
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
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の
よ
う
な
近
代
装
備
を
も

っ
て
し
て
も
我
々
は
せ
い
ぜ
い
マ
ロ
リ
ー
た
ち

と
同
じ
事
く
ら
い
し
か
出
来
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
時

マ
ロ
リ
ー
た
ち
が

い
か
に
卓
抜
し
た
体
力
と
技
術
を
も

っ
た
か
が
わ
か
る
訳
で
す
。

最
近
で
は
世
の
中
が
便
利
に
な
り
登
山
許
可
の
取
得
も
し
や
す
く
な

っ

た
の
で
す
が
、
先
程
伊
丹
さ
ん
の
話
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
チ

ョ
モ
ラ
ン

マ
は
非
常
に
長
い
年
月
、
こ
の
頂
き
に
立
ち
た
い
と
い
う
人
達
が
夢
を
抱

き
続
け
た
わ
け
で
す
。
中
国

ｏ
チ
ベ

ッ
ト
が

一
九
七
九
年
に
解
放
さ
れ
、

最
初
は
お
金
を
た
く
さ
ん
持

っ
て
い
た
イ
ラ
ン
に
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
許

可
が
で
た
の
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ホ
メ
イ
ニ
師
が
帰

っ
て
き
た
こ
と

も
あ
り
方
向
転
換
、
代
わ

っ
て
日
本
隊
に
許
可
が
参
り
ま
し
た
。
私
は

一

九
七
三
年
以
来
五
度
目
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
パ
キ
ス
タ
ン
の
岩
峰
ラ
ト

ッ

ク
ー
峰
の
登
山
を
終
え
帰
る
途
中
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
登
山
許
可
を
取
得

し
た
日
本
隊
の
偵
察
隊
に
参
加
す
る
よ
う
要
請
が
あ

っ
た
の
で
す
が
仕
事

の
都
合
で
参
加
で
き
ず

一
九
八
〇
年
の
本
隊
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
先

程
の
映
像
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
局
面
で
い
ろ
ん
な
人
達
の
力
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
事
で
、
卓
抜
し
た
技
術
を
も

っ
て
核
心
部
の
突
破
が
さ

れ
た
だ
ろ
う
と
お
も
い
ま
す
。

私
と
共
に
北
壁
を
登
頂
し
た
尾
崎
隆
隊
員
は
八
六
〇
〇
屑
を
超
え
て
か

ら
の
西
稜
に
続
く
岩
稜
に
ハ
ー
ケ
ン
を
十
四
か
ら
十
五
枚
使
い
ま
し
た
。

非
常
に
困
難
を
極
め
た
登
攀
だ

っ
た
た
め
、
彼
は
サ
ン
グ
ラ
ス
と
酸
素

マ

ス
ク
を
取
り
払

っ
て
登
り
続
け
、
夕
方
の
九
時
に
頂
上
に
到
達
し
ま
し
た
。

我
々
は
そ
の
日
の
う
ち
に
最
終
キ
ャ
ン
プ
ま
で
戻
れ
ず
八
六
〇
〇
屑
の
地

点
で
ビ
バ
ー
ク
を
し
、
食
べ
る
物
も
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
幸
い
に
し
て

翌
日
の
夜
半
に
前
進
基
地
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
や
は
り

人
の
経
験

・
体
得
し
て
き
た
も
の
は
貴
重
だ
と
い
う
と
い
う
再
認
識
を
し

ま
し
た
。
八
六
〇
〇
屑
、
気
温

マ
イ
ナ
ス
三
〇
度
Ｃ
の
環
境
下
で
、
着
の

身
着
の
ま
ま
で
ザ

ッ
ク
を
敷
い
て
の
ビ
バ
ー
ク
で
し
た
が
、
幸
い
に
し
て

翌
日
晴
れ
て
生
還
し
た
の
で
す
が
、
最
終
キ
ャ
ン
プ
を
出
る
際
、
尾
崎
隊

員
は
先
に
降

っ
て
い
ま
し
た
、
し
ば
ら
く
し
て
前
進
基
地
の
官
下
さ
ん
か

ら
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
下

っ
た
尾
崎
は
ザ
イ
ル
が
な
い
の
で
は
無
い
か

と
言
う
心
配
し
た
声
が
あ
り
、
急
い
で
ザ
イ
ル
を
も

っ
て
下

っ
た
わ
け
で

す
が
、
そ
こ
に
尾
崎
隊
員
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
前
に
最
終

キ
ャ
ン
プ
で
私
は
不
要
な
も
の
を
袋
に
詰
め
て
落
と
し
た
の
で
す
が
前
進

基
地
で
は
宇
部
隊
員
と
同
じ
よ
う
に
滑
落
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
心
配

を
し
た
そ
う
で
す
。
実
は
尾
崎
隊
員
は
ノ
ー
ザ
イ
ル
で
ニ
ピ

ッ
チ
を
苦
も

な
く
下

っ
た
の
で
す
。
本
人
は
登
頂
し
ビ
バ
ー
ク
後
の
事
は
極
度
の
疲
労

で
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
そ
れ
ま
で
培

っ

た
技
術
と
体
力
で
頂
上
か
ら
生
還
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
経
験

の
積
み
重
ね
は
た
い
へ
ん
貴
重
だ
と
い
う
と
い
う
事
を
再
認
識
し
た
登
山

と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
私
に
と

っ
て
こ
の
北
壁
登
攀
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
大

き
な
変
換
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
誰
か
が
先
に

行

っ
て
登
ら
れ
た
、
い
わ
ば
ト
レ
ー
ス
さ
れ
た
山
で
し
た
。
Ｋ
２
に
し
て

も
、
す
で
に
二
十
三
年
前
に
イ
タ
リ
ア
隊
が
登
頂
し
た
ル
ー
ト
を
使
い
ま
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し
た
の
で
、
そ
の
後
の
登
山
は
で
き
れ
ば
こ
の
時
の
北
壁
の
体
験
の
よ
う

に
誰
も
登

っ
た
こ
と
の
な
い
ル
ー
ト
、
誰
も
登

っ
て
な
い
山
、
誰
も
登

っ

た
こ
と
の
な
い
方
法
で
と
い
う
こ
と
に
変
り
、
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
縦

走
、
未
踏
の
ナ
ム
チ

ェ
バ
ル
ワ
や
マ
カ
ル
ー
東
稜
へ
の
登
攀

へ
と
つ
な
が

っ

て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
も
う

一
つ
一
番
勉
強
し
ま
し
た
の
は
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
こ
と

で
し
た
。　
一
九
七
六
年
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
縦
走
隊
の
鹿
野
隊
長
を
は
じ
め

と
し
、
八
三
年
の
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
の
縦
走
登
山
等
。
隊
員
を
生
還

さ
せ
る
の
も
、
そ
し
て
登
頂
さ
せ
る
の
も
下
で
見
守

っ
て
い
る
人
達
の
努

力
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
を
し
ま
し
た
。
最
終
キ
ャ
ン
プ
を
離

れ
た
登
頂
隊
員
は
、
い
わ
ば
ゲ
ー
ト
を
離
れ
た
競
争
馬
と
同
じ
で
、
安
全

に
下
に
戻
る
と
い
う
願
望
も
、
本
人
に
は
体
力
が
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
判
断
す
る
能
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
体
験
が
そ
の

後
の
私
自
身
の
登
山
隊
長
、
あ
る
い
は
登
攀
隊
長
と
し
て
の
方
向
づ
け
を

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
登
山
に
は
的
確
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
で
す
。
登
り
た
い
人
が
集
ま

っ
て
登
山
隊
を
組
織
し
、
持

っ
て
い

る
力
を
十
分
に
発
揮
を
し
て
頂
上
に
向
か
う
事
も
良
い
の
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
頂
上
に
は
登
れ
ま
せ
ん
。
登
る
た
め
に
は
登
れ
る
人
を
集
め
、

登
る
戦
略
を
組
み
立
て
て
指
揮
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
後
方
に

い
る
も
の
が
正
確
な
判
断
を
し
、
隊
員
を
生
還
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
北
壁
ま
で
の
登
山
で
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
多
く
の
人

を
参
加
さ
せ
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
人
し
か
登
頂
が
で
き
な
か

っ
た
訳
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
日
本
山
岳
会
の
登
山
は
で
き
れ
ば
参
加
を
し
た
人
達

を
全
員
頂
上
に
到
達
を
さ
せ
た
い
、
と
い
う
も
の
に
変
換
さ
せ
て
行
く
元

に
な

っ
た
の
が
八
〇
年
の
登
山
で
し
た
。

伊
丹
　
重
廣
さ
ん
と
尾
崎
さ
ん
が
八
六
〇
〇
眉
で
ビ
バ
ー
ク
し
て
い
た
時
、

宮
下
さ
ん
か
ら
、
も
う
登
山
は
終
わ
り
だ
か
ら
上
部
に
居
る
人
達
を
励
ま

す
た
め
に
火
を
焚
け
と
言
わ
れ
、
私
達
は
食
料
カ
ー
ト
ン
を
ど
ん
ど
ん
燃

や
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
上
部
か
ら
見
え
た
そ
う
で
す
。
深
夜
、
雪
盲
で
ほ

と
ん
ど
目
が
見
え
な
く
な
り
下
山
し
て
き
た
尾
崎
隊
員
を
私
達
が
北
壁
の

基
部
ま
で
迎
え
に
行

っ
た
事
を
私
は
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

平
林
さ
ん
や
湯
浅
さ
ん
は
先
輩
と
し
て

一
九
八
〇
年
の
お
話
を
聞
い
て

い
か
が
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
偵
察
隊
の
隊
員
選
考
ま
で
ご
協
力
い
た
だ

い
た
そ
う
で
す
が
、
湯
浅
さ
ん
い
か
が
で
す
か
。

湯
浅
　
そ
う
で
す
ね
。　
一
九
七
八
年

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
二
十
五
周
年
記
念

式
典

・
ネ
パ
ー
ル
観
光
省
創
立
記
念
式
典
に
招
か
れ
、
史
占
春
氏
以
下
中

国
登
山
協
会
の
指
導
者
と
お
目
に
か
か
り
北
面
か
ら
の
登
山
許
可
を
依
頼

し
ま
し
た
。
「機
会
が
来
た
ら
必
ず
日
本
に
許
可
し
ま
す
」
と
い
う
約
束

を
し
ま
し
た
。
私
は
日
本
山
岳
協
会
の
日
中
友
好
登
山
委
員
長
と
し
て
読

売
新
聞
と
組
ん
で
許
可
取
得
し
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
先
程

話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
三
団
体
に
許
可
が
来
ま
し
た
。
で
も
日
本
山
岳

会
が
行
な
う
の
に
最
も
相
応
し
い
と
い
う
事
で
、
日
本
山
岳
協
会
の
加
盟

団
体
で
あ
る
日
本
山
岳
会
が
や
る
こ
と
に
つ
い
て
は
特
に
西
堀
さ
ん
が
訪

中
し
た
重
み
を
考
え
て
ほ
し
い
、
と

一
ヵ
月
ほ
ど
説
得
し
ま
し
て
日
本
山
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岳
会
に
お
任
せ
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
も
先
発
隊
、
隊
員
の
選
考

に
は
加
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

た
だ
、
私
は
大
変
嬉
し
か

っ
た
こ
と
は
、
急
遠
、
偵
察
隊
が
派
遣
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
日
本
隊
員
の
装
備
と
中
国
隊
員
の
装
備
、
ど
ち
ら

が
い
い
装
備
を
使
う
か
と
い
う
際
に
、
従
来
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
の
慣
例

を
破

っ
て
、
隊
長
の
斎
藤
惇
生
先
生
が

「自
分
達
が
好
き
で
来
た
の
だ
か

ら
中
国
協
力
隊
員
に
は
、
い
い
シ

ュ
ラ
フ
と
い
い
羽
毛
服
を
使
う
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
お

っ
し
ゃ
ら
れ
た
考
え
方
を
当
時
の
若
い
仲
間
が
た
い
へ

ん
大
事
に
し
、
そ
の
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
お
け
る
シ
ェ
ル
パ
さ
ん
に
対

す
る
考
え
方
を
大
き
く
転
換
し
て
い
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
い
う

席
で
話
す
機
会
は
最
後
だ
と
思
い
ま
す
。
登
山
隊
は
、
た
っ
た

一
人
の
リ
ー

ダ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ

っ
て
隊
員
達
は
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
私
は
大
変
嬉
し
く
お
も
い
ま
す
。

伊
丹
　
平
林
さ
ん
い
か
が
で
す
か
。

平
林

　
一
つ
の
登
山
が
成
功
し
ま
す
と
、
話
題
は
全
国
に
広
が
り
ま
す
。

結
局
、
遠
征
に
協
力
し
て
く
れ
た
産
業
界
や
登
山
界
、
ま
た
友
人

・
知
人

な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
達
が
あ
ら
ゆ
る
所
で
我
々
の
遠
征
を
見
守

っ
て
下
さ

っ

た
方
が
い
る
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
思
い
の
中
に

も
エ
ベ
レ
ス
ト
や
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
北
壁
が
あ
る
の
で
す
。
産
業
界
に
身
を

置
く
私
は
思
わ
ぬ
所
で
そ
の
人
た
ち
に
出
会
い
ま
す
。
そ
し
て
私
達
の
成

功
を
我
が
事
の
様
に
非
常
に
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
日
本
山
岳
会
員
で
あ
る

我
々
が
喜
ぶ
こ
と
は
当
た
り
前
な
事
で
す
。
し
か
し
そ
の
成
功
は
底
辺
の

広
い
人
達
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
私
達
は
そ
の
よ
う
な
方
々
に
思

い
を
い
た
し
な
が
ら
登
山
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
八
〇
年
の

登
山
に
行

っ
て
い
な
い
私
で
す
が
、
山
を
知
ら
な
い
人
や
里
山
を
登

っ
て

い
る
良
き
人
達
か
ら
も
た
く
さ
ん
質
問
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
達
は

こ
の
機
会
に
そ
の
よ
う
な
多
く
の
人
た
ち
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
登
山

と
の
か
か
わ
り
合
い
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

伊
丹
　
重
廣
さ
ん
が
パ
ネ
ラ
ー
の
た
め
八
〇
年
は
北
壁
の
方
が
主
体
の
話

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
が
、
北
東
稜
で
は
濱
野
吉
生
さ
ん
を
中
心
に

加
藤
保
男
さ
ん
な
ど
が
活
躍
、
登
頂
さ
れ
ま
し
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を

中
心
に
中
央

ロ
ン
ブ
ク
氷
河
と
東

ロ
ン
ブ
ク
氷
河
、
二
つ
の
氷
河
に
北
壁

と
北
東
稜
の
山
登
り
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に

一
九
八
八
年
の
ビ
デ
オ
を
ご
覧
下
さ
い
。
（八
八
年
ビ
デ
オ
）

一
九
八
八
年
交
差
縦
走

伊
丹
　
八
八
年
の
登
山
隊
は
今
西
寿
雄
元
会
長
が
当
時
の
報
告
書
に
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
が
主
管
を
し
よ
う
と

計
画
を
し
て
い
て
、
そ
の
計
画
を
東
海
支
部
が
本
部
に
読
売
新
聞
社
の
ス

ポ
ン
サ
ー
付
き
で
委
譲
し
て
下
さ

っ
た
。

マ
ナ
ス
ル
の
時
の
よ
う
な
背
景

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
た
り
湯
浅
さ
ん
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

湯
浅
　
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
実
を
言
う
と

日
本
山
岳
協
会
が

一
九
八
〇
年
の
許
可
を
日
本
山
岳
会
に
委
譲
し
た
こ
と

で
突
き
上
げ
を
く
い
ま
し
て
、
Ｋ
２
＝
チ

ョ
ゴ
リ
の
計
画
を
し
、
そ
の
代

案
と
し
て
史
占
春
が
許
可
を
く
れ
ま
し
た
。
小
西
政
継
君
に
隊
長
と
し
て
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チ ョモランマ登山隊 1980 三国友好登山隊 1988

西堀栄二郎 渡辺兵力 今西寿雄 大塚博美

27人 13人 24人 97人  84人  101人

申国側 ノースコル (北稜)/北壁 ネパール側 。東南稜/中国側 。北稜

71日 間 3月 5日  5月 14日 73日 間 3月 6日  5月 17日

北稜 C8 8250m  北壁 C6 8230m 北側 C7 8680m 南側 C5 8350m

北稜 15
~][」「L

月 3日

月 11日

5日

5日

北 稜 加藤保男

北 壁 重廣恒夫、尾崎隆

山本宗彦、申村進、中村省爾、

C4出発 南峰直下で引返す

20ト ン 21,7ト ン (北 9.5ト ン 南 12.2ト ン)

180,000,000円 362,801,000円

フランス製ボンベ 160本 フランス製ボンベ 348本

宇部明隊員、5月 2日 雪崩死亡 日本人死亡事故なし

中国側登山解禁、最初の外国隊

新北壁ルー トの初登攀

報道隊登頂計画 (第ニステップ上断念)

国際交流 日・ 中・ ネ三国友好登山

世界最高峰、山頂より実況生中継

ネパール・中国 越境交差縦走

1ド ル=230円 10000円 =63元 (1元 =160円 )

白米 10 kg 3340、 地図 (5万分の 1)160

都バス (初乗り)130、 新聞 2600/月 、 ビール

(大)240

1ドル=150円  70円 =40九

白米 10 kg 3760、 地図 (5万分の 1)230

都バス (初乗り)160、 新聞 3100/月 、 ビール

(大)310

環境庁富士山クリーン作戦 198ト ンゴミ回収

逗子開成高校山岳部八方尾根で遭難

プラブーツ登場

青函 トンネル開業、瀬戸大橋開業

リクルー ト疑惑表面化

消費税法導入

モスクワオリンピック (日 本不参加)

イラン。イラク全面戦争

朴大統領暗殺、ソ連アフガニスタン侵攻

ソウルオリンピック開催

イラン・イラク戦争終結 (国際決議)

ソ連アフガニスタンより撤兵開始

日本テレビ 読売新聞社 日本テレビ
｀

読売新聞社 世界初頂上より生中

継

チョモランマ・チベット (公式報告書)

チョモランマに立つ (雑誌/読売新聞)

中国 0日 本・ ネパール 1988年 チョモランマ/
サガルマータ友好登山報告書 (JAC)

ニケ国語 (日・ 中・英語)・ 写真報告書 (読売)

シェルパでなく協力隊員 (チ ベット族)に よる

荷揚げ

北壁隊雪崩遭難で登頂延期、苦戦、報道隊登頂

断念

チョモランマ名 (エベレスト)使用

登頂者 :中 国人、ツェリン・ ドルジュ (北)/
ピンソーダシュウ (南 )、 ネパール人、

アンラクパ (北 )、 アンプルパ (南 )

南側隊、日本隊員登頂断念 (南峰直下)
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3登山隊の概要

エベ レス ト登山隊 1970

総隊長 隊長 松方三郎 大塚博美

隊員 報道 シェルパ (協力員) 30人 9人 26人

ルー ト (チ ーム) ネパール側 サウスコル (南東稜/南西壁)

登山日程 日数 BC建設・撤収 日 95日 間 (キ ャラバ ン30日 込)3月 23日  5月 25日

キャンプ 数 ハイキャンプ標高 南東稜線 C7 8513m 南壁 C4 6600m

登頂日 第 1登 第 2登 南東稜 5月 11日  5月 12日

南西壁 5月 10日 8050mで登攀断念

登頂者 南東稜 松浦輝男、植村直巳、平林克敏、チョタレー

南西壁 8050mで断念 嵯峨野、加納

隊 荷 (総重量) 30ト ン

登山経費 110,499,000円

酸 素 フランス製ボンベ 350本

事 故 成田潔隊員、4月 21日 心不全死亡

登山背景 1965年 -1969年 の登山禁止解禁初

世界 6番 目の国としての登山許可

スキー隊との許可競合

社会背景 1ドル=360円

白米 10 kg 1600、 地図 (5万分の 1)80

都バス (初乗り)40、 新聞 750/月 、ビール (大)140

時 代 (日 本) 大阪・万国博覧会開催

日本、中国、相次いで人工衛星打ち上げ

ヨド号事件、三島由紀夫事件 二重靴登場

時 代 (世界) メスナー兄弟らナンガパルバット岩壁登山

フランス、シャルル・ ド・ ゴール大統領急死

人類月面に到着 (ア メリカ)

報 道 NHK 毎日新聞社

関連資料 (報告書他) エベレスト報告書 (JAC公式)

毎日グラフ・ エベレスト登頂 (毎 日新聞)

エベレストヘの道 (NHK)

特記事項 荷揚ポーター 1000人

ローツェフェース滑落事故

アイスフォール落氷でシェルパ死亡
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行

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
不
祥
事
が
あ
り
ま
し
た
。

借
財
を
し
た
ま
ま
放
置
し
て

一
年
半
、
中
国
登
山
協
会
の
史
占
春
主
席
が

疑
念
を
も
た
れ
、
更
迭
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
報
を
平
林
さ
ん

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
日
山
協
理
事
は
辞
め
て
い
ま
し
た
が
、

日
中
友
好
委
員
長
と
い
う
資
格
で
、
ほ
ん
の

一
部
で
す
が
私
財
三
〇
〇
万

を
持
参
し
て

「
す
べ
て
日
山
協
の
不
実
に
起
因
す
る
も
の
だ
」
と
謝
罪
し
、

「残
金
は

一
年
以
内
に
支
払
い
ま
す
」
と
王
調
査
委
員
長
に
誓
約
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
許
競
副
主
席
の
名
通
訳

ｏ
名
手
配
で
、
中
国
側
の
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
「
そ
の
友
情
に
報

い
た
い
。
お
互
い
に

チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
隊
長
を
努
め
た
間
柄
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
史

占
春
か
ら
は
何
で
も
い
い
か
ら
登
山
計
画
を
申
し
出
て
く
れ
と
い
う
事
で
、

私
は

「
日

ｏ
中

ｏ
ネ
三
国
で
実
は
国
境
を
越
え
た
登
山
を
し
た
い
」
と
い

う
提
案
を
出
し
ま
し
た
。
私
は
ネ
パ
ー
ル
政
府
か
ら
の
許
可
は
会
員
の
橋

本
龍
太
郎
先
生
に
お
願
い
し
、　
一
緒
に
ネ
パ
ー
ル
に
行
き
国
境
を
越
え
る

登
山
を
す
る
了
解
を
先
に
頂
き
、
そ
れ
か
ら
中
国

へ
と
な

っ
た
訳
で
す
。

さ
ら
に
橋
本
先
生
は
花
村
仁
八
郎
氏
、
田
中
精

一
中
経
連
会
長
、
宇
野
牧

関
経
連
会
長
三
氏
に
募
金
委
員
会
発
起
人
就
任
を
お
願
い
し
、
募
金
体
制

を
作

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
現
在
の
登
山
基
金
だ
、
と
い
う
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
西
会
長
の
申
し
出
を
受
け
橋
本
先
生

の
了
承
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
日
本
山
岳
会
が
や
る
、
そ
れ
な
ら
ば
そ
の

ま
ま
計
画
を
本
部

へ
移
し
ま
す
、
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
中
身
は
み
な

友
達
が
行
く
こ
と
で
す
か
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
読
売
新
聞

の
要
望
も
あ
り
、
ま
た
大
変

一
生
懸
命
や

っ
て
い
ま
し
た
の
で
そ
の
ま
ま

委
譲
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
後
は
順
調
に
進
ん
だ
と
い
う
訳
で
す
。

伊
丹
　
北
側
は
重
廣
さ
ん
が
ノ
ー
ス
コ
ル
で
指
揮
を
と

っ
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
の
登
山
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
か

っ
た
。
私
も
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
荷

上
の
管
理
。
こ
の
登
山
は
荷
上
を
い
か
に
う
ま
く
行
な
う
か
と
い
う
事
を

日
本
に
い
た
時
か
ら
さ
ん
ざ
ん
議
論
を
い
た
し
ま
し
た
。
重
廣
さ
ん
に
こ

の
登
山
の
特
質
を
手
短
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重
廣
　
こ
れ
は
中
国

・
ネ
パ
ー
ル

ｏ
日
本
の
三
国
友
好
登
山
で
あ
り
、
交

差
縦
走
す
な
わ
ち
世
界
で
初
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持

っ
た
登
山
で
し
た
。

私
は

一
九
八
〇
年
の
体
験
が
あ

っ
た
の
で
交
差
縦
走
の
北
壁
登
攀
隊
長
と

し
て
指
名
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
交
差
縦
走
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
、

そ
れ
か
ら
チ
ベ

ッ
ト
側
の
現
場
で
指
揮
を
と
る
と
い
う
事
で
し
た
。
　

私

は
、
最
初
は
た
だ
の
交
差
縦
走
で
な
く
、
で
き
れ
ば

一
九
六
三
年
の
ア
メ

リ
カ
隊
の
辿

っ
た
西
稜
か
ら
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
頂
上
を
越
え
て
ロ
ー
ツ
ェ

シ
ャ
ー
ル
ま
で
行
く
と
い
う

『
グ
ラ
ン
ド
ト
ラ
バ
ー
ス
』
を
や
り
た
い
と

い
う
事
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。
で
も
最
終
的
に
は
三
国
の
登
山
隊

が
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
合
わ
せ
、
今
出
来
る
事
と
い
う
こ
と
で
あ
の
交
差
縦

走
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
南
北
両
隊
合
わ
せ
総
勢
四
八
〇
名
が
参
加
し
た

大
き
な
隊
で
、
先
程
の
話
の
よ
う
に
精
緻
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で

し
た
。
基
本
的
に
登
山
計
画
作
成
は
何
月
何
日
何
人
を
登
頂
さ
せ
る
か
と

い
う
設
定
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
時
の
登
山
隊
は
五
月
五

日
子
供
の
日
に
登
頂

・
縦
走
と
い
う
こ
と
が
最
初
か
ら
明
確
に
決
ま

っ
て
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い
ま
し
た
。　
一
般
に
我
々
は
登
山
計
画
を
作

っ
て
も
実
際
に
予
定
の
登
頂

日
に
登
頂
で
き
た
と
い
う
事
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
、
私
自
身
も
十

数
回
を
越
え
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
中
で
、
予
定
通
り
登
れ
た
の
は
唯

一
こ

の
五
月
五
日
だ
け
で
し
た
。
こ
の
登
山
隊
は
人
数
が
非
常
に
多
い
と
い
う

こ
と
、
物
資
が
潤
沢
に
あ
り
、
ま
た
あ
る
程
度
期
間
が
有
効
に
使
え
る
と

い
う
事
で
五
月
五
日
に
登
れ
る
か
ど
う
か
は
天
候
次
第
で
し
た
。
三
国
の

登
山
隊
員
が
ル
ー
ト
エ
作
、
荷
揚
を
均
等
に
分
担
す
る
事
、
最
終
キ
ャ
ン

プ
ま
で
に
各
国
別
の
テ
ン
ト
生
活
を
し
て
各
国
の
習
慣
食
生
活
を
拘
束
し

な
い
で
幸
い
に
し
て
う
ま
い
具
合
に
登
頂
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

北
面
に
関
し
て
は
八
〇
〇
〇
】
川峰
十
四
全
座
登
頂
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
山
田
昇
隊
員
の
参
加
が
非
常
に
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
隊
員

選
考
の
際
、
今
西
寿
雄
さ
ん
は
北
側
は
結
構
だ
が
南
側
は
大
丈
夫
か
と
言

わ
れ
、
私
は

「大
丈
夫
で
な
い
」
と
言
う
と
北
側
か
ら
隊
員
を
出
す
こ
と

に
な
る
の
で

「南
側
も
同
じ
く
大
丈
夫
で
す
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
経
緯
で
南
側
か
ら
登
れ
な
か

っ
た
事
は
残
念
で
し
た
が
、
こ
の

登
山
が
そ
の
後
の
日
本
山
岳
会
の
若
い
人
た
ち
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
育
成
に

大
き
く

つ
な
が

っ
て
い
っ
た
と
い
う
事
で
す
。
八
八
年
の
登
頂
者
で
あ
る

山
本
宗
彦
君
も

一
九
九
五
年
に
登
攀
隊
長
と
し
て
マ
カ
ル
ー
の
頂
上
に
行

っ

て
い
ま
す
し
、　
一
九
九
六
年
に
は
山
本
篤
君
が
Ｋ
２
へ
登
山
隊
長
と
し
て

行
き
、
立
派
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

先
程
か
ら
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登
山
隊
が
そ
の
後

に
続
く
人
を
育
て
て
い
く
と
い
う
役
割
を
担

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

八
〇
年
に
我
々
は
は
じ
め
て
中
国
と
協
力
し
て
山
登
り
を
始
め
た
の
で
す

が
、
こ
の
と
き
中
国
側
か
ら
は
じ
め
て
参
加
し
た
高
所
協
力
員
に
、
隊
員

た
ち
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
周
辺
で
彼
ら
に
ア
イ
ゼ
ン
の
装
着
や
新
し
い
登

攀
技
術
を
教
え
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
し
た
中
国
登
山
協
力
隊
員
た
ち
が

八
八
年
に
は
大
き
く
成
長
し
て
縦
走
隊
員
、
あ
る
い
は
登
頂
隊
員
に
な
り
、

さ
ら
に
、
そ
の
後
チ
ベ

ッ
ト
登
山
協
会
と
し
て
八
〇
〇
〇
】
月
峰
全
山
登
頂

を
目
指
す
原
動
力
に
な
り
、
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
日
本

山
岳
会
は
自
国
の
若
い
人
達
だ
け
で
な
く
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
の
登
山
界
の

人
達
に
も
大
き
な
経
験
や
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
培

っ
て
き
た
友
好
と
い
う
も
の
は
い
ろ
い
ろ
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に

つ
な
が

っ
て
行

っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
今
後
も
続
く
と
思
い
ま
す
。

伊
丹
　
先
程

一
九
七
〇
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
の
時
は
十

一
歳
だ

っ
た
山
本
宗

彦
君
が
ビ
デ
オ
の
最
後
で
登
場
い
た
し
ま
し
た
が
、
北
側
の
登
山
隊
に
当

時
ど
ん
な
思
い
で
参
加
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

山
本
　
私
は
当
時
二
十
代
で
し
て
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
に
行
く
話
が
あ

っ
た

時
は
裏
側
の
い
ろ
い
ろ
な
事
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か

っ
た
し
、
純
粋
に
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
し
た
。
そ
も
そ
も
、
そ
の
気

持
ち
が
出
ま
し
た
の
は

一
九
八
五
年
の
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
登
山
の
時

で
し
た
。
隊
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
時
の
登
山
隊
は

一
応
の

成
功
を
収
め
た
の
で
す
が
、
私
は
八
三
〇
〇
】
川
で
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ

も
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
の
南
峰
で
ル
ー
ト
エ
作
を
最
後
ま
で
や

っ
た
後

に
人
手
不
足
で
主
峰
に
ま
わ
さ
れ
、
荷
揚
を
や
ら
さ
れ

（笑
）
失
礼
し
ま
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し
た
、
荷
揚
を
し
ま
し
て
、
さ
ん
ざ
ん
こ
き
使
わ
れ
た
挙
句
に
頂
上
は
無

し
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
、
大
変
悔
し
い
思
い
を
致
し
ま
し
た
。
た
だ
、

無
知
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
時
に
八
三
〇
〇
眉
ま
で
登
れ
た
こ
と

で
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
頂
上
も
手
の
届
く
範
囲
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思

い
も
あ
り
、
八
八
年
に
は
是
非
参
加
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。

北
側
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
は
面
接
の
際
も
私
は
は

っ
き
り
言

っ
た

の
で
す
が
、　
一
つ
は
中
国
と
い
う
国
に
行
き
た
い
事
で
し
た
。
現
在
で
は

中
国
側
の
通
常
ル
ー
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
当
時
の
北
東
稜
は
あ
ま
り
登

頂
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
南
面
側
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
ち
ょ
っ

と
怖
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
せ
行
く
の
な
ら
ば
登
頂
例

の
少
な
い
所
に
行
き
た
い
と
い
う
事
で
北
側
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

登
山
が
終
わ

っ
て
か
ら
考
え
て
み
ま
す
と
こ
れ
は
完
全
に
仕
事
で
あ

っ
た

と
自
覚
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
そ
う
い
う
意
識
は
正
直
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
初
に
重
廣
登
攀
隊
長
が
五
月
五
日
に
登
頂
す
る
計
画
を
発
表
さ
れ

た
時
は

「出
来
る
訳
な
い
で
は
な
い
か
」
と
正
直
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。

た
だ
自
分
は
是
非
登
り
た
い
と
、
あ
わ
よ
く
ば
自
分
が
縦
走
し
た
い
と
い

う
お
も
い
は
あ
り
ま
し
た
。
登
山
が
進
む
に
つ
れ
て
重
廣
登
攀
隊
長
は
荷

揚
管
理
、
在
庫
チ

ェ
ッ
ク
が
非
常
に
厳
し
く
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
隊
員
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
持

っ
て
外
に
出
て
荷
揚
チ

ェ
ッ
ク

を
行
な

っ
た
程
で
す
。
結
果
的
に
は
、
そ
の
管
理
が
隊
員
達
を
上

へ
あ
げ

る
原
動
力
に
な

っ
た
の
で
す
が
、
後
で
目
的
達
成
の
た
め
に
は
そ
れ
位
の

厳
し
さ
は
当
た
り
前
で
あ

っ
た
、
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

振
り
返

っ
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
交
差
縦
走
し
た
数
名
の
隊
員
を
確
実

に
頂
上
を
越
え
さ
せ
る
た
め
に
、
正
直
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
五
月
五
日
の
登

頂
日
に
合
わ
せ
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
を
け

っ
こ
う
無
理
し
て
お
り
ま
し
た
。

五
月
三
日
に
Ｃ
４
の
ノ
ー
ス
コ
ル
か
ら
Ｃ
６
以
降
に
必
要
な
物
資
を
背
負

っ

て
出
発
し
、
翌
日
は
Ｃ
５
ま
で
、
次
は
Ｃ
６
ま
で
、
次
は
頂
上
を
経
由
し

て
Ｃ
５
、
Ｃ
４
ま
で
下
る
と
い
う
、
五
日
間
行
動
し
続
け
る
の
で
、
頂
上

は
越
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
縦
走
隊
に
近
い
よ
う
な
内
容
で
し
た
。
な
お
か

つ
、
我
々
は
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
こ
と
で
南
側
の
縦
走
隊
員
の
酸
素
も
担
い

で
お
り
ま
し
た
。
私
は
二
本
担
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
物
も

加
え
十
五
か
ら
十
七
キ

ロく
ら
い
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

の
酸
素
は
三
角
雪
田
の
上
部
で
切
れ
て
、
遅
れ
ま
し
た
た
め
重
廣
登
攀
隊

長
か
ら
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
お
叱
り
を
受
け
ま
し
た
が
、
私
は
そ
の
部

分
の
下
降
を
考
え
ス
テ
ッ
プ
を
切

っ
て
い
た
た
め
、
余
計
遅
れ
て
酸
素
が

切
れ
ま
し
た
。
も
う

一
本
の
酸
素
を
吸
い
た
か

っ
た
の
で
す
が
南
面
の
縦

走
隊
の
も
の
で
あ
り
我
慢
し
頂
上
に
行

っ
た
た
め
大
幅
に
時
間
が
遅
れ
ま

し
た
。
登
頂
日
当
日
は
い
い
天
気
だ

っ
た
の
で
す
が
、
朝
は
風
が
強
か

っ

た
た
め
最
終
キ
ャ
ン
プ
出
発
を
午
前
九
時
頃
ま
で
延
ば
し
山
田
昇
隊
員
が

先
に
出
発
し
た
後
、
出
発
し
ま
し
た
。
結
局
我
々
は
か
な
り
遅
れ
頂
上
は

午
後
四
時
過
ぎ
の
た
め
、
ほ
ぼ
七
時
間
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
体
力

的
に
も
問
題
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
あ
と
で
知

っ
た
の
で
す
が
テ

レ
ビ
は
頂
上
で
バ
ン
ザ
イ
を
し
て
放
映
が
終
わ

っ
た
の
で
す
が
、
実
は
ド

ラ
マ
が
始
ま

っ
た
の
は
そ
の
後
で
し
た
。
最
終
キ
ャ
ン
プ
で
南
か
ら
来
た
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チ
ベ

ッ
ト
の
隊
員
が
泊
ま
る
と
言
い
出
し
ま
し
た
、
残
り
の
酸
素
も
な
く

危
険
だ
と
い
う
事
で
下
る
よ
う
説
得
を
し
た
の
で
す
が
聞
か
ず
、
結
局
泊

ま
り
ま
し
た
。
あ
と
で
わ
か

っ
た
の
で
す
が
彼
は
酸
素
を
隠
し
持

っ
て
い

た
そ
う
で
す

（笑
）
。
私
達
は
先
に
下

っ
た
の
で
す
が
、
正
直
言

っ
て
他

の
隊
員
を
か
ま
う
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
Ｃ
５
に
辿
り
着
い

た
の
が
夜
中
の
十
二
時
過
ぎ
で
し
た
。
そ
の
あ
と
中
村
進
さ
ん
、
三
枝
照

雄
さ
ん
、
中
村
省
爾
さ
ん
で
、
最
後
の
人
が
戻

っ
て
き
た
の
が
午
前
三
時

近
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
事
も
な
く
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

振
り
返
り
ま
す
と
見
え
な
い
支
え
が
あ

っ
て
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
で
は
私
は
頂
上
で
情
け
な
い
よ
う
な
声
を
出
し
て
い
た
の
で
す

が
、
あ
れ
は
演
技
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
頂
上
で
あ
の
よ
う
な
気
持
ち

に
な

っ
た
の
は
初
め
て
で
す
。
当
時
、
私
と
同
じ
よ
う
な
若
い
年
代
の
隊

員
も
多
く
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
残
念
な
が
ら
山
で
亡
く
な

っ
た
人
も
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
若
い
人
の
参
加
が
契
機
と
な
り
続
く
後
輩
た
ち
が
後

の
山
岳
会
の
遠
征
等
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、　
一
九
九

一

年
の
ナ
ム
チ

ェ
バ
ル
ワ
に
始
ま
り
九
九
年
の
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ
ム
偵
察
ま

で
、
ず
―
と
そ
の
人
た
ち
が
活
躍
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
九
八
八
年
は
大
変
大
き
な
登
山
隊
で
南
北
交
差
縦
走
、
撮
影
と
い
う

目
新
し
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
登
攀
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
新
し
さ
は
な

か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
登
山
隊
は
、
そ
の
後
の

優
秀
な
人
材
を
日
本
山
岳
会
は
残
し
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
登
山
に
つ

い
て
は
そ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

伊
丹
　
八
八
年
の
三
国
の
登
山
隊
は
も
と
も
と
中
国
と
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の

要
請
に
基
づ
い
て
、
今
ま
で
の
ご
恩
返
し
の
よ
う
に
し
て
始
ま

っ
た
と
思

い
ま
す
。
若
い
人
材
の
育
成
、
山
本
宗
彦
君
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
た
ち

が
そ
の
後
の
登
山
の
基
礎
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
学
ん
で
く
れ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
副
産
物
と
し
て
日
本
山
岳
会
に
当
時
で
七
〇
〇
〇
万
円
の

海
外
登
山
基
金
を
残
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
海
外
登
山
助
成
金
制
度
が
設

立
さ
れ
て
十
年
目
、
「山
岳
」
で
特
集
も
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

い
ろ

ん
な
日
本
の
登
山
隊
に
対
し
、
こ
の
基
金
は
貢
献
し
た
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
南
側
は
縦
走
隊
員
が
来
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
当
初
八
五
〇

〇
陣
月
に
予
定
し
た
最
終
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
が
八
二
五
〇
眉
だ

っ
た
り
、
ま

た
サ
ウ
ス
コ
ル
に
上
が

っ
た
が
十
分
な
酸
素
が
な
か

っ
た
な
ど
い
ろ
ん
な

問
題
が
あ

っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
湯
浅
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

湯
浅
　
や
は
り
隊
長
が
い
け
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
事
前
の
出
発
に
つ

い
て
も
キ
チ
ン
と
我
を
通
し
自
分
の
考
え
方
を
貫
け
ば
良
か

っ
た
。
よ
う

や
く
委
員
会
に
計
画
変
更
を
強
要
し
て
先
発
隊
を
二
十
日
前
に
行
か
せ
て

い
る
の
で
す
が
、
み
ん
な
眼
底
出
血
に
や
ら
れ
て
い
る
。
重
廣
さ
ん
に
は

何
度
か
叱
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
私
が
バ
ン
コ
ク
に
着
い
た
時
、
も
う
北
側

は
Ｂ
Ｃ
が
出
来
て
い
た
の
で
す
か
ら
少
し
南
側
な
め
て
い
た
の
で
は
な
い

か
な
―
、
と
思
い
ま
す
。
い
ま
だ
か
ら
い
え
ま
す
が
、
本
隊
が
Ｂ
Ｃ
に
着

い
た
時
に
、
個
人
登
攀
具
も
含
め
て
三
分
の

一
の
隊
荷
が
着
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
何
と
か

一
名
の
ト
ラ
バ
ー
ス
隊
員
、　
一
名
の
登
頂

隊
員
は
出
せ
る
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
思
い
直
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
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や
は
り
八
八
四
八
屑
の
高
さ
を
持

っ
て
い
る
エ
ベ
レ
ス
ト
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
た
ま
た
ま
、
何
度
も
や
り
直
せ
る
高
さ
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

も
登
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ま
言

っ
た
よ
う
に
登
頂
日
時
が
決
ま

っ

て

一
度
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
ら
、
た
ぶ
ん
八
八
四
八
陣
川
と
い
う
の
は
乗
り

越
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
七
〇
〇
〇
】
月峰
が
難
し
か
ろ
う
が
、
ど
ん
な

ル
ー
ト
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
高
さ
が
高
い
と
い
う
違
い
が
エ
ベ
レ
ス
ト
の

困
難
さ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

大
塚
会
長
に
は
こ
の
席
を
借
り
ま
し
て
、
最
後
ま
で
ご
ね
ま
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す

（笑
）。
「降
り
ろ
」
「
い
や
だ
」
と
い
う
交
信
を
三
日

間
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ネ
パ
ー
ル
隊
員
を
日
本
隊
員
七
人
で
最
終

キ
ャ
ン
プ
ま
で
荷
物
を
上
げ
て
、
初
め
て
ネ
パ
ー
ル
人
に
登

っ
て
も
ら
う

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
と
い
う
事
で
、
お
帰
り
な
さ
い
と
隊

員
を
説
得
し
て
、
降
り
て
も
ら
い
ま
し
た
。

痛
恨
事
は
水
腰
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
で
、
私
は
登
頂

一
週
間
前

に
北
側
の
了
承
も
得
ず
四
日
間
か
け
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
遺
体
を
降
ろ
し
ま

し
た
。
私
で
な
い
と
遺
体
解
剖
の
交
渉
が
出
来
ま
せ
ん
、
宗
教
上
の
理
由

で
ネ
パ
ー
ル
で
は
初
め
て
の
解
剖
事
例
で
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
奥
様
が

お
医
者
様
で
し
た
の
で
納
得
を
し
た
か

っ
た
と
い
う
事
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
、
と
に
か
く
大
塚
会
長
、
山

田
前
会
長
も
含
め
ま
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
今
西
元
会
長
も
ど
れ
だ
け
の

力
を
使

っ
た
か
を
考
え
ま
す
と
、
も
う
少
し
重
廣
君
に
誉
め
ら
れ
る
登
り

方
を
し
た
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
隊
員
た
ち
に
は
申
し
訳
な
か

っ
た
の
で

す
が
、
帰

っ
て
か
ら
立
派
に
登
山
を
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
い
る
次

第
で
す
。
当
時
、
鈴
木
清
彦
君
も
最
終
き
ャ
プ
で
見
送

っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
サ
ウ
ス
ピ
ラ
ー
か
ら
自
分
の
大
学
の
隊
で
登
頂
し
ま
し
た
。
み
ん

な
が
そ
ん
な
人
生
を
送

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
そ
れ
が
私
の
務
め
で
あ
り

誇
り
だ
と
思
い
ま
す
。

二
十

一
世
紀
の
山
登
リ

伊
丹
　
来
年
は
二
〇
〇

一
年
、
二
〇
〇
五
年
に
は
創
立

一
〇
〇
周
年
を
迎

え
る
の
で
す
が

一
九
七
〇
年
、　
一
九
八
〇
年
、　
一
九
八
八
年
の
大
き
な
登

山
隊
、
そ
の
後
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
、

マ
カ
ル
ー
、
青
年
部
で
も
Ｋ
２
、
ダ

ウ
ラ
ギ
リ
、
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
と
続
い
て
き
て
お
り
ま
す
。
脈
々
と

山
登
り
は
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、　
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
今
、
新

し
く
入

っ
て
く
る
会
員
達
の
性
格
、
質
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん
。
二
十

一
世
紀
の
山
登
り
、
あ
る
い
は
日
本
山
岳
会
の
山
登

り
は
こ
う
在
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
提
言
を
平
林
さ
ん
か
ら

一
言
づ

つ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
林
　
大
変
難
し
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
承
知
の
よ
う
に
二

〇
〇
年
前
に
登
り
始
め
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
に
し
て
も

ロ
ッ
キ
ー
山

脈
に
し
ま
し
て
も
形
を
変
え
て
今
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
登
山
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
高
さ
が
七
〇
〇
〇
】
川
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
あ
ろ
う
と
八
〇
〇
〇
属
の

高
峰
で
あ
ろ
う
と
私
た
ち
が
歩
ん
で
き
た
欧
州
の
山
々
や
日
本
の
山
々
と

同
様
に
今
後
同
じ
よ
う
な
形
で
続
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
大
き
く
違
う
の
は
情
報
が
あ
ふ
れ
過
ぎ
て
お
り
、
ど
う
行

っ
て
、
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ど
こ
を
曲
が

っ
た
ら
、
ど
う
な
る
か
と
い
う
情
報
が
八
〇
〇
〇
陣
月
の
山
の

頂
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
装
備
に
し
ま
し
て
も
運
動
具
屋
さ
ん
に
行

け
ば
す
ぐ
に
八
〇
〇
〇
屑
の
頂
上
に
行
く
装
備
が
手
に
入
り
ま
す
し
、
極

地
に
い
く
装
備
も
あ
り
ま
す
。
求
め
れ
ば
安
易
に
全
て
が
得
ら
れ
る
時
代

に
な

っ
て
い
ま
す
。
過
程
が
省
略
さ
れ
て
結
果
だ
け
を
す
ぐ
求
め
ら
れ
る

社
会
は
薄

っ
ぺ
ら
で
模
倣
の
文
化
と
な
り
ま
す
。
や
は
り
過
程
を
重
視
し
、

山
登
り
の
本
質
み
た
い
な
も
の
を
し

っ
か
り
求
め
な
が
ら
若
い
人
を
育
て

て
い
く
事
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
山
岳
会
は

山
登
り
を
す
る
団
体
で
あ
り
ま
す
か
ら
山
に
登
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

中
高
年
の
み
な
ら
ず
若
い
人
の
層
を
広
げ
、
こ
れ
ま
で
私
達
が
育
ん
で
や
っ

て
き
た
事
の
思
い
や
考
え
を
率
直
に
伝
え
、
若
い
人
達
の
集
う
熱
い
会
に

な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
程
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
山
を
登

る
人
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
人
た
ち
が
私
達
の
こ
と
を
見
つ
め
、

ま
た
憧
れ
と
し
て
見
て
い
る
人
も
い
る
の
で
す
か
ら
、
私
達
日
本
山
岳
会

は
山
を
通
し
て
、
山
と
人
の
生
き
ざ
ま
の
よ
う
な
も
の
を
し

っ
か
り
と
見

つ
め
な
が
ら
山
を
登
る
人
々
の
集
う
会
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

湯
浅
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で

一
番
変
わ

っ
た
の
は
酸
素
が
軽
く
な

っ
た
こ
と

で
、
そ
う
い
う
時
代
に
若
い
人
が
ど
う
や

っ
て
い
く
か
。
山
田
昇
が
最
後

に
私
に
言

っ
た
の
は

「
な
ん
で
や
、
バ
ダ
バ
タ
と
テ
ン
ト
が
な

っ
て
い
て

も

一
回
テ
ン
ト
か
ら
出
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
躾
を

大
学
山
岳
部
に
し
な
い
ん
だ
。
」

大
学
山
岳
部
は
い
ろ
ん
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
冬
の
登

攀
を
し
な
い
か
ぎ
り
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
困
難
な
登
山
は
す
べ
き
で
な
い
。
な

ぜ
な
ら
天
気
が
悪
け
れ
ば
テ
ン
ト
に
い
る
と
い
う
生
活
を
し
て
い
ま
す
と
、

一
つ
一
つ
の
困
難
に
直
面
し
た
時
に
生
き
抜
い
て
い
く
力
が
出
ま
せ
ん
。

別
に
難
し
い
ル
ー
ト
で
な
く
て
も
テ
ン
ト
に
入
れ
な
い
よ
う
な
厳
し
い
状

況
の
登
山
を
若
い
人
は
是
非
や

っ
て
い
か
な
い
と
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
た

り
え
な
い
し
、
魅
力
の
あ
る
登
山
は
開
け
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

重
廣
　
私
も
二
十
年
近
く
日
本
山
岳
会
の
登
山
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
我
々
だ
け
の
個
人
の
力
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
人
達
の
支
援
を
得
た
登
山
で
し
た
。
私
も
い
ろ
ん
な
人
か
ら
、
あ
る

い
は
基
金
か
ら
お
金
を
出
し
て
頂
い
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
く
こ
と
が
出
来
た

の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
自
分
自
身
に
課
し
た
の
が
必
ず
登
頂
成
功
と
参

加
し
た
人
を
出
来
る
だ
け
多
く
頂
上
に
到
達
さ
せ
て
次
の
夢
を
描
い
て
も

ら
う
と
い
う
登
山
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
大
き
く
世
の
中
は
変
化
し
、

山
登
り
を
す
る
人
の
考
え
方
も
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
、
登
山
が
元
来
そ
の

成
果
が
個
人
に
帰
結
を
す
る
も
の
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
登
山
は
右
肩
上
が

り
の
思
考
で
は
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
私
が
な
ぜ
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
隊
の
中
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
き
た
い
と

一
生
懸
命
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た

人
を
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
位
入
れ
た
か
と
い
う
の
は
思
想
を
継
続
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
山
岳
会
の
夢
を
託
せ
る
人
の
養
成
で
は
な
か

っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
山
登
り
を
す
る
変
革
の
時
代
に

き
て
い
ま
す
が
、
た
だ
、
そ
の
根
底
に
流
れ
る
困
難
の
追
求
と
い
う
の
は

継
続
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
の
若
い
人
た
ち
が
い
か
に
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引
き
継
い
で
行
く
か
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
丹
　
山
本
さ
ん
は
四
十
歳
、
日
本
山
岳
会
の
中
堅
会
員
と
し
て
今
後
の

日
本
山
岳
会
の
高
所
登
山
、
あ
る
い
は
山
登
り
に
つ
い
て
お
考
え
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
本
　
こ
こ
し
ば
ら
く
日
本
山
岳
会
か
ら
遠
の
い
て
お
り
、
ま
た
無
責
任

な
発
言
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
人
の
諸
先
輩
方
と
ち
ょ
っ
と
違

う
面
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
日
本
山
岳
会
に
初
め
て
お
世
話

に
な

っ
た
の
は

一
九
八
二
年
か
ら
で
日
本
山
岳
会
の
登
山
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
私
は
学
生
の
頃
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
は
さ
ほ
ど
興
味
は
な
か

っ
た
の

で
す
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
縦
走
は
や
り
た
い
、
や
る
べ
き
だ
と
思

っ
て
お
り
ま

し
た
。
も
し
私
が
も

っ
と
早
く
生
ま
れ
て
い
た
の
な
ら
ば
、
是
非
ナ
ン
ダ

ｏ

デ
ヴ
ィ
縦
走
を
や
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。
学
生
の
頃
そ
の
事
を

先
輩
に
言

っ
た
と
こ
ろ
、
「
そ
ん
な
こ
と
出
来
る
訳
な
い
だ
ろ
う
」
と

一

蹴
さ
れ
た
の
が
今
で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
原
点
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
す
。

カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
の
と
き
も
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
と
き
も
縦
走
だ
と
い

う
こ
と
で
参
加
し
ま
し
た
。
私
の
頭
の
中
に
も
昔
か
ら
、
こ
れ
な
ら
ば
縦

走
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
プ
ラ
ン
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
日
本
山
岳
会
も

ナ
ン
ダ

ｏ
デ
ヴ
ィ
で
縦
走
を
行
な
い
、
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
で
縦
走
を

行
な
い
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
で
も
そ
れ
を
継
続
さ
せ
た
と
思
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
残
念
な
が
ら
登
攀
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
完

全
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
登
山
が
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
れ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た

自
分
も
こ
の
歳
で
す
。
ち
ょ
っ
と
引

っ
か
か
り
ま
す
の
は
私
で
す
ら
こ
の

会
の
中
で
は
若
い
方
だ
と
い
う
の
は
、
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。
登
山
は
歩

く
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
攀
じ
る
。
そ
し
て
縦
走
、
こ
れ
は
歩
く
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
成
功
例
も
少
な
い
で
す
。
以
前
冗
談
半
分
で
日
本
山
岳

会
の

一
〇
〇
周
年
の
登
山
は
ヒ
マ
ル
チ

ュ
リ
か
ら
マ
ナ
ス
ル
ま
で
縦
走
を

し
て
は
、
と
言

っ
た
の
で
す
が

「
お
ま
え
は
や
れ
る
か
」
と
問
わ
れ

「出

来
ま
せ
ん
」
と
、
で
も
二
十

一
世
紀
に
な
れ
ば
そ
う
い
う
人
間
が
出
て
き

て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
だ
と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
昔
と
比

べ
れ

ば
装
備
の
高
性
能
、
軽
量
に
な

っ
て
い
る
と
す
れ
ば
お
か
し
く
な
い
。
自

分
自
身
が
出
来
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
新
た
な
課
題
を
設
定
で
き
る

余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
情
報
量
は
多
く
安
易
に
な

っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
課
題
を
設
定
し
て
チ
ー
ム
を
作

っ

て
い
く
事
が
長
い
日
で
み
て
人
を
育
て
る
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

最
後
に
無
責
任
な
事
を
言
い
ま
す
と
、
そ
の
よ
う
な
事
を
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
は
執
行
部
の
人
達
だ
と
思

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
は
、
新
た
な
グ
ル
ー
プ
を
作
り
上
げ
、
日
本
山
岳
会
を
引

っ
張

っ
て

行
く
と
い
う
こ
と
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

伊
丹
　
私
見
で
す
が
、
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、　
一
九
七
〇

年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
か
ら
の
三
十
年
を
振
り
返

っ
て
と
い
う
テ
ー
マ
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
当
初
思

っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
際
三

つ
の
遠
征
を
並

べ

て
み
て
は
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
同
時
に
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
か
ら
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意
見
を
頂
戴
し
こ
れ
か
ら
の
日
本
山
岳
会
の
展
望
が
で
き
れ
ば
と
い
う
大

塚
会
長
の
お
考
え
も
あ
り
ま
し
た
。

七
〇
年
南
西
壁
に
先
鞭
を
つ
け
た
初
め
て
の
日
本
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山

隊
、
八
〇
年
は
南
西
壁
の
流
れ
を
く
ん
で
北
壁
に
向
か
い
、
そ
れ
か
ら
八

八
年
は
い
ま
ま
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
持

つ
国

（ネ
パ
ー
ル

・
中
国
）
に
登
ら
せ

て
貰

っ
て
い
た
事
に
対
す
る
お
礼
、
と
い
う
こ
と
で
三
つ
の
登
山
隊
の
性

格
は
明
ら
か
に
異
な

っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
や
は
リ

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂

以
来
、
諸
先
輩
が
あ
る
意
味
で
血
と
汗
と
涙
で
日
本
山
岳
会
の
登
山
史
を

作

っ
て
く
れ
た
、
こ
の
熱
い
想
い
を
我
々
は
受
け
継
い
で
来
ま
し
た
し
、

次
の
世
代
に
も
十
分
認
識
を
持

っ
て
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
日
本
山
岳
会
は
山
登
り
を
す
る
団
体
で
す
か
ら
山
登
り
に
対
す
る
情

熱
を
若
い
人
に
十
分
に
継
承
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
担
当
の
高
所
登
山
委
員
会
の
坂
井
君
に
マ
イ
ク
を
渡
し
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
は
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

坂
井
　
日
本
山
岳
会
が
世
界
最
高
峰
に
挑
ん
だ
フ
ォ
ー
ラ
ム
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。
出
版
さ
れ
た
本
や
報
告
書
に
は
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登

山
に
関
わ

っ
た
生
の
お
話
、
皆
さ
ん
印
象
に
残

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
高
所
登
山
研
究
委
員
会
で
は
日
本
人
の
八
〇
〇
〇
げ
川
峰
登

頂
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。
あ
る
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す

と
、　
一
九
九
〇
年
か
ら
こ
の
十
年
間
に
八
〇
〇
〇
陣
川
峰
に
登
頂
し
た
人
数

は
三
百
名
を
超
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
登
頂
者
の
年
齢
層
や
経
験
度
合
い

も
幅
が
あ
り
、
ま
た
隊
と
い
う
面
で
見
る
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
く
登
山
隊
の

数
の
三
分
の

一
は
八
〇
〇
〇
済
峰
を
目
指
し
て
い
る
時
代
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
い
ろ
ん
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
程
ら
い
パ
ネ
リ
ス

ト
の
方
が
話
さ
れ
た
よ
う
に
装
備
の
進
歩
、
情
報
化
や
シ
ェ
ル
パ
を
初
め

受
入
態
勢
の
整
備
等
々
、　
一
言
で
い
え
ば
大
衆
化
に
入

っ
て
い
る
の
か
と

い
う
気
も
し
ま
す
。
そ
の
礎
を
築
い
た
の
が
日
本
山
岳
会
の
マ
ナ
ス
ル
初

登
頂
に
始
ま
り
、
こ
の
世
界
最
高
峰
を
目
指
し
た
三
つ
の
登
山
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
時
代
の
苦
労
を
乗
り
越
え
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
目
指
し
た
登

山
者
た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
歴
史
の
結
果
が
先
程
の
八
〇
〇

〇
屑
峰
登
頂
者
数
の
増
加
に
繋
が

っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

あ
と

一
ヵ
月
で
二
十

一
世
紀
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
山
登

り
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
、
未
知

ｏ
未
踏
は

ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
り
求
め
る
べ
き
か
課
題
が
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
逆
に
未
知
や
未
踏
が
少
な
く
な

っ
て

く
る
か
ら
こ
そ
、
登
山
者
自
身
の
登
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
が
来
る
。
有

限
の
記
録
と
い
う
次
元
か
ら
、
登
山
者
自
身
の
登
る
姿
勢
、
価
値
観
や
哲

学
、
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
無
限
の
広
が
り
が
こ
れ
か
ら
展
望
出
来
る
。

閉
塞
感
で
な
く
、
期
待
を
持

っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
日
本
山
岳
会
も
そ
の
よ
う
な
登
山
隊
を
輩
出
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
皆
様
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（開
催

¨
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
二
日
、
作
成

一
坂
井
広
志
）
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1852年

1855年

1921年

1922年

1924年

1933年

1934年

1935年

1936年

1938年

1947年

1950年

エ ベ レ ス ト 登 山 史

世界最高峰と確認される

「ピーク 15」 といわれていたが、イギリス人の初代インド測量長官として功績
のあったジョージ0エベレストの名をとり「エベレスト」と命名される

現地民は「チョモランマ」(中 国・ チベット側)、 「サガルマータ」 (ネ パール

側)と 呼ぶ

英国偵察隊が北方 (チベット側)ルー トから入り、ノース・ コル (6985メ ー

トル)に登る

英国 2次隊、8228メ ー トルに達する

英国 3次隊、酸素なしで 8572メ ートルに達する
*マ ロリーとアービンが最終アタックから帰らず、頂上に達 したかどうかは

謎につつまれたまま

英国 4次隊、8570メ ー トルに達する

英国人ウィルソンが徒歩で非合法登山を敢行したが、東ロンブク氷河で凍死

英国 5次隊、ノース・ コル (6985メ ートル)ま で (偵察が目的)

英国 6次隊、ノース 0コ ル (6985メ ー トル)ま で

英国 7次隊、8290メ ー トルまで

カナダ人デンマン非合法の単独登山に失敗
*戦後、北方チベット側のルー トが閉鎖される

米国人ヒューストンらが初めてネパールから入り、アイスフォールを偵察

デンマーク人ベッカー 0ラ ンセン、南からチベットに入る非合法の単独登山

に失敗

英国隊、ネパール側のルー トからアイスフォールを突破、 ウエスタン。ター

ムに入る

春、スイス隊 8450メ ー トルに達する/秋、スイス隊 8100メ ー トルまで

英国隊、ヒラリーとテンジンが5月 29日 初登頂
これまで標高は「8840メ ー トル」とするものが多かったが、公式に「8848メ ー

トル」とされる

スイス隊が 4人登頂

インド隊が 8625メ ー トルに達する/中 国隊が北方ルー トから3人登頂

インド隊が 8717メ ー トルに達する

米国隊が初めての西稜からを含め4人登頂

インド隊 9人登頂

春、日本山岳会第 1次偵察隊、ウエスタン・ タームから南壁偵察

秋、日本山岳会第 2次偵察隊、未踏の南壁に8000メ ー トルまで試登

日本山岳会隊、5月 11日 に植村直己、松浦輝夫、5月 12日 に平林克敏、チョ

タレイが登頂

国際隊、南壁に挑むが途中で失敗

イタリア隊が 8人登頂

秋、日本第 2次 RCC隊がポスト0モ ンスーンに初登頂に成功 (2人 )

日本女子隊の田部井淳子とアン・ ツェリンが登頂 (女性初)/中国隊が北方ルー

トから9人登頂 (女性を含む)/英国隊が未踏の南壁ルー トから初登頂

英 0ネ パール陸軍合同隊が 2人登頂/米国隊が 10月 8日 に2人登頂

1951年

1970年

1952年

1953年

1954年

1956年

1960年

1962年

1963年

1965年

1969年

1971年

1973年

1975年

1976年
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年

年

フォーラム「JACが挑んだ世界最高峰への足跡」

1979年

1980年

韓国隊が9月 15日 に2人登頂

オーストリア隊が 9人登頂 (メ スナーとハーベラーは初の無酸素登頂)/西 ド
イツ隊が 12人登頂
フランス隊が 4人登頂
ユーゴスラビア隊 2人が西稜直登ルー ト初登頂/西 ドイツ隊が 3人登頂
秋、日本山岳会が北方ルー トに偵察隊を送る

冬、ポーランド隊の 2人が厳冬期初登頂
*中国が北方チベット側ルー トを開放する

日本山岳会隊、北方ルートから加藤保男が単独登頂、北壁から2人初登頂/
メスナーが無酸素での単独登頂

米国医学調査隊の 2人が登頂して心肺機能調査を行う

中国人民解放軍が高度 8848。 13メ ー トルと測定/ソ 連隊が南壁の未踏ルー ト
より2人初登頂、計 11人登頂

冬、イエティ同人隊の加藤保男隊長が初の単独厳冬期登頂を果たしたが遭難
秋、イエティ同人隊の 3人が無酸素登頂したが 2人遭難/山 学同志会の二人
が南稜から無酸素登頂

冬、カモシカ同人隊の 3人が登頂
オーストリア隊の 2人が無酸素で北壁グレー ト0ク ロワールを初登頂
映画「植村直己物語」撮影隊の 7人が登頂
スイス・ フランス合同隊の 2人が無酸素アルパインスタイルで北壁往復 44時
間のスピー ド登攀
チェコスロバキア隊の 1人が南壁にアルパインスタイルで登頂
日本 0中国 0ネ パール三国友好隊が南北交差縦走に成功、頂上からテレビが
生中継した (5人が登頂)

アメリカ 0中国・旧ソ連合同隊の 20人が北稜ルー トから大量登頂
日本チョモランマ隊の 2人が登頂

冬、群馬県冬期サガルマータ隊が厳冬期の南壁初登頂 (6人 )

*エベレスト初登頂から40周 年目にあたるこの年は過去最高の 90人 の登頂
者を記録した

愛知学院大学隊の 3人が登頂/秋、サガルマータ登山隊の 1人が登頂
日本大学隊、未踏の北東稜から2人が初登頂
福岡チョモランマ隊の 4人が登頂/立正大学隊の 2人が登頂
国際公募隊の難波康子が日本人女性として 2人 目の登頂を果たすが帰路遭難
日本勤労者山岳連盟隊の 8人が登頂/昭和山岳会隊の 4人が登頂/続素美代
(国際公募隊)が 日本人女性として 3人 目の登頂/テ レビ朝日撮影隊の 2人が
登頂
*初登頂からの登頂者がのべ 1000人 を越える (1048人)/こ のシーズンはこ
れまで最高の 118人 (1シ ーズン)が登頂

亜細亜大学隊の 1人が登頂/国際公募隊の日本人 1人が登頂
法政大学隊の 4人が登頂/東北地区海外登山研究隊の 6人が登頂/北海道山
岳連盟隊の 3人が登頂
*山 本俊雄 (63歳 :法政大隊)は最高年齢での登頂/高橋留智亜は日本人女
性として 4人 目の登頂

1981年

1982年

1983年

1984年

1985年

1986年

1988年

1990年

1991年

1993年

1994年

1995年

1996年

1998年

1999年

2000年
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「
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
」
受
賞
記
念
論
文

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
気
象

大
　
蔵
　
喜
　
福

一
九
八
九
年
二
月
、
厳
冬
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
登
頂
を
め
ざ
し
た
岳
友
、
山
田
昇
、
小
松
幸
三
、
三
枝
照
雄
三
氏
は
、
極
北
の
過
酷
な
悪

天
候
の
も
と
、
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。
気
力
、
体
力
、
技
術
と
も
最
強
パ
ー
テ
ィ
ー
と
認
め
誰
も
が
そ
の
成
功
を
疑
わ
な
か

っ
た
の
だ

力
″‥
‥
‥

遺
体
と
な

っ
て
発
見
さ
れ
た
地
点
は
、
八
四
年
同
時
期
に
行
方
不
明
と
な

っ
た
植
村
直
己
氏
が
、
最
後
に
確
認
さ
れ
た
地
点
に
ほ
ど
近

い
デ
ナ
リ

●
パ
ス
直
下
で
あ

っ
た
。
主
因
は
烈
風
に
よ
る
気
象
遭
難
が
有
力
視
さ
れ
た
。
当
時
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
ひ
と
り
は
数
キ

ロ
メ
ー

ト
ル
に
お
よ
ぶ
烈
風
の
雪
煙
が
、
二
、
三
週
間
も
た
な
び
い
て
い
た
と
証
言
し
て
い
る
。

（１
）

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
十
年

日
本
山
岳
会
科
学
委
員
会
委
員
で
あ

っ
た
私
は
、
彼
ら
の
遭
難
が
直
接
の
契
機
に
な
り
、
科
学
委
員
会
管
轄
下
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し

て
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
に
乗
り
出
し
た
。
目
的
は
気
象
遭
難
防
止
と
高
所
登
山
戦
略
に
役
立
て
る
た
め
の
気
象
デ
ー
タ
の
蒐
集
で
あ

る
。
九
〇
年
に
気
象
観
測
機
器
設
置
登
山
隊
を
組
織
し
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
五
七

一
五
】
川
地
点
に
世
界
最
高
所
の
定
点
観
測
ス
テ
ー
シ
ョ
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マッキンリーの気象

ン
を
設
置
し
た
。
以
来
二
〇
〇
〇
年
六
月
ま
で
十

一
年
間
継
続
し
て
隊
を
派
遣
、
十
年
間
分
の
気
象
デ
ー
タ
を
蒐
集
し
初
期
の
目
的
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
終
了
し
た
。

こ
の
研
究
は
二
〇
〇

一
年
度
か
ら
は
、
ア
ラ
ス
カ
大
学
国
際
北
極
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
に
引
き
継
い
で
い
た
だ
け
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
出

来
る
だ
け
の
協
力
関
係
を
崩
さ
な
い
体
制
で
継
続
す
る
こ
と
と
し
、
今
年
は
、
セ
ン
タ
ー
の
依
頼
で
新
規
に
ソ
リ
ッ
ド
ス
テ
ー
ト
型
の
ウ
ィ

ン
ド
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
観
測
機
器
設
置
と
い
う
予
定
を
立
て
て
い
た
。
だ
が
、
先
方
よ
り
新
規
機
器
に
つ
い
て
は
も
う

一
年
の
テ
ス
ト
が

必
要
と
の
連
絡
を
受
け
、
打
合
せ
を
兼
ね
機
器
設
置
な
し
の
身
軽
な
形
で
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー

・
二
〇
〇

一
年

登
山
隊
は
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
は
離
れ
た
が
ス
タ
ン
ス
は
ま
だ
沿
線
上
に
あ
り
、
基
本
的
に
日
本
山
岳
会
の
学
生
部
と
会
員
か
ら
参
加

者
を
募

っ
た
。
二
月
末
ま
で
に
隊
員
は
次
の
よ
う
に
な

っ
た
。
北
口
創
尉

（
二
十
歳
、
法
政
大
学
山
岳
部
）
、
田
村
護

（六
十
三
歳
、
会

員
）
、
田
村
誠
太
郎

（
二
十
二
歳
、
明
治
大
学
学
生
）
、
内
田
敏
子

（七
十
歳
、
会
員
）
、
西
田
重
人

（四
十
二
歳
）
と
私
の
六
人
編
成
で

あ
る

（
田
村
は
親
子
参
加
）
。

登
山
隊
は
十
年
前
に
崩
壊
し
た
第

一
代
の
機
器
機
材
の
残
骸
な
ど
撤
去
清
掃
の
作
業
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
六

月
十
六
日
午
後
四
時
か
ら
五
時
に
か
け
て
全
員
が
頂
上
に
立

っ
た
。
そ
の
日
の
朝

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ

（五
二
五
〇
屑
）
は
、
気
温
摂
氏

マ
イ

ナ
ス
二
十
八
度

（簡
易
温
度
計
）
、
風
は
や
や
強
か

っ
た
が
晴
天
と
な

っ
た
。
例
年
に
な
く
寒
く
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
と
ミ
ト
ン
に
助
け

ら
れ
た
。
内
田
敏
子
会
員
は
持
ち
前
の
負
け
ん
気
で
見
事
に
登
り
切
り
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
登
頂
の
女
性
最
高
齢
記
録

（六
十
二
歳
米
人
）

を
大
幅
に
塗
り
か
え
、
男
性
記
録

（七
十
二
歳
）
に
も
迫
る
ギ
ネ
ス
記
録
を
打
ち
立
て
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
後
ろ
楯
が
あ
る
に
せ
よ
素

晴
ら
し
い
記
録
で
あ
る
。
ま
た
着
実
に
歩
を
す
す
め
頂
上
を
勝
ち
取

っ
た
田
村
護
会
員
の
六
十
三
歳
と
い
う
記
録
も
立
派
で
あ
る
。

今
年
は
春
の
積
雪
量
が
例
年
に
な
く
多
く
、
氷
河
上
の
ク
レ
バ
ス
は
ほ
と
ん
ど
顔
を
出
さ
ず
ル
ー
ト
は
直
線
的
、
雪
崩
も
非
常
に
少
な

い
な
ど
雪
が
安
定
、
安
全
性
が
高
く
楽
な
登
行
と
な

っ
た
。
天
候
も
比
較
的
よ
か

っ
た
。
そ
の
た
め
か

「魔
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
」
が
、
ス
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キ
ー
ヤ
ー
お
よ
び
ボ
ー
ダ
ー
達
の
恰
好
の
ス
ノ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
変
わ
り
、
多
く
の
エ
ク
ス
ト
リ
ー
マ
ー
が
目
に
つ
い
た
。
な
か
で
も
マ
ッ

キ
ン
リ
ー
南
西
壁
メ
ス
ナ
ー
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
ボ
ー
ド
で
滑
り
降
り
た
広
田
勇
介
氏

（
二
十
三
歳
）
、
石
川
哲
也
氏

（
二
十
二
歳
）

ペ
ア

に
は
驚
い
た
。
彼
ら
は
レ
ス
キ

ュ
ー
ガ
リ
ー
も
滑
り
、
十
八
日
に
は
頂
上
か
ら
の
滑
走
に
も
成
功
し
た
。
両
氏
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る

岩
井
右
木
子
氏
（
二
十
四
歳
）
も
ス
キ
ー
で
行
動
し
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
の
記
録
を
撮
る
な
ど
彼
ら
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
に
活
躍
し
て
い
た
。
登
攀

技
術
は
と
気
に
な

っ
た
が
、
し

っ
か
り
登

っ
て
い
た
の
で
安
心
し
た
。

三
～
四
年
ほ
ど
前
よ
リ
ボ
ー
ド
を
持
ち
込
ん
で
楽
し
む
登
山
者
が
急
増
し
、
当
初
公
園
レ
ン
ジ
ャ
ー
は

「雪
崩
な
ど

（
で
事
故
を
）
起

こ
さ
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
」
と
渋
い
顔
を
し
て
い
た
が
、
今
年
は
そ
ん
な
苦
言
は
な
く
冒
険
は
制
限
な
し
、
自
己
責
任
で
自
由
気
儘
な
様

で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
登
路
の
脇
は
二
重
二
重
に
も
シ
ュ
プ
ー
ル
が
取
り
巻
く
始
末
だ
。
事
故
が
起
き
な
か

っ
た
の
で
幸
い
だ

っ
た
が
、

ス
キ
ー
ヤ
ー
お
よ
び
ボ
ー
ダ
ー
に
は
、
滑
る
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
気
象
状
況
を
し

っ
か
り
学
習
、
把
握
し
て
入
山
す
る
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
。
状
況
の
よ
い
時
は
何
事
も
起
き
ず
物
事
も
上
手
く
運
ぶ
が
、
い
っ
た
ん
空
の
機
嫌
が
悪
く
な
る
と
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と

に
な
る
か
ら
だ
。

遭
難
死
ゼ
ロ

こ
の
三
年
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
山
登
録
入
山
者
数
は

一
昨
年
が
千
百
八
十
二
人

（登
頂
者
五
百
八
で
登
頂
率
四
三
％
）
昨
年
が
千
三
百
十

人

（同
六
百
十
三
で
五
三
％
）
、
本
年
が
千
三
百
五
人

（同
七
百
八
十
で
六
〇
％
）
と
人
数
も
登
頂
率
も
増
加
の
傾
向
だ
が
、

こ
れ
は
良

好
な
天
候
が
続
き
氷
河
の
状
態
が
安
定
し
て
い
た
か
ら
で
、
山
が
や
さ
し
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
九
九
年
は
八
年
振
り
に
遭
難
死
ゼ

ロ
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
の
二
年
間
も
な
く
、
喜
ば
し
い
傾
向
が
続
い
て
は
い
る
が
、
遭
難
事
故
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

入
山
三
ヵ
月
前
ま
で
の
事
前
登
録
義
務
の
徹
底
化
、
登
録
料
の
徴
収

（九
五
年
よ
り

一
人
百
五
十
ド
ル
）
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ

ン
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（現
状
ル
ー
ト
の
解
説
、
装
備

・
食
料
チ

ェ
ッ
ク
、
ゴ
ミ

●
排
泄
物
処
理
等
の
衛
生
面
、
凍
傷
、
運
動
生

理
の
高
所
医
学
面
等
）
と
い
う
三

つ
の
制
度
が
遭
難
を
減
ら
す
の
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
え
る
。
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マッキンリーの気象

た
だ
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
山
の
気
象
的
特
徴
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
気
象
は
個
人
の
登
山
技
量
の

一
部
と
認
識
し
、
そ

こ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
は
過
剰
と
の
判
断
か
？
　
わ
れ
わ
れ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
は
毎
年
知
ら
せ
て
あ
る
が
、
デ
ー
タ
が
よ
り
使
い
や

す
い
形
に
な

っ
て
い
な
い
の
で
、
ま
だ
直
接
利
用
に
ま
で
い
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
役
に
立
て
て
貰
え
た
ら
非
常
に
嬉
し
い
。

タ
ク
テ
ィ
ク
ス
は
イ
コ
ー
ル
天
候

天
気
は
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
に
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
戦
略
と
し
て
考
え
る
と
い
う
形
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
悪
天
候
を
休
養
し

て
ば
か
り
い
る
と
二
～
三
日
が
無
駄
に
な
り
、
ア
タ
ッ
ク
日
を
逃
し
、
時
間
切
れ
で
敗
退
の
憂
き
目
に
あ
う
。
好
天
時
に
こ
こ
ぞ
と
ば
か

り
無
理
矢
理
な
行
動
を
と
る
と
高
度
障
害
な
ど
で
苦
し
み
敗
退
す
る
…
…
な
ど
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
雲
の
状
況

（雲
形
、
動
き
、
風
）
を
常
に
観
察
し
、
翌
日
を
予
報
す
る
観
天
望
気
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
局
地
的
予
報

は
観
天
望
気
で
十
分
可
能
と
い
え
る
。
た
だ

（観
天
望
気
だ
け
で
は
）
中
長
期
の
予
測
は
不
可
能
な
の
で
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
経
由
の
現
地
気

象
通
報
な
ど
参
考
に
す
る
。
そ
の
予
測
に
基
づ
い
て
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ

ヘ
の
荷
上
げ
量
や
滞
在
日
数
、
ア
タ
ッ
ク
日
を
お
お
よ
そ
決
め
て
、

毎
日
の
修
正
に
よ

っ
て
行
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
悪
天
候
日
は
単
に
行
動
中
止
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、

少
し
で
も
前
進
と
い
っ
た
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
や
高
所
順
応
に
役
立
て
る
休
養
な
ど
、
い
か
に
無
駄
な
く
行
動
す
る
か
が
登
山
成
功
の
カ
ギ
と

な
る
。

な
お
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
経
由
の
天
気
予
報
は
Ｃ
Ｂ
ラ
ジ
オ
チ
ャ
ン
ネ
ル
ー９
で
毎
晩
八
時
、
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
よ
り
送
ら
れ
る
。
ま

た
連
絡
用
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
持

っ
て
い
れ
ば
、
常
に
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
メ
デ
ィ
ヵ
ル
キ
ャ
ン
プ
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
交
信
が
可
能
で
あ
る
。

エ
ア
サ
ー
ビ
ス
各
社
で
借
り
ら
れ
る
。

以
下
蒐
集
で
き
た
各
年
度
、
気
温

・
風
速
の
最
大
値

（風
速
は
瞬
時
値
の
記
録
で
最
大
値
を
保
持
し
た
も
の
で
は
な
い
）
の
デ
ー
タ
を

第
１
表
に
示
す
。
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頂
上
は
い
つ
も
冬

こ
こ
で
十
年
間
の
気
温
と
風
速
の
デ
ー
タ
を
中
心
に
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
登
山
十
二
回
の
経
験
を
重
ね
て
、
ノ
ー
マ
ル
ル
ー
ト

（ウ
エ
ス

ト
バ

ッ
ト
レ
ス
）
の
年
間
の
気
象
概
要
を
考
察
し
て
み
る
。
冬
は
九
八
年
二
月
冬
期

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
に
単
独
登
頂
し
た
栗
秋
正
寿
氏
の
報

告
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
。

デ
ー
タ
か
ら
大
ま
か
に
推
じ
量
る
と
こ
の
山
の
気
象
は
夏
と
冬
の
二
期
に
分
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
気
温
で
い
う
と
四
月
中
旬
と
八

月
下
旬
を
境
と
し
、
急
激
な
変
化
が
あ
る
。
登
山
シ
ー
ズ
ン
の
四
月
下
旬
か
ら
八
月
中
旬
ま
で
が
夏
、
八
月
下
旬
か
ら
翌
四
月
中
旬
ま
で

が
冬
と
い
え
る
。
た
だ
し
五
〇
〇
〇
】
月
以
上
は
い
つ
も
冬
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
い
る
。

だ
か
ら
こ
の
山
の
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
は
四
月
末
頃
か
ら
七
月
初
旬
ま
で
の
約
十
週
間
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
間
は
温
度
も
上
昇
し
、
天
候

は
安
定
し
登
山
に
適
す
る
。
こ
の
時
節
が
エ
ア

・
タ
ク
シ
ー
の
飛
来
に
支
障
の
な
い
氷
河
状
態
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
七
月
に
入
る
と
雪
面

が
腐
リ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
テ
イ
ク
オ
フ
も
難
し
く
な
る
の
で
登
山
者
は
激
減
す
る
。
ト

ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
は
六
月
い
っ
ぱ
い
、
登
山
者
の
賑

わ
い
は
最
高
潮
に
な
る
。

下
部
氷
河
上

（
二
〇
〇
〇
～
二
五
〇
〇
屑
）
の
行
動
で
は
、
日
射
の
温
度
は
摂
氏
三
〇
度
以
上
に
も
な
り
強
烈
で
、
熱
射
病
や
熱
中
症
、

日
焼
け
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
太
陽
が
陰
る
と
途
端
に
気
温
は
下
が
り

一
気
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
温
度
差
は
軽
く
四
〇
度
を

超
え
る
。
こ
の
時
期
の
最
低
気
温
の
平
均
は
摂
氏

マ
イ
ナ
ス
一
五
～

一
七
度
で
あ
る
。
直
射
日
光
と
寒
さ
対
策
双
方
の
ウ
エ
ア
に
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。
四
〇
〇
〇
屑
よ
り
下
部
で
は
寒
さ
も
特
別
で
は
な
い
の
で
夜
間

（自
夜
）
活
動
も
不
可
能
で
は
な
い
。

低
気
圧
や
前
線
に
よ
る
降
雪
、
吹
雪
な
ど
悪
天
候
は
、
最
長
で
も
三
日
も
待
て
ば
遠
の
く
。
天
候
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ヵ
ル
キ
ャ
ン

プ
四
三
二
〇
屑
ま
で
は
、
多
少
ぐ
ず
つ
い
た
天
気

（降
雪
や
吹
雪
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
）
で
も
行
動
で
き
る
。
悪
天
候
で
太
陽
が
隠
れ
る

と
気
温
が

一
気
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
強
風
が
あ
れ
ば
体
感
温
度
も
極
端
に
下
が
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
凍
傷
を
招
く
こ
と
に
な
る

の
で
、
ウ
エ
ア
、
グ

ロ
ー
ブ
な
ど
に
気
を
使
う
こ
と
。

ウ
エ
ス
ト
バ

ッ
ト
レ
ス
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
よ
り
上
部
は
、
岩
稜
と
岩
峰
、
雪
の
リ
ッ
ジ
な
の
で
、
緊
張
感
が
途
切
れ
る
と
ス
リ
ッ
プ
事
故
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マッキンリーの気象

第 1表 各年度 気温・風速のデータ概要

●1990年度

最低気温

最高風速

●1991年度

●1992年度

最低気温

最高風速

●1993年度

最低気温

最高風速

●1994年度

最低気温

最高風速

新規システ

最低気温

最高風速

●1995年度

最低気温

最高風速

●1996年度

最低気温

最高風速

●1997年度

最低気温

最高風速

●1998年度

最低気温

最高風速

●1999年度

最低気温

最高風速

●最終回収

‥Ｌ

鶴

鶴

ム

同
．
割

有効測定期間 '906/15～ '916/26

'91 2/3 午前 7:00 -58.2° C
'90 8/27 午前 9:05 63m/s(セ ンサー崩壊で11/22ま での最高値)

センサー支持架台が倒壊しセンサー崩壊のため、データ回収のみ設置なし

有効測定期間 '926/22～ '932/8(異常電流発生でロガー本体停止)

'93 1/21お よび2/2 -51.0° C(ロ ガー本体停止2/8ま での最低値)

'92 9/12 午後 43m/s(セ ンサー崩壊 9月 中旬までの最高値)

有効測定期間 '936/17～ '946/25

'94 3/4 午前10:15 -52.7° C
'9311/18 午前 2:45 41.47m/s(セ ンサー崩壊11月 下旬までの最高値)

有効測定期間 '946/25～ '956/19

3/15 午前 0:00 -52.2° C

2/16 午前 0三 30 63.89m/s(気 温-40.0°C)

7/22 午前 3:10 82.50m/s(セ ンサー崩壊9/6ま での最高値)

有効測定期間 '956/19～ '966/23

'9512/2 午後 1三 30 -59。 4°C
'96 1/12 午前 4三 30 57.70m/s(気 温-44.5°C)

有効測定期間 '966/23～ '9610下 (異常電流発生でロガー停止)

'9610/18 午前10:45 -45.7°C(ロ ガー本体停止10下旬までの最低値)

'9610/28 午後 1:00 47.60m/s(ロ ガー本体停止10下旬までの最高値)

有効測定期間 '976/24～ '9710中 (異常電流発生でロガー停止)

'9710/7 午前 1:30 -43。 4°C(ロ ガー本体停止10中旬までの最低値)

'9610/10 午前10:45 36。 80m/s(ロ ガー本体停止10中旬までの最高値)

有効測定期間 '986/13～ '996/23

'99 2/3 午後 3:30 -57。 4°C
'98 7/3 午前 6:00 20.56m/s(セ ンサー異常で 7月 下旬までの最高値)

有効測定期間 '996/23～ '9912/19(異 常電流発生でロガー停止)

'9912/18 午後 5:45 -53.4° C(ロ ガー本体停止12/19ま での最低値)

'99 7/2 午前 7:45 27。 37m/s(セ ンサー異常で 7月 中旬までの最高値)

'00  6/21

注)*時 間は日本時間

*普通、風速 とは前 10分 間の平均風速をいうが、ここでの風速は瞬時値の記録で、最大値を保持 したものでは

ない。

*異常電流発生でロガー停止については、CPU誤動作による動作停止を防 ぐためワッチ ドックタイマーを付 け

ていたが、静電気等原因不明の異常電流が流れ記録停止 となる。

'97以降はタイマーを外 し誤動作を起 こりにくくしたが、相当以上の異常電流により停止 した。
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な
ど
に
つ
な
が
る
。
強
風
時
に
は
特
に
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
。
登
山
の
技
術
に
は
ヒ
ド
ン
ク
レ
バ
ス
が
あ
る
の
で
、
氷
河
に
対
応
す
る

ス
キ
ー
登
行
と

ロ
ー
プ
ヮ
ー
ク
、
ア
イ
ス
ア
ッ
ク
ス
と
ク
ラ
ン
ポ
ン
の
氷
雪
登
行
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
登
攀
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
。

（２
）

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
観
天
望
気

ル
ー
ト
を
追

っ
て
観
天
望
気
に
よ
る
局
地
的
な
悪
天
と
好
天
の
見
分
け
方
と
、
悪
天
の
特
徴
的
な
事
項
を
具
体
的
に
記
す
。

カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
本
流
で
は
、
こ
の
氷
河
最
北
に
位
置
す
る
カ
ヒ
ル
ト
ナ
パ
ス

（三

一
四
五
屑
）
の
上
空
を
観
天
す
る
こ
と
。
常
識
的

に
考
え
る
な
ら
ば
、
天
気
は
西
か
ら
東

へ
動
く
の
だ
が
、
こ
こ
は
西
側
に
フ
ォ
ー
ラ
カ
ー
峰
（五
三
〇
四
屑
）
、
ク

ロ
ッ
ソ
ン
峰
（
二
九
〇

一
屑
）
を
つ
な
ぐ
比
較
的
高
い
尾
根
に
遮
ら
れ
て
、
西
か
ら
の
悪
天
の
兆
候
と
な
る
気
圧
七
〇
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
前
後
の
雲
の
塊
は
、

カ
ヒ
ル
ト
ナ
パ
ス
を
北
か
ら
越
え
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
多
く
が
寒
気
と
降
雪
を
伴
う
が
大
嵐
に
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
は
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
よ
リ
カ
ヒ
ル
ト
ナ
パ
ス
ま
で

一
〇
〇
〇
】
月
の
標
高
差
が
あ
る
。
風
が
あ
れ
ば
雲
は
流
れ

る
が
、
風
が
な
く
氷
河
が
太
陽
に
照
ら
さ
れ
た
後
に
停
滞
す
る
と
、
二
五
〇
〇
以
上
三
二
〇
〇
屑
が
必
ず
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
に
な
る
。
そ

の
場
合
は
周
辺
温
度
は
上
昇
し
ど
ん
よ
り
と
し
て
暖
か
く
な
る
。
こ
の
状
態
を
メ
デ
ィ
ヵ
ル
キ
ャ
ン
プ

（四
三
二
〇
屑
）
あ
た
り
か
ら
俯

敵
す
る
と
、
流
れ
込
む
雲
は
滝
の
よ
う
に
氷
河
谷
に
流
れ
留
ま
る
雲
海
と
な

っ
て
い
く
。
こ
の
程
度
だ
と
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
が
問
題
に
な

る
だ
け
で
す
む
。

寒
気
を
伴

っ
た
風
が
吹
き
下
ろ
し
て
い
る
場
合
は
、
周
り
全
体
の
峰
の
四
五
〇
〇
屑
以
上
に
雲
が
か
か
る
。
積
雪
は
さ
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
急
激
に
気
温
が
下
が
り
吹
雪
と
な
る
。
こ
う
な
る
と
ほ
ぼ

一
日
悪
天
が
続
く
。
こ
の
あ
た
り
で
は
大
き
な
天
気
の
変
化
は
全
て
北
側

か
ら
の
雲
を
注
視
し
て
い
れ
ば
よ
い
。

三
二
五
〇
】
月
の
通
称
デ
ポ

（キ
ャ
ッ
シ
ュ
）
キ
ャ
ン
プ
は
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
が
東
に
折
れ
て
せ
り
あ
が

っ
た
斜
面
に
あ
り
、
頭
上
に

は
ウ
エ
ス
ト
バ

ッ
ト
レ
ス
の
末
端
壁
が
迫

っ
て
い
る
。
こ
の
周
辺
に
な
る
と
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
本
流
と
は
異
な

っ
て
、
東
か
ら
の
雲
の
動

き
に
注
意
す
る
と
よ
い
。
西
か
ら
の
崩
れ
は
カ
ヒ
ル
ト
ナ
パ
ス
か
ら
上
昇
し
て
く
る
残
り
雲
で
、
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
。

88



マッキンリーの気象

四
五
〇
〇
屑
以
上
に
か
か
る
東
か
ら
の
厚
い
雲
は
風
雪
を
も
た
ら
す
。
多
い
時
は
積
雪
二
〇
彙
ン屑
以
上
あ
り
右
岸
よ
り
に
と
ら
れ
て
い

る
ル
ー
ト
上
の
斜
面
は
表
層
雪
崩
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
ん
な
時
は
ウ
ィ
ン
デ
ィ
コ
ー
ナ
ー
は
烈
風
域
に
な
る
。
こ
こ
で
の

烈
風
は
息

つ
ぎ
が
な
く
数
時
間
も
続
く
こ
と
が
多
い
。
経
験
で
は
五
時
間
も
テ
ン
ト
を
被

っ
て
凌
い
だ
こ
と
が
あ
る
。

吹
雪

（ブ
リ
ザ
ー
ド
）
時
に
ウ
ィ
ン
デ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
抜
け
る
の
は
要
注
意
だ
。
時
期
や
状
況
に
も
よ
る
が
ウ
ィ
ン
デ
ー
コ
ー
ナ
ー
は

時
に
は
氷
結
し
た
斜
面
に
な
る
。
烈
風
が
吹
き
は
じ
め
た
ら
危
険
極
ま
り
な
い
。
起
立
限
界
に
近
い
秒
速
三
〇
】
月
ほ
ど
の
風
は
夏
で
も
吹

く
。
こ
の
風
に
捕
ま

っ
た
ら
、
耐
風
姿
勢
を
と
り
な
が
ら
、
膝
上
ま
で
の
濁
流
の
中
を
遡
行
す
る
と
い

っ
た
よ
う
な
パ
ワ
ー
が
い
る
。

一
〇
キ

ロ
ほ
ど
の
ソ
リ
が
浮
い
て
し
ま
い
凧
の
よ
う
に
な

っ
た
経
験
が
あ
る
。

雪
　
崩

ル
ー
ト
上
の
雪
崩
に
関
し
て
は
、
デ
ポ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
ウ
ィ
ン
デ
ィ
コ
ー
ナ
ー
を
経
由
し
て
メ
デ
ィ
ヵ
ル
キ
ャ
ン
プ
上
部
四
六
〇
〇
屑

ま
で
、
ウ
ェ
ス
ト
バ

ッ
ト
レ
ス
側
の
斜
面
か
ら
が
出
や
す
い
。
幾

つ
も
の
デ
ブ
リ
が
散
見
さ
れ
油
断
で
き
な
い
。
規
模
の
小
さ
い
表
層
雪

崩
だ
が
、
巻
き
込
ま
れ
た
ら
た
だ
で
は
す
ま
な
い
。
気
温
が
上
昇
す
る
お
昼
前
後
の
行
動
は
慎
重
に
行
う
こ
と
だ

（ウ
エ
ス
ト
バ

ッ
ト
レ

ス
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
か
ら
上
の
リ
ッ
ジ
は
問
題
な
い
）
。

私
が
巻
き
込
ま
れ
た
雪
崩
に
つ
い
て
以
下
に
記
す
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

二
日
間
で
積
雪
三
〇
無
ン屑
ほ
ど
の
降
雪
が
あ

っ
た
後
の
表
層
雪
崩
だ
。
九
〇
年
六
月
十
日
の
午
前
十

一
時
、
場
所
は
デ
ポ
キ
ャ
ン
プ
か

ら
、
高
度
差
二
〇
〇
】
川傾
斜
三
〇
度
ほ
ど
あ
る
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ヒ
ル
と
呼
ば
れ
る
雪
壁
に
か
か
る
地
点
。
距
離
に
し
て
三
〇
〇
】
月
ほ

ど
上
部
に
幅
二
〇
〇
陣
川
の
亀
裂
が
走
り
、　
一
気
に
表
層
が
崩
れ
て
、
雪
崩
は
ロ
ー
ト
状
の
地
形
に
沿

っ
て
中
央
に
集
束
し
、
長
さ
二
五

〇
屑
ほ
ど
の
流
れ
と
な

っ
た
。

上
部
が
騒
が
し
い
の
で
見
上
げ
る
と

一
〇
〇
屑
ほ
ど
前
を
雪
崩
が
疾
走
し
て
来
て
い
た
。
音
は
聞
こ
え
な
か

っ
た
。
Ｋ
隊
員
と

ロ
ー
プ

を
結
び
そ
の
真
下
で
行
動
中
だ

っ
た
私
は
間
に
合
わ
な
い
と
判
断
し
、
窒
息
し
な
い
た
め
に
日
と
鼻
を
手
で
覆

っ
た
だ
け
で
、
襲

っ
て
く
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る
雪
崩
に
ま
と
も
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。
強
烈
な
シ
ョ
ッ
ク
が
き
た
。
ボ
デ
ィ
プ

ロ
ー
を
食
ら

っ
て
流
さ
れ
る
ま
ま
頭
か
ら
逆
さ
ま
に
埋

ま

っ
た
。
デ
ブ
リ
は
ギ
シ
ギ
シ
と
音
を
立
て
て
身
体
を
締
め
つ
け
て
き
た
。
口
と
鼻
を
手
で
カ
バ
ー
し
て
あ

っ
た
の
で
呼
吸
が
で
き
た
。

中
は
真

っ
暗
だ

っ
た
。
最
初
は
天
地
左
右
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
逆
さ
と
い
う
感
覚
は
残

っ
た
。
運
良
く
押
し
出
し
の
末
端
で
そ
れ
も

浅
目
だ

っ
た
の
が
幸
い
し
足
先
が
動
い
た
。
し
ば
ら
く
も
が
い
て
自
力
脱
出
が
で
き
た
。
知
ら
ず
に
ス
ト
ッ
ク
と
ピ

ッ
ケ
ル
で
耐
風
姿
勢

を
と

っ
て
い
た
ら
し
く
、
ス
ト
ッ
ク
を
持

っ
て
い
た
右
手
の
親
指
付
け
根
が
腫
れ
上
が

っ
て
い
た
。
痛
み
は
き
つ
か

っ
た
が
行
動
に
差
し

障
り
は
な
か

っ
た
の
で
テ
ー
ピ
ン
グ
だ
け
で
済
ま
せ
た
が
、
後
に
亀
裂
骨
折
だ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

悪
天
と
積
雪

メ
デ
ィ
ヵ
ル
キ
ャ
ン
プ
か
ら
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
ま
で
の
悪
天
を
呼
ぶ
の
は
、
頂
上
ド
ー
ム
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
笠
雲
の
類

（
つ
る
し
雲
、
レ

ン
ズ
雲
）
や
ハ
ケ
雲
だ
。
こ
れ
は
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
前
線
の
迷
走
で
東
か
ら
上
部
岩
壁
を
覆
う
。
周
囲
に
も
同
じ
よ
う
に
笠
雲

の
類
が
現
れ
る
の
で
い
つ
も
注
意
深
く
見
回
す
こ
と
が
肝
腎
で
あ
る
。
厚
く
重
い
レ
ン
ズ
雲
な
ど
に
覆
わ
れ
た
ら
風
雪
が
始
ま
る
。
さ
ら

に
、
東
か
ら
や

っ
て
来
る
雲

（巻
層
雲
な
ど
、
時
と
し
て
南
か
ら
）
に
覆
わ
れ
る
。
上
空
に
か
か
る
と
い
う
よ
り
包
ま
れ
る
状
況
が
多
い
。

こ
の
場
合
は
降
雪
が
問
題
で
風
は
弱
ま
る
。
た
だ
し
、
最
長
二
～
三
日
続
く
の
で
覚
悟
し
て
お
く
こ
と
。

メ
デ
ィ
ヵ
ル
キ
ャ
ン
プ
で
大
降
雪
に
よ

っ
て
閉
じ
込
め
ら
れ
た
例
を
記
す
。
九
四
年
六
月
十
五
日
の
午
後
よ
り
降
り
だ
し
た
雪
は
、
時

折
吹
雪
を
伴
い
三
日
間
続
き
積
雪
は

一
屑
近
く
に
、
そ
の
後
も
断
片
的
に
降
り
続
き
、
二
十

一
日
ま
で
都
合
六
日
間
行
動
不
能
と
な

っ
た
。

こ
の
場
合
は
気
温
の
変
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
毎
日
、
高
度
計

（気
圧
計
）
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
重
要
。
降
雪
、
吹
雪
が
続
く
場
合

は

一
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
前
後
降
下
す
る
。
最
悪
の
場
合
は
数
時
間
で
四
〇
～
五
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
下
が
る
と
い
う
変
動
も
あ
る
。
悪

天
も
気
に
な
る
が
、
大
き
い
変
動
の
場
合
は
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
五
二
五
〇
屑
で
は
高
度
障
害
に
注
意
す
る
こ
と
。
居
な
が
ら
に
し
て
三
〇

〇
眉
ほ
ど
高
度
が
上
昇
す
る
状
態
と
同
じ
だ
か
ら
だ
。
メ
デ
ィ
ヵ
ル
キ
ャ
ン
プ
の
高
度
で
も
気
を
付
け
た
い
。
高
度
計

（気
圧
計
）
で
予

測
は
可
能
だ
か
ら
忘
れ
な
い
こ
と
だ
。
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メ
デ
ィ
ヵ
ル
キ
ャ
ン
プ
よ
リ
ウ
エ
ス
ト
バ

ッ
ト
レ
ス
ヘ
は
、
固
定

ロ
ー
プ
を
辿
れ
ば
シ
ョ
ル
ダ
ー
ヘ
容
易
に
達
せ
ら
れ
る
。
こ
の
斜
面

は
深
い
ラ
ッ
セ
ル
や
烈
風
が
あ
る
と
辛
い
登
り
と
な
る
。
東
か
ら
の
薄
い
雲
で
覆
わ
れ
る
と
、
異
常
な
ほ
ど
温
度
が
上
昇
し
ホ
ワ
イ
ト
ア

ウ
ト
状
態
に
な
る
。
降
雪
が
あ
る
と
レ
ス
キ

ュ
ー
ガ
リ
ー
側
よ
り
小
さ
な
表
層
雪
崩
が
起
こ
る
。
デ
ブ
リ
に
注
意
が
い
る
。

ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
高
気
圧

（気
圧
系
の
東
進
を
妨
げ
る
変
則
型
高
気
圧
）
に
よ

っ
て
起
こ
る
前
線
の
移
動
が
あ
る
と
ウ
エ
ス
ト
バ

ッ
ト
レ

ス
の
リ
ッ
ジ
上
は
猛
烈
な
吹
雪
と
な
る
。
行
動
中
、
烈
風
に
襲
わ
れ
退
却
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
時
は
北
東
か
ら
の
雲
で
あ

っ
た
。

リ

ッ
ジ
は
全
方
向
か
ら
の

（
の
べ
つ
幕
な
し
の
）
烈
風
に
襲
わ
れ
、
ツ
エ
ル
ト
を
被
る
の
が
精

一
杯
、
手
で
押
さ
え
た
ま
ま
二
時
間
以
上

耐
え
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
雲
が
迫

っ
て
く
る
と
悪
天
と
な
る
の
で
早
め
の
退
却
が
無
難
で
あ
る
。

上
部
の
気
象

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ

（五
二
五
〇
屑
）
以
上
で
の
悪
天
の
特
徴
は
、
烈
風
と
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
で
あ
る
。
吹
雪
あ
る
い
は
烈
風
は
東
南
と
東

か
ら
が
多
く
、
こ
の
兆
候
は
東
の
空
に
湧
く
雲

（笠
雲
な
ど
）
で
予
測
す
る
。
五
七
〇
〇
】
月
く
ら
い
よ
り
上
に
す

っ
ぽ
り
笠
雲
が
か
か
る

と
風
雪
は
強
く
な
る
。
二
、
二
重
ね
と
も
な
る
と
最
悪
だ
。
周
囲
の
山
々
に
ポ

ッ
リ
、
ポ
ツ
リ
と
レ
ン
ズ
雲
が
出
て
き
た
ら
要
注
意
で
あ

る
。
す
ぐ
に
退
却
し
た
方
が
い
い
。
早
け
れ
ば

一
時
間
ほ
ど
で
に
わ
か
に
か
き
曇

っ
て
く
る
。
だ
か
ら
東
の
空
に
雲
が
な
い
の
を
見
計
ら
っ

て
行
動
を
起
こ
す
の
が
よ
い
。
い
ま
ま
で
の
経
験
か
ら
吹
雪
が
遠
の
く
の
に
二
日
か
か
る
。

デ
ナ
リ
パ
ス
か
ら
頂
上
に
か
け
て
、
稀
に
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
に
な
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
東
か
ら
の
雲
だ
。
刷
毛
で
描
い
た

よ
う
な
、
ほ
わ

っ
と
し
た
煙
の
よ
う
な
雲
が
幾
筋
も
わ
き
上
が
る
と
二
時
間
も
し
な
い
内
に
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
に
な
る
。
な
お
南
壁
か
ら

わ
き
上
が
る
雲
も
注
意
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
同
じ
よ
う
に
な
る
。

（３
）

風
の
予
測

気
象
の
予
測
に
は
観
天
望
気
の
他
に
も
う
ひ
と

つ
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
風
の
予
測
で
あ
る
。
晴
れ
上
が

っ
て
い
て
も
吹
雪
で
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も
烈
風
荒
れ
る
な
か
の
行
動
に
は
危
険
が
伴
う
。
予
測
で
き
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
か
ら
だ
。
風
の
予
測
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
等
の
観
測
と

実
測
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
し
た
私
な
り
の
方
法
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
温
度
と
気
圧
の
変
化
で
予
測
す
る
。
「気
温

・
気
圧
の
数
値
が
底
を

つ
い
た
後
、
急
上
昇
に
転
じ
た
の
ち
強
風
が
吹
き
出
す
」
と
い
う
相
関
関
係
で
あ
る
。
同
じ
場
所
に
留
ま

っ
て
の
記
録
の
方
が
正
確
だ
が
、

行
動
中
の
記
録
で
も
傾
向
は
わ
か
る
。
毎
日
朝
夕
、
定
刻
に
温
度
と
気
圧
の
数
値
を
グ
ラ
フ
と
し
て
記
録
す
る
。
グ
ラ
フ
上
の
過
去
の
デ
ー

タ
中
で
、
最
低
気
温
と
最
低
気
圧
を

一
旦
記
録
し
た
後
、
急
激
な
気
温
と
気
圧
上
昇
の
あ

っ
た
場
合
は
、
そ
の
数
時
間
か
ら

一
日
後
に
猛

烈
な
強
風
が
吹
き
出
す
。
簡
易
な
寒
暖
計
と
高
度
計
付
き
時
計
が
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
な
の
で
、
記
録
し
グ
ラ
フ
化
し
て
お
く
こ
と
を
勧

め
る
。

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ

っ
て
起
き
る
高
層
の
切
離
高
気
圧
や
切
離
低
気
圧
の
発
生
に
よ
る
複
雑
な
前
線
の
動

き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
偏
西
風
に
左
右
さ
れ
る
中
緯
度
に
お
け
る
気
圧
系
の
東
進
と
い
う
気
象
の
動
き
と
違
い
、
高
緯
度
地
帯
の
天
候

の
特
徴
と
も
い
え
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
高
度
に
お
け
る
局
地
的
気
象
に
も
似
た
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
が
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー

（
ア
ラ
ス
カ
山

脈
）
で
は
、
西
側
ベ
ー
リ
ン
グ
海
で
発
生
し
た
低
気
圧
の
東
進
に
対
抗
し
て
、
東
側
に
発
生
す
る
プ

ロ
ッ
キ
ン
グ
現
象

（高
気
圧
）
が
も

と
と
な

っ
て
、
前
線
が
あ
ら
ゆ
る
方
角
に
進
ん
だ
り
停
滞
す
る
。
こ
の
場
合
は
南
か
ら
の
比
較
的
温
度
の
高
い
強
風
を
呼
び
込
む
。
東
に

低
気
圧
が
あ

っ
て
西
に
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
高
気
圧
が
起
こ
る
場
合
は
、
北
か
ら
の
冷
た
い
ブ
リ
ザ
ー
ド
に
襲
わ
れ
る
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
周
辺
で
は
通
常
、
低
気
圧
の
東
南
進
に
対
抗
し
て
東
側
に
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
現
象
が
起
こ
る
場
合
が
多
い
。
発
生
周
期
は

夏
で
十
日
ほ
ど
、
そ
う
ひ
ど
く
は
な
い
が
悪
天
は
二
～
三
日
持
続
す
る
。
冬
は
栗
秋
氏
に
よ
る
と
二
週
間
か
ら
三
週
間
周
期
で
発
達
す
る

と

一
週
間
持
続
す
る
と
報
告
し
て
い
る
。
夏
の
方
が
冬
よ
り
頻
度
が
高
い
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は
気
温

・
気
圧
の
急
な
変
動

（上
昇
だ
け
で

な
く
下
降
も
）
の
サ
イ
ン
が
、
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
高
気
圧
あ
る
い
は
低
気
圧
の
発
生
ま
た
は
発
達
の
前
兆
と
み
な
し
て
よ
い
よ
う
だ
。
風
向

き
と
気
温

・
気
圧
の
数
値
を
グ
ラ
フ
に
と
り
つ
づ
け
る
こ
と
が
、
気
象
変
化
を
知
る
カ
ギ
と
な
る
。
特
に
冬
は
烈
風
を
伴
う
吹
雪
を
予
測

す
る
最
大
の
武
器
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
私
自
身
が
冬
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
、
栗
秋
氏
が
冬
期

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
実
証
し
て
く
れ
、

強
風
の
予
測
に
非
常
に
役
立

つ
も
の
と
思
え
る
。
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た
だ
し
夏
の
時
期
は
、
ウ
ィ
ン
デ
ー
コ
ー
ナ
ー

（約
四
〇
〇
〇
眉
前
後
）
と
ウ
エ
ス
ト
バ

ッ
ト
レ
ス
の
リ

ッ
ジ
、

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
周
辺

か
ら
頂
上

（五
〇
〇
〇
】
月
以
上
）
の
地
域
を
除
き
そ
れ
ほ
ど
強
烈
な
風
は
吹
か
な
い
。

以
上
、
経
験
上
か
ら
夏

（六
月
）
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
山
の
気
象
概
説
を
し
た
が
、
登
る
に
は
最
良
の
時
期
な
の
で
、
気
象
の
傾
向
を
把

握
し
変
化
を
速
や
か
に
と
ら
え
好
天
を
利
し
て

一
気
に
登
る
こ
と
だ
。
重
ね
て
記
す
よ
う
だ
が
、
平
均
の
最
低
気
温
は
摂
氏

マ
イ
ナ
ス

一

七
度
ほ
ど
だ
が
寒
さ
は
半
端
で
は
な
い
。
い
ま
ま
で
の
経
験
で
も

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
五
二
五
〇
】
月
以
上
で
、
最
低
気
温
が
摂
氏

マ
イ
ナ
ス
二

五
～
三
〇
度
近
く
ま
で
な

っ
た
年
度
が
五
回
あ
る

（簡
易
温
度
計
）
。
そ
れ
に
対
応
で
き
る
グ

ロ
ー
ブ
や
オ
ー
バ
ー
シ

ュ
ー
ズ
等
防
寒
装

備
の
準
備
を
怠
ら
な
い
こ
と
。
行
動
中
の
摂
氏

マ
イ
ナ
ス
三
〇
度
は
、
グ

ロ
ー
ブ
を
し
て
い
て
も
ア
イ
ス
ア
ッ
ク
ス
の
金
属
部
分
を
持

っ

て
い
る
だ
け
で
凍
傷
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
五
〇
〇
〇
屑
を
越
え
た
ら
状
況
は
冬
と
同
じ
と
考
え
よ
う
。

（４
）

デ
ー
タ
で
み
る
観
測
地
点
十
年
間

気
温

ｏ
風
速
共
年
間
観
測
が
で
き
た

一
九
九
四
年
と
九
五
年
の
デ
ー
タ
を
第
１
図
か
ら
第
４
図
に
、
栗
秋
氏
が
冬
の
登
頂
に
成
功
し
た

九
八
年
二
月
の
デ
ー
タ
が
あ
る
と
有
用
だ

っ
た
が
、
九
七
年
度
は
十
月
中
旬
ま
で
し
か
記
録
で
き
ず
、
ま
こ
と
に
残
念
な
結
果
と
な

っ
て

し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
参
考
に
九
八
年
度
の
年
間
気
温
の
デ
ー
タ
の
み
第
５
図
に
示
す
。

気
温
と
湿
度

最
低
外
気
温
度
は
、
九
五
年
十
二
月
二
日
の
摂
氏

マ
イ
ナ
ス
五
九

・
四
度
。
気
温
に
よ
る
電
気
抵
抗
等
の
デ
ー
タ
補
正
お
よ
び
高
度
補

正
を
考
え
る
と
、
頂
上
の
最
低
気
温
は
摂
氏

マ
イ
ナ
ス
七
〇
度
に
肉
薄
す
る
。
観
測
地
点
平
均
外
気
温
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
話
題
に
な

っ

て
い
る
地
球
温
暖
化

（森
林
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
凍
土
の
溶
解
と
い
う
ア
ラ
ス
カ
の
温
暖
化
）
を
裏
付
け
る
推
移
が
み
え
る
。
こ
の
十
年

だ
と
二
年
度
か
ら
五
年
度
ま
で
は
比
較
的
温
か
く
、
六
年
度
か
ら
ま
た
序
々
に
冷
え
る
傾
向
に
あ
る
。
な
お
、
雪
中
に
埋
め
て
あ
る
記
録

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
、
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
ボ

ッ
ク
ス
内
温
度
の
最
低
は
外
気
よ
り
摂
氏
約

一
〇
度
ほ
ど
高
い
値
が
毎
年
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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第 5図  1998年 度 (有効観測期間 '986/13～ '996/23)外気温

６

Ｃ
一
Ｃ

湿
度
は
九
四
か
ら
九
五
年
の
夏
の
平
均
で
六
〇
％
以
上
、
冬
の

湿
度
は
最
低
が
四
五
％
、
平
均
で
五
五
％
ほ
ど
あ
る
。
超
低
温
で

も
湿
度
の
数
値
は
想
像
以
上
に
高
く
驚
き
で
あ
る
。

風
速
と
圧
力

風
に
関
し
て
の
デ
ー
タ
は
、
は
か
り
し
れ
な
い
自
然
の
驚
異
に

毎
年
セ
ン
サ
ー
の
異
常
が
発
生
し
真
冬
の
烈
風
は
捕
ら
え
き
れ
て

い
な
い
。
風
向
セ
ン
サ
ー
は
ほ
と
ん
ど
問
題
な
く
記
録
さ
れ
る
が
、

二
杯
式
風
速
セ
ン
サ
ー
は
通
年
測
定
で
き
て
い
て
も
、
あ
る
時
か

ら
記
録
が
途
切
れ
た
り
し
、
杯
が
凸
凹
状
態
に
な

っ
て
回
転
軸
の

セ
ン
タ
ー
が
狂
う
こ
と
が
幾
年
も
続
い
た
。
異
常
が
起
き
た
日
が

特
定
で
き
ず
デ
ー
タ
の
信
憑
性
に
は
問
題
が
残
る
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
は
気
圧

・
温
度
か
ら
推
定
す
る
と
夏
の
終
わ

り
は
八
月
で
、
七
月
下
旬
か
ら
強
風
が
段
々
と
吹
き
、
湿

っ
た
ベ
ー

リ
ン
グ
海
か
ら
の
低
気
圧
が
西
か
ら
の
風
に
の
っ
て
大
量
の
降
雪

を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
風
速
セ
ン
サ
ー

の
破
損
は
そ
の
雪
と
意
外
に
高
い
湿
気
に
よ
る
二
杯

へ
の
氷
着
、

烈
風
に
飛
ば
さ
れ
る
氷
破
片
の
衝
突
等
が
原
因
と
思
わ
れ
、
時
と

し
て
は
出
力
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い

（止
ま

っ
て
い
る
？
）
。

い

ま
ま
で
の
風
速
の
記
録
で
も
、
八
月
の
下
旬
と
九
月
の
中
旬
に
南
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データ存在期間 :′945/23か ら
′949/6 期  間 :1994年

データ数 :4314
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第 6図

日 時             6月 末より10週間の風向量 単位%

a                                        b

a 1994年 度 (プ ロペラ式 有効観測期間 '946/23～ '949/6)

b 1994年 度 (プ ロペラ式 有効観測期間 '946/23～ '949/6)

９０

８１

７２
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５４

４５

３６

２７

博

９

０

淘ｍ

風
　
速
　
　
　
　
　
　
＜

か
ら
の
強
風
が
来
て
、
そ
の
後
風
杯
が
破
損
し
記
録
が
止
ま

っ
て
い
る
。
こ

れ
は
相
当
発
達
し
た
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
現
象
の
影
響
に
よ
る
烈
風
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
。
早
い
時
期
に
破
損
し
た
時
の
条
件
は

一
致
し
て
い
る
。

参
考
と
し
て
真
冬
に
入
る
前
に
測
定
さ
れ
た
記
録
を
示
す
。
二
杯
型
セ
ン

サ
ー
最
大
風
速
で
は
九
〇
年
八
月
の
毎
秒
六
三
屑
、
九
五
年
二
月
の
毎
秒
六

三

・
八
九
屑
、
プ

ロ
ペ
ラ
型
セ
ン
サ
ー
で
は
九
四
年
七
月
の
毎
秒
八
二

・

五
屑
等
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
前
後
に
丸

一
日
か
ら
数
日
の
ス
パ
ン
で
強
風
が

吹
き
荒
れ
て
い
る
。

最
高
風
速
を
記
録
し
た
九
四
年
の
新
規
シ
ス
テ
ム

（プ
ロ
ペ
ラ
型
セ
ン
サ
ー
）

の
風
速
と
風
向
の
デ
ー
タ
を
第
６
図
ａ
と
ｂ
に
示
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は

風
速
の
グ
ラ
フ
は

一
日
二
四
デ
ー
タ

（
一
時
間
毎
）
の
瞬
時
値
を
表
し
て
あ

る
の
で
、
測
定
さ
れ
た
最
大
瞬
時
値
の
七
月
二
十
二
日
午
前
三
時
十
分
の
毎

秒
八
二

・
五
肝
は
グ
ラ
フ
に
は
現
れ
て
い
な
い
。
二
十
二
日
は
観
測
時
午
前

一
時
毎
秒
七
二

・
八
肝
が
表
示
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
最
速
値
を
ホ
ー
ル
ド
し

た
十
分
前
の
午
前
三
時
の
瞬
時
値
は
毎
秒
七

一
・
五
陣
川
で
あ
る
。
こ
の
時
は

十
九
日
午
後
よ
り
強
風
域
に
入
り
凪
も
あ
る
が
二
十

一
か
ら
二
十
二
日
の
午

前
中
ま
で
六
〇
屑
前
後
の
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
毎
秒
八
二

・
五
肝
は
時

速
約
二
〇
〇
キ

ロ眉
と
い
う
途
方
も
な
い
烈
風
で
あ
る
。
た
だ
し
平
地
の
風
圧

換
算
は
測
定
高
度
で
は
約
七
割
と
な
る
。
稜
線
を
吹
き
抜
け
る
風
の
加
速
を

加
味
す
る
と
約

一
・
三
倍

（実
験
値
）
に
な
る
の
で
、
平
地
で
毎
秒
七
五
】
川
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と
い
う
恐
ろ
し
い
風
に
な
る
。

計
算
と
実
験
で
は
平
地
で
の
起
立
耐
風
限
界
値
は
毎
秒
三
二
屑
で
あ
る
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
観
測
地
点
周
辺
な
ら
限
界
値
は
毎
秒
四
三

・

八
】
川
で
あ
る
。
八
九
年
二
月
の
山
田
等
三
名
の
遭
難
時
に
は
現
場
で
は
毎
秒
二
九
陣
川
の
強
風
が
吹
い
て
い
た

（平
地
換
算
で
は
毎
秒
約
二

九
】
月
に
等
し
く
、
正
面
よ
り
受
け
る
空
気
抵
抗
約
二
三
キ

ロ〃
ラ、
揚
力
が

一
三
キ

ロ″
ラ
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
稜
線
な
ら
ば
そ
の
約

一
・
三
倍

に
な
り
毎
秒
五
〇

・
七
屑
と
な
る
。
す
で
に
限
界
値
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
上
に
局
地
的
な
乱
気
流
が
起
こ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
実
際
の

風
は
こ
れ
以
上
の
圧
力
と
な
る
。
毎
秒
五
〇

・
七
日
月
の
風
は

一
定
方
向
の
単
純
な
風
と
し
計
算
し
て
も

（平
地
で
は
約
毎
秒
三
八
】
月
の
風

速
）
空
気
抵
抗
は
五
二
キ

ロ〃
ラ、
揚
力
は
二
〇
キ

ロ″
ラ
以
上
と
な
る
。
大
人

一
人
分
の
重
量
が
正
面
か
ら
も
ろ
に
被
さ
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な

と
こ
ろ
で
毎
秒
八
二

・
五
】
川
（平
地
換
算
毎
秒
七
五
屑
）
と
い
う
風
は
想
像
す
ら
で
き
な
い
。

風
向
に
つ
い
て
は
、
夏
に
は
全
方
位
に
風
が
回
る
印
象
が
強
い
が
、
観
測
地
点
に
お
い
て
は
第
６
図
ｂ
の
デ
ー
タ

（九
四
年
六
月
下
旬

か
ら
十
週
間
分
の
風
の
割
合
）
で
は
、
西
、
北
西
、
北
の
風
が
多
い
。
他
の
風
向
デ
ー
タ
も
同
じ
よ
う
に
処
理
す
る
と
明
確
だ
が
、
未
処

理
な
の
で
明
確
に
は
い
い
き
れ
な
い
が
、
大
き
な
天
候
変
化
が
な
い
場
合
は
西
か
ら
定
常
的
に
吹
い
て
い
る
よ
う
だ
。
強
力
な
プ

ロ
ッ
キ

ン
グ
現
象
が
起
き
る
な
ど
す
る
と
、
や
は
り
東
南
側
か
ら
の
風
に
な
る
よ
う
だ
。
二
十
二
日
午
前
三
時
十
分
毎
秒
八
二

・
五
】
月
を
記
録
し

た
と
き
、
風
向
は
北
北
西
で
そ
の
後
北
北
東
か
ら
北
西
、
西
と
動
く
。
十
九
日
午
後
よ
り
強
風
域
に
入

っ
て
い
る
が
、
こ
の
日
の
風
向
は

ほ
と
ん
ど
東
北
東
か
ら
東
、
二
十
日
は
東
北
東
か
ら
東
、
そ
し
て
南
、
西
北
西
に
回
り
込
ん
で
い
る
。
二
十

一
日
は
南
西
が
多
く
、
こ
の

四
日
間
は
東
か
ら
時
計
回
り
に
烈
風
が
二
周
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
る
で
台
風
の
よ
う
だ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
層
の
自
由
気
流
で
は
な
い
の
で
地
形
の
影
響
も
あ
り
、
場
所
ご
と
で
大
き
く
違

っ
て
く
る
。
要
は
悪
天
候
に
な

る
と
風
は
舞
い
、
天
候
の
安
定
し
た
と
き
は
西
あ
る
い
は
北
西
の
風
が
吹
く
。
冬
は
南
か
ら
南
西
が
多
い
傾
向
で
、
夏
と
は
反
対
で
あ
る
。

気
圧
に
よ
る
高
度
変
化

最
低
気
圧
は
九
五
年
の
二
月
に
約
四
三
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
を
記
録
し
た
。
夏
の
気
圧
の
最
高
値
が
こ
の
前
年
の
六
月
で
約
五
〇
〇
ヘ
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ク
ト
パ
ス
カ
ル
だ
か
ら
夏
と
冬
で
は
七
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
の
差
が
あ
る
。
九
二
年
は
最
低
値
が
約
四
五
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
で
最
高
値

が
五

一
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
で
六
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
の
差
で
あ
る
。
そ
の
気
圧
差
を
単
純
に
メ
ー
ト
ル
で
表
わ
す
と
そ
れ
ぞ
れ
、
約
九

〇
〇
屑
と
七
〇
〇
屑
高
く
な
る
勘
定
。
気
圧
変
化
を
考
慮
す
る
と
冬
の
頂
上
は
い
ず
れ
に
し
て
も
、
七
〇
〇
〇
屑
峰
に
近
い
と
い
わ
れ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

現
実
に
こ
れ
だ
け
高
度
が
変
貌
す
る
高
峰
は
ほ
か
に
な
く
、
居
な
が
ら
に
し
て
高
度
障
害
に
掛
か

っ
て
し
ま
う
特
異
さ
と
恐
怖
が
理
解

で
き
る
。

な
お
、
九
八
年
の
二
月
八
日
午
後

一
時
過
ぎ
、
単
独
で
冬
期
登
頂
に
成
功
し
た
栗
秋
正
寿
氏
の
頂
上
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
そ
の
時
の

頂
は
霧
で
南
か
ら
の
疾
風
が
あ
り
、
気
温
は
摂
氏

マ
イ
ナ
ス
三
七
度
、
気
圧
四
六
六

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
と
報
告
し
て
い
る
。

二
月
は
山
の
気
象
で
い
う
と
冬
期
に
入
る
が
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
は
気
温
も
上
昇
に
転
じ
始
め
、
気
圧
は
ほ
と
ん
ど
夏
と
変
わ
ら
な
い
。

非
常
に
安
定
し
た
よ
い
時
に
登

っ
て
い
る
。
彼
の
気
象
に
関
す
る
学
習
が
実
を
結
ん
だ
結
果
と
い
え
る
が
、
素
晴
ら
し
い
登
山
で
あ
る
。

因
み
に
気
圧
で
比
較
す
る
と
六
月
初
旬

（〇

一
年
現
地
観
測
）
晴
天
時
ラ
ン
デ
ィ
グ
ポ
イ
ン
ト
で
は
七
八
〇
～
七
九
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
、

六
月
中
旬
の
メ
デ
ィ
ヵ
ル
キ
ャ
ン
プ
で
五
九
〇
前
後
。
二
月
中
旬

（栗
秋
報
告
九
八
年
）
が
七
六
〇
～
七
七
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
、
二
月

初
旬
で
六
〇
〇
前
後
と
そ
れ
ぞ
れ
約

一
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
低
い
と
い
う
程
度
で
あ
る
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
冬
を
八
月
中
旬
か
ら
四
月
上
旬
の
八
ヵ
月
と
す
る
と
、
そ
の
平
均
外
気
温
度
が
摂
氏

マ
イ
ナ
ス
二
五
度
ほ
ど
、
極
低

温
の
厳
冬
期
と
い
え
る
の
は
概
ね
十
二
、　
一
、
二
月
で
あ
る

（十

一
月
と
二
月
も
時
と
し
て
は
摂
氏

マ
イ
ナ
ス
五
〇
度
を
記
録
す
る
が
）
。

（５
）

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
用
機
器

第

一
次

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
登
山
隊
は
、
九
〇
年
六
月

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
頂
稜
五
七

一
五
眉
地
点
に
定
点
観
測
機
器
を
設
置
。
以
来

毎
年
同
時
期
に
登
山
隊
を
派
遣
し
、
機
器
点
検
保
守
、
セ
ン
サ
ー
と
記
録
装
置
の
回
収

・
据
替
え
を
実
践
し
て
き
た
。
観
測
機
器
架
台
崩

壊
や
セ
ン
サ
ー
破
損
と
、
挫
折
と
再
生
の
繰
り
返
し
が
続
い
た
が
、
自
動
観
測
機
器
に
つ
い
て
は
第
五
次
隊

（九
四
年
）
が
最
大
レ
ベ
ル

99



の
機
器
を
設
置
し
、
こ
の
山
の
特
異
さ
を
示
す
貴
重
な
デ
ー
タ
を
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
大
レ
ベ
ル
の
観
測
機
器
は
、
プ

ロ
ペ
ラ
型
風
向
風
速

一
体
型
セ
ン
サ
ー

（
Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
４
ヤ
ン
グ
社
製
）
風
速
測
定
範
囲
は
毎
秒
○

～
六
〇
口
川、
瞬
間
最
大
耐
風
速

一
〇
〇
】
川。
風
向
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
○
～
三
六
〇
度

（不
感
帯
五
度
）
。
記
録
イ
ン
タ
ー
バ
ル
十
分
、
記
録

時
間
は
四
百
四
十
日
と
設
定
し
、
風
向
風
速
と
も
瞬
時
デ
ー
タ
を
記
録
す
る

（
コ
ー
ナ
シ
ス
テ
ム
社
）
。

小
型
軽
量
な
の
で
長
期
フ
ィ
ー
ル
ド
使
用
向
き
な
の
だ
が
、
高
所
極
寒
そ
し
て
烈
風
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
の
耐
久
性
に
不
安
が
残

っ
た
。

従
来
の
プ

ロ
ペ
ラ
型
セ
ン
サ
ー
と
異
な
る
の
は
、
風
速
信
号
が
非
接
触
式
の
周
波
数
出
力
で
起
動
風
速
が
低
い
と
い
う
点
だ
。
負
荷
の
な

い
発
電
方
式

（プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
に
付
い
た
永
久
磁
石
が
回
転
し
、
固
定
さ
れ
た
コ
イ
ル
に
周
波
数
信
号
が
発
生
す
る
方
式
）
で
無
理

の
な
い
動
き
が
特
長
。

さ
ら
に
温
度
湿
度
セ
ン
サ
ー

（ヴ

ァ
イ
サ
ラ
製
。
記
録
イ
ン
タ
ー
バ
ル
十
分
、
記
録
時
間
は
十
四
ヵ
月
、
湿
度

・
気
温
の
瞬
時
デ
ー
タ

を
記
録
）
を
新
規
に
設
置
し
前
回
よ
り
多
く
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
し
た
。

従
来
シ
ス
テ
ム
の
も
の
は
、
風
速
セ
ン
サ
ー
が
毎
年
破
損
し
た
の
で
、
こ
の
点
を
予
測
し
て
前
回
と
前
々
回
使
用
し
た
二
杯
型
風
速
セ

ン
サ
ー
と
矢
羽
根
型
風
向
セ
ン
サ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
素
材
等
強
固
に
改
良
し
た

（牧
野
応
用
測
器
製
、
記
録
イ
ン
タ
ー
バ
ル
十
五
分
、
記
録

時
間
四
百
四
十
日
、
風
向

・
風
速
の
瞬
時
デ
ー
タ
お
よ
び
最
大
瞬
間
風
速
を
記
録
）
。
そ
の
他
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

（熱
電
対
Ｐ
Ｔ
ｌ
０

０
）

一
台
、
自
動
記
録
装
置
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
の
内
温
度
セ
ン
サ
ー

（同
）

一
台
、
気
圧
セ
ン
サ
ー

（ヴ

ァ
イ
サ
ラ
製
。
高
所
仕
様
、
記
録

イ
ン
タ
ー
バ
ル
十
五
分
、
記
録
時
間
四
百
四
十
日
）
だ
。

自
動
記
録
す
る
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー

（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
）
は
プ

ロ
ペ
ラ
型
風
向
風
速

一
体
型
セ
ン
サ
ー
と
温
度
湿
度
セ
ン
サ
ー
は
コ
ー
ナ

シ
ス
テ
ム
社
製
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
用
い
、
残
り
の
セ
ン
サ
ー
は
す
べ
て
白
山
工
業
製
の
ロ
ガ
ー
ニ
台
で
処
理
す
る
三
つ
の
シ
ス
テ

ム
を
組
ん
だ
。

ロ
ガ
ー
は
静
電
気
な
ど
の
外
部
ノ
イ
ズ
か
ら
守
る
た
め
に
金
属
ケ
ー
ス
か
ア
ル
ミ
箔
に
て
シ
ー
ル
ド
を
施
し
た
。
十

一
の

セ
ン
サ
ー
で
記
録
が
重
複
し
な
い
よ
う
時
間
を
ず
ら
し
風
向
、
風
速
、
最
大
瞬
時
風
速
、
湿
度
、
外
気
温
、
内
気
温
、
気
圧
の
瞬
時
デ
ー

タ
を
測
定
で
き
る
。
前
回
と
比
較
し
て
よ
り
多
く
の
要
素
が
観
測
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
た

（写
真
１
　
新
シ
ス
テ
ム
は
九
四
年
度
記
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写真 1 1994年第二代観測装置 (設置日'946/23)

録
の
み
で
、
九
五
年
度
回
収
時
に
は
セ
ン
サ
ー
は
跡
形
も
な

く
飛
ば
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
た
）
。

そ
の
後
の
四
年
間
は
基
本
的
に
は
第
二
次
よ
り
継
承
し
て

い
る
シ
ス
テ
ム
で
続
け
た
。
し
か
し
、
九
六
、
九
七
年
と
連

続
し
て
四
ヵ
月
弱
、
九
九
年
は
六
ヵ
月
間
の
測
定
で
雷
や
静

電
気
等
異
常
電
流
発
生
で
ロ
ガ
ー
が
自
動
停
止
し
て
し
ま

っ

た
。初

め
て
す
べ
て
の
デ
ー
タ
が
年
間
測
定
に
成
功
し
た
の
は
、

九
四
年
六
月
中
旬
か
ら
九
五
年
六
月
で
あ
る
。
年
間
継
続
観

測
の
で
き
た
も
の
を
整
理
す
る
と
、
外
気
温
度
と
ロ
ガ
ー
ボ
ッ

ク
ス
内
温
度
が
九
〇

・
九
二

・
九
二

・
九
四

・
九
五

・
九
八

年
度
の
六
年
間
。
風
向

・
風
速
が
九
四

・
九
五
年

（風
向
の

み
は
九
四

・
九
五

・
九
八
年
）
、
湿
度
は
九
四
年
度
、
気
圧

が
九
四

・
九
五

・
九
八
年
度
で
あ
る
。

な
お
、
時
間
は
日
本
時
間
で
入
力
さ
れ
て
い
る
。

付
　
記

１
　
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
登
山
の
概
要

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
最
高
峰
。

エ
ア
タ

ク
シ
ー
利
用
で
ア
プ
ロ
ー
チ
が
非
常
に
楽
な
の
で
、
高
所
登
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山
の
メ
ッ
ヵ
と
し
て
多
く
の
登
山
者
に
人
気
の
あ
る
山
だ
。
た
だ
し
、
物
理
的
高
さ
に
惑
わ
さ
れ
高
所
登
山
入
門

コ
ー
ス
と
い
っ
た
認
識

で
の
ぞ
む
と
間
違
い
が
起
き
や
す
い
。
極
北
の
過
酷
な
自
然
条
件
を
も

っ
た
特
異
な
独
立
峰
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
気
圧

の
面
か
ら
見
る
と
、
実
際
の
標
高
よ
り
は
る
か
に
高
い
山
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
。
悪
天
下
で
は

「凍
れ
る
魔
の
山
」
に
変
身
し
、
夏

で
も
過
酷
な
登
山
を
強
い
ら
れ
る
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
に
は
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
面
か
ら
多
く
の
登
山
ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

一
般
ル
ー
ト
と
い
え
る
ウ
エ
ス
ト
バ
ッ

ト
レ
ス
を
紹
介
す
る
。

ア
ラ
ス
カ
州
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
か
ら
北
北
西

へ
直
線
で
約
九
〇
キ

ロ川
の
地
点
が
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
登
山
の
起
点
と
な
る
イ
ー
ス
ト
フ
ォ
ー

ク
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
上
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
。
グ

ロ
ー
バ
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
北
緯
６２
度
５８
分
、
西
経
１５１
度
１０
分
、
標
高
二

一
三

四
】
川
だ
。

エ
ア

ｏ
タ
ク
シ
ー
で
約
五
十
分
ほ
ど
だ
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
頂
上
位
置
は
北
緯
６３
度
０４
分
、
西
経
１５１
度
００
分
、
標
高
六

一
九
四
】
川

で
あ
る
。
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
よ
り
頂
上
ま
で
水
平
移
動
距
離
が
約
二
八

・
五
キ

ロ屑
、
標
高
差
は
四
〇
六
〇
】
月
で
あ
る
。
こ
の
間
に

キ
ャ
ン
プ
を
四
～
五
設
け
、
約
二
週
間
ほ
ど
か
け
て
登
る
の
が
標
準
で
あ
る
。
登
山
期
間
は
荷
上
げ
と
高
度
順
応
、
そ
の
他
に
休
養
を
三

日
と
る
と
十
二
日
ほ
ど
に
な
る
。
悪
天
候
に
な
る
と
ま
ず
二
日
は
行
動
で
き
な
い
の
で
標
準
と
し
て
は
十
五
日
前
後
が
目
安
。

２
　
コ
ー
ス
概
要

カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
本
流
に
下
り
北
進
し
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
パ
ス
手
前
で
東
に
折
れ
、
わ
れ
わ
れ
が
デ
ポ
、
欧
米
人
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
と
名
付

け
る
三
二
五
〇
】
川
キ
ャ
ン
プ

ヘ
。
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ヒ
ル
と
呼
ば
れ
る
斜
面
を
登
り
、
プ
ラ
ト
ー
を
ウ
ィ
ン
デ
ー
コ
ー
ナ
ー
四
〇
五

四
屑

へ
。
さ
ら
に
氷
河
を
越
え
て
ヴ

ェ
イ
ス
ン
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
ト
ー
に
あ
る
メ
デ
ィ
ヵ
ル
キ
ャ
ン
プ
四
三
二
〇
】
川
へ
。
そ
れ
か
ら
ウ
エ

ス
ト
バ

ッ
ト
レ
ス
の
ヘ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
を
登
り
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
四
九
四
〇
】
川
か
ら
岩
と
雪
の
リ

ッ
ジ
を

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
五
二

五
〇
】
川
へ
。
こ
こ
を
ア
タ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
に
右
上
す
る
長
い
ト
ラ
バ
ー
ス
を
経
て
デ
ナ
リ
パ
ス
五
五
四
七
日
川
へ
、
南

へ
進
路
を
と
リ
フ
ツ

ト
ボ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
と
呼
ば
れ
る
約
六
〇
〇
〇
】
月
の
プ
ラ
ト
ー
を
経
て
頂
上
稜
線
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
六

一
三
二
屑
か
ら
雪
の
リ
ッ
ジ
を
登
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る
と
頂
上
六

一
九
四
】
月
に
至
る
。
高
度
感
は
抜
群

で
晴
れ
て
い
れ
ば
、
果
て
し
な
く
続
く
山
脈
を
俯
蹴

で
き
る
。

登
山
技
術
と
し
て
は
、
氷
河
歩
行

の

一
般
的

ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
と
雪
氷
登
攀

の
基
本
お
よ
び

フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
で
の
ユ
マ
ー
リ
ン
グ
テ

ク

ニ
ッ
ク
が
必
要
。
た
だ
、

ソ
リ
引
率
、
氷
河
で
の
ロ
ー
ピ

ン
グ
と
ス
キ
ー
登
行
、
ク
レ
バ
ス
の
越
え
方
、
見
極
め
方
な
ど
に
は
経
験
が

い
る
。

本
稿
は
第
二
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
受
賞
の
記
念
論
文
で
あ
る
。
受
賞
対
象
と
な
っ
た
業
績
は
以
下
の
三
点
。

一
、
登
山
者
の
立
場
か
ら
極
寒
の
高
山
に
お
け
る
烈
風
の
実
体
を
突
き
止
め
る
必
要
を
認
識
し
て
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
山
頂
近
く
に
、

通
年
稼
動
の
無
人
気
象
観
測

ｏ
自
動
記
録
装
置
を
設
置
し
た
。
こ
の
装
置
の
設
計
は
、
風
の
観
測
に
重
点
が
あ
る
。
二
、
装
置
の
保

守

上
父
換
の
た
め
の
登
山
は
、
事
実
上

一
回
に
限
ら
れ
る
。
第

一
次
～
第
四
次
の
登
山
で
設
置
し
た
装
置
に
は
越
年
中
に
破
損

ｏ
故

障
が
起
こ
っ
た
が
、
改
良
を
重
ね
た
結
果
、
第
五
次
の
設
置
以
降
の
も
の
は
順
調
に
働
き
、
第
十
次
ま
で
の
観
測
記
録
が
得
ら
れ
た
。

三
、
毎
年
の
保
守

上
父
換
の
た
め
の
登
山
を
通
じ
て
若
手
登
山
者
を
育
成
し
、
有
為
の
人
材
を
育
て
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
毎
年
次
登

山
は
す
べ
て
無
事
故
裡
に
完
了
し
た
。

本
稿
で
は
こ
の
う
ち
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
山
頂
近
く
の
風
の
観
測
デ
ー
タ
を
中
心
に
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
山
頂
の
気
象
に
つ
い
て
論
文
を
寄

せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

マッキンリーの気象
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の
記
録

は
じ
め
に

山
野
井
泰
史
が
ヴ
ォ
イ
チ

ェ
フ
・
ク
ル
テ
ィ
カ
と
Ｋ
２
東
壁
を
考
え
て

い
る
と
知
ら
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
九
九
年
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、

夫
人
の
妙
子
か
ら
Ｂ
Ｃ
ま
で
同
行
し
な
い
か
と
誘
い
を
受
け
た
。　
一
九
八

八
年
晩
秋
、

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
か
ら
眺
め
た
Ｋ
２
の
雄
姿
に
再
び
相
ま
み

え
た
い
と
願

っ
て
い
た
私
は
、
二
つ
返
事
で
承
諾
し
た
。
数
日
後
、
妙
子

か
ら
Ｋ
２
の
名
目
隊
長
を
引
き
受
け
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
も
よ
ら
ぬ
依

頼
を
受
け
る
。
山
野
井
や
ク
ル
テ
ィ
カ
と
も
話
し
合
い
、
有
事
の
場
合
を

想
定
す
れ
ば
そ
れ
が
良
策
だ
と
の
こ
と
。
妙
子
も
永
年
の
山
仲
間
の

一
人

で
あ
る
飛
田
和
夫
と
山
学
同
志
会
会
員
中
垣
大
作
の
三
名
で
南
南
東
リ
ブ

を
登
る
こ
と
に
決
め
た
。
後
に
中
垣
は
体
調
不
良
の
た
め
参
加
を
取
り
や

寺

沢

玲

子

め
、
妙
子
と
飛
田
で
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
に
な

っ
た
。
巷
の
反
応
が
恐
ろ

し
く
も
あ

っ
た
が
、
腹
を
決
め
名
目
隊
長
の
座
に
収
ま
る
こ
と
に
し
た
。

こ
う
し
て
技
術
的
に
も
経
験
的
に
も

一
番
未
熟
な
隊
員
が
隊
長
を
務
め
る

奇
妙
な
隊
が
成
立
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
ヘ

六
月
十
二
日
、
機
上
の
人
と
な
る
。
ク
ル
テ
ィ
カ
と
は
イ
ス
ラ
マ
バ
ー

ド
で
合
流
す
る
。
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
で
の
準
備
を
終
え
、
ブ

ロ
ー
ド
ピ
ー

ク
を
目
指
す
前
橋
山
岳
会
隊
と
ス
カ
ル
ド
ま
で

一
緒
の
車
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
、
費
用
を
シ
ェ
ア
す
る
。
彼
等
と
は
こ
の
後
ゴ
レ
Ⅱ
ま
で
宿
泊
地
を
共

に
す
る
。

ス
カ
ル
ド
で
は
、
Ｋ
２
モ
ー
テ
ル
近
く
の
こ
じ
ん
ま
り
し
た
ゲ
ス
ト

ハ
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ウ
ス
に
落
ち
着
き
、
買
出
し
や
梱
包
作
業
を
す
る
。
八
月

一
杯
粘
る
予
定

で
ア
タ
と
石
油
は
多
目
に
用
意
、
七
十
三
個
の
荷
が
梱
包
さ
れ
た
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
目
指
し
て

六
月
十
九
日
、
ジ
ー
プ
四
台
に
荷
と
メ
ン
バ
ー
が
分
乗
し
、
ア
ス
コ
ー

レ
を
目
指
す
。
途
中
沢
の
決
壊
で
車
を
乗
り
換
え
、
さ
ら
に
ア
ス
コ
ー
レ

の
手
前
約

一
キ
ロ
の
地
点
で
車
を
乗
り
捨
て
、
ポ
ー
タ
ー
の
手
で
ア
ス
コ
ー

レ
ま
で
荷
を
運
ぶ
。

六
月
二
十
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
初
日
は
ジ

ョ
ラ
ま
で
。
か
つ
て
縁
に
薄
氷

の
張

っ
た
デ

ュ
モ
ル
ド
川
を
腰
ま
で
浸
か

っ
て
渡
渉
し
た
記
憶
が
残

っ
て

お
り
、
憂
鬱
で
あ

っ
た
が
、
な
ん
と
立
派
な
橋
が
出
来
て
い
た
。

六
月
二
十

一
日
、
ジ

ョ
ラ
か
ら
パ
イ
ュ
ヘ
ロ
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
天

候
の
中
を
歩
く
。
パ
イ
ユ
に
は
多
く
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

・
チ
ー
ム
や
登
山

隊
が
テ
ン
ト
を
張

っ
て
お
り
、
水
汲
み
も
順
番
待
ち
に
な
る
。

六
月
二
十
二
日
、
パ
イ
ユ
に
て
レ
ス
ト
。
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
ロ
テ
ィ
作

り
を
始
め
る
。
小
雨
降
る
中
、
裏
山
に
高
所
順
応
に
出
掛
け
る
。

六
月
二
十
三
日
、
パ
イ
ユ
か
ら
ウ
ル
ド
カ
ス
ヘ
。
山
野
井
と
ク
ル
テ
ィ

カ
は
、
ト
ラ
ン
ゴ
岩
峰
群
を
指
し
て
は
楽
し
げ
に
語
ら
い
、
飛
田
は
八
五

年
Ｋ
２
時
の
ポ
ー
タ
ー
と
遭
遇
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

六
月
二
十
四
日
、
ウ
ル
ド
カ
ス
か
ら
ゴ
レ
Ⅱ
へ
。
ポ
ー
タ
ー
の
中
に
も

遅
れ
出
す
者
が
出
て
き
た
。

六
月
二
十
五
日
、
先
ず
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
を
目
指
す
。
ト
レ
ッ
カ
ー
や

登
山
隊
の
数
の
多
さ
に
我
が
眼
を
疑
う
。
頂
稜
部
に
雲
を
纏

っ
た
Ｋ
２
の

雄
姿
を
望
む
。
前
橋
山
岳
会
隊
と
分
か
れ
、
プ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
Ｂ
Ｃ

へ
。

労
山
隊
の
ご
好
意
で
キ
ッ
チ
ン
用
具
を
借
用
。

六
月
二
十
六
日
、
今
日
は
い
よ
い
よ
Ｂ
Ｃ
入
り
。
山
野
井
と
ク
ル
テ
ィ

カ
が
先
行
し
Ｂ
Ｃ
場
所
を
決
め
、
ポ
ー
タ
ー
に
荷
の
置
き
場
を
指
示
す
る

こ
と
に
す
る
。　
一
時
間
ち
ょ
っ
と
で
Ｋ
２
Ｂ
Ｃ
に
着
く
。
七
十
二
人
い
た

ポ
ー
タ
ー
も
五
十
五
人
に
減

っ
た
。
昨
夜
揃
え
て
お
い
た
ル
ピ
ー
札
を
確

認
し
な
が
ら

一
人

一
人
に
手
渡
す
と
、
膨
れ
上
が

っ
て
い
た
ザ

ッ
ク
の
大

き
さ
は
半
分
に
な
る
。
既
に
韓
国
隊
二
、
ブ
ラ
ジ
ル
隊
、
国
際
隊
そ
れ
に

ハ
ン
ス
・
カ
マ
ラ
ン
ダ
ー
の
ス
キ
ー
隊
が
登
山
中
で
、
こ
の
内
の

一
韓
国

隊
が
こ
の
日
、
十
五
時
四
十
五
分
南
南
東
リ
ブ
か
ら
四
名
登
頂
し
た
。

登
山
開
始

六
月
二
十
七
日
、
飛
田
、
妙
子
と
二
人
で
韓
国
隊
に
登
頂
祝
福
と
挨
拶

に
伺
う
が
、
い
き
な
リ

ロ
ー
プ
使
用
料
と
し
て

一
人
五
百
ド
ル
を
要
求
さ

れ
る
。
我
々
が
観
光
省
か
ら
登
山
隊
リ
ス
ト
を
受
け
取

っ
た
時
点
で
は
、

南
南
東
リ
ブ
に
は
我
々
し
か
隊
は
な
か

っ
た
が
、
連
絡
官
は
間
答
無
用
で

あ

っ
た
。
彼
は
横
柄
で
、
後
か
ら
も
う
二
隊
韓
国
隊
が
Ｋ
２
に
来
る
の
で
、

金
が
払
え
な
い
な
ら
彼
等
が
登
山
活
動
を
終
了
す
る
ま
で
待
て
、
そ
れ
が

嫌
な
ら
他
の
隊
に
頭
を
下
げ
て
南
東
稜

へ
行
け
ば
良
い
、
と
言
う
。
既
に

金
を
払

っ
て
南
南
東
リ
ブ
に
取
り
付
い
て
い
る
隊
も
確
か
に
い
た
。
英
語

の
ほ
と
ん
ど
出
来
な
い
隊
長
は
無
言
、
我
々
は
隊
員
が
下
降
し
て
来
る
の
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を
待

っ
て
再
度
話
し
合
う
こ
と
に
す
る
。
午
後
、
サ
ボ
イ
ア
氷
河
出
合
近

く
の
慰
霊
碑
に
参
拝
す
る
。

六
月
二
十
八
日
、
昨
夜
下
降
し
て
き
た
隊
員
を
介
し
て
再
度
話
し
合
い

に
行
く
。
我
々
の
粗
末
な
和
文
計
画
書
に
眼
を
通
し
て
い
た

一
人
が
、
何

か
を
隊
長
に
告
げ
る
と
急
に
態
度
が
軟
化
し
た
。
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ

ッ
ト

で
彼
の
隊
の
隊
員
が

一
人
転
落
死
し
た
九
〇
年
、
妙
子
が
同
じ
く
Ｂ
Ｃ
に

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
誠
意
を
見
せ
て
欲
し
い
と

言
う
真
意
が
理
解
出
来
ず
、
結
局
他
隊
の
了
承
を
得
て
、
南
東
稜
で
順
応

活
動
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
午
後
、
南
東
稜
の
ル
ー
ト
エ
作
を
し
て
い
る

韓
国
山
岳
会
隊
と
ブ
ラ
ジ
ル
隊
そ
れ
に
国
際
隊
の
隊
長
を
訪
ね
る
と
、
快

く
ル
ー
ト
使
用
を
許
し
て
く
れ
る
。
午
後
か
ら
山
野
井

ｏ
ク
ル
テ
ィ
カ
は

東
壁
の
偵
察
に
出
掛
け
る
。

六
月
二
十
九
日
、
飛
田

・
妙
子
は
南
東
稜
取
り
付
き
往
復
。
朝
の
晴
天

は
何
処

へ
や
ら
、
黒
い
雲
が
立
ち
込
め
始
め
る
。
昼
前
、
飛
田
達
と
東
壁

チ
ー
ム
が
相
次
い
で
帰
幕
、
東
壁
側
は
既
に
雪
が
舞
い
始
め
、
視
界
が
利

か
な
か

っ
た
と
か
。
夕
刻
よ
り
雪
。
翌
三
十
日
は
終
日
雪
。
全
員
夜
遅
く

ま
で
の
ん
び
り
す
る
。

七
月

一
日
、
早
朝
起
き
る
も
、
雪
は
相
変
わ
ら
ず
降
り
続
い
て
お
り
、

夕
刻
ま
で
止
ま
ず
。

七
月
二
日
、
朝
日
覚
め
る
と
視
界
ゼ

ロ
。
雨
漏
り
が
ひ
ど
い
の
で
、
昼

に
皆
で
メ
ス
テ
ン
ト
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
か
け
る
。
韓
国
隊
の
無
酸
素
登

頂
を
し
た
隊
員
が
手
に
凍
傷
を
負

っ
て
い
る
の
で
ガ
ー
ゼ
と
包
帯
を
譲

っ
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て
欲
し
い
と
言

っ
て
来
る
。
包
帯
で
保
護
し
て
下
山
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

七
月
二
日
、
朝
起
き
る
と

一
面
の
雪
。
本
日
も
停
滞
。
朝
食
後
時
々
青

空
が
覗
く
。
メ
ス
テ
ン
ト
を
張
り
直
し
、
各
自
テ
ン
ト
整
理
を
す
る
。
韓

国
隊
に
よ
る
と
、
Ｋ
２
の
肩
か
ら
頂
上
に
か
け
て
ハ
ン
デ
ィ

・
ト
ー
キ
ー

で
は
交
信
が
難
し
く
、
彼
ら
は
ブ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
Ｂ
Ｃ
ま
で
降
り
て
交
信

し
て
い
た
と
い
う
。
前
橋
山
岳
会
隊
と
相
談
し
、
周
波
数
を
合
わ
せ
て
お

互
い
の
交
信
を
傍
受
し
あ
う
こ
と
に
す
る
。
夕
方
か
ら
快
晴
と
な
る
。
明

日
か
ら
行
動
開
始
と
す
る
。

七
月
四
日
、
二
時
に
は
満
天
の
星
空
だ

っ
た
の
に
五
時
前
に
は
既
に
雪

と
な
る
。
ブ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
上
空
は
青
空
と
い
う
。
十
四
時
過
ぎ
、
東
壁

チ
ー
ム
は
偵
察
に
出
掛
け
る
。
東
側
に
回
り
込
む
と
交
信
不
能
な
の
で
、

最
初
か
ら
無
線
機
は
持
参
し
な
い
。

七
月
五
日
、
小
雪
も
上
が
り
、
青
空
が
見
え
て
き
た
。
六
時
過
ぎ
飛
田

達
は
順
応
の
た
め
二
日
間
の
予
定
で
南
東
稜
Ｃ
ｌ
往
復
に
出
発
。
東
壁
チ
ー

ム
は

一
旦
帰
幕
。

七
月
六
日
、
晴
れ
。
ブ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
Ｃ
ｌ
～
Ｃ
２
間
に
労
山
隊
六
名
、

Ｃ
ｌ
上
部
に
前
橋
隊
二
名
、
そ
の
他
Ｃ
ｌ
周
辺
に
数
名
の
姿
を
視
認
出
来

る
。
飛
田
達
は
十
二
時
に
Ｃ
ｌ
に
到
達
後

一
時
間
程
休
憩
し
て
十
七
時
過

ぎ
帰
幕
。
こ
の
日
韓
国
の
「
鎚
Ｆ
く
ｏ
暉
●
∞
∽
８
Ｆ
隊
が
Ｂ
Ｃ
入
り
す
る
。

彼
等
も
南
東
稜
だ
。

七
月
七
日
、
日
ま
ぐ
る
し
く
天
候
が
変
化
す
る
。
労
山
隊
の
女
性
隊
員

が
訪
ね
て
く
る
。
十
四
時
三
十
分
東
壁
チ
ー
ム
突
然
帰
幕
。
視
界
が
利
か

ず
ル
ー
ト
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、　
一
旦
全
て
回
収
し
て
き
た

と
の
こ
と
。
夕
刻
四
隊
目
の
韓
国
隊

〓
”
●
パ
Ч
ｃ
く
８

率
い
る
大
部
隊
が

Ｂ
Ｃ
入
り
し
、
「
ミ
Ｆ
隊
と
で

一
大
Ｋ
２
村
が
出
現
し
た
。
夕
食
時
、
韓

国
の
工
ｏ
●
”
〇
陣
Ｃ
日
氏
が
訪
ね
て
く
る
。
彼
等
も
ま
た
南
東
稜

で
、
結

局
南
南
東
リ
ブ
に
向
か
う
隊
は
我
が
隊
し
か
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

七
月
八
日
、
小
雪
舞
う
中
、
八
時
三
十
分
飛
田
達
は
Ｃ
ｌ
に
向
か
い
、

十
四
時
到
達
。
休
養
中
の
前
橋
隊
が
日
本
食
を
持
参
し
て
訪
ね
て
き
て
く

れ
た
。

東
壁
断
念
、
南
南
東
リ
ブ
ヘ

七
月
九
日
、
東
壁
は
断
念
、
ク
ル
テ
ィ
カ
は
離
隊
す
る
つ
も
り
で
あ

っ

た
が
、
時
間
の
許
す
限
り
別
働
隊
と
し
て
山
野
井
と
二
人
で
南
南
東
リ
ブ

を
登
る
こ
と
に
す
る
。
昼
過
ぎ
、
飛
田
達
が
帰
幕
。

七
月
十
日
、
曇
り
時
々
晴
れ
。
朝
六
時
、
山
野
井
た
ち
は
南
南
東
リ
ブ

Ｃ
ｌ
、
六
四
〇
〇
】
川
へ
。

七
月
十

一
日
、
夜
半
の
星
空
は
消
え
、
ま
た
雪
が
舞
い
始
め
る
。
昼
前

山
野
井
達
が
降
り
て
く
る
。

七
月
十
二
日
、
空
模
様
を
眺
め
な
が
ら
飛
田
達
が
出
発
。
カ
マ
ラ
ン
ダ
ー

隊
は
十
四
日
に
見
切
り
を
つ
け
て
Ｂ
Ｃ
を
去
る
が
、
南
南
東
リ
ブ
約
七
〇

〇
〇
陣
川
付
近
に
彼
等
の
テ
ン
ト
が
残
置
し
て
あ
る
の
で
、
使
用
し
て
良
い

と
い
う
。
昼
前
か
ら
天
候
が
急
変
す
る
。
飛
田
達
も
雪
ま
み
れ
で
降
り
て

く
る
。
夕
方
急
に
雲
が
去
り
、
青
空
と
な
る
。
ロ
ヨ
営
∞
と

Ｆ
①①
が
来
る
。
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七
月
十
三
日
、
夜
半
か
ら
ま
た
雪
が
降
り
出
し
、
本
日
全
員
停
滞
。
昼

過
ぎ
に
は
雪
は
止
み
、
皆
傾
い
た
テ
ン
ト
の
土
台
を
直
す
。
カ
マ
ラ
ン
ダ
ー

達
が
ク
ル
テ
ィ
カ
を
訪
ね
て
来
る
。
夜
に
は
満
天
の
星
空
だ

っ
た
の
が
、

何
と
雨
に
変
わ

っ
た

七
月
十
四
日
、
未
明
よ
り
雨
が
雪
に
変
わ
り
、
濃
い
ガ
ス
が
立
ち
込
め

て
い
る
。
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
Ｂ
Ｃ
は
曇

っ
て
は
い
る
が
そ
れ
ほ
ど
悪
く
は

な
い
と
い
う
の
で
、
飛
田
と
二
人
で
前
橋
隊

へ
遊
び
に
行
く
。

七
月
十
五
日
、
曇
り
時
々
雪
。
早
朝

Ｃ
８

隊
の
高
所
ポ
ー
タ
ー
に
モ

レ
ー
ン
上
に
遺
体
が
あ
る
と
起
こ
さ
れ
る
。
Ｋ
２
か
ら
の
雪
崩
の
爆
風
で

プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
側
に
飛
ば
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
今
度
は
プ
ロ
ー
ド
ピ
ー

ク
か
ら
の
雪
崩
で
、
再
度
飛
ば
さ
れ
て
戻

っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
ク
ル

テ
ィ
カ
は
、
昨
日
カ
マ
ラ
ン
ダ
ー
に
八
六
年
南
壁
か
ら
登
頂
後
転
落
死
し

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
Ｔ

ｏ
ピ
ト

ロ
フ
ス
キ
ー
と
思
わ
れ
る
遺
体
が
あ
る
と
聞

か
さ
れ
、
確
認
に
い
っ
て
い
た
と
い
う
。
身
元
は
わ
か
ら
な
い
が
、
収
容

し
て
埋
葬
し
た
い
と
い
う
彼
の
意
見
に
異
存
は
な
く
、
飛
田
と
寺
沢
そ
れ

に
連
絡
官
の
四
名
で
出
掛
け
る
。
件
の
悲
惨
な
遺
体
と
大
腿
骨

一
本
そ
し

て
胴
体
だ
け
の
遺
体
を
も
う

一
体
発
見
、
収
容

ｏ
埋
葬
す
る
。
ま
た
こ
の

時
、
破
損
し
た
赤
色
の
ベ
ル
グ

ハ
ウ
ス
社
製
ザ
ッ
ク
を
発
見
し
た
こ
と
に

よ
り
、
後
日
、
元
日
本
山
岳
会
副
会
長
松
田
雄

一
氏
を
始
め
と
す
る
多
く

の
方
々
の
協
力
で
、
九
二
年
無
酸
素
登
頂
後
行
方
不
明
と
な

っ
た
ド
イ
ツ

の
Ｐ

・
メ
ツ
ガ
ー
の
遺
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
ご
遺
族
の
元
に
お
返

し
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

七
月
十
六
日
、
昨
夜
か
ら
の
雪
が
止
み
、
久
々
に
太
陽
の
光
が
ま
ぶ
し

い
。
九
六
年
日
本
山
岳
会
南
南
東
リ
ブ
隊
隊
員
の
高
貝
喜
久
雄
氏
が
夫
人

と
訪
ね
て
き
て
下
さ
る
。
午
後
ま
た
天
候
が
崩
れ
、
強
風
が
吹
き
荒
れ
、

出
発
は
中
止
。

七
月
十
七
日
、
昨
夜
か
ら
の
雨
が
夜
半
か
ら
雪
に
変
わ
り
、
終
日
強
風

が
吹
き
荒
れ
る
。
ク
ル
テ
ィ
カ
は
天
候
が
回
復
し
な
い
よ
う
な
ら
、
ポ
ー

タ
ー
を
確
保
出
来
次
第
下
山
し
た
い
と
い
う
。

七
月
十
八
日
、
夜
半
の
星
空
は
ま
た
し
て
も
消
え
曇
天
。
五
時
、
山
野

井
が
単
身
順
応
の
た
め
南
東
稜
の
Ｃ
２
往
復
に
出
掛
け
る
。
午
後
、
遺
品

を
回
収
し
た
こ
と
を
聞
い
た
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
取
材
に
来
る
。

七
月
十
九
日
、
雲
が
厚
い
。
韓
国
放
送
が
遺
体
収
容
に
関
す
る
取
材
に

来
る
。
労
山
隊
の
高
所
ポ
ー
タ
ー
ニ
人
が
不
足
し
た
ア
タ
を
譲
り
受
け
に

来
る
。
ク
ル
テ
ィ
カ
が
彼
等
に
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
ま
で
の
同
行
を
依
頼
す

る
と
彼
等
は
即
座
に
Ｏ
Ｋ
す
る
。
下
山
準
備
を
始
め
、
十
五
時
過
ぎ
、
ク

ル
テ
ィ
カ
は
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
Ｂ
Ｃ

へ
下
降
、
前
橋
隊
に

一
晩
泊
め
て
い

た
だ
く
。
山
野
井
は
三
泊
の
予
定
で
十
四
時
に
出
発
、
順
応
の
遅
れ
て
い

た
妙
子
は
Ｃ
ｌ
ま
で
同
行
し
、
明
後
日
帰
幕
。
飛
田
は
昨
夜
か
ら
風
邪
気

味
な
の
で
、
薬
を
飲
み
早
目
に
就
寝
。

七
月
二
十
日
、
五
時
Ｃ
ｌ
は
昨
夜
か
ら
吹
雪
と
の
連
絡
が
入
る
。
Ｂ
Ｃ

は
土
砂
降
り
の
雨
。
午
後
、
労
山
隊
が

Ｃ
日
隊
に
電
話
を
借
り
る
た
め
、

Ｂ
Ｃ
ま
で
上
が

っ
て
く
る
。

七
月
二
十

一
日
、
夜
半
の
雪
も
止
み
、
快
晴
。
十
二
時
過
ぎ
、
山
野
井
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Ｃ
２
約
七
〇
〇
〇
屑
着
。
そ
の
後
約
七
五
〇
〇
眉
ま
で
登
り
、
こ
の
日
は

Ｃ
２
に
泊
ま
る
。
妙
子
は
Ｃ
２
到
達
後
Ｂ
Ｃ

へ
下
降
し
た
。
飛
田
は
十
四

時
前
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
、
二
十
三
時
前
Ｃ
ｌ
に
到
着
。

七
月
二
十
二
日
、
山
野
井
は
昨
日
の
到
達
地
点
ま
で
再
度
到
達
し
た
後
、

昼
Ｂ
Ｃ
に
帰
幕
。
飛
田
は
Ｃ
２
付
近
で
濃
霧
と
な
り
既
に
雪
の
Ｃ
ｌ
へ
下

降
。
Ｂ
Ｃ
も
夕
方
か
ら
に
わ
か
雨
と
深
い
霧
。

七
月
二
十
三
日
、
深
い
霧
の
中
十

一
時
飛
田
Ｂ
Ｃ
着
。
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー

ク
上
部
は
快
晴
だ
と
か
。

七
月
二
十
四
日
、
視
界
ゼ

ロ
。
『
”
『庁
隊
の
訪
間
を
受
け
る
。
韓
国
隊

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

ｏ
コ
ッ
ク
が
腹
痛
と
火
傷
を
負
い
、
治
療
を
請
わ
れ
る
。

七
月
二
十
五
日
、
ブ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
側
は
良
く
晴
れ
て
お
り
、
隊
の
動

き
が
良
く
見
え
る
。
皆
で
双
眼
鏡
や
五
百
ミ

リ
レ
ン
ズ
で
覗
く
。
昨
日
治
療

し
た
韓
国
隊
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

・
コ
ッ
ク
が
、
ス
キ
ル
ブ
ル
ム
Ｂ
Ｃ
で
拾

得
し
た

ハ
ー
ネ
ス
と
樽
を
持
参
、
個
装
に
若
干
の
現
金
を
加
え
て
交
換
す

る
。
彼
曰
く
、
国
際
隊
の
隊
長
は
本
を
拾

っ
た
と
い
う
の
で
会
い
に
行
く

と
、
そ
れ
は
故
広
島
三
朗
氏
の
日
誌
だ

っ
た
。
奇
し
く
も
今
日
は
広
島
隊

が
ス
キ
ル
ブ
ル
ム
Ｂ
Ｃ
を
設
営
し
た
日
で
あ

っ
た
。

七
月
二
十
六
日
、
快
晴
。
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
で
は
労
山
隊
が
二
名
登
頂
。

飛
田

ｏ
妙
子
は
明
日
か
ら
ま
た
行
動
開
始
。
山
野
井
は
二
～
三
日
休
養
。

七
月
二
十
七
日
、
晴
れ
。
三
時
前
、
飛
田
・妙
子
出
発
。
十
時
三
十
分

Ｃ
ｌ
着
。
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
で
は
前
橋
隊
の
松
田
隊
員
が
左
大
腿
に
落
石

を
受
け
、
連
絡
官
か
ら
協
力
要
請
が
来
る
。
山
野
井
に
そ
の
旨
を
伝
え
、

下
降
。
途
中
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
隊
の
医
師
に
出
会
い
事
情
を
話
す
と
、
彼
は

手
術
道
具

一
式
を
持
参
し
四
針
縫
合
、
そ
の
後
毎
日
診
察
し
て
く
れ
る
。

山
野
井

ア
タ

ッ
ク

七
月
二
十
八
日
、
快
晴
。
十
時
前
Ｂ
Ｃ
帰
幕
。
山
野
井
が
し
き
り
に
空

を
仰
ぎ
、
落
ち
着
き
が
な
い
。
突
然
、
昼
か
ら
ア
タ
ッ
ク
す
る
と
い
う
。

急
い
で
昼
食
の
用
意
を
す
る
が
、
半
分
も
食
べ
な
い
。
山
野
井
が
神
経
を

集
中
し
、
空
気
が
張
り

つ
め
、
声
を
か
け
る
こ
と
が
た
め
ら
わ
れ
る
。
十

二
時
三
十
分
、
振
り
向
く
こ
と
も
せ
ず
、
Ｂ
Ｃ
を
出
て
行
く
。
暗
黙
の
了

解
で
、
こ
ち
ら
か
ら
も
声
を
か
け
な
い
。
二
十
二
時
前
、
飛
田
達
の
い
る

Ｃ
２
に
入
る
。
南
東
稜
で
は
落
石
に
よ
る
負
傷
者
が
相
次
ぎ
、
重
篤
な
け

が
人
も
出
た
。

七
月
二
十
九
日
、
晴
れ
。
前
橋
隊
ア
タ
ッ
ク
。
十
時
三
十
五
分
、
名
塚

隊
長
と
高
所
ポ
ー
タ
ー
が
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
に
登
頂
す
る
も
、
彼
等
の
Ｂ

Ｃ
に
電
波
が
届
か
ず
、
喜
び
の
中
継
を
す
る
。
そ
の
間
に
我
が
隊
は
山
野

井
が
単
身
肩
の
Ｃ
３
七
九
〇
〇
膠
月
に
向
か
い
、
妙
子
は
七
四
〇
〇
屑
ま
で

往
復
し
、
飛
田
は
Ｂ
Ｃ
に
下
降
。

七
月
二
十
日
、
快
晴
。
○
時
五
十
五
分
、
山
野
井
か
ら
出
発
の
連
絡
が

入
る
。
「頂
上
直
下
に
見
え
る
灯
が
昨
夜
か
ら
全
く
動
か
ず
、

ア
タ

ッ
ク

を
中
止
し
て
救
助
活
動
に
変
更
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
」
い
う
。
判
断
は

一
切
本
人
に
委
ね
る
。
山
野
井
の
こ
の
日
の
行
動
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本

人
の
筆
に
譲
る
。
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登頂を終えて南南東リブ取付に戻った山野井泰史 (左・妙子,右・連絡官)

南
東
稜
か
ら
ア
タ

ッ
ク
し
て
い
る
二
人

〓
ヨ
”
椰
∞
と

ｒ
①①
の
隊
長
と
、

Ｃ
２
か
ら
よ
れ
よ
れ
で
帰
幕
し
た
妙
子
と
共
に
、
無
線
機
を
片
時
も
離
さ

ず
山
野
井
か
ら
の
連
絡
を
待

つ
。
十

一
時
五
十
六
分
、
頂
上
雪
原
、
十
二

時
二
十
八
分
、
最
高
点
を
踏
み
、
十
分
後

工
要
”
●
∞
と
前
後
し
て
下
降
、

十
六
時
三
十
分
Ｃ
３
着
の
連
絡
が
入
り
、
漸
く
安
堵
す
る
。
長
い
一
日
だ
っ

た
。
こ
の
間
に
ブ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
労
山
隊
の
二
次
隊
が
登
頂
、
我
々
の
周

波
数
に
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
興
奮
す
る
ス
タ

ッ
フ
達
に
山
野
井

と
の
交
信
が
阻
害
さ
れ
、
気
が
気
で
は
な
か

っ
た
。

七
月
二
十

一
日
、
晴
れ
、
夕
方
よ
り
雪
。
山
野
井
Ｃ
３
よ
り
七
時
下
降

開
始
。
Ｃ
３
の
工
■
”
●
∞
よ
り
南
南
東
リ
ブ
を
山
野
井
と

一
緒
に
下
り
た

い
と
連
絡
が
入
る
。
山
野
井
に
そ
れ
を
伝
え
、
了
解
を
得
る
。
彼
等
が
Ｃ

ｌ
に
辿
り
着
く
頃
か
ら
空
模
様
が
怪
し
く
な
り
、　
一
気
に
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
降

す
る
こ
と
に
な
る
。
山
野
井
の
性
格
を
考
え
悩
ん
だ
が
、
妙
子
達
と
南
南

東
リ
ブ
取
り
付
き
ま
で
迎
え
に
行
く
。

十
六
時
五
十
分
、
ガ
ス
の
中
か
ら
先
ず

〓
ヨ
”
●
”
が
軽
い
凍
傷

の
顔

で

フ
ラ
フ
ラ
降
り
て
く
る
。
約
二
十
分
遅
れ
て
疲
れ
た
身
体
に
笑
み
を
浮
か

べ
た
山
野
井
が
降
り
立

つ
。
十
八
時
三
十
分
、
頂
上
直
下
で
酸
素
切
れ
の

た
め
断
念
し
た
Ｆ
８

が
、
数
歩
歩

い
て
は
立
ち
止
ま
る
こ
と
を
繰
り
返

し
な
が
ら
下
降
し
て
き
た
。
夜
、
何
も
無
い
は
ず
の
食
卓
に
祝
い
の
料
理

が
並
ん
で
い
る
。
訊
く
と
各
隊
の
キ

ッ
チ
ン
ス
タ

ッ
フ
が
料
理
を
少
し
ず

つ
運
ん
で
き
て
く
れ
た
と
い
う
。
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Ｋ
２
南
南
東
リ
ブ
単
独
登
攀

　

　

　

（山
野
井
泰
史
）

東
壁
に
は
、
偵
察
を
含
め
三
回
向
か

っ
た
が
、
壁
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
悪
す
ぎ
、
登
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
ヴ
ォ
イ
チ

ェ
フ
は
Ｋ
２
を
あ

き
ら
め
Ｂ
Ｃ
を
去
る
こ
と
に
な

っ
た
。

天
候
は
雨
ま
た
は
雪
が
降
り
続
い
た
が
、
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
こ
と
を

信
じ
て
、
僕
は
単
独
で
南
南
東
リ
ブ
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

七
月
二
十
八
日
、
チ

ョ
ゴ
リ
ザ
側
は
晴
れ
て
お
り
、
チ
ャ
ン
ス
と
感
じ

た
僕
は
、
十
二
時
三
十
分
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
た
。

南
南
東
リ
ブ
は
急
な
雪
壁
の
中
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
４
級
の
岩
が
出
て
き

て
、
ル
ー
ト
に
ス
パ
イ
ス
を
与
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
七
五
〇
〇
屑
か
ら

の
登
攀
は
膝
ま
で
雪
に
潜
り
、
体
力
を
限
界
近
く
ま
で
引
き
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
。

七
五
〇
〇
】
川
付
近
に
適
当
に
作

っ
た
テ
ン
ト
場
は
斜
め
で
体
は
安
定
し

な
い
し
、

マ
ッ
ト
レ
ス
は
テ
ン
ト
の
隅
で
丸
ま

っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
こ

こ
に
到
着
す
る
ま
で
二
十
八
時
間
ほ
ど
が
経

っ
て
い
る
。

七
月
二
十
日
、
眠

っ
て
い
る
の
か
起
き
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
時
間

が
過
ぎ
、
北
風
が
出
発
し
ろ
と
ば
か
り
に
バ
タ
バ
タ
と
テ
ン
ト
を
た
た
く
。

三
時
間
前
に
作

っ
た
紅
茶
は
す
で
に
凍
り

つ
き
、

コ
ン
ロ
で
温
め
て
も
な

か
な
か
融
け
て
く
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
自
分
が
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う

一
人
を
楽
し
む
余
裕
が
あ
り
、
悪
い
気
分
で
は
な
い
。
食
欲
は

な
く
、
ビ
ス
ヶ

ッ
ト
を
五
枚
だ
け
口
に
入
れ
る
。

ザ

ッ
ク
の
中
身
を
も
う

一
度
点
検
す
る
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
電
池
、
グ

ロ
ー
ブ
、
テ
ル
モ
ス
、
チ
ョ
コ
バ
ー
、
十
分
す
ぎ
る
量
だ
。
外
は
満
点
の

星
空
。
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
左
か
ら
ク
ラ
ン
ポ
ン
を

つ
け
、
今
は
ま
だ

見
え
な
い
ボ
ト
ル
ネ

ッ
ク
を
目
指
し
て
、
ゆ

っ
く
り
と
出
発
し
た
。

寒
さ
を
感
じ
な
い
。
何
時
間
も
前
か
ら
ピ

ッ
ケ
ル
と
バ
イ
ル
を
素
手
で

握

っ
て
い
る
。
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
も
、
左

へ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
で
と
て
も
硬
い

氷
に
出
く
わ
し
た
以
外
は
ほ
と
ん
ど
問
題
が
な
か

っ
た
。
特
別
息
苦
し
さ

も
感
じ
ず
、
無
酸
素
で
の
登
攀
と
い
う
意
識
も
な
く
、
時
々
落
ち
て
い
る

酸
素
ボ
ン
ベ
も
不
思
議
な
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
常
に
自
分
の
体
に
異

常
が
な
い
か
気
に
な
る
が
、
心
臓
と
肺
は
ち
ゃ
ん
と
機
能
し
て
い
る
。
下

降
時
は
危
険
そ
う
な
美
し
い
雪
壁
は
ダ
ブ
ル
ア
ッ
ク
ス
で
進
ん
だ
。
最
後

の
仕
上
げ
を
急
ぐ

つ
も
り
は
な
か

っ
た
し
、
そ
の
力
も
残

っ
て
い
な
い
よ

う
だ

っ
た
。

急
雪
壁
を
抜
け
る
と
視
界
が
よ
く
な
り
、
頂
上
稜
線
は
頂
に
向
か

っ
て

左
に
伸
び
、
紺
色
の
空
に
消
え
て
い
る
。
最
後
は

一
気
に
三
十
歩
進
み
、

本
当
の
頂
に
着
い
た
瞬
間
、
言
い
知
れ
ぬ
疲
労
感
が
体
を
襲
い
、
倒
れ
こ

む
よ
う
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
自
分
が
表
情
を
変
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

っ

た
が
、
心
の
中
で
は
微
妙
な
震
え
を
感
じ
て
い
た
。
展
望
は
素
晴
ら
し
く
、

僕
に
と

っ
て
初
め
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
な

っ
た
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
、
命

を
す
り
減
ら
す
よ
う
な
登
攀
だ

っ
た
ガ

ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅳ
峰
が
と
も
に
見

え
、
中
国
側
は
名
前
も
な
さ
そ
う
な
小
さ
な
山
々
が
た
く
さ
ん
見
え
た
。

二
十
～
三
十
分
は
経
過
し
た
だ
ろ
う
か
。
早
々
に
下
山
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
余
り
に
長
く
頂
に
い
て
は
い
け
な
い
。
す
で
に
多
少
バ
ラ
ン
ス

感
覚
が
悪
く
な

っ
て
い
る
。
Ｋ
２
で
起
き
た
多
く
の
悲
劇
は
下
山
中
の
出

来
事
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
死
に
た
く
な
い
と
思
い
な
が
ら
下
山
し
た
。

夕
方
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
の
テ
ン
ト
場
に
到
着
し
た
僕
は
疲
れ
て
お
り
、
何

も
す
る
気
が
な
く
、　
一
面
に
雲
が
広
が

っ
た
空
を
見
上
げ
て
い
た
。
そ
れ

で
も
お
茶
を
作
り
飲
ま
な
け
れ
ば
明
日
、
下
山
が
で
き
な
く
な
る
。
五
〇

Ｏ

ＣＣ
の
お
茶
を
作
り
、
無
理
や
り
飲
ん
だ
。
多
分
こ
れ
で
明
日
も
歩
け
る

だ
ろ
う
。

Ｂ
Ｃ
に
戻

っ
て
四
日
日
、
僕
は
考
え
て
い
た
。
自
分
の
登
攀
リ
ス
ト
の

中
に
、
新
た
に
八
五
〇
〇
屑
以
上
の
山
が
加
わ

っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
が
、

筋
肉
の
な
く
な

っ
た
腕
と
脚
を
見
る
と
悲
し
く
な
る
。
こ
の
体
が
高
所
で

の
登
攀
の
恐
ろ
し
さ
を
物
語

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
も

っ
と
水
分
を
摂
取

し
、
ゆ

っ
く
り
登
る
べ
き
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ル
ー
ト
を
目
標
の
東
壁

か
ら
南
南
東
リ
ブ
に
変
え
た
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る
と
、
嬉
し
さ

も
半
減
す
る
。
そ
れ
で
も
難
し
い
山
と
い
わ
れ
る
。
あ
の
美
し
い
Ｋ
２
の

頂
に
立
て
た
の
だ
か
ら
、
僕
は
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（「
山
」
六
六
六
号
よ
り
）

飛
田
と
妙
子
の
行
動

八
月

一
日
、
今
回

一
番
の
大
雪
。
動
物
的
感
で
下
降
し
て
き
た
山
野
井

は
ド

ッ
と
疲
れ
が
出
た
よ
う
だ
。

八
月
二
日
、
曇
り

一
時
雪
。
前
橋
隊
が
祝
福
に
来
る
。
こ
の
日
、
あ
る

韓
国
隊
の
高
所
ポ
ー
タ
ー
が
南
東
稜
Ｃ
４
に
衰
弱
し
た
ま
ま
置
き
去
り
に

さ
れ
、
そ
れ
を
国
際
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
Ｃ
２
ま
で
降
ろ
し
た
と
か
で
、
Ｂ

Ｃ
で
は
言
い
争
う
声
が
響
き
渡
る
。

八
月
二
日
、
韓
国
山
岳
会
隊
下
山
。
処
理
し
き
れ
な
い
ゴ
ミ
の
中
か
ら

ガ
ス

ｏ
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
を
拾

っ
て
は
黙

々
と
背

の
ザ

ッ
ク
に
入
れ
る

〓
ヨ
”
目
的
と

Ｆ
①①
の
姿
に
、
巷
で
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
韓
国
の
ク
ラ
イ
マ
ー

は
環
境
問
題
に
無
神
経
な
わ
け
で
は
な
い
、
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ

た
。八

月
二
日
、
晴
れ
時
々
曇
り
。
韓
国
隊
高
所
ポ
ー
タ
ー
置
き
去
り
の
こ

と
で
、
Ｂ
Ｃ
で
は
大
変
な
騒
ぎ
に
な
り
、
皆
興
奮
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
流
さ
れ
、
件
の
韓
国
隊
は

一
方
的
に
悪
者
扱
い

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
帰
国
後
知
ら
さ
れ
た
。

八
月
四
日
、
晴
れ
風
強
し
。
労
山
隊
の
高
所
ポ
ー
タ
ー
三
名
Ａ
Ｂ
Ｃ
に

荷
上
げ
に
来
る
。
各
キ
ャ
ン
プ
は
「
”
ヽ
Ｆ
隊
と
共
用
す
る
と
の
こ
と
。

二

十

一
時
頃
台
風
並
み
強
風
が
吹
き
荒
れ
、
メ
ス
テ
ン
ト
が
崩
壊
し
か
け
る
。

幾
分
風
の
弱
ま

っ
た
○
時
、
飛
田
が
出
発
。

八
月
五
日
、
快
晴
風
強
し
。
ル
ー
ト
上
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
が
雪
崩
で
切
断
、

明
る
く
な
る
の
を
待

っ
て
修
復
す
る
も
そ
の
先
も
多
量
の
デ
ブ
リ
と
な

っ

て
お
り
、
飛
田
は
断
念
し
て
帰
幕
す
る
。
妙
子
と
話
し
合
い
、
飛
田
は
南

東
稜
に
魅
力
を
感
じ
ず
、
登
山
活
動
を
断
念
、
妙
子
は
国
際
隊
と

⊂
ヨ

隊
の
テ
ン
ト
と
シ
ュ
ラ
フ
を
借
用
し
て
南
東
稜
に
登
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
日
Ｃ
ｌ
ま
で
上
が
る
が
、
あ
る
は
ず
の
シ
ュ
ラ
フ
は
な
く
、
国
際
隊
の
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隊
長
と
シ
ュ
ラ
フ
を
被

っ
て

一
夜
を
過
ご
す
。
翌
六
日
、
Ｃ
２
へ
上
が
る

も
ま
た
し
て
も
シ
ュ
ラ
フ
は
な
い
。
上
が

っ
て
き
た
労
山
隊
の
倉
橋
氏
に

シ
ュ
ラ
フ
カ
バ
ー
を
借
用
す
る
。

八
月
七
日
、
曇
り
時
々
雪
。
妙
子
Ｃ
２
ス
テ
イ
。
労
山
隊
Ａ
Ｂ
Ｃ

へ
。

キ

ッ
チ
ン
・
ク
ル
ー
も
荷
上
げ
に
来
て
い
る
。
私
と
飛
田
は
ス
キ
ル
ブ
ル

ム
Ｂ
Ｃ

へ
。
故
原
田
達
也
氏
の
日
誌
と
小
物
入
れ
袋
、
そ
し
て
そ
れ
に
庇

わ
れ
る
よ
う
に
あ

っ
た

「菊
田
佳
子
」
と
書
か
れ
た

ハ
ブ
ラ
シ
ケ
ー
ス
を

発
見
し
た
。

八
月
八
日
、
雪
後
晴
れ
。
妙
子
は
倉
橋
氏
と
Ｃ
３

へ
。
夕
方
よ
り
雪
が

雨
交
じ
り
と
な
る
。
八
月
九
日
、
晴
れ
後
雪
。
十
五
時
二
十
分
、
妙
子
Ｂ

Ｃ
帰
幕
。
我
が
隊
の
登
山
活
動
は
終
了
し
た
。

下
山
ま
で

そ
の
後
降
雪
の
毎
日
と
な
り
、
八
月
十

一
日
、
労
山
隊
が
Ｋ
２
を
去
る
。

国
際
隊
、
「
ミ
Ｆ
隊
、
Ｃ
日
隊
と
順
次
Ｂ
Ｃ
を
去
り
、
我

々
六
名
だ
け
と

な

っ
た
。
迎
え
の
ポ
ー
タ
ー
達
が
上
が

っ
て
く
る
ま
で
ま
だ
四
日
も
あ
る

の
で
、
毎
日
全
員
で
Ｂ
Ｃ
の
清
掃
を
試
み
る
。
ど
の
隊
も
隊
員
が
先
に
下

山
し
後
を
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
任
せ
に
し
て
い
る
せ
い
か
、
大
量
の
ゴ
ミ
や
食

料
が
放
棄
さ
れ

っ
放
し
で
あ
る
。
中
に
は
大
型
バ

ッ
テ
リ
ー
ま
で
置
き
去

り
に
し
、
そ
こ
か
ら
液
体
の
漏
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
可
燃
物
は
燃
や

し
、
出
来
る
限
り
の
不
燃
物
を
収
集
し
た
が
、
限
界
が
あ
る
。
帰
路
我
々

の
ポ
ー
タ
ー
十
九
名
中
二
・五
名
の
荷
は
他
隊
の
ゴ
ミ
で
あ

っ
た
Ｏ

八
月
十
五
日
、

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
泊
。
十
七
日
、
ゴ
ン
ド
コ
ロ
峠
を
越

え
、
途
中

マ
チ

ュ
ル
ー
で
二
泊
後
、
八
月
二
十
日
ス
カ
ル
ド
に
着
く
。
イ

ス
ラ
マ
バ
ー
ド

ヘ
連
絡
を
す
る
と
、
須
藤
建
志
氏
の
事
故
を
知
ら
さ
れ
、

愕
然
と
す
る
。
カ
ラ
コ
ル
ム
を
真
剣
に
愛
す
る
岳
兄
が
ま
た

一
人
去

っ
て

し
ま

っ
た
。
八
月
二
十
三
日
、
陸
路
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に
着
き
、
翌
二
十

四
日
、
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
終
え
、
登
山
隊
は
解
散
し
た
。

∧
記
録
概
要
∨

隊
の
名
称
　
日
本
Ｋ
２
登
山
隊
二
〇
〇
〇
年

活
動
期
間
　
二
〇
〇
〇
年
六
月
十
二
日
～
八
月
二
十
四
日

隊
員
構
成
　
寺
沢
玲
子

（隊
長
４８
）
、
山
野
井
泰
史

（３５
）、
Ｗ

ｅ
ク
ル
テ
ィ

カ

（
５２
）
、
飛
田
和
夫

（
５４
）、
山
野
井
妙
子

（
４４
）

目
　
　
的

　
一　

東
壁
よ
リ
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル

一
一　
南
南
東
リ
ブ
よ
リ
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
の
無
酸
素

登
頂

結
　
　
果
　
七
月
二
十
日
　
山
野
井
泰
史
が
南
南
東
リ
ブ
よ
り
単
独
無
酸

素
登
頂

〔註

一
本
登
山
は
日
本
山
岳
会
海
外
登
山
基
金
二
〇
〇
〇
年
度
助
成
金
を

受
け
て
実
施
さ
れ
た
〕

113



チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
初
登
頂

最
近
、
大
学
山
岳
部
の

「創
部
○
○
周
年
記
念
」
な
ど
を
う
た
う
登
山

隊
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な

っ
た
。
早
稲
田
大
学
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
登
山

隊
も
、
創
部
八
十
周
年
の
記
念
事
業
で
あ

っ
た
。

記
念
登
山
と
い
う
の
は
、
た
い
て
い
は
資
金
集
め
の
方
便
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
そ
れ
で
い
い
。
だ
が
、
登
山
グ
ル
ー
プ
が
年
月
を
経
る
う
ち
に
活
力

を
失
い
、
そ
ん
な
名
目
で
も
立
て
な
け
れ
ば
登
山
隊
も
出
せ
な
い
場
合
も

あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
我
々
は
そ
う
だ

っ
た
と
思
う
。

登
山
の
あ
り
よ
う
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
大
学
山
岳
部
の
衰
退
は
、

い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
少
数
で
も
入
部
し
て
く
る
新
人

が
い
る
限
り
は
、
な
ん
と
か
事
故
の
な
い
、
い
い
登
山
を
さ
せ
て
や
り
た

い
と
、
Ｏ
Ｂ
ら
が
気
を
も
ん
で
い
る
、
と
い
う
の
が
、
多
く
の
大
学
山
岳

部
の
現
状
だ
ろ
う
。

山
　
田

　

　

新

こ
う
し
た
背
景
を
背
負

っ
て
、
Ｏ
Ｂ
の
間
で
も
ち
上
が

っ
た
登
山
計
画

は
、
隊
員
も
ほ
と
ん
ど
決
ま

っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
、
心
も
と
な
い
状
態

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。　
一
九
九
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。

「
幻
の
山
」
を
求
め
て

標
高
六
九
六
二
川
の
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
を
、
初
め
て
登
山
対
象
に
選

ん
だ
の
は
八
八
年
の
京
都
大
学
隊
で
あ
る
。
彼
ら
は
西
部
昆
術
の
峠
を
越

え
新
彊
と
チ
ベ
ッ
ト
を
結
ぶ
新
蔵
道
路
を
経
由
し
、
車
で
山
脈
南
側
の
チ

ベ

ッ
ト
高
原
に
回
り
込
ん
で
接
近
を
試
み
た
。
し
か
し
、
悪
路
に
阻
ま
れ
、

ケ
リ
ヤ
峠
ま
で
到
達
し
た
の
が
や

っ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
十
年
以
上
、

挑
戦
す
る
者
も
な
く
未
踏
峰
の
ま
ま
残

っ
て
い
た
の
は
、
京
大
隊
の
先
例

が
登
山
者
に

「接
近
困
難
」
の
先
入
観
を
与
え
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
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チ ョンムスターグ初登頂

こ
の
山
の
位
置
す
る
ケ
リ
ヤ
川
源
流
域
は
情
報
が
少
な
い
。
記
録
と
し

て
は

一
八
九
八
年
に
測
量
の
た
め
こ
の
地
域
に
入

っ
た
イ
ン
ド
測
量
局
の

英
国
人
、
デ
ー
ジ
ー
大
尉
の
著
書

＊
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

＊
甲出・甲出
・『
・∪
①”
∽マ
一
Ｈ●
↓
一げ
①け
”
椰
ヽ
Ｏ
Ｆ
い●
①∽①
弓
Ｃ
『Ｆ
①∽
け”
い
（〓Φ
Ｏ
｝）

ア
プ

ロ
ー
チ

・
ル
ー
ト
の
偵
察
は
不
可
欠
と
思
わ
れ
た
。
車
を
使

っ
た

京
大
隊
の
首
尾
を
検
討
し
、
昔
な
が
ら
の
家
畜
に
よ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
山

に
接
近
す
る
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
未
知
の
自
然
の
予
測
不
可

能
な
諸
条
件
と
機
械
力
の
兼
ね
合
い
を
考
え
る
と
、
車
で
は
最
善
の
準
備

を
し
て
も
日
標
の
山
に
必
ず
到
達
で
き
る
保
証
は
な
い
。
む
し
ろ
デ
ー
ジ
ー

の
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
駄
獣
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
方
が
、
な
に
か
と
応
用
が
き

い
て
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
駄
獣
を
使
う
な
ら
、
無
人
の
チ
ベ

ッ
ト
側

で
は
な
く
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
南
縁
の
、
人
の
住
む
場
所
を
出
発
点
と

す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
九
九
年
五
、
六
月
に
Ｏ
Ｂ
二
人
の
偵
察
隊
を
出
し
た
。
彼
ら
は
西

域
南
道
の
拠
点
都
市
ホ
ー
タ
ン
か
ら
四
輪
駆
動
車
で

一
日
行
程
の
ポ
ル
ー

村
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
出
発
点
と
し
た
。
ケ
リ
ヤ
川
源
流
に
、
外
国
人
と
し

て
デ
ー
ジ
ー
以
来
百

一
年
ぶ
り
に
到
達
し
た
が
、
荷
運
び
の
ロ
バ
の
消
耗

な
ど
か
ら
、
Ｂ
Ｃ
予
定
地
ま
で
た
ど
り
着
け
な
か

っ
た
。
ガ
ス
の

一
瞬
の

晴
れ
間
に
か
す
む
、
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
ら
し
い
山
の
姿
を
写
真
に
収
め

た
の
に
と
ど
ま

っ
た
。

こ
れ
で
は
と
て
も
本
隊
を
送
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
同
年
九
月
、
今

度
は
デ
ー
ジ
ー
が
入
山
路
に
使

っ
た
、
カ
ラ
サ
イ
村
か
ら
の
ル
ー
ト
を
探

る
。
カ
ラ
サ
イ
は
ポ
ル
ー
よ
り
約
二
百
キ

ロ東
方
に
あ
る
。
児
玉
茂
Ｏ
Ｂ
が

単
身
、
現
地
入
り
し
た
。
ぶ

っ
つ
け
本
番
で
情
報
収
集
し
な
が
ら
ロ
バ
十

二
頭
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
み
、
十
日
で
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
の
麓
に
達
し

た
。
こ
の
第
二
回
偵
察
の
模
様
は
児
玉
の
記
録

（「
山
岳
」
第
九
五
年
ほ

か
）
に
詳
し
い
。

児
玉
が
撮
影
し
た
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
の
見
事
な
姿
は
、
我
々
が
初
め

て
眼
に
す
る
も
の
だ

っ
た
。
西
部
昆
術
に
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ヌ
ナ

タ
ッ
ク
の
よ
う
に
雪
を
被

っ
て
丸
い
山
容
が
多
い
が
、
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー

グ
だ
け
は
岩
稜
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
ひ
だ
に
飾
ら
れ
、
登
攀
価
値
も
高
い
と
思
わ

れ
た
。

い
ま
ど
き
目
標
の
山
を
、
登
る
前
に
探
し
に
行
く
登
山
は
珍
し
か
ろ
う
。

こ
う
し
て
計
画
が
動
き
出
し
、
「幻
の
山
」
を
探
り
当
て
た
と
な
る
と
、

仲
間
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま
る
。
九
九
年
秋
、
私
は
よ
う
や
く

「
行

け
る
」
と
の
確
信
を
抱
く
に
至

っ
た
。
早
大
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
組
織
で
あ
る

稲
門
山
岳
会
内
部
で
募
金
が
始
ま
り
、
登
山
の
実
行
部
隊
は
金
集
め
に
わ

ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

学
生
の
参
加

私
は
こ
の
山
に
山
岳
部
の
学
生
を
ぜ
ひ
と
も
連
れ
て
行
き
た
か

っ
た
。

七
千
屑
を
切
る
標
高
や
、
少
な
く
と
も
下
部
は
技
術
的
に
問
題
な
さ
そ
う

な
山
容
に
は
、
経
験
の
浅
い
学
生
に
も
力
を
発
揮
し
や
す
い
条
件
が
あ
る
。

な
に
よ
り
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
含
め
、
い
ま
ど
き
得
が
た
い
探
検
的
要
素
が
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あ

っ
た
。
あ
え
て
不
人
気
の
山
岳
部
の
ド
ア
を
た
た
い
た
学
生
が

「
入

っ

て
よ
か

っ
た
」
と
思

っ
て
く
れ
る
だ
け
で
も
意
義
が
あ
る
。
計
画
を
説
明

す
る
と
、
み
な
参
加
に
強
い
意
欲
を
示
し
た
。

隊
員
は
最
終
的
に
山
岳
部
全
部
員
の
五
人
、
Ｏ
Ｂ
六
人
、
テ
レ
ビ
の
撮

影
助
手
と
し
て
学
習
院
大
山
岳
部
の
棚
橋
靖
Ｏ
Ｂ
の
計
十
二
人
と
な
っ
た
。

副
隊
長
の
大
谷
映
芳
は
テ
レ
ビ
朝
日
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
、
世
界
の
辺
境

や
山
岳
取
材
を
重
ね
て
い
る
。
今
回
も
番
組
の
取
材
を
兼
ね
て
の
参
加
で

あ
る
。
第

一
回
偵
察
に
携
わ

っ
た
木
野
広
明
と
稲
葉
英
樹
両
Ｏ
Ｂ
も
参
加

す
る
。
木
野
は
テ
レ
ビ
取
材
の
カ
メ
ラ
を
担
当
す
る
。
ほ
か
に
、　
一
九
六

五
年

ロ
ー
ツ
ェ
ｏ
シ
ャ
ー
ル
隊
の
隊
員
だ

っ
た
六
十
歳
代
の
シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ

二
人
も
参
加
が
決
ま

っ
た
。

シ
エ
ア
の
活
躍

二
〇
〇
〇
年
七
月
十

一
日
、
大
谷
ら
五
人
の
先
発
隊
が
成
田
を
た
っ
た
。

ホ
ー
タ
ン
で
食
料
や
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
必
要
な
大
量
の
物
資
を
調
達
す

る
。
入
山
口
と
な
る
、
カ
ラ
サ
イ
の
下
村
キ
ャ
ン
ト
カ
イ
で
の
ロ
バ
と

ロ

バ
使
い
の
雇
用
交
渉
も
任
務
で
あ

っ
た
。

本
隊
は
十
八
日
に
出
発
し
、
二
十
二
日
、
キ
ャ
ン
ト
カ
イ
で
先
発
隊
と

合
流
し
た
。
先
発
隊
に
よ

っ
て
、
入
山
準
備
は
す
べ
て
整

っ
て
い
た
。
ホ
ー

タ
ン
で
の
物
資
調
達
に
は
棚
橋
が
活
躍
し
て
く
れ
た
。
シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
の
働

き
も
大
き
か

っ
た
。

ロ
バ
の
交
渉
は
、
最
年
長
の
成
川
隆
顕
隊
員
が
ま
と

め
あ
げ
た
。
医
療
用
酸
素
ボ
ン
ベ
を
入
手
す
る
た
め
、
ウ
ル
ム
チ
か
ら

一

人
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
回

っ
た
の
は
自
鳥
健
二
隊
員
で
あ

っ
た
。
白
鳥
隊
員
は

キ
ャ
ン
ト
カ
イ

ヘ
の
道
中
、
砂
と
増
水
で
立
ち
往
生
し
た
ト
ラ
ッ
ク
に
付

き
添
い
、
隊
荷
を
守

っ
て
再
度
の
ビ
バ
ー
ク
も
し
た
。

雨
に
た
た
ら
れ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン

二
十
三
日
朝
、
隊
員
十
二
人
、
新
彊
登
山
協
会
の
ウ
イ
グ
ル
人
ス
タ

ッ

フ
ニ
人
、
馬
方
十
七
人
、

ロ
バ
九
十
頭
の
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
動
き
始
め
た
。

翌
日
、
カ
ラ
サ
イ
か
ら
沢
伝
い
に
昆
帯
の
前
山
に
分
け
入
り
、
三
六
四

〇
眉
の
ウ
レ
ー
シ
ュ
峠
を
越
え
た
。
小
雨
の
中
を
沢
沿
い
に
下
る
。
南
か

ら
の
パ
シ
ム
と
の
川
合
流
点
で
、
増
水
の
た
め
ロ
バ
が
川
を
渡
れ
ず
、
丸

二
日
間
停
滞
す
る
。
二
十
六
日
午
後
、
よ
う
や
く

ロ
バ
を
徒
渉
さ
せ
、
左

岸
の
泥
の
が
け
に
ロ
バ
の
道
を

つ
く

っ
て
河
岸
段
丘
に
上
が

っ
た
。
二
十

七
日
も
雨
だ

っ
た
。
午
後
、
ク
ヤ

ッ
ク
川
の
渦
巻
く
濁
流
を
な
ん
と
か
渡

り
き

っ
た
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
計
器
に
よ
る
と
、
前
日
の
テ
ン
ト
場
か
ら
六
百
屑

移
動
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
乾
燥
地
帯
で
増
水
に
苦
し
め
ら
れ
る
と
は
、

予
想
外
で
あ

っ
た
。
昨
秋
の
偵
察
時
の
快
晴
続
き
と
は
大
違
い
で
あ
る
。

我
々
が
濁
流
と
苦
闘
し
て
い
た
こ
ろ
、
ふ
も
と
で
は
、

ニ
ヤ
ー
ケ
リ
ヤ

間
の
幹
線
道
路
が
川
の
増
水
で
何
力
所
も
決
壊
し
て
い
た
。
馬
方
ら
に
よ

る
と
、
六
年
ぶ
り
の
大
雨
だ
と
い
う
。
パ
シ
ム
川
も
ク
ヤ

ッ
ク
川
も
、
そ

の
流
域
に
万
年
雪
を
い
た
だ
く

「
ム
ス
タ
ー
グ
」
（氷
雪

の
山
）

は
な
い

の
で
、
大
水
の
原
因
は
雪
や
氷
河
の
融
水
で
は
な
か
ろ
う
。
目
の
前
の
濁

流
は
、
上
流
で
降

っ
て
い
る
雨
の
せ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
灌
木
が
根
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こ
そ
ぎ
流
さ
れ
て
く
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
増
水
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
あ
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

セ
ル
ッ
ク
ト
ゥ
ズ
川
を
さ
か
の
ぼ
る
二
十
八
日
も
朝
方
、

ロ
バ
に
荷
物

を

つ
け
て
い
る
う
ち
に
水
が
増
え
た
。
流
れ
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
た
が
、

最
年
長
の
六
十
歳
す
ぎ
の
馬
方
ジ

ュ
ム
ラ
ホ
ン
が
迂
回
路
を
知

っ
て
い
た
。

か
つ
て
は
ケ
リ
ヤ
川
源
流
ま
で
放
牧
に
入
る
こ
と
が
あ

っ
た
と
い
う
。
七

〇
年
代
に
は
人
民
解
放
軍
測
量
隊
の
補
給
の
た
め
、
我
々
の
Ｂ
Ｃ
予
定
地

周
辺
ま
で
入
山
し
た
経
験
者
が
馬
方
の
中
に
い
る
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
彼
ら

の
記
憶
と
経
験
が
頼
り
で
あ
る
。

ロ
バ
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
主
役

カ
ラ
サ
イ
の
ロ
バ
は
強
い
。
第

一
次
偵
察
で
使

っ
た
ポ
ル
ー
の
ロ
バ
の

平
均
積
載
量
は
三
十
キ

ロだ

っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
五
千
屑
の
峠
越
え
に

耐
え
ら
れ
ず

一
頭
が
衰
弱
死
し
た
。
対
照
的
に
カ
ラ
サ
イ
の
ロ
バ
は
五
、

六
十
キ

ロ
の
荷
物
や
人
を
乗
せ
て
高
原
砂
漠
を
平
然
と
行
く
。
ま
た
が
る
と

足
が
地
面
に
つ
き
そ
う
な
大
柄
の
隊
員
だ
と
、
ザ
ッ
ク
も
含
め
担
荷
量
は

百
キ

ロ近
く
な
る
の
に
、
我
慢
強
く
歩
く
。
疲
れ
き

っ
て
地
面
に
ひ
ざ
を
折

り
動
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
驚
異
の
体
力
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

ポ
ル
ー
で
は
牧
畜
に
頼
る
比
重
が
減

っ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が

失
わ
れ

つ
つ
あ
る
の
に
対
し
、
カ
ラ
サ
イ
で
は
い
ま
も
山
中

へ
の
羊
の
放

牧
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
な
差
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
こ
こ
数
年
、
牧
民
の
定
着
化
を
図
る
地
方
政
府
の
方
針
で
、

カ
ラ
サ
イ
の
住
民
は
下
の
村
に
移
住
さ
せ
ら
れ
、
夏
の
放
牧
の
拠
点
と
し

て
か
ろ
う
じ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ロ
バ
を
連
ね
て
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
不
可
能
に
な
る
日
が
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ

ロ
バ
な
の
か
。
同
じ
新
彊
で
も
私
が
か
つ
て
経
験

し
た
Ｋ
２

（チ

ョ
ゴ
リ
）
北
面
な
ど
シ
ャ
ク
ス
ガ
ム
川
流
域

へ
の
入
山
に

は
、
も

っ
ぱ
ら
ラ
ク
ダ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
ト
カ
イ
周
辺
に
は
、

驚
く
ほ
ど
巨
大
で
立
派
な
体
を
し
た
ラ
ク
ダ
が
い
る
が
、
馬
方
ら
は
山
中

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
は
ロ
バ
が
最
適
な
の
だ
と
い
う
。
大
量
の
飼
い
葉
を
運

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ラ
ク
ダ
に
対
し
、

ロ
バ
の
え
さ
は
山
中
に
自
生
す

る
草
や
濯
木
で
ほ
ぼ
事
足
り
る
そ
う
で
あ
る
。
標
高
五
千
眉
近
く
な
る
と
、

ロ
バ
の
食
草
は
、
馬
方
ら
が
ヤ
プ
カ

ッ
ク
と
呼
ぶ
小
灌
木
く
ら
い
し
か
な

い
が
、

ロ
バ
は
こ
れ
を
喜
ん
で
食
う
。

三
十

一
日
、
小
雨
の
中
キ
ャ
ラ
バ
ン
ｏ
ル
ー
ト
の
最
壺
助
、
ク
ジ
ル
ア
ッ

ト
峠

（五

一
四

一
屑
）
を
越
え
た
。
四
八
〇
〇
眉
ま
で
下

っ
て
日
が
落
ち
、

幕
営
し
た
が
、
水
が
な
い
。
最
後
の
水
場
で
汲
む
こ
と
に
な

っ
て
い
た
水

を
、
な
ぜ
か
馬
方
た
ち
が
汲
ん
で
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
や
む
な
く
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
行
動
食
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
わ
ず
か
な
水
で
食
事
を

す
ま
せ
た
。
翌
日
、
シ
ョ
ー
ル
ク
ル
湖
の
畔
の
泉
の
水
で
人
心
地
つ
い
た
。

増
水
で
遅
れ
た
日
程
を
取
り
戻
す
た
め
、
毎
日
の
行
程
が
長
い
。
早
朝

か
ら
日
暮
れ
ま
で
黙
々
と
四
、
五
十
キ

ロ進
む
日
も
あ
り
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
全

体
に
疲
労
感
が
漂
う
。
そ
れ
で
も
八
月
二
日
、

つ
い
に
ケ
リ
ヤ
川
源
流
域
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キャラバン12日 目の8月 3日 、日標の山チョンムスターグがはじめて姿を現す

に
入

っ
た
。
ケ
リ
ヤ
川
は
昆
術
の
前
山
に
深
い
谷
を
刻
み
、
タ
ク
ラ
マ
カ

ン
砂
漠
に
流
れ
込
む
。
谷
沿
い
に
さ
か
の
ぼ
る
の
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
大
き
く
迂
回
す
る
の
で
あ
る
。

チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
／

三
日
、
久
し
ぶ
り
に
朝
か
ら
晴
れ
た
。
大
き
く
開
け
た
緩
や
か
な
谷
を

登
り

つ
め
る
と
、
セ
ル
ッ
ク
ル
ッ
ク
ボ
ヤ
ン
と
呼
ば
れ
る
峠
で
あ
る
。
峠

と
い
う
よ
り
、
広
大
な
平
原
だ

っ
た
。
細
長
い
湖
の
ほ
と
り
を
行
く
。
左

手
の
低
い
尾
根
に
登
り
、
峠
に
出
る
と
、
い
き
な
リ
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ

の
姿
が
日
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
東
西
に
横
た
わ
る
真

っ
白
な
山
脈
の
中

央
に
、
そ
の
山
は
そ
び
え
て
い
た
。
雲
が
垂
れ
込
め
る
こ
と
が
多
か

っ
た

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
最
後
に
、
不
意
を
突
か
れ
、
胸
に
迫
る
も
の
が
あ

っ
た
。

な
お
二
十
キ

ロ
の
距
離
を
残
し
て
い
る
が
、
写
真
で
は
読
み
取
れ
な
か

っ
た

尾
根
の
入
り
組
み
具
合
も
よ
く
分
か
る
。

山
岳
部
主
将
の
渡
辺
佳
苗
が
タ
オ
ル
を
顔
に
当
て
、
し
ゃ
く
り
あ
げ
て

い
る
。
紅

一
点
な
が
ら
学
生
を
東
ね
る
立
場
に
あ

っ
た
が
、
濁
流
に
翻
ろ

う
さ
れ
、
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
ロ
バ
の
背
に
揺
ら
れ
る
長
い
道
程
に
、

人
知
れ
ぬ
苦
労
も
あ

っ
た
の
か
。

Ｂ
Ｃ
設
営

こ
の
日
、
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
山
頂
の
北
西
十
キ

ロ
の
標
高
四
八
五
〇
】
月

に
Ｂ
Ｃ
を
設
営
し
た
。
幅
百
】
月
ほ
ど
の
川
原
よ
り

一
段
高
い
、
砂
の
堆
積
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し
た
古
い
モ
レ
ー
ン
の
上
で
あ
る
。
川
原
に
は
澄
ん
だ
流
れ
も
あ
る
。
雪

の
前
山
の
奥
に
、
ち
ょ
こ
ん
と
山
頂
が
見
え
る
。
文
句
の
な
い
テ
ン
ト
場

だ
。
予
定
よ
り
二
日
余
計
に
か
か

っ
た
が
、
と
も
か
く
無
事
に
着
い
た
。

馬
方
の
親
方
ヌ
ラ
ホ
ン
が
笑
顔
で
握
手
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
手
を
強
く

握
り
し
め
る
。

徒
渉
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
判
断
の
悪
さ
や
、
水
無
し
の
露
営
な
ど
ハ
馬
方

ら
に
不
満
が
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
例
年
に
な
い
多
雨
の
悪

条
件
の
中
、
よ
く
や

っ
て
く
れ
た
。
彼
ら
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
持

っ
た
、
日
本
語
の
堪
能
な
ヌ
ル

・
ム
ハ
マ
ッ
ド
連
絡
官
ら
新
彊
登

山
協
会
の
ウ
イ
グ
ル
人
ス
タ
ッ
フ
の
貢
献
も
キ
ャ
ラ
バ
ン
成
功
の
要
因
で

あ
る
。
荷
物
を
下
ろ
し
た

ロ
バ
の
背
中
は
あ
ち
こ
ち
荷
ず
れ
で
皮
が
破
れ
、

痛
々
し
か

っ
た
。

ロ
バ
た
ち
に
と

っ
て
も
厳
し
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
あ

っ
た
。

四
日
、
大
谷
、
棚
橋
と
私
の
二
人
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
適
地
を
探
し
に
行

っ
た
。

残
り
の
隊
員
は
Ｂ
Ｃ
で
荷
物
整
理
で
あ
る
。
北
西
稜
末
端
の
五
二
〇
〇
眉

に
、
モ
レ
ー
ン
か
ら
し
み
出
し
た
き
れ
い
な
水
の
流
れ
る
お
花
畑
が
あ

っ

た
。
野
生
ヤ
ク
の
も
の
ら
し
い
大
き
な
糞
が
あ
ち
こ
ち
に
落
ち
て
い
た
。

こ
の
場
所
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
決
め
た
。

五
日
朝
、

ロ
バ
と
馬
方
の
半
数
が
カ
ラ
サ
イ
に
引
き
返
し
て
行

っ
た
。

多
忙
な
ヌ
ル
連
絡
官
も

一
緒
に
下
山
す
る
。
彼
ら
を
見
送

っ
た
あ
と
、
残

っ

た

ロ
バ
の

一
部
に
高
所
用
の
装
備
、
食
料
を
積
み
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
へ
荷
上
げ
を

す
る
。
後
か
ら
く
る
学
生
ら
を
待

つ
間
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
荷
物
を
整
理

す
る
。
さ
ら
に
Ｃ
ｌ
へ
の
ル
ー
ト
を
偵
察
す
る
た
め
に
私
は
大
谷
、
棚
橋

と
二
人
で
北
西
稜
の
ガ
ラ
場
に
取
り
付
い
た
。
上
部
が
見
渡
せ
る
五
七
〇

〇
屑
ま
で
登

っ
た
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
雪
面
と
な
る
が
、
技
術
的
に
は
全

く
問
題
の
な
い
緩
や
か
な
斜
面
で
あ
る
。

こ
の
日
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
往
復
し
た
学
生
は
疲
労
の
色
が
濃
い
。
高
度
の
影
響

も
出
て
い
る
。
高
度
計
が
高
度
を
下
げ
、
高
気
圧
到
来
を
告
げ
て
い
る
が
、

六
日
は
休
養
日
と
し
た
。
皮
肉
に
も
六
日
は
雲

一
つ
な
い
快
晴
が
終
日
続

い
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
好
天
が
登
山
期
間
中
、
三
度
と
な
い
こ
と
は
知
る
由

も
な
か

っ
た
。

大
谷
パ
ー
テ
ィ
ー
の
先
行

七
日
、
Ｃ
ｌ
へ
の
荷
上
げ
が
始
ま

っ
た
。

Ｃ
ｌ
は
北
西
稜
の
五
九
〇

〇
属
の
ピ
ー
ク
に
置
く
。
大
谷
と
木
野
、
棚
橋
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
ｌ
を
往

復
し
た
。
二
人
は
テ
レ
ビ
ク
ル
ー
を
兼
ね
る
。
テ
レ
ビ
朝
日
ニ
ュ
ー
ス
ｏ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

「世
界
の
名
峰
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
高
所
や
辺
境
の
取

材
を
何
度
も
共
に
し
て
い
る
。

私
と
稲
葉
は
学
生
ら
と
Ｂ
Ｃ
を
出
て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
荷
物
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ

プ
し
Ｃ
ｌ
を
目
指
す
。
し
か
し
、
学
生
は
Ｃ
ｌ
に
た
ど
り

つ
け
ず
、
途
中

か
ら
下

っ
た
。
頭
痛
で
Ｂ
Ｃ
に
と
ど
ま

っ
た
者
も
い
る
。
最
初
か
ら
学
生

の
高
度
順
化
の
遅
れ
が
目
に
つ
く
。
短
期
決
戦
だ
け
に
、
早
く
遅
れ
を
取

り
戻
さ
せ
た
い
。
午
後
あ
ら
れ
が
降
り
、
天
気
は
早
く
も
下
り
坂
だ
。

十
日
、
大
谷
ら
二
人
は
Ｃ
ｌ
か
ら
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
と
名
付
け
た
六
六
五

〇
】
月
の
雪
の
ピ
ー
ク
基
部
の
Ｃ
２
予
定
地

（六
四
〇
〇
屑
）
を
往
復
し
た
。
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大
谷
ら
は
、
こ
れ
で
高
度
順
化
は
得
ら
れ
た
と
し
て
、
Ｂ
Ｃ
で
の
休
養
を

は
さ
ん
で

一
気
に
ア
タ
ッ
ク
し
た
い
と
い
っ
て
き
た
。

計
画
で
は
、
学
生
と
Ｏ
Ｂ
の
混
成
パ
ー
テ
ィ
ー
を
二
つ
な
い
し
は
三

つ

つ
く

っ
て
、
高
度
順
化
を
重
ね
な
が
ら

一
緒
に
頂
上
を
目
指
す
こ
と
に
し

て
い
た
。
学
生
と
シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
も
、
体
力
、
順
化
の
進
行
度
を
見
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
隊
員
を
登
頂
さ
せ
る
腹
積
も
り
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
学
生
は
下
痢
、
発
熱
、
頭
痛
と
、
代
わ
る
代
わ
る
体
調
を

崩
し
て
い
る
。
大
谷
ら
に
対
し
て
、
学
生
の
順
化
の
遅
れ
は
明
ら
か
だ

っ

た
。
大
谷
ら
の
突
出
に
よ
っ
て
、
私
の
目
論
見
は
崩
れ
る
。
大
谷
パ
ー
テ
ィ
ー

が
先
行
し
、
学
生
抜
き
で
ア
タ
ッ
ク
す
る
と
、
体
力
、
技
術
両
面
で
未
熟

な
学
生
の
登
頂
の
可
能
性
は
、
ま
す
ま
す
少
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
足
並
み
の
そ
ろ
わ
な
い
弱
体
パ
ー
テ
ィ
ー
の
宿
命
と
い
え
ば
そ
れ
ま

で
だ
が
。

そ
れ
に
、
ル
ー
ト
で
技
術
的
に
問
題
に
な
る
の
は
、
Ｃ
２
よ
り
上
の
頂

稜
だ
。
学
生
を
安
全
に
登
ら
せ
る
に
は
、
ル
ー
ト
エ
作
に
相
当
の
手
間
ひ

ま
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
一
方
で
、
天
候
が
ぐ
ず
つ
い
て
い
る
だ

け
に
、
登
れ
る
者
を
先
に
登
ら
せ
て
お
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
も
事

実
で
あ
る
。
じ
く
じ
た
る
思
い
を
抑
え
な
が
ら
、
大
谷
ら
二
人
を
第

一
次

ア
タ
ッ
ク
隊
と
し
て
送
り
出
す
こ
と
を
決
め
た
。

十

一
日
、
大
谷
ら
二
人
が
休
養
の
た
め
Ｂ
Ｃ
に
下

っ
た
。
稲
葉
と
私
で

Ｃ
２
へ
の
荷
上
げ
を
兼
ね
て
ル
ー
ト
エ
作
す
る
。
雪
の
大
斜
面
の
下
り
口

に
ロ
ー
プ
を
百
屑
固
定
し
た
。
そ
れ
よ
り
先
、
広
い
雪
の
稜
線
を
行
く
。

風
下
の
東
側
に
大
量
の
雪
が
貯
ま

っ
て
い
る
。
前
日
、
大
谷
ら
が
ラ
ッ
セ

ル
を
し
て
い
る
と
、
足
元
が
ズ
ン
と
音
を
た
て
て
沈
み
こ
ん
だ
と
い
う
。

隠
れ
た
ク
レ
バ
ス
や
、
雪
庇
の
崩
落
が
恐
い
の
で
、
大
谷
ら
の
ト
レ
ー
ス

よ
り
さ
ら
に
西
寄
り
に
ル
ー
ト
を

つ
け
直
し
、
学
生
の
荷
上
げ
に
備
え
て

三
カ
所
に
ロ
ー
プ
を
固
定
し
た
。
こ
の
日
、
ア
タ

ッ
ク

・
キ
ャ
ン
プ
の
Ｃ

２
建
設
の
た
め
二
年
生
以
上
の
学
生
四
人
が
Ｃ
ｌ
入
り
し
た
。

十
二
日
、
と
き
ど
き
雲
は
か
か
る
が
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
穏
や
か
な
天

気
で
あ
る
。
学
生
四
人
を
稲
葉
と
私
が
引
率
し
て
Ｃ
２
に
荷
上
げ
に
向
か

う
。
予
定
通
り
六
四
〇
〇
】
月
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
Ｃ
２
が
で
き
た
。
大
谷

ら
が
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
入
れ
ば
、
ア
タ
ッ
ク
体
勢
完
了
で
あ
る
。
学
生
は

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
。
次
回
Ｃ
２
に
上
が
る
と
き
は
、
彼
ら

自
身
の
ア
タ
ッ
ク
が
目
的
と
な
る
。

十
三
日
、
前
日
の
Ｃ
２
荷
上
げ
隊
が
Ｂ
Ｃ
に
下
り
、
大
谷
ら
が
Ｃ
ｌ
入

り
し
た
。
こ
の
日
、
二
次
ア
タ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
を
私
、
稲
葉
に
学
生
は

渡
辺
、
山
田
剛
士
の
二
人
と
決
め
、
隊
員
に
告
げ
た
。
Ｂ
Ｃ
に
ア
タ

ッ
ク

近
し
、
と
い
う
緊
張
感
が
み
な
ぎ

っ
た
。

十
四
日
、
大
谷
パ
ー
テ
ィ
ー
が
Ｃ
２
入
り
し
た
。
二
次
隊
は
Ｃ
ｌ
に
入

り
、　
一
日
遅
れ
で
大
谷
パ
ー
テ
ィ
ー
を
追
う
。
午
後
、
Ｃ
ｌ
で
は
あ
ら
れ

が
激
し
く
テ
ン
ト
を
た
た
い
た
。
夕
方
、
大
谷
と
交
信
し
た
。
翌
朝
七
時

（北
京
時
間
＝
以
降
同
じ
）
に
出
発
す
る
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
も
携
行
す
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
荷
物
を
軽
く
し
た
い
、
と
伝
え
て
き
た
。
翌
日
の
晴

天
を
祈

っ
て
眠
り
に
つ
い
た
。

121



,クャ″′糖蒲

0

カラサイヘ

チョンムスターグ概念図

地図 2

登
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記

（大
谷
映
芳
）

前
夜
は
、
と
き
お
り
ぱ
ら
ば
ら
と
テ
ン
ト
を
た
た
く
雪
の
音
の
せ
い
も

あ

っ
て
、
ほ
と
ん
ど
眠
れ
な
か

っ
た
。
十
五
日
午
前
五
時

（北
京
時
間
、

以
下
同
じ
）
、
寝
袋
を
抜
け
出
す
。
天
気
は
期
待
し
た
ほ
ど
よ
く
な
い
。

明
る
く
な
る
の
を
待

っ
て
七
時
二
十
分
、
テ
ン
ト
を
後
に
す
る
。
ス
ノ
ー

ド
ー
ム
の
頂
上
直
下
の
急
斜
面
に
固
定

ロ
ー
プ
を
残
す
。
ラ
ッ
セ
ル
を
続

け
、
ゆ

っ
た
り
し
た
尾
根
を
行
く
。
そ
の
先
に
小
さ
な
雪
の
ピ
ー
ク
が
あ

る
。
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
の
頂
稜
と
西
峰

（六
七
四
〇
屑
）

へ
の
稜
線
の

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
先
は
吊
り
尾
根
状
で
、
九

時
半
に
最
低
鞍
部
に
着
い
た
。

こ
の
こ
ろ
、
天
気
が
変
わ

っ
た
。
風
が
強
ま
り
、
と
き
お
り
雪
が
飛
ん

で
く
る
。
先
の
ル
ー
ト
は
見
え
に
く
く
な
り
、
頂
上
は
姿
を
隠
し
た
。
ル
ー

ト
左
手
の
北
壁
側
に
は
大
き
な
雪
庇
が
張
り
出
し
て
い
る
た
め
、
視
界
が

な
い
と
危
険
だ
。
し
か
し
、
上
空
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
青
空
が
の
ぞ
く
。
早

く
も
天
気
待
ち
で
あ
る
。
約

一
時
間
後
、
ガ
ス
が
晴
れ
た
た
め
、
行
動
を

再
開
す
る
。
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
、
雪
庇
を
避
け
て
南
側
の
急
な
雪
の
斜
面

に
ル
ー
ト
を
と
る
。
ク
レ
バ
ス
が
口
を
開
け
る
谷
底
ま
で
、
す

っ
ぱ
り
切

れ
落
ち
て
い
る
。
技
術
的
に
難
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
硬
い
雪
の
上
に

新
雪
が
か
ぶ
り
、
い
わ
ゆ
る

「
い
や
ら
し
い
」
状
態
だ
。
気
心
の
知
れ
た

仲
間
の
技
術
を
互
い
に
信
用
し
、

コ
ン
テ
ニ
ュ
ア
ス
で
進
ん
だ
。

約

一
時
間
で
岩
峰
の
基
部
に
着
い
た
。
岩
峰
の
直
下
は
ク
レ
バ
ス
帯
と

な

っ
て
い
る
。
再
び
視
界
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
三
度
日
の
天
気
待

ち
を
す
る
。　
一
時
間
ほ
ど
し
て
多
少
先
が
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、

岩
峰
の
基
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
ク
レ
バ
ス
の
上
の
急
斜
面
を
直
上
。
ガ

ス
の
中
を
ニ
ピ

ッ
チ
、

ロ
ー
プ
を
伸
ば
し
た
。
視
界
は
全
く
な
く
な
り
、

ま
た
し
て
も
待
機
で
あ
る
。

す
で
に
午
後
三
時
を
過
ぎ
、
引
き
返
す
な
ら
こ
こ
し
か
な
い
。
Ｃ
２
の

山
田
隊
長
と
何
度
か
無
線
交
信
を
す
る
。
時
間
的
に
も
う
、
あ
ま
り
余
裕

が
な
い
。
登
る
の
か
戻
る
の
か
、
決
断
を
急
ぐ
よ
う
求
め
ら
れ
る
。
こ
の

時
間
か
ら
頂
上

へ
向
か
え
ば
ビ
バ
ー
ク
の
可
能
性
も
あ
る
。
出
直
し
て
翌

日
も
う

一
度
頂
上
を
狙

っ
た
ら
ど
う
か
、
な
ど
隊
長
と
の
や
り
と
り
が
続

い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
ル
ー
ト
を
再
度
登
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チョンムスターグ初登頂

アタックの翌朝 (8月 16日 )、 天気は回復してチョンムスターグが見えた

前夜は最低鞍部の大岩の陰でヒバークした

り
た
く
な
か

っ
た
。
天
気
が
果
た
し
て
い
つ
回
復
す
る
か
も
分
か
ら
な
い
。

天
気
の
難
し
い
山
で
あ
る
。
登
れ
る
と
き
に
登

っ
て
お
き
た
い
、
と
の
気

持
ち
が
強
か

っ
た
。

あ

っ
と
い
う
間
に
、
ま
た

一
時
間
近
く
た

っ
て
し
ま

っ
た
。
も
う
時
間

切
れ
だ
な
、
と
話
し
合

っ
て
い
た
そ
の
時
、
頂
上
岩
壁
が
見
え
始
め
た
。

意
外
に
近
い
。
午
後
四
時
、
登
攀
続
行
を
決
め
た
。

ひ
ざ
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
で
岩
の
基
部
目
指
し
て
斜
上
す
る
。
雪
が
吹
き

溜

っ
て
お
り
雪
崩
の
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
急
い
で
抜
け
る
し
か
な
い
。

岩
に
た
ど
り
着
い
て
ほ

っ
と
し
た
。
四
カ
所
で
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
な
が
ら
、

ニ
ピ

ッ
チ
進
ん
だ
。
「
も
う
問
題
な
い
で
す
よ
―
」。
上
か
ら
棚
橋
の
う
れ

し
そ
う
な
声
が
届
く
。
そ
こ
か
ら
百
屑
ほ
ど
緩
や
か
な
雪
面
を
登
り
き

っ

た
と
こ
ろ
が
頂
上
だ

っ
た
。
展
望
は
全
く
な
い
が
、
そ
れ
以
上
先
は
な
く
、

雪
庇
と
な

っ
て
い
る
。
午
後
五
時
三
十
分
だ

っ
た
。

な
ん
て
難
し
い
山
だ
ろ
う
か
。
猫
の
目
の
よ
う
に
変
化
す
る
、
先
の
読

め
な
い
天
気
、
斜
面
に
の
っ
た
不
安
定
な
雪
。
体
力
や
技
術
以
上
に
経
験

や
カ
ン
が
要
求
さ
れ
る
登
山
だ

っ
た
。

雪
は

一
段
と
激
し
く
、
風
も
強
く
な

っ
た
。
な
ん
と
か
、
こ
の
日
の
う

ち
に
Ｃ
２
ま
で
た
ど
り
着
き
た
い
。
そ
そ
く
さ
と
記
念
写
真
を
撮
リ
ビ
デ

オ
ヵ
メ
ラ
を
回
し
て
、
下
山
に
か
か

っ
た
。

風
雪
に
ト
レ
ー
ス
は
消
え
、
チ
リ
雪
崩
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
先
を
急
ぐ
。

ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
で
斜
面
の
傾
斜
す
ら
分
か
ら
な
い
。
谷
側
に
下
り
す
ぎ

た
り
、
雪
庇
に
寄
り
す
ぎ
た
り
し
て
、
何
度
も
肝
を
冷
や
し
た
。
し
か
し
、
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記
憶
に
残

っ
て
い
た
最
低
鞍
部
の
大
岩
が
、　
一
瞬
だ
が
、
ガ
ス
の
中
に
ぼ

ん
や
り
浮
か
び
、
何
と
か
危
険
地
帯
を
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

あ
と
は
ラ
ッ
セ
ル
を
続
け
る
だ
け
だ
が
、
往
路
に
立
て
た
日
印
の
小
旗

が
ど
う
し
て
も
見

つ
か
ら
な
い
。
夕
暮
れ
が
迫
る
。
八
時
半
を
過
ぎ
た
。

ビ
バ
ー
ク
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
大
岩
に
戻
り
、
三
人
で
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ

る
。
頂
上
を
明
け
渡
し
た
処
女
峰
に

「
ビ
バ
ー
ク
く
ら
い
し
て
、
ゆ

っ
く

り
帰
れ
ば
」
と
、
耳
元
で
さ
さ
や
か
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

眠
れ
な
い
長
く
、

つ
ら
い
夜
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
十
六
日
、
夜
が
明
け

て
も
視
界
は
悪
い
。
九
時
半
、
日
が
差
し
始
め
急
に
明
る
く
な

っ
て
、
小

旗
が
点
々
と
立

っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
こ
れ
で
帰
れ
る
と
、
う
れ
し
か

っ

た
。
十
二
時
半
、
Ｃ
２
に
着
い
た
。

果
た
せ
な
か

っ
た
二
次
登
頂

十
五
日
午
後
九
時
十
五
分
に
大
谷
が
ビ
バ
ー
ク
を
伝
え
て
き
て
か
ら
、

十
三
時
間
に
わ
た

っ
て
連
絡
が
途
絶
え
た
。
彼
ら
を
信
頼
し
て
は
い
て
も
、

不
安
が
募
る
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
大
谷
の
い
つ
も
の
の
ん
び
り
し
た
声

が
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
十
六
日
午
前
十
時
を
過
ぎ
て
い
た
。

Ｃ
２
で
大
谷
ら
に
飲
ま
せ
る
茶
を
沸
か
し
な
が
ら
、
以
後
の
段
取
り
を

考
え
た
。
大
谷
は
、
本
峰

へ
の
ル
ー
ト
は
固
定

ロ
ー
プ
を
べ
た
張
り
し
な

い
限
り
、
学
生
に
は
無
理
だ
ろ
う
と
い
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
二
次
隊
の
学

生
は
相
当
疲
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。　
一
度
全
員
を
Ｂ
Ｃ
に
下
ろ
し
て
態

勢
を
組
み
直
す
こ
と
に
し
た
。

や
が
て
、
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
の
頂
上
に
人
影
が
現
れ
た
。
前
日
の
ト
レ
ー

ス
が
す

っ
か
り
消
え
た
斜
面
に
、
く

っ
き
り
と
足
跡
を
刻
み
な
が
ら
二
人

が
下
り
て
く
る
。
こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ

っ
た
。

十
六
日
の
う
ち
に
大
谷
ら
ア
タ
ッ
ク
隊
の
二
人
は
Ｃ
ｌ
ま
で
下
り
、
残

り
全
員
が
Ｂ
Ｃ
に
集
結
し
た
。
十
七
日
を
休
養
日
と
し
、
十
八
日
か
ら
二

次
ア
タ
ッ
ク
に
移
る
。

チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
本
峰
の
二
次
ア
タ

ッ
ク
は
学
生
を
外
し
て
稲
葉
と

私
の
二
人
が
行
き
、
学
生
二
人
と
Ｏ
Ｂ
二
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
西
峰
ア
タ
ッ

ク
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
大
谷
は
、
西
峰

へ
は
ラ
ッ
セ
ル
さ
え
頑

張
れ
ば
行
け
そ
う
だ
と
い
う
。
西
峰
隊
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ヵ
メ
ラ
を

回
し
な
が
ら
の
本
峰
登
頂
で
疲
れ
た
と
こ
ろ
を
気
の
毒
だ

っ
た
が
、
木
野

に
も
う

一
踏
ん
張
り
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
に
自
鳥
Ｏ
Ｂ
、
学
生
は
渡
辺
と

山
田
剛
士
が
挑
む
。

十
八
日
、
稲
葉
と
私
が
西
峰
隊
よ
り

一
足
先
に
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
た
。
雲

が
か
か
り
、
異
様
に
暑
い
。
ア
タ
ッ
ク
後
そ
の
ま
ま
、
Ｃ
ｌ
で
待
機
し
て

い
た
木
野
を
ね
ぎ
ら
い
、
Ｃ
２
を
目
指
す
。
大
斜
面
を
登
り
き

っ
た
と
た

ん
、
猛
烈
な
雷
に
三
度
も
見
舞
わ
れ
た
。

十
九
日
、
朝
五
時
に
起
き
て
外
を
う
か
が
う
が
、
ガ
ス
が
ま
い
て
い
る
。

七
時
過
ぎ
に
出
発
す
る
。
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
の
上
に
立

つ
と
、
西
風
が
冷
た

い
。
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

ｏ
ピ
ー
ク
に
向
か
う
が
、
頂
上
方
向
は
ガ
ス
に
隠

れ
た
ま
ま
だ
。
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ヘ
の
登
り
の
手
前
で
稲
葉
と
相
談
し
、

翌
日
、
再
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
て
Ｃ
２
に
下

っ
た
。
Ｃ
ｌ
か
ら
西
峰
隊
が
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チョンムスターグ初登頂

上
が

っ
て
き
て
合
流
し
た
。

二
十
日
朝
も
天
気
が
は

っ
き
り
し
な
い
。
両
ア
タ

ッ
ク
隊
は
待
機
の
あ

と
、
九
時
ご
ろ
天
気
の
好
転
を
期
待
し
て
出
発
し
た
。
ド
ー
ム
の
上
に
抜

け
る
が
、
や
は
り
視
界
が
悪
い
。
風
を
よ
け
て
下
り
口
で
天
気
待
ち
を
す

る
。
ガ
ス
は

一
向
に
晴
れ
る
兆
し
が
な
い
。
ま
だ
何
日
分
か
、
天
気
回
復

を
待

つ
だ
け
の
食
糧
、
燃
料
は
残

っ
て
い
る
。
学
生
は
、
な
に
が
な
ん
で

も
登
山
を
継
続
す
る
気
持
ち
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
ず
ね
る
と
黙

っ
て

い
る
。
彼
ら
も
こ
こ
ま
で
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張

っ
た
。
稲
葉
が
ぽ

つ
り
と

「学
生
が
行
く
気
が
な
け
れ
ば
、
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
。

下
山
を
決
め
た
と
た
ん
に
、
天
気
が
好
転
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
思
い
が
、
強
迫
観
念
の
よ
う
に
頭
に
張
り
付
い
て
い
た
。
だ
が
、
潮
時

の
よ
う
で
あ
る
。
隊
と
し
て
は
登
頂
を
果
た
し
て
い
る
。
も
う
、
無
理
は

す
ま
い
。
私
は
撤
収
を
決
断
し
た
。

チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
の
天
気
の
よ
う
に
、
心
の
も
や
も
や
は
晴
れ
な
い

が
、
仕
方
が
な
い
。
Ｃ
ｌ

へ
の
大
斜
面
を
下
り
な
が
ら
、
「
や
る
こ
と
は

や

っ
た
」
と
、
胸
の
中
で
反
す
う
し
て
い
た
。

∧
記
録
概
要
∨

隊
の
名
称
　
二
〇
〇
〇
年
早
稲
田
大
学
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
登
山
隊

登
山
期
間
　
二
〇
〇
〇
年
七
月
十

一
日
～
九
月
十

一
日

目
　
　
的
　
西
部
昆
術
山
脈

の
未
踏
峰
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ

（六
九
六

二
屑
）
の
初
登
頂

隊
長
＝
山
田
新

（５３
）
、
副
隊
長
＝
大
谷
映
芳

（
５３
）、
隊
員
＝

成
川
隆
顕

（６３
）
、
自
鳥
健
二

（６０
）
、
木
野
広
明

（３６
）
、

稲
葉
英
樹

（３６
）
、
棚
橋
靖

（３７
）
、
渡
辺
佳
苗

（２２
）
、
春

野

一
彦

（２０
）、
山
田
剛
士

（２０
）、
中
島
卓
也

（２０
）
、
有

村
哲
史

（１９
）
、
連
絡
官
＝
ヌ
ル

ｏ
ム
ハ
マ
ド

・
タ
シ

（３４
）

＊
棚
橋
は
学
習
院
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ

七
月
十

一
日
　
先
発
隊

（大
谷
、
成
川
、
自
鳥
、
棚
橋
）
成

田
発
―
北
京

十
八
日
　
本
隊
出
発
―
北
京

十
九
日
―
二
十
上

日
　
本
隊
は
ウ
ル
ム
チ
、
ホ
ー
タ
ン
経
由

ニ
ヤ

ヘ

二
十
二
日
　
両
隊
、
キ
ャ
ン
ト
カ
イ
で
合
流

二
十
三
日
　
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
　
キ
ャ
ン
ト
カ
イ
ー
カ
ラ
サ

イ二
十
四
日
　
コ
シ
ラ
シ
、
二
十
五
日
　
コ
シ
ラ
シ
停
滞
、
二

十
六
日
　
ク
ヤ
ッ
ク
、
二
十
七
日
　
ク
ヤ
ッ
ク
川
渡
渉
左
岸

へ
、
二
十
八
日
　
ヤ
ー
ル
ッ
ク
サ
イ
、
二
十
九
日
　
ク
ム
ブ

ラ
ッ
ク
、
　

一二
十
日
　
ク
ム
ブ
ラ
ッ
ク
滞
在

（高
所
順
化
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
）
、
三
十

一
日
　
ク
ジ
ル
ア
ッ
ト
峠
越
え
、
八

月

一
日
　
ク
ジ
ル
サ
イ
コ
シ
、
　

一
一日
　
ヤ
ト
ー
コ
ー
ガ
ン
、

三
日
　
Ｂ
Ｃ

（四
八
五
〇
屑
）
設
営

四
日
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
偵
察
、
物
資
整
理

隊
の
構
成

行
動
概
要
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五
日
　
Ａ
Ｂ
Ｃ

（五
二
〇
〇
屑
）
設
営

八
日
　
Ｃ
ｌ

（五
九
〇
〇
屑
）
設
営

十
二
日
　
Ｃ
２

（六
四
〇
〇
屑
）
設
営

十
五
日
　
第

一
次
ア
タ

ッ
ク
隊

（大
谷
、
木
野
、
棚
橋
）
主

峰
登
頂
、
帰
路
ビ
バ
ー
ク

十
九
日
　
第
二
次
ア
タ

ッ
ク
隊

（山
田
隊
長
、
稲
葉
）
主
峰

へ
向
か
う
が
悪
天
候
の
た
め
退
却
。
西
峰
ア
タ
ッ
ク
隊

（木

野
、
自
鳥
、
渡
辺
、
山
田
剛
）
Ｃ
２
へ

二
十
日
　
両
ア
タ
ッ
ク
隊
出
発
す
る
も
、
悪
天
候
の
た
め
断

念
。

二
十
三
日
　
帰
路
キ
ャ
ラ
バ
ン
出
発

三
十
日
　
キ
ャ
ン
ト
カ
イ
到
着
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
終
了

九
月
十

一
ま
で
に
全
員
帰
国
。

報
　
　
生
口
　
報
告
書

『
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ

６
９
６
２
ｍ
』
（
二
〇
〇
〇

年
十

一
月
）
、
早
大
山
岳
部
報

『
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
ー３
号
』

（
二
〇
〇

一
年
二
月
）
。

「
幻
の
山
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
初
登
頂
」
（岳
人
三
〇
〇
〇
年

十
二

月
号
）
、
弓
Ｆ
①
＞
日
①Ｌ
８
”
＞
ぼ
〓
①
』
ｏ
暉
『●
”
〕
Ｎｏ
ｏ
ド

（〇
〓
日
σ
∽
鮨

国
ｘ
づ
Φ摯
〓
ｏ
●
∽）

澤醇聴
1`  ″
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よ
り
高
く
、
よ
り
遠
く
、
未
知
を
求
め
て

中
国
昆
帯
山
脈
未
踏
峰
登
頂
報
告

プ

ロ
ロ
ー
グ

平
均
年
齢
六
十
三

・
五
歳
の
高
齢
隊
が
、
少
年
時
代
に
抱
い
た
未
知

へ

の
憧
れ
を
求
め
て
、
中
国
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
南
に
連
な
る
昆
喬
山
脈

の
未
踏
峰
に
挑
戦
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
八
月
十
三
日
、
幸
い
天
候
に
恵
ま

れ
て
隊
員
五
名
が
六
五
四
〇
】
川峰
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
。
今
回
は
日
中

合
同
登
山
で
は
な
か

っ
た
が
、
中
国
ス
タ

ッ
フ
の
献
身
的
な
支
援
協
力
に

よ
り
全
員
十
七
名
が
無
事
に
帰
国
し
、
夢
を
叶
え
た
。

こ
の
隊
の
母
体
は
、
京
都

一
中
山
岳
部
と
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
鴨
折

・

洛
北
高
校
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
会

「
北
山
の
会
」
で
あ
る
。
京
都
の
生
ん
だ
多

く
の
登
山
家
、
探
検
家
の
母
校
、
旧
制
京
都

一
中
の
山
岳
部
は

一
九

一
五

年
に
創
部
さ
れ
、
加
納

一
郎
、
今
西
錦
司
、
西
堀
栄
二
郎
、
四
手
井
綱
彦
、

中

村

　

　

淳

梅
樟
忠
夫
、
川
喜
田
二
郎
を
始
め
と
す
る
数
多
く
の
部
員
た
ち
が
京
都
の

北
山
を
本
拠
に
、
探
検
的
性
格
を
育
む
京

一
中
山
岳
部
の
伝
統
を
創
り
上

げ
た
。

戦
後
、　
一
九
四
八
年
四
月
の
学
制
改
革
に
よ
り
、
京

一
中
と
府
立
第

一

女
学
校
が
統
合
さ
れ
て
新
制
鴨
済
高
校
と
な

っ
た
。
二
年
後
に
学
区
再
編

成
で
洛
北
高
校
が
旧

一
中
校
舎
に
新
設
さ
れ
た
。
母
校
に
戻

っ
た
部
員
が

洛
北
高
校
山
岳
部
を
創
り
、
鴨
折
高
校
山
岳
部
と
共
に
京

一
中
山
岳
部
の

伝
統
を
引
き
継
い
だ
。

こ
の
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
親
睦
を
目
的
と
し
て

一
九
九

一
年
に

「
北
山

の
会
」
を
創

っ
た
。
当
初
か
ら
登
山
活
動
な
ど
は
行
わ
な
い
会
で
あ

っ
た

が
、
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
総
会
に
集
い
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
語
り
合
う
内
に
、
山

岳
部
歌
の

一
節

「
行
く
手
は
北
山
、
そ
の
彼
方
」

へ
と
馳
せ
る
ロ
マ
ン
を
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求
め
て

「昆
縮
の
夢
」

へ
の
挑
戦
が
具
体
化
し
た
。

京
都

一
中
山
岳
部
創
設
八
五
周
年
を
迎
え
る
二
〇
〇
〇
年
に
こ
の
計
画

が
実
現
し
、
併
せ
て
京

一
中
創
立

一
三
〇
周
年

・
洛
北
高
校
創
立
五
〇
周

年
の
記
念
事
業
に
華
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
　
実
現
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

一
．

未
踏
峰

「
雪
山
」
を
探
す

発
端
は

一
九
九
七
年
十
月
、
京

一
中
山
岳
部
最
後
の
部
員
と
な

っ
た
高

橋
脩
、
川
井
久
造
、
安
藤
久
男
、
中
村
淳
が
ヒ
マ
ラ
ヤ

ｏ
カ
ラ
パ
タ
ー
ル

ヘ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
た
時
、
カ
ト
マ
ン
ズ
駐
在
の
安
藤
が

「
カ
ン
チ

ェ
ン

ジ

ュ
ン
ガ
周
辺
に
登
れ
そ
う
な
雪
山
が
あ
る
」
と
話
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

彼
が
意
味
す
る

「雪
山
」
と
は
氷
壁
岩
峰
の
険
し
い
山
で
は
な
く
、
熟
年

者
で
も
登
頂
可
能
な
雪
稜
の
山
で
あ
る
。
北
大
山
岳
部
で
活
躍
し
南
極
越

冬
隊
員
や
北
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
長
な
ど
の
経
歴
を
有
す
る
安
藤
が
隊
長

に
な
り
、
会
員
有
志
が
集
り
目
標
の
山
を
探
し
た
。

一
九

九

九
年

二
月
、

パ
＞
Ｚ
Ｏ
Ｏ
〓
国
Ｚ
Ｌ
Ｃ
Ｚ
Ｏ
＞

目
目

＞
Ｆ

＞
Ｚ
∪

パ
Ｃ
〓
ω
〓
＞
【
＞
”
Ｚ
＞
〓
日〓
＞
ｒ

（ポ
ー
ラ
ン
ド
発
行
の
登
攀
ル
ー
ト

ｏ

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
）
の
中
か
ら
、
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
西
尾
根
上
の
未
踏

峰
Ｐ
六

一
〇
〇
峰
を
目
標
の
山
と
し
た
。
六
月
、
中
村
と
高
島
法
男
が
カ

ト
マ
ン
ズ

ヘ
行
き
、
こ
の
峰
の
登
山
許
可
に
つ
い
て
ネ
パ
ー
ル
当
局
と
折

衝
し
た
が
、
非
公
開
の
山

へ
の
入
山
を
拒
否
さ
れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
未
踏
峰

を
断
念
し
た
。

帰
国
後
、
方
向
転
換
を
図
り
、
中
国
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
南
に
連
な

る
昆
補
山
脈
の
未
踏
峰
を
探
す
こ
と
に
し
た
。
岐
阜
の
図
書
館
に
旧
ソ
連

製
の
地
図
で
、
中
国
昆
補
山
脈
の
二
〇
万
分
の

一
の
地
図
が
あ
る
と
の
情

報
を
得
て
、
八
月
二
十
七
日
に
中
村
、
高
島
が
岐
阜
県
立
図
書
館

へ
行
き
、

そ
こ
で
旧
ソ
連
製
の
色
刷
り

一
〇
万
分
の

一
の
地
図
を
見

つ
け
た
。
必
要

と
思
わ
れ
る
範
囲
の
地
図
を
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
し
、
地
図
上
で
目
標
の
山
を

探
し
た
。

現
地
調
査
は
、
ま
ず
安
藤
が
八
月
二
十

一
日
～
九
月
十
三
日
、
ウ
ル
ム

チ
、
ホ
ー
タ
ン
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
方
面
の
予
備
調
査
を
行
い
、
現
地
情
報
を

提
供
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
九
月
二
十
六
日
に
偵
察
隊
三
名

（高
橋
、
秋

野
、
高
島
）
が
出
発
し
、
イ
エ
チ

ェ
ン
か
ら
の
新
蔵
公
路
の
昆
補
山
脈
を

越
し
た
先
の
、
奇
台
達
坂
東
方
に
位
置
す
る
未
踏
峰
の

「雪
山
」
を
見

つ

け
て
帰
国
し
た
。
こ
の
無
名
峰
の
呼
称
を
Ｋ
Ｏ
Ｒ
６
５
と
し
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｒ

は
各
母
校
の
頭
文
字
と
昆
緒
を
捩

っ
た
も
の
、
６
５
は
六
五
〇
〇
屑
級
の

高
さ
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
．

「
０
」
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

十

一
月
に
開
か
れ
た
総
会
で
昆
喬
遠
征
計
画
が
了
承
さ
れ
た
。
そ
の
直

後
に
こ
れ
ま
で
隊
長
を
務
め
た
安
藤
が
国
際
協
力
事
業
団
の
フ
ィ
リ

ッ
ピ

ン
派
遣
で
参
加
で
き
な
く
な

っ
た
。
計
画
を
延
期
す
べ
き
重
大
事
で
あ

っ

た
が
、
替
わ

っ
て
参
加
予
定
者
中
で
最
上
級
生
の
高
橋
脩
が
隊
長
に
指
名
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より高く、より遠 く、未知を求めて

さ
れ
、
実
現

へ
の
準
備
作
業
が

「
０
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

十
二
月
に
最
初
の
プ
ラ
ン
会
を
開
き
、
出
発
日
を
二
〇
〇
〇
年
七
月
二

十
四
日
と
し
、
毎
月
プ
ラ
ン
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
基
本
事
項
を
確
認
し

た
。
本
隊
が
僅
か
半
年
余
り
の
準
備
期
間
で
出
発
で
き
る
の
か
不
安
は
あ

っ

た
が
、
隊
員
た
ち
は
装
備
、
食
料
、
輸
送
梱
包
、
医
療
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

担
当
す
る
作
業
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
準
備
作
業
は
僅
か
六
ヶ
月
で
完
結

し
た
。

毎
回
、
プ
ラ
ン
会
の
後
に
ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
す
る

時
間
を
取

っ
た
。
こ
れ
は
お
互
い
に
高
校
卒
業
後
四
十
数
年
間
の
空
自
の

時
間
を
埋
め
る
の
に
役
立

っ
た
。
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
信
頼
の
絆
を

結
び
合
う
こ
と
が
昆
術
隊
の
成
否
に
関
わ
る
基
本
的
重
要
事
項
だ
と
考
え

た
。高

齢
で
遠
征
経
験

「
０
」
の
本
隊
が
計
画
実
施
に
踏
み
切
る
た
め
に
は
、

大
き
な

ハ
ー
ド
ル
を
二
つ
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
高
齢

者
の
健
康
に
関
わ
る
医
師
と
、
高
所
登
攀
経
験
を
有
す
る
登
攀
隊
長
の
参

加
で
あ

っ
た
。

医
師
に
つ
い
て
は
、
総
会
の
席
で
昆
合
の
夢
を
熱
く
語

っ
た
市
田
太
郎

（七
十

一
歳
）
先
輩
に
参
加
を
お
願
い
し
た
。
出
発
三

ヶ
月
前
に
医
師

の

参
加
が
決
定
し
、
第

一
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ヤ
ー
し
た
。

高
所
登
攀
経
験
の
ハ
ー
ド
ル
が
残

っ
た
。
当
初
か
ら
本
会
員
の
中
で
高

度
な
経
験
を
有
す
る
松
田
謙
介
を
第

一
候
補
と
し
て
、
本
人
の
参
加
を
要

請
し
た
。
最
終
的
に
は
松
田
は
不
参
加
と
な

っ
た
が
、
本
隊
の
準
備
期
間

中
、
プ
ラ
ン
会
に
出
席
し
て
技
術
指
導
や
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

二
月
に
は
八
ケ
岳
ジ

ョ
ウ
ゴ
沢
で
氷
壁
登
攀
技
術
を
指
導
す
る
な
ど
今
回

の
登
頂
成
功
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

六
月
二
日
に
開
か
れ
た
プ
ラ
ン
会
で
高
橋
隊
長
か
ら

「松
田
に
替
わ

っ

て
田
中
昌
二
郎
を
登
攀
隊
長
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
理
解
し
、
協

力
し
て
欲
し
い
。
」
と
登
攀
隊
長
の
決
定
を
告
げ
た
。

田
中
は
隊
員
の
中

で
唯

一
人
の
大
学
山
岳
部
の
経
験
者
だ

っ
た
。

三
．

支
援
協
力
の
も
と
準
備
を
終
え
る

今
回
の
登
山
活
動
を
全
面
支
援
し
て
く
れ
た
中
国
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、

新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
首
都
ウ
ル
ム
チ
の
達
坂
城
旅
行
社
で
、
昆
帯
偵

察
隊
が
現
地
調
査
で
世
話
に
な

っ
た
。
出
発
に
際
し
、
両
者
で
取
極
め
事

項
の
実
行
を
約
束
す
る
た
め
の
確
認
書
を
締
結
し
た
。
基
本
事
項
と
し
て
、

日
標
の
山
の
登
録

（登
録
し
た
山
以
外
は
登
山
禁
止
）
、
期
間
、
人
数
を

確
認
し
た
。
提
供
項
目
で
は
、
装
備
、
食
料
、
輸
送
の
他
、
Ｃ
ｌ
へ
の
荷

上
げ
協
力
、
緊
急
時
の
輸
送
、
事
故
の
賠
償
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

手
間
取

っ
た
の
は

一
ト
ン
を
超
え
る
荷
物
の
輸
送
で
あ

っ
た
。
準
備
期

間
が
少
な
い
た
め
、
輸
送
に
数
ヶ
月
を
要
す
る
船
便
は
間
に
合
わ
ず
、

コ

ス
ト
の
高
い
航
空
便
の
輸
送
と
な

っ
た
。
ま
た
輸
送
品
の
中
に
は
ガ
ス
ボ

ン
ベ
な
ど
航
空
便
で
の
輸
送
が
困
難
な
も
の
が
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
難
問
解
決
の
糸
口
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
関
空
―
西
安
間
の

直
行
便
の
あ
る
日
本

エ
ア
シ
ス
テ
ム
で
あ

っ
た
。
航
空
券
の
購
入
に
際
し
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同
大
阪
支
店
に
支
援
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
帰
国
日
変
更
可
能
な
普
通
席
航

空
券
を
特
別
価
格
で
発
券
し
て
頂
い
た
。
同
時
に
荷
物
輸
送
の
手
助
け
と

し
て
手
荷
物
重
量

一
人
四
〇
キ

ロ″
ラ
の
枠
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
で

同

一
機
に
よ
る
十
七
人
分
計
六
八
〇
キ

ロ″
ラ
の
貨
物
の
同
時
輸
送
が
可
能
に

な

っ
た
。
更
に
残
り
の
貨
物
を
輸
送
す
る
た
め
の
航
空
貨
物
取
扱
業
者
と

し
て
阪
急
交
通
社
が
紹
介
さ
れ
た
。

一
般
的
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
航
空
便
は
認
め
ら
れ
な
い
状
況
に
あ

っ
た
が
、

阪
急
交
通
社
が
折
衝
し
た
結
果
、
危
険
物
の
Ｕ
Ｎ
番
号
を
確
認
し
特
殊
梱

包
す
る
こ
と
に
よ
り
輸
送
が
可
能
に
な

っ
た
。
西
安
空
港
で
の
中
国
国
内

線

へ
の
積
み
替
え
に
つ
い
て
も
、
現
地
支
店
の
尽
力
で
輸
出
入
手
続
が
完

了
し
た
。

六
月
十
七
日
か
ら
梱
包
作
業
を
開
始
し
、
二
十
三
日
に
阪
急
交
通
社
に

依
頼
し
た
航
空
貨
物
三
八
六
キ

ロ″
ラ
の
第

一
便
が
ウ
ル
ム
チ

ヘ
向
け
て
発
送

さ
れ
た
。
実
現
化
プ

ロ
セ
ス
は
準
備
段
階
か
ら
実
施
段
階
へ
と
移
行
し
た
。

出
発

一
ヶ
月
前
の
六
月
二
十
五
日
に
川
喜
田
総
隊
長
以
下
全
隊
員
が
出

席
し
、
結
団
式
を
行

っ
た
。
総
隊
長
が

「
よ
り
高
く
、
よ
り
遠
く
、
未
知

な
る
世
界
を
求
め
る
京

一
中
山
岳
部
の
伝
統
を
今
に
引
き
継
ぐ
昆
帯
隊
の

登
頂
成
功
を
祈
る
。
」
と
挨
拶
し
、
隊
員

一
人

一
人
が
挑
戦

へ
の
意
志
を

語

っ
た
。

■

登
山
隊
活
動
報
告

一
。

４
Ｗ
Ｄ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

二
〇
〇
〇
年
七
月
二
十
四
日
、
昆
縮
隊
が
関
西
空
港
を
発
ち
、
西
安
、

ウ
ル
ム
チ
を
経
て
、
翌
二
十
五
日
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
到
着
し
た
。
第

一
便

で
発
送
し
た
貨
物
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
登
山
協
会
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

中
国
側
が
用
意
し
た
装
備
を
点
検
し
、
食
料
の
現
地
調
達
を
済
ま
せ
て
、

七
月
二
十
七
日
に
４
Ｗ
Ｄ
ジ
ー
プ
六
台
と
貨
物
ト
ラ
ッ
ク

一
台
で
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
開
始
し
た
。

こ
の
日
は
イ
エ
チ

ェ
ン
に
泊
ま
り
、
隊
員
た
ち
は
ホ
テ
ル
で
の
最
後
の

晩
餐
と
酒
を
嗜
み
、
明
日
か
ら
の
禁
酒
を
誓

っ
た
。
ま
た
、
高
山
病
予
防

の
た
め
、
こ
の
晩
か
ら
全
員
が
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
を
朝
夕

一
錠
ず

つ
の
服

用
を
開
始
し
た
。

二
十
八
日
、
イ
エ
チ

ェ
ン
を
発
ち
、
新
蔵
公
路
は
直
ぐ
に
山
区
に
入

っ

た
。
隊
員
は
高
度
順
応
の
た
め
ア
カ
ズ
峠

（三
二
〇
〇
屑
）
の
手
前
で
車

を
降
り
、
峠
ま
で
約

一
時
間
の
歩
行
を
行

っ
た
。
峠
を
下
る
と
、
道
は
両

岸
絶
壁
に
挟
ま
れ
た
ゴ
ル
ジ

ュ
の
底
を
通
る
悪
路
と
な

っ
た
。
数
日
前
の

大
雨
で
道
路
は
至
る
と
こ
ろ
で
決
壊
流
失
し
、
軍
隊
が
応
急
補
修
す
る
中

を
辛
う
じ
て
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
日
は
ク
デ
ィ
を
通
過
し
、

新
蔵
公
路
の
始
点
か
ら

一
七
〇
キ

ロ屑
地
点
に
あ
る
標
高
三

一
七
〇
眉
の
牧

草
地
で
幕
営
し
た
。
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地図 1

二
十
九
日
の
行
程
は
、
セ
ラ
ク
峠

（四
九
〇
〇
屑
）
を
越
え
て
昆
喬
山

脈
の
南
側
を
流
れ
る
ヤ
ル
カ
ン
ド
河
右
岸
の
幕
営
地
ま
で
約

一
〇
〇
キ

ロ屑

の
道
程
だ

っ
た
。
セ
ラ
ク
峠
を
越
え
る
と
き
に
、
昨
日
と
同
様
に
高
度
順

応
の
た
め
の
歩
行
を
行

っ
た
。
悪
路
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
は
遅
々
と
し
て
進

ま
ず
、
幕
営
地
に
は
三
時
間
遅
れ
て
到
着
し
た
。

三
十
日
は
、
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
を
先
発
さ
せ
、
三
時
間
後
に
本
隊
が
移
動

を
開
始
し
た
。
途
中
の
ヘ
イ
カ
峠

（四
九
五
〇
眉
）
は
乗
車
し
た
ま
ま
通

過
し
、
新
蔵
公
路
を
東

へ
と
進
ん
だ
。
至
る
と
こ
ろ
で
河
川
が
道
路
を
横

断
し
て
流
れ
、
車
の
渡
渉
に
注
意
を
要
し
た
が
、
遂
に
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
の

後
輪
が
河
川
に
埋
没
し
、
夜
半
に
な

っ
て
軍
隊
の
救
援
を
受
け
て
よ
う
や

く
脱
出
し
た
。
そ
の
夜
は
、
本
隊
は
標
高
四
七
五
〇
眉
地
点
の
五
〇
九
道

班

（道
路
管
理
所
）
の
宿
舎
を
借
り
て
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
。

Ｂ
Ｃ
設
営
、
登
頂
活
動
を
開
始
す
る

三
十

一
日
は
五
〇
九
道
班
に
留
ま
り
、
高
度
順
応
の
た
め
の
休
息
日
と

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
高
度
障
害
を
起
こ
し
た
者
は
な
く
、
全
員
が
順
調
に

Ｂ
Ｃ

へ
登
行
で
き
る
状
態
に
あ

っ
た
。
朝

一
番
に
こ
れ
ま
で
に
溜
ま

っ
た

ス
ト
レ
ス
を
開
放
す
る
た
め
に
全
員
集
会
を
開
き
、
自
由
に
発
言
す
る
こ

と
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
修
復
を
図

っ
た
。
午
後
、
ジ
ー
プ
ニ
台
で
四
〇
キ

ロ

先
の
Ｂ
Ｃ
サ
イ
ト
を
偵
察
し
た
。
緩
や
か
な
砂
地
で
近
く
に
清
流
が
あ
る

標
高
五
二
四
〇
】
月
地
点
に
Ｂ
Ｃ
を
設
営
す
る
こ
と
に
し
た
。

八
月

一
日
、
昆
帯
隊
は
再
び

一
丸
と
な

っ
て
Ｂ
Ｃ
地
点

へ
の
移
動
を
開

ァクサイナン

/

riP、≒ゝ
しヽ 1;■

(1ジ

131

ヽ



始
し
た
。
奇
台
達
坂

（五
三
四

一
ｍ
）
を
降

っ
た
地
点
か
ら
オ
フ
ロ
ー
ド

に
入
り
、
東

へ
八
キ

ロ屑
の
河
の
手
前
で
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
を
止
め
た
。
こ
こ

で
荷
物
を
ジ
ー
プ
に
積
み
替
え
て
、
河
を
渡
渉
し
、
更
に
ニ
キ

ロ屑
進
ん
だ

Ｂ
Ｃ
地
点

ヘ
ピ
ス
ト
ン
輸
送
し
た
。

医
療
テ
ン
ト
を
中
心
に
各
テ
ン
ト
の
配
置
を
決
め
、
九
張
り
の
隊
員
用

テ
ン
ト
を
張
り
終
え
た
頃
か
ら
小
雪
が
舞
い
、
強
風
が
激
し
く
テ
ン
ト
を

揺
さ
ぶ

っ
た
。
真
夏
と
は
い
え
急
変
す
る
昆
補
の
天
候
に
戸
惑
い
、
こ
れ

か
ら
の
気
象
の
厳
し
さ
を
肌
で
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

二
日
は
休
養
日
で
Ｂ
Ｃ
の
住
環
境
整
備
を
行

っ
た
。
三
日
に
上
部
の
偵

察
と
ル
ー
ト
エ
作
を
開
始
し
、
Ｃ
ｌ
サ
イ
ト

（五
七
二
〇
屑
）
を
設
定
し

た
。
四
日
か
ら
中
国
側
協
力
員
の
支
援
を
得
て
、
Ｃ
ｌ
へ
の
荷
上
げ
を
行

い
、
五
日
に
Ｃ
ｌ
を
設
営
。
六
日
に
は
Ａ
隊

（田
中
隊
長
、
中
村
、
亀
井
、

高
島
、
横
倉
）
が
Ｃ
ｌ
に
幕
営
し
、
翌
七
日
に
氷
河
ト
ラ
バ
ー
ス
の
ル
ー

ト
エ
作
と
Ａ
Ｃ

へ
の
荷
揚
げ
を
敢
行
し
た
。
氷
河
横
断
直
前
で
時
間
切
れ

と
な
り
、
氷
河
上
に
荷
物
を
デ
ポ
し
て
Ｃ
ｌ
へ
降
り
、
Ｂ
隊

（秋
野
隊
長
、

川
井
、
須
川
、
倉
橋
、
村
若
）
に
ル
ー
ト
情
報
を
伝
え
た
。

八
日
に
Ｂ
隊
が
Ｃ
ｌ
か
ら
Ａ
Ｃ

へ
の
荷
揚
げ
を
行

っ
た
が
、
何
故
か
ル
ー

ト
を
誤

っ
て
氷
河
を
横
断
せ
ず
に
、
氷
河
左
岸
の
モ
レ
ー
ン
を
登
り
、
標

高
六
〇
〇
〇
屑
地
点
に
荷
物
を
デ
ポ
し
引
き
返
し
た
。
こ
の
Ｂ
隊
の
行
動

が
、
後
の
登
頂
隊
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

三
．

未
踏
峰

へ
の
挑
戦

九
日
は
全
員
揃

っ
て
Ｂ
Ｃ
で
休
息
を
取
り
、
明
日
か
ら
始
ま
る
頂
上
ア

タ
ッ
ク
に
備
え
た
。
こ
の
日
に
医
師
か
ら
隊
員
の
健
康
状
態
が
発
表
さ
れ
、

十
名
が
高
所
登
攀
可
能
な
Ａ
ラ
ン
ク
に
入

っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
登
攀

隊
長
が
登
頂
計
画
を
説
明
し
た
。
Ａ
隊
が
ル
ー
ト
エ
作
し
、
Ｂ
隊
が
後
続

し
て
Ａ
Ｃ
に
入
り
、
こ
こ
で
合
同
Ｃ
隊
と
な

っ
て
登
頂
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
隊
員
の
登
頂
意
志
を
確
認
し
た
上
で
Ａ
隊
四
名

（
田
中
隊
長
、
中
村
、

亀
井
、
横
倉
）
ｏ
Ｂ
隊
四
名

（秋
野
隊
長
、
川
井
、
須
川
、
倉
橋
）
を
編

成
し
た
。

一
〇
日
、
Ａ
隊
が
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
、
中
国
側
協
力
員
の
支
援
を
得
て
Ｃ

ｌ
を
氷
河
サ
イ
ド

（五
八
〇
〇
属
）

へ
移
設
し
た
。
翌
十

一
日
に
氷
河
を

無
事
に
横
断
し
、
標
高
六

一
〇
〇
屑
の
Ａ
Ｃ
サ
イ
ト

ヘ
の
ル
ー
ト
エ
作
と

荷
上
げ
を
行

っ
た
。
Ｃ
ｌ
へ
戻
り
、
こ
の
日
に
Ｂ
Ｃ
か
ら
登
行
し
た
Ｂ
隊

と
合
流
し
た
。
こ
の
夜
、
天
候
の
周
期
を
判
断
し
て
、
登
頂
日
を

一
日
早

め
る
こ
と
と
し
た
。

十
二
日
は
、
Ａ
隊
が
Ａ
Ｃ
サ
イ
ト

ヘ
直
行
し
、
Ａ
Ｃ
設
営
を
行
う
。
Ｂ

隊
は
氷
河
左
岸
の
デ
ポ
を
回
収
し
て
Ａ
Ｃ
に
入
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

Ａ
隊
が
Ａ
Ｃ
直
下
の
ル
ン
ゼ
を
登
攀
し
て
い
る
と
き
に
、
眼
下
の
氷
河
上

に
Ｂ
隊
の
姿
を
見

つ
け
た
。
Ｂ
隊
は
、
出
発
直
後
に

一
名
が
登
頂
を
断
念

し
て
三
名
と
な
り
、
デ
ポ
の
回
収
に
多
大
な
時
間
を
要
し
て
し
ま

っ
た
。

両
隊
の
時
間
距
離
は
約
二
時
間
ほ
ど
で
、
こ
れ
で
間
違
い
な
く
Ｂ
隊
も
Ａ
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Ｃ
に
到
着
で
き
る
状
況
に
あ

っ
た
。

そ
の
時
、
Ａ
隊
長
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
か
ら
Ｂ
隊
長
の

「
こ
れ
か
ら
Ｃ
ｌ

へ
引
き
返
す
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。
「何
事
だ
？
」

一
瞬
耳
を
疑

っ

た
。
こ
こ
で
時
間
を
か
け
て
事
情
を
掌
握
す
る
余
裕
が
な
か

っ
た
。
こ
の

ハ
プ

ニ
ン
グ
で
、
Ｂ
隊
の
中
で
登
頂
意
志
の
あ
る
須
川
が

一
人
遅
れ
て
Ａ

Ｃ
に
入
り
、
登
頂
隊
は
田
中
隊
長
、
中
村
、
亀
井
、
須
川
と
テ
レ
ビ
取
材

の
横
倉
の
五
名
と
な

っ
た
。

八
月
十
三
日
、
午
前
六
時
五
十
九
分
、
頂
上
ア
タ

ッ
ク
を
開
始
し
た
。

Ａ
Ｃ
は
、
頂
上
の
南
に
伸
び
る
主
稜
線
か
ら
西

へ
分
か
れ
た
平
ら
な
尾
根
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の
雪
面
と
岩
面
と
の
境
に
設
営
し
て
あ
り
、
出
発
す
る
と
直
ぐ
に
頂
上
か

ら
氷
河
に
落
ち
込
む
急
峻
な
大
雪
渓
に
入
る
。
昨
夜
の
降
雪
は

一
〇
費
ン
ほ

ど
で
、
慎
重
に
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
、
こ
の
不
気
味
な
大
雪
面
を

一
気

に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
。

予
め
Ｃ
ｌ
か
ら
の
観
察
で
登
頂
ル
ー
ト
に
選
ん
だ
岩
混
じ
り
の
雪
稜
に

取
り
付
き
、
こ
こ
に
赤
旗
標
識
竿
を
立
て
る
。
こ
の
雪
稜
は
西
の
方
向
に

傾
き
、
頂
上
と
の
距
離
が
遠
く
な
る
の
で
、
標
高
六
二
〇
〇
眉
当
た
り
で

一
〇
〇
】
川
ほ
ど
雪
面
を
東

ヘ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
西
稜
中
央
ピ
ー
ク
に
つ
な

が
る
岩
混
じ
り
斜
面

へ
移
動
し
た
。
南
面
の
登
攀
斜
面
は
雪
が
緩
み
、
ピ
ッ

チ
が
上
が
ら
な
い
。

十
二
時
十
五
分
、
標
高
六
三
二
〇
】
月
の
コ
ル
に
到
達
し
た
。
こ
こ
に
尾

根
か
ら
の
降
下
地
点
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
標
識
を
立
て
る
。
Ａ
Ｃ
を
出

て
五
時
間
余
、
晴
天
微
風
の
好
条
件
の
も
と
、
行
動
食
を
摂
り
、
西
尾
根

ピ
ー
ク
の
五
〇
眉
ほ
ど
の
斜
面
に
取
り
付
く
。
左
は
雪
庇
の
あ
る
岩
壁
、

右
は
Ａ
Ｃ
横
の
ル
ン
ゼ
に
落
ち
込
む
雪
斜
面
、
そ
の
間
を

一
気
に
直
登
し

て
ピ
ー
ク
頭
部
に
出
る
。
日
前
に
自
く
輝
く
主
峰
が
姿
を
現
し
た
。
足
元

の
尾
根
は
ゆ
る
い
傾
斜
で
主
峰
直
下
の
コ
ル
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

午
後
二
時
三
十
分
、
登
攀
隊
は
遂
に
頂
上
直
下
の
コ
ル
に
到
達
し
た
。

高
度
計
は
六
四
七
〇
】
月
を
示
し
て
い
る
。
残
り
高
度
差
は
五
〇
～
六
〇
陣
川

ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
幅
広
い
雪
面
が
嶺
に
つ
な
が
り
、
西
日
を

受
け
た
頂
上
が
手
に
届
く
ほ
ど
近
く
に
見
え
る
。
遅
れ
気
味
の
須
川
が
よ

う
や
く
調
子
を
取
り
戻
し
て
き
た
。
も
う
少
し
の
辛
抱
だ
。
も
ぐ
る
軟
雪

に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、　
一
歩

一
歩
と
高
度
を
稼
い
だ
。

四
．

Ｋ
Ｏ
Ｒ
６
５
の
登
頂
成
功

午
後
四
時
十
五
分
、
北
端
岩
壁
頂
部
の
最
高
地
点
に
登
頂
す
る
。
頂
上

は
濃
い
ガ
ス
に
包
ま
れ
何
も
見
え
な
い
。
頂
上
は
南
北
四
〇
屑
ほ
ど
の
や

せ
尾
根
で
、
東
側
に
雪
庇
が
張
り
出
し
、
西
は
雪
の
急
斜
面
が
コ
ル
ヘ
つ

な
が
り
西
尾
根

へ
と
伸
び
て
い
る
。
北
端
の
最
高
地
点
は
岩
壁
で
ガ
ス
の

彼
方

へ
深
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。

頂
上
で
は
田
中
が
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
で
登
頂
成
功
を
Ｃ
ｌ
へ
伝
え
る
。
こ

の
通
信
を
傍
受
し
た
Ｂ
Ｃ
サ
イ
ト
が
直
ち
に
イ
ン
マ
ル
サ

ッ
ト
衛
星
電
話

で
京
都
の
留
守
本
部

ヘ
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
た
。
中
村
が
日
中
両
国
旗
と
北

山
の
会
の
ペ
ナ
ン
ト
を
結
び
つ
け
た
ピ

ッ
ケ
ル
を
掲
げ
て
立
ち
上
が
り
、

全
員
で
声
を
張
り
上
げ

「
ヤ
ッ
ホ
ー
」
。
そ
の
後
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
計
器
を
使

っ

て
標
高
を
測
定
す
る
。
高
度
表
示
は
六
五
四
〇
眉
、
旧
ソ
連
製
地
図
の
表

示
よ
り
二
十
九
屑
高
い
。

午
後
四
時
三
十
分
、
夕
暮
れ
が
迫
る
中
、
ト

ッ
プ
中
村
、
ラ
ス
ト
田
中

で
下
山
を
開
始
す
る
。
西
尾
根
か
ら
Ａ
Ｃ
へ
の
下
降
を
始
め
る
頃
か
ら
、

風
雪
を
伴
い
ガ
ス
は

一
段
と
濃
く
な
る
。
頼
み
の
踏
み
跡
が
徐
々
に
消
え

は
じ
め
、
ト

ッ
プ
の
緊
張
が
高
ま
る
。
折
り
し
も
背
後
か
ら

一
条
の
夕
日

が
差
し
込
み
、
眼
前
に
ブ

ロ
ッ
ケ
ン
現
象
が
現
れ
、
自
分
の
影
が
映

っ
て

い
る
。
観
賞
す
る
余
裕
は
な
く
先
を
急
ぐ
う
ち
に
、
再
び
辺
り
は
暗
さ
を

増
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
の
世
界
に
戻
る
。
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焦
燥
と
不
安
を
抱
き

つ
つ
下
降
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
ガ
ス
の

一
瞬

の
切
れ
日
か
ら
視
界
が
広
が
り
、
眼
下
に
最
初
に
立
て
た

一
本
目
の
標
識

の
旗
が
閃
き
、
大
雪
面
の
彼
方
に
小
さ
な
Ａ
Ｃ
テ
ン
ト
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
午
後
七
時
二
〇
分
、
無
事
に
Ａ
Ｃ
に
帰
着
す
る
。
今
朝
こ
こ

を
出
発
し
て
か
ら
帰
着
ま
で
実
に
十
二
時
間
二
十

一
分
の
強
行
軍
で
あ

っ

た
。登

頂
隊
は
十
四
日
に
Ａ
Ｃ
を
撤
収
し
て
Ｃ
ｌ
へ
降
り
、
翌
十
五
日
に
中

国
側
協
力
員
の
支
援
を
得
て
Ｃ
ｌ
を
撤
収
し
、
午
後
、
無
事
Ｂ
Ｃ
に
帰
還

し
た
。
そ
の
後
本
隊
は
、
十
七
日
に
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
、
復
路
は
二
日
間
で

山
区
を
通
過
し
、
イ
エ
チ

ェ
ン
の
ホ
テ
ル
に
三
週
間
ぶ
り
に
帰
着
し
た
。

全
員
久
々
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
美
酒
、
美
食
で
登
頂
成
功
を
祝

っ
た
。

エ
ピ

ロ
ー
グ

良
い
こ
と
が
あ
れ
ば
悪
い
こ
と
も
あ
る
の
が
世
の
常
で
あ
る
。
本
隊
に

と

っ
て
確
か
に
初
登
頂
と
い
う
良
い
結
果
は
得
ら
れ
た
が
、
振
り
返

っ
て

見
る
と
い
く

つ
も
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

当
初
か
ら
本
隊
は
、
中
学

ｏ
高
校
時
代
の
山
岳
部
員
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
活
動
を
終
え
て
数
十
年
ぶ
り
に
会
し
、
少
年
時
代
の
夢
を
具
現
化

し
た
も
の
で
、
経
験
や
技
術
の
蓄
積
が
な
い
稚
拙
な
登
山
隊
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
身
の
ほ
ど
知
ら
ず
で
無
謀
な
登
山
と
評
さ
れ
る
要
因
を
内
包
し
て

い
た
。

経
験

「
０
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て

推
進
を
図

っ
た
プ

ロ
セ
ス
に
、
判
断
の
甘
さ
や
思
慮
不
足
が
多
々
あ

っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
我
侭
で
身
勝
手
な
高
齢
者
の
言
動
が

マ
イ
ナ

ス
に
働
い
た
こ
と
も
あ
る
。

十

一
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
報
告
会
の
席
上
、
日
本
山
岳
会
前
会

長
の
斎
藤
惇
生
先
生
が
祝
辞
の
中
で

「
わ
が
国
二
〇
〇
〇
年
度
の
登
山
活

動
記
録
と
し
て
、
第

一
位
は
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
最
高
齢
登
頂
者
の
山
本
俊
雄

氏
で
、
次
い
で
こ
の
高
齢
隊
の
昆
縮
未
踏
峰
の
登
頂
で
あ
る
」
と
述
べ
ら

れ
た
言
葉
に
、
隊
員
た
ち
は
面
目
躍
如
た
る
誇
り
と
感
動
を
覚
え
た
。
こ

の
よ
う
な
高
い
評
価
を
頂
き
素
直
に
喜
べ
ば
い
い
の
だ
が
、
今
こ
の
隊
に

求
め
ら
れ
る
も
の
は

「初
登
頂
」
の
結
果
を
語
る
こ
と
よ
り
も
、
こ
の
結

果
を
生
み
出
し
た
プ

ロ
セ
ス
を
総
括
し
て
、
良
か

っ
た
こ
と
は
堂
々
と
、

悪
か

っ
た
こ
と
は
勇
気
を
も

っ
て
報
告
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

荷
上
げ
の
失
敗
や
登
頂
放
棄
、
空
々
し
い
言
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
と

マ
イ

ナ
ス
要
因
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
本
隊
の
最
大
特
徴
で
あ
る

「高
齢
隊
」

に
帰
着
す
る
。
今
回
は
夢
を
孵
化
さ
せ
る

日●
８
σ
盟
ｏ
ヽ
と
し
て
、
実
現

化
プ

ロ
セ
ス
の
推
進
役
に
徹
し
た
。
隊
員
た
ち
が

一
致
協
力
し
て
目
標
を

達
成
し
た
こ
と
で
、
そ
こ
に
新
た
な
人
間
関
係
が
生
ま
れ
、
同
時
に
山
の

仲
間
の
輪
が
広
が
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
考
え
は
甘
か

っ
た
。
所

詮
、
高
齢
者
の
即
製
の
混
成
チ
ー
ム
で
、
老
人
同
士
が
お
互
い
に
認
識
し

合
い
、
隊
の
規
範
と
も
い
え
る
共
通
の
基
盤
を
作
る
に
は
時
間
が
少
な
過

ぎ
た
。

視
点
を
代
え
て
見
る
と
、
隊
員
た
ち
が
年
寄
り
の
我
侭
の
許
さ
れ
る
歳
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だ
と
す
れ
ば
、
も
う
無
理
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。
隊
員
と
し
て
の
自
己

責
任
以
外
に
、
誰
に
も
拘
束
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

一
老
人
に
戻
る
の
も
悪

く
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
が
高
齢
化
社
会
で
の
自
然
の
成
り
行
き
と
で
も
言

え
る
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
こ
の
高
齢
隊
の
体
験
が
活
か
さ
れ
、
高
齢
化
社
会
の
活
性
化

の

一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ

「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
６
５
登
山
報
告
書
」
の
制
作

を
も

っ
て

〃終
わ
り
よ
け
れ
ば
、
す
べ
て
良
し
″
と
し
た
い
。

今
回
の
登
山
に
際
し
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
対
し
、

老
人
の
戯
言
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
「成
功
」
の
報
告
が
で
き
る
こ
と
が
最

大
の
恩
返
し
と
心
得
ま
し
て
、
こ
こ
に
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

∧
記
録
概
要
∨

隊
の
名
称
　
北
山
の
会
昆
緒
隊

登
山
期
間
　
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
十
四
日
～
八
月
二
十
五
日

目
　
　
的
　
中
国
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
昆
奇
山
脈
の
未
踏
峰

（六
五
四

〇
屑
）
の
初
登
頂

隊
の
構
成
　
総
隊
長
＝
川
喜
田
二
郎

（
８１
）、
隊
長
＝
高
橋
　
脩

（
６８
）
、

副
隊
長
＝
川
井
久
造

（
６９
）
、
登
攀
隊
長

＝
田
中
昌
二
郎

（
６０
）
、
秘
書
長

＝
中
村
　
淳

（
６７
）
、
医
師

＝
市
田
太
郎

（
７１
）
、
隊
員
＝
河
端
　
繁

（
６６
）、
秋
野
子
弦

（
６３
）
、
亀
井

清
太
郎

（６３
）
、
四
手
井
靖
彦

（６３
）
、
高
島
法
男

（
６２
）
、

須
川
員

一

（
６０
）
、
堀
江
徹
雄

（
５７
）
、
倉
橋
和
義

（
５５
）
、

市
田
照
子

（
６７
）
、
テ
レ
ビ
大
阪
取
材
＝
吉
田
正
男

（
４０
）
、

村
若
宏
司

（
３５
）
、
横
倉
良
昌

（
３５
）
、
連
絡
官

＝
高
衛
東

（
３０
）
、
通
訳
＝
巴
特
示

（
２４
）
、
作
業
員
＝
孫
継
林

（
４６
）
、

張
屹

（
２２
）
、
炊
事
＝
王
小
華

（
２４
）
、
運
転
手
＝
付
克
山
、

雷
博
、
李
宇
、
曽
金
平
、
張
新
玉
、
阿
不
都

七
月
二
十
四
日
　
本
隊
　
関
西
空
港
発
↓
西
安
↓
ウ
ル
ム
チ

二
十
五
日
　
ウ
ル
ム
チ
↓
カ
シ
ュ
ガ
ル

二
十
七
日
　
カ
シ
ュ
ガ
ル
よ
リ
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始

八
月
　
　
一
日
　
Ｂ
Ｃ

（五
二
四
〇
屑
）
設
営

五
日
　
Ｃ
ｌ

（五
七
二
〇
屑
）
設
営

十
二
日
　
Ａ
Ｃ

（六

一
〇
〇
屑
）
設
営

十
三
日
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
６
５
未
踏
峰

（六
五
四
〇
屑
）
登

頂

十
七
日
　
Ｂ
Ｃ
撤
収
↓
十
九
日
　
カ
シ
ュ
ガ
ル
↓
二

十
三
日

ウ
ル
ム
チ

二
十
四
日
　
ウ
ル
ム
チ
に
て
現
地
解
散

北
山
の
会
昆
補
隊

『
Ｋ
Ｏ
Ｒ
６
５
登
頂
報
告
』

ご
希
望
の
方
は
中
村
淳
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

［〒
六
〇
六
―
〇
八
三

一

京
都
市
左
京
区
下
鴨
北
園
町
二
〇
―

一
］

行
動
概
要

報

告

書
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ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
峰

（六
〇
六
二
屑
）
登
頂
と
極
西
北
ネ
パ
ー
ル
紀
行

は
じ
め
に

幻
の
七
〇
〇
〇
屑
級
の
山
が
極
西
北
ネ
パ
ー
ル
の
端
に
あ
る
？
と
い
う

深
田
久
爾
さ
ん
の
記
述
を
思
い
出
す
人
達
な
ら
ば
、
河
口
慧
海
、
長
谷
川

伝
次
郎
の
本
を
夢
中
に
な

っ
て
読
み
、

マ
ナ
サ

ロ
ワ
ー
ル
や
カ
イ
ラ
ス
を

想
い
、　
一
九
六
三
年
に
北
大
隊

（安
藤
久
男
隊
長
）
の
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル

峰
登
山
Ｔ
）の
あ

っ
た
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
だ
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
が
七
〇
〇
〇
】
月峰
と
信
じ
て
い
た
、
あ
の
頃
を
…
…
。

ま
た
グ
ル
ラ
マ
ン
ダ
ー
ダ
や
、
カ
イ
ラ
ス
を
含
む
西
チ
ベ

ッ
ト
の
探
検

史
を
ひ
も
解
く
者
に
は
、

ハ
ー
ゼ
イ
や
ム
ー
ア
ク
ロ
フ
ト
、
ナ
イ
ン
・
シ

ン
、
ウ

ェ
バ
ー
と
ホ
ジ
ソ
ン
、
ス
ミ
ス
と
ド
ラ
モ
ン
ド
、
ス
ト
レ
イ
チ
ー

兄
弟
、
ラ
ン
ド

ァ
、

ロ
ー
リ
ン
グ
、
シ
ェ
ー
リ
ン
グ
、

ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
、

大
　
西

　

　

保

ヘ
デ
ィ
ン
な
ど
と
い
っ
た
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
め
の
古
い
探

検
家
の
記
録
、
地
図
や
ス
ケ
ッ
チ
、
写
真
な
ど
は
欠
か
せ
な
い
資
料
で
あ

っ

た
。
ま
た
、
第

一
次
大
戦
以
降
の
学
術
的
な
調
査
記
録
と
し
て
、
地
質
学

の
ハ
イ
ム
と
ガ
ン
サ
ー
、
チ
ベ

ッ
ト
史
の
ト
ゥ
ッ
チ
、
そ
し
て
テ
ィ
ッ
ヒ
ー

や
そ
の
他
の
西
チ
ベ

ッ
ト
を
歩
い
た
幾

つ
か
の
旅
行
記
も
同
様
に
重
要
な

研
究
対
象
で
あ

っ
た
。
今
回
の
登
山
隊
の
参
加
者
は
、
害
て
こ
れ
ら
の
本

の
虜
に
な

っ
た
熟
年
と
い
う
か
？
超
中
高
年
と
い
う
表
現
が
適
切
な
、
在

阪
の
先
輩
数
名
を
こ
れ
ま
で
の
仲
間
に
加
え
、
総
勢
十
二
名
の
老
朽
登
山

隊
と
な

っ
た
。
ち
な
み
に
私
は
下
か
ら
二
番
目
の
若
造
と
い
う
事
に
な
る
。

ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
こ
の
事
を
記
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
最
近
、
シ
ド

ニ
ｌ

ｏ
ウ
ィ
グ
ノ
ー
ル
著

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

ス
パ
イ
』
（２
）
を
読
ん
だ
方
々
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。　
一
九
五
五
年
十
月
、
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ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
を
求
め
て
、
ウ
ラ
イ

ｏ
バ
ン
ジ
ャ
ン

（峠
）
五
二
〇

七
眉
を
越
え
、
プ
ラ
ン
で
中
共
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
た
記
録
で
あ
る
。
同
じ

著
者
の
前
著
で
は
隠
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
本
で
は
ス
パ
イ
行
為
が
事
実

で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
帰
途
に
厳
冬
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
峠
を
越
え
、
セ
テ
ィ
河
上
流
を
難
渋
し
て
下
る
描
写
は
す
さ
ま
じ
い
。

二
番
目
に
出
か
け
た
北
大
隊
は
正
当
に
ネ
パ
ー
ル
領
内
か
ら
接
近
し
た
が
、

同
じ
よ
う
に
プ
ラ
ン

（タ
ク
ラ
コ
ッ
ト
）
で
は
中
共
軍
に
は
歓
迎
さ
れ
な

か

っ
た
、
と
記
録
に
あ
る
。
Ｔ
）
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
峰
探
索

の
結
果
、

こ

の
地
に
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
七
〇
〇
〇
屑
峰
は
な
か

っ
た
。
と

い
う
同
隊
の
記
録
が
誤
解
を
受
け
て
、　
一
時
外
務
省
と
の
間
で
問
題
を
か

も
し
た
が
、
六

一
年
の
中
ネ
国
境
協
定
地
図
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
西
北
隅
に

も
、
実
際
に
な
い
七
三
二
五
属
の
標
高
の
山
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

北
大
の
調
査
し
た
南
部
の
タ
ク
プ
ー

・
ヒ
マ
ー
ル
で
は
、
国
境
協
定
地
図

に
六
六
二
五
陣
川
の
山
が
あ

っ
た
。

一
九
八
三
年
に
な

っ
て
、
ネ
パ
ー
ル
観
光
省
は
、　
一
九
七
九
年
に
新
た

に
制
定
さ
れ
た
中
ネ
国
境
協
定
付
属
地
図
に
基
づ
い
て
、
無
名
峰
の
六
〇

六
二
屑

Ｚ
∞
ｏ
Ｎ
ド
Ｎ
『
＼
国
∞
ド
Ｎ
∞
い∞
の
ピ
ー
ク
を

「
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
」

の
名
前
で
呼
び
、
登
山
を
解
禁
し
た
。
（私
た
ち
は
こ
の
山
の
登
山
許
可

を
取
得
し
た
）

で
は
六

一
年
地
図

の
六
六
三
五
屑
は
ど
う
な

っ
た

か
？
　
新
た
な
国
境
協
定
付
属
地
図
で
は
、
そ
の
ピ
ー
ク
は
国
境
外
の
チ

ベ

ッ
ト
領
内
に
あ
る
六
五
二

一
屑
に
相
当
す
る
ら
し
い
。
国
境
線
は
こ
の

ピ
ー
ク
の
八
五
〇
屑
東
北
東

（国
８
）
に
あ
る
約
六
四
五
〇
眉
の
東
肩
を

通

っ
て
お
り
、
ネ
パ
ー
ル
内
の
こ
の
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
山
塊
の
最
高
峰
は

こ
の
ピ
ー
ク
の
三
キ

ロ真
南
に
あ
る
六
四
三
二
屑

Ｚ
∞
ｏ
〓い
ｏ
卜
＼
国
∞
ド
Ｄ
∞

∞
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
北
大
隊
が
発
表
し
た
パ
ノ
ラ
マ
写
真

（北
大
隊
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
よ
り
作
成
し
た
ス
ケ
ッ
チ

［折
込

一
］
参
照
）

の

一
番
左
の
山
が
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
最
高
峰
六
四
三
二
月
で
あ
る
。
写
真

の
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
六
六
二
五
屑
と
あ
る
の
は
、
チ
ベ

ッ
ト
領
内
の
六
五

二

一
屑
と
な
る
。
右

へ
台
形
状
に
な
つ
た
端
の
少
し
低
い
肩
が
国
境
線
で

南
北
に
走

っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
周
辺
で
の
最
も
高
い
峰
は
チ
ベ
ッ
ト
内

の
六
六

一
三
屑

（Ｚ
∞
ｏ
Ｈい
ｏ
ｏ
＼
国
∞
ド
Ｎ
Ｎ
ド
）
（４
）
で
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル

最
高
峰
の
西

一
ｏ
七
五
キ

ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
同
隊
発
表
の
パ
ノ
ラ
マ
写

真
の
左
よ
り
二
つ
目
の
ピ
ー
ク
が
そ
れ
で
あ
る
。

北
大
隊
の
報
告
書
に
、
そ
の
山
名
の
意
味
を

「
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ｏ
ス
ケ
ル

ト
ン
」
と
あ
り
、
直
訳
す
れ
ば
人
間
の
骸
骨
の
意
で
あ
る
。

こ
の
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
峰

一
帯
が
登
山
の
対
象
と
し
て
オ
ー
プ
ン
さ
れ

た
と
は
い
え
、
極
西
北
ネ
パ
ー
ル
の
遠
隔
地
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
辺
部

な
低
山

へ
登
り
に
来
る
よ
う
な
人
は
こ
れ
ま
で
に
お
ら
ず
、
永
年
周
辺

へ

は
、
リ
ミ
谷
の
人
達
の
放
牧
や
チ
ベ

ッ
ト
と
の
交
易
、
時
と
し
て
カ
ン
パ

族
が
チ
ベ

ッ
ト
か
ら
逃
れ
る
時
に
通
過
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ

っ
た
。

ウ

ェ
バ
ー
や
ス
ミ
ス
ら
狩
猟
家

一
行
（５
）は
、　
一
八
六
四
年
に
確
か
に

こ
の
周
辺
を
通
過
し
て
、
ツ
ァ
ン
ポ
河
上
流
に
達
し
て
い
る
と
私
達
は
確

信
し
て
い
る
が
、
ヘ
デ
ィ
ン
は
執
拗
に
そ
の
紀
行
に
つ
い
て
反
論
し
て
い

た
。
そ
れ
か
ら
丁
度
、
百
年
後
の

一
九
六
三
年
秋
に
北
大
隊
が
こ
の
地
を
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踏
み
、
さ
ら
に
そ
の
三
十
七
年
後
に
な

っ
て
私
達
が
出
か
け
た
訳
だ
が
、

多
分
こ
の
周
辺
を
探
索
し
た
外
国
人
と
し
て
は
、
記
録
の
残

っ
て
い
る
も

の
で
は
こ
の
三
隊
の
み
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
ウ
ィ
グ
ノ
ー
ル
達
は
、

ウ
ラ
イ
山
群
で
は
活
躍
し
た
が
、
こ
の
周
辺
に
は
接
近
す
ら
し
て
い
な
い
。

私
達
は

一
九
九
七
年
か
ら
四
年
計
画
で
全
西
北
ネ
パ
ー
ル
の
国
境
地
帯

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
広
く
歩
き
、
（「山
岳
」
九
四
年

・
一
九
九
九
年
　
折
込
地

図
参
照
）
六
〇
〇
〇
】
川
級
の
山
頂
か
ら
周
囲
の
山
々
を
同
定
す
る
山
旅
を

始
め
た
。
確
か
今
回
の
山
行
で
結
末
を
迎
え
る
は
ず
で
あ

っ
た
が
、
そ
の

魅
力
に
ど
ん
ど
ん
嵌
り
込
ん
で
し
ま

っ
て
、
あ
と
五
年
後
ま
で
の
計
画
も

既
に
出
来
上

っ
て
し
ま

っ
た
。

私
達
の
グ
ル
ー
プ
は
仲
が
良
い
の
か
、
良
く
な
い
の
か
、
ほ
と
ん
ど
病

的
化
し
て
西
北
ネ
パ
ー
ル
偏
執
症
集
団
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
感
が
あ
る
。

極
西
北
ネ
パ
ー
ル
の
山
旅

二
〇
〇
〇
年
六
月
二
日
　
摂
氏
四
五
度
の
ネ
パ
ー
ル
ガ
ン
ジ
の
最
高
級

ホ
テ
ル
は
、
隊
長
部
屋
に
冷
房
完
備
が
あ
る
の
み
で
、
隊
員
は

「暑
く
て

一
睡
も
出
来
な
か

っ
た
」
と
溢
し
た
の
で
あ

っ
た
。

雨
の
た
め
カ
リ
コ
ツ
ト
周
辺
の
峠
を
越
す
こ
と
が
で
き
な
い
チ
ャ
ー
タ
ー

機
は
、
今
回
で
私
た
ち
に
と

っ
て
七
度
目
と
な
る
ス
ル
ケ
ツ
ト
で
数
時
間

待
機
し
、
正
午
に
フ
ム
ラ

ｏ
カ
ル
ナ
リ
川
の
崖
上
の
シ
ミ
コ
ッ
ト
の
飛
行

場

へ
到
着
し
た
。
西
ネ
パ
ー
ル
偏
執
仲
間
の
Ｙ
に
と

っ
て
は
大
阪
を
発

っ

て
か
ら
僅
か
三
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
を
船
出
し
て
こ
の
地
ま
で
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
含
め
て
、
七
十
七
日
間
も
か
か

っ
た
北
大
隊
の
隊
員
ら
が
こ
の

報
告
を
読
ん
だ
ら
、
多
分
気
分
を
害
す
る
に
違
い
な
い
短
日
数
で
の
到
着

で
あ

っ
た
。

ポ
リ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
副
長
官
の
話
で
は
、
国
境
周
辺
の
チ

ェ
ッ
ク

ポ
ス
ト
は
現
在

マ
オ
イ
ス
ト
出
没
の
影
響
で
、
フ
ム
ラ

ｏ
カ
ル
ナ
リ
川
沿

い
か
ら
リ
ミ
谷
に
か
け
て
は
唯

一
ム
チ

ュ
ー
村
に
し
か
な
い
と
の
こ
と
、

そ
こ
で
イ
ミ
グ
レ
と
カ
ス
タ
ム
の
業
務
も
行

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ

た
。
シ
ミ
コ
ッ
ト
は
カ
イ
ラ
ス
山
詣
で
の
外
国
人
達
で
満
杯
で
あ

っ
た
。

昨
年

（
一
九
九
九
年
夏
）
、
ジ
ョ
ム
ソ
ン
、
ア
ッ
パ
ｌ

ｏ
ト
ル
ボ
か
ら
ム

グ

ヘ
の
横
断
終
了
後
、
ジ

ュ
ム
ラ
に
デ
ポ
し
て
あ

っ
た
炊
事
用
具
類
、
テ

ン
ト
、
食
糧
は
ジ

ュ
ム
ラ

・
ポ
ー
タ
ー
に
よ

っ
て
運
ば
れ
シ
ミ
コ
ッ
ト
に

数
日
前
に
到
着
し
て
い
た
。　
一
方
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
の
登
山
用
具
、
食
糧
、

隊
員
個
人
装
備
な
ど
も
シ
ェ
ル
パ
と
カ
ト
マ
ン
ズ

ｏ
ポ
ー
タ
ー
達
に
よ

っ

て
ロ
シ
ア
ン
ヘ
リ
と
定
期
便
に
よ
り
空
輸
さ
せ
て
お
い
た
。

六
月
五
日
に
シ
ミ
コ
ッ
ト
を
出
発
し
て
、
フ
ム
ラ

ｏ
カ
ル
ナ
リ
川
沿
い

の
カ
イ
ラ
ス
街
道
を
歩
き
、
二
日
日
、
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の
中
を
針
葉
樹

の
ジ
ャ
ン
ガ
ル
の
チ

ュ
ム
サ

・
コ
ー
ラ
に
入
谷
す
る
。
雨
が
益
々
ひ
ど
く

な
り
三
二
五
〇
口
月
の
樹
林
帯
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
こ
こ
で
三
日
間
動

け
な
い
豪
雨
と
な
り
、
川
横
の
路
は
、
濁
流
化
し
た
流
れ
が
危
険
な
状
態

で
、
前
進
を
拒
む
。
テ
ン
ト
の
中
に
も
流
れ
が
出
来
る
始
末
で
何
も
か
も

が
ず
ぶ
濡
れ
と
な
り
、
上
部
の
広
場
に
移
動
し
た
。
途
中
枝
沢
か
ら
鉄
砲

水
が
出
て
通
行
不
能
と
な

っ
た
が
、
シ
ェ
ル
パ
と
ポ
ー
タ
ー
達
に
よ

っ
て
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崩
れ
た
山
肌
に
簡
易
路
が
こ
さ
え
ら
れ
た
。

十

一
日
　
シ
ン
ジ

ュ
ン
マ
の
二
軒
の
カ
ル
カ
の
あ
る
二
股
か
ら
、
左
俣

に
架
か
る
新
し
い
橋
を
渡
り
、
左
岸
の
気
持
の
い
い
草
原
を
通

っ
て
、
右

岸
側
の
ヨ
セ
ミ
テ
風
の
大
岩
壁
帯
に
懸
か
る
見
事
な
大
滝
に
見
と
れ
、
ブ

ル
ー
ボ
ピ
ー
の
群
生
に
歓
喜
し
つ
つ
、
ツ
ム
サ

（二
九
二
〇
屑
）
の
広
河

原
の
快
適
な
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
着
い
た
。

こ
こ
で
三
日
間
の
高
所
順
応
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
対
岸

（西
）
に
は

シ
ン
ジ

ュ
ン
マ
ま
で
の
岩
壁
帯
、
本
流
の
上
部
に
は
ニ
ャ
ラ

ｏ
ラ
峠

（四

九
四
〇
屑
）

へ
の
谷
が
正
面
に
、
そ
の
左
に
大
き
く
チ
ュ
ン
ガ
ー
ル

ｏ
コ
ー

ラ
の
谷
が
あ
り
、
正
反
対
の
東
側
か
ら
本
流
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
翌
十

三
日
、
こ
の
本
流
に
入
り
、
ク
キ
湖

へ
の
接
近
を
試
み
る
が
、
前
述
の
大

雨
は
四
六
〇
〇
眉
付
近
か
ら
積
雪
と
な

っ
て
い
て
太
腿
ま
で
潜
る
。
ジ
ョ

ギ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
で
は
辛
い
順
応
活
動
と
な

っ
て
諦
め
る
。
翌
日
再
び
ク

キ
峠
を
め
ざ
し
た
が
、
背
後
の
斜
面
か
ら
岩
壁
中
の
ガ
リ
ー
を
抜
け
て
シ

ミ
コ
ッ
ト

ヘ
通
じ
る
路
は
、
今
で
は
廃
道
と
な

っ
て
い
る
ら
し
く
、
積
雪

の
あ
る
稜
線
で
踵
を
返
し
た
。
各
自

の
ペ
ー
ス
で
、
ゆ

っ
く
り
四
〇
〇

〇
屑
か
ら
四
六
〇
〇
周
辺
り
ま
で
の
順
応
を
行
な
い
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
で
各
自
の
数
値
を
出
し
、
順
応
適
応
性
を
計
る
。
こ
の
積
雪
量
だ
と

五
〇
〇
〇
屑
近
い
ニ
ャ
ラ

ニ
フ

（四
九
四
〇
眉
）
の
積
雪
に
は
難
渋
す
る

か
も
し
れ
な
い
。

も
う
か
れ
こ
れ
、
十
六
、
七
年
も
毎
年
付
き
合

っ
て
い
る
信
頼
出
来
る

シ
ェ
ル
パ
達
が
、
全
員
で
三
日
間
の
ラ
ッ
セ
ル
を
し
て
、

ニ
ャ
ラ

ｏ
ラ
の

峠
越
え
ル
ー
ト
を
確
保
し
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
先
に
進
む
こ
と
が
出
来

た
。
セ
リ
マ
ツ
ォ
湖

へ
出
発
の
十
五
日
の
朝
、
黄
金
色
に
輝
く
サ
イ
パ
ル

（七
〇
三

一
屑
）
北
壁
、

フ
ィ
ル
ン
コ
プ

フ

（六
七
三
八
屑
）
と
西
峰

（六
六
八
四
屑
）
の
双
耳
峰
が
見
事
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

こ
の
地

で

放
牧
し
て
い
る
カ
ル
カ
の
馬
主
に
馬
を
借
り
る
。
お
か
げ
で
渡
渉
は
乗
馬

の
ま
ま
で
進
め
る
し
、
高
齢
隊
員
は
登
り
の
心
配
は
な
い
し
、
体
力
維
持

に
は
都
合
が
い
い
。
十

一
頭
借
り
た
。
（
一
頭
五
〇
〇
ル
ピ
ー
）
。
峠
手
前

の
セ
リ
マ
ツ
ォ
湖
畔
で

一
泊
し
て
、
西
の
二
つ
の
五
〇
〇
〇
屑
峰
に
上
が

っ

て
み
た
が
、
生
憎
天
気
が
悪
く
視
界
ゼ

ロ
。
翌
日
も
朝
か
ら
天
候
は
良
く

な
く
濃
い
ガ
ス
の
中
を
出
発
し
た
。

峠

へ
の
路
は
既
に
ラ
ッ
セ
ル
さ
れ
て
い
た
の
で
簡
単
に
越
す
事
が
出
来

た
。
峠
の
大
き
な
ラ
プ
チ

ェ

（経
文
を
彫

っ
た
石
積
み
）
の
と
こ
ろ
か
ら

崖
下
の
路

へ
と
急
下
降
し
、
広
大
な
タ
ル
ン

ｏ
コ
ー
ラ
上
流
の
草
原

へ
と

下

っ
て
行

っ
た
。
翌
朝
、
各
自
乗
馬
を
楽
し
み
つ
つ
流
れ
に
沿

っ
た
草
地

か
ら
、
北
に
細
長
い
タ
ル
ン
ツ
ォ
の
湖
畔
路
を
通
り
、
激
流
の
無
名
谷
を

乗
馬
の
ま
ま
大
騒
ぎ
し
て
渡
渉
を
す
る
。
白
い
砂
路
を
下
る
と
タ
ク
チ

ェ
ｏ

カ
ル
カ
に
着
く
。
チ
ベ
ッ
ト
人
が
使
用
す
る
テ
ン
ト
、
チ
ベ

ッ
タ
ン
ク
ー

ル
が

一
張
り
あ

っ
て
、
ザ
ン
村
の

一
家
族
が
放
牧
で
住
ん
で
い
る
。
こ
こ

で
美
味
し
い
ミ
ル
ク
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
フ
レ
シ
ュ
ｏ
コ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
を

賞
味
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
広
大
な
広
河
原
を
横
切

っ
て
リ
ミ
の
谷

（タ

ク
チ

ェ
ｏ
コ
ー
ラ
）
の
左
岸
の
草
原
に
テ
ン
ト
を
張

っ
た
。
楽
し
ま
せ
て

も
ら

っ
た
馬
を
こ
こ
で
帰
し
、
休
養
と
順
応
を
兼
ね
て
こ
れ
か
ら
の
三
日
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間
を
こ
こ
で
過
ご
す
こ
と
に
し
た
。

二
十
二
日
、
橋
を
渡
り
、
尾
根
か
ら
小
谷
沿
い
に
北

へ
通
じ
る
路
を
進

む
。
こ
の
路
は
⊃
字
状
に
湾
曲
し
て
い
る
タ
ク
チ

ェ
・
コ
ー
ラ
を
シ
ョ
ー

ト
カ

ッ
ト
す
る
直
線
近
道
と
な

っ
て
い
る
。
峠
に
出
て
、
広
々
と
し
た
高

原

一
面
に
紫
色
の
花
を

つ
け
た
ツ
ツ
ジ
科
の
背
の
低
い
花
に
感
動
を
覚
え

る
。
北
大
隊
の
タ
ク
プ
ー
ヒ
マ
ー
ル

ヘ
の
谷
サ
ジ
ャ
ｏ
コ
ー
ラ
と
、
ラ
プ

チ

ェ
峠

（五
〇
四
八
屑
）

へ
の
谷
チ
ャ
ヤ
ク
ポ
ン
ル

ｏ
コ
ー
ラ
の
出
合
の

少
し
西
の
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
風
の
草
原
に
ベ
ー
ス
を
設
け
た
。

（
四
七

一

二
屑

Ｚ
∞
ｏ
Ｎ
ｏ
Ｎ∞
＼
国
∞
卜
∞
０
コ
）
こ
れ
か
ら
の
約
十
日
間
、
隊
を
二

つ
に
分
け
、
東
の
チ
ャ
ン
デ
ィ
ｏ
ヒ
マ
ー
ル
を
探
る
隊
は
タ
イ
ソ
ル
・
コ
ー

ラ
を
遡
る
。
も
う

一
隊
は
順
応
と
休
養
を
兼
ね
て
、
チ
ャ
ヨ
ラ
ム
湖
か
ら

無
名
峠

（五

一
三
三
眉
）
と
周
辺
の
ピ
ー
ク
に
立

つ
こ
と
に
し
た
。
そ
の

前
に
帰
国
組
の
Ｙ
と
Ａ
の
二
名
は
国
境
の
ロ
ル
ン
峠

（四
九
五
三
屑
）
を

巡
り
、

マ
ナ
サ

ロ
ワ
ー
ル
と
カ
イ
ラ
ス
を
国
境
稜
線
か
ら
望
見
し
て
、
我
々

と
合
流
後
シ
ミ
コ
ッ
ト

ヘ
向
け
て
下
山
し
た
。

チ
ャ
ン
デ
ィ
・
ヒ
マ
ー
ル
を
探
る

六
月
二
十
三
日
　
水
谷

（弘
）
、
柳
原
、
赤
山
と
私

の
四
人
は
シ

ェ
ル

パ
ニ
名
と
サ
ジ
ャ
・
コ
ー
ラ
の
冷
た
い
流
れ
を
渡
渉
し
て
下
流

へ
向
か

っ

て
草
原
を
下
り
、
ラ
プ
チ

ェ
峠

へ
の
流
れ
を
渡
渉
し
て
タ
イ
ソ
ル

ｏ
コ
ー

ラ
ヘ
入
り
、
右
岸
沿
い
の
路
を
北
進
す
る
。
や
が
て
谷
は
東
に
向
き
を
変

え
て
、
こ
こ
か
ら
谷
は
大
き
く
Ｕ
字
状
に
開
け
る
。
北

（右
岸
）
側
に
チ
ャ

ン
デ
ィ
ｏ
ヒ
マ
ー
ル
（６
）が
始
ま
り
、
六
〇
〇
〇
眉
に
満
た
な
い
丸
く
大

き
な
山
々
が
続
く
。
や
が
て
上
流
域
は
湿
性
草
原
と
な
り
、
そ
こ
に
い
た

野
生
化
し
た
馬
や
チ
ベ

ッ
ト

・
キ
ャ
ン
達
が
侵
入
者
を
見
て
逃
げ
廻
る
。

水
溜
ま
り
に
は
小
さ
な
魚
が
沢
山
潜
ん
で
い
た
。
広
大
な
谷
は
殆
ど
高
度

を
上
げ
な
い
。
遡
行
に
三
泊
を
費
や
し
て
、
東
隣
り
の
ド
ザ
ム

ｏ
コ
ー
ラ

の
上
流
の
ニ
ン

ｏ
コ
ー
ラ
と
の
分
水
嶺
に
あ
た
る
五
九

一
四
】
川
峰
が
正
面

に
見
え
て
、
そ
の
手
前
で
南
か
ら
の
小
沢
に
入
り
、
再
び
分
水
嶺
へ
向
か

っ

て
サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン
を
上
が
る
。
こ
の
谷
の
名
前
の
由
来
に
な

っ
て
い
る

氷
結
し
た
タ
イ
ソ
ル
湖
の
、
自
然
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
状
に
堰
き
止
め

ら
れ
た
岩
棚
下
流
の
自
砂
の
河
原
に
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
た
。
北
の
チ
ャ
ン

デ
イ

ｏ
ヒ
マ
ー
ル
側
は
、
タ
イ
ソ
ル

・
コ
ー
ラ
の
支
谷
が
入
り
込
ん
で
、

西
か
ら
六
〇

一
六
屑
、
五
九
六
四
月
、
六
〇
二
六
屑
、
六
〇
六
九
眉
、
六

〇
二
四
層
の
五

つ
の
雪
を
被

っ
た
、
小
さ
い
な
が
ら
も
氷
河
を
持

っ
た
丸

い
山
が
東
西
に
並
ぶ
。
南
西
方
向
に
は
六
〇
三
八
屑
峰
が
こ
じ
ん
ま
り
し

た
姿
で
迎
え
て
く
れ
た
。
出
合
の
小
沢
か
ら
見
え
、
私
達
が
登

っ
て
周
辺

を
調
べ
て
み
よ
う
と
し
て
い
る
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
な
ピ
ー
ク
、
チ
ャ
ン
ワ
タ
ン

峰

（六

一
二
五
屑

Ｚ
∞
ｏ
お

∞
い
＼
国
∞
ド
い
∞
ヽ
）
は
こ
こ
か
ら
で
は
見

え
な
い
。

分
水
嶺

に
上
が

っ
て
み
る
と
、
遠
く

Ｗ
二
八

一
度

の
方
向
、

五
十

五
キ

ロ先
に
ナ
ム
ナ
ニ
峰

（七
六
九
四
屑
）
東
壁
が
見
え
る
。
真
反
対
の
東

に
は
Ｅ

一
〇

一
度
の
方
向
、
二
十
五
キ

ロ先
に
頂
上
部
分
の
チ
ャ
ン
ラ
峰

（六
五
六
三
屑
）
の
顕
著
な
岩
壁
帯
が
見
え
た
。

ニ
ン

ｏ
コ
ー
ラ
の
源
頭
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部
の
国
境
チ
ベ

ッ
ト
側
は
商
弄
布
頃
日

（カ
ン
ヌ
ン
プ
カ
リ

ｏ
ヒ
マ
ー
ル
）

と
呼
ば
れ
、
六
〇
〇
〇
屑
弱
の
岩
峰
群
が
並
び
、
そ
の
奥
に
ヘ
デ
イ
ン
が

シ
ン
チ

ェ
ン
、
シ
ン
チ

ュ
ン
と
称
し
た
と
思
わ
れ
る
（７
）
こ
の
チ
ャ
ン
デ

イ

・
ヒ
マ
ー
ル
の
最
高
峰
が

（
六
二
五
六
眉

Ｚ
∞
ｏ
Ｎ
ｏ
∞
Ｎ＼
口
∞
Ｎ
ｏ
ｏ

卜
∞
）
（８
）
Ｅ
九
二
度
方
向
に
堂
々
と
饗
え
て
、
右
に
小
さ
く
第
二
の
高
峰
、

六
二
五
四
】
川
（
Ｅ
九
七
度
の
方
向
）
Ｚ
∞
ｏ
Ｎｏ
お
＼
国
∞
Ｎ
Ｎｏ
い
「
が
見

え
た
。

二
十
七
日
、
氷
化
し
た
タ
イ
ソ
ル
湖
畔
か
ら
、
南
側
の
リ
ン
・
コ
ー
ラ

と
の
分
水
嶺
と
な
る
雪
原
に
出
て
、
五
七
三
八
】
川
（Ｚ
∞
ｏ
ドΦ
い
∞
＼
国
∞
Ｈ

い
ド
ふ
）
に
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
た
。
私
達
の
持

っ
て
い
た
イ
ン
ド
測

量
局
の
地
図

（五
万
分
の
一
、　
一
九
六
七
年
　
ｏ
Ｎ
『
＼
覇
）
で
は
、
リ
ン
・

コ
ー
ラ
南
側
の
峰
々
の
部
分
は
空
自
で
地
形
も
標
高
も
記
載
が
な
い
。
六

〇
〇
〇
屑
前
後
は
あ
ろ
う
峰
が
数
座
、
障
壁
の
よ
う
に
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
か

ら
目
の
前
に
見
え
、
氷
河
も
か
な
り
発
達
し
て
い
る
。
リ
ン
ｏ
コ
ー
ラ
側

か
ら
で
も
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
地

へ
は
簡
単
に
来
る
こ
と
が
出
来
、
広
い
上

流
に
氷
結
し
て
い
る
数
個
の
湖
も
見
え
た
。

翌
二
十
八
日
朝
、
チ
ャ
ン
ワ
タ
ン
峰
西
面
の
氷
河
か
ら
、
五
ピ

ッ
チ
右

斜
上
し
て
西
稜
に
出
て
、
さ
ら
に
六
ピ

ッ
チ
の
ラ
ッ
セ
ル
か
ら
雪
壁
を
二

ピ

ッ
チ
登

っ
て
頂
稜
に
出
た
。
東

ヘ
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を
辿
る
と
チ
ャ
ン
ワ

タ
ン
峰
の
頂
上
で
あ

っ
た
。
七
十
三
歳
の
赤
山
の
顔
に
や

っ
と
ほ
こ
ろ
び

が
も
れ
、
記
念
撮
影
を
す
る
。
同
ル
ー
ト
を
懸
垂
下
降
で
下
り
、
ハ
イ
キ
ャ

ン
プ
と
湖
畔
の
テ
ン
ト
を
徹
収
し
て
、
タ
イ
ソ
ル

・
コ
ー
ラ
の
河
原
を
四

七
七
九
屑
ま
で

一
気
に
下
リ
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
た
。
快
い
疲
労
感
が
残
る
。

翌
日
、
長
時
間
の
歩
行
で
、
夕
方
に
仲
間
の
待

つ
サ
ジ
ャ
・
コ
ー
ラ
の

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
戻

っ
た
。

（時
間
記
録
）

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
発

い
一
ｏ
ｏ＝
＝
頂
上

∞
一
卜
ｏ
～
⑬
一
Ｎｏ＝＝
六

イ
キ
ャ
ン
プ
着

馬

一
Ｎ
ｏ
～
〓∞
一
Ｎｏ
＝
＝
タ
イ
ソ
ル
湖
畔
キ

ャ
ン
プ
着

〓

一
∞
ｏ
～
覇

一
３
＝
＝
タ
イ
ソ
ル
コ
ー
ラ

ｏ
キ
ャ
ン
プ
地

〓

二
ｏ
着

私
達
は
こ
こ
を
ベ
ー
ス
に

一
日
の
往
復
で
ラ
プ
チ

ェ
峠

（
五
〇

一
八

眉
）
（国
境
標
識
１２
）

へ
出
か
け
た
り
、

ロ
ル
ン
峠

（四
九
五
三
屑
）
や
、

六

ｏ
五
キ

ロ西
の
無
名
峠

（五

一
三
二
月
）
と
付
近
の
山
に
立

っ
て
、
チ
ベ
ッ

ト
側
の
風
景
と
カ
イ
ラ
ス
山
や
マ
ナ
サ

ロ
ワ
ー
ル
湖
、
西
行
す
る
タ
ゲ

ｏ

ツ
ア
ン
ポ
の
流
れ
と
眺
望
を
楽
し
み
周
辺
の
調
査
活
動
を
終
え
た
。

ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル

（六
〇
六
二
屑
）

レ
ギ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
ピ
ー
ク
ヘ

七
月
二
日
　
冷
た
い
早
朝
の
サ
ジ
ャ
・
コ
ー
ラ
の
渡
渉
を
何
回
し
た
ろ

う
か
、
そ
の
冷
た
さ
を

一
段
と
感
じ
つ
つ
流
れ
に
入
り
、
そ
し
て
真
西
の

草
原
の
丘
に
向
か

っ
て
進
み
、
ギ

ョ
ｌ

ｏ
コ
ー
ラ
右
岸

へ
と
出
る
。
と
て

つ
も
な
く
広
い
谷
と
い
う
よ
リ
チ
ベ

ッ
ト
高
原
風
景
の
草
原
を
歩
く
。

「
リ
ミ
」
と
名
付
け
た
ザ
ン
村
で
買

っ
た
真
黒
な
チ
ベ
ッ
タ
ン
マ
ス
チ
ー

フ
犬
は
、
今
で
は
す

っ
か
り
大
き
く
な

っ
て
我
家
の

一
員
と
な
っ
て
い
て
、

元
気
に
私
達
の
前
や
後
を
走
り
ま
わ

っ
て
い
る
。
や
が
て
正
面
に
ナ
ム
ナ

ニ
峰
の
巨
大
な
東
壁
が
西
の
空
に
屹
立
し
て
現
れ
た
。
右
の
ス
カ
イ
ラ
イ
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ン
は
北
稜
で
、　
一
九
九
九
年
の
秋
の
終
り
に
下
部
の
雪
稜
か
ら
、
日
本
ヒ

マ
ラ
ヤ
協
会
隊

（山
森
欣

一
隊
長
）
の
岩
崎
、
野
沢
井
、
古
屋
の
二
人
の

若
者
達
が
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
攀
じ

っ
た
。
そ
の
好
ル
ー
ト
が
指
摘

出
来
て
、
自
分
が
興
奮
し
て
く
る
の
が
解
る
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
、
正
に

彼
ら
は
天
空
に
攀
じ

っ
て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
数
少
な
い
若
い

日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ク
ラ
イ
マ
ー
も

「
な
か
な
か
や
る
も
の
だ
」
と
思
わ

ず
笑
み
が
出
て
く
る
。
（９
）
夕
焼
け
が
包
む
ま
で
こ
の
秀
峰
を
見
入

っ
て

し
ま

っ
た
。

翌
日
、
左
岸
に
渡
渉
し
て
、　
一
向
に
高
度
を
上
げ
な
い
谷
筋
を
歩
む
こ

と
と
な

っ
た
。
中
国
科
学
院
発
行
地
図
に
あ
る
五
二
五
〇
】
川
の
小
さ
な
湖

は
今
で
は
す

っ
か
り
干
上
が

っ
て
い
て
、
北
隅
に
僅
か
な
痕
跡
が
残
る
。

こ
の
湖

へ
流
れ
込
む
南
西
か
ら
の
沢
の
左
岸
に
、
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
峰
登

山
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
た
。
翌
四
日
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

・
セ
レ

モ
ニ
ー
を
簡
単
に
行
な

っ
た
後
、
数
名
が
ネ
パ
ー
ル
の
最
西
北
端
隅
に
な

る
、
イ
ン
ド
測
量
局
地
図

（
一
九
七
四
年

ｏ
Ｎ
『
＼
『
）
で
は
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー

ル
峠

（五
五

一
四
屑
）
と
記
さ
れ
て
い
る
峠
の
手
前
の
湖
へ
散
歩
に
出
た
。

七
月
六
日
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
と
キ

ッ
チ

ン
ボ
ー
イ
を
残
し
、
背
後
の
草
付
き
斜
面
を
登
り
、
国
境
上
の
五
六
〇

二
屑
ピ
ー
ク
の
南
側
か
ら
南
西
に
入
る
沢
筋
を
歩
く
。
五
七
三
三
屑

（Ｚ

∞
ｏ
Ｎ
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
＼
国
∞
Ｐ
Ｎふ
∞
Ｓ
）
の
、
周
り
が

一
キ

ロ程
の
湖
の
横
に
ハ
イ
キ
ャ

ン
プ
を
設
け
て
、
全
員
が
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
入

っ
た
。
正
面
に
二
つ
の
小

さ
な
氷
河
を
携
え
た
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
の
真
中
に
コ
ル
が
見
え
る
の
で
、

偵
察
労
々
上
が

っ
て
み
る
。
柳
原
と
サ
ー
ダ
ー
の
二
人
は
コ
ル
か
ら
そ
の

ま
ま
、
右
の
ピ
ー
ク
を
ど
ん
ど
ん
歩
き
続
け
、　
一
時
間
後
に
頂
上

へ
立

っ

て
し
ま

っ
た
。
大
き
な
ケ
ル
ン
を
立
て
て
い
る
の
が

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
か
ら

で
も
見
え
る
。
こ
う
し
て
呆
気
無
く
、
レ
ギ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク

（規

定
さ
れ
た
峰
）
の
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
峰

（六
〇
六
二
屑

Ｚ
∞
ｏ
い
Ｈ
い
「
＼
国

∞
【
Ｎ
∞
い
∞
）
に
登

っ
て
し
ま

っ
た
。
何
の
ル
ー
ト
エ
作
も
登
山
用
具
も
使

用
す
る
こ
と
な
く
ス
ニ
ー
カ
ー
で
初
登
頂
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
頂
上
で
手

を
振
る
二
人
を
全
員
は
唖
然
と
た
だ
見
守
る
の
み
で
あ

っ
た
。

翌
七
日
、
地
図
上
七
〇
〇
屑
南
に
、
や
や
高
度
は
低
い
が
、
私
達
が
ナ

ラ
カ
ン
カ
ー
ル
南
峰

（六
〇
二
四
】
川　
Ｚ
∞
ｏ
Ｎ
｝
〓い
＼
国
∞
Ｈ
Ｎ卜
Ｎ
Ｏ
）
と

名
付
け
た
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
北
東
面
に
氷
壁
が
頂
上
ま
で
繋
が
っ
て
い
て
、

ま
だ
こ
ち
ら
の
方
が
レ
ギ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク
よ
り
格
好
が
い
い
。
こ

の
北
東
壁
に
柳
原
と
私
、
シ
ェ
ル
パ
ニ
名
で
取
付
く
こ
と
に
し
た
。
キ
ャ

ン
プ
横
の
湖
か
ら
、
後
退
し
た
氷
河
を
ど
ん
ど
ん
登
り
、
や
が
て
出
歯
の

ア
イ
ゼ
ン
ツ
ァ
ッ
ケ
だ
け
で
立

つ
よ
う
に
な
り
、
五
〇
眉
ザ
イ
ル
五
ピ

ッ

チ
の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
、
頂
上
直
下
の
雪
稜
か
ら
左
の

岩

へ
進
む
と
頂
上
で
あ

っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
パ
ー
テ
イ
の
赤
山
、
藤
本

夫
妻
、
水
谷
夫
妻
、
佐
藤
、
井
上
と
シ
ェ
ル
パ
達
は
こ
の
山
の
北
西
稜
の

国
境
上
の
コ
ル
か
ら
頂
上
に
立
ち
、
全
員
揃

っ
て
記
念
撮
影
を
し
た
の
ち
、

南
東
稜
を
下
リ

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
戻
る
。
数
名
の
メ
ン
バ
ー
に
と

っ
て
は

遥
々
持
参
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ブ
ー
ツ
が
や
っ
と
活
躍
し
た
登
山
で
も
あ

っ

た
。

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
撤
収
し
て
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
下
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
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六
〇
〇
〇
】
川峰
の
初
登
頂
を
祝
う
。
頂
上
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
は
、
生
憎
ガ

ス
が
出
て
全
て
を
見
渡
せ
な
か

っ
た
が
、
南
に
続
く
国
境
上
の
山
々
、
チ

ベ

ッ
ト
側
の
六
〇
〇
〇
屑
級
の
山
々
を
同
定
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
瞬
、

ガ
ス
の
晴
れ
間
か
ら
、
日
の
前
に
ナ
ム
ナ
ニ
峰
の
東
壁
か
ら
南
東
壁
が
堂
々

た
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

（時
間
記
録
）

北
西
稜
パ
ー
テ
ィ

¨
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
発

卜
一
８
＝
＝
頂
上

『
一
ｏ
い
～
∞
一
ｏ
ｏ

＝
＝

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
着

Φ
一
∞
ｏ
～
Φ
一
い
ｏ＝
＝
∪
ｏ
露

一
ｏ
ｏ
着

北
東
壁
パ
ー
テ
ィ

一
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
発

い
一
Ｎ
ｏ＝
＝
頂
上

『
一
覇
～
∞
一
ｏ
ｏ

＝
＝
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
着

Φ
二
ｏ
～
Φ
¨
∞
ｏ＝＝
山
ｏ
二

一
∞
ｏ
着

ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル

・
ハ
イ
エ
ス
ト

（六
四
二
二
屑
）

へ
の
探
索

一
九
六
三
年
の
北
大
隊
が
タ
ク
プ
ー

・
ヒ
マ
ー
ル
と
呼
ん
だ
所
に
は
、

確
か
に
チ
ベ
ツ
ト
側
に
六
五
二

一
眉
峰
が
あ

っ
て
、
国
境
線
が
こ
の
ピ
ー

ク
の
八
五
〇
屑
東
の
肩

（六
〇
屑
低
い
）
を
通

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ピ
ー

ク
と
は
認
め
が
た
い
。
現
在
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
定
め
て
い
る
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー

ル
山
塊
の
最
高
峰
は
六
四
三
二
屑

Ｚ
∞
ｏ
ドい
ｏ卜
＼
国
∞
〓
Ｎ
∞
∞
い
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
位
置
と
周
辺
地
形
を
明
ら
か
に
し
て
、
ル
ー
ト
を
確
か
め

て
、
あ
わ
よ
く
ば
登
る
、
と
い
う
の
が
今
回
の
私
達
の
目
的
だ

っ
た
。
北

大
隊
の
登

っ
た
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
（ｌｏ
）か
ら
の
パ
ノ
ラ

マ
写
真
を
明
ら
か
に

す
る
の
も
後
人
の
私
達
の
役
目
か
も
し
れ
な
い
。

七
月
十
日
　
ベ
ー
ス
を
発

っ
て
ギ

ョ
ｏ
コ
ー
ラ
の
右
岸
を
六
キ

ロ下
降
す

る
と
、
中
国
科
学
院
地
図
に
五
二
〇
八
】
川
と
記
し
て
あ
る
付
近
の
尾
根
を

越
え
る
。
数
日
前
キ
ャ
ン
プ
し
た
二
股
出
合
の
左
俣
側

へ
降
り
て
キ
ャ
ン

プ
、
そ
の
ま
ま
南
下
し
て
、
再
び
五
二
〇
〇
層
の
広
い
高
原
に
出
る
と
三

つ
の
湖
が
あ

っ
た
。
こ
の
周
辺
は
北
大
隊
が
三
十
七
年
前
に
辿

っ
て
以
来
、

誰

一
人
も
外
国
人
は
通

っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
願
い
た
い
気
も
す
る

爽
快
な
高
原
に
出
る
。

そ
こ
は
広
漠
と
し
た
静
寂
の
中
に
湖
が
あ

っ
て
、
乾
い
た
風
が
さ
あ
―
っ

と
吹
き
抜
け
て
行

っ
て
再
び
静
粛
だ
け
が
残

っ
た
。
三
つ
目
の
大
き
な
湖

の
西
に
、
タ
ク
プ
ー

・
ヒ
マ
ー
ル
が
ガ
ス
の
切
れ
間
か
ら
ア
ル
ペ
ン
的
な

姿
を
見
せ
て
、
透
明
な
藍
色
の
空
は
、
私
達
の
進
む
サ
ジ
ャ
ｏ
コ
ー
ラ
の

対
岸
の
峠

へ
と
消
え
て
い
る
。
全
員
が
感
動
し
た

一
瞬
で
あ

っ
た
。
そ
の

感
動
は
北
大
隊
の
人
達
も
同
じ
想
い
だ

っ
た
ろ
う
。

サ
ジ
ャ
ｏ
コ
ー
ラ
ヘ
は

一
旦
、
四
〇
〇
眉
下
る
。
下
り
口
に
は
大
き
な

ラ
プ
チ

ェ
が
あ
り
、
上
流
に
は
サ
ジ
ャ
氷
河
が
見
え
て
、
タ
ク
プ
ー
ヒ
マ
ー

ル
の
六
三
六
九
屑

（
テ
ィ
ル

・
カ
ン
峰
）
と
北
の
六
三
九
五
】
月峰
が
輝
い

て
い
た
。
河
原
か
ら
再
び
六
〇
〇
屑
の
登
り
で
峠
に
出
て
リ
ミ
谷

（タ
ク

チ

ェ
ｏ
コ
ー
ラ
）
の
ハ
ル
ジ

ェ
村

へ
の
小
谷
を
下
降
し
て
、
翌
日
、
戸
数

四
〇
戸
、
人
口
約
二
〇
〇
人
の
リ
ミ
谷
の
中
心
村

で
あ
る

ハ
ル
ジ

ェ
村

（二
九
九
二
屑
）
に
到
着
し
た
。
サ
キ
ャ
派
の
ゴ
ン
パ
か
と
思
わ
れ
る
、

村
の
中
心
に
建

っ
て
い
る
ゴ
ン
パ
を
訪
れ
た
。
紅
壁
に
オ
ン
マ
ニ
ペ
メ
フ

ム
の
白
字
の
浮
文
字
が
記
さ
れ
、
ゴ
ン
パ
の
拝
殿
屋
根
の
鴎
尾

（し
び
）
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は
黄
金
色
に
輝
い
て
い
て
、
拝
殿
正
面
の
造
り
は
全
て
木
造
で
あ
る
。
そ

れ
に
拝
殿
に
入
る
階
段
に
は
擦
り
減

っ
た
平
石
が
敷
い
て
あ
る
。
幕
、
ゴ

ン
パ
内
の
仏
像
、
仏
画
の
壁
画
類
な
ど
、
門
外
漢
の
私
に
は
よ
く
解
ら
な

い
が
、
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
文
化
人
類
学
や
宗
教
学
者
に
良
い

研
究
材
料
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
村
で
あ
る
。
（Ｈ
）
こ
の
村

の
本
流
側
で

キ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
リ
ミ
の
谷
は
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
徒
の
チ

ベ

ッ
ト
人
や
、
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ェ
ル
パ
の
人
々
に
は
重
要
な
バ
タ
ー
茶
や

チ
ャ
ン

（酒
）
を
呑
む
食
器
で
あ
る
木
の
器

「お
椀
」
を
生
産
し
、
チ
ベ
ッ

ト
各
地

へ
出
荷
し
て
い
る
。
生
産
は
上
流
の
ザ
ン
村
で
な
さ
れ
、
販
売
は

下
流
の
こ
の
ハ
ル
ジ

ェ
村
と
更
に
下
流
の
テ
ィ
ル
村
が

一
手
に
引
受
け
て

い
て
、
三

つ
の
村
が
い
か
に
昔
か
ら
共
同
体
と
し
て
お
互
い
の
利
益
を
補

っ

て
い
る
か
が
理
解
で
き
る
。
高
級
品
は
楓
の
節
で
、
松
、
樺
な
ど
は
普
及

品
で
あ
る
。
銀
製
の
彫
刻
を
填
め
た
も
の
も
あ
る
。

七
月
十
三
日
　
リ
ミ
の
谷
を
下
り
、
テ
ィ
ル
村

（四
〇
〇
二
眉
）

へ
は

テ
ィ
ル

・
コ
ー
ラ
を
遡
る
。
こ
ん
な
山
中
の
ネ
パ
ー
ル
最
西
北
部
に
石
積

集
中
家
屋
の
村
が
あ
る
。
チ
ベ

ッ
ト
や
西
ネ
パ
ー
ル
の
チ
ベ

ッ
タ
ン
集
落

で
時
々
見
か
け
ら
れ
、
ま
た
ト
ル
ボ
の
い
く

つ
か
の
村
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、
こ
の
村
も
同
様
の
建
築
様
式
で
、
石
壁
の
隣
り
に
家
が
作
ら
れ
て

い
て

一
戸
建
て
の
家
は
な
い
。
村
の
真
中
の
集
会
場
に
は
今
で
は
廃
校
と

な

っ
た
教
室
が
あ

っ
て
、
校
庭
に
私
た
ち
は
テ
ン
ト
を
張
ら
せ
て
も
ら

っ

た
。
こ
こ
で
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル

ｏ
ハ
イ
エ
ス
ト
を
探
る
隊
と
、
リ
ミ
谷
の

三

つ
の
村
を
更
に
詳
し
く
調
査
す
る
隊
に
分
け
た
。
両
班
と
も
十
八
日
に

は
再
び
こ
の
テ
ン
ト
場
に
集
合
す
る
こ
と
を
決
め
て
、
登
山
班
の
水
谷
、

柳
原
と
私
、
サ
ー
ダ
ー
と
二
人
の
シ
ェ
ル
パ
と
で
雨
降
る
中
を
テ
ィ
ル

ｏ

コ
ー
ラ
を
遡
る
。

四
八
〇
〇
川
付
近
に
は
ゴ
ル
ジ

ュ
か
ら
滝
状
の
急
流
と
な

っ
て
い
て
、

そ
の
部
分
の
下
流
の
四
二
〇
〇
】
月
の
草
地
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
に
し
た
。

翌
日
は
夜
半
か
ら
降
雨
で
全
く
視
界
が
利
か
ず
、
天
気
待
ち
で
停
滞
と
決

め
た
。
翌
十
七
日
、
草
付
き
の
斜
面
を
上
が
り
、
四
八
六
八
屑
で
キ
ャ
ン

プ
す
る
。
午
後
か
ら
雨
も
止
み
視
界
が
利
い
た
の
で
更
に
上
部
の
テ
ィ
ル

ｏ

カ
ン
峰

（六
三
六
九
肝
）
の
南
東
壁
基
部
か
ら
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル

・
ハ
イ

エ
ス
ト
峰

（六
四
三
二
眉

国
∞
ｏ
いい
ｏ
卜
＼
Ｚ
∞
〓
Ｎ
∞
∞
Ｎ）

の
国
境
線
上

北
側
の
コ
ル
ヘ
の
懸
垂
氷
河
に
ル
ー
ト
を
探
る
た
め
に
ガ
レ
場
を
上
が
り
、

五
二
〇
〇
】
口
ま
で
達
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
容
易
に
取
り
付
く
こ
と
が
出

来
な
い
。
上
部
は
懸
垂
氷
河
が
立
ち
は
だ
か

っ
て
い
て
、
国
境

コ
ル
ヘ
の

ル
ー
ト
は
難
し
い
。
上
部
の
ル
ー
ト
が
断
た
れ
て
し
ま
い
前
進
を
断
念
す

る
こ
と
に
し
た
。

下
降
を
決
め
て
、
テ
ィ
ル

・
コ
ー
ラ
ヘ
の
源
頭
側

ヘ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、

テ
ィ
ル

ｏ
カ
ン
峰
か
ら
東

へ
北
大
隊
の
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク

（五
八
九
六
屑
）

へ
伸
び
る
尾
根
の
コ
ル

（五
三
七
四
屑

国
∞
ｏ
Ｈｏ
∞
い
＼
Ｚ
∞
〓
Ｎ
ｏ
Ｈ∞
）

に
向
か
う
。

コ
ル
の
向
側
の
北
に
は
平
坦
な
サ
ジ
ャ
氷
河
上
部
が
広
が
り
、

東
か
ら
望
見
出
来
た
テ
ィ
ル

ｏ
カ
ン
峰
の
北
面
と
国
境
線
上
の
六
〇
〇

〇
】
月級
の
山
な
み
が
ガ
ス
の
中
に
霞
ん
で
い
た
。

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ

ヘ
戻
り
、

急
い
で
撤
収
し
て
テ
ィ
ル
村

へ
と
下

っ
た
。　
一
週
間
、
リ
ミ
谷
の
二

つ
の

ナラカンカール峰 (6062メ ー トル)登頂と極西北ネパール紀行

145



村
を
現
地
調
査
し
た
仲
間
と
も
合
流
し
て
、
実
り
の
あ

っ
た
村
人
と
の
交

流
と
興
味
あ
る
調
査
報
告
を
受
け
た
。

翌
日
か
ら
リ
ミ
谷
の
右
岸
の
路
か
ら
フ
ム
ラ

ｏ
カ
ル
ナ
リ
川
と
の
合
流

点
を
過
ぎ
、
二
日
目
に
国
境
の
ヒ
ル
サ
に
出
て
隊
員
は
こ
こ
で
三
日
間
の

休
養
を
取

っ
た
。
シ

ェ
ル
パ
達

一
同
は
プ
ラ
ン
で
新
鮮
な
野
菜
、
果
物
を

仕
入
れ
て
、

マ
ナ
サ
ロ
ワ
ー
ル
湖

へ
と
遊
ん
だ
。
合
流
後
、　
一
行
は
カ
イ

ラ
ス
街
道
を
シ
ミ
コ
ッ
ト

ヘ
と
逆

コ
ー
ス
を
歩
き
、
七
月
二
十
八
日
昼
過

ぎ
に
シ
ミ
コ
ッ
ト
着
。
同
日
、
空
路
ネ
パ
ー
ル
ガ
ン
ジ
を
経
由
し
て
、
夕

方
に
は
カ
ト

マ
ン
ズ
の
ホ
テ
ル
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
和
食
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
た
。

（
１
）

「
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
紀
行
」
安
藤
久
男

「
山
岳
」
五
九
年

一
九
六
四

（
〈Ｚ
）
　
∽
・　
メく
い∞
椰
〇
〓
一
旬
いヽ∽〇
●
〇ヽ

一●
月
①ヽＱ
弓
一σ
①↑・　
Ｆ
Ｏ
●
Ｑ
Ｏ
●
Ｈ⑬
い
『

∽
・　
コ≫
ご
∞
い
○
〓
一
∽
５
Ч
Ｏ
●
一〓
①
］脚
〇
〇
「
〇
〔
けＦ
①
ノく
〇
『】Ｑ

，　
Ｚ̈
①ヨξ

く
ｏ
詳

〓８
ｏ
［邦
訳
　
三
浦
彊
子
訳

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ス
パ
イ
』

文
芸
春
秋
社

一
九
九
七
年
］

（
３
）

「北
海
道
大
学
西
ネ
パ
ー
ル
遠
征
隊
報
告

一
九
六
三

ｏ
七
～

一
九
六
四

・
二
」

（〓
軍
亀
＞
ｒ
＞
く
＞
日
Ｘ
『
国
∪
日弓
ＨＯ
Ｚ
Ｏ
『
＞
・
＞
・
〇
・
工
・
ド〇
〇
∞

年
）

同
登
山
隊
事
務
局

一
九
六
四
年

『
西
蔵
泳
川
』
中
国
科
学
院
青
蔵
高
原
綜
合
科
学
考
察
隊

科
学
出
版
社
　
北
京

一
九
八
六
年

「Ｈ
Ｆ́
Ｏ
【●
”
∽

ど
く

・　
ノミ
、①

σ
σ
①
『

｝
「Ｈ
〓́
①

『
〇
ヽ
①
∽
け
∽

〇
「
パ
」
づ
づ
①
ヽ

日
●
Ｑ
”
”

”
５
Ｑ

「弓
Ｆ
Φ
い
『

Ｈ
い
Ｆ
”
σ
い
け
”
５
一
∽
じ　
Ｆ
Ｏ
●
Ｑ
Ｏ
●
ｏ　
｝
〇
〇
Ｎ

Ｏ
Ｆ
”
ヽ
｝①∽

ｒゝ〓
①”
一
＞
”
りく出Ｏ
Ｃ
け”
いう
い●
弓
】げ
①け・　
Ｆ
Ｏ
●
Ｑ
Ｏ
●
ドΦ
∞
Ｎ

［邦
訳
　
宮
持
優
訳

『
チ
ベ

ッ
ト
の
山
』
未
来
社

　

一
九
八

八
年
］

「西
ネ
パ
ー
ル
北
部
国
境
の
知
ら
れ
ざ
る
山
群
」
大
阪
山

の

会
　
吉
永
定
雄

・
大
西
保

「山
岳
」
九
四
年

　
一
九
九
九
年

∽
く
の
い
　
］出
①
Ｑ
い
●
　
＾^
∽
Ｏ
Ｃ
一
Ｆ
①
『
●
　
口
〓
ぴ
①
ｔ
。　

」′
一
｝”
∽
　
〇
〔
　
画
Ｊ
σ
①
け
”
５

『
．”
●
〇
ヽ
”
晏
〕
”
∽

一
Ｎ
Ｏ
『

〔
ヽ
〇
い
曰
〕
４
”
ヽ
『
〇
メ
ヽ
も
”
∽
∽
”
”
ｏ
　
」
Ｃ
｝
「
い　
い
Ｆ

卜
〇
〇
『

・　
∽
け
〇
〇
Ｆ
Ｆ
Ｏ
｝目
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｎ

〓

”
ヽ
Ｆ
”
　

の

ｃ
『
Ｃ
●
∞
　

”
”
ら
　

”

ｏ
パ

・

∽
Ｆ
『
ｏ
∽
一
Ｆ
”

〕

Ｚ

の
も
”
】

〓̈
一貯
“
”
】
”
Ч
”
　
出
い
く
の
い
一
〇
ヽ
く

り
　

７
露
い
い
∽
一
ヽ
マ
　
〇
喘
　
弓
〇
」
ヽ
一
∽
【Ｓ
　

で^
）

の
い
く
一
】

＞
セ
一
”
け
一
〇
い

。
　

【
”
一
Ｆ
一Ｂ
●
５
％
Ｃ
　

諄
⑬
⑬
卜
　
・の

山
‐

に
，

『
∞
∞

①
Ｆ
”
椰
∞
】
”

（
パ
”
Ｄ
”
い
Ｃ

『
嘔
Ｆ
”
『
”
）
］Ｚ
，
∞
Ｏ

Ｎ
Ｏ

∞
Ｎ

＼
＼
国

∞
Ｎ

Ｏ
Ｏ

Ｎ
『

と
あ
る
が
、

２７
秒
は
タ
イ
プ
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
。
地
図
上
で

は
国
∞
Ｎ
ｏ
ｏ
卜
∞
が
正
し
い
。

月
刊

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
Ｚ
ｏ
・
∞
ら

二
〇
〇
〇
年
二
月
号
・

日

本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会

中
国
科
学
院
蘭
州
氷
河
凍
土
研
究
所
発
行

一
納
木
那
尼

く
８
ｏ
・
ｏ
ｏ
ｏ
（
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
と

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

註

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１０
）
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は

（五
八
九
六
眉
）
の
ピ
ー
ク
と
思
わ
れ
る
。

（
Ｈ
）

こ
の
村
の
経
済
環
境
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
四
年

に
Ｍ
ｏ
Ｃ
ｏ

ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
に
よ

っ
て
調
査
さ
れ
た
事
が
あ
る
。
ま

た
、
周
辺
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
と
リ
ミ
谷
の
紹
介
を
し
て
い
る

本
と
し
て
∽
ご
●
＞

日ヽ
〓
∞
一ｏ
●
鮨

∽
ｃ
∽〓
】
Ｃ
づ
ａ
Ｆ
Ч
”
Ч
〕

〓
暉
日
Ｆ

一ｏ
〓
一ｏ
パ
”
〓
”
∽ヨ
”
”
●
”
Ｆ
ｏ
Ｆ
Ｈ８
∞
が
あ
る
。

∧
記
録
概
要
∨

隊
の
名
称
　
大
阪
山
の
会
極
西
北
ネ
パ
ー
ル
登
山
隊
二
〇
〇
〇

活
動
期
間
　
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
日
～
七
月
二
十
八
日

目
　
　
的
　
ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
峰

（
レ
ギ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク
登
頂
）

と
西
北
ネ
パ
ー
ル
の
地
域
研
究

隊
の
構
成
　
総
隊
長
　
吉
永
定
雄
　
隊
長
　
大
西
保

隊
　
員
　
阿
部
和
行

。
水
谷
弘
治

ｏ
赤
山
伸
夫

・
藤
本
勇

・

新
井
浩

・
水
谷
徳
子

ｏ
佐
藤
朋
子

ｏ
井
上
田
鶴
子

ｏ

藤
本
光
子

。
柳
原
武
彦

（ネ
パ
ー
ル
側
隊
員
）
サ
ー
ダ
ー

一
ア
ン

ｏ
プ
ル
バ

ｏ
シ

ェ

ル
パ
、
ミ
ン
マ
ｏ
ヌ
ル
、
ダ
ワ

ｏ
カ
ン
チ
ャ
、
ツ
ル
ジ
ム

・

ヌ
ル

（登
山
許
可
は
合
同
隊
に
発
行
さ
れ
る
）

報
　
　
生
目　
大
阪
山
の
会
Ｕ
Ｒ
Ｌ

Ｆ
けご
一ヽ
ヨ
ヨ
ヨ
・
∽Ｆ
ｏ
域
”
も
・
８
ｏピ
＼
〇
”
〇

〇
∽”
Ｆ
”
＞
】，
●
①
Ｏ
】ｃ
σ
Ｏ
∪
‐”
〇
で
い
Ｚ
ｏ
・
ト

日
Ｆ
①
＞
【Ｓ
のュ
〇”
●
＞
｝０
一●
①
』
〇
暉
『●
”
〓
く
Ｏ
ｒ
卜
∞
Ｎ
Ｏ
Ｏ
ド

弓
Ｆ
①

工

】
Ｂ

”
】ミ

”
５

』
ｏ
ｃ
日

”
｝
く

ｏ
】

・
昭

Ｎ
ｏ
ｏ
ト

ナラカンカール峰 (6062メ ー トル)登頂と極西北ネパール紀行
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メ
コ
ン
川

（瀾
治
江
）
水
源
問
題
を
検
証
す
る

【
付
記
】
メ
コ
ン
源
流
の
山
々

メ
コ
ン
と
い
う
言
葉
の
響
き
は
な
ぜ
か
憧
憬
を
誘
う
。
ア
ジ
ア
の
母
な

う
る
大
河
、
恵
み
と
豊
饒
の
川
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
を
潤
し
、
雲
南
省
の

深
い
浸
食
の
国
を
貫
い
て
遥
か
チ
ベ

ッ
ト
高
原

へ
遡
る
。
全
長
四
二
五

〇
キ

ロ属
の
う
ち
二
三
五
四
キ

ロ属
の
中

ｏ
上

・
源
流
部
が
中
国
領
を
流
れ

る
。
知
名
度
が
高
い
こ
の
川
の
水
源
の
確
定
が
二
十
世
紀
末
、　
一
九
九
九

年
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
事
実
は
興
味
深
い
。

メ
コ
ン
川
探
検
の
歴
史

・
一
八
六
六
―
上

八
九
四
年

「世
界
に
残
さ
れ
た
最
後
の
大
き
な
地
理
上
の
謎
が

一
つ
解
決
さ
れ
た
」

（英
国
王
立
地
理
学
会
）。

二
〇
〇
〇
年
十

一
月
の
上
旬
に
四
川

ｏ
青
海
の
旅
か
ら
帰
国
し
た
直
後

に
■
弓^
Ｆ
①
Ｆ
”
∽け
∪
”
『
σ
”
ユ
”
５
∽

，　
可
Ｆ
①
∪
い∽ｏｏ
く
①ヽ
Ч
Ｏ
ぃ
けＦ
①
∽
Ｏ
Ｃ
ヽ
〇〇
〇
〔

中

村

　

　

保

〓
一①Ｆ
８
∞
〓

ゴ
げ
①けこ
（〓
】ｏＦ
①】
『
①一∽∽①〓
８
『）
を
手
に
し
て
、
本

の
カ

バ
ー
を
見
た
と
き
の
第

一
印
象
は

「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
ぞ
」
と
い
う
違

和
感
で
あ

っ
た
。
著
者
の
パ
イ
セ
ル
は
ハ
ー
バ
ー
ド
と
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

で
学
ん
だ
人
類
学
者
で
、
欧
米
で
は
著
名
な
現
代
の
探
検
家
で
あ
り
、
ソ

ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
博
士
号
を
と

っ
た
チ
ベ

ッ
ト
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
Ｒ〓
ｃ
∽
ご
５
∞
・
＞
ｒ
ｏ
∽け
ゴ
σ
のご
う
パ
一●
粒
ｏ
ヨ
Ｆ

こ弓
Ｆ
ｏ
Ｏ
”
く
”
〓
ｏ『∽

（騎
士
）
ｏ
「
バ
訂
日
し
な
ど
著
書
も
多
い
。

彼
の
チ
ー
ム
、
英
仏
遠
征
隊
が

一
九
九
四
年
に
メ
コ
ン
水
源
に
初
め
て

到
達
し
た
と
き
の
紀
行
が
上
記
の
本
で
あ
る
。
読
み
進
む
う
ち
に
疑
間
が

湧
い
て
き
た
。
彼
ら
よ
り
僅
か
十
日
ほ
ど
前
に
メ
コ
ン
水
源
の
探
査
に
入

っ

た
東
京
農
大
探
検
部
の
足
跡
や
記
録
に
つ
い
て
書
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

片
手
落
ち
も
甚
だ
し
い
。
東
京
農
大
と
中
国
科
学
院
と
の
日
中
合
同
隊
の

148



一
九
九
四
年
の
記
録
は

『
民
族
学
』
７３

（
一
九
九
五
夏
、
国
立
民
族
博
物

館
監
修
）
に
概
略
が
載

っ
て
い
る
が
、
詳
し
い
リ
ポ
ー
ト
が
出
さ
れ
た
と

は
聞
い
て
い
な
い
し
、
海
外
に
は
発
信
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。
例
え

ば
、
権
威
あ
る
英
国
の
王
立
地
理
学
会
に
報
告
し
て
い
れ
ば
、
パ
イ
セ
ル

は
日
中
合
同
隊
の
成
果
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
ろ
う
。
探
検
史
の

上
で
、
日
本
人
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
実
績
が
世
界
に
知
ら
れ
な
い
の
は
本

当
に
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
ん
な
思
い
が
、
本
稿
を
書
か
せ
た
動
機
で

あ
る
。

ま
ず
メ
コ
ン
川
探
検
史
か
ら
入

っ
て
、　
一
九
九
四
年
と

一
九
九
九
年
の

水
源
踏
査
の
話
に
繋
げ
よ
う
。
イ
ン
ド
シ
ナ
を
流
れ
る
メ
コ
ン
川
は
フ
ラ

ン
ス
と
の
縁
が
深
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
植
民
地
獲
得
競
争
で
大
英
帝
国
に
遅

れ
を
と
り
、
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
イ
ン
ド
シ
ナ
を
死
守
す
る
た
め
、
英

国
の
ビ
ル
マ
以
東

へ
の
侵
攻
を
阻
止
し
、
そ
こ
か
ら
雲
南
経
由
で
中
国
進

出
を
図

っ
た
。　
一
八
六
六
年
六
月
、
パ
リ
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
地
理
学
会

は
海
軍
士
官
の
ラ
グ
レ

（∪
ｏ
乱
”
詳

Ｑ
①
ｒ
”
躍
８
）
を
委
員
長
と
す
る
メ

コ
ン
川
上
流
部
探
検
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。
ナ
イ
ル
川
水
源
発
見
の
四

年
後
で
あ
り
、
ジ

ュ
ー
ヌ

ｏ
ベ
ル
ヌ
が

『地
球
か
ら
月

へ
』
と
い
う
空
想

科
学
小
説
を
出
版
し
た
年
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
は
メ
コ
ン
遠
征
を
積
極
的
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
格
好
の

理
由
が
あ

っ
た
。
そ
の

一
つ
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
探
検
家
ア
ン
リ

●
ム
オ

（目
８
〓
〓
ｏ
多
ｏ
け）
が
メ
コ
ン
下
流
域
を
踏
破
し
、
カ
ン
ボ
ヂ
ア
で

〃

ア
ジ
ア
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
″
と
呼
ば
れ
た
壮
麗
な
ア
ン
コ
ー
ル

・
ワ
ッ
ト
遺

跡
を
発
見
し
て
名
声
を
博
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
遠
征
隊
が
フ
ラ

ン
ス
地
理
学
会
の
み
ら
な
ら
ず
英
国
の
王
立
地
理
学
会
に
よ

っ
て
も
支
援

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
は
痛
く
刺
激
さ
れ
た
。
若
い
ム
オ
は
英
国

の
偉
大
な
ア
フ
リ
カ
探
検
家

マ
ン
ゴ

ｏ
パ
ー
ク
の
孫
娘
と
結
婚
し
て
い
た
。

が
、
悲
し
い
こ
と
に
、
二
回
目
の
メ
コ
ン
探
査
行
の
途
中
で
熱
病
に
倒
れ
、

二
十
五
歳
で
こ
の
世
を
去

っ
た
。

新
た
に
隊
長
に
任
命
さ
れ
た
ラ
グ
レ
は
ム
オ
の
墓
を
つ
く
り
、
フ
ラ
ン

ス
国
家
の
記
念
碑
を
建
て
い
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ラ
グ
レ

自
身
も
苦
難
の
旅
の
末
、
雲
南
府

（昆
明
）
か
ら
北
東
に
進
ん
だ
と
こ
ろ

か
ら
先
に
は
行
け
な
か

っ
た
。
金
沙
江

（揚
子
江
）
の
現
在
の
攀
枝
花
近

く
ま
で
達
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
遠
く
な
い
雲
南
省
曲
靖
県
会
澤
で
病
死
し

た
。

後

に
雲
南

の
探
検

に
名

を
残

す

フ
ラ

ン
シ

ス

ｏ
ガ

ル

ニ

エ

（『
３
●
ｏ〕∽
〇
ミ
ユ
①ヽ
）
と
と
も
に
大
理
を
目
指
し
て
の
途
上
で
、
ア
ミ
ー

バ
赤
痢
、
肝
炎
、
喉
の
感
染
症
の
二
重
苦
に
喘
い
で

一
八
六
八
年
二
月
十

二
日
に
息
を
引
取

っ
た
。
こ
の
頃
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
ｏ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
サ
ル
ウ
ィ
ン
川
と
メ
コ
ン
川
の
雲
南
北
西
部
と
雲
南

ｏ
チ
ベ

ッ
ト
国
境

に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
伝
道
活
動
を
広
げ
て
い
た
。
病
に
臥
す
ラ
グ
レ
を
会

澤
に
残
し
、
ガ
ル
ニ
エ
は
大
理
に
向
か
い
、
宣
教
師

〓
・
Ｆ
①置
Ｌ
】ｏＦ
①ヽ

の
手
引
き
で
大
理
城
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
僅
か
三
十
六
時
間
の

滞
在
で
辛
く
も
脱
出
し
た
。
当
時
、
大
理
は
回
教
徒
が
支
配
す
る
殺
数
の

町
で
あ

っ
た
。
そ
の
九
年
後
に
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ウ
イ
リ
ア
ム

・
ギ
ル
が
恐

怖
の
余
焼
冷
め
や
ら
ぬ
大
理
を
通

っ
た
時
の
状
況
は
拙
書

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する
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東
』
に
書
い
た
。

一
八
六
八
年
は
中
国
南
西
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

（ビ
ル
マ
）
の
探
検
史
に
お

け
る
節
目
の
年
で
あ

っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
隊
の
ラ
グ
レ
は
雲
南

へ
入
リ
メ
コ

ン
を
探
り
、
英
国
の
ス
レ
ー
デ
ン

（〓
”
一ｏ
ヽ
∽
Ｆ
Ｑ
８
）

は
ビ
ル

マ
の
バ

モ
ー
か
ら
イ
ラ
ワ
ジ
川
上
流
部

へ
旅
だ
ち
、
貿
易
商
ク
ー
パ
ー

（メ

弓
・

ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
①じ

は
二
月
に
成
都
を
出
発
し
四
川
省
西
北
部
巴
塘
を
経

て
東
チ

ベ

ッ
ト

ヘ
向
か

っ
た
。

一
八
九
〇
年
七
月
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
二
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
、
デ

ュ
ト

ロ
イ

ュ
ｏ
ド

・
ラ
ン

（∪
Ｃ
寸
８
〓
Ｑ
①
卿
Ｆ
Ｆ
∽）
と
グ
ル
ナ
ー
ル

（』
ｏ
∽①〔‐

『
①日
”
ａ

Ｏ
お
日
ａ
）
に
ア
ジ
ア
内
陸
部

の
探
査
を
命
令
し
た
。
ド

・

ラ
ン
は
コ
ン
ゴ
探
検
の
経
験
が
あ
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
と
中
央
ア
ジ
ア
の
地

理
的
調
査
で
日
覚
し
い
業
績
を
あ
げ
て
い
た
。　
一
八
九

一
年
二
月
に
二
人

の
小
規
模
な
隊
は
パ
リ
を
出
発
し
、
三
年
に
わ
た
る
長
途
の
旅
と
な
っ
た
。

パ
リ
ー

コ
ー
カ
サ
ス
ー
サ

マ
ル
カ
ン
ド
ー
∧

ロ
シ
ヤ

ｏ
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の

全
域
通
過
∨
―
中
国
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
ー
∧
カ
ラ
コ
ラ
ム
山
脈
横
断
∨
―

ラ
ダ

ッ
ク
ー
中
国
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
ー
∧
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
横
断
∨
―

北
西
か
ら
チ
ベ

ッ
ト
に
入
り
、
ラ
サ
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
日
前
に
し

て
手
前
の
ナ
ク
チ

ュ
カ

（那
曲
）
で
阻
ま
れ
、
針
路
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
未
探
検
の
チ
ベ

ッ
ト
高
原
を
中
国
西
部
に
向
か

っ
た
。
途
中
、
サ
ル

ウ
ィ
ン
源
流
部
を
踏
破
し
北
東
に
旅
し
た
。
唐
古
拉
山
脈
の
高
い
峠
を
越

え
、
曲
が
り
く
ね

っ
た
流
れ
が
蛇
行
す
る
沼
沢
の
多
い
湿
地
帯
の
高
原
を

進
み
、
揚
子
江
支
流
の
源
流
域
と
メ
コ
ン
の
源
流
域
の
分
水
嶺
に
接
近
し

た
。
川
は
ま
だ
凍

っ
て
お
り
、
雪
が
融
け
る
と
幅
数

マ
イ
ル
の
泥
の
沼
地

に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
グ
ル
ナ
ー
ル
の

Ｒゴ
σ
①一
¨
多
ｏ
８
」
ユ
ミ

”
ａ

〓
∽
〓
‐

ド
”
σ
〓
”
ユ
■

（Ｆ
ｏ
邑
ｏ
５
８
ｏ
卜
）
か
ら
メ
コ
ン
水
源
に
立

っ
た
と
き
の
描

写
を
引
用
す
る
。

「
一
八
九
四
年
四
月
八
日
午
前
九
時
に
我
々
は
自
ら
に
課
し
て
き
た
目

的
の

一
つ
を
達
成
し
、
こ
の
上
な
い
満
足
感
を
味
わ

っ
た
。
標
高

一
六
七

六
〇
ｆｔ
の
ザ
ナ
グ

・
ル
ン
ム
グ

（Ｎ
”
日
∞
ｒ
目

的
ヨ
Ｃ
”
）
峠
を
越
え
て
、

メ
コ
ン
の
最
西
端

の
水
源
で
あ
る
ル
ン
ム
グ

ｏ
チ

ュ
ー

（Ｆ
目

的
ョ
Ｃ
∞

Ｏ
Ｆ
」
、
パ
イ
セ
ル
の
本
で
は
Ｆ
目

的
ヨ
ｏ
Ｏ
Ｆ

）
に
入

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

〃発
見
〃
の
喜
び
は
探
検
家
の
旅
の
苦
難
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。
今
は

氷
の
下
で
じ

っ
と
し
て
い
る
が
、
も
う
す
ぐ
控
え
め
な
水
流
と
な

っ
て
山

を
下
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
で
あ
る
平
原
に
届
く
。
そ
の
流
れ
が
、
絶
え

て
音
信
が
な
く
な

っ
て
い
る
母
国
と
我
々
を
結
び
つ
け
る
糸
だ
と
想
像
す

る
と
喜
び
は
倍
化
す
る
。
…
…
…
ル
ン
ム
グ

◆
チ
ュ
ー
は
ノ
ル
パ

ｅ
チ

ュ
ー

２

ｏ
む
”
〇
ぎ

）
と
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
ザ
ナ
グ

ｏ
チ

ュ
ー

（Ｎ
”
い
”
∞

ｏ
Ｆ
ｃ
現
在
の
中
国
名

一
礼
那
曲
）
と
名
を
変
え
る
。
さ
ら
に
下

っ
て
、

ザ
ガ
ー
ル

ｏ
チ

ュ
ー

（Ｎ
”
”
”
ヽ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
現
在

の
中
国
名

一
礼
阿
曲
）
と
の

合
流
点
で
ザ

ｏ
チ

ュ
ー

（ド

の
Ｆ
ｃ
現
在
の
中
国
名

一
礼
曲
）
と
な
る
。
」

（中
村
注

一
ｒ
目

的
日
Ｃ
∞
ｏ
ヽ
ｒ
目

的
日
ｏ
Ｏ
Ｆ

の
現
在

の
中
国
名
は
朧
冒

曲
で
あ
る
）

し
か
し
、
彼
ら
の
発
見
は
後
に
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
彼

ら
が
越
え
た
ザ
ナ
グ

・
ル
ン
ム
グ
峠
は
、　
一
〇
〇
年
後
に
確
認
さ
れ
た
こ
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メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する

メコン川源頭には 5500-5800mの 頂に小さな氷河が張りついている。源頭

は中国の青海省玉樹チベット族自治州雑多県礼青郷にある (東京農大探検部)

写
真
１

と
だ
が
、
パ
イ
セ
ル
が
到
達
し
た
水
源
か
ら
少
し
離
れ
て
い
た
。
ド

ｏ
ラ

ン

一
行
は
、
メ
コ
ン
水
源
が
明
ら
か
に
な
り
目
的
が
達
成
さ
れ
た
の
で
、

も
は
や
メ
コ
ン
を
下
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
、
ザ
ガ
ー
ル

ｏ
チ

ュ
ー

（礼
阿
曲
）
を
辿

っ
て
北
上
し
揚
子
江
と
の
分
水
嶺
を
越
え
て
西
寧

へ
の

未
知
の
ル
ー
ト
を
探
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
ヤ
ク
の
歩
み
は
遅
く
食
料

も
十
分
で
な
か

っ
た
の
で
断
念
し
、
メ
コ
ン
を
下
り
旅
を
続
け
た
。
も
し

ザ
ガ
ー
ル

ｏ
チ

ュ
ー
す
な
わ
ち
礼
阿
曲
を
北
に
辿

っ
て
い
た
ら
、
メ
コ
ン

の
正
し
い
地
理
的
源
頭
に
達
し
た
か
も
し
れ
ず
、
玉
樹
付
近
で
命
を
失
う

こ
と
は
な
か

っ
た
ろ
う
。
礼
那
曲
と
礼
阿
曲
の
合
流
点
は
ド

ｏ
ラ
ン
に
と

っ

て
運
命
の
別
れ
道
で
あ

っ
た
。
ド

ｏ
ラ
ン
に
は
水
源
に
関
す
る
自
分
の
考

え
を
主
張
す
る
機
会
は
こ
な
か

っ
た
。

一
八
九
四
年
六
月

一
日
、
玉
樹
を
出
発
し
て
か
ら
五
日
目
に
付
近
の
ツ

ム
ブ
ム
ド

（弓
Ｃ
日
げ
ｃ
ヨ
Ｑ
ｏ
）
で
、
馬
が
盗
ま
れ
た
こ
と
を
め
ぐ

っ
て
、

チ
ベ

ッ
ト
族
の
カ
ン
バ
と
争
い
に
な
り
、
ド

ニ
フ
ン
は
殺
害
さ
れ
て
し
ま

っ

た
。
グ
ル
ナ
ー
ル
は
西
寧
か
蘭
州
に
で
て
旅
を
完
遂
す
る
。
東
チ
ベ

ッ
ト

探
検
史
に
残
る
悲
劇
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
の
後
、　
一
八
九
八
年
に
は
玉
樹

の
北
で
オ
ラ
ン
ダ
人
宣
教
師
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

（コ
一甘
訂
ユ
）
も
玉
樹
南
西

の
ラ
シ

・
ゴ
ン
パ

（”
”
∽〓

Ｏ
ｏ
ヨ
罵
）
の
近
く
で
行
方
不
明
に
な

っ
て

い
る
。

グ
ル
ナ
ー
ル
は
帰
国
後
メ
コ
ン
水
源
の
発
見
を
主
張
し
た
が
、
四
月
の

雪
の
中
で
は
正
確
な
水
源
の
位
置
の
確
認
は
実
際
上
不
可
能
だ
っ
た
の
で
、

説
得
力
に
乏
し
か

っ
た
。
グ
ル
ナ
ー
ル
は
三
度
と
主
張
す
る
こ
と
な
く
、
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『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
イ
ア

・
ブ
リ
タ
ニ
カ
　
一
九

一
〇
年
、
十

一
版
』
の

記
述

「
メ
コ
ン
川
の
水
源
問
題
は
確
実
に
は
解
決
し
て
い
な
い
。
∪
Ｎ”
‐

Ｚ
”
”
と

ｒ
Ｃ
●
∞
〓
Ｃ
●
∞
の
あ
い
だ
の
北
緯
３３
度
東
経
９３
度
あ
た
り
の
斜
面

に
あ
る
だ
ろ
う
」
に
も
反
論
し
な
か

っ
た
。

メ
コ
ン
源
流
部
の
川
の
名
称
に
つ
い
て
整
理
す
る
前
に
、
チ
ベ

ッ
ト
語

の
外
国
語

へ
の
表
記
の
仕
方

の
難
し
さ
を
知
る
た
め
に
、
パ
イ
セ
ル
の

．巧
Ｆ
①
Ｆ
”
∽け
ω
”
『σ
”
〓
営
∽
こ
の
冒
頭
に
書
か
れ
た
著
者
の
注
釈
を
引
合

い

に
だ
す
。
言
語
学
に
ま

っ
や
く
素
人
の
私
は
常
々
苦
労
し
、
悩
ん
で
い
る

の
で
大
い
に
頷
け
る
。

「
チ
ベ

ッ
ト
語
は
音
標
言
語

（ヨ
ユ
諄
８

づ
Ｆ
ｏ
●
①澤

】”
い
”
暉
”
∞
①）

で
あ

る
。
チ
ベ

ッ
ト
語
の
綴
り
は
古
め
か
し
い
音
声
表
記
の
伝
統
を
重
ん
じ
る
。

そ
の
結
果
、
古
典
的
な
チ
ベ

ッ
ト
語
の
ス
ペ
ル
を
使
う
と
、
学
者
は
べ
つ

と
し
て
、　
一
般
の
人
を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
自

分
の
本
で
は
、
チ
ベ

ッ
ト
名
を
書
く
に
あ
た
り
、
二
世
紀
の
あ
い
だ
西
欧

の
旅
行
者
が
採
用
し
て
き
た
近
代
の
発
音
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
を
使

っ

て
い
る
。
中
国
の
地
図
に
見
ら
れ
る
奇
妙
な
名
称
は
使
わ
な
い
ほ
う
が
よ

い
。
中
国
の
軍
隊
が
チ
ベ

ッ
ト
を
侵
攻

ｏ
占
領
し
た
と
き
に
新
た
に
付
け

ら
れ
た
地
名
だ
か
ら
で
あ
る
。
チ
ベ

ッ
ト
名
を
中
国
名
に
書
き
換
え
る
と
、

ま

っ
た
く
理
解
で
き
な
い
結
果
を
生
み
出
す
。
」

メ
コ
ン
川
は
ラ
オ
ス
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
中
国
に
入
る
と
瀾
治
江
と
名

前
を
変
え
る
。
雲
南
か
ら
東
チ
ベ
ッ
ト
を
北
上
し
て
昌
都
で
上
流
部
は
二

つ
に
分
か
れ
北
西
に
向
か
う
。
西
が
昂
曲

（Ｚ
∞
ｏ
Ｂ

Ｄ
ｃ
）、
東
が
本
流
の

礼
曲

（圏

Ｄ
Ｆ

∪
Ｎ”
ｏ
Ｆ
暉
ｏ
ヽ
い
”
ｏ
Ｆ

）
で
あ
る
。
礼
曲
は
源
流
部

の
　
　
５２

北
緯
３３
度
１２
分
、
東
経
９４
度
３６
分
の
地
点
で
礼
那
曲

（∪
国”
Ｚ
”
Ｆ

ｏ
『

Ｎ
”
●
”
∞
ｏ
ぎ

）
と
礼
阿
曲

（∪
Ｎ”
パ
”
『
ｏ
ヽ
い
”
∞
”
『
ｏ
ぎ

）
に
分
か
れ
る
。

前
者
は
西

へ
延
び
、
後
者
は
北
上
す
る
。
土
地
の
ひ
と
は
礼
那
曲
が
礼
曲

の
本
流
と
い
う
。
旧
ソ
連
製
の
地
形
図

（
二
〇
万
分
の

一
）
で
も
礼
那
曲

の
ほ
う
に
メ
コ
ン
川
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
流

量
は
礼
阿
曲
の
ほ
う
が
大
き
い
よ
う
だ
し
、
長
さ
に
つ
い
て
も
、
礼
阿
曲

の
ほ
う
が
僅
か
に
長
い
。
中
国
科
学
院
は
礼
阿
曲
を
本
流
と
し
て
い
る
。

パ
イ
セ

ル

の

フ
ラ
ン

ス
隊
―
上

九
九

四
年

ド

ｏ
ラ
ン
の
死
後

一
世
紀
が
過
ぎ
た
。
ち
ょ
う
ど

一
〇
〇
年
後
、
「
一

九
九
四
年
九
月
十
七
日
、
ｏ
¨
∞
ｏ
づ
日
、
我

々
は
ア
ジ
ア
の
母
な
る
大
河

〃メ
コ
ン
〃
水
源
の
自
然
の
円
形
劇
場
に
着
い
た
。
人
類
が
月
面
に
立

っ

て
か
ら
二
十
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
二
つ
の
小
さ
な
流
れ
が

一
体
と
な

っ
て
下
り
、
河
口
ま
で
二
八
〇
〇

マ
イ
ル
の
旅
を
す
る
」
と
パ

イ
セ
ル
は
自
分
た
ち
が
メ
コ
ン
源
頭

へ
の
最
初
の
到
達
者
で
あ
る
こ
と
を

誇
ら
し
げ
に
宣
言
し
て
い
る
。
彼
ら
の
成
果
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
暫
く
話

題
に
な
ら
な
か

っ
た
が
、
権
威
あ
る
英
国
の
王
立
地
理
学
会
が
認
知
す
る

に
お
よ
び
、
急
速
に
広
く
世
界
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
学
会
誌

＾^弓
Ｆ
①
Ｏ
ｏｏ
∞
Ｅ
ｕ
巨
８
こ

ｏ
ｇ
日
”
Ｆ
」
〓
Ч
Ｈ８
『
．
の
記
録
欄
に
、

パ
イ
セ

ル
が
寄
稿
し
た
リ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
、
へ巧
Ｆ
①
∽
ｏ
電
８

ｏ
め
弓

，
①
〓
①Ｆ
ｏ
”
∞

一Ｑ
８
亀
い＆
こ
（
メ
コ
ン
水
源
の
確
認
）
と
い
う
見
出
し
の
記
録
が
載
せ
ら



メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する

れ
た
。
内
容
は
次
ぎ
と
お
り
で
あ
る
。

一
．
チ
ベ

ッ
ト
研
究
家
で
あ
り
探
検
家
の
∪

ｏヽ
〓
】ｏＦ
①】
『
①い∽∽①】
（
フ
ラ

ン
ス
訥
一理
〓
子
〈
ム
）
、　
∪
『
・
Ｌ
”
ｏρ
」
①∽
『
”
戸
・　
〓
〇
●
・
∽
①げ
”
∽〓
”
い

の
ｃ
〓
●
①∽∽
は
メ
コ
ン
川
の
主
要
な
水
源
の
位
置
を
調
べ
測
量
を
行

っ

て
中
国
か
ら
帰
国
し
て
間
も
な
い
。
彼
ら
は

一
九
九
四
年
九
月
十
七

日
に
標
高
四
九
七
五
眉
の
”
Ｃ
づ
‐∽”
峠
、
メ
コ
ン
の
源
頭
に
到
達
し

た
。
こ
の
峠
は
、
メ
コ
ン

（∪
Ｎ”
‐日
Ｆ
）
水
源
の
最
後
の
四
〇
キ

ロ
】
川

を
囲
続
す
る
∪
Ｅ
”
と
一
と

∽
”
∞
‐Ｌ
と
い
う
山
稜
が
繋
が
る
鞍
部

で

あ
り
、
メ
コ
ン
と
揚
子
江
の
分
水
嶺
を
形
成
し
て
い
る
。
正
確
な
位

置
は
北
緯

∞
∞
。〓

ｏ
惣
∞
、、
東
経
Φ
∞
。認

・
Φ
Ｓ
、
で
あ
る
。

二
．
過
去

一
世
紀
の
間
に
多
く
の
探
検
隊
が
メ
コ
ン
源
頭
到
達
を
試
み
て

失
敗
し
た
。　
一
八
九
四
年
に
カ
ン
バ
に
よ

っ
て
殺
害
さ
れ
た
フ
ラ
ン

ス
の
探
検
家
、
ド

・
ラ
ン

（∪
二

８ヽ
〓
Ｑ
Φ
”
Ｆ
〓
∽）
は
、
殺
さ
れ

る
ニ
ケ
月
前
に
メ
コ
ン

（∪
Ｎ”
‐●
”
Ｆ
）
の
右
岸
の
支
流
、
ル
ン
ム
グ

（Ｆ
」
い
”
日
“
”
ｏ
『
Ｐ
目

的
日
ｏ
）
川
の
水
源
に
到
達
し
、

そ
こ
が
が
メ

コ
ン
の
源
頭
で
あ
る
と
、
誤

っ
た
記
録
を
し
て
い
る
。
我
々
が
知
る

限
り
、
他
の
外
国
人
が
メ
コ
ン
の
源
頭
に
到
達
し
た
記
録
や
主
張
は

存
在
し
な
い
。
こ
の
地
方
を
旅
し
た
初
期
の
探
検
家
、

コ
ズ

ロ
フ
、

タ
イ
ク
マ
ン
、

ロ
ッ
ク
ヒ
ル
は
メ
コ
ン
の
水
源
に
は
近
づ
か
な
か

っ

た
。
理
由
は
政
治
的
お
よ
び
地
理
的
障
害
の
両
方
の
た
め
で
あ
る
。

三
．
メ
コ
ン
源
流
域
は
中
央
ア
ジ
ア
内
陸
高
地
の
人
煙
か
ら
数
百
キ

ロ
も

離
れ
た
荒
涼
た
る
僻
遠
の
地
で
、
広
大
な
ナ
ン
チ

ェ
ン
王
国
の

一
部

で
あ
る
。
二
〇
万
人
の
カ
ン
バ
の
遊
牧
民
が
昔
か
ら
の
生
活
様
式
で

暮
ら
し
て
い
る
。
騎
馬
遊
牧
戦
士
、
ナ
ン
チ

ェ
ン
ｏ
カ
ン
バ
は
半
独

立
の
二
十
五
の
部
族
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
昔
か
ら
侵
入
者

に
反
抗
し
、
中
国
政
府
に
も
激
し
く
抵
抗
し
た
。
複
雑
な
こ
と
に
、

彼
ら
は
ダ
ラ
イ

ニ
フ
マ
の
支
配
に
も
服
従
し
な
か

っ
た
。
現
在
で
も
、

遊
牧
民
の
大
半
は
中
国
支
配
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
政

府
は
青
海
省
南
部

へ
の
外
国
人
の
入
域
に
消
極
的
で
あ
る
。

四
．

一
九
九
二
年
、
二
年
間
に
亘
る
チ
ベ

ッ
ト
馬
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、

∪
”

『
①一∽∽①中
は
例
外
的
に
ナ
ン
チ

ェ
ン
西
部
に
入
る
こ
と
を
許
可

さ
れ
た
。
肺
の
大
き
い
気
性
の
荒
い
新
種
の
馬
の
調
査
に
引
続
い
て
、

一
九
九
四
年
に
中
国
青
海
登
山
協
会
の
協
力
を
得
て
メ
コ
ン
源
流

へ

の
旅
行
も
許
可
さ
れ
た
。

五
．
メ
コ
ン
川
の
源
流
は
、
∪
ご
”
と
一
山
稜
の
南
に
あ
る
唐
古
拉
山
脈

に

は
達
し
て
い
な
い
。
メ
コ
ン
源
流
は
揚
子
江
上
流
部
ダ
ム

・
チ

ュ
か

ら
の
主
な
支
流
域
の
広
範
な
平
原
に
よ

っ
て
遮
ら
れ
て
お
り
、
生
き

残
り
の
グ
ル
ナ
ー
ル
が
断
定
し
て
い
る

∪
Ｎ”
‐●
”
Ｆ
の
Ｆ
暉
●
∞
日
ｏ
峠

（グ
ル
ナ
ー
ル
の
Ｎ
”
●
”
∞
Ｐ
Ｃ
●
∞
日
Ｃ
∞
峠
）
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

「行

っ
た
た
だ
け
で
は
探
検
家
と
は
呼
ば
れ
な
い
。
記
録
を
書
き
、
世

間
に
発
表
し
て
初
め
て
探
検
家
と
し
て
評
価
さ
れ
る
」
と
い
う
の
が
パ
イ

セ
ル
の
哲
学
で
あ
る
。
宣
伝
上
手
で
自
己
主
張
の
強
い
人
の
よ
う
だ
。
さ

ら
に
彼
の
本
か
ら
引
用
を
続
け
よ
う
。

「
王
立
地
理
学
会
が
暗
黙
に
認
知
し
、
記
録
を
発
表
し
た
こ
と
に
よ

っ
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て
、
疑
い
深
い
人
た
ち
も

つ
い
に
納
得
す
る
に
い
た

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
通

信
の
配
信
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、

ロ
イ
タ
ー
が

一
連
の
報
道
の
引
金
を
引
い

た
。　
一
九
九
五
年
四
月
十
七
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ｏ
タ
イ
ム
ス
の

一
面
に

〃
ア
ジ
ア
の
荒
野
、
水
源
を
目
指
す
キ
ャ
ラ
バ
ン
″
と
題
し
て
掲
載
さ
れ

た
。
こ
の
記
事
は
Ｍ

ｏ
サ
イ
モ
ン
に
よ

っ
て
書
か
れ
、
メ
コ
ン
の
赤
ん
坊

を
ま
た
い
で
立

っ
て
い
る
私
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
た
。
翌
日
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

ｏ
ヘ
ラ
ル
ド

ｏ
ト
リ
ビ

ュ
ー
ン
も

一
面
で
取
り
上
げ
た
。
報

道
記
事
の
洪
水
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
ザ
ン
ジ
バ
ル
ま
で
ゆ
き
わ
た
り
、

あ
る
人
は
、
我
々
の
発
見
は

〃地
球
上
に
残
さ
れ
て
い
た
最
後
の
地
理
的

な
謎
を
解
決
し
た
快
挙
″
で
あ
る
と
言
明
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ン
デ
ｌ
ｏ

タ
イ
ム
ス
は

〃メ
コ
ン
川
の
レ
ー
ス
は
ギ
ネ
ス
ｏ
ブ

ッ
ク
に
載
せ
る
価
値

あ
り
″
と
持
ち
上
げ
、
イ
ン
デ
イ
ベ
ン
デ
ン
ト
は

〃探
検
の
新
時
代
″
と

賑
や
か
に
に
歓
迎
し
た
。
」

「今
回
だ
け
は
、
メ
コ
ン
を
め
ぐ
る
物
語
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
迎
え

た
。
中
国
の
通
信
社
は
我
々
の
発
見
を
報
道
し
た
。
ナ
イ
ル
や
他
の
多
く

の
川
と
は
異
な
り
、
他
に
は
誰
も
挑
戦
し
な
か

っ
た
。
私
は
初
め
か
ら
そ

う
信
じ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
も
し
探
求
心
が
あ
れ
ば
、
こ
の
地
球
上
に
は

探
検
さ
れ
る
べ
き
対
象
が
ま
だ
確
実
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
多

く
の
人
た
ち
が
気
づ
い
た
。
勿
論
、
人
そ
れ
ぞ
れ
が
よ
り
立
派
な
仕
事
を

し
て
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
敢
え
て
言
え
ば
、

一
番
乗
り
を
す
る
こ
と
ほ
ど
私
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な
い
。
セ

バ
ス
テ
ィ
ア
ン
と
私
が
王
立
地
理
学
会
の
満
員
の
ホ
ー
ル
で
講
演
を
し
た

時
、
聴
衆
の
熱
狂
的
な
反
応
に
圧
倒
さ
れ
た
。
」

読
ん
で
い
て
、
著
者
の
自
己
顕
示
の
強
い
表
現
が
鼻
に
つ
い
た
が
、
そ

れ
は
さ
て
措
き
、
彼
ら
だ
け
が
メ
コ
ン
源
頭
の
探
査
を
し
た
と
書
い
て
い

る
こ
と
に
疑
念
を
も

っ
た
。
パ
イ
セ
ル

一
行
は
、
西
寧
で
青
海
登
山
協
会

か
ら
東
京
農
大
と
中
国
科
学
院
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
十
日
ほ
ど
前
に
メ
コ
ン

源
流

へ
向
か

っ
た
、
と
聞
か
さ
れ
て
驚
き
、
先
を
越
さ
れ
る
こ
と

へ
の
不

安
に
か
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
中
合
同
隊
の
成
果
を
、
そ
の
後
知
る

こ
と
は
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
知

っ
て
い
て
も
無
視
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
で
も
欧
米
で
は
メ
コ
ン
源
頭
の
発
見
者

ｏ
最
初
の
到
達
者
が
パ
イ
セ

ル
た
ち
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
、
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ

う
な
ら
、
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
中
合
同
隊
―
二
九
九
四
年

一
九
九
四
年
に
は
偶
然
に
も
、
同
じ
時
期
に
二
つ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
メ

コ
ン
の
水
源
を
目
指
し
た
。
青
海
登
山
協
会
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
パ
イ
セ
ル

隊
と
中
国
科
学
院

。
東
京
農
大
探
検
部
の
隊
で
あ
る
。
中
国
で
は
珍
し
い

こ
と
で
は
な
い
が
、
中
国
側
の
両
方
の
組
織
は
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
う

こ
と
は
な
く
、
相
手
の
行
動
計
画
は
知
ら
な
か

っ
た
ら
し
い
。

『
民
族
学
』
７３
の
記
録

「
メ
コ
ン
川
の
源
流
を
求
め
て
」

の
当
事
者

で

あ
る
東
京
農
大
農
友
会
探
検
部
監
督
の
北
村
昌
之
氏
の
説
明
を
聞
き
、
同

氏
か
ら
中
国
科
学
院
の
報
告
や
新
聞
の
コ
ピ
ー
の
提
供
を
受
け
た
。　
一
九

九
七
年
に
メ
コ
ン
源
流
域
の
未
踏
の
山
塊
、
曲
阿
加
吉
瑶
山
塊
に
挑
ん
だ
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新
潟
山
岳
協
会
登
山
隊
の
隊
長
、
藤
井
信
氏
か
ら
も
貴
重
な
資
料
を
頂
い

た
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
日
中
合
同
隊

（
一
九
九
四
年
）
と
中
国
科

学
院

（
一
九
九
九
年
）
の
軌
跡
と
成
果
を
追

っ
て
み
よ
う
。

一
九
九
四
年
九
月
十
二
日
に
日
中
合
同
隊
は
メ
コ
ン
源
頭
に
到
達
し
た
。

パ
イ
セ
ル

一
行
の
九
月
十
七
日
よ
り
五
日
早
い
。
し
か
し
、
源
頭
の
位
置

は
異
な
る
。
後
で
詳
し
く
説
明
す
る
よ
う
に
、
中
国
科
学
院
が
主
張
す
る

「
正
し
い
源
頭
」
（中
国
語
で

″正
源
″）
礼
阿
曲

の
地
理
的
源
頭
に
合
同

隊
は
立

っ
た
。
メ
コ
ン
源
頭
に
つ
い
て
の
中
国
科
学
院
の
考
え
方
を
綜
合

す
る
と
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
地
図
１
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

礼
那
曲

¨
地
理
的
源
頭
―

‐査
加
理
薦
山

民
俗
的
源
頭
―

‐札
那
日
根
山
、
礼
那
雹
雹
珠
地
、
斎
栄

礼
阿
曲

¨
地
理
的
源
頭
―

‐拉
賽
貢
瑶

民
俗
的
源
頭
―

礼
西
気
娃
湖

中
国
科
学
院
と
の
合
同
隊
が
札
阿
曲
最
長
の
流
れ
の
源
頭
を

″正
源
″

と
し
た
の
は
、
彼
ら
な
り
の
明
確
な
科
学
的
根
拠
が
あ
る
。
合
同
隊
は
、

雑
多
か
ら
礼
曲
の
川
沿
い
に
は
ヤ
ク
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
で
き
な
い
の
で
、

礼
曲

・
礼
那
曲
の
南
側
を
大
き
く
迂
回
し
、
礼
那
曲
を
下

っ
て
莫
雲
に
行

き
、
そ
こ
か
ら
再
び
山
越
え
を
し
て
礼
阿
曲
に
下
り
、
礼
那
曲
と
札
阿
曲

の
合
流
点
、
恐
納
松
多
に
辿
り

つ
い
た
。
〃正
源
〃
を
確
定
す
る
た
め
の

一
つ
の
要
素
と
し
て
、
合
同
隊
は
合
流
点
で
二
つ
の
川
の
川
幅
と
流
量

・

流
速
の
測
定
を
行

っ
た
。　
一
方
、
パ
イ
セ
ル

一
行
は
同
じ
よ
う
調
査
を
行

っ

た
形
跡
は
な
く
、
ど
ち
ら
の
川
が

″正
源
″
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
疑

い
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は
抱
か
ず
に
礼
那
曲

へ
向
か

っ
た
よ
う
だ
。

一
九
九
四
年
十

一
月
九
日
発
の
新
華
社
＝
中
国
通
信
は
、
青
蔵
高
原
の

調
査
を
終
え
て
北
京
に
戻

っ
て
き
た
中
国
科
学
院
の
専
門
家
の
話
と
し
て

「探
検
隊
は
九
月
上
旬
、
礼
曲
の
左
の
礼
阿
曲
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

中
国
科
学
院
と
東
京
農
業
大
学
の
専
門
家
は
、
礼
阿
曲
の
源
が
礼
青
郷
の

海
抜
五

一
六
〇
眉
、
拉
賽
貢
薦
山
南
の
氷
河
の
末
端
に
あ
り
、
礼
那
曲
よ

り
二

ｏ
六
キ

ロ
長
く
、
礼
阿
曲
が
瀾
治
江
の
源
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
」

と
報
道
し
、
そ
れ
ま
で
の
礼
那
曲
の
礼
那
日
根
山

〃正
源
〃
説
を
覆
し
た
。

合
同
隊
に
参
加
し
た
中
国
側
の
リ
ー
ダ
ー
で
中
国
科
学
院
自
然
資
源
綜

合
考
察
委
員
会
の
周
長
進
博
士
は

一
九
九
五
年
二
月
の
中
国
科
学
院

『地

理
研
究
』
に
お
い
て

「瀾
治
江
正
源
問
題
に
関
し
て
」
と
題
す
る
論
文
で

次
の
よ
う
に
発
表
し
て
い
る
。

一
．
現
地
調
査
に
よ

っ
て
、
メ
コ
ン
川
の
源
頭
は
青
海
省
雑
多
県
の
拉
賽

貢
璃
山
上
の
小
さ
な
氷
河
か
ら
流
れ
で
る
礼
阿
曲
で
あ
る
と
決
定
さ

れ
た
。
源
頭
の
標
高
は
五

一
六
七
屑
、
位
置
は
東
経
９４
度
４１
分
３５
秒

北
緯
３３
度
４４
分
１３
秒
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
氷
河
の
上
の
最
高
地
点
は

五
六
三
二
屑
。
源
頭
の
盆
地
状
に
開
け
た
谷
の
標
高
は
平
均
で
四
八

二
〇
屑
、
周
囲
の
山
の
平
均
標
高
は
五
五
〇
〇
眉
で
あ
る
。

【
注
記

¨
問
題
点
の
整
理
】

問
題
は
東
京
農
大
の
当
事
者
に
よ
る
発
表
と
周
博
士
の
発
表
の
数

値
が
異
な
る
点
で
あ
る
。
源
頭
の
標
高
は
七
日
月
の
差
に
す
ぎ
な
い
の

で
無
視
で
き
る
が
、
位
置
の
違
い
は
大
き
い
。
北
村
氏
の
言
に
よ
る

と
、
周
博
士
は
途
中
で
引
き
返
し
源
頭
ま
で
行

っ
て
い
な
い
。
東
京

農
大
は
彼
ら
の
実
測
数
値
を
帰
途
北
京
で
周
博
士
に
渡
し
て
き
て
い

る
。
現
場
に
居
合
わ
せ
な
か

っ
た
周
博
士
が
何
故
別
の
数
字
を
使

っ

て
発
表
し
た
の
か
は
理
解
で
き
な
い
と
言
う
。
日
本
語
の
仮
報
告
と

前
記

『
民
族
学
』
で
は
、
源
頭
の
位
置
は
周
辺
の
最
高
峰
、
賽
錯
山

（五
六
三
二
眉
、
チ
ベ

ッ
ト
名

一
パ
ラ
グ
、
雑
多
県
地
図
よ
り
）

の

南
に
連
な
る
山
の
東
面
氷
河
よ
り
流
れ
出
る
ポ
イ
ン
ト
、
東
経
９４
度

４１
分
３７
秒
、
北
緯
３３
度
４２
分
４１
秒

（標
高
は
五

一
六
〇
屑
）
と
し
て

い
る
。
中
国
の

一
〇
万
分
の

一
の
地
形
図
で
チ

ェ
ッ
ク
し
た
か
ぎ
り
、

位
置
に
関
し
て
は
東
京
農
大
の
記
述
が
正
し
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、

添
付
ス
ケ

ッ
チ
図

（地
図
１
）
「
メ
コ
ン
川

（瀾
治
江
）
源
頭
Ｉ
Ｉ
」

で
は
こ
ち
ら
に
統

一
す
る
。　
一
九
九
九
年
の
劉
少
創
隊
も
殆
ど
同
じ

位
置
を
測
定
し
て
い
る
し
、
徳
祥
隊
も
近
い
位
置
を
地
理
的
源
頭
と

し
て
い
る
。

二
．
礼
阿
曲

〃正
源
〃
の
根
拠

一
（長
さ
、
流
域
面
積
、
流
量
）

（
１
）

一
〇
万
分
の

一
の
地
形
図
上
で
合
流
点
か
ら
上
流
部
の
長
さ

と
流
域
面
積
を
積
算
し
た
と
こ
ろ
、
長
さ
は
礼
阿
曲
が
九
二

ｏ

三
キ

ロ
、
礼
那
曲
は
九
〇

・
七
キ

ロ
で
あ
り
、
流
域
面
積
は

礼
阿
曲
の
二
五
六
〇

ｏ
Ｏ
平
方
キ

ロ
に
た
い
し
礼
那
曲
は

一

九
八
三

ｏ
Ｏ
平
方
キ

ロ
で
あ

っ
た
。

（
２
）

一
九
九
四
年
九
月
四
日
に
行

っ
た
合
流
点
、
米
納
松
多
で
の

実
測
デ
ー
タ
も
礼
阿
曲
の
優
位
性
を
示
し
て
い
る
。
礼
阿
曲
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メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する

の
流
量
は
毎
秒
五
四

ｏ
九
立
方
眉
、
川
幅
四
〇

・
○
眉
、
平

均
水
深
Ｏ

ｏ
七
二
六
屑
、
平
均
流
速
は
毎
秒

一
ｏ
八
九
眉
。

礼
那
曲
の
ほ
う
は
流
量
が
毎
秒

一
〇

・
六
立
方
屑
、
川
幅
三

〇

・
○
眉
、
平
均
水
深
〇

・
三
二
眉
、
平
均
流
速
は
毎
秒

一
ｏ

Ｏ
六
七
】
月
で
あ

っ
た
。

た
だ
し
、
実
測
は

一
回
だ
け
な
の
で
、
絶
対
的
な
基
準
に

す
る
こ
と
に
は
異
論
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

上
記

の
論
文

は
民
俗
的
源
頭

（
ア
メ
リ
カ
人

は
精
神
的

源
頭
―

∽
も
〓
ご
”
】
∽
ｏ
壕
８
１
と
表
現
）
に
つ
い
て
も
書
い
て
い
る
。

礼
那
日
根
山
は
礼
那
曲
の
中
流
部
、
莫
雲
郷
の
約
十
七
キ

ロ
屑
北
方

の

北
緯
３３
度
１９
分
２０
秒
、
東
経
９４
度
１３
分
４０
秒
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
山
頂
の

標
高
は
五
五
五
〇
眉
。
礼
那
日
根
山
を
水
源
と
す
る
埋
荀
谷
と
査
日
曲
は

い
ず
れ
も
礼
那
曲
中
流
の
小
さ
な
支
流
に
す
ぎ
な
い
。

礼
西
気
娃
湖
は
礼
承
曲
上
流
の
沼
沢
地
に
あ
り
、
北
緯
３３
度
３４
分
１５
秒
、

東
経
９４
度
１８
分
１４
秒
に
位
置
す
る
。
標
高
は
四
六
五
〇
屑
。
礼
西
気
娃
湖

は
沼
沢
中
の
幾

つ
か
の
小
さ
な
湖
が

つ
な
が

っ
て
で
き
て
い
る
。
こ
の
湖

か
ら
流
れ
で
る
水
量
は
、
礼
那
曲
の
ほ
ん
の

一
部
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
（写
真
２
）

礼
那
日
根
山
は
チ
ベ

ッ
ト
語
で

「
聖
な
る
山
」
、
礼
西
気
娃
湖
は

「
吉

祥
湖
」
で
あ
る
。
宗
教
心
の
強
い
チ
ベ

ッ
ト
族
の
あ
い
だ
で
神
聖
な
意
味

を
も
つ
場
所
を
メ
コ
ン
の
源
頭
と
す
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
が
、
科
学

的
に
は
正
し
い
源
頭
と
は
言
え
な
い
。
民
俗
的
源
頭
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

中
国
科
学
院
の
別
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
英
国
の
王
立
地
理
学
会
で
発
表

さ
れ
た
パ
イ
セ
ル
の
記
録
、
す
な
わ
ち
礼
那
曲

の
魯
布
薩
山
口

（脚
」
０
‐

∽
”
「
”
∽∽）
を
メ
コ
ン
の

″正
源
〃
と
す
る
の
は
非
科
学
的
で
あ
る
と
し
、

パ
イ
セ
ル
の
主
張
は
退
け
ら
れ
て
い
る
。
「
メ
コ
ン
の
源
頭
を
発
見
し
た

と
、
パ
イ
セ
ル
と
二
人

の
フ
ラ
ン
ス
人
が
声
高
に
言
う

”
」
も
‐∽
”
『
”
∽∽

は
、　
一
〇
万
分
の

一
の
地
形
地
図
に
あ
る
吾
朧
達
と
同
音
で
、
実
際
は
礼

那
曲
西
南
方
向
の
小
さ
な
支
流
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
朧
冒
曲
の
水
源
で
、

全
河
長
は
十
二
キ

ロ屑
前
後
し
か
な
い
。
礼
那
曲
の
源
頭
は
礼
那
周
底
上

流
の
河
長
二
十
八
キ

ロ眉
、
流
域
西
部
の
沼
沢
地
か
ら
発
し
て
い
る
。

そ

の
う
ち
の

一
つ
の
沼
沢
を
補
給
源
と
し
て
い
る
礼
加
曲
が
源
頭
か
ら
流
れ

写真 2 +L阿 曲のキL西 気娃にある民俗的

(精神的)源頭。(東京農大探検部)
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で
る
川
で
あ
る
。
源
頭
の
標
高
は
四
九
七
六
眉
で
あ
る
。
」
パ
イ
セ
ル
た

ち
の
発
見
を

一
蹴
し
て
い
る
。

パ
イ
セ
ル
の
言
う
源
頭
を
旧
ソ
連
製
二
〇
万
分
の
一
の
地
形
図
に
プ
ロ
ッ

ト
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
礼
那
曲
の
別
の
流
が
も

っ
と
北
ま
で
延
び
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
。
彼
ら
は
礼
那
曲
の
源
頭
に
は
達
し
て
い
な
か

っ
た
可

能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
パ
イ
セ
ル
た
ち
が
辿

っ
た
支
流
と
北
に
延
び
る

別
の
支
流

（あ
る
は
本
流
）
の
長
さ
は
、
中
国
側
が
指
摘
す
る
ほ
ど
の
大

き
な
差
は
な
く
、
彼
ら
が
メ
コ
ン
源
流
の

〃最
西
端
の
水
源
〃
に
到
達
し

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
パ
イ
セ
ル
の
到
達
点
が
中
国

科
学
院
の
い
う
礼
那
曲
の
地
理
的
源
頭
、
査
加
理
馬
山
で
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
地
図
１
に
は
別
に
表
記
し
た
が
、
私
の
手
持
ち
の
資
料
か
ら
は

ま
だ
特
定
で
き
な
い
。　
一
方
、
中
国
科
学
院
の
指
摘
、
即
ち
パ
イ
セ
ル
た

ち
フ
ラ
ン
ス
隊
は
短
い
支
流
、
朧
冒
曲
に
入

っ
た
と
い
う
の
は
、
旧
ソ
連

製
の
地
形
図
に
経
度

・
緯
度
を
プ

ロ
ッ
ト
し
て
み
る
限
り
誤
り
で
あ
る
。

朧
冒
曲
の
源
頭
を
通
過
し
た
の
は
ド

ｏ
ラ
ン
と
グ
ル
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

二
つ
の
中
国
隊
―

一
九
九
九
年

一
九
九
九
年
に
中
国
科
学
院
は
再
び

〃正
源
″
の
調
査

ｏ
測
量
を
行

っ

た
。　
一
九
九
四
年
の
調
査
結
果
に
異
論
が
出
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
と
言

っ

て
も
、
礼
阿
曲
か
礼
那
曲
か
の
根
本
的
な
疑
間
で
は
な
く
、
礼
阿
曲
の
真

の
源
頭
の
再
調
査
が
目
的
で
あ

っ
た
。
大
少
二
つ
の
調
査
隊
に
よ

っ
て

一

九
九
九
年
六
‐
七
月
に
現
地
調
査
が
行
わ
れ
た
。
中
国
国
家
地
理
雑
誌

『
地
理
』

一
九
九
九

ｏ
一
〇
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
追

っ
て
み
よ
う
。

前
半
で
、
メ
コ
ン
水
源
を
め
ぐ
る
六

つ
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
五

つ
目

ま
で
は
す
で
に
出
て
い
る
の
で
、
六
番
目
の
説
に
つ
い
て
記
す
。
そ
れ
は

土
地
の
人
間
が

「聖
な
る
山
」
と
称
し
て
い
る
礼
那
雹
雹
珠
地

（パ
イ
セ

ル
隊
の
到
達
点
）
で
あ
る
。
茫
々
た
る
草
原
の
中
の
沼
沢
地
で
、
長
い
あ

い
だ
チ
ベ

ッ
ト
族
が
瀾
治
江
の
水
源
と
し
て
信
じ
て
き
た
民
俗
的
源
頭
で

あ
る
。
し
か
し
、
経
度

・
緯
度
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
位
置
は
同
定

で
き
な
い
。
同
誌
は
、
六

つ
以
外
に
も
源
頭
に
つ
い
て
幾

つ
か
の
説
が
あ

り
、
メ
コ
ン
の
よ
う
な
大
河
の
水
源
を
め
ぐ

っ
て
多
様
な
説
が
あ
る
こ
と

は
従
来
な
い
こ
と
だ
と
し
、　
一
つ
に
絞
り
こ
む
た
め
の
水
源
確
定
作
業
は

写真 3 氷河から最初の一滴が流れ出

す。源頭は氷河の末端部、標

高 5160メ ー トル、 北緯 33°

42′ 41″ 東経 94° 41′ 37″ 。 (東 京

農大探検部)
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メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する

必
要
で
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

後
半
で
、
〃両
調
査
団
の
水
源
遡
行
―
論
争
を
引
き
起

こ
す
〃
と
い
う

題
で
二
つ
隊
の
成
果
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
を
し
、
正
源
問
題
の
評
価
に

つ
い
て
試
論
を
展
開
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
始
ま
る
。

「
メ
コ
ン
水
源
に
関
す
る
意
見
の
多
さ
に
、
中
国
の
科
学
者
や
探
検
家

は
瀾
治
江
遡
行
の
意
義
と
緊
急
性
を
日
増
し
に
強
く
感
じ
、
中
国
人
自
ら

の
手
で
自
国
領
土
内
の
世
界
的
に
有
名
な
大
河
の
源
流
を
究
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
」

一
九
九
九
年
四
月
に
は
中
国
科
学
探
検
協
会
は
瀾
治
江
の
正
源
を
探
し

出
す
と
宣
言
し
た
。
六
月
末
に
は
、
相
前
後
し
て
二
つ
の
調
査
隊
が
出
発

し
た
。

（
１
）

徳
祥
瀾
治
江
考
察
隊

中
国
科
学
院
自
然
資
源
綜
合
考
察
委
員
会
の
関
志
華
教
授
が
長
と

な
り
、
隊
の
学
術
委
員
会
、
顧
問
委
員
会
お
よ
び
考
察
組
委
員
会

が
関
連
分
野
の
専
門
家
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。
先
発
隊
は
科
学
者

七
名
、
新
聞
記
者
八
名
で
組
織
さ
れ
た
。
調
査
の
費
用
は
天
津
の

徳
祥
集
団

（企
業
グ
ル
ー
プ
）
が

一
〇
〇
万
元
を
単
独
で
寄
付
。

調
査
隊
は
早
く
も

一
九
九
七
年
か
ら
準
備
を
始
め
て
お
り
、　
一
九

九
九
年
六
月
に
出
発
し
た
。

（
２
）

劉
少
創
瀾
治
江
考
察
隊

中
国
科
学
院

ｏ
遠
隔
地
探
査
所
の
劉
少
創
博
士
を
長
と
す
る
調
査

隊
で
、　
一
九
九
九
年
六
月
末
か
ら
水
源
調
査
を
行

っ
た
。
こ
の
隊

の
主
力
隊
員
は
実
質
的
に
は
劉
少
創

一
人
だ
け
だ

っ
た
。
劉
少
創

博
士
の
調
査
は
中
国
科
学
院

ｏ
遠
隔
地
探
査
所
の
同
意
と
支
援
を

う
け
、
資
金
源
を
遠
隔
地
探
査
所
の
所
長
基
金
、
国
家
遠
隔
地
探

査
応
用
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
基
金
、
武
漢
測

量
製
図
科
学
技
術
大
学
、
遠
隔
地
探
査
通
信

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

国
家
重
点
実
験
室
主
任
基
金
と
中
国
科
学
院

・
遠
隔
地
探
査
通
信

開
放
研
究
実
験
室
基
金
か
ら
仰
い
で
お
り
、
合
計
で

一
〇
万
元
で

あ

っ
た
。

上
記
二
つ
の
調
査
隊
が
同
じ
時
期
に
調
査
を
行
い
、
二
つ
の
異
な

っ
た

結
果
を
得
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
多
く
の
メ
デ
イ
ア
と
水
源
の
結
論
に
関

心
を
も

つ
人
々
の
あ
い
だ
で
広
く
注
目
さ
れ
た
。
「
瀾
治
江
の
水
源
と
し

て
あ
り
う
る

〃正
源
〃
は

一
つ
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
観
点
に
立
て
ば

論
争
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。

現
在
、
河
川
の
水
源
確
定
の
国
際
的
な
基
準
は
三

つ
あ
る
。

田
　
〃水
源
最
奥
″
原
則
、
即
ち
最
長
の
支
流
に
あ
る
源
頭
が
正
式
な
水

源
で
あ
る
。

②
　
〃水
量
最
大
〃
原
則
、
即
ち
水
量
最
大
の
支
流

に
あ
る
源
頭
が
正
式

な
水
源
で
あ
る
。

０
　
川
の
流
れ
の
主
方
向
に

一
致
し
た
支
流
の
源
頭
が
正
式
な
水
源
で
あ

る

。

勿
論
、
二
つ
の
調
査
隊
は
こ
れ
ら
の
基
準
を
熟
知
し
て
、
踏
査
に
あ
た

っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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地図 2

Ａ
．
吉
富
山
水
源
調
査
の
結
論
と
根
拠
―
劉
少
創
隊

劉
少
創
は
吉
富
山
が
メ
コ
ン
の
水
源
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
こ
の
隊

は
、
メ
コ
ン
源
流
部
の
承
納
松
多
で
礼
阿
曲
と
礼
那
曲
が
合
流
す
る
こ
と

を
知

っ
て
お
り
、
本
流
の
水
源
で
あ
る
礼
阿
曲
の
各
支
流
の
う
ち
、
劉
少

創
は
主
と
し
て
三
つ
の
支
流
を
調
査
し
た
。

（
１
）

礼
西
気
娃
湖

当
地
の
チ
ベ

ッ
ト
族
が
礼
阿
曲
の
水
源
だ
と
認
め
て
い
る
民
俗
的

源
頭
で
あ
る
。
こ
の
湖
は
湿
原
上
の
細
流
で
つ
な
が
れ
て

一
つ
に

な

っ
て
い
る
大
小
と
り
ど
り
の
季
節
性
の
小
さ
い
湖
と
沼
沢
地
の

総
称
で
あ
る
。
こ
の
湖
と
沼
沢
の
水
が
集
ま

っ
て
礼
承
曲
と
な
り
、

東
経
９４
度
２６
分
００
秒
北
緯
３３
度
２７
分
２０
秒
で
礼
阿
曲
に
合
流
す
る
。

合
流
点
で
の
観
測
結
果
が
示
す
と
こ
ろ
で
は
礼
西
気
娃
湖
か
ら
礼

阿
曲
に
注
ぐ
水
量
は
本
流
の
四
分
の

一
し
か
な
い
こ
と
、
川
の
長

さ
か
ら
み
て
も
、
礼
西
気
娃
湖
に
注
ぐ
最
長
の
塔
尼
雅
木
曲
は
源

頭
か
ら
殊
納
松
多
ま
で
の
距
離
は
七
六

・
七
キ

ロ
肝
で
、
吉
富
山

か
ら
の

一
〇

一
ｏ
五
キ

ロ属
よ
り
短
い
。

（
２
）

拉
賽
貢
馬

遠
隔
探
査

（リ
モ
ー
ト

ｏ
セ
ン
シ
ン
グ
）
の
映
像
分
析
、
お
よ
び

実
地
調
査
で
の
検
証
に
よ
り
、
拉
賽
貢
馬
の
源
頭
の
位
置
は
、
氷

河
の
末
端

（海
抜
五

一
六
〇
屑
）
、
東
経
９４
度
４１
分
３７
秒
北
緯
３３

度
４２
分
３９
秒
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

（中
村
注

一
一
九
九
四

年
の
日
中
合
同
隊

ｏ
東
京
農
大
の
測
定
位
置
と
殆
ど
同
じ
）
。

こ
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メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する

こ
か
ら
黎
納
松
多
ま
で
九
九

ｏ
四
キ

ロ
屑
で
、

こ
れ
も
吉
富
山
か

ら
の

一
〇

一
・
五
キ

ロ眉
よ
り
短

い
。
か

つ
ま
た
、
吉
富
山

の
源

頭
な
ら
び
に
拉
賽
貢
馬
の
源
頭
か
ら
両
者
が
合
流
す
る
野
永
松
多

ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
さ
は
二
三

ｏ
六
キ

ロ
屑
と
二

一
・
五
キ

ロ
眉

で
あ
り
、
三
度
に
わ
た
る
実
地
測
量
で
は
両
支
流
の
水
量
に
明
ら

か
な
差
異
は
な
い
こ
と
が
判

っ
て
い
る

（高
山
谷
西

一
六

・
ニ
ピ

／
秒
、
五

ｏ
六
ポ
／
秒
　
高
地
朴

一
六

ｏ
一
ポ
／
秒
、
五

・
四
ピ

／
秒
）
。
こ
の
こ
と
は
吉
富
山
の
水
源
が
つ
く
る
支
流

の
主
方
向

が
拉
賽
貢
薦
の
水
源
が

つ
く
る
支
流
の
方
向
よ
り
礼
阿
曲
の
主
方

向
に
よ
り
近
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

（
３
）

吉
富
山

吉
富
山
は
青
海
省
治
多
県
と
雑
多
県
の
境
界
、
海
抜
五
五
五
二
屑
、

東
経
９４
度
４１
分
１２
秒
北
緯
３３
度
４５
分
３５
秒
に
位
置
す
る
。
水
源
の

補
給
源
は
治
多
県
側
の
雪
の
積
も

っ
た
盆
地
で
あ
り
、
多
く
の
人

が
メ
コ
ン
の
水
源
と
認
め
て
い
る
拉
賽
貢
薦
の
氷
河
末
端
か
ら
僅

か
六
キ

ロ屑
離
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

劉
少
創
は
、
礼
那
曲
と
礼
阿
曲
の
長
さ
と
流
域
面
積
に
つ
い
て
行

っ
た

精
密
な
測
量
と
実
地
調
査
に
よ
り
え
た
数
値
を
綜
合
的
に
分
析
し
た
。
礼

那
曲
は
水
量
、
流
域
面
積
と
も
に
礼
阿
曲
よ
り
小
さ
い
だ
け
で
な
く
、
合

流
点
の
な
納
松
多
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
さ
も
、
礼
阿
曲
の
源
頭
で
あ
る

吉
富
山
か
ら
の
ほ
う
が
礼
那
曲
の
最
長
の
支
流
よ
り
長
い
こ
と
が
判

っ
た
。

こ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
劉
少
創
は
礼
阿
曲
の
高
山
朴
の
源
頭
、
吉
富
山

が
瀾
治
江

（
メ
コ
ン
）
の

〃正
源
″
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
な
お
、

劉
少
創
は
礼
那
曲
流
域
内
で
礼
那
雹
雹
珠
地
や
礼
那
日
根
な
ど
の
民
俗
的

源
頭
も
実
地
調
査
し
て
い
る
。

Ｂ
．
拉
賽
貢
璃
水
源
調
査
の
結
論
と
根
拠
―
徳
祥
隊

徳
祥
瀾
治
江
水
源
科
学
探
検
考
察
隊
は
、
無
人
地
帯
で
精
力
的
な
フ
ィ
ー

ル
ド

・
ワ
ー
ク
を
行
い
、
水
源
地
区
の
果
宗
木
査
山
の
氷
河
か
ら
融
け
だ

し
た
水
を
集
め
た
小
さ
な

一
筋
の
流
れ
を
発
見
し
た
。
こ
の
細
流
は
拉
賽

貢
薦
に
注
い
で
い
た
。
そ
の
具
体
的
位
置
は
東
経
９４
度
４１
分
４４
秒
、
北
緯

３３
度
４２
分
３１
秒

（海
抜
五
三
二
四
月
）
に
あ
る
。
彼
ら
は
果
宗
木
査
山
の

東
側
の
斜
面
に

〃瀾
治
江
源
頭
〃
と
記
し
た
石
碑
を
建
て
、
拉
賽
貢
鶏
が

瀾
治
江

（
メ
コ
ン
）
の

〃正
源
″
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ

っ

て
、
ア
ジ
ア
で
最
も
重
要
な
河
川
の

一
つ
で
あ
る
メ
コ
ン
を
め
ぐ

っ
て
続

い
て
い
た
源
流
論
争
に
終
止
符
が
う
た
れ
、

つ
い
に
定
説
が
で
確
立
さ
れ

た
と
判
断
し
た
。
考
察
隊
は
こ
の
結
果
を
玉
樹
州
政
府
と
共
同
で
中
央
政

府
に
報
告
し
、
国
務
院
か
ら
正
式
に
発
表
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
。　
一

九
九
八
年
の
雅
魯
蔵
布
大
峡
谷
科
学
探
検
隊
以
来
の

一
大
快
挙
で
あ
る
と

評
価
す
る
専
門
家
も
い
る
。
（中
村
注

一
一
九
九
四
年

の
日
中
合
同
隊

の

東
京
農
大
発
表
が
発
表
し
た
源
頭
の
位
置
に
に
極
め
て
近
い
。
水
平
距
離

で
三
六
〇
眉
、
標
高
で
五
七
眉
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
が
、
合
同
隊
の
こ
と

は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
）

『地
理
』
誌
に
は
徳
祥
隊
の
測
量

ｏ
測
定
の
数
値
は
載
せ
ら
れ
て
い
な

い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
徳
祥
隊

（関
志
華
教
授
ほ
か
二
名
）
が
発
表
し
た
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表-1 オL阿曲・礼那曲

表…2 高山谷西 0高地朴

中
国
科
学
院
自
然
資
源
綜
合
考
察
委
員
会
の
報
告
書

「
瀾
治
江

（泥
公
河
）

正
源
お
よ
び
源
頭
の
確
定
」
か
ら
引
用
し
、
併
せ
て
他
の
隊
の
結
果
も
載

せ
比
較
を
し
て
み
た
。
（表
１
）
徳
祥
隊
は
規
模
が
大
き
く
、
十
分
な
機
材

を
投
入
し
て
組
織
的
な
調
査
を
し
て
い
る
の
で
、
測
量

ｏ
測
定
結
果
に
た

い
す
る
信
頼
性
は
他
の
隊
よ
り
高
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
礼
阿
曲
と
礼
那

曲
の
合
流
点
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
河
長
と
流
域
面
積
の
計
算
に
は
、　
一
九

九
四
年
の
日
中
合
同
隊
は

一
〇
万
分
の

一
の
地
図
を
使

っ
た
の
に
た
い
し
、

一
九
九
九
年
の
徳
祥
隊
は

一
九
九
八
年
の
Ｔ
Ｍ
衛
星
画
像
を
使

っ
て
い
る
。

劉
少
創
隊
は
リ
モ
ー
ト

◆
セ
ン
シ
ン
グ
の
映
像
を
利
用
し
た
と
い
う
だ
け

で
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
で
は
な
い
。
ま
た
、
流
速
や
流
量
の
計
測
に
は
、
徳

祥
隊
は
専
門
的
な
機
器
を
使

っ
て
い
る
の
に
た
い
し
、
合
同
隊
は
手
作
業

的
な
方
法
で
行

っ
て
い
る
。
劉
祥
創
隊
は
測
定
し
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ

る
。上

記
の
徳
祥
隊
の
報
告
書
に
お
い
て
は
、
礼
阿
曲
、
礼
那
曲
い
ず
れ
が

地
理
的
正
源
か
の
問
題
に
た
い
し
て
は
礼
阿
曲
を
選
ん
だ
。
三

つ
の
調
査

隊
の
測
定
結
果
は
、
僅
か
で
は
あ
る
が
礼
阿
曲
の
ほ
う
が
礼
那
曲
よ
り
長

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
妥
当
な
判
断
で
あ
る
。
次
に
、
礼
阿
曲
の
源

頭
は
高
山
谷
西
か
、
あ
る
い
は
劉
少
創
が
主
張
す
る
吉
富
山

（吉
普
山
）

か
に
つ
い
て
は
、
河
流
の
長
さ
と
流
域
面
積

（集
水
面
積
）
の
大
き
さ
、

お
よ
び
源
頭
の
氷
河
面
積
の
大
き
さ
か
ら
、
高
山
谷
西
の
源
頭
の
拉
賽
貢

薦
に
流
れ
込
む
融
水
を
育
む
氷
河
の
下
で
あ
る
と
報
告
書
で
は
結
論
づ
け

て
い
る
。
（表
２
）
即
ち
、
前
述
の
東
経
９４
度
４１
分
４４
秒
北
緯
３３
度
４２
分
３１
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調 査 隊 年  月 河  流
河   長 流域面積 河  幅 平均水深 平均流速 断面流量

km % km2 % % % m/s % m3/s %

徳 祥 隊 1999年 7月 12日
礼阿曲

礼那曲

97.83

92.96

2457.9

1999.3

62.0

51.0

0。 73

0。 38

2.63

1.81

119。 0

35。 1

劉 少 創 1999年
礼阿曲

礼那曲

101.5

99.4

日中合同隊 1994年 9月 4日
礼阿曲

才L那 曲

93.3

90。 7

2560

1983

40.0

30。 0

0.73

0。 33

1.89

1。 07

54。 9

10.6

調 査 隊
月 日

1999年
河 流

河 長

km

流域面積

km2

氷 河

km2

河 幅 水 深 流 速

m/s
m3/s

徳 祥 隊 9月 14日
高山谷西

高 地 卦

22.59

21.61

97.25

78.83

2.78

0.60

9,45

11。 0

0.30

0.29

3.37

2.49

9.55

7.94

劉 少 創 (不詳)

高山谷西

高 地 朴

21.5

23.6

6.2

6.1

| |



メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する

秒
、
標
高
五
三
二
四
眉
の
地
点
で
あ
る
。

ふ
た
た
び

『地
理
』
誌
に
戻
ろ
う
。
水
源
お
よ
び
源
頭
の
確
定
の
明
確

な
根
拠
に
話
が
お
よ
ぶ
と
、
徳
祥
隊
の
報
告
書
の
断
定
的
な
ト
ー
ン
と
は

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
少
し
異
な
る
。
隊
長
の
関
志
華
教
授
は
拉
賽
貢
馬
の
果
宗

木
査
山
を
唯

一
の
水
源
と
し
て
決
め
る
に
は
、
さ
ら
な
る
技
術
的
か
つ
綜

合
的
な
調
査

・
測
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
定
し

た
と
公
布
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
語

っ
て
い
る
。

〃源
頭
は
た
だ

一
つ
、
誰
が
瀾
治
江
の
水
源
を
き
め
る
の
か
〃
『
地
理
』

誌
は
最
後
を
次
ぎ
の
よ
う
に
締
め
括

っ
て
、
最
近
の
状
況
を
客
観
的
に
分

析
し
て
い
る
。

二
つ
の
科
学
調
査
隊
は
、
結
論
の

一
致
こ
そ
み
て
い
な
い
が
、
問
題
解

決
の
た
め
の
態
度
は
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
科
学
的
、
専
門
的
、
そ

し
て
綜
合
的
な
手
法
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
る
。

両
者
の
結
論
は
関
係
部
門
や
専
門
家
の
最
終
的
な
認
知
を
ま
だ
得
て
い
な

い
の
で
、
水
源
を

一
つ
だ
け
に
絞
る
た
め
に
は
、
二

一
世
紀
に
調
査
が
引

継
が
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
、
『地
理
』
誌
は
余
韻
を
残
す
表
現
で

結
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
私
の
見
方
で
は

一
九
九
九
年
の
中
国
科
学
院

ｏ

徳
祥
隊
の
調
査
結
果
が
最
も
信
憑
性
が
高
い
の
で
、
徳
祥
隊
の
調
査
を
も

っ

て
メ
コ
ン
川
水
源
の
源
頭
は
確
定
さ
れ
た
と
判
断
す
る
。
た
だ
し
最
初
の

発
見
者

ｏ
到
達
者
は

一
九
九
四
年
の
東
京
農
大
探
検
部
で
あ
る
こ
と
も
認

知
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
長
々
と
説
明
を
し
て
き
た
が
、
注
意
を
惹
き
た
い
の
は
、
冒
頭
で

書
い
た
よ
う
に
パ
イ
セ
ル
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
た
い
す
る
疑
間
で
あ
り
、

日
中
合
同
隊
や
中
国
科
学
調
査
隊
の
成
果

ｏ
実
績
が
欧
米
で
正
し
く
理
解

さ
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。　
一
九
九
五
年
以
降
二
〇
〇

〇
年
ま
で
の
王
立
地
理
学
会
の

ヘヘ↓
Ｆ
①
の
８
∞
Ｅ
ｕ
巨
８
｝
』
ｏ
ｃ
日
”
π
を
念

の
た
め
改
め
て
繕
い
て
み
た
が
、
合
同
隊
や
他
の
中
国
隊
の
記
録
は
載

っ

て
い
な
い
。
北
村
氏
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
日
本
側
は
海
外
に
は
発
信
し
て

い
な
い
し
、
パ
イ
セ
ル
の
本
に
た
い
し
て
も
外
国
に
異
議
を
唱
え
て
い
な

い
と
い
う
。
中
国
側
は
、
パ
イ
セ
ル
の
主
張
は
科
学
的
で
な
い
と
し
て
退

け
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
海
外
に
発
信
し
た
か
ど
う
か
は
寡
間
に
し
て

知
ら
な
い
。
（以
上
の
ま
と
め
を
表
３
に
示
す
）

パ
イ
セ
ル
自
身
は
中
国
側
の
成
果
を
薄
々
感
じ
て
い
た
ら
し
い
。
王
立

地
理
学
会
の

一
般
向
け
地
理
雑
誌

へ巧
Ｆ
①
の
８
”
お
り
巨
Ｓ
Ｆ
＞
「
い〓
８
『
．

に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
パ
イ
セ
ル
は
、
中
国
の
軍
隊
が
メ
コ

ン
の
真
の
水
源
を
発
見
し
た
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。

〃
そ
れ
が
事
実
だ

と
し
て
も
、
情
報
は
い
っ
さ
い
公
表
さ
れ
な
か

っ
た
″
彼
ら
は
自
分
達
の

発
見
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
、
と
パ
イ
セ
ル
は
語

っ
て
い
る
」
し
か

し
、　
一
九
九
七
年
の
本
の
中
で
は
、
中
国
隊

（
日
中
合
同
隊
）
の
調
査
結

果
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
パ
イ
セ
ル
が
中
国
側
の
動
向
を
具
体
的
に
知
ら

な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、
地
理
の
学
術
調
査
に
は
関
わ
り
の
な
い
青
海
登
山

協
会
を
協
力
相
手
に
選
ん
だ
こ
と
に
起
因
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

順
序
が
前
後
し
て
し
ま
う
が
、

ナ
シ

ョ
ナ
ル

ｏ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
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表-3 メコン川 (瀾倉江)源頭一覧表

川名 評価基準 区分 場所 ||||ll十 に|∫ 与| 年 経度・緯度
(m)

標高
摘要

E 94° 41 37″
日

本

5160
日中合同隊

「中国科学院l

t東 京農大j

N 33° 42′ 41〃
日

正

本隊の記録が
1994

し |

E 94° 41′ 35″
中

国
5167

年 9月

中科・ 徳祥隊

長さ・ 流域面積 :

衛星写真図

川幅・ 流速 0流量

9月 12日 実測

N 33° 44′ 13″

地

理

的

源

頭

拉賓貢薦
94° 41′ 44″

果宗木査 山の斜 面

(東 側 )日 本 隊 の

GPSに よる測 定 位

置に近い

キL E
中国科学院

(徳祥隊)

1999 5224

N 33° 42ノ 31″

阿 E 94° 41 37″

流域面積 2457.9 km2

長  さ 97.83 km°

川  幅 62m

流  量 119.O m3/sec

平均流速 2.63m/sec

平均水深 0.73m

中国科学院

(劉少創隊)

1999 5160 (同  上)

N 33° 42′ 39″

曲
E 94° 41 12″

※劉少創隊の測定で

は衆納松多―礼阿

曲 源 頭 :101.5

km

吉富山 同  上 1999 5552

N 33° 45′ 35″

民
俗
的
源
頭

E 94° 18′ 14″
チベ ット族が礼阿曲

の源頭と認めている

1994年 日中合 同隊

も調査

IL画
'納

|::illキ ll 同  上 1999 4650

N 33° 34′ 15″

F蜘

流域面積 1999。 3 km2

長  さ 92.96 km

川  幅 51m

流  量 35。 l m3/sec

平均流速 1.81m/sec

平均水深 0.38m

地

理

的

源

頭

ルンムグ峠
ド・ラン//

グルナール隊
1894

E 93° 57′
概

略 5055

初めてメコン源頭付

近に到達 (外 国人 と

して)
33° 07′

ルプ・ サ峠 パ イセル隊 1994

93° 52′ 56″

4975
「メコン源流発見」

を欧米に宣伝N 33° 16′ 32″

査加理瑶山

E 93° 55′

概

略

９７
　
∝

７８

礼那曲の源頭・ 西部

沼沢地

パイセル隊の到達点

と同 じ可能性 も
N 33° 22′

民

俗

的

源

頭

礼那 日根山
中国科学院

(劉少創隊)

1999

94° 13′ 40″

5550
1994年 日中合 同隊

も調査
33° 19′ 20″

キL那 雹雹珠地
パイセル隊の

ルプ・ サ峠

チベ ット族の「聖な

る山」

劉少創隊の情報

斎栄 礼那曲西端に近い 東京農大情報
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メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する

（
ア
メ
リ
カ
）
誌
の
踏
査
の
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。　
一
九
九
二
年

二
月
号

（く
ｏ
】二
∞
Ｐ

Ｚ
ｏ
ζ
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
記
事
に
つ
い
て
で
あ

る
。
ト
ー
マ
ス
・
オ
ニ
ー
ル
と
い
う
編
集
ス
タ
ッ
フ
と

マ
イ
ケ
ル

・
山
下

と
い
う
写
真
家
が
冬
季
に
源
流
部
に
入
り
、
河
口
ま
で
取
材
し
た
。
彼
ら

は
西
側
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
初
め
て
メ
コ
ン
最
西
端
の
氷
結
し
て

い
る
水
源
に
来
た
と
書
い
て
い
る
が
、
地
図
も
無
く
位
置
も
地
名
も
示
て

い
な
い
。
チ
ベ

ッ
ト
族
の
遊
牧
民
を
案
内
役
に
使
い
、
民
俗
的
な
源
頭
の

い
ず
れ
か
に
ア
ク
セ
ス
し
た
だ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
源
頭
に
至

っ
た
か

に
つ
い
て
の
具
体
的
記
述
は
な
い
。

外
国
の
反
応
―

二
〇
〇

一
年

メ
コ
ン
源
流
問
題
に
つ
い
て
誰
に
問
い
合
わ
せ
る
の
が
最
善
か
迷

っ
た

が
、
先
ず
は
昨
年

（
二
〇
〇
〇
年
）
成
都
で
知
り
合
い
に
な
り
、
そ
の
後

親
し
く
交
信
を
続
け
て
い
る
リ
バ
ー

●
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

（川
下
り
）
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
誌
の
編

集
者
の

一
人
で
あ
る
マ
イ
ケ
ル

・
マ
ク
ロ
ー
氏
に
自
羽
の
矢
を
立
て
た
。

同
氏
は
世
界
最
大
の
ヤ
ル
ン
・
ツ
ァ
ン
ポ
ー
峡
谷
の
大
屈
曲
部

（グ
レ
ー

ト

・
ベ
ン
ド

一
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
を
抱
き
込
む
よ
う
に
奔
流
と
な

っ
て

下
る
最
悪
の
ゴ
ル
ジ

ュ
帯
）
に
取
組
ん
で
い
る
。
現
在
ツ
ァ
ン
ポ
ー
峡
谷

の
本
を
執
筆
中
で
あ
り
、
奥
さ
ん
も
著
名
な
冒
険
家
で
今
年
の
夏
に
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
か
ら

「青
ナ
イ
ル
下
降
」
の
紀
行
を

出
版
し
た
。

マ
ク
ロ
ー
氏
自
身
は
メ
コ
ン
に
つ
い
は
詳
し
く
知
ら
な
い
が
、

彼
ら
冒
険
家
た
ち
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
専
門
家
の
コ

メ
ン
ト
と
見
解
を
取

っ
て
く
れ
る
か
、
或
い
は
適
任
者
を
紹
介
し
て
欲
し

い
と
依
頼
し
た
。
そ
の
た
め
に
Ａ
４
で
十

一
ペ
ー
ジ
の
英
訳
に
三
枚
の
ス

ケ

ッ
チ

ｏ
マ
ッ
プ
を
添
付
し
て
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
し
た
。

狙
い
は
的
を
射
て
い
た
。

マ
ク
ロ
ー
氏
は
す
ぐ
コ
ロ
ラ
ド
在
住
の
ピ
ー

ト

・
ウ
イ
ン
氏
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
私
は
ウ
ィ
ン
氏
が
メ
コ
ン
の
下
降

を
し
て
い
る
こ
と
は
東
京
農
大
の
北
村
氏
か
ら
聞
い
て
い
た
し
、
ま
た
彼

は
二
〇
〇
〇
年
の
八
月
に
怒
江

（サ
ル
ウ
ィ
ン
川
）
源
流
の
初
下
降
に
成

功
し
て
い
る
こ
と
は
、

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
本
部
を
置
く

「
カ
ム
援
助
基

金
」
の
ウ
エ
ブ

ｏ
サ
イ
ト
で
知

っ
て
い
た
。
面
識
は
な
か

っ
た
が
彼
が
最

適
だ
ろ
う
と
は
思

っ
て
い
た
。
早
速
ウ
ィ
ン
氏
に
同
じ
資
料
を
メ
ー
ル
し

た
と
こ
ろ
、
折
り
返
し
満
足
す
べ
き
答
え
が
入

っ
て
き
た
。
常
々
感
じ
て

い
る
こ
と
だ
が
、
総
じ
て
英
語
圏
の
人
た
ち
は
き
ち

っ
と
返
事
を
く
れ
る
。

書
類
文
化
の
伝
統
は
日
本
も
含
め
ア
ジ
ア
や
ラ
テ
ン
の
国
と
は
違
う
。

ウ
ィ
ン
氏
の
見
解
を
記
す
前
に
、
彼
の
こ
と
に
少
し
触
れ
よ
う
。
ウ
ィ

ン
氏
は

コ
ロ
ラ
ド

の
地
球
科

学

エ
ク

ス
ペ
デ

ィ
シ

ョ
ン

（ロ
ミ
手

∽
ｏい８
８

国
ｘ
り
＆
三
ｏ
●
）
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
究
団
体
に
関
わ

っ
て
い
る
地

質
学
者
で
あ
る
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（非
営
利
組
織
）
は
中
国
の
未
踏

ｏ
未
探

査
の
河
川
の
地
理
的
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
彼
が
中
国
の
川
下
り
遠
征
を

初
め
て
計
画
す
る
に
あ
た
り
、　
一
九
八
〇
年
代
に
相
談
し
た
相
手
は
、
私

の
友
人
で
ア
メ
リ
カ
山
岳
界
の
重
鎮
で
知
日
派
の
ニ
コ
ラ
ス
ｏ
ク
リ
ン
チ

氏
で
あ

っ
た
。
ク
リ
ン
チ
氏
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
チ
ベ

ッ
ト
高
原
の
地
質
学
の
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権
威
で
あ
る
登
山
家

・
地
質
学
者
、
ピ
ー
タ
ｌ

ｏ
モ
ル
ナ
ー
博
士
の
親
友

で
あ
る
。
農
大
隊
が
メ
コ
ン
源
流
を
訪
れ
た

一
九
九
四
年
に
ウ
ィ
ン
氏
は

中
国
で
の
最
初
の
遠
征
を
実
現
し
、
雲
南
省
大
理
の
河
海
に
源
を
発
し
瀾

治
江
に
注
ぐ
黒
恵
江
を
下
降
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
に
モ
ル
ナ
ー
博
士
は
参

加
し
た
。

一
九
九
九
年
の
メ
コ
ン
源
流
の
下
降
で
は
、
ウ
ィ
ン
氏
の
隊
は
ま
こ
と

に
不
運
だ

っ
た
。
通
関
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
時
間
を
費
や
さ
れ
た
た
め
、
今

度
は
メ
コ
ン
川
の
下
降
を
目
ざ
し
て
や
っ
て
き
た
東
京
農
大
探
検
部
の
パ
ー

テ
ィ
ー
に
先
を
越
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
メ
ー
ル
で
私
に
こ
う
書
い
て
き
た
。

「
ご
存
知
の
よ
う
に
、　
一
九
九
九
年
に
北
村
昌
之
さ
ん
の
隊
は
我

々
よ
り

僅
か

一
日
前
に
礼
曲

（
メ
コ
ン
の
源
流
）
の
下
降
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
彼
ら
の
成
果
を
後
で
聞
き
ま
し
た
。
私
は
メ
コ
ン
川
の
源
頭
か
ら

の
初
下
降
の
栄
誉
を
北
村
隊
に
与
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
私
の
ウ
エ
ブ

ｏ

サ
イ
ト
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
我
々
は
昌
都
か
ら
雲
南
ま
で
メ
コ
ン
を
下

る
合
同
遠
征
に
つ
て
協
議
し
ま
し
た
が
、
我
々
の
ボ
ー
ト
や
機
材
は
ラ
サ

に
置
い
て
あ
り
、
昌
都
に
移
送
す
る
前
に
ま
だ
ラ
サ
周
辺
で
使
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
メ
コ
ン
の
下
降
は
二
‐
三
年
後
に
な
る
で
し
ょ
う
。
」
ウ

ェ

ブ

・
サ
イ
ト
に
は
東
京
農
大
に
遅
れ
を
と

っ
た
無
念
さ
が
書
か
れ
て
い
る
。

前
置
き
が
長
く
な

っ
て
っ
た
。
ウ
ィ
ン
氏
が
寄
せ
た
情
報
に
移
ろ
う
。
四

月
二
十
七
日
の
Ｅ
メ
ー
ル
で
あ
る
。

「中
村
様
、

貴
方
の
リ
ポ
ー
ト
を
読
み
地
図
を
よ
く
吟
味
し
ま
し
た
。
貴
方
の
調
査
に

感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

パ
イ
セ
ル

（「
①い∽■

）
の
水
源
は
誤
り
で
あ
り
、
英
国

（
王
立
地
理

学
会

”
〇
∽
）
は
パ
イ
セ
ル
の
主
張
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た
と
い

う
考
え
方
に
同
意
し
ま
す
。

一
九
九
九
年
の
メ
コ
ン
源
流
下
降
遠
征
を
計
画
し
て
い
る
折
、
こ
の
こ

と
を
ア
メ
リ
カ
地
質
調
査
所

（Ｃ
∽
ｏ
８
】ｏ
性
Ｓ
｝
∽
電
く
のЧ
）
と
ナ
シ

ョ

ナ
ル

ｏ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

・
ソ
サ
イ
テ
ィ
ー

（Ｚ
Ｏ
∽
）

の
代
表
者

に

話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
両
者
と
も
、
”
ｏ
∽
は
中
国
の
河
川
の
水
源

を
確
定
す
る
に
は
適
当
で
は
な
い
組
織
で
あ
る
と
い
う
判
断
に
賛
成
し
て

い
ま
す
。
中
国
政
府
に
よ

っ
て
そ
の
た
め
の
責
務
を
与
え
ら
れ
た
中
国
の

機
関
の
み
が
中
国
の
河
川
の
水
源
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

周
長
進
博
士
は

一
九
九
九
年
八
月
に
莫
雲
ま
で
我
々
に
同
行
し
、
彼
が

所
属
す
る
機
関
、
中
国
科
学
院
自
然
資
源
綜
合
考
察
委
員
会
が
メ
コ
ン
川

の
水
源
を
決
定
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と
私
に
語
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
正
し
い
な
ら
、
そ
の
委
員
会
は
ラ
サ
ゴ
ン
マ

（拉
賽
貢
薦
）
が

メ
コ
ン
の
最
長
の
支
流
で
あ
る
と
決
定
し
た
の
で
、
ラ
サ
ゴ
ン
マ
が
メ
コ

ン
の
水
源
で
す
。

”
〇
∽
と

Ｃ
∽
〇
∽
に
提
供
す
る
た
め
、
周
博
士
に
報
告
書
を
私
に
送

っ

て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
が
、
受
け
と

っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
貴
方
の
リ

ポ
ー
ト
を
両
学
会
に
送
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
周
博
士
の
報
告
書
を
添
付

し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
も
し
周
博
士
の
英
文
の
報
告
書

（抜
粋
で

は
な
い
）
を
お
持
ち
で
し
た
ら
お
送
り
下
さ
い
。
私
は
そ
れ
ら
を
Ｚ
Ｏ
∽
、
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メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する

Ｃ
∽
〇
∽
と

”
〇
∽
に
送
り
ま
す
。

貴
方
の
結
論
を
支
持
す
る
私
の
テ
キ
ス
ト
を
ウ
エ
ブ

ｏ
サ
イ
ト
か
ら
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
下
記
し
ま
す
。

ピ
ー
ト

ｏ
ウ
ィ
ン
」

じ

つ
に
明
快
な
見
解
で
あ
る
。　
一
読
し
て
頭
の
中
の
も
や
も
や
が
霧
消

す
る
よ
う
な
爽
快
感
を
味
わ

っ
た
。
時
を
措
か
ず
に
関
志
華
、
周
長
進
、

陶
宝
祥
の
二
人
の
手
に
な
る
中
国
科
学
院
自
然
資
源
綜
合
考
察
委
員
会
の

報
告
書

「
瀾
治
江

（潤
公
河
）
正
源
お
よ
び
源
頭
の
確
定
」
の
全
文
を
英

訳

（
Ａ
４
　
七
ペ
ー
ジ
）
し
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
し
た
。
す
ぐ
質
問
が
返

っ

て
き
た
。
真
面
目
に
対
応
し
て
く
れ
る
。

メ
コ
ン
川
の
水
源

（ウ
ィ
ン
氏
の
ウ
エ
プ

・
サ
イ
ト
よ
り
の
全
訳
）

メ
コ
ン
川
は
世
界
で
十
番
目
に
長
い
川
で
あ
る
。
メ
コ
ン
を
含
む
世
界

の
主
な
川
の
水
源
は

一
八
〇
〇
年
代
に
発
見
さ
れ
た
。
し
か
し
、　
一
九
九

四
年
に
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
メ
コ
ン
の
水
源

の
位
置
を
新
し
い
場
所
に
設
定
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
隊
は
、
歴
史
的
な
記
録

を
検
証
し
、　
一
八
〇
〇
年
代
に
特
定
さ
れ
た
水
源
は

「精
神
的
」
（「
民
俗

的
」
）
な
も
の
で
あ
り
、
「
正
し
い
」
水
源

（．巧
ご
①
こ
のｏ
民
８
）

で
は
な

い
と
決
め
つ
け
た
。

一
方
、
日
本
隊
も
ま
た
人
工
衛
星
か
ら
撮

っ
た
地
図

を
調
べ
、
歴
史
的
な
水
源
は

「
正
し
い
」
水
源
で
は
な
い
こ
と
を
は

っ
き

り
認
識
し
た
と
い
う
が
疑
間
が
残
る
。

Ｚ
Ｏ
∽
と

Ｃ
∽
〇
∽
の
地
理
に
か
ん
す
る
通
常

の
判
断
基
準

で
は
、
「
正

し
い
」
水
源
は
河
日
か
ら
最
も
遠
い
地
点
で
あ
る
。
そ
れ
が
最
大
の
支
流

で
あ
り
、
最
も
高
い
標
高
に
位
置
し
て
い
れ
ば
理
想
的
で
あ
る
が
、
決
定

的
な
要
素
で
は
な
い
。
且
つ
ま
た
、
習
慣
的
に
は
、
そ
の
水
源
が
存
在
す

る
国
の
公
的
な
地
理
学
協
会
が

「
正
し
い
」
水
源
問
題
の
調
停
者
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、
彼
ら
の
と
こ
ろ
に
豊
富
な
調
査
資
料
が
集
積
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

一
八
〇
〇
年
代
の

「
民
俗
的
」
水
源
、
ル
ン
グ
ム
峠

（ｒ
ｓ
●
”
ヨ
暉
Ｆ
”
）

は
西
か
ら
流
れ
出
る
大
き
な
支
流
、
礼
那
曲
に
南
か
ら
北
に
注
ぎ
込
む
泉

の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
隊
を
リ
ー
ド
し
た
ミ
ッ
シ
ェ
ル

ｏ
パ

イ
セ
ル
は
ル
プ
サ
峠

（コ
題
∽”
Ｆ

）
を
水
源
に
選
定
す
る
た
め
に
、　
一

九
八
三
年
の
ジ

ェ
ッ
ト

ｏ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
用
の
弓
『
〇
五
〇
万
分

の

一

地
図
を
使
用
し
た
。
そ
の
水
源
は
莫
雲
の
道
路
の
終
点
か
ら
礼
那
曲
を
さ

ら
に
遡

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
泉
で
あ
る
。
彼
ら
は
正
確
な
経
度

。
緯
度
を

確
定
す
る
た
め
に
〇
『
∽
を
携
行
し
て
い
る
。

遠
征
記
録
の
な
か
で
パ
イ
セ
ル
は
、
日
本
隊
が
自
分
た
ち
よ
り
数
日
先

行
し
て
北
に
流
れ
る
も
う

一
つ
の
大
き
な
支
流
、
礼
阿
曲
に
向
か

っ
た
と

記
し
て
い
る

（パ
イ
セ
ル
は
日
本
隊
の
意
図
を
読
め
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う

か
）
。
明
ら
か
に
両
チ
ー
ム
と
も
二
つ
の
支
流
の
大
き
さ
を
測
量
す
る
た

め
に
チ
ベ

ッ
ト
族
が
飛
納
松
多
と
呼
ん
で
い
る
合
流
点
に
は
行

っ
て
い
な

い
。
（
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
訳
者
、
以
下
同
じ
）
来
納
松
多
か
ら
下
流
は

礼
曲
と
呼
ば
れ
る
。
さ
ら
に
、
昌
都
付
近
で
瀾
治
江
と
名
を
変
え
、
中
国



を
離
れ
て
メ
コ
ン
川
と
な
る
。

パ
イ
セ
ル
は
ル
プ
サ
峠
が
メ
コ
ン
の

「
正
し
い
」

水
源

で
あ
る
と

”
〇
∽
を
確
信
さ
せ
、　
一
九
九
五
年
に
遠
征
の
本

『
メ
コ
ン
川
水
源
の
発

目
』́
（Ｒ弓
Ｆ
の
日）【∽〇〇
く
のヽ
マ
〇
「
一Ｆ
Φ
∽
Ｏ
Ｃ
〇ヽ〇
〇
“
けＦ
①
ぞ
【①Ｆ
Ｏ
い
∞
こ）
・券
〕山画
師
撚

し
た
。
日
本
チ
ー
ム
は
日
本
の
雑
誌
か
新
聞
に
紀
行
を
発
表
し
た
よ
う
だ
。

隊
の
）
公
表
さ
れ
た
記
録
を
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
テ
レ
ビ

の
特
集
番
組
の
話
も
聞
い
た
が
、
確
認
は
で
き
な
か

っ
た
。

一
九
九
四
年

一
月
に
ロ
シ
ア
の
地
図
管
理
局
が

一
九
六
〇
年
代
に
作
ら

れ
た
中
国
の
二
〇
万
分
の

一
の
地
形
図
の
完
全
な
セ
ッ
ト
を
多
く
の
主
要

大
学
の
図
書
館
に
売
り
出
し
た
。
が
、　
一
九
九
四
年
八
月
の
遠
征
時
点
で

は
パ
イ
セ
ル
は
明
ら
か
に
こ
れ
ら
の
地
図
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
。

我
々
も

一
九
九
四
年
十
月
の
最
初
の
メ
コ
ン
遠
征
か
ら
帰
る
ま
で
、
そ
の

地
図
の
こ
と
は
知
ら
な
か

っ
た
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
か
ら
該
当
す
る
ロ
シ
ア
製
の
地
図
を
手
に
入
れ

て
、
我
々
は
パ
イ
セ
ル
が
特
定
し
た
水
源
に
遠
征
す
る
計
画
を
練
り
始
め

た
。
と
こ
ろ
が
、

ロ
シ
ア
の
地
図
に
よ
る
と
礼
阿
曲
の
ほ
う
が
長
く
、
集

水
面
積
も
大
き
く
、
水
源
の
標
高
も
高
い
よ
う
に
見
え
た
。
パ
イ
セ
ル
が

使

っ
た
地
図
の
上
で
は
こ
の
こ
と
は
判
然
と
し
な
い
し
、

ロ
シ
ア
の
地
図

の
精
度
は
知
る
由
も
な
か

っ
た
。　
一
九
九
九
年
の
早
春
に
ダ

マ

（∪
”

〓
”
）
氏
が
中
国
の

一
〇
万
分
の

一
の
地
図
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

こ
の
地

図
は
ベ
ス
ト
で
あ
る
が
、
国
外
で
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

る
い
は
記
録
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

ダ

マ
氏
は
、
メ
コ
ン
水
源
の
情
報
を
中
国
科
学
院
に
問
合
せ
て
い
る
過

程
で
、
中
国
科
学
院
が

〇
「
∽
を
携
行
し
て
北
の
水
源
に
出
か
け
、
衛
星

写
真
を
使

っ
て
飛
納
松
多
か
ら
西
と
北
の
二
つ
の
水
源
ま
で
の
距
離
を
測

る
計
画
の
実
行
を
図
ら
ず
も
促
進
し
た
。
中
国
科
学
院
は

一
九
九
九
年
の

七
月
に
彼
ら
の
遠
征
を
完
遂
し
、
八
月
初
旬
に
礼
阿
曲
の
水
源
が

「
正
し

い
」
水
源
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
パ
イ
セ
ル
は
間
違
え
て
い
た
。
我
々

が
出
発
す
る

一
ケ
月
以
前
に
、
パ
イ
セ
ル
が

「誤
り
の
水
源
」

へ
の
遠
征

を
計
画
し
て
い
た
こ
と
を
知

っ
て
い
た
。

具
合
の
悪
い
こ
と
に
、
メ
コ
ン
源
頭
域

へ
の
道
は
莫
雲
で
終
わ
り
、
そ

こ
に
は

「
誤
り
の
水
源
」
と
黎
納
松
多
と
の
間
に
中
国
軍
の
前
哨
基
地
の

廃
屋
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
我
々
は
最
初
馬
と
ヤ
ク
で
六
日
か
け
て

「
誤

り
の
水
源
」
を
往
復
す
る
計
画
を
立
て
た
。　
一
方
、
「
正
し
い
水
源
」
を

馬
と
ヤ
ク
で
往
復
す
る
に
は
十
二
日
か
か
る
。
も
し

「
正
し
い
水
源
」
ま

で
行

っ
て
、
下
降
可
能
な
最
高
地
点
か
ら
流
れ
に
入
る
と
し
た
ら
遠
征
の

日
程
を
四
日
延
ば
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
メ
ン
バ
ー
は
皆
川
下
り
の

ダ

マ
氏
は
中
国
の
地
図
が
我
々
の
結
論
を
裏
付
け
る
こ
と
を
確
か
め
た
。

そ
し
て
、
日
本
隊
は
礼
阿
曲
の
源
頭
に
行

っ
た
と
仮
定
し
て
日
本
の
遠
征

隊
の
動
向
を
知

っ
て
い
る
人
を
探
し
始
め
た
。
彼
は
日
本
隊
に
同
行
し
た

中
国
科
学
院
の
代
表
者
を
探
し
当
て
、
中
国
科
学
院
は
メ
コ
ン
の
水
源
は

礼
阿
曲
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
日
本
隊

し
か
し
、
パ
イ
セ
ル
は
そ
の
こ
と
を
書
い
て
い
な
い
し
、
我
々
も

（
日
本
　
　
は
〇
「
∽
を
携
行
し
な
か

っ
た
の
で
、
水
源
の
正
確
な
位
置

の
決
定
、
あ
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連
中
で
、
二
日
の
空
路
と
五
日
の
ド
ラ
イ
ブ
の
後
、
十
日
間
も
の
馬
に
よ

る
長
旅
は
き

つ
す
ぎ
た
ろ
う
。
そ
こ
で
、
「
正
し
い
水
源
」

の
下
流
約
二

〇

マ
イ
ル
の
地
点
か
ら
下
降
を
開
始
し
た
。

状
況
は
上
記
の
通
り
で
あ
る
。
「
正
し
い
水
源
」
を
決
定
す
る
た
め
の

七
月
の
遠
征
隊
を
指
揮
し
た
中
国
の
調
査
官
、
周
長
進
は
莫
雲
ま
で
我
々

に
同
行
し
、
馬
で

「
正
し
い
水
源
」
に
行

っ
て
、
そ
こ
に
銘
板
を
建
て
た
。

そ
の
後
、
彼
は
車
で
雑
多
の
下
降
終
了
点
に
戻

っ
て
き
た
。
か
く
し
て
、

我
々
は
メ
コ
ン
の
水
源
は
北
緯
３３
度
４２
分
、
東
経
９４
度
４２
分
、
海
抜
五
二

二
四
】
月
（
一
七

一
二
五
ｆｔ
）
に
位
置
す
る
こ
と
を
知
る
こ
と
と
な
る
。

（ピ
ー
ト

ｏ
ウ
ィ
ン
記
、
中
村
訳
）

「
正
し
い
水
源
」
へ
の
第

一
到
達
者
は
誰
か

ウ
ィ
ン
氏
の
ウ

ェ
ブ

ｏ
サ
イ
ト
の
内
容
は
パ
イ
セ
ル
に
関
す
る
限
り
正

し
い
と
思
う
。
東
京
農
大
に
つ
い
て
は
、
「合
流
点
の
承
納
松
多
に
は
行

っ

て
い
な
い
」
、
「〇
『
∽
を
携
行
し
な
か

っ
た
の
で
位
置
の
確
定
が
で
き
な

か

っ
た
」
と
書

い
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
　
農
大
隊
は

〇
「
∽
で
測
定
を
し
て
い
る
し
、
米
納
松
多
で
フ
ィ
ー
ル
ド

・
サ
ー
ベ
イ

を
行

っ
て
い
る
。
日
本
か
ら
英
語
で
き
ち

っ
と
発
信
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
理
解
不
足
を
生
ん
で
い
る
。
地
理
学
上
の
価
値
あ
る
日
本
隊
の
成
果
が

世
界
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
も
な
く
、
海
外
で
正
当
に
評
価
さ
れ
る
た
め

の
発
信
を
し
な
い
の
は
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ピ
ー
ト

ｏ
ウ
ィ
ン
氏
に
は
東
京
農
大
の
記
録
を
改
め
て
詳
し
く
伝
え
た
。

同
氏
は
客
観
的
に
事
実
を
認
識
す
る
に
当
た

っ
て
は
た
い
へ
ん
フ
ェ
ア
ー

で
あ
る
。
私
の
情
報
に
も
と
づ
き
、
各
隊
の
記
録
を
改
め
て
注
意
深
く
追

っ

て
く
れ
た
。
礼
阿
曲
の
拉
賽
貢
馬
が

「
正
し
い
水
源
」
だ
と
す
れ
ば
、　
一

九
九
四
年
の
東
京
農
大
の
日
中
合
同
隊
が
水
源

へ
の
最
初
の
到
達
者
で
あ

る
と
判
断
す
る
た
め
に
は
、　
一
九
九
四
年
の
東
京
農
大
の
記
録
と
周
長
進

博
士
の
発
表
数
値
と
の
食
い
違
い

（前
述
）
を
純
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
早

速
ウ
ィ
ン
氏
は
周
博
士
に
問
い
合
わ
せ
て
く
れ
た
。

周
博
士
の
返
事
は
、
食
い
違
い
に
つ
い
て
は
釈
明
は
な
か

っ
た
が
、
自

分
自
身
が
参
加
し
た

一
九
九
九
年
の
徳
祥
隊
の
記
録
に
つ
い
て
正
当
性
を

主
張
し
て
き
た
。
ラ
サ
ゴ
ン
マ
の
源
頭
部
を
広
く
精
査
し
、
正
し
い
源
頭

を
特
定
し
た
と
い
う
。
東
京
農
大
の
成
果
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な

い
。
国
家
機
関
の
要
員
と
し
て
は
外
国
隊
を
メ
コ
ン
源
頭

へ
の
第

一
到
達

者
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
の
へ
ん
を
付
度
し

て
、
ウ
ィ
ン
氏
は

「政
治
的
に
判
断
し
て
、
中
国
側
に
東
京
農
大
隊
が
メ

コ
ン
源
頭
の
最
初
の
発
見
者

・
到
達
者
で
あ
る
と
主
張
し
続
け
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
こ
と
を
私
に
伝
え
て
き
た
。
今

後
の
中
国
で
の
活
動
を
考
え
る
と
、
こ
れ
に
は
私
も
北
村
氏
も
同
意
せ
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
。

一
九
九
四
年
の
東
京
農
大

ｏ
日
中
合
同
隊
の
水
源
と

一
九
九
九
年
の
中

国
科
学
院

ｏ
徳
祥
隊
の
水
源
と
は
水
平
距
離
で
三
六
〇
屑
、
標
高
差
で
五

七
】
川
の
僅
か
の
違
い
し
か
な
い
。
ウ
ィ
ン
氏
は
〇
『
∽
の
誤
差

（
一
九
九

四
年
と

一
九
九
九
年
で
は
〇
『
∽
の
精
度
は
違
う
。
五
年
の
間
に
精
度
は
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地図 3

向
上
し
て
い
る
。
）
や
五
年
間
の
源
頭
氷
河
の
後
退
を
考
慮

に
い
れ
る
と

東
京
農
大
隊
と
徳
祥
隊
の
源
頭
は
至
近
距
離
に
あ
る
。
中
国
科
学
院
は
認

め
な
い
が
、
メ
コ
ン
水
源
の
第

一
発
見
者

ｏ
到
達
者
は

一
九
九
四
年
の
東

京
農
大
探
検
部
の
隊
員
と
、
同
行
し
た
中
国
側
の
通
訳
で
あ
る
と
結
論
づ

け
て
よ
い
だ
ろ
う
と
私
は
考
え
る
。

【
付
記
】

メ

コ
ン
源
流

の
山

々

川
の
こ
と
を
書
い
て
き
た
の
で
、
山
岳

に
つ
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。

「青
蔵
高
原
山
峰
図
」
（
二
五
〇
万
分
の

一
）
を
見
る
と
メ
コ
ン
川
源
流
部

と
揚
子
江
上
流
の
分
水
嶺
上
に
幾

つ
か
の
六
〇
〇
〇
眉
近
い
ピ
ー
ク
の
存

在
が
目
に
と
ま
る
。
最
高
峰
は
曲
阿
加
吉
鶏

（チ
ア
ジ
ャ
ジ
マ
、
五
九
二

〇
屑
）
と
い
う
山
で
、
地
勢
的
に
は
唐
古
拉
山
東
縁
の
北
側
に
あ
り
、
メ

コ
ン
源
流
が
揚
子
江
支
流
の
源
流
部
に
囲
続
さ
れ
て
い
る
山
域
で
あ
る
。

メ
コ
ン
源
流
域
特
有
の
景
観
を
呈
し
て
い
る
よ
う
だ
。
標
高
が
全
体
に
高

く
、
四
五
〇
〇
屑
か
ら
五
〇
〇
〇
屑
に
い
た
る
開
け
た
谷
の
側
面
や
奥
に

顕
著
な
岩
峰
群
が
響
え
る
。
中
国
人
民
解
放
軍
総
参
謀
部
測
量
局
の

一
〇

万
分
の

一
の
地
図
か
ら
登
山
の
対
象
と
し
て
興
味
を
惹
く
山
塊
を
探
し
て

み
る
と
、
次
の
三

つ
に
絞
ら
れ
る
。
東
か
ら
西
に
列
挙
す
る
。
地
図
３
を

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

一
．
曲
阿
加
吉
璃
山
塊

一
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東
経
９５
度
１１
分
５
秒
、
北
緯
３３
度
２８
分
５
秒
に
位
置
す
る
。
最
高
峰

の
曲
阿
加
吉
鶏
Ｉ
峰
五
九
三
〇
日
川
を
中
心
に
五
八
〇
〇
屑
峰
が
五
つ
、

五
七
〇
〇
屑
峰
が
二
つ
あ
る
。
堆
積
岩
の
砂
岩
か
ら
な
る
茶
褐
色
の

岩
峰
で
あ
る
。
氷
河
は
殆
ど
発
達
し
て
い
な
い
。
後
述
の
と
お
り
、

一
九
九
七
年
に
新
潟
県
山
岳
協
会
と
青
海
省
登
山
協
会
の
日
中
合
同

隊
が
初
め
て
入
域
し
、
曲
阿
加
吉
瑶
Ⅱ
峰
五
八
九
〇
】
月
に
初
登
頂
し

た
。
最
高
峰
の
Ｉ
峰
は
未
登
で
あ
る
。
（地
図
５
）

二
．
色
的
日
五
七
七
〇
眉
お
よ
び
五
八
七
六
屑
を
最
高
峰
と
す
る
山
塊

¨

曲
阿
加
吉
璃
の
北
西
に
位
置
す
る
。
地
図
で
見
る
限
り
、
全
体
に
氷

河
が
よ
く
発
達
し
て
お
り
、
氷
雪
の
ピ
ー
ク
が
期
待
さ
れ
る
未
踏
の

山
塊
で
あ
る
。
が
、
残
念
な
が
ら
写
真
は
な
い
。
五
八
〇
〇
屑
峰
が

八

つ
、
五
七
〇
〇
】
川峰
が
十
四
あ
る
。
メ
コ
ン
源
流
域
の
山
塊
と
し

て
は
最
も
規
模
が
大
き
く
、
今
後
の
探
査
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
（地
図
４
東
半
）

三
．
昂
爪
涌
曲

・
昂
納
涌
曲
源
頭
の
山
塊

一

メ
コ
ン
の
地
理
的
源
頭
即
ち
礼
阿
曲
本
流
の
水
源
、
拉
賽
貢
馬
の
南

側
の
山
塊
で
あ
る
。
昂
爪
涌
曲

・
昂
涌
曲
は
礼
阿
曲
の
大
き
な
支
流

で
あ
る
。
二
つ
の
五
七
〇
〇
屑
峰
と
多
く
の
五
六
〇
〇
屑
峰
が
山
塊

を
形
成
し
、
小
規
模
な
が
ら
多
く
の
氷
河
が
懸
か
り
、
険
し
い
地
形

で
あ
る
こ
と
が
地
図
か
ら
見
て
取
れ
る
。
山
の
プ

ロ
フ
ァ
イ
ル
が
気

に
な
る
。
（地
図
４
西
半
）

以
上
の
三
つ
の
山
塊
は
東
西
約
六
〇
キ

ロ】
川
（東
経
９４
度
４０
分
‐
９５
度
２０
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写真 4〔メコン源流の山々〕 曲阿加吉薦峰 (藤井信氏提供)

南
西
面
の
全
容
　
左
が
Ｉ
峰

（五
九
二
〇
屑
）

右
が
Ⅱ
峰

（五
八
九
〇
屑
）

Ｉ
峰
と
Ⅱ
峰
の
中
間
稜
線
よ
り
望
む
Ｉ
峰

（五
九

二
〇
＝
）
（左
）
と
北
側
の
山

（右
）

Ⅱ
峰
の
南
西
面
　
Ｂ
Ｃ
よ
り
望
む
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メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する

分
）
、
南
北
約
三
五
キ

ロ屑

（北
緯
３３
度
２０
分
‐
３３
度
４０
分
）
の
間
に
広
が

っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
三

つ
の
山
塊
以
外
に
、
賽
月
拉

の
東
二
〇
‐
二
五
キ

ロ
眉

の
と
こ
ろ
に
五
七
七
七
屑
を
中
心
に
三

つ
の
五
七
〇
〇
】
月
峰
を
擁
す
る
然

者
黎
畦
切
吉
と
記
さ
れ
た
小
さ
な
山
塊
と
、
曲
阿
加
吉
瑶
の
東
二
五
キ

ロ

眉
の
と
こ
ろ
に
教
　
拉
賽
本
桑
と
い
う
五
八
三
〇
】
月
と
五
八
〇

一
属
の

小
規
模
だ
興
味
を
惹
く
山
塊
が
存
在
す
る
。
（地
図
３
参
照
）
こ
の
他
五
五

〇
〇
‐五
六
〇
〇
日
川
の
山
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
が
、
探
検
登
山
の

タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
な
る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
山
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
登
山
活

動
の
面
で
は
、
偵
察
も
含
め
本
格
的
な
記
録
は
新
潟
県
山
岳
協
会
と
の
日

中
合
同
隊
の
成
果
が
唯

一
の
も
の
で
あ
り
、
曲
阿
加
吉
薦
の
他
は
全
く
手

が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
未
踏
査
の
山
塊
で
あ
る
。
今
年

（
二
〇
〇

一
年
）

の

一
月
に
、
新
潟
県
山
岳
協
会
会
長
の
藤
井
信
氏
か
ら
青
海
登
山
協
会
の

秘
書
長
、
郡
海
平
氏
に
問
合
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、　
一
九
九
七
年
の

日
中
合
同
隊
以
後
、
日
本
か
ら
の
隊
も
含
め
外
国
登
山
隊
は
入

っ
て
お
ら

ず
、
最
高
峰
の
曲
阿
加
吉
薦
Ｉ
峰
は
未
登
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

新
潟
県
山
岳
協
会
隊
の
報
告
の
あ
ら
ま
し
を

『
遥
か
な
り
　
曲
阿
加
吉

薦
　
一
九
九
七
年
チ
ア
ジ
ャ
ジ
マ
峰
登
山
報
告
書
』
（新
潟
県
山
岳
協
会
）

か
ら
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

新
潟
県
山
岳
協
会
は
創
立
五
〇
周
年
、
な
ら
び
に
青
海
登
山
協
会
と
の

兄
弟
友
好
協
定
締
結
五
周
年
を
記
念
し
て
、
会
長
の
藤
井
信
氏
を
隊
長
と

す
る
日
中
曲
阿
加
吉
薦
登
山
隊
を
組
織
し
た
。
藤
井
氏
の
青
海
省
と
の
関

係
は
深
い
。
計
画
は
、
同
氏
の
粘
り
強
い
精
力
的
な
交
渉
の
結
果
実
現
し

た
。　
一
九
九
七
年
八
月
十
四
日
午
後

一
時
二
十
三
分
、
海
抜
五
八
九
〇
】
川

の
曲
阿
加
吉
馬
Ⅱ
峰
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
。

こ
の
メ
コ
ン
源
流
の
山
が
選
ば
れ
た
き

っ
か
け
は
、
中
国
登
山
協
会
の

チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
登
頂
者
、
屈
銀
華
氏

（合
同
隊
に
中
国
側
の
隊
長
の

一
人

と
し
て
参
加
）
の
示
唆
に
よ
る
も
の
で
、
未
知
の
領
域

へ
足
を
踏
み
入
れ

た
こ
と
は
大
い
に
価
値
が
あ
る
と
思
う
。
写
真
で
見
る
山
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
か
な
り
違
う
が
、
曲
阿
加
吉
璃

（チ
ア
ジ
ャ
ジ
マ
）
と
は
チ
ベ

ッ
ト
族

の
言
葉
で

「白
い
水
の
山
」
を
意
味
す
る
と
い
う
。

隊
の
構
成
は
日
本
側
八
名
、
中
国
側
が
運
転
手
と
通
訳
を
含
め
て
九
人

で
あ
る
。
日
本
人
メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
五
十
歳
、
熟
年
が
主
力
の
隊

で
あ
る
こ
と
が
嬉
し
い
。
報
告
書
に
沿

っ
て
行
動
記
録
を
以
下
要
約
す
る
。

七
月
二
十
六
日
、
新
潟
―
成
田
―
北
京
。

七
月
二
十
七
日
、
北
京
―
西
寧

（空
路
）
。

七
月
二
十
九
‐
三
十

一
日
、
西
寧
―
温
泉
―
玉
樹

（車
）。
青
康
公
路
を
行

く
。
八

一
七
キ

ロ屑
。
ア
ム
ネ
マ
チ
ン

（六
二
八
二
屑
）
を
東
に
望
み
、
黄

河
源
流
部

（四
二
〇
〇
‐
四
三
〇
〇
屑
）
を
横
断
し
、
長
大
な
巴
顔
喀
拉

山

（峠
四
八
三
二
屑
）
を
越
え
て
無
人
地
帯
を
辿
る
青
蔵
高
原
の
ド
ラ
イ

ブ
で
あ
る
。
四
四
〇
〇
眉
以
上
の
峠
を
五

つ
越
え
る
。
道
は
良
い
。
玉
樹

の
手
前
で
揚
子
江
上
流
の
通
天
河

（
こ
の
付
近
で
金
沙
江
は
呼
称
を
変
え

る
）
を
渡
る
。

八
月

一
日
、
玉
樹
―
雑
多

（車
）。
長
拉
山
峠

（
四
七
〇
〇
屑
）
を
越
え

173



て
揚
子
江
流
域
が
ら
メ
コ
ン
川
上
流
部

へ
入
る
。
峠
の
周
辺
は
岩
山
が
林

立
す
る
特
異
な
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

八
月
二
日
、
雑
多
―
賽
月
拉

（車
）
。
メ
コ
ン
川

（礼
曲
）

の
左
岸
沿
い

に
北
に
む
か
う
。
難
所

マ
ル
チ
ン
マ
ル
チ
峠

（四
八
〇
〇
屑
）
を
越
え
、

礼
曲
の
支
流
、
布
当
曲
の
左
岸
に
出
て
礼
青
に
着
く
。
こ
の
支
流
沿
い
に

北
上
し
、
こ
の
日
の
う
ち
に
賽
月
拉
に
辿
り

つ
き
幕
営
す
る
。
こ
こ
か
ら

先
は
馬
と
ヤ
ク
の
世
界
で
あ
る
。
手
配
に
難
儀
す
る
。

八
月
五
日
、
賽
月
拉
出
発
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。　
一
〇
キ

ロ屑
進
ん
で
幕
営
。

慣
れ
な
い
馬
に
て
こ
ず
る
。

八
月
六
日
、
幕
営
地
Ｉ
Ｂ
Ｃ
。
目
的
の
ル
ー
ト
曲
阿
弄

（支
流
）
の
分
岐

点
に
来
る
。
高
巻
き
し
て
四
六
〇
〇
眉
の
山
に
登
り
、
曲
阿
弄
に
下
る
。

ゴ
ル
ジ

ュ
帯
を
通
過
し
広
い
河
原
に
出
る
。
至
近
距
離
に
曲
阿
加
吉
薦
峰

が
現
れ
る
。
標
高
四
八
〇
〇
】
月
の
と
こ
ろ
に
Ｂ
Ｃ
を
設
営
す
る
。

八
月
七
‐
八
日
、
登
攀
ル
ー
ト
偵
察
。
南
稜
班
と
北
稜
班
の
二
手
に
分
か

れ
て
行
動
す
る
。

八
月
九
‐十
日
、
Ｃ
ｌ
設
営
。
南
稜
ル
ー
ト
を
断
念
し
北
稜

の
偵
察
を
続

行
。
Ｃ
ｌ
へ
の
荷
上
げ
。
偵
察
隊
は
岩
壁
の
基
部

（五
六
〇
〇
屑
）
で
ビ

バ
ー
ク
し
、
北
峰
ル
ン
ゼ
を
ル
ー
ト
に
と
る
。
ク
ロ
ア
ー
ル
は
硬
く
氷
結

し
て
い
る
が
、
解
け
出
す
と
落
石
が
多
く
な
り
危
険
な
の
で
ク
ラ
ッ
ク
に

入
り
、
右
手
の
岩
稜
を
登
攀
す
る
。
岩
は
脆
い
。
穂
高
の
滝
谷
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
あ
る
。
Ｉ
峰

へ
の
最
後
の
登
り
は
か
な
り
き
つ
そ
う
で
あ
る
。

時
間
切
れ
で
引
き
返
す
。

八
月
十

丁
十
三
日
、
Ｃ
ｌ
上
部
偵
察
、
Ⅱ
峰
北
稜
の
登
攀
ル
ー
ト
偵
察
、

Ｃ
２
設
営
。
時
間
の
制
約
上
、
Ｉ
峰
を
断
念
し
、
Ⅱ
峰
の
登
頂
に
集
中
す

る
。
吹
雪
の
中
、
Ｉ
峰
と
Ⅱ
峰
の
鞍
部

（五
六
五
〇
眉
）
に
Ｃ
２
を
建
設

し
、
Ⅱ
峰

へ
の
ル
ー
ト
エ
作
を
す
る
。

八
月
十
四
日
、
Ⅱ
峰
登
頂
。
新
雪
が
積
も
り
、
ベ
ル
グ
ラ
が
は
り
条
件
が

悪
い
。
岩
と
雪
の
七
ピ

ッ
チ

（
Ⅲ
‐
Ｖ
級
）
の
登
攀

で
頂
稜

に
達
し
た
。

別
働
隊
が
こ
の
日
の
う
ち
に
Ｃ
ｌ
、
Ｃ
２
を
Ｂ
Ｃ
に
撤
収
。

八
月
十
五
日
、
Ｂ
Ｃ
Ｉ
賽
月
拉
。

地図 5

曲阿加吉璃峰

メコン源流の山塊 ―Ⅱ

Ｎ◎

174

F=百戸
~~¬

|=二 ‖じイル |

|・
・
IttD7登

山隊
|

量 _聾剣



メコン川 (瀾治江)水源問題を検証する

八
月
十
六
‐
二
十
三
日
、
賽
月
拉
―
雑
多
―
玉
樹
―
西
寧
―
蘭
州
―
上
海

―
成
田
―
長
岡
。

最
高
峰
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
は
、
遠
征
隊
に
と

っ
て
は

断
腸
の
思
い
だ

っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
日
玉
商
品
を
残
し
て
お
い
て
く
れ

た
と
考
え
た
い
。
東
南
チ
ベ

ッ
ト
の

「深
い
浸
食
の
国
」
の
雪
山
ほ
ど
の

吸
引
力
は
無
い
が
、
メ
コ
ン
川
源
流
域
も
最
高
峰
は
未
登
で
あ
り
、
氷
河

が
発
達
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
知
ら
れ
ざ
る
無
垢
の
山
々
が
、
未
踏
の
地
に

思
い
を
馳
せ
る
登
山
家
や
冒
険
家
を
待

っ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。

「
西
部
大
開
発
」
と
い
う
国
家
的
事
業
の
う
ね
り
に
洗
わ
れ
、
急
ピ

ッ
チ

で
現
代
化
が
進
ん
で
い
る
中
国
南
西
辺
境
で
あ
る
が
、　
一
歩
奥

へ
入
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
探
検
家
や
好
奇
心
旺
盛
な
旅
行
者
を
惹
き

つ
け
る
未
知
の
世
界

が
残
さ
れ
て
い
る
。
実
践
家
に
と

っ
て
だ
け
で
な
く
、
探
検
史
を
ひ
も
と

く
ア
ー
ム
チ

ェ
ア
ｌ

ｏ
ト
ラ
ベ
ラ
ー
に
と

っ
て
も
楽
し
め
る
土
地
で
あ
る
。

終
わ
り
に
、
快
く
貴
重
な
情
報
と
資
料
を
ご
提
供
し
て
く
れ
た
新
潟
県

山
岳
協
会
会
長
の
藤
井
信
氏
、
な
ら
び
に
、
東
京
農
大
農
友
会
探
検
部
の

北
村
昌
之
氏
に
重
ね
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

【
追
　
記
】

メ
コ
ン
川
水
源
の
確
定
に
つ
い
て
は
海
外
向
け

の
英
文
誌
第

１
号

ど
”
づ
営
①∽①
＞
ぼ
〓
①
Ｚ
の■
∽。
く
ｏ
｝Ｌ

Ｏ
ｏ一ｏ
σ
①ヽ

い
ｏ
ｏ
電
．
で
も
紹
介
し
た

が
、
『山
岳
』
の
原
稿
が
書
き
終
わ
り
、
校
正
の
段
階
で
中
国
側
の
新
し

い
論
考
を
載
せ
た
資
料
が
手
に
入

っ
た
。
中
国
科
学
院
地
理
学

ｏ
資
源
研

究
所
編
纂

『
地
理
研
究
』
（第
二
〇
巻
、
第
二
期
、
二
〇
〇

一
年
五
月
）

に
掲
載
さ
れ
た

「
瀾
治
江

（
メ
コ
ン
川
）
源
流
と
そ
の
水
源
の
再
確
定
」

（周
長
進
、
関
志
華
）
で
あ
る
。
新
し
い
事
実
を
書

い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
中
国
科
学
院
と
し
て

一
九
九
九
年
ま
で
の
探
査

ｏ
調
査

ｏ
研
究

を
総
括
し
正
し
い
水
源
と
源
頭
を
再
確
定
し
て
い
る
。　
一
九
九
九
年
の
徳

祥
隊
の
記
録
が
国
家
機
関
の
認
定
を
受
け
、
こ
れ
で
メ
コ
ン
源
流
問
題
は

解
決
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
東
京
農
大
の

一
九
九
四
年
の
成
果
が

一
九
九
九
年
の
土
台
に
な

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
中
国
科
学
院
は
そ
の
こ
と
を
積
極
的
に
は
評
価
を
し
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
私
は
こ
の
論
文
を
全
文
英
訳
し
、

コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
ピ
ー

ト

ｏ
ウ
ィ
ン
氏
に
送

っ
た
。
同
氏
は
彼
な
り
に

一
九
九
四
年
以
降
の
事
実

関
係
を
整
理
し
て
十
月
に
英
国
の
王
立
地
理
学
会
に
手
紙
を
出
し
た
。
反

応
が
楽
し
み
で
あ
る
。

参
考
文
献

ｏ
Ｏ
≡

，　
く
≦
≡
Ｄ
ヨ
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弓
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国
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ｏ
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〇
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目
国

Ｆ
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∽
弓
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”
ω
＞
”
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Ｚ
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∪
Ｈ∽
‐
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∽
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Ｆ
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Φ
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ｏ
弓
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ｏ
Ｏ
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∞
『”
づ
Ｆ
一ｏ”
｝
』
Ｏ
Ｃ
いヽ
”
Ｆ
　
Ｌ
」
〕Ч
卜Ｏ
Φ
い。　
Ｆ
Ｏ
●
Ｑ
Ｏ
い

ｏ
〕／一”
〓
〇
●
”
】
〇
め
〇
”
『”
づ
Ｆ
一〇・
『
Φげ
Ｃヽ
”
ヽ
マ
〓Φ
Φ
∞
・　
ノく
”
∽Ｆ
】●
∞
一〇
●
・　
出）
〇

・
「美
子
瀾
治
江
正
源
問
題
」
（中
国
科
学
院

ｏ
周
長
進
）
『
地
理
研
究
』

一
九
九
五

・
中
国
科
学
院
地
理
学

・
資
源
研
究
所
編

「
瀾
治
江

（
メ
コ
ン
川
）
源
流

と
そ
の
水
源
の
再
確
定
」
（周
長
進

ｏ
関
志
華
）
『地
理
研
究
』
第
二
〇

巻
、
第
二
期
、
二
〇
〇

一
年
五
月

ｏ
中
国
科
学
院
自
然
資
源
綜
合
考
察
委
員
会
報
告

「
瀾
治
江
正
源
問
題
及

上
、
中
滋
水
化
学
」
（周
長
進
）

一
九
九
五

ｏ
「科
学
家
　
到
瀾
治
江
正
源
」
『人
民
日
報
』

一
九
九
四
年
十

一
月
十
四

日

（新
華
社
北
京
電
）

・
「
瀾
治
江
の
謎
を
確
認
、
中
日
両
国
の
科
学
者
」
『中
国
通
信
』

一
九
九

四
年
十

一
月
十
四
日

（北
京
新
華
社
）

・
「
瀾
治
江
」
中
国
国
家
地
理
雑
誌

『地
理
』

一
九
九
九
年

一
〇
月

・
中
国
科
学
院
自
然
資
源
綜
合
考
察
委
員
会
報
告

「
瀾
治
江

（媚
公
河
）

正
源
及
其
源
頭
確
定
」
（関
志
華
）
二
〇
〇
〇

・
『
日
本

ｏ
中
国
合
同
メ
コ
ン
川
源
頭
探
検
　
一
九
九
四
年
夏
　
仮
報
告

書
』
（東
京
農
大
農
友
会
探
検
部
ほ
か
）

・
「
メ
コ
ン
川
の
源
流
を
求
め
て
」
季
刊

『
民
族
学
』

７３

（東
京
農
大
農

友
会
探
検
部
）

一
九
九
五
夏
　
国
立
民
族
博
物
館
監
修

・
「
メ
コ
ン
川
源
流
の
人
と
自
然
」
『岳
人
』
二
〇
〇
〇
年
二
月
号

（藤
森

和
則
）

ｏ
「
メ
コ
ン
川
源
流
域
の
民
族
と
自
然
」
（東
京
農
大
農
友
会
探
検
部
）
季

刊

『
民
族
学
』
７５
　
一
一〇
〇

一
新
春

・
新
潟
県
山
岳
協
会

『遥
か
な
り
　
曲
阿
加
吉
璃
―

一
九
九
七
年
チ
ア
ジ
ャ

ジ
マ
峰
登
山
報
告
書
』

一
九
九
九

参
考
地
図

・
中
国
人
民
解
放
軍
総
参
謀
部
測
量
局

一
¨
一
〇
〇
、
○
○
○
地
形
図

ｏ
中
国
ラ
ン
ド
サ

ッ
ト

一
一
五
〇
〇
、
○
○
○
衛
星
撮
影
地
図

ｏ
青
蔵
高
原
山
峰
図

一
一
二
、
五
〇
〇
、
○
○
○

・
旧
ソ
連
製

一
¨
二
〇
〇
、
○
〇
〇
、　
一
一
一
、
○
〇
〇
、
○
○
○
地
形
図

・
米
国

＞
〓
∽

一
一
一
、
○
〇
〇
、
○
○
○

・
米
国

弓
『
ｏ

一
一
五
〇
〇
、
○
○
○

（∪
①』８
∽①
〓
”
ｕ
ｕ
〓
∞
＞
∞
８
Ｑ
）
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『山
岳
』
は
、　
一
九
〇
六
年
四
月
に
第

一
年
第

一
号
が
発
行
さ
れ
て
以
来

九
十
六
年
、
あ
と
数
年
で
創
刊
百
年
を
迎
え
る
。
そ
の
間
、
わ
が
国
の
登
山

お
よ
び
登
山
文
化
の
形
成

ｏ
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
こ
れ
も
、
機

関
誌

『山
岳
』
の
発
行
に
燃
え
る
よ
う
な
情
熱
を
注
い
だ
本
会
の
発
起
人
の

尽
力
、
彼
等
に
引
き
続
い
て
編
集
に
携
わ
っ
た
会
員
の
惜
し
み
な
い
努
力
、

そ
し
て
執
筆
を
引
き
受
け
た
有
名

・
無
名
の
会
員
の
無
私
の
協
力
が
あ
れ
ば

こ
そ
の
賜
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
会
が
会
を
あ
げ
て
作
り
上
げ
て
き
た
、
誇

る
べ
き
財
産
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
そ
れ
ら
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
も
そ

れ
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
『山
岳
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
そ
の

後
著
者
の
全
集
等
に
収
録
さ
れ
て
い
て
容
易
に
入
手
で
き
る
も
の
が
あ
る
も

の
の
、　
一
方
で
は
登
山
史
上
貴
重
な
記
録
で
あ
っ
て
も
、
当
時
の

『山
岳
』

を
入
手
し
な
け
れ
ば
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
記
事
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、

今
号
か
ら
そ
う
し
た
記
事
を
誌
面
に
再
録
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
そ
の
最

初
と
し
て
、
今
号
で
は
第

一
年
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た

「駿
州
田
代
山
奥
横

断
記
」
を
採
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
著
者
の
荻
野
音
松
に
つ
い
て
も
知
る

人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
『山
岳
』
第
二
年
第
二
号
に
小
島
烏
水
が
寄

せ
た
荻
野
音
松
の
追
悼
文
を
合
わ
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
い

ず
れ
も
明
治
時
代
の
文
章
で
あ
り
、
原
文
の
ま
ま
で
は
読
み
に
く
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
漢
字
は
新
字
体
に
、
仮
名
遣
い
は
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
が
、

文
体
に
つ
い
て
は
極
力
元
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
、
今
日
の
人
権
意
識
に
照

ら
し
て
不
適
当
と
思
わ
れ
る
語
旬
に
つ
い
て
は
、
時
代
背
景
と
作
品
の
価
値

に
か
ん
が
み
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

〔『山
岳
』
編
集
委
員
会
〕

∧
『山
岳
』
第
１
年
第
３
号
か
ら
再
録
∨

駿
州
田
代
山
奥
横
断
記荻

　
野
　
立日
　
松

東
海
第

一
の
険
流
た
る
大
井
川
の
元
を
な
せ
る
田
代
川
の
水
源
発
す

る
所
、
駿
州
の
地
深
く
甲
信
両
国
の
間
に
突
入
し
、
信
界
赤
石
の
雄
峯

と
甲
境
白
峰
の
峻
嶺
と
が
背
中
合
わ
せ
に
響
え
し
辺
り
は
、
誠
に
山
ま

た
山
、
谷
ま
た
谷
の
奥
深
く
、
人
衰
遠
く
脱
し
た
る
霊
域
に
し
て
、
ま

さ
に
そ
の
信
、
飛
、
越
境
上
崇
嶽
険
山
相
集
ま
る
間
、
黒
部
川
上
流

一

帯
の
地
と
南
北
相
対
し
て
、
中
央
大
山
系
の
二
大
絶
境
と
称
す
べ
し
。

し
か
も
黒
部
川
上
流
の
地
は
東
西
十
里
、
南
北
二
十
里
、
立
山
温
泉
浴

屋
の
外
、
人
家
を
見
ざ
る
深
山
幽
谷
と
し
て
夙
に
世
に
現
れ
、
こ
れ
を

横
断
す
る
針
の
木
峠
越
え
も
ま
た
帝
国
無
二
の
険
路
と
し
て
人
口
に
謄

灸
せ
る
と
こ
ろ
な
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
駿
州
田
代
川
上
流

一
帯
、

余
の
所
謂
田
代
山
奥
に
い
た
り
て
は
、
そ
の
あ
ま
り
に
僻
阪
に
し
て
、

し
か
も
付
近
に
登
客
の
足
繁
き
名
山
を
有
せ
ず

（赤
石
、
白
峰
よ
う
や

く
登
山
家
の
目
標
た
ら
ん
と
す
る
も
登
者
な
お
甚
だ
稀
）
し
た
が

っ
て

未
だ
多
く
世
人
の
注
意
を
惹
く
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
余
の
鮮
聞
寡
見
な
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る
、
未
だ
か
つ
て
こ
れ
を
横
絶
し
た
る
も
の
あ
る
を
聞
か
ざ
る
は
勿
論
、

こ
れ
に
関
し
何
等
記
述
せ
し
も
の
あ
る
を
知
ら
ぎ
る
な
り
。
余
も
初
め

こ
の
地
の
山
谷
そ
の
あ
ま
り
に
深
幽
な
る
に
所
詮
こ
れ
を
通
過
す
る
道

等
あ
る
べ
し
と
も
思
わ
ず
、
こ
れ
が
横
断
等
未
だ
な
か
な
か
考
え
及
ば

ざ
り
し
に
、
た
ま
た
ま
高
頭
式
氏
の
日
本
山
嶽
志
を
繕
き
そ
の
六
六
九

頁
、
小
島
烏
水
氏
が
赤
石
山
に
つ
い
て
増
補
せ
る
記
文
中

「
…
、
こ
れ

よ
り
大
河
原
よ
り
の
登
山
道
を
詳
記
せ
ん
。
村
よ
り
小
渋
川
の
右
岸
に

沿
う
こ
と
約
二
十
町
に
し
て
上
蔵
に
到
る

（
こ
こ
よ
り
峰
伝
い
に
て
、

甲
州
切
石
を
経
、
鰍
沢
方
面
に
行
く
間
道
あ
り
と
い
う
）
こ
れ
よ
り
爪

先
上
が
り
と
な
り
、
…
」
と
あ
る
を
見
る
に
及
び
骸
目
し
て
お
も
え
ら

く
、
こ
こ
に
ま
た
道
あ
り
し
か
と
。
こ
の
六
号
活
字

一
行
有
余
の
単
簡

な
る
注
意
こ
そ
、
余
を
し
て
こ
の
秘
密
蔵
を
開
く
に
至
ら
し
め
し
鍵
と

は
な
り
し
な
れ
。
即
ち
地
図
を
検
ず
る
に
、
農
商
務
省
地
質
調
査
所
二

十
万
の

一
地
形
図

「富
士
」
図
幅
に
よ
る
に
、
甲
州
南
巨
摩
郡
新
倉
の

北
方
よ
り

一
細
径
の
西
北
に
分
枝
せ
る
あ
り
、
道
半
ば
に
し
て

「富
士
」

図
幅
は
尽
き
、
「甲
府
」
図
幅
を
見
る
に
、
こ
の
道
の
続
き
記
載
な
し
。

さ
れ
ど
恰
も
そ
の
方
向
に
当
た
り
て
甲
駿
境
上

「
デ
ン
ツ
ク
」
嶺

（
一

八
四
〇
眉
）
な
る
も
の
の
記
さ
れ
し
を
見
る
。
よ

っ
て
按
ず
る
に
信
州

上
蔵
よ
り
甲
州
に
至
る
間
道
と
は
、
即
ち
こ
の
デ
ン
ツ
ク
嶺
を
越
え
て

新
倉
に
出
ず
る
に
あ
ら
ぎ
る
な
き
か
と
、
こ
こ
に
大
体
の
道
順
を
想
像

す
る
こ
と
を
得
て
、
遊
意
鬱
勃
と
し
て
湧
き
、
遂
に
本
年

（明
治
三
十

九
年
）
夏
期
登
山
行
の
番
組
中
に
田
代
山
奥
横
断
を
加
う
る
に
至
り
た

」ｎ
ソ
。

八
月
二
十
二
日
東
京
出
発
。
余
は
ま
ず
関
東
山
系
第

一
の
高
嶺
た
る

国
司
岳
に
志
し
、
飯
田
町
よ
り
汽
車
に
て
甲
州
塩
山
に
至
り
、
そ
れ
よ

り
秩
父
往
還
に
当
た
れ
る
川
浦
温
泉
に
赴
き
、
こ
れ
よ
り
国
司
岳
を
征

し
て
目
的
を
達
す
。
国
司
岳
よ
り
峰
伝
い
に
奥
仙
丈
山
を
経
て
金
峰
山

顛
を
窮
め
、
二
十
七
日
御
岳
に
下
山
す
。
二
十
九
日
御
岳
を
発
し
、
新

道
を
と
り
甲
府
に
出
で
、
馬
車
に
て
鰍
沢
に
至
る
。
余
の
最
初
の
計
画

は
こ
れ
よ
り
自
峰
に
登
り
、
然
る
後
田
代
山
奥
を
横
断
し
、
最
後
に
赤

石
を
窮
め
ん
と
す
る
に
あ
り
て
、
ま
ず
鰍
沢
よ
り
西
七
里
を
隔
て
た
る

西
山
村
湯
島
温
泉
に
赴
か
ん
と
定
め
た
り
。

三
十
日
、
鰍
沢
の
旅
舎
粉
奈
屋
を
発
し
湯
島
に
向
か
う
。
鰍
沢
よ
り

西

一
里
に
し
て
日
蓮
宗
の

一
名
刹
妙
法
寺
を
過
ぎ
、
こ
れ
よ
り
峠
に
か

か
り
、
森
林
を
穿
ち
や
が
て
矢
川
の
部
落
を
過
ぐ
れ
ば
道
い
よ
い
よ
登

る
。
こ
の
日
鰍
沢
の
出
発
遅
か
り
し
た
め
、
時
ま
さ
に
亭
午
、
樹
林
尽

き
て
烈
日
直
射
し
そ
の
熱
暑
に
苦
し
み
つ
つ
、
午
後

一
時
半
よ
う
や
く

峠
を
登
り

つ
む
れ
ば

一
茶
店
あ
り
。
但
称

「
デ
チ

ョ
ウ
」
の
茶
屋
と
い

い
、
名
物
粟
の
水
飴
等
を
習
げ
り
。
東
望
す
れ
ば
甲
府
の
平
原
遠
く
展

開
し
、
脚
下
鰍
沢
の
人
家
櫛
比
す
る
を
俯
蹴
し
、
天
半
魏
然
た
る
富
嶽

を
仰
ぎ
風
景
甚
だ
長
閑
な
れ
ど
も
、
西
を
望
め
ば
気
味
悪
き
山
々
相
重

塁
し
て
境
よ
う
や
く
幽
な
ら
ん
と
す
。
余
の
客
路
は
そ
の
中
に
あ
り
。

鰍
沢
よ
り
こ
こ
ま
で
三
里
く
ら
い
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
も
、
本
日
余
は
心
身

の
疲
饉
き
わ
め
て
甚
だ
し
く
、
こ
れ
よ
り
湯
島
温
泉
ま
で
四
里
に
し
て
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人
家
全
く
な
し
と
い
う
に
、
日
没
ま
で
に
温
泉
ま
で
行
き
得
べ
き
や
を

気
遣
い
、
遂
に
茶
店
に
頼
み
て
こ
の
日
は
こ
こ
に

一
泊
す
る
こ
と
と
な

り
き
。
翌
三
十

一
日
、
午
前
七
時
半
茶
店
を
発
す
。
山
仕
事
の
人
夫
や

湯
島
温
泉
帰
り
の
浴
客
に
会
う
こ
と
多
し
。
谷
を
巡
り
山
を
越
え
細
径

足
指
な
お
仰
ぎ
つ
つ
、
茶
店
よ
り
二
里
ば
か
り
に
し
て

一
嶺
上
に
達
す

れ
ば
、
眼
界
や
や
開
け
て
西
南
に
危
峰
嘉
々
た
る

一
雄
嶺
を
望
み
、
風

色
よ
う
や
く
豪
壮
荒
涼
た
り
。
こ
こ
に
て
道
二
つ
に
分
か
れ
、
い
ず
れ

を
取
る
も
可
な
る
趣
に
て
、
余
は
左
を
取
り
し
が
こ
れ
は
元
来
下
湯
島

道
な
れ
ば
温
泉
に
行
く
に
は
迂
路
な
り
し
や
も
知
れ
ず
。
こ
れ
よ
り
道

は
ひ
た
下
り
に
下
る
。
渓
声
よ
う
や
く
近
づ
き
て
道
ま
た
二
つ
に
分
か

れ
、
左
は
下
湯
島
に
通
ず
。
即
ち
右
を
取
り
て
行
け
ば
や
が
て
早
川
の

流
れ
を
脚
下
千
側
の
谷
底
に
臨
み
、
そ
の
左
岸
下
湯
島

一
族
の
人
家
を

俯
蹴
す
。
こ
れ
よ
り
早
川
を
左
に
見
て
進
め
ば
や
が
て
川
の
対
岸
に
上

湯
島
の
部
落
を
望
む
。
な
お
行
く
こ
と
し
ば
ら
く
に
し
て
午
後

一
時
半

湯
島
温
泉
に
達
し
た
り
。

こ
の
時
余
は
自
峰
登
山
に
意
あ
り
た
れ
ば
温
泉
に
立
ち
寄
ら
ず
、
さ

ら
に
北

一
里
に
し
て
奈
良
田
に
至
り
ぬ
。
然
る
に
奈
良
田
の
思
い
の
他

な
る
見
る
も
い
ぶ
せ
き
寒
村
に
て
、
木
賃
宿
の
看
板
掲
げ
し
家
は
数
軒

あ
れ
ど
も
、
こ
れ
は
木
材
切
り
出
し
等
の
た
め
入
込
み
し
人
夫
等
が
普

通
の
民
家
に
止
宿
せ
る
そ
の
百
姓
家
が
、
無
鑑
札
に
て
は
と
申
し
訳
に

看
板
掲
げ
し
ま
で
に
て
、
所
詮
宿
屋
と
称
し
得
べ
き
も
の
に
あ
ら
ぎ
る

に
、
余
は
ま
ず
少
な
か
ら
ず
閉
口
せ
り
。
し
か
も
翻

っ
て
考
え
る
に
暑

中
休
暇
は
も
は
や
十
日
ば
か
り
を
残
す
の
み
。
こ
の
間
に
自
峰
に
登
り
、

田
代
山
奥
を
横
断
し
、
赤
石
山
ま
で
を
窮
め
ん
と
は
、
あ
ま
り
に
欲
深

き
希
望
、
と
う
て
い
不
可
能
の
こ
と
と
悟
り
、
遂
に
本
年
は
自
峰
登
山

を
放
棄
し
こ
れ
よ
り
直
ち
に
田
代
山
奥
横
断
に
向
か
う
こ
と
に
決
心
す

る
に
至
り
た
り
。
さ
ら
ば
奈
良
田
等
に
は
用
は
な
し
と
て
引
き
返
し
て

湯
島
温
泉
に
泊
ま
る
。

九
月

一
日
、
二
日
天
気
定
ま
ら
ず
時
に
雨
降
り
、
か
つ
余
は
頃
日
来

元
気
甚
だ
振
る
わ
ず
暫
時
静
養
を
欲
し
、
両
日
温
泉
に
滞
留
す
。
温
泉

場
は
早
川
に
注
ぐ

一
渓
間
に
あ
り
て
風
色
甚
だ
雅
閑
な
り
。
新
湯
、
旧

湯
の
二
浴
舎
と
、
浴
客
の
求
め
に
応
じ
て
蕎
麦
等
を
調
進
す
る
店

一
つ

あ
る
の
み
。
浴
舎
は
三
階
作
り
に
し
て
規
模
相
当
に
大
き
く
、
風
趣
す

べ
て
乗
鞍
岳
麓
白
骨
温
泉
に
似
て
や
や
劣
る
如
し
。
余
は
新
湯
に
湯
せ

し
が
こ
れ
は
蓬
莱
湯
と
称
し
旧
湯
よ
り
二
町
ば
か
り
の
上
に
あ
り
、
温

泉
は
新
旧
各
別
の
湯
口
を
擁
し
、
温
度
は
少
し
低
け
れ
ど
も
火
力
を
加

う
る
ほ
ど
に
も
あ
ら
ず
。
こ
の
地
は
甲
州
西
部
の
名
湯
に
て
夏
期
浴
客

群
集
し
、
三
、
四
日
前
ま
で
は
浴
客
充
満
、
部
屋
に
溢
れ
し
も
、
今
あ

た
か
も
旧
盆
に
際
し
浴
客
多
く
家
に
帰
り
、
余
は

一
人
に
て
悠
々
眺
望

に
富
め
る

一
室
を
占
領
す
る
こ
と
を
得
甚
だ
幸
福
な
り
き
。
こ
の
地
郵

便
箱
は
旧
湯
の
入
り
口
に
あ
り

（奈
良
田
に
は
郵
便
箱
も
な
し
）
、
郵

便
局
は
南
五
里
ば
か
り
な
る
保
に
あ
り
て
、
保
に
至
る
ま
で
は
ま
た
旅

店
な
し
と
い
う
。
旅
店
の
設
備
少
な
き
は
こ
の
辺
り
の
山
谷
に
分
け
入

る
も
の
の
ま
ず
苦
し
む
と
こ
ろ
な
ら
ん
。
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さ
て
余
は
い
よ
い
よ
こ
れ
よ
り
田
代
山
奥
を
横
断
し
て
信
州

へ
出
ん

と
し
た
れ
ど
も
、
こ
の
道
を
想
像
す
る
唯

一
の
根
拠
と
し
て
、
余
は
た

だ
前
記
小
島
氏
の

一
行
余
り
の
記
文
と
農
商
務
省
二
十
万
分
の

一
地
図

と
を
有
す
る
の
み
。
果
た
し
て
こ
れ
が
実
際
行
き
得
る
も
の
な
り
や
否

や
こ
れ
ま
で
人
に
も
尋
ね
し
も
所
詮
知
る
も
の
絶
え
て
な
く
、
さ
ら
に

探
検
の
手
掛
か
り
を
得
ず
茫
然
行
く
と
こ
ろ
を
知
ら
ざ
り
し
が
、
ち
ょ

う
ど
こ
の
新
湯
の
若
主
人
に
尋
ね
し
に
、
こ
の
南

一
里
の
下
湯
島
に
大

村
晃
平
と
い
う
猟
夫
あ
り
、
外
人
の
自
峰
農
鳥
山
等
に
来
る
も
の
あ
る

時
は
彼
を
導
き
雇
う
を
例
と
す
、
信
州
越
え
の
行
き
得
る
や
否
や
も
こ

の
男
に
て
も
な
け
れ
ば
他
に
謀
る
べ
き
も
の
な
し
と
い
う
。
余
は
よ
う

や
く
暗
中

一
点
光
を
認
め
得
し
心
地
し
、
即
ち
二
日
の
朝
郵
便
脚
夫
の

来
た
り
し
を
と
ら
え
、
宿
屋
よ
り
こ
れ
に
手
紙
を
託
し
大
村
晃
平
を
呼

び
寄
せ
た
り
。
や
が
て
午
後
晃
平
は
来
り
ぬ
。
即
ち
こ
れ
を
余
の
部
屋

に
引
き
て
尋
ね
し
に
果
然
彼
は
道
を
知
り
お
り
、
早
速
導
に
任
ず
べ
き

を
諾
し
成
算
こ
こ
に
確
立
せ
り
。
晃
平
の
他
、
下
湯
島
に
は
中
村
宗
平

と
い
え
る
猟
夫
あ
り
。
新
倉
に
は
ま
た
望
月
万
右
衛
門
と
か
い
え
る
も

の
あ
り
て
、
と
も
に
こ
の
辺
り
の
山
谷
に
詳
委
し
、
甲
州
よ
り
田
代
山

奥
横
断
の
導
に
任
じ
得
る
も
の
は
わ
ず
か
に
こ
の
二
、
三
人
に
過
ぎ
ず

と
い
う
。
晃
平
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
田
代
山
奥
を
横
断
す

る
道
は
、
明
治
七
、
八
年
の
頃
、
如
何
な
る
目
的
を
も

っ
て
し
た
る
も

の
か
、
信
州
大
河
原
の
沢
戸
亀
作
と
い
え
る
も
の
主
導
と
な
り
開
撃
し

た
る
も
の
な
り
し
が
、
後

一
回
の
修
繕
を
も
加
え
ざ
り
し
よ
り
忽
ち
荒

廃
に
帰
し
往
来
全
く
絶
え
し
な
り
と
い
う
。
そ
の
針
の
木
峠
越
え
の
道

は
明
治
九
年
の
新
開
に
係
る
、
中
央
大
山
系
二
大
絶
境
の
横
貫
路
が
偶

然
ほ
と
ん
ど
同
時
に
開
け
た
る
、
山豆
に
ま
た
奇
な
ら
ず
や
。
晃
平
ま
た

説
明
し
て
、
新
開
当
時
の
道
は
即
ち
デ
ン
ツ
ク
峠
を
越
え
て
新
倉
に
出

づ
る
も
の
に
あ
り
し
が
、
デ
ン
ツ
ク
峠
は
今
荒
廃
甚
だ
し
く
通
行
す
べ

か
ら
ず
。
そ
れ
よ
り
は
わ
が
下
湯
島
よ
り
新
沢
峠

（当
て
字
）
と
い
う

を
過
ぎ
行
く
も
の
道
甚
だ
よ
し
。
信
州
大
河
原
ま
で
は
路
程
十
六
、
七

里
く
ら
い
な
ら
ん
か
、
ま
さ
に
三
日
を
要
し
途
中
二
回
も
野
臥
せ
ざ
る

べ
か
ら
ざ
れ
ど
も
と
も
に
小
屋
は
あ
り
と
語
る
。
さ
て
日
当
は
幾
ら
ば

か
り
を
望
む
や
と
い
え
ば
、
帰
村
に
要
す
る
日
数
を
も
加
え

一
日
六
十

銭
を
賜
り
た
し
、
た
だ
し
荷
物
は
自
分

一
人
に
て
担
う
は
甚
だ
難
儀
な

れ
ば
荷
持
ち
は
別
に

一
人
雇
わ
れ
た
し
と
い
う
。
よ

っ
て
余
は
、
余
の

荷
物
汝
の
負
う
べ
き
も
の
た
だ
風
呂
敷
包
み

一
個
重
量
五
、
六
百
匁
の

み
、
こ
れ
に
野
臥
準
備
品
を
加
う
る
も
総
量
四
、
五
貫
目
に
は
の
ぼ
る

ま
じ
、
汝

一
人
に
て
持
ち
行
か
ず
や
と
交
渉
し
、
遂
に

一
日

一
円
の
日

当
を
払
い
て
晃
平

一
人
に
て
行
く
こ
と
に
談
判
ま
と
ま
り
、
明
日
天
気

よ
け
れ
ば
晃
平
よ
り
迎
え
も
の
を
寄
越
す
こ
と
と
し
、
晃
平
は
帰
り
ぬ
。

三
日
、
朝
曇
り
し
が
や
が
て
空
模
様
よ
く
、
大
村
晃
平
の
倅
迎
え
に

来
た
り
し
よ
り
即
ち
出
発
に
決
し
、
食
料
そ
の
他
の
必
要
品
は
温
泉
場

に
て
買
い
求
め
、
こ
れ
ら
を
晃
平
の
倅
に
持
た
せ
、
八
時
半
温
泉
を
発

す
。
か
く
て
温
泉
よ
り
曇
日
来
た
り
し
道
を
少
し
く
戻
り
、
右
に
分
か

れ
て
早
川
の
岸
に
下
り
、
や
が
て
針
金
の
釣
橋
を
渡
り
川
の
右
岸
に
沿

っ
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て
い
く
。
こ
れ
よ
り
上
湯
島
を
経
、
村
立
尋
常
小
学
校
の
前
を
過
ぎ
、

再
び
早
川
を
渡
れ
ば
即
ち
下
湯
島
な
り
。
人
家
な
か
な
か
多
く
、
家
造

り
も
ち
ょ
っ
と
小
奇
麗
な
り
。
九
時
四
十
分
大
村
晃
平
の
家
に
至
り
、

さ
て
鍋
、
毛
布
等
は
晃
平
を
し
て
用
意
せ
じ
め
、
か
く
て
準
備
な
り
て

十
時
十
分
出
発
、
い
よ
い
よ
田
代
山
奥
横
断
の
途
に
上
る
。

下
湯
島
よ
り
直
ち
に

一
危
橋
に
よ
り
て
早
川
を
渡
る
。
こ
れ
よ
り
西

に
当
た
り
屏
風
の
如
く
連
な
り
立
て
る
峰
嶺
の
絶
頂
め
が
け
て
ひ
た
登

り
に
登
る
な
り
。
初
め
は
粟
畑
等
あ
り
し
が
や
が
て
樹
林
と
な
る
。
あ

た
か
も
山
上
暗
雲
冥
濠
ま
さ
に
夕
立
の
来
た
ら
ん
と
す
る
状
を
あ
ら
わ

し
た
る
に
お
お
い
に
透
巡
し
、　
一
旦
下
湯
島

へ
引
き
返
さ
ん
と
し
た
る

ほ
ど
な
り
し
も
、
幸
い
に
し
て
空
模
様
は
よ
う
や
く
回
復
せ
り
。
か
く

て
早
川
に
入
る

一
小
渓
、
沢
河
原

（当
て
字
）
と
い
え
る
を
越
え
て
そ

の
右
岸
に
出
で
、
こ
れ
よ
り
坂
路
甚
だ
急
、
曲
折
幾
十
回
、
幾
度
か
路

傍
に
休
み
ゆ
る
や
か
に
行
を
続
け
し
が
、
や
が
て
山
腹

一
帯
蕎
麦
の
花

白
く
咲
け
る
と
こ
ろ
を
過
ぎ
、
ま
た
樹
林
に
入
り
、
十

一
時

一
小
祠
の

あ
る
と
こ
ろ
に
達
す
。
こ
の
辺
り
を
蜻
蛉
尾
根

（当
て
字
）
と
称
す
。

晃
平
の
倅
荷
物
を
負
い
こ
れ
ま
で
送
り
来
り
し
が
こ
こ
に
て
辞
し
別
れ

て
帰
る
。
こ
れ
よ
り
晃
平
自
ら
荷
物
を
背
負
う
て
い
く
。
彼
は
ま
た
小

さ
け
れ
ど
も
黒
く
遅
し
き

一
匹
の
猟
犬
を
携
え
た
り
。
す
で
に
し
て
沢

河
原
の
渓
の
上
方
に
出
で
ま
た
樹
林
を
穿
ち
て
登
り
行
く
。
た
ま
た
ま

南
方
に
上
部
雲
に
蔽
わ
れ
た
る

一
高
嶺
を
望
み
し
が
、
晃
平
は
こ
れ
七

面
山
な
り
と
い
え
り
。
か
く
し
て
午
後

一
時
半
坂
道
を
の
ぼ
り

つ
め
、

眼
界
浩
然
と
し
て
北
に
開
け
し
と
こ
ろ
に
出
ず
。
早
川
の
上
流
婉
艇
と

し
て
群
轡
相
迫
れ
る
間
を
貫
け
る
を
望
見
し
思
わ
ず
快
哉
を
叫
ば
し
め

た
り
。
こ
れ
よ
り
木
材
運
搬
の
た
め
に
造
ら
れ
し
道
を
と
り
て
行
く
。

道
幅
四
、
五
尺
に
し
て
薪
の
ご
と
き
木
を
二
、
三
尺
お
き
く
ら
い
に
鉄

道
の
枕
木
の
ご
と
く
敷
設
せ
り
。
こ
れ
は
木
馬
と
て
橋
の
如
く
梯
子
の

如
き
形
し
た
る
も
の
に
木
材
を
四
尺
ほ
ど
に
切
り
た
る
を
積
み
載
せ
、

こ
の
上
を
曳
き
下
ろ
す
な
り
と
い
う
。
こ
の
道
を
行
く
こ
と
数
町
に
し

て
カ
ザ

ハ
ナ
と
い
え
る
と
こ
ろ
に
達
し
、
水
も
あ
る
に
即
ち
こ
こ
に
弁

当
を
喫
す
。
こ
の
地
、
下
湯
島
よ
り

一
里
半
か
二
里
く
ら
い
な
ら
ん
。

東
方
富
嶽
を
望
み
風
光
や
や
佳
な
り
。
た
だ
し
こ
の
日
天
気
晴
雲
定
ま

ら
ず
常
に
天
を
脱
ん
で
喜
憂
交
々
至
る
。
蓋
し
日
本
内
地
の
深
山
窮
谷

猛
獣
の
害
の
如
き
ほ
と
ん
ど
こ
れ
を
度
外
視
し
て
可
、
恐
る
る
と
こ
ろ

は
只
天
候
あ
る
の
み
。

こ
の
辺
り
は
昨
年
中
製
紙
原
料
の
木
材
を
切
り
出
す
た
め
三
、
四
百

人
の
人
夫
入
り
込
み
、
そ
の
宿
泊
用
の
た
め
数
多
く
の
小
屋
建
て
ら
れ

た
り
。
さ
れ
ど
今
は
す
で
に
工
を
止
め
小
屋
も
荒
廃
に
帰
せ
り
。
た
だ

し
な
お
極
め
て
少
数
の
人
夫
は
残
り
居
り
本
日
旧
盆
の
こ
と
と
て
湯
島

温
泉
等

へ
遊
び
に
行
く
も
の
と
こ
れ
ま
で
二
、
三
回
会
し
た
る
が
、
こ

れ
よ
り
は
ま
ず
信
州
に
出
づ
る
ま
で
人
間
に
会
わ
ず
。

二
時
二
十
分
カ
ザ

ハ
ナ
を
発
す
。
こ
の
辺
り

一
帯
の
森
林
木
の
数
が

六
万
本
く
ら
い
あ
り
と
か
に
て
六
万
平
と
呼
ぶ
に
い
た
り
し
由
な
る
が
、

今
は
樹
木
す
で
に
多
く
伐
採
せ
ら
れ
て
満
目
荒
涼
を
極
む
。
こ
の
間
を
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登
る
こ
と
二
、
三
十
分
に
し
て
嶺
上
に
達
す
。
さ
て
は
自
峰
山
脈
の
絶

頂
に
達
せ
し
か
と
喜
び
し
が
、
白
峰
山
脈
は
な
お
遥
か
彼
方
に
連
な
り

て
こ
こ
は
そ
の
前
壁
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
に
大
い
に
失
望
せ
り
。
こ
れ
よ

り
道
南
に
転
じ
右
に
早
川
の

一
支
流
た
る
ナ
メ
ラ
河
内
と
か
い
え
る
深

谷
を
俯
厳
し
つ
つ
、
所
謂
木
馬
道
を
取
り
て
行
く
こ
と
暫
時
、
新
沢

（当
て
字
）
と
呼
ぶ
小
渓
の
上
に
出
づ
。
こ
こ
に
も
荒
廃
無
人
の
小
屋

を
見
る
。
こ
れ
よ
り
斧
鍼
未
だ
入
ら
ざ
る
森
林
に
入
り
、
急
峻
な
る
山

側
を
登
り
遂
に
東
西
に
通
ぜ
る

一
山
背
に
達
す
。
時
に
三
時
四
十
分
な

り

（
こ
の
東
方
の

一
高
地
に
参
謀
本
部
の
三
角
測
量
櫓
あ
り
て
眺
望
よ

じ
と
聞
き
し
が
、
前
途
を
急
ぎ
か
つ
あ
た
か
も
雲
霧
あ
り
し
よ
り
探
ら

ざ
り
き
）。
こ
こ
は
自
峰
山
脈
よ
り
派
出
せ
る

一
支
嶺
に
し
て
新
沢
尾

根
と
呼
ぶ
。
こ
れ
よ
り
尾
根
を
伝
い
森
林
を
穿
ち
て
西
行
す
。
こ
の
辺

り
は
即
ち
下
湯
島
よ
り
田
代
川
上
流
に
越
ゆ
る
峠
の
絶
頂
に
し
て
即
ち

新
沢
峠
な
り
。
デ
ン
ツ
ク
峠
の
北
に
位
し
、
デ
ン
ツ
ク
峠
は
地
図
に

一

八
四
〇
屑
と
記
載
せ
る
が
、
こ
の
新
沢
峠
も
大
抵
同
じ
く
ら
い
の
高
さ

な
る
べ
し
。
か
く
て
四
時
十
五
分
尾
根
尽
き
て
道
は
ま
さ
に
下
ら
ん
と

す
。
こ
こ
こ
そ
即
ち
甲
駿
の
国
境
に
し
て
白
峰
山
脈
の
本
嶺
南
北
に
貫

通
す
る
と
こ
ろ
、
カ
ザ

ハ
ナ
を
隔
た
る

一
里
ま
た
は

一
里
半
く
ら
い
な

ら
ん
。
樹
林
よ
り
窺
う
に
脚
下
の
谷
底
微
か
に
響
き
を
な
せ
る
は
即
ち

田
代
川
の
上
渓
に
し
て
、
谷
の
彼
方
天
柱
稜
々
と
し
て
高
く
雲
表
に
響

え
し
は
即
ち
赤
石
山
脈
の

一
嶺

（晃
平
は
千
枚
沢
の
岳
と
か
い
え
り
）

な
り
。
寂
莫
太
古
の
如
き
田
代
山
奥

一
帯
の
非
人
衰
区
は
即
ち
眼
前
に

迫
れ
る
な
り
。
今
や
余
は
足

一
歩
を
こ
の
絶
境
に
踏
み
入
れ
て
意
気
大

い
に
昂
れ
り
。

こ
れ
よ
り
谷
底
め
が
け
て
道
急
峻
削
る
が
如
し
。
膝
の
関
節
痛
め

つ

つ
ひ
た
下
り
に
下
れ
ば
、
や
が
て
右
に
千
側
の

一
深
墾
を
俯
腋
す
。
こ

れ
を
ザ
カ
沢
と
い
う
。
前
方
赤
石
山
脈
の
連
崎
は
い
よ
い
よ
高
く
天
を

刺
し
、
時
は
五
時
を
過
ぎ
た
る
ば
か
り
な
れ
ど
も
日
は
ま
さ
に
山
の
端

に
隠
れ
ん
と
す
。
か
く
て
大
い
に
道
を
急
ぎ
渓
声
次
第
に
近
づ
き
、
遂

に
坂
路
下
り
尽
く
し
て
五
時
二
十
分
ザ
カ
沢
を
渡
る
。
そ
の
新
倉
よ
り

デ
ン
ツ
ク
峠
を
越
ゆ
る
の
道
は
こ
こ
に
て
相
合
す
る
な
り
と
い
う
。
こ

れ
よ
り
道
甚
だ
荒
廃
し
草
木
茂
り
て
道
を
埋
め
し
を
押
し
分
け
掻
き
分

け
、
ま
た
ザ
カ
沢
を
渡
る
こ
と
二
回
に
し
て
そ
の
右
岸
に
あ
る
小
屋
に

達
す
。
時
に
五
時
四
十
五
分
、
今
夜
は
こ
こ
に
泊
す
る
こ
と
と
す
。
こ

の
小
屋
は
ザ
カ
沢
の
小
屋
と
称
し
新
沢
峠
よ
り

一
里
か

一
里
半
く
ら
い

な
ら
ん
。
湯
島
温
泉
よ
り
ち
ょ
う
ど

一
日
程
な
り
。
新
倉
よ
リ
デ
ン
ツ

ク
峠
を
越
ゆ
る
道
果
た
し
て
し
か
く
荒
廃
せ
る
や
否
や
は
知
ら
ざ
れ
ど

も
、
と
に
か
く
こ
の
新
沢
峠
に
は
立
派
に
道
あ
り
、
要
す
る
に
本
日
の

と
こ
ろ
は
な
お
易
々
た
り
。
明
日
が
最
も
難
険
を
極
む
べ
し
と
戒
心
を

怠
ら
ざ
り
き
。

ザ
カ
沢
は
こ
れ
よ
り
半
町
ば
か
り
に
し
て
、
北
方
白
峰
の
方
に
発
源

せ
る
東
股
川

（当
て
字
）
に
入
り
、
東
股
川
は
さ
ら
に
南
走
す
る
こ
と

一
里
ば
か
り
に
し
て
、
赤
石
山
脈
中
の

一
峰
、
間
ノ
岳
の
南
方
に
発
源

せ
る
西
股
川

（当
て
字
）
と
合
し
、
こ
こ
に
田
代
川
と
な
り
下
流
は
遂

182



『山岳』第 1年第 3号から再録

に
大
井
川
と
な
る
。
而
し
て
間
ノ
岳
こ
の
東
股
、
西
股
両
川
の
間
に

一

山
脈
を
派
出
し
両
川
合
流
点
に
尽
く
。
当
に
間
ノ
山
脈
と
称
す
べ
し
。

こ
こ
に
疑
間
な
る
は
東
股
、
西
股
い
ず
れ
を
田
代
川
の
本
流
と
な
す
べ

き
か
に
あ
り

（水
量
は
西
股
の
方
大
な
り
）
。
参
謀
本
部
二
十
万
分
の

一
図
は
こ
の
行
始
め
よ
り
全
然
用
を
な
さ
ざ
り
し
が
、
比
較
的
最
も
精

確
な
る
農
商
務
省
二
十
万
分
の

一
図
も
こ
こ
に
及
ん
で
ま
た
為
す
な
き

に
至
れ
り
。

か
く
て
余
等
は
ザ
カ
沢
の
小
屋
に
宿
泊
の
準
備
を
始
め
し
が
、
晃
平

は
燃
材
を
求
む
べ
く
出
で
行
き
、
そ
の
間
に
余
は
そ
こ
ら
に
残
れ
る
木

を
集
め
て
焚
火
を
な
す
べ
く
命
ぜ
ら
れ
ぬ
。
従
来
野
臥
の
経
験
は
幾
度

も
あ
り
し
も
焚
火
の
役
等
は
常
に
人
夫
に
任
じ
余
は
供
手
傍
観
し
た
る

の
み
、
い
ま
燐
寸
を
握
り
て
火
を
作
ら
ん
と
す
る
に
な
か
な
か
燃
え
つ

か
ず
、
好
み
て
か
か
る
深
山
の
探
検
を
企

つ
る
ほ
ど
の
も
の
が
、
焚
火

一
つ
出
来
ぬ
と
あ
り
て
は
末
代
の
恥
辱
と
余
は
冷
汗
背
を
湿
し
、
経
営

惨
惜
火
の
わ
ず
か
に
燃
え
上
が
り
し
時
晃
平
は
帰
り
来
た
り
、
あ
や
う

く
油
を
取
ら
る
る
と
こ
ろ
な
り
き
。
こ
の
地
峻
嶺
四
囲
に
近
く
あ
た
か

も
甕
の
底
に
あ
る
が
如
く
、
小
屋
は

一
間
半
四
方
ば
か
り
に
し
て
屋
根

は
板
に
て
葺
き
、
枯
枝
等
を
蔽
い
て
壁
と
せ
り
。
床
は
張
り
て
な
く
藁

等
を
敷
く
。
晃
平
等
が
年
々
猟
等
に
来
た
り
て
泊
す
る
も
の
に
て
多
少

の
器
物
も
具
え
あ
り
、
通
り

一
遍
の
輩
に
荒
ら
さ
れ
お
ら
ざ
れ
ば
居
心

地
甚
だ
よ
し
。
こ
の
夜
少
し
く
雨
あ
り
し
も
忽
ち
止
む
。
晃
平
を
し
て

携
え
じ
め
し
薄
き

一
枚
の
毛
布
に
く
る
ま
り
て
寝
に
就
き
し
が
、
寒
気

甚
だ
し
く
し
て
ほ
と
ん
ど
眠
る
能
わ
ざ
り
き
。

四
日
、
わ
ず
か
に
ま
ど
ろ
み
し
夢
覚
め
て
、
頭
を
も
た
げ
屋
外
を
見

れ
ば
月
皓
皓
と
墾
底
を
照
ら
し
風
光
湊
涼
を
極
む
。
午
前
五
時
起
き
出

で
や
が
て
朝
餐
を
済
ま
し
、
六
時
四
十
五
分
小
屋
を
発
す
。　
一
天
拭
う

が
如
く
晴
れ
た
れ
ど
も
、
昨
日
の
空
模
様
に
比
し
天
気
あ
ま
り
良
過
ぎ

て
却

っ
て
薄
気
味
悪
か
り
き
。

ザ
カ
沢
に
沿
い
て
下
る
。
東
股
の
河
原
連
な
れ
る
と
こ
ろ
に
出
で
、

川
に
沿
い
て
上
る
こ
と

一
町
ば
か
り
に
し
て
東
股
を
渡
渉
す
。
川
幅
七
、

八
間
、
深
さ
は
膝
の
上
に
及
ぶ
ば
か
り
な
り
し
が
、
朝
な
お
早
け
れ
ば

寒
流
氷
の
如
く
ほ
と
ん
ど
両
脚
の
感
覚
を
失
わ
ん
と
す
る
ほ
ど
な
り
き
。

晃
平
の
携
え
た
る
猟
犬
は
河
岸
を
行
き
つ
戻
り
つ
た
め
ら
い
し
が
、
や

が
て
川
中
に
飛
び
入
り
流
さ
れ
流
れ
て
渡
り
来
し
は
甚
だ
し
お
ら
し
き

見
物
な
り
き
。
さ
ら
に
川
に
沿
う
て
上
る
こ
と
二
町
ば
か
り
、
こ
れ
よ

り
川
岸
を
離
れ
て
西
な
る
間
ノ
山
脈
に
分
け
登
る
。
新
沢
峠
を
越
え
て

ザ
カ
沢
の
小
屋
に
至
る
ま
で
の
道
は
、
猟
夫
等
の
往
来
の
た
め
古
来
存

せ
し
由
な
る
が
、
ザ
カ
沢
以
西
は
明
治
七
、
八
年
頃
初
め
て
新
開
せ
ら

れ
今
荒
廃
に
帰
し
た
る
も
の
な
り
。
た
だ
し
道
は
た
だ
細
く
雑
草
の
生

い
茂
れ
る
ま
で
に
し
て
、
熊
笹
や
荊
棘
の
道
を
埋
む
る
も
の
あ
る
に
あ

ら
ざ
れ
ば
、
さ
ほ
ど
に
は
苦
し
ま
ず
。
た
だ
莉
の
葉
端
鋭
鉾
を
尖
ら
し

て
要
撃
す
る
に
会
う
こ
と
甚
だ
多
し
。
即
ち
着
莫
産
を
前
に
回
し
て
盾

に
代
用
し
こ
れ
を
押
し
の
け
進
み
行
く
。　
一
帯
樹
林
鬱
葱
眺
望
な
く
、

わ
ず
か
に
折
々
樹
間
よ
り
山
高
く
連
な
り
、
谷
深
く
通
ぜ
る
を
望
む
の
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み
。
か
く
て
道
は
や
や
南
に
向
か
い
間
ノ
山
脈
の
東
腹
を
穿
ち
て
登
り

し
が
、
ザ
カ
沢
の
小
屋
よ
り

一
里
ば
か
り
に
し
て
道
登
り
尽
く
し
、
山

脈
尽
く
る
と
こ
ろ
を
巡
る
。
時
に
八
時
半
。
こ
れ
よ
り
道
は
間
ノ
山
脈

の
西
腹
を
穿
ち
て
や
や
北
に
向
か
う
。
左
方
千
側
の
脚
下
に
は
即
ち
漏

浸
た
る
西
俣
の
渓
声
を
聞
き
、
道
は
或
い
は
立
派
に
あ
る
と
こ
ろ
も
あ

れ
ば
、
ま
た
甚
だ
荒
廃
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
す
で
に
登
り
は
な
き
も

道
凸
死
、
ゆ
る
や
か
に
歩
を
進
め
た
り
。
ち
ょ
う
ど
樹
間
よ
り
谷
を
越

え
て
赤
石
山
脈
中
に
禿
げ
た
る

一
雄
峰
を
望
む
。
こ
の
山
何
と
い
う
と

晃
平
に
問
え
ば
、
こ
の
山
よ
り
出
づ
る
渓
流
の
西
股
に
注
ぐ
も
の
甚
だ

険
悪
な
れ
ば
こ
れ
を
悪
沢
と
呼
び
、
こ
の
山
即
ち
悪
沢
岳
と
い
う
な
り

と
答
え
し
は
、
す
こ
ぶ
る
日
か
ら
出
任
せ
の
言
い
ぐ
さ
に
似
た
り
。
す

べ
て
こ
の
辺
り
の
山
名
、
川
名
、
地
名
等
何
ら
徴
す
べ
き
図
書
あ
る
な

く
、
こ
れ
を
知
る
人
と
て
も
さ
ら
に
な
く
、
余
は
た
だ
大
村
晃
平

一
人

よ
り
聞
く
が
ま
ま
に
こ
こ
に
記
し
た
れ
ど
、
あ
る
い
は
誤
謬
も
あ
る
べ

く
、
ま
た
別
に
定
ま
り
た
る
称
呼
な
く
各
自
勝
手
の
名
を
付
せ
る
も
あ

る
べ
し
。

九
時
十
分

一
地
点
に
休
憩
す
。
晃
平
曰
く
、
こ
れ
よ
り
暫
く
行
け
ば

西
股
左
岸
に
あ
る
柳
島

（当
て
字
）
の
小
屋
と
い
え
る
岩
窟
に
出
づ
る

な
る
が
、
そ
こ
に
至
る
に
道
二
筋
あ
り
。　
一
つ
は
こ
れ
よ
り
な
お
山
腹

を
穿
ち
て
進
み
柳
島
の
二
、
三
町
手
前
に
て
西
股
河
岸
に
下
り
る
も
の
、

一
つ
は
こ
れ
よ
り
直
ち
に
西
股
河
岸
に
下
り
河
原
に
沿
う
て
行
く
も
の

な
り
。
山
腹
道
を
取
ら
ん
か
、
こ
れ
よ
り
先
は
道
荒
廃
甚
だ
し
く
荊
棘

茂
れ
る
等
の
難
も
あ
ら
ん
。
し
か
も
河
原
道
を
取
る
と
す
れ
ば
、
柳
島

ま
で
に
川
を
渡
渉
す
る
こ
と
四
回
ば
か
り
、
そ
の
う
ち
二
回
ほ
ど
は
両

岸
迫
り
峙
ち
水
ま
た
頗
る
深
き
と
こ
ろ
を
越
え
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
い
ず

れ
を
取
る
べ
き
か
と
余
の
選
択
に

一
任
せ
り
。
余
は
暫
く
沈
吟
し
た
り

し
が
遂
に
山
腹
道
を
取
る
に
決
す
。
蓋
し
余
は
激
流
渡
渉
の
初
経
験
、

か
つ
て
針
の
木
峠
を
越
え
し
折
、
黒
部
川
渡
渉
の
際
急
濡
に
足
奪
わ
れ

て
中
流
に
転
倒
し
た
る
こ
と
あ
り
。
爾
来
怖
気
づ
き
た
り
と
い
う
わ
け

に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
常
に
激
流
渡
渉
の
難
を
思
え
る
な
り
き
。

か
く
て
山
腹
道
を
取
り
て
行
を
続
け
た
り
し
が
、
果
然
こ
れ
よ
り
は

道
荒
廃
甚
だ
し
く
、
や
が
て
山
崩
れ
欠
け
大
岩
小
石
嘉
々
と
し
て
所
謂

石
の
滝
と
も
い
う
よ
う
な
る
所
を
横
過
す
。
こ
れ
を
大
ナ
ギ
と
称
す
。

こ
れ
よ
り
最
も
険
悪
を
極
め
、
即
ち
山
、
西
股
川
に
臨
み
て
多
く
懸
崖

を
な
せ
る
を
穿
ち
行
く
も
の
に
て
、
前
後
幾
回
と
な
く
桟
道
を
架
す
。

し
か
も
そ
の
桟
道
す
で
に
腐
朽
し
て
用
を
な
さ
ざ
る
も
の
あ
り
、
即
ち

危
う
き
崖
腹
木
の
根
、
岩
角
に
縫
り
、
わ
ず
か
に
こ
れ
を
横
過
す
る
が

如
き
と
こ
ろ
少
な
か
ら
ず
、
か
つ
草
木
茂
り
て
道
を
塞
ぎ
跛
渉
の
難
危

い
う
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
田
代
山
奥
横
断
中
第

一
の
難
所
と
称
す
べ
し
。

思
う
に
こ
の
辺
り
の
道
は
年
々
荒
廃
に
帰
す
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
昨
年

は
あ
り
し
桟
道
の
本
年
は
す
で
に
落
ち
て
渡
る
べ
か
ら
ざ
る
が
如
き
あ

り
。
後
に
は
遂
に
通
行
す
る
能
わ
ざ
る
に
至
る
こ
と
あ
る
べ
く
、
然
る

時
は
危
険
な
る
激
満
渡
渉
の
難
あ
り
と
も
河
原
道
を
取
ら
ざ
る
を
得
ざ

る
に
至
る
べ
し
。
か
く
て
十

一
時
、
こ
れ
よ
り
先
は
山
腹
道
は
到
底
進
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む
べ
か
ら
ず
と
い
う
に
至
り
、
即
ち
山
側
を
直
下
し
て
西
股
川
の
河
原

に
下
り
る
。

西
股
の
流
れ
は
川
幅
七
、
八
間
、
河
原
は
こ
の
辺
り
広
さ

一
町
以
上

に
連
な
り
、
今
ま
で
陰
鬱
な
る
樹
林
の
み
を
穿
ち
し
身
は
、
こ
こ
に
至

り
限
界
濶
然
と
し
て
心
気
爽
快
を
覚
え
た
り
。
こ
の
辺
り
は
即
ち
田
代

山
奥
絶
境
の
中
心
に
し
て
、
澗
底
に
あ
り
て
は
嵯
峨
天
に
沖
す
る
赤
石

山
脈
や
白
峰
山
脈
は
近
き
支
峰
に
遮
ら
れ
て
眼
眸
に
入
ら
ず
。
来
て
見

れ
ば
別
段
変
わ
り
し
風
景
と
い
う
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
流
石
に
天
地

閲
と
し
て
な
ん
と
な
く
人
間
界
を
脱
せ
る
幽
玄
の
気
象
身
に
迫
る
を
覚

ゆ
。
思
う
に
雄
大
の
眺
望
豪
宕
の
景
趣
は
こ
れ
を
高
山
の
頂
に
求
む
べ

し
。
し
か
も
廓
蓼
神
代
の
如
き
幽
静
の
風
象
に
至
り
て
は
こ
れ
を
絶
谷

の
澗
底
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

こ
の
時
宗
平
は
携
え
た
る
釣
竿
を
川
に
垂
れ
、
余
は
分
か
れ
て
先
に

行
き
河
原
を
辿
る
こ
と
二
町
ば
か
り
に
し
て
柳
島
の
岩
小
屋
に
達
す
。

時
に
十

一
時
半
、
ザ
カ
沢
の
小
屋
よ
り
三
里
く
ら
い
な
ら
ん
か
。
こ
の

小
屋
は
西
股
川
の
左
岸
に
あ
り
、　
一
枚
岩
の
自
然
に
扶
れ
て
棚
の
如
く

な
り
し
も
の
、
日
は
枯
れ
枝
等
に
て
蔽
い
、
内
に
は
三
畳
敷
き
ば
か
り

の
平
地
あ
り
。
完
全
な
る
岩
窟
に
し
て
い
か
な
る
大
雨
に
も
驚
く
ま
じ

く
見
え
た
る
が
、
こ
こ
は
進
む
に
も
退
く
に
も
難
場
あ
れ
ば
こ
の
地
に

泊
す
る
は
安
心
な
ら
ざ
る
べ
し
。
や
が
て
晃
平
は
岩
魚
五
尾
を
得
て
来

着
せ
り
。
余
は
ま
た
焚
火
の
役
に
当
た
り
し
が
今
度
は
忽
ち
燃
や
し
つ

け
、
焚
火
学

一
年
級
は
修
業
し
得
た
り
と
誇
る
。
か
く
て
得
た
る
岩
魚

を
塩
焼
き
と
し
米
を
炊
き
て
昼
餐
す
。
山
中
の
美
味
こ
れ
に
す
ぐ
る
も

の
な
し
。

一
時
十
分
岩
小
屋
を
発
す
。
こ
れ
よ
り
ま
た
河
原
の
乱
石
を
伝

っ
て

進
め
ば
、
や
が
て
左
に
深
刻
な
る

一
渓
谷
あ
り
。
口
元
暗

・
く
奥
の
方
か

え

っ
て
明
る
く
、
み
る
か
ら
に
も
の
凄
ま
じ
く
名
づ
け
て
蛇
抜
の
沢
と

い
う
。
な
に
さ
ま
大
蛇
等
の
抜
け
出
で
し
跡
が
谷
と
な
り
た
り
と
い
い

そ
う
な
る
所
な
り
。
ま
た
行
け
ば
右
に

一
小
渓
あ
り
。
こ
れ
を

マ
サ
ゴ

沢
と
称
し
、
新
開
当
時
の
道
路
は
こ
こ
ま
で
山
腹
を
穿
ち
て
来
た
り
こ

こ
に
て
河
原
に
下
り
た
る
な
り
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
少
し
く
上
流
に
お

い
て
西
股
川
を
渡
り
て
そ
の
右
岸
に
出
づ
。
水
深
腿
に
及
び
て
や
や
渡

渉
に
苦
し
み
た
り
。
な
お
河
原
を
行
け
ば
左
に
ま
た
蛇
抜
の
沢
に
似
た

る

一
深
渓
に
会
す
。
こ
れ
を
西
の
広
作
沢

（当
て
字
）
と
い
い
、
こ
れ

よ
り
北
に
見
ゆ
る
東
の
広
作
沢
と
相
対
す
。
こ
の
西
の
広
作
沢
は

一
昨

年
の
こ
と
と
か
、
渓
水
氾
濫
し
て
彩
し
く
土
砂
を
押
し
出
し
来
た
り
、

西
股
の
川
水
を
堰
き
止
め
こ
こ
に
長
さ

一
町
、
幅
半
町
ば
か
り
の
池
を

貯
留
し
、
荒
蕩
た
る
絶
谷
の
中
、
時
な
ら
ぬ
風
景
を
作
れ
り
。
晃
平
は

ま
た
釣
竿
を
垂
れ
し
も
獲
る
と
こ
ろ
な
し
。
二
時
五
十
分
こ
こ
を
発
し
、

川
岸
の
密
林
中
に
入
れ
ば
昨
年
発
見
せ
し
と
い
う
岩
窟
あ
り
。
こ
れ
を

過
ぎ
て
あ
る
い
は
危
な
き
絶
崖
を
越
え
、
あ
る
い
は
細
径
例
の
莉
と
闘

い
、
遂
に
ま
た
河
原
に
出
で
河
原
を
行
く
。
谷
の
幅
は
半
町
く
ら
い
に

し
て
、
山
緑
に
水
清
く
、
余
等
は
今
や
す
で
に
田
代
山
奥
の
中
心
点
を

過
ぎ
、
こ
れ
よ
り
は
暫
次
人
間
界
に
近
づ
き
つ
つ
行
く
な
り
と
思
え
ば
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甚
だ
心
賑
や
か
に
て
、
行
く
手
の
山
々
も
笑
い
を
含
ん
で
余
等
を
迎
う

る
も
の
の
如
く
、
今
夜
宿
る
べ
き
小
屋
も
遠
か
ら
ず
、
日
は
な
お
高
く

天
気
も
よ
き
に
悠
々
程
を
拾
い
つ
つ
、
晃
平
は
ま
た
行
く
行
く
釣
竿
を

川
に
垂
れ
、
頗
る
暢
気
の
旅
と
な
り
た
り
き
。
か
く
て
川
は
二
つ
に
分

か
る
。
北
よ
り
来
る
は
中
股
川

（当
て
字
）
と
称
し
そ
の
上
流
に
当
た

り
て
間
ノ
岳
の
尖
頭
を
仰
ぎ
、
西
よ
り
来
る
は
即
ち
西
股
川
の
本
谷
に

し
て
、
こ
れ
よ
り
上
流
は
小
西
股
川
と
呼
ぶ
と
い
う
。
こ
こ
に
て
小
西

股
川
を
渡
渉
す
。
水
深
膝
の
辺
り
に
及
ぶ
ば
か
り
な
り
。
川
を

へ
だ
た

る
半
町
ば
か
り
河
原
の

一
端
に
小
屋
あ
り
。
即
ち
今
夜
は
こ
こ
に
泊
す

る
こ
と
と
す
。
時
に
四
時
を
過
ぐ
る
こ
と
六
分
。
こ
の
地
、
柳
島
の
岩

小
屋
よ
り
二
里
と
称
す
れ
ど
近
か
る
べ
し
。
ザ
カ
沢
よ
り

一
日
程
に
し

て
余
裕
あ
り
。

こ
の
小
屋
は
小
西
股
の
小
屋
と
称
し
、
昨
夜
の
ザ
カ
沢
の
小
屋
と
同

じ
構
造
に
し
て
、
大
き
さ
は

一
間
四
方
く
ら
い
に
て
甚
だ
小
さ
く
、
余

と
晃
平
と
二
人
だ
け
な
れ
ば
ち
ょ
う
ど
よ
か
り
し
も
、
二
人
泊
ま
れ
ば

ち
と
窮
屈
な
ら
ん
。
信
州
の
岩
魚
釣
り
が
来
た
り
し
と
見
え
、
魚
を
刺

す
串
等
た
く
さ
ん
あ
り
き
。
こ
の
夜
月
あ
り
、
天
気
だ
に
よ
け
れ
ば
夜

臥
も
ま
た
甚
だ
愉
快
な
る
も
の
あ
り
。

蓋
し
信
州
人
は
こ
の
小
西
股
の
小
屋
ま
で
は
来
る
も
の
あ
れ
ど
も
、

こ
れ
よ
り
以
東
を
知
れ
る
も
の
ほ
と
ん
ど
稀
に
、
甲
州
人
は
大
村
晃
平

の
こ
の
辺
り
の
山
谷
に
詳
委
す
と
称
す
る
も
、
こ
れ
よ
り
以
東
に
精
通

す
る
ば
か
り
に
て
、
小
西
股
以
西
即
ち
明
日
行
か
ん
と
す
る
道
は
七
年

前
に
越
え
た
る
こ
と
あ
る
の
み
な
り
と
い
う
。
さ
れ
ど
小
西
股
以
西
信

州
大
河
原
に
至
る
間
は
、　
一
回
も
激
流
の
渡
渉
あ
る
に
あ
ら
ず
、
河
原

を
行
く
と
こ
ろ
あ
る
に
あ
ら
ず
、　
一
筋
道
に
て
比
較
的
分
か
り
易
け
れ

ば
、
七
年
ぶ
り
の
晃
平
も
な
お
誤
り
な
き
を
得
た
る
も
、
小
西
股
以
東

昨
今
両
日
越
え
来
し
と
こ
ろ
は
道
頗
る
錯
雑
し
お
れ
ば
、
充
分
こ
れ
に

精
通
せ
し
も
の
な
ら
ざ
れ
ば
導
に
任
ず
る
こ
と
危
う
し
。
さ
れ
ば
こ
の

田
代
山
奥
横
断
は
、
信
州
よ
り
す
る
に
比
較
的
不
便
な
る
の
事
実
あ
ら

ん
。
後
に
聞
け
ば
頃
日
も
赤
石
山

へ
来
た
り
し

一
登
山
客
に
し
て
、
信

州
大
河
原
よ
り
こ
の
道
を
越
え
て
甲
州
に
出
で
ん
こ
と
を
企
て
し
人
あ

り
し
が
、
導
を
得
る
能
わ
ず
し
て
止
み
た
り
と
い
え
り
。

五
日
、
半
夜
夢
破
れ
し
に
月
朧
に
小
屋
を
覗
き
、
焚
火
ま
た
漸
く
微

か
な
り
。
即
ち
火
を
盛
ん
に
し
た
れ
ど
も
ほ
と
ん
ど
眠
ら
れ
ず
、
遂
に

四
時
起
き
出
づ
。
今
日
は
い
よ
い
よ
人
間
界
に
出
づ
る
か
と
甚
だ
愉
快

な
り
。
空
も
快
く
晴
れ
た
り
。
こ
の
行
天
候
の
順
な
り
し
は
代
え
難
き

幸
福
な
り
き
。

六
時
小
屋
を
発
す
。
晃
平
は
本
日
大
河
原
に
至
り
、
明
日
ま
た
こ
の

地
に
引
き
返
す
な
れ
ば
、
毛
布
、
鍋
等
は
こ
こ
に
残
し
、
身
軽
に
な
り

て
出
で
立

つ
。
か
く
し
て
小
屋
よ
り
直
ち
に
背
後
の
山
に
分
け
登
る
。

こ
の
山
は
即
ち
赤
石
山
脈
よ
り
派
出
せ
る

一
支
嶺
に
し
て
、
中
股
と
小

西
股
と
を
分
か
て
る
も
の
な
り
。
急
峻
な
れ
ど
も
道
は
明
ら
か
に
あ
り
、

相
変
わ
ら
ず
樹
林
鬱
葱
た
る
内
を
緩
や
か
に
登
り
、
七
時
半
頃
山
脊
に

達
し
、
こ
れ
よ
り
山
脊
に
沿
う
て
緩
慢
に
登
り
行
く
。
樹
間
よ
り
望
む
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に
、
左
は
小
西
股
の
深
渓
、
こ
れ
を
越
え
て
赤
石
山
脈
中
の

一
峰

（晃

平
は
西
河
内
と
か
い
え
り
）
高
く
雷
漢
を
摩
し
て
饗
え
、
右
は
中
股
の

絶
谷
、
こ
れ
を
隔
て
て
間
ノ
岳
魏
峨
と
し
て
天
空
に
踊
ら
ん
と
す
。
顧

み
れ
ば
間
ノ
岳
よ
り
派
出
し
た
る
所
謂
間
ノ
山
脈
は
、
山
勢
漸
々
東
南

に
低
下
し
、
こ
れ
を
越
え
て
白
峰
山
脈

（自
峰
は
見
え
ず
）
相
連
な
り
、

窃
冥
な
る

一
帯
の
深
谷
、
わ
ず
か
に
囲
み
を
破

っ
て
逃
れ
ん
と
す
。
深

山
ま
た
深
山
、
幽
谷
ま
た
幽
谷
、
実
に
天
下
の
絶
境
と
こ
そ
知
ら
れ
た

り
。晃

平
の
携
え
た
る
猟
犬
は
、
後
に
な
り
、
先
に
な
り
馳
せ
て
い
く
。

こ
の
辺
り
猟
の
獲
物
は
何
が
主
な
り
や
と
晃
平
に
問
え
ば
、
青
鹿
な
り

と
い
う
。
如
何
に
し
て
獲
る
や
と
い
え
ば
、
ま
ず
犬
を
放

つ
な
り
。
犬

は
や
が
て
鹿
を
駆
り
出
し
、
こ
れ
を
追
い
か
け
追
い
ま
わ
し
て
つ
い
に

岩
窟
に
追
い
つ
め
、
両
者
脱
み
合
い
、
大
は
盛
ん
に
吠
え
立
て
て
時
を

移
す
。
そ
の
う
ち
自
分
は
鉄
砲
を
担
ぎ
て
犬
の
後
を
追
い
、
捜
し
求
め

て
そ
の
吠
え
声
を
聞
き

つ
け
、
こ
れ
に
達
し
て
鹿
を
射
止
め
る
な
り
と

語
り
ぬ
。

か
く
て
道
は
最
初
は
甚
だ
よ
か
り
し
が
、
し
ば
ら
く
登
れ
ば
や
が
て

非
常
に
荒
廃
し
来
た
り
。
榛
芥
茂
れ
る
間
を
押
し
分
け
掻
き
分
け
進
み

行
く
。
跛
渉
甚
だ
困
難
を
極
め
た
り
。
而
し
て
右
に
は
常
に
間
ノ
岳
を

望
み
、
山
容
登
る
に
し
た
が

っ
て
い
よ
い
よ
雄
大
豪
壮
を
極
め
、
赤
禿

げ
の
円
顧
、
左
右
に
両
肩
を
張
り
、
近
く
谷
の
彼
方
に
そ
ば
だ
ち
て
呼

べ
ば
応
え
ん
ば
か
り
、
常
に
沿
道
唯

一
の
偉
観
た
り
。
あ
た
か
も
後
方

を
顧
み
し
に
雲
間
富
士
の
嶺
頭
を
認
め
、
思
わ
ず
快
哉
を
叫
ば
し
め
た

り
。
道
は
す
で
に
や
や
よ
く
、
余
等
は
ひ
た
す
ら
前
途
を
急
ぎ
て
次
第

に
登
り
行
き
た
り
し
が
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
容
易
に
峠
の
頂
上
に
達

せ
ず
。
意
外
に
道
の
遠
き
を
嘆
じ
た
り
。
蓋
し
こ
の
田
代
山
奥
横
断
は

こ
れ
を
針
の
木
峠
越
え
に
比
す
れ
ば
、
路
程
長
く
困
難
な
れ
ど
も
、
道

は
か
え

っ
て
比
較
的
単
調
な
る
を
覚
え
た
り
き
。
か
く
て
よ
う
や
く
山

を
登
り
つ
め

一
山
肩
を
越
ゆ
。
こ
こ
が
峠
の
絶
頂
な
ら
ん
と
い
ち
ず
に

思
い
つ
め
し
に
、
来
て
見
れ
ば
な
お
前
方
に
山
嶺
連
な
り
て
さ
ら
に
こ

れ
を
越
え
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
、
失
望
落
胆
ほ
と
ん
ど
歩
く
勇
気
を
失

い
た
り
。
天
ま
た
大
い
に
雲
霧
を
発
し
甚
だ
心
細
し
。
と
か
く
し
て
行

を
続
け
し
が
、
半
時
間
程
に
し
て
よ
う
や
く
峠
の
頂
上
に
辿
り
着
く
。

時
に
十

一
時
半
、
小
西
股
の
小
屋
を
隔
た
る
三
、
四
里
な
ら
ん
か
。
峠

の
頂
上
と
い
う
も
山
尖
ら
ず
や
や
平
地
あ
り
。
な
ん
と
な
く
陰
湿
に
し

て
快
か
ら
ず
。　
一
帯
森
林
な
る
が
左
方
の
高
地
樹
木
な
き
所
あ
り
。
即

ち
こ
こ
に
登
り
弁
当
を
喫
せ
し
が
、
雲
霧
の
た
め
や
は
り
ほ
と
ん
ど
眺

望
を
ほ
し
い
ま
ま
す
る
こ
と
能
わ
ざ
り
き
。

こ
の
辺
り
即
ち
信
駿
の
国
境
に
し
て
赤
石
山
脈
の
枢
軸
走
る
と
こ
ろ

な
り
。
南
方
脚
下
よ
り
削
り
な
し
た
る
凄
ま
じ
き
深
墾
は
信
州
小
河
内

の
上
渓
な
る
べ
く
、
間
ノ
岳
は
ほ
と
ん
ど
東
に
当
た
り
て
濠
霧
の
な
か

薄
く
そ
の
豪
容
を
望
み
、
南
方
赤
石
山
の
方
雲
間
時
に
重
塁
せ
る
群
嶺

を
隠
見
せ
り
。
そ
も
そ
も
こ
の
峠
は
何
と
い
う
や
と
尋
ね
し
に
晃
平
は

サ
ン
ブ
ク
峠
と
答
え
た
り
。
余
は
仮
に
三
伏
峠
の
字
を
あ
て
お
く
べ
し
。
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海
抜
高
距
は
如
何
ば
か
り
な
る
べ
き
や
不
明
な
れ
ど
も
、
と
に
か
く
八

千
尺
は
確
か
な
る
べ
し
と
思
わ
る
。
あ
あ
飛
騨
山
脈
針
の
木
峠
豊
に
ひ

と
り
天
下
無
比
の
険
路
た
る
称
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
を
許
さ
ん
や
。

赤
石
山
脈
わ
が
三
伏
峠
あ
り
。
余
は
今
こ
の
嶺
頭
に
立
ち
、
冷
々
た
る

天
風
に
鳴
き
田
代
山
奥
横
断
の
功
程
ま
た
こ
こ
に
至
り
て
窮
ま
り
ぬ
。

十
二
時
三
十
分
、
三
伏
峠
を
発
し
い
よ
い
よ
信
州
大
河
原
に
向
け
て

下
る
。
山
は
相
変
わ
ら
ず
樹
林
森
々
、
道
は
初
め
山
脊
に
沿
い
て
甚
だ

急
峻
、
左
右
に
深
渓
あ
り
。
右
は
恐
ら
く
鹿
塩
谷
、
左
は
即
ち
小
河
内

谷
な
る
べ
し
。
あ
た
か
も
雲
霧
や
や
晴
れ
眼
界
遠
く
展
開
し
、
駒

ケ
岳

山
脈
及
び
天
竜
川

一
帯
の
平
地
を
遠
く
望
み
、
鹿
塩
谷
の
方
に
当
た
り
、

山
脚
遥
か
に

一
後
の
人
家
を
認
め
し
時
は
、
い
ま
こ
そ
久
し
ぶ
り
に
て

人
間
界
に
出
で
し
な
れ
と
、
覚
え
ず
雀
躍
歓
呼
を
禁
じ
得
ざ
り
き
。
か

く
て
前
途
を
急
ぎ
て
次
第
に
下
り
し
に
、
道
は
悪
き
所
も
あ
れ
ど
も
大

抵
立
派
に
通
じ
、
ま
た
さ
ま
で
急
に
も
あ
ら
ざ
り
し
が
、
や
が
て

一
時

四
十
分
尾
根
を
越
え
て
小
河
内
谷
の
方
に
向
け
て
西
南
に
下
り
行
く
に

及
び
、
道
は
漸
く
荒
廃
し
、
樹
木
多
く
路
上
に
倒
れ
榛
芥
荊
棘
の
茂
れ

る
間
を
分
け
進
む
。
余
は
始
め
小
西
股
、
大
河
原
間
五
里
余
と
聞
き
し

よ
り
、
大
抵
二
時
か
三
時
こ
ろ
ま
で
に
は
大
河
原
に
着
し
得
べ
し
と
予

想
せ
し
に
、
七
、
八
里
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
道
甚
だ
遠
く
、
未
だ
容

易
に
人
家
あ
る
と
こ
ろ
へ
出
で
そ
う
も
な
き
に
、
少
な
か
ら
ず
気
を
苛

立
ち
し
も
、
道
は
な
か
な
か
捗
ら
ず
。
し
か
も
余
は
田
代
山
奥
の
難
境

無
事
こ
れ
を
通
過
し
、
ま
さ
に
功
を
終
わ
ら
ん
と
す
る
に
張
り
詰
め
し

気
も
緩
み
し
か
勢
い
さ
ら
に
な
く
、
大
村
晃
平
も
信
州
に
入
り
て
よ
り

は
地
理
に
暗
く
ま
た
語
る
べ
か
ら
ず
。
か
く
て
次
第
に
下
り
し
が
、
や

が
て
路
傍
屋
根
板
を
切
り
出
せ
る
を
積
み
あ
る
を
見
、
人
里
す
で
に
近

づ
き
ぬ
と
快
を
叫
ぶ
。
こ
の
辺
り
よ
り
道
ま
た
漸
く
よ
く
、
二
時
四
十

分

一
大
渓
の
行
く
手
に
横
た
わ
る
に
会
す
。
こ
れ
即
ち
小
河
内
谷
の

一

渓
に
し
て
、
渓
の
日
元
に
当
た
り

一
族
一の
人
家
あ
る
を
見
、
い
よ
い
よ

人
里
に
出
で
ぬ
と
喜

べ
り
。
こ
れ
恐
ら
く
は
釜
沢
な
ら
ん
。
而
し
て
こ

れ
よ
り
道
は
渓
を
隔
て
し
彼
方
の
山
腹
に
通
じ
、
即
ち
こ
れ
よ
り
渓
の

尽
く
る
上
方
を
迂
回
し
行
く
も
の
に
て
、
こ
れ
実
に
非
常
の
大
迂
回
、

全
速
力

一
時
間
以
上
を
費
や
し
ぬ
。

途
中
小
屋
あ
り
し
も
人
居
ら
ざ
り
し
が
、
や
が
て
右
の
山
腹
に
甲
州

以
来
始
め
て
人
影
を
見
る
。
顧
み
れ
ば
余
等
の
い
ま
ま
で
過
ぎ
来
じ
と

こ
ろ
、
山
嶺
重
塁
し
て
見
る
か
ら
に
物
凄
く
よ
く
も
越
え
た
り
と
思
う

ば
か
り
な
り
。
か
く
て
釜
沢
の
人
家
を
左
の
谷
底
に
望
み
し
が
、
こ
こ

に
は
下
ら
ず
直
ち
に
上
蔵
に
向
か
う
。
山
は
じ
だ
い
に
開
け
、
道
は
山

腹
を
穿
ち
、
四
時
十
分
黒
野
田

（当
て
字
）
と
い
う
所
に
至
る
。
山
仕

事
の
人
夫
等
の
宿
る
も
の
に
や
数
多
く
の
小
屋
あ
り
し
も
人
は
居
ら
ざ

り
き
。
こ
れ
よ
り
道
は
い
よ
い
よ
よ
く
、
左
に
は
小
渋
の
渓
流
遠
く
山

ま
た
山
の
間
よ
り
出
で
来
る
を
望
み
、
そ
の
奥
は
赤
石
山
な
る
べ
き
も

雲
は
深
く
鎖
し
た
り
。
こ
こ
に
至
り
て
余
も
晃
平
も
疲
弊
困
億
元
気
阻

喪
、
山
も
谷
も
目
に
入
ら
ず
た
だ
道
の
下
る
に
し
た
が

っ
て
茫
然
足
を

運
ぶ
の
み
な
り
し
が
、
漸
く
六
時
少
し
前
、
上
蔵
に
達
し
、
こ
こ
に
再
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び
俗
界
の
人
と
な
れ
り
。
上
蔵
は
家
造
り
頗
る
よ
く
白
壁
相
望
み
な
か

な
か
気
の
き
き
た
る
部
落
な
り
。
案
内
晃
平
は
明
日
ま
た
引
き
返
し
て

甲
州
に
向
か
う
な
れ
ば
、
遂
に

一
民
家
を
頼
み
て
上
蔵
に
泊
す
る
こ
と

と
な
り
、
即
ち
労
を
謝
し
て
分
か
れ
、
余
は
さ
ら
に
進
ん
で
大
河
原
市

場
に
至
り
今
井
旅
店
に
投
ず
。
時
に
六
時
四
十
五
分
な
り
。
小
西
股
、

大
河
原
間

一
日
程
に
は
甚
だ
骨
折
れ
た
り
。
大
河
原
市
場
に
は
、
郵
便

局
、
尋
常
高
等
小
学
校
、
巡
査
駐
在
所
、
理
髪
店
等
も
あ
り
て
、
大
都

会
に
出
で
た
る
に
思
え
り
き
。

天
下
の
絶
境
田
代
山
奥
無
事
こ
れ
を
横
断
し
去
り
、
余
に
取
り
て
は

未
曾
有
の
成
功
な
り
き
。
大
河
原
に
来
た
り
て
尋
ぬ
る
に
、
こ
の
道
新

開
当
時
は
暫
ら
く
措
き
、　
一
旦
荒
廃
に
帰
し
て
よ
り
二
十
幾
星
霜
、
猟

夫
等
は
別
と
し
、
通
常
旅
客
の
こ
れ
を
越
え
し
も
の
未
だ
か
つ
て
こ
れ

あ
る
を
聞
か
ず
、
余
を
以

っ
て
そ
の
噌
矢
と
な
す
に
お
い
て

一
致
し
、

余
の
得
意
は
果
た
し
て
如
何
ば
か
り
な
り
し
ぞ
や
。
さ
り
と
て
は
世
の

登
山
家
も
ま
た
為
す
な
き
か
な
等
、
万
丈
の
大
気
炎
を
吐
き
た
り
。
し

か
し
あ
ま
り
威
張
り
過
ぎ
た
る
天
罰
に
や
、
次
い
で
試
み
た
る
赤
石
登

山
に
は
、
今
度
は
未
曾
有
の
大
失
敗
を
こ
そ
招
き
け
れ
。

六
日
、
微
雨
。
七
日
、
大
雨
。
か
つ
心
身
体
養
の
た
め
両
日
大
河
原

に
滞
留
す
。
八
日
、　
一
天
快
晴
、
即
ち
諸
般
の
準
備
を
整
え
、　
一
壮
漢

を
導
と
し
、
午
前
五
時
大
河
原
出
発
、
赤
石
山
に
向
か
う
。
上
蔵
、
釜

沢
を
過
ぎ
、
九
時
小
渋
温
泉
に
達
す
。
こ
れ
よ
り
片
道
十
八
回
と
聞
き

及
ぶ
小
渋
川
の
渡
渉
を
始
め
し
が
、
前
日
の
雨
に
て
増
水
な
お
八
寸
以

上
、
深
さ
磨
の
辺
り
に
達
し
た
れ
ば
渡
渉
の
困
難
ほ
と
ん
ど
名
状
す
べ

か
ら
ず
。
黒
部
川
以
来
激
流
渡
渉
を
恐
れ
し
身
に
て
あ
り
な
が
ら
、
さ

ま
で
と
は
思
わ
ず
し
て
こ
の
難
流
に
対
し
何
の
準
備
す
る
と
こ
ろ
な
か

り
し
こ
そ
不
覚
な
れ
。
流
さ
る
る
に
垂
ん
と
し
て
わ
ず
か
に
導
者
に
支

え
ら
れ
つ
つ
、
ほ
と
ん
ど
命
懸
け
の
冒
険
を
以

っ
て
漸
く
五
回
の
渡
渉

を
終
わ
り
し
が
、
ち
ょ
う
ど
流
れ
に
臨
め
る
絶
崖
を
横
過
せ
ん
と
し
て

誤
り
て
足
滑
ら
し
、
た
ち
ま
ち
河
中
に
墜
落
せ
り
。
こ
こ
幸
い
に
し
て

崖
し
か
く
深
か
ら
ざ
り
し
よ
り
、
大
怪
我
も
な
く
流
さ
れ
も
せ
ざ
り
し

が
、
衣
服
、
雑
嚢
を
濡
れ
鼠
に
し
た
る
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
左
足
を

挫
傷
し
て
歩
行
を
難
ず
る
に
至
り
、
こ
こ
に
空
し
く
碧
瑠
璃
の
如
く
晴

れ
渡
り
し
天
を
仰
ぎ
て
、
登
山
を
中
止
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
り
、

天
晴
器
量
の

一
段
を
下
げ
た
り
き
。
か
く
て
踵
を
巡
ら
し
て
日
没
大
河

原
に
帰
る
。
翌
九
日
、
天
候
ま
た
不
良
に
陥
り
、
暑
中
休
暇
も
尽
き
ん

と
し
、
し
か
も
足
痛
甚
だ
し
く
ほ
と
ん
ど
跛
曳
か
ぬ
ば
か
り
の
あ
り
さ

ま
に
て
、
所
詮
登
山
再
挙
の
望
み
も
絶
え
、
即
ち
こ
れ
よ
り
直
ち
に
帰

京
す
る
こ
と
と
定
め
た
り
。

十
日
、
雨
天
。
さ
れ
ど
高
山
登
り
に
あ
ら
ざ
る
以
上
、
雨
中
の
旅
も

ま
た
風
流
と
、
九
時
半
大
河
原
を
発
す
。
足
痛
昨
日
よ
り
は
快
き
も
な

お
歩
行
を
難
じ
た
れ
ば
、
な
る
べ
く
早
く
車
行
の
便
あ
る
地
に
出
で
ん

こ
と
を
求
め
、
伊
那
街
道
飯
島
に
出
づ
る
こ
と
と
す
。
大
河
原
よ
り
小

渋
河
に
沿

っ
て
く
だ
る
こ
と

一
里
、
桶
谷
に
至
り
こ
れ
よ
り
枝
道
に
入

り

（本
道
は
川
を
渡
り
飯
田
方
面
に
至
る
）、
な
お
川
に
沿
い
て
凸
九
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覚
東
な
き
岨
路
を
辿
り
、
桶
谷
よ
り

一
里
半
ば
か
り
に
し
て
四
徳
渡
と

い
う
と
こ
ろ
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
小
渋
川
を
離
れ
峠
に
か
か
り
、
暫
時

に
し
て
こ
れ
を
上
り
つ
む
れ
ば
数
戸
の
茶
店
あ
り
。
時
に
午
後
二
時
、

即
ち
就
い
て
昼
食
す
。
こ
れ
よ
り
西
に
向
か
い
て
下
り
道
と
な
り
、
山

漸
々
浅
く
、
人
家
漸
々
多
く
遂
に
峠
よ
り

一
里
ば
か
り
に
し
て
大
草
と

い
え
る
に
出
づ
。
そ
れ
よ
り
北
し
て
南
向
村
に
入
り
、
左
折
し
て
坂
戸

橋
と
い
え
る
釣
橋
に
よ
り
て
天
竜
川
を
渡
る
。
暮
色
漸
く
蒼
然
、
雨
ま

す
ま
す
激
し
く
、
流
石
に
物
悲
し
き
旅
と
な
り
、
か
く
て
本
郷
を
過
ぎ

与
田
切
川
を
越
え
、
六
時
過
ぐ
る
頃
飯
島
に
着
し
扇
屋
と
い
え
る
に
宿

る
。
大
河
原
よ
り
六
里
く
ら
い
な
る
べ
く
、
し
か
く
分
か
り
よ
き
道
に

あ
ら
ず
。

十

一
日
、
ま
た
雨
天
。
七
時
過
ぎ
馬
車
に
て
飯
島
を
発
し
伊
那
街
道

を
北
行
す
。
赤
穂
、
宮
田
を
経
て
坂
下
に
至
る
。
坂
下
は
即
ち
伊
那
町

の
う
ち
に
し
て
、
参
謀
本
部
二
十
万
分
の

一
図
に
は
伊
那
部
と
記
せ
る

よ
う
な
り
。
坂
下
の
名
最
も
人
口
に
檜
灸
し
付
近
の
盛
地
な
り
。
信
州

駒
ケ
岳
伊
那
方
面
よ
り
登
る
に
は
宮
田

（ま
た
は
赤
穂
）
よ
り
す
れ
ど
、

ま
た
坂
下
よ
り
も
登
り
得
べ
き
が
如
し
。

余
は
坂
下
よ
り
な
お
馬
車
に
乗
り
、
松
島
を
経
て
天
竜
川
を
渡
り
、

平
出
に
至
り
再
び
天
竜
川
を
渡
れ
ば
即
ち
辰
野
に
達
す
。
辰
野
は
即
ち

中
央
東
線
の
停
車
場
あ
る
所
。
伊
那
方
面
に
来
往
す
る
旅
客
多
く
吐
呑

せ
ら
れ
、
宿
駅
甚
だ
賑
わ
え
り
。
こ
こ
に
着
せ
し
は
午
後
二
時
、
例
の

田
舎
の
乗
合
馬
車
に
て
し
か
も
雨
の
中
を
半
日
以
上
揺
ら
れ
た
れ
ば
、

頗
る
気
分
を
悪
し
く
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
わ
ず
か
の
と
こ
ろ
に
て
ひ

と
汽
車
乗
り
遅
れ
、
空
し
く
二
時
間
余
を
待
た
さ
れ
た
り
。
こ
れ
よ
り

東
京

へ
行
く
に
は
甲
府
を
経
過
し
行
く
が
当
然
な
れ
ど
も
、
来
る
時
と

同
じ
線
路
に
帰
る
は
面
白
か
ら
ず
と
、
長
野
を
迂
回
す
る
こ
と
と
な
り
、

こ
の
日
は
長
野
に

一
泊
。
翌
十
二
日
帰
京
す
。
連
日
雨
天
な
お
晴
れ
ず
。

返
す
返
す
田
代
山
奥
横
断
中
天
候
の
順
な
り
し
を
喜
び
し
が
、
上
蔵
よ

り
甲
州

へ
引
き
返
し
た
る
大
村
晃
平
は
、
途
中
雨
に
遇
い
て
如
何
に
せ

し
や
と
気
遣
わ
れ
、
問
い
合
わ
せ
の
葉
書
を
送
り
た
る
に
、
無
事
帰
村

し
た
る
旨
の
返
事
あ
り
き
。

∧
『山
岳
』
第
３
年
第
３
号
か
ら
再
録
∨

荻
野
音
松
君
を
憶
う

本
年
七
月
二
十

一
日
、
自
分
は
高
頭
君
と
、　
一
緒
に
天
竜
川
下
り
の

舟
を
下
り
、
東
岸
の
満
島
と
い
う
村
落
に
上
陸
し
て
、
田
村
嘉
輔
と
い

う
旅
舎
に
泊
ま

っ
た
。
そ
う
し
て
友
人
に
七
、
八
枚
の
ハ
ガ
キ
を
書
き

な
ぐ

っ
て
投
函
し
た
。
無
論
荻
野
音
松
君
に
第

一
に
宛
て
た
。
荻
野
君

小

島

烏

水
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が
大
井
川
の
上
流
田
代
山
奥
を
横
断
せ
ら
れ
た
の
は
、
自
分
が

『
日
本

山
嶽
志
』
の
赤
石
に
増
補
し
た
六
号
活
字

一
行
か
ら
思
い
立

っ
た
の
だ

と

『
山
岳
』
に
書
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
実
を
い
う
と
、
自
分
が
荻

野
氏
に
負
う
と
こ
ろ
は
、
さ
ら
に
以
上
の
も
の
が
あ

っ
た
。
第

一
に
大

井
川
上
流
に
湖

っ
て
白
峰
三
山
に
入
る
に
至

っ
た
の
も
、
同
君
の
あ
の

紀
行
文
に
興
味
を
有
し
た
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
西
山
温
泉
を
起
点
と

し
た
の
も
、
比
較
的
好
案
内
人
を
そ
こ
で
雇
い
得
た
の
も
、
皆
同
氏
紀

行
文
に
よ
り
て
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
こ
の
田
村
旅
店
に
投

宿
し
た
の
も
、
ま
た
同
君
が
前
号
に
載
せ
た

「天
竜
川
を
下
る
記
」
の

と
お
り
を
履
行
し
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
自
分
た
ち
の
旅
行
は
荻
野
君

の
先
雌
を
踏
ん
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
、
そ
れ
が
幸
い
に
完
成
に

近
づ
こ
う
と
し
た
の
だ
か
ら
、
自
分
は
愉
快
で
愉
快
で
た
ま
ら
な
い
。

い
の

一
番
に
君
の
と
こ
ろ
ヘ
ハ
ガ
キ
を
出
し
た
。
荻
野
君
が
も
し
在
宅

せ
ら
れ
て
あ
の
ハ
ガ
キ
を
読
ん
だ
ら
、
先
年
の
興
を
思
い
起
こ
し
て
会

心
の
笑
い
を
催
し
て
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思

っ
た
。
な
ん
だ
か
荻
野

君
の
会
心
の
笑
い
が
自
分
の
胸
ま
で
刹
那
に
反
響
し
て
く
る
よ
う
な
気

持
ち
が
し
た
。

帰

っ
て
か
ら
ま
た

ハ
ガ
キ
を
書
い
て
、
爾
後
旅
行
の
経
過
を
報
告
し

た
が
、
君
は
も
う
旅

へ
出
ら
れ
た
こ
と
と
直
覚
で
決
め
て
い
る
か
ら
、

格
別
は
返
事
の
来
な
い
の
も
気
に
留
め
て
い
な
か

っ
た
。

す
る
と

ハ
ガ
キ
が
来
た
。
表
に

「音
松
父
荻
野
勝
五
郎
」
と
あ
る
。

な
ん
だ
か
お
か
し
い
と
思

っ
た
。
ひ
ょ
い
と
裏
返
す
と
、
「倅
音
松
事
、

二
十
八
日
急
性
脳
膜
炎
に
て
死
去
…
…
」
。
自
分
は
茫
然
と
し
て
し
ま

っ

た
。
驚
愕
と
い
う
ほ
ど
の
弾
力
な
ど
あ
る
も
の
か
。
あ
の
荻
野
君
が
、

い
ま
自
分
の
敷
い
て
い
る
布
団
に
座

っ
た
こ
と
の
あ
る
あ
の
荻
野
君
が
、

こ
の
部
屋
で
粗
末
な
食
事
を
し
な
が
ら
山
の
話
で
夢
中
に
な

っ
て
い
た

二
人
、
そ
の
対
手
の
あ
の
荻
野
君
が
…
…
、
ま
あ
ど
う
し
て
死
な
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
な
る
と
現
実
と
夢
の
線
が
怪
し
く
な

っ
て
来
る
。

人
は

一
度
よ
り
多
く
死
ぬ
こ
と
は
出
来
ぬ
か
ら
、
自
分
で
自
分
の
死
に

対
面
す
る
こ
と
も
し
た
が

っ
て
出
来
な
い
。
し
か
し
親
友
の
死
ん
だ
と

き
に
初
め
て
親
友
を
通
し
て
自
分
を
通
し
て
、
自
分
の
死
に
対
面
す
る

気
に
な
る
。
恰
も
こ
の
時
の
自
分
が
そ
の
ま
ま
の
感
じ
だ
。

荻
野
君
が
山
岳
会
の
特
別
会
員
に
な
ら
れ
て
間
も
な
い
と
き
の
こ
と

で
あ

っ
て
、
自
分
に
宛
て
、
大
井
川
の
上
流
を
自
峰
山
脈
か
ら
赤
石
山

脈

へ
と
か
け
て
横
断
し
た
と
い
う

ハ
ガ
キ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
紀
行

を

『
山
岳
』
に
載
せ
た
い
と
思

っ
た
か
ら
、
在
京
の
幹
部
員
某
氏
に
原

稿
を
も
ら
う
よ
う
に
と
依
頼
し
た
。
某
氏
は
、
特
別
会
員
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
荻
野
君
の
問
構
え
ら
し
い
邸
宅
を
予
想
し
て
探
し
た
が
そ
れ

ら
し
い
宅
が
な
い
。
尋
ね
あ
ぐ
ん
で
側
の
焼
き
芋
屋
に
寄
り
、
こ
の
辺

り
に
荻
野
と
い
う
お
方
が
お
い
で
で
す
か
と
訊
ね
る
と
、
私
の
と
こ
ろ

が
荻
野
で
…
。
某
氏
は
そ
の
意
外
に
驚
き
な
が
ら
、
三
階
に
通
さ
れ
て
、

初
め
て
荻
野
君
に
対
面
し
た
、
と
後
で
自
分
に
通
信
し
た
こ
と
が
あ
る
。

今
思
う
と
、
荻
野
君
は
非
営
利
事
業
な
る
山
岳
会
の
成
立
を
危
ぶ
み
な

が
ら
も
、
ど
う
か
潰
し
た
く
な
い
と
い
う

一
心
か
ら
進
ん
で
特
別
会
員
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『山岳』第 3年第 3号から再録

に
入
会
せ
ら
れ
た
ら
し
い
。
荻
野
君
は
す
べ
て
の
点
に
そ
う
い
う
情
誼

の
温
か
い
人
で
あ

っ
た
。

大
井
川
の
紀
行
と
い
う
の
は
、
『
山
岳
』
第

一
年
第
二
号

「
日
本
ア

ル
プ
ス
の
巻
」
開
巻
第

一
に
載

っ
て
い
る

「
田
代
山
奥
横
断
記
」
が
そ

れ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
荻
野
君
が
初
め
て
足
跡
を
印
し
た
第

一
旅
客
、

ま
た
第

一
紹
介
者
で
あ
ろ
う
。
『
山
岳
』
第
二
年
第
二
号
の

「
甲
州
国

司
嶽
紀
行
」
も
、
同
君
に
よ

っ
て
最
初
に
世
の
愛
山
家
に
紹
介
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
同
君
の
文
を
作
る
こ
と
、
周
密
精
緻
、
字
画
と
い
い
、
字

配
り
と
い
い
、
版
に
刷

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
て
き

っ
と
手
元
に

原
文
通
り
の
複
本
を
準
備
し
て
お
か
れ
る
。
原
稿
が
編
者
の
手
に
渡

っ

て
か
ら
も
、
何
枚
日
、
何
行
日
、
何
番
目
の
某
字
は
某
字
に
改
め
ら
れ

た
し
な
ど
と
注
文
し
て
来
る
。
ど
う
か
す
る
と
、　
一
日
お
き
く
ら
い
に

訂
正
の
注
文
状
が
来
る
こ
と
が
あ
る
。
い
つ
か
活
版
職
工
の
あ
や
ま
ち

で
、
氏
の
原
稿
の
末
尾
を

一
枚
紛
失
し
た
こ
と
が
あ
る
。
氏
に
照
会
す

る
と
、
例
の
複
本
か
ら
引
き
離
し
て
、
す
ぐ
原
文
に
継
ぎ
合
わ
し
て
く

れ
た
。
こ
う
い
っ
た
綿
密
な
と
こ
ろ
は
大
概
な
人
に
は
真
似
が
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
く
せ
荻
野
君
は
、
毎
年
脚
気
で
悩
ま
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
歩
行

も
遅
々
と
す
る
ほ
う
だ
し
、
体
格
も
頑
丈
ど
こ
ろ
か
、
せ
い
ぜ
い
十
人

並
み
と
い
く
か
い
か
ぬ
か
く
ら
い
で
あ
る
。
登
山
旅
行
を
さ
れ
て
も
、

人
が
三
日
で
終
わ
る
ほ
ど
の
道
筋
に
五
日
か
、
甚
だ
し
き
は
七
曰
く
ら

い
も
費
や
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
れ
で
ど
う
し
て
登
山
旅
行
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
と
、
自
分
の
こ
と
は
棚
に
あ
げ
て
平
常
か
ら
不
思
議
に
思

っ

て
い
た
。
荻
野
君
の
父
君
の
手
紙
に

「
天
命
如
何
と
も
致
し
が
た
き
こ

と
と
、
強
い
て
諦
め
候
え
ど
も
、
学
業
も
お
よ
そ
は
成
り
た
る
今
日
、

他
に
兄
弟
も
な
き

一
人
の
相
続
人
の
こ
と
と
て
、
期
待
す
る
こ
と
も
こ

れ
あ
り
候
い
し
に
、
空
に
帰
り
候
次
第
、
ご
推
察
を
仰
ぎ
候
…
…
。
音

松
事
は
、
幼
少
の
頃
よ
り
い
ま
に
及
ぶ
ま
で
、　
一
般
普
通
の
人
よ
り
は

ほ
と
ん
ど
変
人
を
以

っ
て
さ
れ
、
小
学
時
代
よ
り
朋
友
と
す
る
も
の
な

く
、
自
身
か
え

っ
て
得
意
に
候
ほ
ど
ゆ
え
、
高
等
商
業
学
校
在
学
中
は

一
種
別
物
と
の
趣
も
見
え
候
え
ど
も
実
は

一
向
意
に
介
さ
ず
。
実
は
小

生
に
お
い
て
は
、
本
人
が
品
行
厳
正
に
て
軽
浮
の
風
な
く
、
卒
業
を
急

が
ず
、
平
々
凡
々
た
る
と
こ
ろ
に
望
を
嘱
せ
し
次
第
に
御
座
候
…
…
。

音
松
事
は
十
四
、
五
歳
よ
り
旅
行
を
好
み
、
時
に
は
深
山
幽
谷
に
て
道

を
失
せ
し
様
な
る
こ
と
は
聞
き
及
び
候
え
ど
も
、
多
少
の
教
育
あ
る
身
、

そ
の
性
行
に
徴
し
て
も
無
謀
の
こ
と
も
致
す
ま
じ
き
と
思
い
お
り
候
ゆ

え
に
、
請
う
が
ま
ま
に
そ
の
都
度
快
諾
い
た
せ
し
次
第
に
候
」
と
、
こ

の
自
然
児
を

一
夕
に
し
て
奪
い
去
ら
れ
た
こ
と
を
痛
恨
す
る
。
聞
け
ば
、

君
は
高
等
商
業
の
本
科
を
卒
業
さ
れ
、
専
攻
部
に
入
ら
れ
て
多
年
の
造

詣
を

一
論
文
に
集
中
さ
れ
、
脱
稿
提
出
後
に
わ
か
に
こ
の
世
を
去
ら
れ

て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
遺
憾
の
極
み
で
は
な
い
か
。

こ
こ
に
父
君
よ
り
送
ら
れ
た
二
枚
の
写
真
の
う
ち
、
旅
姿
の
君
を
掲

げ
る
。
金
ボ
タ
ン
の
制
服
を
つ
け
た
方
を
載
せ
ず
に
、
こ
の
方
を
掲
げ

た
わ
け
は
、
君
の

「
田
代
山
奥
横
断
記
」
に

「余
は
黒
飛
自
の
単
衣
を
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着
し
、
雑
嚢
を
肩
に
掛
け
、
着
莫
産
を
纏
い
、
麦
藁
帽
子
を
戴
き
、
蝙

蝠
傘
を
携
え
た
る
等
、
登
山
旅
行
に
似
合
わ
し
か
ら
ぬ
扮
装
な
り
」
と

あ
る
を
思
い
出
し
て
、
往
時
の
君
の
面
影
を
偲
び
た
い
か
ら
で
あ
る
。

君
の
死
は
我
が
山
岳
会
の

一
大
損
失
で
あ
る
―
―
自
分
た
ち
の
こ
と

ば
か
り
い
う
よ
う
だ
が
―

君
の
生
彩
あ
る
文
章
は
三
度
と
我
が
誌
面

に
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
残
念
で
た

ま
ら
な
い
。

墳
螢
の
中
か
ら
、
君
は
お
そ
ら
く
唯

一
の
友
人
な
る
我
が
山
岳
会
の

前
途
を
心
配
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
岳
会
も
微
力
の
我
々

同
志
者
と
、
同
好
諸
君
の
共
助
に
よ

っ
て
、
あ
く
ま
で
も
維
持
す
る
決

心
で
あ
る
。
安
ら
か
に
眠
り
た
ま
え
、
君
。

（編
者
註
Ｈ
原
文
に
は
写
真
が
入

っ
て
い
る
が
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
割
愛
し
た
。
）

未
知

の
世
界
を
世

に
紹
介
し
た
荻
野
音
松

―
「駿
州
田
代
山
奥
横
断
記
」
解
説
―

「駿
州
田
代
山
奥
横
断
記
」
は
荻
野
音
松
が

一
九
〇
六

（
明
治
三
十

九
）
年
甲
州
湯
島

（現
、
早
川
町
）
か
ら
転
付
峠
の
北
を
越
え
て
大
井

川
東
俣

へ
下
り
、
同
西
俣
か
ら
三
伏
峠
を
越
え
て
大
河
原

（現
、
大
鹿

村
）

へ
と
下

っ
た
時
の
紀
行
文
で
あ
る
。
こ
の
紀
行
は

『
山
岳
』
第

一

年
第
二
号
の
巻
頭
を
飾

っ
た
。
こ
の
号
は
扉
に

「
日
本
ア
ル
プ
ス
の
巻
」

と
あ
り
、
探
検
期
の
日
本
ア
ル
プ
ス
特
集
号
で
あ

っ
た
。
当
時
は
大
井

川
源
流

一
帯
を
田
代
山
と
呼
ん
で
い
た
。
登
山
者
の
日
か
ら
見
た
初
の

南
ア
ル
プ
ス
登
山
記
で
あ
り
、
登
山
史
上
に
も
大
き
な
意
義
を
持

つ
一

編
で
あ
る
。

荻
野
音
松
は

一
八
八
二

（明
治
十
五
）
年
東
京

ｏ
日
本
橋
に
生
ま
れ

た
。
高
等
商
業
本
科
を
卒
業
し
、
専
攻
部
に
進
み
論
文
を
提
出
後
間
も

な
く
、
二
十
六
歳
で
病
没
し
た
。　
一
九
〇
六
年
に
山
岳
会
に
入
会
し
て

わ
ず
か
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
登
山
の
世
界
で
は
無

名
で
は
あ

っ
た
が
、
山
岳
会
に
は
特
別
会
員
と
し
て
入
会
し
、
小
島
鳥

水
を
し
て

「特
別
会
員
に
名
を
列
し
た
人
は
…
…
貴
族
や
大
名
た
ち
で

は
あ

っ
た
が
、
会
費
を
払

っ
て
く
れ
た
人
は
幾
何
も
な
か

っ
た
。
…
…

然
る
に
荻
野
音
松
な
る
名
で
特
別
会
費
を
申
し
込
み
、
会
費
を
キ
チ
ン

と
払
い
込
ん
で
く
れ
た
篤
志
家
が
あ

っ
た
…
…
」
（『
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
の

手
記
』
）
と
、
さ
ら
に
は

「
君
の
死
は
我
が
山
岳
会

の

一
大
損
失

で
あ

る
」
と
書
か
し
め
た
。

荻
野
音
松
が
書
い
た
も
の
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た

「駿
州
田
代
山
奥

横
断
記
」
の
他
に

『
山
岳
』
第
二
年
第
二
号
に

「甲
州
国
司
嶽
紀
行
」
、

同
第
二
年
第
二
号
に

「天
竜
川
を
下
る
記
」
が
あ
る
。
「
甲
州
国
司
嶽

紀
行
」
は
田
代
山
奥
横
断
に
先
だ

っ
て
国
司
岳
に
登

っ
た
紀
行
で
あ
り
、

南

川

金
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「駿
州
田
代
山
奥
横
断
記
」
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
未
知
の
世
界
で
あ

っ

た
南
ア
ル
プ
ス
や
奥
秩
父
が
彼
の
緻
密
な
文
章
に
よ

っ
て
世
に
知
ら
し

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も

っ
と
長
生
き
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
も
大
変

な
山
登
り
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
に
大
折
が
惜
し
ま
れ
る
。

田
代
山
奥
横
断
の
ル
ー
ト
を
簡
単
に
追

っ
て
み
る
。
甲
州
鰍
沢
か
ら

出
頂
の
茶
屋
を
越
え
て
早
川
の
湯
島
に
下
り
、
下
湯
島
の
猟
師

・
大
村

晃
平
を
案
内
に
南
ア
ル
プ
ス
山
中
に
入
る
。
本
来
の
新
倉
か
ら
転
付
峠

を
越
え
る
道
は
荒
廃
し
て
い
て
通
れ
な
い
と
あ

っ
て
、
新
沢
峠
を
越
え

る
。
新
沢
峠
は
転
付
峠
の
北
約
ニ
キ

ロ、
現
在
の
地
図
に
は
別
当
代
山
と

あ
る
国
境
稜
線
か
ら
東
に
伸
び
る
尾
根
の
南
面
を
越
え
る
。
「
参
謀
本

部
の
三
角
測
量
櫓
あ
り
て
…
」
と
あ
る
の
は
別
当
代
山
の
三
角
点
で
あ

ろ
う
。
同
三
角
点
の
設
置
は

一
九
〇
二
年
で
あ
る
か
ら
、
時
期
的
に
も

符
合
す
る
。
た
だ
、
「眺
望
よ
し
と
聞
き
し
が
…
」
と
あ
る
が
、　
一
九

九
五
年
に
筆
者
が
登

っ
た
時
に
は
周
囲
に
樹
林
が
あ

っ
て
そ
れ
ほ
ど
よ

い
展
望
で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
東
西
に
伸
び
る
稜
線
の
南
側
に
は
高
原

状
の
疎
林
の
広
が
り
が
あ
り
、
そ
の
下
に
一
条
の
微
か
な
踏
み
跡
が
あ

っ

て
、
か
つ
て
そ
こ
に
峠
道
が
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
雰
囲
気
が
残

っ

て
い
た
。
国
境
稜
線

（現
在
は
県
界
稜
線
の
す
ぐ
西
側
を
林
道
が
通
り

転
付
峠
の
南
ま
で
伸
び
て
い
る
）
か
ら
大
井
川
東
俣
側

へ
急
下
降
し
て

ジ
ャ
ガ
沢
に
下
る
。
東
俣

へ
と
下
り
、
塩
見
岳
蝙
蝠
尾
根
の
末
端
を
ト

ラ
バ
ー
ス
し
て
大
井
川
西
俣
に
下
り
、
小
西
俣
小
屋
を
経
て
三
伏
峠
に

至
る
。
小
西
俣
か
ら
は
鳥
帽
子
岳
の
東
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
。
「
右

に
常
に
間
ノ
岳
を
望
み
…
」
と
あ
る
の
は
塩
見
岳
の
こ
と
で
あ
る

（
こ

の
時
代
に
は
ま
だ
塩
見
岳
の
山
名
は
確
定
せ
ず
、
河
田
黙
に
よ
る

『
山

岳
』
第
四
年
第
二
号
の

「三
峯
川
の
上
流

（荒
川
岳
及
仙
丈
岳
を
登
る

記
）
」
の
荒
川
岳
は
三
峯
川
支
流
の
荒
川
の
源
頭
の
山
す
な
わ
ち
塩
見

岳
で
あ
り
、
『
山
岳
』
第
五
年
第

一
号
の

「白
峰
及
び
赤
石
山
脈
縦
横

記
」
に
は

「白
峰
の
間
ノ
岳
」
と

「赤
石
の
間
ノ
岳
」
が
登
場
し
て
い

る
）
。こ

の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
荻
野
音
松
は
大
村
晃
平

の
話
と
し
て
、

「
明
治
七
、
八
年
の
頃
、
…
…
信
州
大
河
原
の
沢
戸
亀
作
と
い
え
る
も

の
主
導
と
な
り
開
撃
し
た
る
も
の
な
り
し
」
と
記
し
て
い
る
が
、
『
大

鹿
村
誌
』
に
よ
れ
ば
開
通
は
十
年
ほ
ど
後
に
な
る
。

江
戸
時
代
の
大
河
原
村
、
鹿
塩
村
の
山
は
幕
府

へ
の
税
を
材
木
で
納

め
る
博
木
山
で
あ

っ
た
か
ら
、
博
木
の
割
り
出
し
や
御
用
材
の
伐
り
出

し
が
盛
ん
で
あ

っ
た
が
、
大
河
原
村
に
は

「駿
州
田
代
山
御
用
材
伐
り

出
し
の
柚
、
日
雇
い
人
夫
の
米
、
味
噌
、
酒
、
草
履
な
ど
を
大
河
原
村

百
姓
が
三
伏
峠
越
え
で
運
搬
し
て
駄
賃
稼
ぎ
を
し
た
」
と
い
う
安
政
五

年

（
一
八
五
八
）
の
文
書
が
残

っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
三

伏
峠
越
え
の
山
道
が
あ

っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

明
治
七
年
大
河
原
村
の
沢
戸
亀
作
ら
二
人
が
新
甲
州
街
道
開
撃
を
発

議
し
て
田
代
村
内
の
通
過
承
認
を
求
め
る
と
と
も
に
、
筑
摩
県
令
に
願

い
書
を
提
出
し
て
い
る
。
田
代
村

へ
の
道
路
開
撃
を
求
め
る
理
由
は

「甲
州
切
石
、
鰍
沢
辺
り
の
物
品
が
信
州
飯
田
へ
送
ら
れ
る
に
は
、
富
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士
川
支
流
の
釜
無
川
に
沿
う
教
来
石
に
到
り
、
金
沢
峠
を
越
え
て
高
遠

を
経
て
飯
田
へ
四
十
里
。
し
か
し
甲
州
新
倉
か
ら
駿
州
国
境
ま
で
三
里
、

田
代
村
地
内
六
里
、
大
河
原
村
ま
で
三
里
、
以
上
十
二
里
の
山
道
を
切

り
開
け
ば
二
十
里
余
短
縮
し
て
飯
田
へ
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

も
の
で
あ

っ
た
。
翌
明
治
八
年
に
は
甲
州
早
川
村
、
新
倉
村
の
戸
長
に

わ
た
り
を

つ
け
、
同
十

一
年
に
は
伊
那
郡
十
七
町
村
連
名
で
県
に
新
道

開
撃
願
い
を
提
出
、
同
十
六
年
大
河
原
地
内
の
開
撃
許
可
が
下
り
て
い

る
。
そ
し
て
明
治
十
九
年
十

一
月
九
日
付
け
で

「落
成
に
つ
き
甲
信
新

道
御
見
分
願
」
が
県
に
出
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
開
通
は
明
治
十

九
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
県
は

「願
い
の
趣
詮
議

に
及
び
難
き
事
」
と
し
て
竣
工
検
査
は
し
て
い
な
い
。
十

一
月
で
ぁ
る

か
ら
三
伏
峠
は
す
で
に
雪
で
あ
り
、
実
際
の
利
用
は
翌
年
か
ら
で
あ

っ

た
だ
ろ
う
が
、
利
用
者
が
少
な
く
改
修
さ
れ
な
か

っ
た
と
あ
れ
ば
、
た

ち
ま
ち
に
荒
廃
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
新
道
開
撃
と
い
っ
て
も
、

三
伏
峠
越
え
の
山
道
が
あ
り
、
恐
ら
く
は
転
付
峠
越
え
の
山
道
も
あ

っ

た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
形
で
整
備
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

今
日
、
登
山
者
の
日
か
ら
見
て
も
随
分
大
胆
な
発
想
で
あ
る
。
以
上
の

よ
う
な

『
大
鹿
村
誌
』
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
荻
野
音
松
が
通

っ
た
の

は
開
通
の
二
十
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が

っ
て
、
田
代
山
奥
を
横
断
し
た
の
は
荻
野
音
松
が
初
め
て
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
が
記
し
て
い
る
と
お
り
、
登
山
者
と

し
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
恐
ら
く
彼
が
最
初
で
あ
り
、
全
く
情
報
の

な
か

っ
た
世
界
が
彼
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
世
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
大

き
な
意
義
が
あ

っ
た
。
荻
野
音
松
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
と
い
う

『
日
本

山
嶽
志
』
の
赤
石
岳
に
関
す
る
小
島
烏
水
の
追
補
記
事

の
中

の

「
（
こ

こ
よ
り
峰
伝
い
に
て
、
甲
州
切
石
を
経
、
鰍
沢
方
面
に
行
く
間
道
あ
り

と
い
う
）
」
の

一
行
は
、
恐
ら
く
烏
水
が
前
記
甲
信
新
道
の
こ
と
を
ど

こ
か
で
耳
に
し
て
、
そ
れ
を
書
き
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上

の
情
報
は
何
も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

小
島
烏
水
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
「駿
州
田
代
山
奥
横
断
記
」

は

悪
沢
岳
に
関
す
る
最
初
の
報
告
で
あ

っ
た
。
南
ア
ル
プ
ス
の
核
心
部
と

も
い
う
べ
き
塩
見
岳
か
ら
赤
石
岳
に
か
け
て
の
山
域
を
踏
査
し
て
み
よ

う
と
の
野
心
的
な
計
画
が
実
行
さ
れ
た
の
は
、
三
年
後
の
明
治
四
十
二

年
で
あ
る
。
小
島
烏
水
、
高
頭
仁
兵
衛
、
高
野
鷹
蔵
、
中
村
清
太
郎
、

三
枝
威
之
介
と
い
う
山
岳
会
草
創
期
の
鉾
々
た
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
パ
ー

テ
ィ
ー
で
あ

っ
た
。　
一
行
は
先
樅
者
荻
野
音
松
の
体
験
に
基
づ
き
、
下

湯
島
で
案
内
人
を
確
保
し
、
新
沢
峠
を
越
え
て
東
俣

へ
下
り
た
。
小
西

俣
か
ら
悪
沢
岳
に
登
り
、
赤
石
岳
に
到
り
小
渋
川

へ
と
下

っ
た
山
行
は
、

探
検
登
山
期
を
飾
る
壮
挙
で
あ

っ
た
。
そ
の
紀
行
文
で
あ
る

『
山
岳
』

第
五
年
第

一
号
の

「白
峰
及
び
赤
石
山
脈
縦
横
記
」
は
今
な
お
わ
れ
わ

れ
に
興
奮
と
感
動
を
も
た
ら
し
、
山
岳
会
草
創
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伝

わ

っ
て
く
る
。
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リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
記
念
号
編
集
委
員
会

編

『
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク

８０
周
年
記
念
号
』

稲
門
山
岳
会
　
二
〇
〇
〇
年
十

一
月
刊

二
〇

。
五
費
ン
×
二

真

ン　
四
二
三
ペ
ー
ジ

早
稲
田
大
学
山
岳
部

編

『
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
畑
』

早
稲
田
大
学
山
岳
部
　
二
〇
〇

一
年
二
月
刊

二
〇

・
五
費
ン
×
二

真

ン　
四
七
二
ペ
ー
ジ

∧
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
　
８０
周
年
記
念
号
∨

〃早
稲
田
の
山
〃
は
、
日
本
の
登
山
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

戦
前
の
穂
高
滝
谷
、
鹿
島
槍
北
壁
の
冬
季
登
攀
の
記
録
、
戦
後
の

「
極
地

法
」
論
や

「
ス
ポ
ー
ツ

ｏ
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
」
論
な
ど
は
、
賛
否
両
論
、
様
々

な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
登
山
界
の
老
舗
で
あ
る
。
登
山
と
は
何
か
、
大

学
山
岳
部
の
意
義
を
考
え
る
上
で
、
早
稲
田
は
、
常
に
重
要
な
発
信
源
に

な

っ
て
き
た
。

『
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク

８０
周
年
記
念
号
』
は
、
こ
う
し
た
早
稲
田
の
山
を
、

一
九
二
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
ま
と
め
て
い
る
。
Ｉ
章
の

「
山
岳
部

の
歩
み
」
は

「
活
動
年
表
」
で
始
ま
る
。
各
年
ご
と
を
見
開
き
ニ
ペ
ー
ジ

を
使
い
、
日
付
け
と
メ
ン
バ
ー
が
入

っ
た
部
と
し
て
の
山
行
の
全
記
録
と
、

そ
の
年
の
重
要
な
文
献
を
納
め
て
い
る
。
参
考
資
料
な
ど
も

一
目
で
分
か

る
簡
潔
か
つ
綿
密
な
力
作
で
あ
る
。
例
え
ば
、
初
年
度
の
大
正
九
年
の
項

で
は
、
「舟
田
二
郎
の
登
山
」
（児
玉
茂
）
の
解
説
が
つ
く
。
そ
れ
は
学
徒

出
陣
や
女
子
学
生
の
入
部
で
あ

っ
た
り
、

ロ
ー
ツ
ェ
ｏ
シ
ャ
ー
ル
遠
征
や

山
の
歌
創
作
な
ど
で
あ
り
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
部
の
歴
史
が
た
ど
れ
る

工
夫
が
あ
る
。

次
の

「
登
山
略
史
」
は
、
創
部
か
ら
二
〇
世
紀
末
ま
で
、　
一
読
す
る
だ

け
で
、
そ
の
時
ど
き
の
エ
ポ

ッ
ク
を
中
心
に
山
岳
部
の
流
れ
が
理
解
で
き

る
。
「山
岳
部
八
〇
年
の
歩
み
は
、
山

へ
登
ろ
う
と
い
う
積
極
的
な
意
思

と
、
山
、
天
候
な
ど
自
然
そ
の
も
の
が
持

っ
て
い
る
危
険
と
の
戦
い
の
歴

史
で
あ

っ
た
」
と
総
括
、
途
中
で
倒
れ
た
部
員

へ
の
追
悼
で
締
め
く
く
る
。

創
刊
号
か
ら

一
〇
号
ま
で
を
ま
と
め
た
、
小
島
六
郎
の

「『
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
』
と
早
大
山
岳
部
」
、
吉
川
尚
郎
の

「映
像
記
録

『
早
稲
田
の
山
』
」
な

ど
の
エ
ッ
セ
イ
も
含
ま
れ
て
い
る
。

Ⅱ
章
は
、
「
山

ｏ
人

ｏ
時
代
」
。
創
部
者
の
舟
田
二
郎
の

「春
の
槍
ケ
岳

へ
」
に
始
ま
り
、
冬
の
滝
谷
で
活
躍
し
た
今
井
友
之
助
の

「雪
の
岩
稜
に

図
　
童
日

紹

介
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魅
せ
ら
れ
て
」
、
ス
ポ
ー
ツ

・
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
を
提
唱
し
た
関
根
吉
都
の

「極
地
法
登
山
」
、
濱
野
吉
生
の

「学
生
ス
ポ
ー
ツ
登
山
の
原
点
」
、　
マ
ナ

ス
ル
、

ロ
ー
ツ
ェ
ｏ
シ
ャ
ー
ル
、

エ
ベ
レ
ス
ト
、
Ｋ
２
登
頂
な
ど
の
登
頂

記
、
そ
し
て
近
藤
等
の

「
モ
ン
ブ
ラ
ン
山
群
、
岩
壁
と
氷
壁
」
、
大
谷
映

芳
の

「山
と
映
像
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
な
ど
二
五
編
の
エ
ッ
セ
イ
が
並

ぶ
。
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
躍
し
た
時
代
を
回
顧
し
た
価
値
あ
る
読

み
物
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は

一
山
岳
部
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
登

山
史
と
重
な
る
内
容
で
、
続
み
ご
た
え
が
あ
る
。

Ⅲ
章
は
、
「資
料
」
。
早
大
山
岳
部
、
稲
門
山
岳
会
会
員
に
よ
る
登
山
関

係
の
著
作

ｏ
翻
訳

・
映
像
作
品
の

一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
会
員
の

著
作
は
創
刊
号
か
ら
数
え
て
百
六
十
余
、
雑
誌
の
論
考

ｏ
記
事

ｏ
記
録
に

至

っ
て
は
千
六
百
五
十
を
超
え
る
。
単
に
、
八
〇
年
を
振
り
返
る
編
集
で

は
な
く
、
原
典
資
料
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
誰
で
も
興
味
を
待

っ
た

内
容
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
計
画
し
、
登
り
、
記

録
す
る
」
と
い
う
山
登
り
の
原
点
を
、
忠
実
に
守

っ
て
き
た
。

〃早
稲
田

の
山
〃
の
面
目
躍
如
の
労
作
で
あ
る
。
克
明
に
資
料
を
発
掘
し
て
、　
一
覧

表
に
で
き
る
点
に
、
早
稲
田
の
底
力
と
も
い
う
べ
き
、
蓄
積
の
深
さ
に
感

嘆
す
る
。

最
近
、
私
の
出
身
山
岳
部

で
は
、
五
十
歳
以
上
の
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
る
と

「山
岳
部
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
論
が
飛
び
交
う
の
が
常

で
あ
る
。
部
員

が
減
少
し
て
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
で
、
「
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の
山
登
り
」

を
標
榜
し
な
が
ら
も
、
日
標
を
見
失
い
が
ち
な
現
役
学
生

へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
多
い
。

早
稲
田
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
。

「
私
は
大
学
山
岳
部
と
い
う
の
は
、
よ
り
高
く
、
よ
り
困
難
を
目
指
し

て
自
己
を
鍛
え
、
自
己
を
成
長
さ
せ
た
い
と
願
う
若
者
の
場
で
あ
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。
（「学
生
ス
ポ
ー
ツ
登
山
の
原
点
」
濱
野
吉
生

・
二
六

二
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
目
標
に
、
異
議
を
唱
え
る
者
は
誰
も
い
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
日
本
に
積
雪
期
の
未
踏
ル
ー
ト
が
数
多
く
存
在
し
、
世
界
中
に

未
踏
峰
が
目
白
押
し
だ

っ
た
七
〇
年
代
ま
で
は
、
よ
り
高
く
、
よ
り
困
難

な
山

へ
、
仲
間
同
士
迷
う
こ
と
な
く
切
磋
琢
磨
し
て
、
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
。

し
か
し
、
現
在
は
未
踏
の
対
象
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
山
登
り
は
細

分
化
し
、
共
通
の
目
標
を
見
出
だ
す
こ
と
は
、
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
学

生
に
と

っ
て
、
昭
和
三
〇
年
代
に
確
立
し
た
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
踏
襲

は
マ
ン
ネ
リ
に
な
り
勝
ち
で
、
先
輩
た
ち
の
栄
光
の
記
録
は
重
荷
と
な
り
、

下
級
生
の
指
導
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
生
活
を
登
山
に
捧
げ
る

に
は
、
興
味
対
象
は
多
過
ぎ
、
自
分
た
ち
の
目
標
を
ど
う
設
定
し
て
よ
い

の
か
、
迷

っ
て
い
る
学
生
が
多
い
。
登
山
の
魅
力
を
知
り
、
困
難
な
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
や
高
所
登
山
を
志
す
学
生
は
、
同
人
組
織
の
ク
ラ
イ
マ
ー
集
団

に
入
る
の
が
、
現
状
だ
。

な
ら
ば
、
大
学
山
岳
部
の
存
在
意
義
は
何
か
？

記
念
誌
を
丁
寧
に
め
く

っ
て
ゆ
く
と
、
様
々
な
提
言
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、　
一
三
七
ペ
ー
ジ
の

「大
学
山
岳
部
の
再
構
築
を
目
指
し
て
」

（
一
九
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八
三
年
）
で
は
、
田
村
修

一
監
督
が

「部
は
学
生
の
為
の
も
の
で
あ
り
、

登
る
の
は
学
生
で
あ
り
ま
す
。
学
生
自
身
の
意
志
に
基
づ
く
、
明
る
く
、

魅
力
あ
ふ
れ
た
部
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（中
略
）
何
よ
り
も
増
し

て
全
員
が
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
尊
さ
と
美
し
さ
を
感
じ
と

っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
記
す
。

た
と
え
山
の
難
度
が
低
く
て
も
、
登
山
者
と
し
て
未
熟
で
あ
ろ
う
と
も
、

自
分
た
ち
で
目
標
を
設
定
し
て
、
そ
れ
を
仲
間
と
達
成
す
る
。
そ
の
喜
び

を
地
道
に
後
輩
に
伝
え
て
行
く
こ
と
こ
そ
、
教
育
の

一
環
で
あ
る
大
学
山

岳
部
の
道
で
は
な
い
か
…
…
。
記
念
誌
に
は
、
こ
れ
か
ら
山
を
志
す
人

へ

の
、
先
人
た
ち
の
ヒ
ン
ト
が
各
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

残
念
な
の
は
、
記
念
誌
に
も

『
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
畑
』
に
掲
載
し
た
近

藤
等
氏
の

「剣
岳
の
遭
難
と
山
岳
部
の
体
質
に
つ
い
て
の
反
省
」
も
掲
載

す
べ
き
で
あ

っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
学
生
の
指
導
法
に
疑
間
を
持

つ
若
手

Ｏ
Ｂ
の
綸
考
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た
か
。
畑
号
と
内
容
が
ダ
ブ

っ

た
と
し
て
も
八
〇
年
を
振
り
返
る
時
、
必
要
な
文
献
で
は
な
か

っ
た
か
。

語
り
継
ぎ
、
歴
史
を
織
り
成
し
て
来
た
稲
門
六
百
人
の
思
い
を
、　
一
堂

に
読
み
知
る
こ
と
の
で
き
る
８０
周
年
記
念
誌
は
、
登
山
が
文
化
で
あ
る
と

い
う
点
に
お
い
て
、
成
功
し
た
と
思
う
。
そ
れ
を
栄
光

へ
の
郷
愁
に
し
て

し
ま
う
の
か
、
そ
れ
と
も

「
こ
れ
か
ら
の
前
進
の
た
め
」
の

″宝
の
山
″

に
す
る
か
は
、
後

へ
続
く
者
の
読
み
方
ひ
と

つ
だ
ろ
う
。

∧
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
畑
∨

早
大
山
岳
部
が
ま
た

一
冊
、
刺
激
的
な
部
報

『
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
畑
』

を
ま
と
め
た
。　
一
九
八
三
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
十
八
年
間
を
編
集
し
た

も
の
で
、
そ
の
形
容
は
、
決
し
て
輝
か
し
い
も
の
で
は
な
い
。
悩
み
、
苦

し
み
、
煩
悶
す
る
大
学
山
岳
部
像
を
あ
り
の
ま
ま
に
呈
示
し
た
号
と
い
っ

て
よ
い
。
大
学
山
岳
部
の
今
後
を
考
え
る
上
で
、
本
質
的
な
議
論
が
盛
り

込
ま
れ
た
点
で
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

巻
頭
の
記
録
は
、
八
四
年
の

「
ア
ン
デ
ス
合
宿
」
、
九

一
年

の

「
ト
リ

ボ
ー
ル
」
で
あ
る
。
前
者
は
現
役
学
生
が
立
案
し
た
意
欲
に
満
ち
た
海
外

合
宿
の
報
告
で
あ
り
、
後
者
は
、
八
〇
〇
〇
屑
峰
に
集
中
す
る
登
山
隊
と

は

一
線
を
画
し
て
、
い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な
パ
キ
ス
タ
ン
の
高
峰

へ
の
登
山

報
告
だ
。
両
隊
を
リ
ー
ド
し
た
大
貫
敏
史
氏
の
軽
妙
な
筆
致
が
、
山
岳
部

と
Ｏ
Ｂ
会
の
矛
盾
を
客
観
視
し
な
が
ら
、
″早
稲
田
の
山
″

の
良
さ
を
表

現
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
二
つ
の
遭
難
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
時
期
が
続
く
。

九
四
年
春
、
剣
岳
で
二
人
が
亡
く
な

っ
た
事
故
は
、
チ
ー
ム
登
山
の
枠
に

閉
じ
こ
も
り
勝
ち
だ

っ
た
山
岳
部
の
体
質
に
あ
る
の
で
は
と
、
原
因
が
追

及
さ
れ
た
。
そ
の
沈
滞
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
企
画
し
た
ネ
パ
ー
ル

ｏ
ク
ン

ブ
山
群
の
合
宿
は
成
功
し
た
も
の
の
、
九
六
年
夏
、
今
度
は
朝
日
連
峰
で

個
人
山
行
中
の
二
年
部
員
が
遭
難
し
た
。
こ
の
事
故
は
同
部
に
深
刻
な
状

況
を
生
み
出
し
た
。

チ
ー
ム
登
山
中
心
の
部
の
運
営

へ
の
批
判
の
中
で
、
部
員
の
意
志
を
尊

重
し
て
許
可
し
た
個
人
山
行
で
の
事
故
。
遺
族
か
ら
部
の
運
営
に
対
す
る

異
議
申
し
立
て
な
ど
、
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
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若
手
Ｏ
Ｂ
た
ち
は
傷

つ
き
、
部
の
指
導
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
大
学
山
岳

部
で
は
無
事
故
が
絶
対
条
件
で
は
あ
る
が
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
不
可
避
な

の
が
登
山
行
為
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
、
事
故
は
起
こ
る
。
そ

の
責
任
は
誰
が
負
う
の
か
？

そ
の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
の
が
、
「
早
稲
田
大
学
山
岳
部
を

考
え
る
」
だ
。
若
手
Ｏ
Ｂ
の
提
言
の
数
々
、
近
藤
等
元
部
長
の
ア
ル
ピ

ニ

ズ
ム
の
考
察
を
踏
ま
え
た
部
の
体
質

へ
の
言
及
、
若
手
の
座
談
会
は
、
山

岳
部
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
、
ま
さ
に

〃刺
激
的
な
論
考
〃
が
並
ん
で

い
る
。

単
純
に
早
稲
田
の
旗
を
振
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
若
手
Ｏ
Ｂ
た
ち

に
対
し
て
、
中
堅
Ｏ
Ｂ
た
ち
は
な
ん
と
か
光
明
を
見
出
だ
そ
う
と
、
昆
補

山
脈
の
未
踏
峰
チ

ョ
ン
ム
ス
タ
ー
グ
蜂
の
遠
征
を
計
画
す
る
。
現
役
五
人

を
加
え
た
二
ヵ
月
に
及
ぶ
活
動
。
そ
の
登
山
報
告
が
、
後
半
の
カ
ラ
ー
グ

ラ
フ
を
飾
り
、
学
生
た
ち
の
生
の
声
が
載
る
。
商
業
公
募
隊
が
企
画
す
る

よ
う
な
八
〇
〇
〇
】
月
峰
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
覇
気
の
な
い
記
念
登
山
で

は
な
く
、
古
い
文
献
か
ら
山
を
見
出
し
偵
察
し
、
き
ち
ん
と
登
頂
し
た
と

こ
ろ
に
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
。

早
稲
田
の
山
が
、
日
本
の
登
山
界

へ
与
え
た
影
響
の
点
で
は
、　
一
九
八

一
年
の
Ｋ
２
西
壁
初
登
攀
が
象
徴
す
る

『
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
畑
』

（
八
二

年
刊
）
の
時
代
で
終
わ

っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
は
大
学
山
岳
部
の
現
役

部
員
が
登
山
界
の

一
線
に
、
か
ろ
う
じ
て
伍
し
た
最
後
の
時
代
と
い
っ
て

も
い
い
。
筆
者
は
、
そ
の
世
代
だ
が
、
部
活
動
で
参
考
に
し
た
の
は
早
稲

田
の
極
地
法
論
で
は
あ

っ
た
が
、
少
人
数
で
果
敢
に
冬
季
登
山
を
日
高
で

実
践
す
る
北
大
山
岳
部
が
理
想
に
映

っ
て
い
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
視
野
に
入

れ
た
と
し
て
も
、
ペ
テ
ガ
リ
を
極
地
法
で
登
る
な
ん
て
、
愚
の
骨
頂
。
北

大
は
何
人
で
登

っ
た
と
思

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
ど
と
、
議
論
し
て
い
た
。

同
じ
疑
間
を
持

つ
男
が
早
稲
田
に
も
い
た
。
同
学
年
の
故

・
竹
中
昇
だ
っ

た
。
山
岳
部
の
現
役
学
生
が
登
山
界
を
リ
ー
ド
し
た
最
後
の
記
録
を
、
敢

え
て

一
つ
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
恵
秀
機
と
竹
中
昇
の

一
九
七
六
年
二
月
の

「大
タ
テ
ガ
ビ
ン
か
ら
八
ツ
峰
」
が
あ
る
。
当
時
、
冬
季

の
剣
岳
東
面
に

二
人
で
入
山
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
は
皆
無
だ

っ
た
。
今
、
そ
の
冬
の
剣
岳
東

面
は
、
登
山
者
の
試
金
石
の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
竹
中
が
言

っ
た
の
は

「人
格
の
陶
冶
の
場
と
し
て
の
山
岳
部
」
だ
っ

た
。
「個
人
の
登
る
意
欲
を
尊
重
し
な
が
ら
、
忌
憚
な
く
批
判
し
、
議
論

で
き
る
山
岳
部
が
理
想
だ
よ
ね
。　
一
つ
の
理
論
に
染
ま
ら
ず
に
…
…
」
と
。

『
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
畑
』
に
は
、
二
回
の
事
故
に
深
く
傷

つ
き
な
が
ら
も
、

真
摯
に
早
稲
田
の
山
を
考
え
続
け
る
若
手
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
い
る
。
悲
し
い
事

故
で
は
あ

っ
た
が
、
こ
の
議
論
こ
そ
が
陶
冶
の
場
で
な
か

っ
た
か
。
世
代

に
よ
る
考
え
の
違
い
も
は

っ
き
り
現
れ
、
や
は
り
刺
激
的
な
畑
号
で
あ
る
。

（文
中
敬
称
略
）

（永
田
　
秀
樹
）

200



図 書 紹 介

東
京
大
学
ス
キ
ー
山
岳
部
七
五
周
年
記
念

『
輝
け
る
と
き
の
記
憶
』

山
と
友
Ⅱ

東
京
大
学
山
の
会
　
二
〇
〇
〇
年
六
月
刊

Ａ
５
判
　
四
四
八
ペ
ー
ジ

「東
大
が
面
白
い
」
と
注
目
し
た
時
期
が
あ

っ
た
。　
一
九
七
〇
年
代

の

後
半
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
志
が
感
じ
と
れ
る
苛
酷
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が

ず

っ
と
続
い
た
。
『岩
と
雪
』
や

『岳
人
』
誌
を
賑
わ
し
て
い
た
し
、
行

動
を
共
に
し
た
仲
間
か
ら
も
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
う
い
う
東

大
の
上
昇
気
流
は
二
十
年
近
く
続
い
た
ろ
う
か
。
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
は

年
間
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
ほ
ぼ
変
わ
る
こ
と
な
く
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
っ

た
。
そ
の
後
、
他
校
と
同
様
、
や
ゝ
低
迷
し
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
二
〇

〇
〇
年

一
月
、
東
京
大
学
ス
キ
ー
山
岳
部

一
年
部
員
の
山
田
淳
君

（
二
〇

歳
）
が
キ
リ

マ
ン
ジ
ャ
ロ
に
登

っ
た
あ
と
続
い
て
ア
コ
ン
カ
グ
ア
に
も
登

っ

た
。
さ
ら
に
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
、

エ
ル
ブ
ル
ー
ス
、
コ
ジ
ウ
ス
コ
、
ビ
ン
ソ

ン
マ
シ
フ
に
登
頂
、
密
か
に
残
る
エ
ベ
レ
ス
ト

ヘ
の
セ
ブ
ン
サ
ミ
ッ
ツ
最

年
少
登
頂
を
目
論
ん
で
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
東
大
の
新

し
い
波
と
い
え
る
。
今
世
紀
に
入

っ
て

『
山
と
漢
谷
』
誌
五
月
号
で
早
稲

田
大
学
四
年
生
の
石
川
直
樹
君

（
日
本
山
岳
会
会
員
、
セ
ブ
ン
サ
ミ
ッ
ツ

登
頂
者
、
非
山
岳
部
員
）
と
の
対
談
が
掲
載
さ
れ
た
。
山
田
淳
君
は
本
書

に

「
ア
コ
ン
カ
グ
ア
登
頂
記
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
東
大
の
開
か
れ
た
自

由
な
気
風
と
好
奇
心
に
燃
え
る
若
者
を
育
む
ス
ケ
ー
ル
が
感
じ
と
れ
て
爽

や
か
で
あ
る
。
あ
た
か
も
さ
な
ぎ
が
脱
皮
し
て
羽
化
す
る
よ
う
な
華
々
し

い
世
代
交
代
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

本
書
は
十
八
年
前
に
出
版
さ
れ
た
五
〇
年
誌

『
山
と
友
』
と
の
連
続
性

を
意
図
し
た
記
念
誌
で
あ
る
。
東
京
大
学
山
の
会
の
幅
広
い
群
像
と
変
転

す
る
世
相
が
詳
ら
か
に
な

っ
て
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
冒
頭
に
記
し
た

一

九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま

っ
た
先
鋭
的
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
余
す
と
こ
ろ
な

く
掲
載
さ
れ
て
い
て
痛
快
で
あ
る
。

初
登
攀
と
ル
ー
ト
開
拓
の
項
で
は
、
剣
岳
小
窓
尾
根
白
萩
川
側
フ
ラ
ン

ケ
、
谷
川
連
峰
赤
谷
川
ド
ウ
ド
ウ
セ
ン
探
検
調
査
、
甲
斐
駒
ケ
岳
南
坊
主

岩
東
壁
、
冬
期

一
ノ
倉
ル
ン
ゼ
登
攀
、
利
根
川
本
谷
と
日
高
山
脈
の
単
独

行
、
南
硫
黄
島
探
検
と
続
く
。
異
色
な
読
み
も
の
と
し
て
は
多
く
の
ヨ
セ

ミ
テ
登
攀
に
も
関
連
の
あ
る

「私
と
フ
リ
ー
の
素
敵
な
関
係
」
が
目
を
ひ

く
。
永
田
東

一
郎
さ
ん

（
一
九
八
二
年
入
会
）
は
、
「
わ
れ
ら
が
世
代
」

の
座
談
会
の
中
で

「自
画
自
賛
が
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
の
こ
ろ

が
部
員
数
が
最
も
多
く
、
技
術
的
水
準
も
高
か

っ
た
。
黄
金
期
と
い
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
自
負
し
て
い
る
。
私
が

「東
大
が
面
白
い
」

と
注
目
し
た
時
期
と
符
号
し
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル

『輝
け
る
と
き
の
記
憶
』

は
素
直
に
頷
け
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
歴
史
を
遡
る
と
決
し
て
順
風
満
帆
の
道
の
り
で
は
な
か

っ

た
。
戦
前
の
有
名
な
剣
沢
の
遭
難
は
伝
説
的
な
も
の
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
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が
、　
一
九
五
九
年
秋
、
滝
谷
の
岩
登
り
合
宿
で
か
け
が
え
の
な
い
六
人
の

命
を
失
い
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
再
建
の
た
め
並
々
な
ら
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
努
力
が
払
わ
れ
た
。
滝
谷
の
亡
霊
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
、
自
主
性

に
基
い
た
技
術
と
安
全
の
確
保
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

「
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
憲
章
」

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
合
宿
を
全
て
と
せ
ず
、
自
己
責
任
に
立
脚
し
た

個
人
山
行
も
重
視
し
よ
う
と
い
う
主
旨
の
憲
章
で
あ

っ
た
。
そ
の
後

「
セ

ミ
ポ
ー
ラ
ー
方
式
」
も
編
み
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ポ
ー
ラ
ー
の
骨
格
の
上

に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
枝
葉
を
広
げ
た
も
の
で
、
上
級
生
も
そ
れ
な
り
に

技
術
面
、
体
力
面
で
鍛
え
ら
れ
、
創
造
性
豊
か
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
期
待

で
き
る
方
式
で
あ

っ
た
。
こ
の
セ
ミ
ポ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
は
難
目
標
を
達

成
す
る
と
い
う
意
味
で
、　
一
九
八
〇
年
の
シ
ブ
リ
ン
、　
一
九
八
四
年
の
Ｋ

７
南
西
稜
の
初
登
頂
に
つ
な
が

っ
た
。
最
後
の
八
〇
〇
】
月
の
城
塞
突
破
の

タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
は

「
垂
直
極
地
法
」
で
克
服
し
た
。

日
本
山
岳
会
の
エ
ベ
レ
ス
ト
や
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
な
ど
で
活
躍
し
た
鹿

野
勝
彦
さ
ん
の

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
鉄
の
時
代
」
の

一
文
と
、
フ
レ
ン
ズ
や
ナ
ッ

ツ
な
ど
を
駆
使
し
た
ヨ
セ
ミ
テ
を
舞
台
に
編
み
出
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
エ

イ
ド
と
呼
ば
れ
る
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ

「
ア
ル
ミ
の
時
代
」
の
浅
沼
順
さ
ん
の

一

文
と
の
対
比
は
実
に
興
味
深
い
。
八
〇
年
代
初
頭
に
現
出
し
た
ピ
オ
レ
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
実
践
も
谷
川
岳

一
ノ
倉
な

ど
で
多
く
の
好
奇
心
に
満
ち
た
Ｏ
Ｂ
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
三
年
、

マ
ナ
ス
ル
偵
察
帰
り
の
田
口
二
郎
さ
ん
は

「
猫
も
杓
子

も
ポ
ー
ラ
ー
方
式
に
よ
る
団
体
行
動
を
や
る
の
は
お
か
し
い
。
そ
れ
が
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
通
じ
る
と
思
う
の
は
論
外
。
山
登
り
の
原
則
は
個
々
人
の
ア
ル

プ
ス
的
登
山
技
術
の
涵
養
に
あ
る
筈
、
戦
後
の
日
本
登
山
界
の
動
向
は
間

違

っ
て
い
る
」
と

一
刀
両
断
に
し
て
い
る
。
山
登
り
の
本
質
を
鋭
く
説
く

田
口
さ
ん
の
持
論
は
、　
一
九
二
八
年
ス
イ
ス
に
遊
び
、
兄

一
郎
さ
ん
と
共

に
ヴ

ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
な
ど
に
登
り
、
さ
ら
に
翌
年
、
グ

ロ
ー
ス
ｏ
シ

ュ

レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
北
東
壁
の
初
登
、　
一
九
四
四
年
の
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ル
ン
北
面

ヤ
ン
グ
尾
根
、
メ
ン
ヒ
北
壁
ラ
ウ
パ
ｌ

ｏ
ル
ー
ト
第
二
登
、
四
五
年
に
は

高
木
正
孝
さ
ん
と
ヴ

ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
北
壁
な
ど
に
登
り
、
山
登
り
の
真

の
悦
び
を
知

っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

「戦
後
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
を
語
る
」
の
座
談
会
の
中
で
、
竹
内
哲
夫
さ
ん
も

「
田
口
さ
ん
は
、
最
近
の
大
学
山
岳
部
の
登
り
方
は
お
か
し
い
ん
じ

ゃ
な

い
か
、
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
合
宿
を
や
り
、
み
ん
な
で
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
雪
の
上

に
行

っ
て
い
る
。
山
と
い
う
も
の
は
も

っ
と
個
人
技
を
追
求
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
か
と
言

っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
の

山
登
り
の
根
底
に
は
個
人
の
目
覚
め
を
示
唆
し
た

「
田
ロ
イ
ズ
ム
」
が
脈
々

と
息
き
づ
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
そ
こ
に
は
旧
体
制
を
凌
駕
す
る

予
兆
が
あ
る
。
山
登
り
の
原
点
回
帰
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

大
学
山
岳
部
が
か
た
く
な
に
固
執
し
て
き
た
極
地
法
登
山
訓
練
が
、
無

残
に
も
打
ち
く
だ
か
れ
た
の
は
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

ｏ
メ
ス
ナ
ー
に
よ
り
八

千
眉
峰

一
四
座
が
登
り

つ
く
さ
れ
た
と
き
で
あ

っ
た
。　
一
九
七
八
年
、
メ

ス
ナ
ー
と

ハ
ー
ベ
ラ
ー
が
無
酸
素

で
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
り
、
全

て
の
八

千
屑
峰
が
ア
ル
パ
イ
ン

ｏ
ス
タ
イ
ル
で
登
れ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
装
備
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図 書 紹 介

や
用
具
の
新
素
材
開
発
や
食
糧
の
軽
量
化
と
相
ま

っ
て
、
大
が
か
り
な
組

織
登
山
の
無
用
論
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は

「
田
口

イ
ズ
ム
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
か
ら
の
高
峰
登
山
の
ひ
と

つ
の
方
向
は
、
未
踏
の
困
難
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
の
開
拓
、
あ
る
い
は
高
峰
と
高
峰
を
結
ぶ
長
大

な
尾
根
の
縦
走
に
向
か
う
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。
新
た
な
極
地

法
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
訓
練
は

組
織
内
の

一
人
ひ
と
り
が
胸
躍
ら
せ
、
開
眼
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
必
須
条
件
で
あ
ろ
う
。

Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
の
八
千
属
峰

へ
の
最
初
の
サ
ミ
ッ
タ
ー
は

一
九
八
二
年
、

駒
宮
博
男
さ
ん
に
よ
る
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
登
頂
だ
が
、
私
が
本
書
を
落
手
し

て
最
初
に
興
味
を
も

っ
て
熟
読
し
た
の
は
山
本
正
嘉
さ
ん
の

「
チ

ョ
ー
オ

ユ
ー
で
の
実
験
登
山
」
で
あ
る
。

山
本
さ
ん
は
利
根
川
本
谷
や
日
高
山
脈
の
単
独
行
、
冬
期
単
独

一
ノ
倉

四
ル
ン
ゼ
登
攀
な
ど
で
自
ら
を
練
磨
し
、
さ
ら
に

一
九
八

一
年
、
高
山
研

究
所
の
禿
博
信
さ
ん
と
ア
コ
ン
カ
グ
ア
南
壁
の
苛
酷
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に

成
功
す
る
。
そ
の
後
高
峰
登
山
の
科
学
的
研
究
に
没
頭
し
、　
一
四
年
後
の

一
九
九
五
年
、
小
西
浩
文
さ
ん
と
チ

ョ
ー
オ
ユ
ー
の
無
酸
素
速
攻
登
山
に

向
か
う
。
自
ら
の
か
ら
だ
を
高
所
環
境
に
さ
ら
し
た
生
体
実
験
で
あ

っ
た
。

ひ
と
り
の
シ

ェ
ル
パ
を
加
え
た
二
人
の
綿
密
な
生
理
的
デ
ー
タ
を
と
り
、

こ
れ
か
ら
の
ハ
イ
ア
ル
テ
ィ
チ

ュ
ー
ド

ｏ
ク
ラ
イ
マ
ー
の
た
め
の
貴
重
な

報
告
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
学
者
特
有
の
難
解
な
専
門
用
語
を
排

し
、
平
易
な
論
文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
ユ
ニ
ー
ク
な
こ
と
の
ひ
と

つ
に
中
村
純
二
さ
ん
が
紹
介
し

て
い
る
御
殿
山
記
念
館
の
地
下
に
東
大
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
が
建
設

さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平
成
元
年
以
降
、
こ
の
人
工
岩
壁
は
他
大

学
山
岳
部
員
ら
に
も
開
放
さ
れ
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
恰
好
の
道
場

に
な

っ
て
い
る
。

本
書
は
渡
辺
兵
力
さ
ん
の

「創
立
七
五
周
年
に
寄
せ
て
」
の
巻
頭
言
で

は
じ
ま
り
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
年
）
東
京
大
学
ス
キ
ー
山
岳
部
創

設
に
立
ち
会
わ
れ
た
草
創
期
の
鹿
子
木
員
信
博
士

（大
正
四
年
、
慶
応
大

学
山
岳
部
創
設
に
も
関
与
さ
れ
た
我
国
登
山
界
の
先
達
の

一
人
）
の

「山

岳
と
ス
キ
ー
の
思
い
出
」
、
柳
沢
保
正
さ
ん
の

「
田
口
二
郎
さ
ん
に
聞
く
」、

渡
辺
兵
力
さ
ん
の

「
登
攀
断
想
」
、
村
山
雅
美
さ
ん
の

「
戦

い
す
ん
で
マ

ナ
ス
ル
ヘ
」
、
田
口
二
郎
さ
ん
の

「
マ
ナ
ス
ル
は
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
咲

い
た
古

典
の
花
」
、
池
戸
誠
二
郎
さ
ん
の

「
田
回
さ
ん
の
本
」
、
鳥
居
鉄
也
さ
ん
の

「南
極
観
測

へ
の
参
加
を
振
り
返

っ
て
」
、
中
村
輝
子
さ
ん
の

「世
代
を
超

え
た
山
行
」
、
都
留
義
之
さ
ん
の

「
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
峰
誕
生
」
、
春
田
俊
郎
、

大
貫
良
夫
さ
ん
の

「
秩
父
宮
賞
受
賞
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
て
本
書
の

厚
み
、
深
み
を
増
す
編
集
内
容
に
な

っ
て
い
る
。

登
山
の
文
化
面
で
活
躍
す
る
人
も
多
く
、
松
丸
秀
夫
さ
ん
等
が
中
心
に

な

っ
て
絵
画
、
写
真
、
工
芸
な
ど
の
多
彩
な
作
品
を
集
め
た
美
術
展
開
催

の
報
告
も
な
さ
れ
て
い
る
。
評
者
は
二
〇
〇

一
年
六
月
ま
で
日
本
山
岳
会

の
会
報

「
山
」
の
編
集
に
携
わ

っ
た
が
、
そ
の
前
の
四
年
間
の
労
を
と
ら
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れ
た
の
は
東
京
大
学
山
の
会
の
伊
藤
敵
さ
ん
で
あ

っ
た
こ
と
を
最
後
に
つ

け
加
え
て
お
き
た
い
。
読
み
応
え
の
あ
る
本
書
を
是
非
精
読
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（村
井
　
葵
）

上
條
　
武

著

『
上
高
地
―
三
部
作
』

第

一
巻
　
神
河
内
　
絵
画
き
宿

Ａ
五
版
一　
四
六
六
ペ
ー
ジ

一
九
九
六
年
十

一
月
刊
　
三
八
〇
〇
円

第
二
巻
　
常
念
烏
帽
子
縦
走
記

同
　
　
四
四
四
ペ
ー
ジ

二
〇
〇
〇
年
十

一
月
刊
　
三
八
〇
〇
円

第
二
巻
　
河
童
橋
考

同
　
　
一二
七
七
ペ
ー
ジ

一
九
九
七
年
四
月
刊
　
　
三
二
〇
〇
円

独
木
書
房
発
行
　
岩
田
書
院
発
売

上
高
地
と
い
え
ば
、
古
い
会
員
は

『高
山
深
谷
』
に
あ
る
辻
村
伊
助
の

「牛
番
小
屋
の
朝
」
に
思
い
を
馳
せ
る
で
あ
ろ
う
。
私
に
と

っ
て
は
戦
争

中
に
奇
跡
の
よ
う
に
発
行
さ
れ
た
冠
松
次
郎
の
豪
華
写
真
集

『
雲
表
を
ゆ

く
』
の
最
初
の
見
開
き
に
あ
る

「
明
け
ゆ
く
明
神
岳
」
で
あ
る
。
こ
の

一

枚
の
写
真
だ
け
で
、
私
は
入
営
を
十
日
後
に
控
え
、
今
生
の
思
い
出
と
し

て
地
図
も
持
た
ず
に

一
人
で
上
高
地
に
入

っ
た
。
敗
戦

一
年
前
の
夏
の
終

わ
り
で
あ

っ
た
。
こ
の
二
枚
の
写
真
に
は
詩
が
あ
り
、
し
ず
か
な

ロ
マ
ン

が
あ

っ
て
、
し
か
も
人
を
冒
険
と
旅
情
に
誘
う
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。

エ
ッ
セ
ー
や
紀
行
文
、
例
え
ば
田
部
重
治
の
上
高
地
、
松
方
二
郎
の
ア

ル
プ
ス
記
―
「雨
と
霧
」
の
最
終
章
は
大
正
の
初
期
、
田
代
池
近
く
の
キ
ャ

ン
プ
の
早
朝
の
風
景
を
紡
彿
と
さ
せ
る
名
文
で
あ
り
、
最
近
で
は
織
内
信

彦
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
な
ど
も
同
じ
よ
う
に
詩
情
が
あ
り
、
繰
り
返
し
て
読

み
た
い
と
思
う
。

本
書
は
、
ま

っ
た
く
違
う
。　
一
巻
と
三
巻
は
、
誤

っ
て
伝
え
ら
れ
て
い

る
上
高
地
の
歴
史
の

一
前
を
、
資
料
を
あ
さ
り
調
べ
あ
げ
て
正
そ
う
と
意

図
し
た
本
で
あ
る
が
、
主
人
公

「井
口
良

一
」
に
情
を
か
け
る
あ
ま
り
、

「読
む
の
が
つ
ら
い
本
」
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

著
者
は
、
『
孤
高
の
道
じ
る
べ
』
で
鵜
殿
正
雄
を
と
り
あ
げ
、
穂
高
か

ら
槍

へ
初
縦
走
な
ど
彼
の
輝
か
し
い
登
山
歴
を
高
く
評
価
す
る
よ
う
に
、

世
に
問
う
た
。
同
じ
よ
う
な
情
感
に
突
き
動
か
さ
れ
て
、
本
書
の
第

一
巻

『神
河
内

絵
画
き
宿
』
で
は
、
五
千
尺
旅
館
の
創
設
者
で
あ
り
な
が
ら
、

殆
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る

「
画
家
―
井

口
良

一
」
の
物
語
を
書
き
上
げ
た
。

そ
の
動
機
と
な

っ
た
の
は

一
九
九
二
年

（平
成
四
年
）
二
月

一
日
、
松
本

市
内
の
ホ
テ
ル
で

「上
高
地
五
千
尺
グ
ル
ー
プ

ｏ
創
業
八
十
周
年
記
念
祝
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賀
会
」
が
開
か
れ
、
同
時
に
配
ら
れ
た

「
五
千
尺
ホ
テ
ル
略
史
」
で
は
、

創
業
者
の
井
目
が
無
視
さ
れ
、
し
か
も
開
業
は

一
九

一
五
年

（大
正
四
年
）

で
あ
る
は
ず
な
の
に
、　
一
九

一
三
年

（大
正
三
年
）
と
な

っ
て
い
る
。
上

高
地
の
有
力
者
の
説
は
間
違

っ
て
い
て
も
、
定
説
に
な
り
や
す
い
。
そ
れ

で
は
後
世
に
悔
い
を
残
す
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
が
著
者
の
言
い
分
で

あ
る
。

画
家
―
井
口
良

一
は
芸
術
家
と
し
て
、
ま
た
人
柄
も
著
者
の
主
張
す
る

よ
う
に
魅
力
的
な
人
物
で
あ
る
が
、
生
活
が
か
か

っ
て
い
る
使
用
人
の
立

場
か
ら
み
る
と
、
井
日
の
お
人
好
し
ぶ
り
は
旅
館
の
経
営
者
と
し
て
最
悪

で
あ
る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
上
高
地
は
客
も
少
な
く
、
投
入
し

た
資
本
を
回
収
し
て
利
益
を
上
げ
る
の
は
難
し
か

っ
た
。
井
回
は
早
晩
五

千
尺
を
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
あ
と
を
引
き
継
い
だ

丸
山
尚
に
し
て
も
、
そ
れ
な
り
に
資
本
を
注
ぎ
込
ん
で
い
て
、
回
収
で
き

た
よ
う
に
も
思
え
な
い
。
申
請
書
類
上
の
借
地
権
は
井
日
と
な

っ
て
い
た

と
し
て
も
、
当
時
の
慣
習
と
し
て
、
親
友
同
志
初
め
か
ら
話
し
合
い
で
共

同
経
営
者
と
し
て
発
足
し
た
計
画
だ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
親
友
が
僅
か

の
行
き
違
い
で
仲
た
が
い
す
る
例
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
今
と
な

っ

て
は
井
日
、
丸
山
両
者
の
関
係
も
、
真
相
は
霧
の
中
に
入
っ
て
し
ま

っ
た
。

私
は
戦
争
末
期
の

一
九
四
四
年

（昭
和
十
九
年
）
八
月
下
旬
に
初
め
て

上
高
地

へ
入

っ
た
。
ホ
テ
ル
も
西
糸
屋
も
温
泉
も
閉
ま

っ
て
い
て
、
五
千

尺
だ
け
が
営
業
し
て
い
た
。
客
は
四
人
、
上
高
地
は
明
治
の
閑
け
さ
を
取

り
戻
し
て
い
て
、
中
年
の
婦
人
が

一
人
で
旅
館
を
守

っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
。
中
年
の
婦
人
は
、
現
オ
ー
ナ
ー
の
母
堂
の
藤
澤
た
い
さ
ん
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
三
日
間
の
滞
在
中
、
戦
時
下
の
乏
し
い
食
材
を
工
夫
し

て
ご
馳
走
を
作
り
、
心
か
ら
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
あ
の
三
日
間
は
、

い
ま
で
も
豊
か
な
楽
し
い
思
い
出
と
な

っ
て
い
る
。
旅
館
経
営
が
苦
し
か

っ

た
大
正
か
ら
昭
和
初
期
、
戦
争
末
期
、
戦
後
に
か
け
て
少
な
い
客
を
も
て

な
し
て
、
五
千
尺
の
経
営
を
維
持
し
頑
張

っ
て
き
た
の
は
藤
澤
た
い
さ
ん

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
井
日
、
丸
山
に
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
資
質
で
あ

り
、
そ
の
頑
張
り
が
報
わ
れ
て
、
子
孫
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
、
と
も
言

え
よ
う
。
そ
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
藤
澤
た
い
さ
ん
に
対
す
る
著
者
の
表

現
と
評
価
は
、
酷
に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

著
者
は
、
ま
た
上
高
地
の
歴
史
が
、
如
何
に
正
確
さ
を
欠
い
て
い
る
か

に
つ
い
て
例
を
あ
げ
、
作
家
、
山
小
屋
オ
ー
ナ
ー
、
郷
土
史
家
、
登
山
者

な
ど
の
五
千
尺
旅
館
に
つ
い
て
の
記
述
を
十
以
上
の
文
例
を
並
べ
て
比
較

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
る
と
文
章
を
書
く
こ
と
の
お
そ
ろ
し

さ
を
考
え
さ
せ
る
。
。
こ
の
現
状
こ
そ
本
書
を
書
か
せ
た
原
動
力
と
な

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
不
正
確
さ
は
、
第
二
巻
の

『
河
童
橋
考
』
で
も
同
じ
だ
、
と
著
者

は
指
摘
す
る
。
河
童
橋
が
何
時
ご
ろ
架
け
ら
れ
た
か
、
が
メ
イ
ン

ｏ
テ
ー

マ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
正
確
な
資
料
が
少
な
い
。
あ
る
い
は
資
料
が
失
わ

れ
た
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
も
上
高
地
の
有
力

者
の

「河
童
橋
が
吊
り
橋
に
な

っ
た
の
は
、
大
正
十

一
年

（
一
九
二
二
年
）

で
あ
る
」
と
の
主
張
が
ま
か
り
通
り
、
環
境
庁
が
所
管
す
る
ビ
ジ
タ
ー

・

図 書 紹 介
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セ
ン
タ
ー
に
も

「吊
り
橋
は
大
正
十

一
年
に
架
け
ら
れ
た
」
と
書
か
れ
て

い
た
。
こ
の
定
説
化
を
お
そ
れ
た
著
者
が
、
セ
ン
タ
ー
に
訂
正
を
申
し
入

れ
る
と
と
も
に
、
『
河
童
橋
考
』
を
書
い
た
、
と

「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
。

著
者
は
吊
り
橋
に
な

っ
た
の
は
明
冶
四
十
三
年

（
一
九

一
〇
年
）
で
あ

る
、
と
推
理
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、
山
岳
会
発
行
の
明
治
四
十
四
年
刊
の

『高
山
深
谷
』
第
二
輯
の
辻
村
伊
助
の
写
真
、
大
正
三
年
八
月
七
日
に

一

高
生
大
木
操
が
河
童
橋
上
で
撮

っ
た
ウ

ェ
ス
ト
ン
夫
妻
、
嘉
門
次
、
根
本

清
蔵
の
写
真
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
二
枚
と
も
河
童
橋
は
明
ら
か
に

吊
り
橋
で
あ
る
。
ま
た
吊
り
橋
に
な
る
前
の
初
代
河
童
橋
が
何
時
架
け
ら

れ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
橋
で
あ

っ
た
か
、
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。
著

者
は
温
泉
場
発
行
の
絵
は
が
き
か
ら
初
代
の
河
童
橋
は

「甲
州

（山
梨
県
）

猿
橋
と
同
じ
構
造
の
は
ね
橋
」

で
、
架
け
ら
れ
た
の
は
明
治
二
十
三
年

（
一
九
八
〇
年
）
か
四
年
頃
と
推
定
し
て
い
る
。

確
か
に
、
絵
は
が
き
を
み
る
と
猿
橋
と
同
じ
構
造
で
、
角
材
を
筏
に
く

み
、
そ
れ
を
浅
い
ア
ー
チ
状
に
ず
ら
し
な
が
ら
重
ね
て
延
ば
し
、
真
ん
中

で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
橋
の
よ
う
に
見
え
る
。
は
ね
橋
と
い
う
の
は
、
ゴ

ッ

ホ
の
絵
に
あ
る
と
お
り
跳
ね
て
開
く
可
動
橋
の
こ
と
と
考
え
て
い
た
。
識

者
に
よ
る
と
猿
橋
の
よ
う
な
構
造
様
式
を
、
は
ね
木
橋
と
い
う
そ
う
で
あ

る
。
勉
強
に
な

っ
た
。

し
か
し

『
河
童
橋
考
』

へ
の
疑
問
も
あ
る
。
九

一
ペ
ー
ジ
に
、
窪
田
空

穂
が
舅
と

一
緒
に
峠
を
越
え
て
河
童
橋
を
渡
ろ
う
と
す
る
と
、
た
た
ず
ん

で
い
る
中
学
生
を
見

つ
け
、
面
倒
を
み
る
話
が
の
っ
て
い
る
。
著
者
は
そ

の
中
学
生
を

一
高
生
の
大
木
操

一
行
と
書
い
て
い
る
が
違
う
と
思
う
。
確

か
に
大
木
等
は
大
正
三
年

（
一
九

一
三
年
）
八
月
五
日
に
槍
ケ
岳
か
ら
下

り
て
温
泉
に
泊

っ
て
い
る
が
、
彼
ら
に
は
有
明
の
類
蔵
と
い
う
立
派
な
案

内
人
が
つ
い
て
お
り
、
河
童
橋
で
行
く
先
に
迷

っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

窪
田
の

「
日
本
ア
ル
プ
ス
ヘ
」
に
よ
る
と
中
学
生
六
、
七
人
に
会
う
の
は

明
神
池
に
行
く
た
め
河
童
橋
を
渡
る
と
き
、
と
書
い
て
お
り
、
八
月
十
日

か
十

一
日
と
推
定
さ
れ
る
。
窪
田
と
同
宿
し
て
い
た
茨
木
猪
之
吉
は
五
日

に
槍
沢
の
雪
渓
か
、
坊
主
の
岩
小
屋
を
す
ぎ
た
あ
た
り
で
、
大
木
ら
に
出

会

っ
て
い
る
が
、
窪
田
と
は
行
き
違
い
で
あ

っ
た
。
大
木
ら
は
六
日
に
は

前
穂
高
に
登
り
、
七
日
と
八
日
に
上
高
地
を
離
れ
た
と

『
一
高
旅
行
部
の

足
あ
と
』
は
書
い
て
い
る
。
蛇
足
な
が
ら
同
書
に
は
、
槍
の
頂
上
か
ら
下

り
て
く
る
四
人
と
会
う
場
面
が
の
っ
て
い
る
。
こ
の
四
人
が
茨
木
ら
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
を
裏
づ
け
る
話
が
田
部
重
治
の

「槍
ケ
岳
か
ら
日
本
海

へ
」

に
あ
る
。
八
月
四
日
に
茨
木

一
行
と
相
前
後
し
て
、
槍
ケ
岳

へ
登

っ
て
い

た
木
暮
理
太
郎
と
田
部
が

一
緒
に
岩
小
屋
に
泊
ま
り
、
翌
五
日
、
茨
木
ら

と
別
れ
て
槍
の
肩
で
荷
物
を
整
理
し
て
い
る
と

「
一
高
の
登
山
隊
が
上

っ

て
く
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
さ
し
く
木
暮
、
田
部
は
大
木

一
行
と

出
会

っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
三
年
の
夏
は
ま
さ
に
ド
ラ
マ
チ

ッ
ク
な
出
来

事
が
連
続
す
る
。
し
か
し
窪
田
ら
は
九
日
に
徳
本
峠
を
越
え
た
。
大
木
ら

と
会

っ
た
と
し
て
も
、
島
々
谷
あ
た
り
て
す
れ
ち
が

っ
た
で
あ
ろ
う
。
驚

く
べ
き
こ
と
に
他
に
も
中
学
生
は
い
た
の
で
あ
る
。
同
じ
年
の
八
月
初
め

に
神
戸

一
中
の
二
年
生
か
三
年
生
だ

っ
た
辻
壮

一
、
神
田
禎
次
郎
、
山
崎
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武

一
の
二
人
が
上
高
地
に
入

っ
て
い
て
、
六
日
に
は
大
木
、
茨
木
、
鹿
子

木
員
信
等
と
と
も
に
前
穂
高
に
登

っ
て
い
る
。
し
か
し
窪
田
が
河
童
橋
で

見
か
け
た
中
学
生
は
六
、
七
人
と
あ
る
。
別
人
で
あ
ろ
う
。
大
木
、
辻
ら

以
外
の
謎
の
中
学
生
た
ち
で
あ
る
。

最
新
刊
の
第
二
巻

『常
念
烏
帽
子
縦
走
記
』
は
、
著
者
の
文
章
に
慣
れ

た
せ
い
か
、
三
巻
の
う
ち
で
は
比
較
的
読
み
や
す
か

っ
た
。
題
名
の
い
わ

れ
と
な

っ
た

「井
口
良

一
が
小
林
嘉
作
を
案
内
人
と
し
て
、
小
槍
、
屏
風

岩
の
初
登
攀
者
―
土
橋
壮
三
、
穂
刈
三
寿
雄
、
服
部
義

一
、
人
夫
二
人
、

合
計
八
人
で
縦
走
し
た
日
記
帳
」
の
話
が
最
初
の
章
で
あ
る
。
続
く

「
日

本
ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋
」
は
事
情
通
の
著
者
な
ら
で
は
の
語
り
で
あ
る
。

槍
ケ
岳
の
穂
刈
、
常
念
の
山
田
利

一
と
も
、
女
戸
羽
川
と
松
本
城
と
の
間

の
商
店
街
―
六
九
町
青
年
会
の
出
身
だ

っ
た
。
ま
た
最
初
の
小
屋

「槍
沢

ロ
ッ
ジ
」
は
青
年
会
が
百
円
ず

つ
を
出
資
、
二
千
円
で
、
穂
刈

・
山
田
が

共
同
し
て
建
て
た
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
屋
の
生
い
立
ち
、
そ
の
相
関
関

係
が
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
上
高
地
温
泉
物
語
、
西
糸
屋
四
代
の
軌
跡
、

不
遇
な
名
写
真
家
―
百
瀬
藤
雄
、
嘉
門
次
最
後
の
山
案
内
―
藤
山
愛

一
郎

等
の
穂
高
縦
走
、
鵜
殿
正
雄
の
槍
ケ
岳
日
帰
り
登
山
、
軍
旗
北
ア
ル
プ
ス

を
征
く
、
と
続
く
。

こ
の
二
部
作
は
、
上
高
池
で
暮
し
た
人
間
の
営
み
の
物
語
で
も
あ
る
が
、

読
後
感
を
い
え
ば

「読
み
通
す
に
は
、
相
当
な
努
力
が
必
要
で
あ

っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
上
高
地
の
歴
史
を
正
し
、
不
遇
な
扱
い
を

受
け
て
い
る
功
労
者
た
ち
を
世
に
知
ら
せ
よ
う
と
使
命
感
に
も
え
て
仕
事

を
し
た
。
な
か
に
は
著
者
も
フ
ァ
ン
だ

っ
た
に
違
い
な
い

「
西
糸
屋
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の
よ
う
に
懐
か
し
く
、
楽
し
い
語
り
も
あ
る
。
ま
た
地
味

だ
が
立
派
な
小
屋
主
だ

っ
た
山
田
利

一
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
共
感
を

呼
ぶ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
反
対
に
ど
う
し
て
も
人
間
の
弱
さ
、
悲
し
さ
を

露
呈
す
る
話
が
多
く
な

っ
た
の
は
、
読
者
に
も
つ
ら
い
こ
と
で
あ
り
、
著

者
に
も
孤
独
を
強
い
る
こ
と
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

第

一
巻
の

『絵
画
き
宿
』
の
主
人
公
井
口
良

一
が
書
い
た

「高
山
絵
紀

行
」
は
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
で
あ
る
が
、

ユ
ー
モ
ア
も
あ
り
、
洒
落
て
い
て
秀

逸
で
あ
る
。
井
目
が
悲
し
み
や
、
慣
り
を
乗
り
越
え
て
、
漱
石
の
草
枕
の

よ
う
に
、
非
人
情
の
世
界
に
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
救
い
で

も
あ
り
、
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。

装
丁
に
つ
い
て
ふ
れ
れ
ば
、
井
日
の
ス
ケ
ッ
チ
を
使

っ
た
表
紙
カ
バ
ー

は
、
い
ず
れ
も
美
し
い
。
な
か
で
も
第

一
巻
の
絵
地
図
が
楽
し
め
る
。
ま

た
第

一
巻
の
巻
末

「上
高
地
関
係
略
年
表
」
は
力
作
だ
が
、
未
完
成
で
あ

る
。
こ
の
年
表
を
も
と
に
橋
や
旅
館
の
変
遷
、
道
路
な
ど
土
木
建
設
関
係

の
事
項
を
加
え
、
完
成
し
た
も
の
を
見
た
い
も
の
だ
。

（関
塚
貞
亨
）
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庄
田
元
男

著

『
日
本
ア
ル
プ

ス
の
発
見
―
両
洋
文
化
の
交
流
』

著
漢
堂
　
二
〇
〇

一
年
四
月
刊

Ａ
５
版
　
四
三
六
ペ
ー
ジ
　
三
八
〇
〇
円

こ
の
書
物
の
内
容
は
、
こ
の
著
者
な
ら
で
は
の
高
潔
で
ユ
ニ
ー
ク
な
内

容
で
あ
る
。
初
期
の
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
に
挑
ん
だ
在
日
西
欧
人
の
足
跡

を
調
べ
上
げ
、
文
献
を
駆
使
し
て
そ
の
あ
り
方
を
集
大
成
し
、
今
ま
で
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
像
を
解
き
明
か
す
と
い
う

内
容
で
あ
る
か
ら
だ
。
欧
米
人
の
立
場
か
ら
見
た
日
太
五
ユ山
史
と
い
え
る
。

こ
れ
は
登
山
史
に
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
築
く

一
書
で
も
あ
ろ
う
。

随
所
に
庄
田
氏
の
見
識
が
豊
富
に
盛
り
込
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
説
明
か
ら

読
者
を
引
き
ず
り
こ
ん
で
し
ま
う
。
日
本
人
に
よ
る

「
日
本
ア
ル
プ
ス
の

発
見
」
で
は
な
く
、
新
た
な
視
点
か
ら
の

「発
見
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の

著
者
な
ら
で
は
と
い
う
意
味
は
、
す
で
に
庄
田
氏
の
前
著

『
異
人
た
ち
の

日
本
ア
ル
プ
ス
』
や
、
訳
書

『
明
治
日
本
旅
行
案
内
』
と
か

『
ア
ー
ネ
ス

ト

。
サ
ト
ウ
伝
』
な
ど

一
連
の
業
績
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
こ
の
本
は
そ

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

各
章
の
文
末
に
そ
れ
ぞ
れ
の
初
出
年
が
明
記
さ
れ
て
い
て
、
章
の
配
列

と
発
表
年
が
か
な
り
前
後
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
著
者
は

最
初
か
ら
体
系
的
に
目
論
ん
だ
の
で
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
て

一
冊
に
ま
と
ま
る
と
、
著
者
の
思
考
は
終
始

一
貫
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
れ
が
、
こ
の
書
物
の
大
動
脈
と
な

っ
て
い
る
。
全
編
を
通

じ
て
、
人
物
で
い
え
ば
ア
ー
ネ
ス
ト

・
サ
ト
ウ
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
の

ち
に
Ｂ

ｏ
Ｈ

ｏ
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
の

『
日
本
事
物
誌
』
に
発
展
す
る
サ
ト
ウ

の
編
著

『中
央
部

ｏ
北
部
日
本
旅
行
案
内
』
に
関
わ

っ
た
人
た
ち
が
横
糸

と
な

っ
て
織
り
な
す
。
そ
し
て
、
こ
の
書
の
後
半
で
は
ウ

ェ
ス
ト
ン
研
究

と
ウ

ェ
ス
ト
ン
論
が
展
開
さ
れ
、
も
ち
ろ
ん
、
大
変
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

ま
え
が
き
の
中
で
著
者
は
、
「主
と
し
て
本
業
以
外

の
分
野
で
彼
ら
は
日

本
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
問

い
か
け
る
。

こ
れ

が
副
題
に
あ
る

「両
洋
文
化
の
交
流
」
の
本
領
で
あ
る
と
い
え
る
。

日
本
人
が
、
ま
だ
登
山
と
い
う
喜
び
を
知
ら
な
か

っ
た
時
代
に
、
何
人

か
の
西
欧
人
た
ち
が
す
で
に
日
本
の
あ
る
程
度
の
山
岳
に
登

っ
て
い
た
と

い
う
事
実
が
あ
り
、
そ
れ
が
今
日
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
如
実
に

知
る
。
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
登
山
は
、
日
本
の
近
代
登
山
か
ら
す
れ
ば
か
な
り

先
駈
け
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
書
中
の
人
た
ち
と
比
べ
れ
ば
、
初
期
の

範
囲
で
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
か
な
り
遅
れ
ば
せ
に
属
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思

っ
て
し
ま
う
。

本
書
に
は
、
Ｅ

・
Ｆ

ｏ
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
か
Ｅ

・
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
と

い
う
、
名
前
だ
け
は
通
り

一
遍
に
聞
い
た
よ
う
な
、
と
い
う
人
た
ち
に
も

焦
点
を
当
て
、
西
欧
人
に
よ
る
日
本
の
伝
統
文
化
の
評
価
や
、
日
本
の
近

代
化
に
尽
く
し
た
功
績
を
紹
介
し
て
い
る
。
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
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図 書 紹 介

精
度
の
高
い
地
図
を
作
成
し
た
ド
イ
ツ
人
と
し
て
、
Ｐ

ｏ
Ｆ

ｏ
シ
ー
ボ
ル

ト
と
と
も
に
人
物
や
探
検
旅
行
が
語
ら
れ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
日
本
の

国
禁
を
お
か
し
て
伊
能
図
を
持
ち
出
そ
う
と
し
た
、
そ
の
人
で
あ
る
。
そ

の
あ
た
り
の
話
も
た

っ
ぷ
り
と
出
て
く
る
。

サ
ト
ウ
が
植
物
に
関
心
を
示
す
こ
と
に
な
る
原
点
は
、
Ａ

ｏ
Ｂ

●
ミ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ド
著
の

『
竹
の
庭
』
だ

っ
た
と
記
述
し
て
い
る
。
両
者
は
明
治

初
年
ま
で
在
日
英
国
領
事
館
で
勤
務
し
た
間
柄
で
、
帰
英
後
も
交
際
を
続

け
た
。
サ
ト
ウ
は
た
く
さ
ん
の
山
に
登

っ
て
、
そ
れ
を
記
録
し
た
。
そ
の

次
男
、
武
田
久
吉
も
登
山
と
植
物
と
い
う
共
通
の
趣
味
を
持
ち
、
植
物
学

研
究
で
は
頂
点
に
立

つ
。
巡
り
合
わ
せ
と
い
お
う
か
、
著
者
に
よ
る
と
武

田
の
歩
い
た
シ
コ
タ
ン
島
、
八
ケ
岳
や
丹
沢
な
ど
は
、
サ
ト
ウ
の
そ
れ
と

重
な
る
と
い
う
。

武
田
が
父
親
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
た
の
は
、
日
本
で
の
五
年
間
と
英

国
留
学
の
時
代
だ
け
ら
し
い
。
庄
田
氏
は
ま
た
、
武
田
の

『明
治
の
山
旅
』

の
中
に
、
サ
ト
ウ
が
著
し
た

『
日
本
旅
行
案
内
』
な
ど
に
全
く
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
点
を
気
に
か
け
な
が
ら
も
、
『歴
史
読
本
』
誌
の

一
文
に
、
武

田
が
自
分
か
ら
エ
ル
ネ
ス
ト

ｏ
サ
ト
ウ
の
子
息
と
書
い
て
あ
る
の
を
見

つ

け
て
、
ひ
と
安
心
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
知
り

つ
く
し
た
上
で
、
ふ
た
り

の
親
子
の
交
流
は
、
量
的
に
も
質
的
に
も
そ
れ
ほ
ど
濃
厚
で
は
な
か

っ
た

感
じ
だ
、
と
結
論
づ
け
る
。

『
日
本
旅
行
案
内
』
の
編
集
者
の
ひ
と
り
、
Ａ

●
Ｇ

ｅ
Ｓ

ｅ
ホ
ー
ズ
の

経
歴
に
つ
い
て
、
庄
田
氏
は
当
時
の
日
本
政
府
の
公
文
書
、
英
国
公
文
書

館
、

ハ
ワ
イ
の
新
聞
ま
で
調
べ
て
ま
と
め
上
げ
た
。
私
も
英
国
公
文
書
館

で
捜
し
物
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
原
資
料
で
あ
る
だ
け
に
実
に
大
変
な

作
業
だ

っ
た
。
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
に
、
著
者
は
ホ
ー
ズ
が
日
本
に
子
孫

を
残
し
て
い
た
事
実
を
発
掘
し
て
い
た
。
そ
の
ヒ
ン
ト
が
サ
ト
ウ
の
日
記

を
精
読
し
た
結
果
だ
と
の
こ
と
で
、
意
識
さ
え
持
て
ば
こ
の
よ
う
に
発
見

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
ホ
ー
ズ
に
よ
る

「甲
斐
駒
登

山
記
」
の
解
説
も
、
詳
し
く
調
べ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
天
文
学
者
、
Ｐ

ｏ
ロ
ウ
エ
ル
は
、
明
治
二
十
四
年
八
月
に
ウ
ェ

ス
ト
ン
と
四
日
違
い
で
御
岳
に
登

っ
た
話
が
お
も
し
ろ
い
。
そ
れ
は
偶
然

の

一
致
で
あ
る
が
、
あ
と
か
ら
来
た
ウ

ェ
ス
ト
ン
は
、

ロ
ウ
エ
ル
の
登
山

を
、
当
然
、
聞
い
て
い
た
は
ず
だ
と
す
る
。

ロ
ウ
エ
ル
は
帰
米
後
、
天
体

観
測
に
よ

っ
て
火
星
に
運
河
が
あ
る
と
唱
え
た
人
で
、
こ
の
話
題
は
世
界

を
駆
け
巡

っ
た
。

本
書
の
後
半
は
ウ

ェ
ス
ト
ン
が
占
め
る
。

王
立
地
理
学
協
会
か
ら
バ
ッ
ク

ｏ
グ
ラ
ン
ト
を
受
賞
し
た
と
き
、
す
ぐ

さ
ま
神
戸
の
英
字
紙
に
受
賞
に
価
し
な
い
と
す
る
投
稿
が
載
り
、
ウ

ェ
ス

ト
ン
が
長
文
の
反
論
を
し
た
。
著
者
は
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
が
示
し
た
本
人
の

登
山
歴
に
西
欧
人
初
登
の
マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
に
着
日
し
、
異
常
な
執
着

だ
と
感
じ
、
そ
の
発
表
を
大
人
気
な
い
と
称
し
て
い
る
。
ウ

ェ
ス
ト
ン
さ

ん
の
血
気
が
目
に
浮
か
ぶ
。

続
い
て
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
書
簡
八
通
を
解
読
し
て
い
る
。
こ
れ
は
重
要

で
あ
る
。
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
と
杉
浦
藤
四
郎
宛
で
、
こ
れ
に
よ

っ
て
ウ

ェ
ス
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ト
ン
の
身
辺
の
状
況
が
詳
し
く
読
み
と
れ
る
。
杉
浦
は
、
チ

ェ
ン
バ
レ
ン

の
援
助
で
英
国
に
留
学
し
、　
一
時
期
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
牧
師
を
務
め
る
ユ
ー

エ
ル
の
教
会
の
牧
師
館
に
同
居
し
た
。
ウ

ェ
ス
ト
ン
と
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
の

信
頼
関
係
の
深
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ウ

ェ
ス
ト
ン
は
親
代
わ
り
に
な

っ

て
、
杉
浦
の
世
話
を
し
た
ら
し
い
。
手
紙
の
内
容
に
付
随
し
て
、
英
国
聖

公
会
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
聖
職
歴
、
サ
ト
ウ
の
日
記
な
ど
の
周
辺
事
情
が
詳

し
く
説
明
さ
れ
、
興
味
が
尽
き
な
い
。

「私
の
ウ

ェ
ス
ト
ン
像
」
と
い
う
長
文
の
章
が
出
る
。

こ
の
本

の
真
髄

で
あ
る
。
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
旅
行
中
の
三

つ
の
悩
み
と
し
て
、
蚤
、
同
宿
者

の
喧
喋
、
外
国
人
に
対
す
る
割
高
な
料
金
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
時
代
を

感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
案
内
人
で
あ
る
根
本
清
蔵
と
上
條
嘉
門
次

へ
の
多

大
な
信
頼
が
記
さ
れ
て
い
る
。
小
島
烏
水
に
つ
い
て
は
、
共
通
の
趣
味
と

話
題
が
あ

っ
た
か
ら
、　
一
度
く
ら
い
は
山
に
同
伴
し
て
も
よ
か

っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
回
顧
す
る
。
考
え
も

つ
か
な
か

っ
た
が
、
な
る
ほ
ど
と
思

え
る
。
私
は
小
島
と
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
付
き
合
い
は
、　
一
種
の
も
た
れ
合
い

の
関
係
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と
感
じ
る
。
小
島
は
ウ

ェ
ス
ト
ン
を
日
本
に

紹
介
し
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
か
ら
は
英
国
や
ア
ル
プ
ス
の
登
山
事
情
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ウ

ェ
ス
ト
ン
も
日
本
の
山
岳
資
料
の
入
手
に
、
小

島
を
介
し
て
い
た
。

さ
ら
に
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
日
本
び
い
き
の
原
点
が
、
西
洋
化
さ
れ
た
日
本

で
は
な
く
て
、
未
開
の
状
態
で
、
人
情
と
尊
重
を
も
ち
、
昔
の
伝
統
を
守

っ

て
い
る

「
田
舎
日
本
」
に
あ
る
と
見
抜
い
て
い
る
。

氏
名
や
事
績
を
省
い
た
が
、
こ
の
書
物
に
は
他
に
も
日
本
ア
ル
プ
ス
の

峠
路
を
越
え
た
り
し
た
何
人
か
の
西
欧
人
に
つ
い
て
の
章
も
あ
る
。

本
書
は
内
容
が
あ
ま
り
に
も
濃
密
な
た
め
に
、
最
初
の

一
読
に
私
は
旬

日
を
要
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
在
日
西
欧
人
に
対
し
て
、
ア
ー
ネ

ス
ト

・
サ
ト
ウ
が
及
ぼ
し
た
影
響
の
偉
大
さ
を
知
ら
さ
れ
た
。
彼
は
日
本

語
に
堪
能
で
、
日
本
に
精
通
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
（三
井
嘉
雄
）

河
村
正
之

著

『
山
圭
日散
一策
―
‐埋
も
れ
た
山
の
名
著
を
発
掘
す
る
』

東
京
新
聞
出
版
局
　
二
〇
〇

一
年
二
月
刊

四
六
版
　
二
九
六
ペ
ー
ジ
　

一
五
〇
〇
円

本
書
は
、
山
書

（山
岳
関
係
の
書
物
）
に
関
す
る
文
章
を
集
め
た
も
の

で
、
大
部
分
は

一
九
九
五
年

一
月
か
ら
二
年
間
に
わ
た

っ
て
月
刊

『岳
人
』

誌
上
に

「山
書
街
径
」
の
タ
イ
ト
ル
で
連
載
し
た
文
章
に
加
筆
し
た
も
の
。

単
行
本
化
に
あ
た

っ
て
順
序
は
入
れ
替
え
て
あ
る
。

著
者
の
河
村
氏
は
、　
一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
古
の
山
行
を
回
想
し
た
り
、

若
い
頃
読
ん
だ
山
書
を
語
る
世
代
で
は
な
い
。
沢
登
り
が
得
意
な
浦
和
浪

漫
山
岳
会
の
現
役
会
員

（連
載
執
筆
当
時
）
で
あ
り
、
日
本
山
書
の
会
会

員
。
本
職
は
画
家
で
あ
る
。
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山
書
に
関
す
る
文
章
を
纏
め
た
本
、
と
い
え
ば
山
の
古
典
や
山
岳
名
著

と
さ
れ
る
書
物
を

一
冊
ご
と
に
蘊
蓄
か
た
む
け
て
紹
介
す
る
も
の
と
思
い

が
ち
だ
が
、
本
書
は
期
待
に
反
し
て
名
著
中
の
名
著
と
よ
ば
れ
る
山
書
は

登
場
し
な
い
。

そ
の
理
由
を
著
者
は
冒
頭
で
、
∧

一
日
に
山
書
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に

は
登
山
を
中
心
に
し
て
、
自
然
関
連
の
も
の
、
民
俗
関
連
の
も
の
、
紀
行

文
、
あ
る
い
は
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
か
ら
技
術
書
ま
で
、
幅
広
い
広
が
り
が
あ

る
。
本
書
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
あ
く
ま
で
も
私
個
人
の
興
味
を
引
い

た
も
の
に
限
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
名
著
と
よ
ば
れ
る
も
の
の
多
く
は
扱

っ

て
い
な
い
。
∨
と
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
本
書
の
目
次

に
目
を
通
し
た
だ

け
で
瞭
然
で
あ
り
、
著
者
の
興
味
が
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。ま

ず
、
第

一
章

「
山
と
人
」
で
は
、
加
藤
泰
三
の
画
文
集

璽
務
の
山
稜
』

と
、
立
田
賞
の

『失
わ
れ
た
記
録
』
を
取
り
上
げ
た
か
と
思
う
と
、
第
二

章

「山
と
時
代
」
で
は
、
山
と
戦
争
を
テ
ー
マ
に
著
名
岳
人
た
ち
と
戦
争

と
の
係
り
、
登
山
記
録
の
信
憑
性
、
山
寓
、
な
ど
の
テ
ー
マ
を
扱
い
、
第

二
章

「蒐
集
物
語
１
」
で
は
旧
満
州
で
発
行
さ
れ
た
幻
の

「東
亜
文
庫
」

を
は
じ
め
山
の
文
庫
本
談
義
を
展
開
。
第
四
章

「蒐
集
物
語
２
」
で
は
、

山
岳
雑
誌
を
戦
前
と
戦
後
に
分
け
て
詳
し
く
紹
介
。
他
に
、
山
岳
会
会
報

や

「古
本
蒐
集
の
世
界
」
の
項
で
は
、
山
書

コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
著
者
自

身
の
体
験
談
も
開
陳
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
山
岳
雑
誌
な
ど
で
は
こ
れ
ま
で
む
し
ろ
避
け
て
き
た
よ

う
な
登
山
史
上
の

「負
」
の
部
分
も
取
り
あ
げ
て
い
て
、
そ
れ
が
本
書
の

大
き
な
特
徴
と
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
『
霧

の
山
稜
』
を
遺
し

て
戦
死
し
た
加
藤
泰
三
に
関
す
る
章
は
、
ス
ク
ー
プ
と
も
い
え
る
内
容
で

あ
り
、
読
み
ご
た
え
が
あ
り
資
料
的
価
値
も
高
い
と
思
う
。

さ
ら
に
著
者
は
、
画
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
加
藤
泰
三
、
辻
ま
こ
と
な

ど
の
画
文
集
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
喝
破
し
て
い
る
。
∧
初
版
以
来
五

十
年
と
い
う
歴
史
の
飾
に
耐
え
た
今
日
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
評
価
を

し
て
い
こ
う
と
す
る
機
運
が
生
じ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
う
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
を
阻
害
し
て
い
る
の
が
、
い
つ
ま
で
も
趣
味
の
レ
ベ
ル
に

引
き
止
め
て
お
き
た
が
る
山
の
画
文
集
愛
好
家
と
出
版
社
の
無
邪
気
な
悪

意
な
の
で
あ
る
。
∨

ま
た
、
「山
と
時
代
」
の
章
で
は
、
詩
人
と
し
て
名
高

い
尾
崎
喜
八
の

戦
時
中
に
お
け
る
詩
集

『此
の
糧
」
と
、
藤
木
九
二
の

『登
拝
頌
』
を
取

り
上
げ
、
戦
争
を
賛
美
し
た
責
任
を
糾
弾
。
戦
後
も
自
己
批
判
し
な
い
で

自
己
弁
護
ば
か
り
だ
と
弾
劾
し
て
い
る
。
ま
た
、
登
山
史
上
に
お
け
る
剰

窃
、
捏
造
記
録
に
つ
い
て
も
触
れ
、
深
田
久
弥
に
つ
い
て
も
、
デ
ビ

ュ
ー

作

『津
軽
の
野
づ
ら
』
が
前
夫
人
北
畠
八
穂
の
作
品
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
の
後
ず

っ
と
周
囲
の
山
岳
関
係
者
ら
に
よ
る
隠
蔽
が
行
わ
れ
て
き

た
と
し
、
∧
私
は
小
説
家
と
し
て
の
深
田
は
失
敗
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

山
岳
研
究
家
と
し
て
の
功
績
は
称
賛
に
値
す
る
と
思

っ
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
汚
点
も
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
全
体
を
再
評
価
す
べ
き
だ
と

考
え
る
の
だ
。
∨
と
主
張
し
て
い
る
。

図 書 紹 介
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当
然
な
が
ら
本
書
に
は
、
膨
大
な
書
物
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

巻
末
に

「書
名
索
引
」
が
付
い
て
い
る
の
は
た
い
へ
ん
便
利
で
あ
る
。
そ

れ
と
、
本
文
に
よ
く

マ
ッ
チ
し
た
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
だ
が
、
カ
バ
ー
と

各
章
ご
と
に
見
事
な
イ
ラ
ス
ト
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
河
村
氏

本
人
が
描
い
た
作
品
で
、
作
者
な
ら
で
は
の
イ
ラ
ス
ト
解
説
が
親
切
だ
。

最
後
に
、
本
書
を
読
み
終
え
て
気
付
い
た
点
を
記
し
て
お
き
た
い
。　
一

つ
は
、
第
二
章

「世
に
も
不
思
議
な
物
語
」
の
物
語
、
の
項
で
、
虚
偽
の

登
攀
記
録
発
覚
後
、
Ｙ
氏
が
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使

っ
て
そ
の
後
も
山
岳
雑
誌

な
ど
に
執
筆
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
河
村
氏
は
∧
だ
が
、
名
前
を
変

え
る
こ
と
が
は
た
し
て
贖
罪
た
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
八
百
長
を
や

っ
て

球
界
を
追
放
さ
れ
た
プ

ロ
野
球
選
手
が
、
そ
の
後
名
前
を
か
え
て
コ
ー
チ

に
な

っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
歴
史

に
時
効
は
な
い
。
∨

と
批
判
し
て
お
ら
れ
る
が
、
プ

ロ
野
球
の
八
百
長
と
登
山
記
録
の
偽
り
を

同

一
視
す
る
意
見
に
私
は
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

つ
ぎ
に
、
本
文
中
に

「未
見
」
「誌
名
不
詳
」
「詳
細
不
明
」
の
書
物
が

い
く
つ
も
で
て
く
る
こ
と
と
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
。
『
山
書
散

策
』
は
内
容
か
ら
い
っ
て
ど
う
も
し

っ
く
り
こ
な
い
。
『
山
書
紡
径
』
が

ピ

ッ
タ
リ
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
う
ひ
と
つ
言
わ
せ
て
も
ら
え
る
な

ら
、
見
出
し
の

「中
公
文
庫
は
え
ら
い
！
」
と

「山
岳
雑
誌
大
研
究
」
に

つ
い
て
。
他
の
シ
リ
ア
ス
な
見
出
し
に
較

べ
て
あ
ま
り
に
も
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
だ
と
気
に
な
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
…
…
。
　

（上
村
信
太
郎
）

申
村
　
保

著

『
深
い
浸
食
の
国
―
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
地
図
の
空
白
部
を
行
く
』

山
と
渓
谷
社
　
三
〇
〇
〇
年
十

一
月
刊

Ａ
５
版
　
三
八

一
ペ
ー
ジ
　
三
〇
〇
〇
円

中
村
保
さ
ん
が
、
前
回
の

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
』
に
続
い
て
今
回

『
深
い

浸
食
の
国
』
を
出
版
さ
れ
た
。
場
所
は
名
前
の
如
く
チ
ベ

ッ
ト
高
原
に
源

流
を
も
ち
東
南
チ
ベ

ッ
ト
、
雲
南
、
四
川
に
ま
た
が
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の

大
河
ツ
ァ
ン
ボ
ー
、
イ
ラ
ワ
ジ
、
サ
ル
ウ
イ
ン
、
メ
コ
ン
、
金
沙
江
が
狭

い
範
囲
に
集
ま
り
、
南
北
に
深
い
渓
谷
と
山
岳
を
造

っ
て
流
れ
、
高
さ
こ

そ
七
千
層
を
切
る
が
氷
河
に
磨
か
れ
た
険
し
い
未
踏
峰
の
並
ぶ
魅
力
的
な

地
域

・
横
断
山
脈
、
と
そ
の
周
辺
の
土
地
の
話
が
中
心
で
あ
る
。

私
は
、
特
に

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
の
山
々
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
と
い
う

未
知
の
カ
ン
リ
ガ
ル
ボ
山
群

へ
の
話
に
興
味
が
ひ
か
れ
た
。
チ
ベ

ッ
ト
随

一
の
大
氷
河
と
そ
れ
を
囲
む
未
踏
の
山
々
の
貴
重
な
写
真
や
、
過
去
の
探

検
家
の
足
跡
を
語
り
、
私
を
未
知
の
山
々
へ
の
関
心
を
煽
り
た
て
て
く
れ

た
。
こ
れ
ら
の
中
村
さ
ん
の
旅
は

「
あ
と
が
き
」
に
書
い
て
い
る
通
り
、

旅
を
動
機
づ
け
る
キ
ー

・
ワ
ー
ド
は

「新
し
い
発
見
の
旅
」
と

「
小
さ
な

パ
イ
オ
ニ
ア

・
ワ
ー
ク
」
で
あ
る
。
土
地
の
人
た
ち
以
外
は
だ
れ
も
知
ら

な
か

っ
た
氷
雪
の
山
々
と
自
然
の
驚
異
に
め
ぐ
り
あ
う
感
動
を
求
め
て
、
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辺
境
に
足
を
運
び
続
け
て
き
た
。
地
理
的
に
は
、
行
動
範
囲
を
点
と
線
か

ら
踏
み
出
し
て
面

へ
広
げ
て
地
図
の
空
白
部
を
埋
め
て
ゆ
き
、
歴
史
的
な

関
心
か
ら
、
探
検
家
や
宣
教
師
の
足
ど
り
を
検
証
し
、
中
国
近
現
代
史
の

事
跡
を
訪
ね
た
。
…
…
眼
を
冥
る
と
、
旅
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

ｏ
シ
ー
ン
が
鮮

や
か
に
蘇
る
。
チ
ベ

ッ
ト
最
大
の
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ

ｏ
拉
古
氷
河
を
囲
続
す

る
高
峰
、
深
い
浸
食
の
国

・
サ
ル
ウ
ィ
ン
川
流
域
の
豪
快
な
ゴ
ル
ジ
ュ
帯
、

初
夏
で
も
凍
結
し
て
い
る
四
川
省
の
天
上
の
湖
…
…
と
云

っ
て
い
る
。

私
は
二
十
二
年
前
に
中
央
ビ
ル
マ
の
サ
ガ
イ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
た
時
、

休
暇
が
と
れ
る
と
ビ
ル
マ
、
チ
ベ

ッ
ト
国
境
の
山
々
を
見
た
い
と
思
い
、

鉄
道
の
終
点
ミ
チ
ナ
ヘ
の
旅
行
の
申
請
を
出
し
て
き
た
が
、
い
つ
も
政
情

不
安
と
い
う
理
由
で
許
可
が
お
り
ず
、
テ
ィ
ル
マ
ン
が
領
事
を
し
て
い
た

メ
イ
ミ
ョ
ー
や
西
南
部
の
ア
ラ
カ
ン
山
脈
の
麓
で
お
茶
を
に
ご
し
て
い
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
十
月
の
モ
ン
ス
ー
ン
の
終
わ
り
の
日
と
四
月
の
雨
祭
り

の
日
々
の
記
憶
が
、
こ
の
本
を
拝
見
し
て
鮮
明
に
甦

っ
て
き
た
。

私
は
、
こ
こ
十
年
間
程
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
八
千
】
川峰
の
山
々
を

一
度
は
見
て

み
た
い
と
云
う
思
い
が
強
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
表
銀
座
と
も
い
え
る
グ
レ
ー

ト
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
カ
ラ
コ
ル
ム
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
歩
い
た
り
登

っ
た
り
し
て
き
た
。

し
か
し
、
な
に
か
自
分
が
期
待
し
て
い
た
登
山
と
少
し
違
う
な
と
い
う
思

い
が
残

っ
た
山
旅
と
な

っ
た
。
そ
ん
な
時
、
中
村
さ
ん
の
こ
の
地
域

へ
の

紀
行
を
読
み
、
そ
の
後
度
々
山
岳
雑
誌
で
紀
行
文
を
拝
見
す
る
う
ち
、
い

つ
の
ま
に
か
中
村
さ
ん
の
行
動
を
注
目
す
る
様
に
な

っ
て
い
た
。

そ
ん
な
こ
と
が
切

っ
掛
け
で
昨
年
、
中
村
さ
ん
の
云
う
チ
ベ

ッ
ト
で

一

番
大
き
い
氷
河
で
あ
る
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
中
央
部
に
あ
る
拉
古
氷
河

に
入

っ
て
み
た
。
短
時
間
で
は
あ

っ
た
が
ベ
ン
ガ
ル
湾
の
モ
ン
ス
ー
ン
の

影
響
を
受
け
発
達
し
た
未
知
な
大
氷
河
と
氷
河
湖
、
中
村
さ
ん
は
こ
の
光

景
を
パ
タ
ゴ

ニ
ア
か
ア
ラ
ス
カ
と
い
っ
て
い
る
が
、
私
に
は
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
の
氷
河
と
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。
ま
た
氷
河
に
磨

か
れ
た
風
格
を
持

つ
山
岳
群
、
モ
ン
ス
ー
ン
が
育
て
た
森
林
と
谷
に
沿

っ

た
放
牧
地
、
農
耕
地
と
民
家
は
た
い
へ
ん
調
和
の
と
れ
た
美
し
い
風
景
で

あ
り
、
そ
の
中
を
現
地
の
チ
ベ

ッ
タ
ン
と
ヤ
ク
と
共
に
歩
い
た
氷
河
の
山

旅
は
充
実
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
私
達
の
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
の
旅

は
二
週
間
の
滞
在
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
土
地
の
全
体
像
を
提
え
る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
。

そ
れ
に
比
べ
中
村
さ
ん
は
強
い
執
念
と
執
着
が
動
か
す
の
か
、
強
い
運

の
持
ち
主
で
あ
る
。
五
月
に
こ
の
地
域
を
訪
れ

一
瞬
の
雲
の
晴
れ
間
を
と

ら
え
、
こ
の
山
群
の
最
高
峰
と
ア
ザ
、
拉
古
氷
河
と
そ
の
周
辺
の
山
々
の

写
真
を
と
ら
れ
、
私
達
に
公
開
し
た
。
そ
の
紀
行
は
我
々
を
魅
了
し
、
な

お
過
去
の
こ
の
地
域

へ
の
探
検
家
た
ち
の
あ
し
ど
り
を
検
証
し
、
こ
の
土

地
の
住
人
の
生
活
を
伝
え
て
く
れ
る
。
中
村
さ
ん
の
筆
に
な
る
と
パ
ン
デ
ィ
ッ

ト

・
キ
シ
ュ
ン
ｏ
シ
ン
や
ベ
イ
リ
ー
、

コ
ー
ル
バ

ッ
ク
、
キ
ン
グ
ド
ン

・

ウ
ォ
ー
ド
が
い
ま
も
な
お
元
気
に
生
き
て
旅
を
続
け
て
い
る
よ
う
な
面
白

い
文
章
で
あ
る
。

中
村
さ
ん
の
漂
白
の
旅
は
ど
こ
ま
で
続
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
い
て
い

の
登
山
家
は
、
常
に
そ
の
地
域
の
最
高
峰
の
登
山
に
集
中
し
、
そ
こ
が
登
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ら
れ
る
と
場
所
を
移
し
、
他
の
土
地
に
移
動
し
て
い
く
事
が
多
い
。
こ
の

広
い
地
域
で
も
日
本
の
い
く

つ
か
の
登
山
隊
が
ス
ポ

ッ
ト
的
に
入
り
、
登

山
し
た
事
実
は
伝
わ

っ
て
く
る
が
、
こ
の
地
域
の
全
体
像
が
私
達
に
伝
わ
っ

て
こ
な
い
。
ど
の
よ
う
な
土
地
か
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
住
ん
で
お
り
、

ど
の
よ
う
な
山
々
が
あ
る
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
今

回
の
中
村
さ
ん
の
面
的
な
ひ
ろ
が
り
を
持

つ
本
が
出
版
さ
れ
た
意
味
は
大

き
い
。
中
村
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
す
る

一
人
で
あ
る
。

（池
田
錦
重
）

山
本
正
嘉

著

『
登
山
の
運
動
生
理
学
百
科
』

東
京
新
聞
出
版
局
　
二
〇
〇
〇
年
八
月
刊

Ａ
５
版
　
一二
一
〇
ペ
ー
ジ
　
一
一〇
〇
〇
円

七
年
前
、
私
は
雑
誌

『岳
人
』
に

「新
進
ク
ラ
イ
マ
ー
列
伝
」
と
い
う

連
載
を
し
て
い
た
。
そ
の
二
十
番
目
の
人
物
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
が
山
本
正

嘉
さ
ん
だ

っ
た

（岳
人
九
五
年
九
月
号
）
。
そ
の
時
、
彼
の
人
と
な
り
を

こ
う
タ
イ
ト
ル
付
け
た
。
「知
識
、
経
験
、
体
力
。
確
か
な
視
座

で
登
山

を
科
学
す
る
」
と
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
中
高
年
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
詣
で
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
そ
の
記
事
に
こ
ん
な
事
を
書
い
た
。

〃あ
る
八
千
】
川峰
に
挑
む
登
山
隊
か
ら
壮
行
会
の
案
内
を
も
ら

っ
た
。

メ
ン
バ
ー
構
成
は
六
十
歳
代
か
ら
二
十
歳
代
ま
で
五
世
代
に
渡
る
と
い
う

珍
し
い
隊
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
平
均
年
齢
は
十
分
に
高
い
。

案
内
状
に
は
肩
肘
張
ら
ず
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
存
分
に
楽
し
ん
で
こ
よ
う
と

い
う
爽
や
か
さ
が
滲
み
出
て
い
て
気
分
い
い
も
の
だ

っ
た
。
案
内
の
要
旨

は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
も
は
や
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
け
の
世
界
で
は
な
い
。
最

近
の
中
高
年
パ
ワ
ー
の
活
躍
を
踏
ま
え
、
し

っ
か
り
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
め
ば
手
の
届
く
冒
険
で
、
隊
員
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
す
る

た
め
に
組
織
し
た
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。

今
の
日
本
の
登
山
界
は
、
年
代
が
高
い
ほ
ど
非
常
に
ナ
チ

ュ
ラ
ル
な
意

志
を
示
す
よ
う
に
な
る
の
か
と
ニ
ヤ
リ
と
し
て
し
ま

っ
た
。
悲
壮
感
は
微

塵
も
な
く
、
ど
ん
な
登
り
方
を
し
よ
う
が
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
限
り

自
由
な
ん
だ
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
心
地
よ
か

っ
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
れ
ば
手
の
届
く
冒
険
か
、
と
思
い
を
め
ぐ
ら
せ

て
い
た
時

「
運
動
生
理
学
者
の
チ

ョ
ー
オ

ュ
ー
無
酸
素
登
山
」

（岳
人
九

五
年
八
月
号
）
と

「
運
動
生
理
学
の
成
果
と
陥
穿

（か
ん
せ
い
）
」
（山
渓

九
五
年
八
月
号
）
と
い
う
二
つ
の
論
文
が
日
に
付
い
た
。
筆
者
は
國
際
武

道
大
学
の
山
本
正
嘉
助
教
授

（三
十
七
歳
）
で
あ
る

（現

¨
国
立
鹿
屋
体

育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）
。

彼
は
こ
の
春
、
十
四
年
振
り
に
八
千
】
川
峰
無
酸
素
登
山
に
再
挑
戦
し
た
。

隊
長
小
西
浩
文
、
隊
員
山
本
そ
れ
に
シ
ェ
ル
パ
の
三
名
の
み
。

（山
本
さ
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図 書 紹 介

ん
に
は
）
運
動
生
理
学
の
研
究
者
の
立
場
か
ら
、
自
分
自
身
を
実
験
台
に

し
て
高
所
で
の
体
の
反
応
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
取
る
と
い
う
目
的
が
あ

っ

た
。
頂
上
ま
で
の
過
程
の
中
で
、
持
論
が
い
か
に
高
所
登
山
に
通
用
す
る

か
、
自
分
の
知
識
の
確
認
と
い
う
誰
も
や
ら
な
か

っ
た
意
欲
的
な
試
み
で

あ
る
。
行
動
計
画
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
顛
末
、
そ
し
て
実
際
と
の
ズ
レ
と
誤

算
、
反
省
ま
で
が
整
然
と
し
た
論
旨
で
記
さ
れ
て
い
た
。

「
…
そ
ん
な
私
が
十
四
年
振
り
の
高
所
登
山
に
も
か
か
わ
ら
ず
登
頂

で

き
た
と
い
う
こ
と
は
、
適
切
な
方
法
で
登
山
を
行
え
ば
、
八
千
眉
峰
の
無

酸
素
登
山
も
多
く
の
人
に
と

っ
て
可
能
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
興
味
あ
る
デ
ー
タ
と
と
も
に
、

そ
の
軌
跡

が
如
実
に
う
か
が
わ
れ
る
価
値
あ
る
論
文
で
あ
る
。

〃

山
本
さ
ん
は
八
〇
年
の
夏
ガ
ル
ワ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
鋭
峰
シ
ヴ
リ
ン

（六
五
三
四
屑
）
北
壁
を
初
登
攀
し
た
東
大
ス
キ
ー
山
岳
部

の
猛
者
だ
。

当
時
二
十
三
歳
の
彼
を
は
じ
め
と
す
る
現
役
学
生
主
体
の
登
山
隊
は
、
平

均
年
齢
二
十
三

・
六
歳
と
い
う
若
く
溌
刺
と
し
た
隊
だ

っ
た
。
翌
年
は
ア

コ
ン
カ
グ
ア
南
壁
を
二
人
だ
け
の
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
完
登
、
そ
れ

も
上
部
岩
壁
は
新
ル
ー
ト
と
い
う
お
ま
け
付
き
だ
。

そ
の
後
、
大
学
に
職
を
得
て
教
壇
に
立
ち
な
が
ら

〃登
山
と
疲
労
〃
や

〃登
山
家
の
体
力
測
定
″
を
は
じ
め
数
々
の
登
山
に
関
す
る
運
動
生
理
学

の
研
究
を
続
け
る
。
海
外

へ
の
山
登
り
は
し
ば
ら
く
鳴
り
を
潜
め
た
。
し

か
し
、
〃八
千
屑
を
無
酸
素
で
登

っ
て
み
た
い
〃
と
い
う
夢

に
向
け
て
九

五
年
に
チ
ョ
ー

・
オ

ュ
ー

（八
二
〇

一
眉
）
に
羽
ば
た
い
た
。

そ
れ
も
た
だ
登
る
た
め
だ
け
で
は
な
い
、
野
心
的
な
研
究
目
的
を
帯
び

て
の
も
の
で
あ
る
。
自
ら
を
実
験
台
と
し
て
の
同
時
進
行
の
調
査
は
並
の

努
力
で
は
で
き
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
彼
の
こ
の

〃仕
事
〃
の
評

価
は
す
こ
ぶ
る
高
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
研
究
の
発
端
は
専
門
家
と
い
う
よ
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ニ
ス
ト
と
し
て

自
ら
の
登
頂
に
向
け
て
の
も
の
と
理
解
し
た
。
ず
い
ぶ
ん
具
体
的
で
実
は

私
自
身
も
新
鮮
な
も
の
に
響
い
た
。

当
時
、
山
本
さ
ん
は
、
「真
剣
勝
負
の
八
千
屑
無
酸
素
登
山
は
、
失
敗

が
即
、
生
命
の
危
険
に
結
び
つ
く
か
ら
、
い
く
ら
経
験
が
必
要
と
い
っ
て

も
失
敗
の
積
み
重
ね
で
熟
達
し
て
い
く
方
法
で
は
危
険
が
大
き
い
」
と
し
、

そ
の
た
め
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
自
己
体
力
の
把
握
、
高
所
衰
退
と
防
衛
体

力
、
呼
吸
法
な
ど
を
登
山
の
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
と
同
じ
よ
う
に
位
置
づ
け
て
、

解
明
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
発
言
を
し
て
い
る
。

で
も
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
な
に
も
、
登
攀
や
高
山
ば
か
り
を

対
象
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ク
ラ
イ
マ
ー
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
ニ
ス
ト
も
含
め

た
す
べ
て
の
登
山
愛
好
家
に
あ
て
は
ま
る
問
題
だ
と
感
じ
た
。
運
動
生
理

学
そ
の
も
の
は
、
特
に
中
高
年
、
熟
年
に
は
気
に
掛
か
る
内
容
で
あ
る
。

な
に
し
ろ
中
高
年
の
山
で
の
不
可
解
な
遭
難
問
題
が
大
き
く
社
会
問
題
化

し
て
い
た
か
ら
だ
。

い
ま
、
人
は

「快
適
さ
の
追
求
」
に
は
す
こ
ぶ
る
熱
心
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
過
程
で
生
じ
る
面
倒
な
も
の
は
、
極
力
回
避
し
先
送
り
と
い
う

の
が
時
流
だ
。
す
べ
て
が
人
任
せ
と
い
っ
た
風
潮
が
幅
を
効
か
し
て
い
る
。
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そ
ん
な
中

「危
機
管
理
」
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
は
じ
め
た
が
、　
一
般
的

に
言

っ
て
地
震
や
台
風
や
余
程
の
天
災
で
も
直
接
の
被
害
者
以
外
、
怖
さ

は

一
過
性
で
学
習
す
る
姿
勢
は
見
え
て
こ
な
い
。
人
ご
と
の
よ
う
な
無
関

心
さ
が
潜
ん
で
い
る
。
す
べ
て
を
人
工
的
な
安
全
の
中
に
暮
ら
す
人
々
は

耐
え
て
生
き
抜
く
能
力
を
ど
う
も
失
い
つ
つ
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
登
山
愛
好
家
に
も
は
っ
き
り
い
え
る
こ
と
で
、
自
然
環
境
、

施
設
、
装
備
、
食
料
、
行
動
に
い
た
る
全
て
に
お
い
て
快
適

・
容
易
を
追

求
し
、
山
で
の
遭
難
も
安
全
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
勘
違
い
し
、
人
任

せ
の
風
潮
が
は
び
こ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
危
急
対
策
な
ど
、
個
々
の
危
機

管
理
を
学
習
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
登
山
者
に
非
常
に
薄
く
な

っ
て
い
る
。

そ
の
基
礎
で
あ
る
身
体

（体
力
や
技
量
）
に
対
し
て
の
学
習
も
不
熱
心
に

見
え
る
。

と
く
に
中
高
年
に
そ
の
傾
向
が
強
い
。
登
山
愛
好
者
の
数
に
対
す
る
中

高
年
の
割
合
、
そ
れ
に
対
応
す
る
遭
難
者
の
数
と
遭
難
死
の
割
合
を
推
し

量
る
と
、
個
々
の
総
合
的
体
力
と
い
う
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
が
把
握
し
て
い

る
と
は
到
底
思
え
な
い
の
だ
。
自
分
の
安
全
を
管
理
す
る
の
は
他
人
で
は

な
い
、
自
分
で
あ
る
と
い
う
単
純
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。

安
全
管
理
と
い
う
も
の
を
外
部
に
託
す
こ
と
は
、
登
山
者
と
し
て

「
私

は
最
低
レ
ベ
ル
な
ん
で
す
」
と
い
う
こ
と
を
喧
伝
し
て
い
る
の
と
同
じ
で

あ
る
。
新
し
い
通
信
手
段
や
ヘ
リ
な
ど
の
機
動
力
、
探
索

ｏ
捜
索
信
号
発

振
器
、
体
調
管
理
医
療
機
器
な
ど
の
文
明
機
器
は
、
安
全
性
を
運
ん
で
は

く
れ
る
が
、
生
き
抜
く
身
体
の
体
力
や
能
力
は
与
え
て
は
く
れ
な
い
。

私
は
登
山
の
危
機
管
理
を
学
習
す
る
教
科
書
に
は
つ
ぎ
の
二
つ
が
最
適

と
考
え
て
い
る
。
ひ
と

つ
は
遭
難
史
、
遭
難
報
告
や
追
悼
集
と
い
っ
た
失

敗
談
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
身
体
の
仕
組
み
を
教
え
て
く
れ
る
生
理
学

の
本
で
あ
る
。
身
体
の
本
は
読
む
だ
け
で
健
康
に
は
な
ら
な
い
が
、
知
識

と
し
て
知

っ
て
い
る
か
知
ら
な
い
か
で
は
雲
泥
の
差
が
で
る
。

当
時
山
本
さ
ん
が
前
後
し
て
発
表
し
た
幾
多
の
論
文
は
そ
の
意
味
で
は
、

い
ま
ま
で
に
な
い
参
考
文
献
と
い
え
た
。

そ
の
論
文
を
元
に
、
『岳
人
』
誌
に
九
六
年
五
月
か
ら
九
七
年
八
月
ま

で
十
六
回
に
渡
り
連
載
し
た
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
が
こ
こ
で
紹
介
す
る

『登
山
の
運
動
生
理
学
百
科
』
で
あ
る
。
読
ん
で
さ
ら
に
そ
の
感
を
強
く

し
た
。

内
容
は
第

一
部

一
基
礎
編
　
①
登
山
と
健
康
、
②
登
山
と
疲
労
、
③
中

高
年
者
、
女
性
、
子
供
の
登
山
、
④
登
山
と
体
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
第
二

部

一
発
展
編
　
⑤
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
⑥
高
所
登
山
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。

非
常
に
テ
ン
ポ
よ
く
平
易
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
、
百
科
と
銘
打

っ
て
い
る

だ
け
に
辞
典
的
要
素
も
含
ま
れ
、

コ
ラ
ム
が
楽
し
い
読
み
物
で
ア
ク
セ
ン

ト
に
な

っ
て
ま
と
ま
り
が
よ
い
。

こ
の
書
は
、
い
き
な
り
学
説
が
錯
綜
す
る
よ
う
な
閉
口
も
の
と
は
違
う
。

特
徴
は
懇
切
丁
寧
、
平
易
な
文
章
と
理
解
し
や
す
い
内
容
に
あ
る
。
そ
の

理
由
は
、
彼
自
身
が
実
際
に
登

っ
て
実
験
を
し
、
デ
ー
タ
を
と
り
、
表
示

し
結
論
付
け
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
説
得
力
が
あ
る
か
ら
だ
。

わ
れ
わ
れ
自
ら
の
体
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
部
分
も
多
々
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あ
り
、
登
山
に
お
け
る
身
体
の
生
理
反
応
と
い
う
分
か
り
づ
ら
い
問
題
を
、

充
分
に
か
み
砕
き
、
知
識
よ
り
知
恵
と
し
て
頭
に
入
り
や
す
く
表
現
し
て

く
れ
て
い
る
。
教
鞭
を
と
る
彼
の
本
領
が
随
所
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
類
書
に
は
み
ら
れ
な
い
、
読
み
進
む
に
楽
な
本
で
あ
る
。
い
ず
れ
は

バ
イ
ブ
ル
本
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
通
読
す
る
と
彼
の
登
山
観
と
い
う
も
の
が
明
確
に
見
え
て
き

て
面
白
い
。
あ
る
意
味
で
は
学
問
的
啓
蒙
の
ス
タ
イ
ル
を
と
り
な
が
ら
、

彼
の
登
山
論
を
展
開
し
た
興
味
深
い
山
岳
書
と
も
い
え
る
。

こ
の
本
を
読
め
ば
即
個
々
の
身
体
的
問
題
の
総
て
が
解
決
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
道
理
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
身
体
の
問
題
に
対
処
す
る

方
法
が
わ
か
り
、
登
山
中
に
お
お
い
な
る
余
裕
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
そ
れ
は
山
登
り
を
精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
気
楽
に
し
、
知
識

を
よ
り
豊
か
に
す
る
に
役
に
立

つ
も
の
だ
。

一
般
か
ら
熟
年
に
い
た
る
登
山
愛
好
家
す
べ
て
に
薦
め
た
い
。
さ
ら
に

健
康
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
登
山
と
運
動
生
理
学
を
や
さ
し
く
説

い
て
い
る
本
書
は
、
登
山
者
ば
か
り
で
は
な
く

一
般
の
中
高
年
に
も
是
非

読
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

（大
蔵
喜
福
）

宮
森
常
雄

著

『
カ
ラ
コ
ル
ム

・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
登
山
地
図
』

宮
森
常
雄

・
雁
部
貞
夫

編
著

『
カ
ラ
コ
ル
ム

・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
山
岳
研
究
』

京
都

・
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇

一
年
五
月
刊

地
図
Ｂ
全
判

（
８３
×
６９

錮
）

十
三
図
葉

研
究
Ｂ
４
変
型

（２ｌ

ｏ
８
×
３０

ｏ
５

ｃｍ
）

両
者
ケ
ー
ス
入
り

（
３８
×
２３
×
８

ｏ
５

ｍ
）

セ
ッ
ト
三
万
三
〇
〇
〇
円

カ
ラ
コ
ル
ム
と
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
の
地
図
に
関
し
て
、
宮
森
常
雄
氏
の

右
に
で
る
も
の
は
い
な
い
、
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。
四
十
年

ほ
ど
前
の
青
焼
き
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
れ
以
来
、
い
く
度
も
改
訂
を
重
ね

て
、

つ
い
に
そ
の
決
定
版
と
も
い
え
る
登
山
地
図
が
完
成
、
刊
行
さ
れ
た
。

し
か
し
、
情
熱
的
で
貧
欲
な
ま
で
の
資
料
収
集
、
そ
の
整
理
、
そ
し
て
、

詮
索
好
き
と
凝
り
性
を
か
ね
が
ね
知
る
も
の
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
驚
く
に
当

た
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
…
…
。

地
図
は
い
わ
ゆ
る
カ
ム
カ
ル
テ

（
ス
ケ
ル
ト
ン

・
マ
ッ
プ
）
と
い
う
、
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尾
根
線
と
谷
線
が
主
体
の
概
念
図
で
あ
る
。
尾
根
線
は
濃
い
茶
色
、
水
系

（河
川
と
氷
河
）
は
青
色
、
道
路
と
地
名

ｏ
標
高
は
黒
色
。
縮
尺
は
十
二

図
葉
が

一
五
万
分
の

一
。
三
角
印
▲
と
丸
印
●
の
赤
い
も
の
は
既
登
峰
を

示
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
こ
の
地
図
の
作
成
時
点
で
の
未
踏
峰
が

一
目
瞭

然
と
な
る
。
ま
た
、
主
な
高
峰
に
は
赤
色
の
破
線
で
初
登
頂
の
ル
ー
ト
が

示
さ
れ
、
年
度
と
国
名
が
略
号
で
入
り
、
さ
ら
に
初
期
の
探
検
家

・
先
駆

者
の
足
跡
ル
ー
ト
も
記
入
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
尾
根
線

の
茶
色
と
、
黒
い
文
字
の
山
名
や
標
高
が
重
な

っ
て
、
読
み
に
く
い
と
こ

ろ
が
若
干
あ
る
。
尾
根
線
の
茶
色
の
濃
度
を
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
減
じ

て
も
よ
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
十
二
図
葉
で
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
西
端
の
東
経
７１
度
か
ら
、
カ
ラ
コ

ル
ム
東
部
の
サ
セ
ー
ル

ｏ
カ
ン
リ
の
東
経
７８
度
ま
で
を
カ
バ
ー
し
、
五
色

刷
、
ほ
と
ん
ど
が
Ｂ
全
判

で
あ
る
。
英
文
タ
イ
ト
ル
は
∧
〓
ｏ
目

ご
〓
‐

８
『〓
∞
〓
”
づ
∽
ｏ
ｒ
Ｆ
①
パ
鶴
洋
ｏ
ご
ヨ

”
〓
〓
計
‐バ
ｃ
∽Ｆ
∨
で
、
西
か
ら

東

へ
と
順
に
番
号
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ

ュ
と
Ｌ
ン
ズ
ー
ラ
ジ

①
東
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
と
テ
イ
リ
チ

ｏ
ミ
ー
ル

②
南
ヒ
ン
ズ
ー
ラ
ジ
と
チ
ト
ラ
ル

③
東
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
と

マ
ス
ト
ゥ
ジ

④
東
ヒ
ン
ズ
ー
ラ
ジ
と
ヤ
シ
ン

カ
ラ
コ
ル
ム

⑤
バ
ト
ゥ
ー
ラ
氷
河
と
フ
ン
ザ

⑥
ナ
ン
ガ

ｏ
パ
ル
バ

ッ
ト
と
ギ
ル
ギ

ッ
ト

⑦
ヒ
ス
パ
ー
氷
河
と
シ
ム
シ
ャ
ー
ル

③
ビ
ア
フ
ォ
氷
河
と
ス
カ
ル
ド
ゥ

⑨
イ
ン
ス
ガ
イ
テ
ィ
氷
河

⑩
バ
ル
ト

ロ
氷
河
と
カ
プ
ル

⑪
シ
ア
チ

ェ
ン
氷
河
と
リ
モ
氷
河

⑫
ヌ
ブ
ラ
川
と
シ
ャ
イ
ヨ
ク
川
、
サ
セ
ー
ル

ｏ
カ
ン
リ

最
後
の
第
１３
図
は
等
高
線
入
り
の

「
バ
ル
ト
ロ
氷
河
」
の
詳
細
図

（七

万
五
〇
〇
〇
分
の

一
）
で
、
サ
イ
ズ
は
９５
×
６２

ｍ
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
九

七
七
年
の
Ｋ
２
登
山
隊
の
報
告
書
に
つ
い
た

一
四
万
分
の

一
、
そ
の
改
訂

版

一
〇
万
分
の

一

（
一
九
七
八
年
）
、
さ
ら
に
そ
の
改
訂
版

（『
山
岳
年
鑑

一
九
八
八
年
』
の
付
図
、　
一
〇
万
分
の

一
、　
一
九
八
八
年
）
に
も
と
づ
い

た
決
定
版
で
あ
る
。
図
中
に
は
矢
印
の
つ
い
た
赤
線
が
入

っ
て
お
り
、
そ

れ
は
雪
崩
の
ル
ー
ト
を
示
す
と
い
う
が
、
で
は
、
矢
印
の
な
い
と
こ
ろ
は

雪
崩
が
な
く
、
安
全
な
の
か
と
い
う
、

ヘ
ソ
曲
が
り
的
な
曲
解
が
生
じ
る

か
も
し
れ
な
い
。
傾
斜
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
雪
崩
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
こ
の
赤
矢
印
は
な
く
て
も
よ
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

こ
の
赤
矢
印
に
つ
い
て
の
説
明
は
地
図
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。

つ
い
で
に
、
地
図
の

「
凡
例
」
で
気
に
な

っ
た
こ
と
を
い
く

つ
か
列
記

す
る
と
、
Ｕ
Ｓ
、
Ｎ
Ｚ
は
通
常
、
す

べ
て
大
文
字

で
あ
ろ
う
。
＞
げ
ｏ
ニ

〓
①置
Ｆ
∽
よ
り
も

＞
ｏ
「
ｏ
ｘ
一日
詳
①
〓
①村

，
一の
が
ょ
ぃ
ょ
ぅ
に
思
う
。

ス
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ペ
ル
の
間
違

っ
た
単
語
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
、
国
際
性
を
考
え
る
と
、
英

単
語
の
校
正
に
は
も

っ
と
念
を
入
れ
て
ほ
し
か

っ
た
。

こ
の
種
の
カ
ム
カ
ル
テ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ー
マ
ン
ｏ
マ
ッ
プ
ス
社

か
ら
縮
尺
二
〇
万
分
の

一
で
、
『
イ
ン
ド

ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
（八
枚
セ
ッ
ト
、

一
九
八
八
～
八
九
年
）
、
『
カ
ラ
コ
ル
ム
』
（四
枚
セ

ッ
ト
、　
一
九
九
五
年

ご
ろ
）
、
『
ネ
パ
ー
ル

ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
（七
枚
セ
ッ
ト
？
、　
一
九
九
五
年
）

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

・
登
山
用
地
図
が
市
販
さ
れ
て
い
る
。
冷
戦
が
終
わ

っ

て
十
有
余
年
、
そ
し
て
日
夜
、
人
工
衛
星
が
上
空
を
飛
び
交

っ
て
い
る
と

い
う
の
に
、
大
縮
尺
の
地
形
図
は
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
中
国
、
旧
ソ

連

（
一
部
は
海
外
に
流
出
）
で
は

「
極
秘
」
扱
い
。
か
つ
て
の
日
本
も
そ

ん
な
時
代
が
あ

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
地
図
は
も
と
よ
り
、
日
本
全
土
の

航
空
写
真
を
手
に
し
て
い
た
。

一
方
、
対
照
的
に
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
の
協
力

ｏ

援
助
に
よ

っ
て
、
ま
だ
全
部
で
は
な
い
け
れ
ど
、
続
々
と
地
形
図

（五
万

分
の

一
と
二

・
五
万
分
の

一
）
が
作
成
さ
れ
、
公
刊
、
市
販
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
で
自
国
の
大
縮
尺
地
形
図
を
販
売
す
る
唯

一
の
国
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
ネ
パ
ー
ル
で
宮
森
図
の
よ
う
な
登
山
用
地
図
は
不
要
な
の
だ
ろ

う
か
。
い
や
、
「
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

・
マ
ッ
プ
」
の
シ
リ
ー
ズ

の
よ
う
に
各

山
群
ご
と
に
編
集
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
登
山
用
の
地
図
は
、
大
い
に
便

利
に
違
い
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
長
年
に
わ
た

っ
て
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
、

十
三
図
葉
に
ま
と
め
あ
げ
た

一
大
労
作
と
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
た
だ
脱

帽
す
る
の
み
。
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
を
英
断
さ
れ
た

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
の
社
長

・
中
西
健
夫
氏
に
も
心
か
ら
拍
手
を
送
り
た
い
。

日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
地
図
集
と
な

っ
た
。

つ
ぎ
に
、
ず

っ
し
り
と
重
い
、
別
冊
の

『
山
岳
研
究
』
は
Ｂ
４
変
型
、

対
＋
三
七

一
頁
。
地
図
に
記
載
さ
れ
た
六
〇
〇
〇
】
月
以
上
の

一
二

一
五
座

を
山
域
別
に
区
分
し
、
各
山
ご
と
に
山
名
、
高
度

（新

ｏ
旧
）
、
位
置
、

初
登
頂

（年
度
、
隊
名
な
ど
）
、
地
図
と
の
対
応
な
ど
を
記
述
す
る
。

そ

こ
に
パ
ノ
ラ
マ
写
真
な
ど
、
日
本
隊
が
撮
影
し
た

一
六
五
点
も
の
写
真
が

加
わ
り
、
山
座
同
定
な
ど
を
楽
し
く
行
え
る
。
ど
れ
も
見
事
な
写
真
で
、

資
料
と
し
て
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
ば
か
り
。
こ
れ
は
い
わ
ば
、
山
名
事

典
と
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
気
に
な

っ
た
の
は
略
記
号
の

「
ｆ
」
で
あ
る
。

フ
ィ
ー
ト
に
は

一
般
的
に

「
Ｆ
」
を
使
う
し
、
ま
た
、
「
⊂
●
Ｚ
”
日
ａ

『
①洋
」
は

「⊂
い
い
”
ヨ
①Ｑ
”
①洋
」
が
ベ
タ
ー
で
は
な
い
か
。

参
考
資
料
と
し
て
、
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
名
考
」
、
「
チ
ト
ラ
ル
五
Ｔ
‐語
彙
集
」、

「東
部
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
地
名

ｏ
山
名
考
」
と
そ
の
英
訳
、
山
名
索
引
な

ど
が
巻
末
に
並
ぶ
。
Ｐ

・
ヴ
ィ
ト
ー
の

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
名
考
」
は
ス
イ
ス

山
岳
研
究
財
団
の

『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
（第
二
巻
第
九
号
、　
一
九
六
〇
年
）

に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
い
ま
か
ら
み
れ
ば
、
あ
ま
り
新
し
く
な
い
。
最

初
の
項
目
の
∧
＞
〓
＞
∨
は
チ
ベ

ッ
ト
語
、
シ
ェ
ル
パ
語
、
ネ
パ
ー
ル
語

で
、
と
も
に

「
母
」
と
い
う

一
般
的
な
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
私
事
に
な

り
そ
う
だ
が
、
参
考
文
献
の
７８
番
は
つ
ぎ
が
正
し
い
。

『∞
『
〓
】も
り
Ｏ
Ｑ
①
『
〓
いｏ
も
一
（ΦＱ
・
）
¨
＞
Ｂ
＞
〇〇〇
」
う
け
〇
「
弓
【σ
Φ”・
弓
Ｆ
①
けヽ
”
く
の｝
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〇
ヽ
日り
も
〇
〓
け〇
同
）①∽】鮎
①『
一・　
Ｆ
Ｏ
●
Ｑ
Ｏ
い
・
（）・　
刀
Ｏヽ
Ｃ
一】①Ｑ
∞
①・　
ＨΦ
∞
Ｈ
偽げ
①ヽく
・

①Ｑ
・　
ドΦ
∞
Φ
・

薬
師
義
美
訳

『
チ
ベ
ッ
ト
の
報
告
』
（全
二
巻
）
平
凡
社
、　
一
九
九

一

～
九
二
年

ほ
か
に

「
カ
ラ
コ
ル
ム
の
命
名
法
」
な
ど
、
コ
ラ
ム
が
七
編
あ
る
。

刊
行
の
準
備
を
耳
に
し
て
か
ら
何
年
経

っ
た
ろ
う
か
。
本
当
に
ご
苦
労

様
と
い
い
た
い
。
編
著
者
に
も
、
出
版
社
に
も
！
　
そ
し
て
、
こ
れ
は
わ

が
国
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
の
登
山
界
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
に
大
き
な

ケ
ル
ン
を
築
き
、
登
山
の
文
化
史
上
、
き
わ
め
て
意
義
深
い
も
の
と
な

っ

た
。
こ
れ
ま
で
筆
者
が
並
べ
て
き
た
御
託
な
ど
は
、
ま

っ
た
く
瑣
末
的
な

こ
と
で
あ
る
。
価
格
が
高
い
か
否
か
は
、
そ
れ
を
利
用
す
る
人
次
第
で
あ

り
、
版
を
重
ね
る
ぐ
ら
い
に
部
数
が
で
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

こ
の
十
月
に
開
か
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
世
界
最
大
の

「ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
」
に
出
品
さ
れ
た
が
、
そ
の
反
響
は
い
か
が
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。

（薬
師
義
美
）

全
巻
編
集
委
員

一
貝
塚
爽
平

・
太
田
陽
子

・
小
疇
　
尚

・

小
池

一
之

・
鎮
西
清
高

・
野
上
道
男

・

町
田
　
洋

・
松
田
時
彦

・
米
倉
伸
之

『
日
本
の
地
形
』

全
七
巻

東
京
大
学
出
版
会

第

一
巻

「総
説
」

二
〇
〇

一
年
二
月
刊

Ｂ
五
版
　
三
四
九
ペ
ー
ジ
　
五
八
〇
〇
円

我
が
国
で
初
め
て
、
全
国
を
詳
し
く
網
羅
し
た
地
形
誌
の
刊
行
が
始
ま

っ

て
い
る
。
昨
年
末
に
第

一
回
配
本
の
第
四
巻

『
関
東

ｏ
伊
豆
小
笠
原
』
、

今
春
に
は
第

一
巻

『総
説
』
。
こ
の
年
末
に
三
回
目
の
配
本
と
し
て

『
九

州

ｏ
南
西
諸
島
』
、
続
い
て
来
春
ご
ろ
に

『北
海
道
』
を
予
定
と
の
こ
と

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
『東
北
』
、
『中
部
』
、
『近
畿

・
中
国

ｏ
四
国
』

が
続

い
て
発
刊
さ
れ
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴
は
、
日
本
列
島
お
よ
び
各
地
域
別
の
地
形
の
成
り

立
ち
を
、
地
形
発
達
史

・
形
成
史
に
重
点
を
お
い
て
、
地
域
ご
と
に
説
明

し
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
立
脚
し
た
内
容

で
あ
る

一
方
で
、
新
た
に
製
作
さ
れ
た
図
表
も
多
く
載
せ
、
専
門
用
語
の

多
用
を
抑
え
て
、
地
形
に
興
味
を
抱
く

一
般
読
者
に
も
わ
か
り
易
い
記
述

と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
ペ
ー
ジ
に
は
、
本
文
記
述
を
補
う
た
め
の
注
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記
も
豊
富
で
あ
る
。

「
刊
行
の
こ
と
ば
」
の
趣
旨
を

一
部
援
用
す
れ
ば
、
地
形
は
地
球
表
面

そ
の
も
の
の
形
態
で
あ

っ
て
、
人
間
活
動
の
舞
台
で
あ
る
。
地
形
は
、
地

球
表
面
で
の
多
種
多
様
な
自
然
の
は
た
ら
き
と
人
間
に
よ
る
土
地
改
良
の

歴
史
の
、
現
在
に
い
た
る
最
終
生
成
物
と
し
て
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
日
本
列
島
の
地
形
は
き
わ
め
て
変
化
に
富
む
こ
と
で
知
ら
れ
、
そ
れ

が
風
景
の
土
台
を
つ
く

っ
て
い
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
企
画
さ
れ
た
背
景
は
、
自
然
史
と
人
間
活
動
が
刻
ま

れ
て
い
る
日
本
の
地
形
の
姿
と
そ
の
形
成
過
程
、
す
な
わ
ち
地
形
発
達
史

を
こ
の
列
島
に
住
む
多
く
の
人
々
に
知

っ
て
貰
い
、
こ
れ
か
ら
の
地
形
環

境
の
保
全

ｏ
創
成
や
防
災

ｏ
土
地
利
用
に
、
ま
た
、
風
景
に
ひ
そ
む
歴
史

を
読
む
の
に
も
役
立
て
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
の
こ
と
と
の
自
で
あ
る
。

シ
リ
ー
ズ
刊
行
の
計
画
は
、　
一
九
九

一
年
に
着
手
さ
れ
て
全
体
の
企
画

が
進
め
ら
れ
た
。
初
期
に
は
、
全
国
の
地
形
区
分
を
ど
の
様
に
考
え
る
か

の
議
論
が
長
期
に
亘

つ
て
進
め
ら
れ
た
。
「地
形
区
分
図
」
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
地
理
調
査
所
に
よ
る

「自
然
地
域
区
分
」
（
一
九
五
四
）
が
あ

っ

て
、
山
地

・
山
脈
や
平
野
な
ど
の
名
称
と
と
も
に
、
国
土
地
理
院
の
小
縮

尺
地
図
を
始
め
と
し
て
教
科
書
地
図
帳
な
ど
の
分
野
で
今
も
用
い
ら
れ
て

い
る
。　
一
方
で
は
、
そ
れ
に
お
け
る
区
分
ま
た
は
地
形
区
名
称
に
つ
い
て

は
、
そ
の
現
地
で
は
必
ず
し
も
使
わ
れ
て
い
な
い
名
称
が
あ
る
な
ど

一
部

疑
間
と
す
る
声
も
以
前
か
ら
あ

っ
て
、
『
理
科
年
表
』
（丸
善
、
毎
年
刊
）

で
は
、
十
年
以
上
前
か
ら
別
の
図
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。
本
書
で
は
、
日

本
列
島
の
地
形
区
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
関
連
し
た
研
究
者
共
通
の
認
識

と
し
て
の
確
定
版
と
も
言
う
べ
き
考
え
方
が
、
図
お
よ
び
区
分
表
と
し
て

提
示
さ
れ
た
。

最
初
の
発
行
と
な

っ
た

『
関
東

・
伊
豆
小
笠
原
』
で
は
、
二
千
眉
級
の

山
地

ｏ
火
山
か
ら
、
台
地

・
低
地
、
海
湾

・
島
嶼
な
ど
、
多
種
多
彩
な
地

形
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
地
方
に
つ
い
て
、
二
四
名
の
著
者
に
よ

っ
て
、
地

形
の
発
達
史
、
形
成
史
に
重
点
を
お
い
て
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

巻
頭
に
は
、
地
方
を
代
表
す
る
地
形
景
観
の
写
真
多
数
に
続
い
て
、
岡

山

（
一
九
八
八
）
に
よ
る
百
万
分

一
接
峰
面
図

（
そ
の
関
東
地
方
部
分
、

以
下
も
同
じ
）
や
、
地
形
陰
影
を
施
し
た
地
質
図
お
よ
び
地
形
区
分
図
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
二
図
は
、
国
土
地
理
院
に
よ
る
デ
ィ
ジ
タ
ル

標
高
デ
ー
タ

（数
値
地
図
五
十
メ
ー
ト
ル
メ
ッ
シ
ュ

「
標
高
」
）
を
使
用

し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
従
来
の
地
形
図
に
よ
る
の
で
は
得
ら
れ
な
か

っ

た
高
精
細
な
地
形
レ
リ
ー
フ
に
、
改
め
て
目
を
見
張
る
思
い
で
あ
る
。
こ

の
種
の
数
値
デ
ー
タ
は
、
地
形
計
測
に
お
け
る
活
用
や
本
書
に
掲
げ
ら
れ

た
各
種
の
図
に
見
る
よ
う
に
、
地
形
の
世
界
に
新
し
い
視
覚
化
表
現
の
世

界
を
拓
き

つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

続
い
て
、
前
述
の

「地
形
区
分
図
」
に
対
応
す
る
表

（大

・
中

・
小
区

分
）
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
区
分
を
記
述
の
単
位
と
し
て
の
説
明
が
展
開
さ

れ
る
。
な
お
、
そ
れ
に
先
だ

っ
て
、
地
形
特
性
と
地
形
発
達
を
理
解
す
る

た
め
の

「総
説
」
と
し
て
、
こ
の
地
方
の
大
地
形
と
地
形
区
分
、
プ
レ
ー

ト
運
動
と
の
関
係
、
地
形
研
究
史

・
地
質
の
概
要
、
地
形

・
地
質
の
編
年

図 書 紹 介
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が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
第

一
回
配
本
の

『関
東

ｏ
伊
豆
小
笠
原
』
で
あ
り
、
今
後
の
各

巻
と
も
、
同
様
の
構
成
と
な
ろ
う
。

我
が
国
に
お
け
る
山
地
面
積
は
、
国
土
の
七
割
を
占
め
て
お
り
、
本
書

に
お
い
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
山
地
に
関
す
る
記
載
内
容
は
豊
富
で

あ
る
。

日
頃
の
山
歩
き
で
目
に
す
る
興
味
あ
る
地
形
、
氷
河
地
形
や
雪
蝕
地
形
、

各
種
の
火
山
地
形
、
特
徴
あ
る
水
系
パ
タ
ー
ン
、
地
質
構
成

ｏ
構
造
が
支

配
し
て
様
々
な
見
か
け
を
な
す
地
形
。
あ
る
い
は
、
丘
陵
部
や
平
野

ｏ
海

岸
の
散
策
に
お
い
て
目
に
す
る
平
坦
地
の
地
形
と
古
地
理
の
変
遷
。
自
然

地
理
に
興
味
を
い
だ
く
者
に
と

っ
て
は
、
本
書
は
、
普
段
目
に
す
る
地
形

に
つ
い
て
の
豊
富
な
知
識
の
宝
庫
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
今
年
二
月
刊
の

『総
説
』
で
は
、
各
地
方
編
の
理
解
を
助
け
る

た
め
の
基
本
的
事
項
の
記
述
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
日
本
列
島
と
周

辺
海
底
の
大
地
形
を
概
観
し
、
列
島
の
基
盤
地
質
と
地
形
形
成
環
境
、
列

島
を
構
成
す
る
山
地
、
火
山
、
平
野
、
海
底
の
地
形
特
性
の
ほ
か
、
人
間

に
よ
る
地
形
改
変
と
災
害
、
日
本
列
島
の
生
い
立
ち

（地
形
発
達
史
）
に

つ
い
て
記
述
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
地
形
研
究
史
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ

て
い
る
。

全
巻
を
通
し
て
の
執
筆
者
は
百
十

一
名
に
わ
た
り
、
文
字
ど
お
り
、
日

本
の
地
形
学

ｏ
第
四
紀
学
の
関
係
者
の
総
力
を
あ
げ
た
成
果
で
あ
り
、
二

十
世
紀
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
研
究
の
総
大
成
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
作
成
は
、
日
本
の
地
形
学

・
第
四
紀
学

の
発
展
に
大
き
な
功
績
の
あ

っ
た
貝
塚
爽
平
氏
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
あ

っ

た
。
二
十
世
紀
初
め
に
着
手
さ
れ
た
我
が
国
の
地
形
学
に
お
い
て
な
さ
れ

て
き
た
近
代
的
な
調
査
研
究
の
成
果
を
、
百
年
を
経
た
時
点
で
総
括
し
よ

う
と
の
趣
旨
で
企
画
は
進
め
ら
れ
、
常
に
広
い
視
野
か
ら
の
計
画
推
進
に

当
た

っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
こ
の
事
業
の
途
上
、　
一
九
九
八
年
秋
に
ご
逝
去

さ
れ
た
。

一
方
、
『総
説
』
の
巻
は
、
米
倉
伸
之
氏
が
中
心
と
な

っ
て
、
多
数

に

わ
た
る
執
筆
者
相
互
の
調
整
や
加
筆
を
行
い
、
加
え
て
、
前
述
の
全
国
の

地
形
区
分
に
つ
い
て
も
、
地
方
ご
と
に
ば
ら
つ
き
の
あ

っ
た
も
の
の
総
合

・

統

一
に
心
労
を
注
が
れ
た
と
伺

っ
て
い
る
。
或
い
は
そ
の
無
理
が
あ

っ
た

の
か
、
本
の
完
成
後
間
も
な
く
闘
病
生
活
と
な

っ
て
七
月
末
に
ご
逝
去
さ

れ
た
。

な
お
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
は
、
東
京
大
学
出
版
会
の
創
立
五
十
周

年
記
念
事
業
の

一
環
で
あ
る
。
そ
の
編
集
実
務
に
お
い
て
は
、
編
著
者
多

数
か
ら
の
錯
綜
し
た
原
稿

・
原
図
が
寄
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
統

一
的
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
、
隅
々
に
ま
で

細
か
な
気
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
出
版
さ
れ
た
美
し
い
表
紙
カ
バ
ー
の

二
冊
を
座
右
に
お
い
て
、
ど
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
も
、
程
良
い
バ
ラ
ン
ス

で
美
し
い
仕
上
が
り
の
図
版
と
、
緻
密
な
内
容
な
が
ら
も
判
り
易
い
記
述

の
本
文
。
地
形

・
地
質
に
志
し
た
者
と
し
て
は
至
福
の
限
り
で
あ
る
。

（長
岡
正
利
）
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国

Ｑ
一
け
①
無
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〓
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ユ

∽
Ｆ

パ

”
づ
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鮎
】
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＞

『
＞
∽
∽
＞
の
国

弓
〇

〓
Ｕ
亀
＞
Ｆ
＞
く
＞

Ｏ
Ｘ
』
〇
『
鮎

Ｃ
ゴ
一く
の
ヽ
∽
〓
Ч

℃
『
①
∽
∽
■
∪
①
〓Ｆ
Ｆ

Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｈ

Ｄ
∞
〇
×

Ｈ
い
〇

・　
∞
い
ド
ｏ
づ
・　
●
〇

づ
『
いの
①

こ
の
本
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ｏ
ジ
ャ
ー
ナ
ル

（
Ｈ
Ｊ
）
の
編
集
者
が
、
既
に

五
十
六
冊
発
刊
さ
れ
た
Ｈ
Ｊ
の
記
事
の
中
か
ら
、
お
よ
そ
七
十
遍
を
選
ん

だ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
本
年
は
周
年
期
で
も
な
く
、
切
り
が
良
い
号

数
で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
今
こ
の
本
が
編
ま
れ
た
か
と
言
え
ば
、
二
十

一

世
紀
に
な
り
、
新
た
な
世
紀
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
の
Ｈ
Ｊ
を
読
み
直
す

（会
員
に
は
無
料
配
布
）
と
い
う
意
味
ら
し
い
。
編
者

の
カ
パ
デ

ィ
ア
氏

は
、
ほ
か
に
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ｏ
ク
ラ
ブ
の
名
で
、
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
企
画
」

を
幾

つ
か
実
現
し
て
い
る
。

編
集
者
の
前
書
き
に
は
選
ん
だ
基
準
も
、
な
ん
ら
か
の
方
針
も
特
に
な

く

多
①
σ
①∽一
姜
〓
一〓
∞
∽
と
い
う
以
外
に
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
各
冊
が
三
〇
〇
パ
‐
前
後
の
五
十
六
冊
の
Ｈ
Ｊ
を
前
に
、
数
名
の
編
集

チ
ー
ム
で
こ
れ
と
思
う
記
事

（詩
も
四
編
含
ま
れ
る
）
を
各
自
選
び
出
し
、

お
お
よ
そ
の
項
目
に
割
り
振
り
、
そ
の
上
で
十
五
の
章
に
分
け
て
並

べ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
目
次
上
の
そ
の
各
項
目
と
は
、
創
設
期
、
郷

愁
、
探
検
的
活
動
、
特
定
の
地
域
、
パ
イ
オ
ニ
ア
的
登
山
、
登
山
の
数
々
、

ナ
ン
ダ

ｏ
デ
ヴ
ィ
、
踏
査
、
遭
難
と
救
助
、
社
会
と
自
然
の
記
述
、
物
語

の
数
々
、
紳
士
録
、
書
評
、
追
悼
、
会
員
通
信
で
あ
る
。
そ
の
他
写
真
も

か
つ
て
Ｈ
Ｊ
誌
を
飾
ら
た
も
の
を
使

っ
て
い
る
。
書
か
れ
て
い
る
内
容
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
書
い
て
い
る
人
物
が
誰
で
あ
る
か
に
も
当
然
注
意
が

注
が
れ
て
い
る
。

例
え
ば

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
Ｈ
Ｊ
を
開
く
と
、
ネ
パ
ー
ル
と
イ
ン
ド

の
初
登
攀
の
記
録
が
ず
ら

っ
と
並
ん
で
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
記
事
は
こ

こ
に
は
全
く
選
び
出
さ
れ
て
い
な
い
。
新
し
い
登
攀
記
録
で
は

一
九
八
九

年
の
Ｔ

・
チ

ェ
セ
ン
の
ジ
ャ
ヌ
ー

・
ソ
ロ
く
ら
い
だ
が
、
遭
難
と
救
助
の

章
に
は
、
カ
パ
デ
ィ
ア
自
身
も
加
わ

っ
た

一
九
九
二
年
の
パ
ン
チ
チ

ュ
リ

の
顛
末
が
選
ば
れ
て
、
こ
れ
が
最
も
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ど
の
号
か

ら
も

一
応
満
遍
な
く
と
い
う
傾
向
は
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

ベ
ス
ト
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
こ
の
上
な
い
こ
と
だ
。
こ
の
種
の
本
で

は
編
集
者
の
好
み
が
強
く
出
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
常
日
頃
Ｈ
Ｊ
の

バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
親
し
み
、
永
ら
く
編
集
に
携
わ
る
者
な
ら
で
は
の
仕

事
と
い
え
る
。

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
長
い
記
事
は
短
縮
化
を
行
な
わ
ざ

る
を
得
な
い
し
、
欄
外
に
註
の
必
要
な
も
の
も
あ
る
。
ゆ
か
り
あ
る
人
物

の
ス
ケ
ッ
チ
を
カ
ッ
ト
に
使
い
、
章
区
分
の
ペ
ー
ジ
に
短
く
内
容
や
意
図

を
説
明
す
る
な
ど
の

「本
」
に
す
る
た
め
の
作
業
を
加
え
て
あ
る
。

カ
パ
デ
ィ
ア
氏
は
区
切
り
を
見
付
け
て
、
何
等
か
の
意
図
の
も
と
に
ま

と
め
て
ゆ
く
こ
と
が
得
意
な
よ
う
で
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
五
十

図 書 紹 介
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周
年
の
折
り
に
は

国
Ｘ

，
ｏ
〓ヽ
∞
多
①
工
一ａ
８

工
一ヨ
巴
ミ
Ｐ

Ｈ８
０
と
い

う
イ
ン
ド

ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
各
山
域
の
説
明
、
登
山
史
を
美
し
く
珍
し
い
写
真

と
と
も
に
ま
と
め
た
本
を
作

っ
た
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
五

十
号
に
な

っ
た

一
九
九
四
年
の
号
は
、
「特
集
号
」
を
兼
ね
た
編
集
を
行

っ

て
い
る
。
今
回
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
そ
の

「特
集
号
」
の
続
編
と
言
え
な

い
こ
と
は
な
い
。
五
十
号
で
は
長
老
会
員
の
寄
稿

（当
然
思
い
出
話
に
な

る
が
、
歴
史
的
な
逸
話
も
含
ま
れ
る
）
と
兄
弟
誌
と
も
言
い
得
る
ア
ル
パ

イ
ン

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
ア
メ
リ
カ
ン

ｏ
ア
ル
パ
イ
ン

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
編

集
者
に
よ
る

「編
集
話
」
、
第
四
代
編
集
者
の
Ｔ

・
ブ
ラ

ハ
ム
の
歴
代
編

集
者
論
、
そ
し
て
現
役
カ
パ
デ
ィ
ア
の
Ｈ
Ｊ
概
略
史
と
続
く
。
さ
ら
に
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
Ｍ

ｏ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
が
Ｈ
Ｊ
と
の
関
わ
り
を
書
き
、
協

力
的
な
寄
稿
者
の
ア
ミ
ー
ル

ｏ
ア
リ
は
、
四
十
八
号
か
ら
連
載
中
の
Ｈ
Ｊ

各
号
の
内
容
紹
介

（五
十
号
で
は
第
二
巻
に
つ
い
て
）
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
カ
パ
デ
ィ
ア
氏
を
は
じ
め
と
す
る
編
集
ス
タ

ッ
フ
は
、
常

に
記
事
の
内
容
を
吟
味
し
、
整
理
し
て
い
つ
で
も
そ
れ
ら
を
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
準
備
に
お
こ
た
り
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
翻

っ
て

『
山
岳
』
は

ど
う
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
編
集
者
は
短
期
に
、
し
か
も
前
後
の
脈
絡

も
な
い
ま
ま
交
替
し
て
い
る
の
が
最
近
の
慣
例
で
あ
る
。
ご
く
身
近
な
課

題
と
し
て
、
百
周
年
＝
第
百
年
号
の
特
集
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ

と
が
大
い
に
気
に
懸
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『山
岳
』

を
活
用
す
る
た
め

の
方
法
を
考
え
る
こ
と
、
ま
ず
そ
こ
か
ら
始
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

（児
玉
　
茂
）

会
報

「山
」
図
書
紹
介

一
覧
―
二
〇
〇
〇
年
度
―

●
五
月
号

（六
六
〇
号
）

尾
瀬
総
合
学
術
調
査
団

ｏ
編

『
尾
瀬
の
総
合
研
究
』

（尾
瀬
総
合
学
術
調

査
団
発
行
）

神
長
幹
雄
著

『
運
命

の
雪
稜
』
―
高
峰
に
逝

っ
た
友

へ
の
レ
ク
ィ
エ
ム

（山
と
漢
谷
社
）

木
暮
理
太
郎
著

『
山
の
憶
い
出

（上

ｏ
下
巻
）」
（平
凡
社
）

大
久
保
昭
次
著

『
ぶ
ら
り

・
山
と
花
の
ひ
と
り
旅
』
（欄
近
代
文
芸
社
）

筒
井
迪
夫
著

『
森

へ
の
憧
憬
―
第

一
集

ｏ
心
に
残
る
ド
イ
ツ
の
林
学
者
た

ち
―
』
（林
野
弘
済
会
）

内
田
嘉
弘
著

『
大
和
ま
ほ
ろ
ば
の
山
旅
』
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

●
六
月
号

（六
六

一
号
）

永
野
敏
夫
、
永
野
正
子

ｏ
著

『南
ア
ル
プ
ス
　
大
い
な
る
山

ｏ
静
か
な
る

山
』
（黒
船
出
版
）

道
新
ス
ポ
ー
ツ
編

『
北
海
道
の
百
名
山
』
（北
海
道
新
聞
社
）

オ
ー
レ
ル

・
ス
タ
イ
ン
著
／
澤
崎
順
之
助
訳

『
中
央
ア
ジ
ア
踏
査
記
』

―
新
装
版
―

（自
水
社
）

松
村
武
生
著
―
岳
人
ポ
ケ

ッ
ト
ガ
イ
ド
ー
『
近
畿
の
山
Ｉ
Ｉ
二
重

・
滋
賀

・

京
都
』
『近
畿
の
山
Ⅱ
Ｉ
大
阪

。
兵
庫

。
奈
良

ｏ
和
歌
山
』
（東
京
新
聞
出

版
局
）
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弓
〓
国
エ
リ
ユ
＞
Ｆ
＞
く
＞
Ｚ

Ｌ
Ｏ
⊂
”
Ｚ
＞
Ｆ
Ｉ
‐く
Ｏ
Ｆ
い
い
〓⑬
Φ
Φ
（エ
リ
ユ
＞
Ｆ
＞
‐

く
＞
Ｚ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
厠
り
∞
〇
日
げ
”
Ч
）

●
八
月
号

（六
六
二
号
）

山
岸
武
猛
男
著

『
丹
沢
尊
仏
山
荘
物
語
』
（山
と
漢
谷
社
）

大
蔵
喜
福
著
、
沢
野
ひ
と
し
絵

『
エ
ベ
レ
ス
ト
の
ぼ
ら
せ
ま
す
』
―
中
高

年
の
た
め
の
わ
が
ま
ま
登
山
術
―

（小
学
館
）

横
山
厚
夫
著

『
山
麓
亭
百
話

（上
巻
）
』
（自
山
書
房
）

松
本
清
著

『
よ
み
が
え
れ
池
塘
よ
草
原
よ
』
（山
と
漢
谷
社
）

日
本
登
山
医
学
研
究
会
編

『
登
山
の
医
学

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
（杏
林
書
院
）

深
野
稔
生
著

『宮
城
山
遊
び
山
語
り
―
蔵
王

ｏ
二
日
編
、
栗
駒

・
船
形
編
』

（閣
無
名
舎
出
版
）

●
九
月
号

（六
六
四
号
）

関
西
学
院
大
学
山
岳
部
八
十
年
史
編
集
委
員
会
編

『
∪
＞
∽
国
∪
国
Ｆ
‐

ヨ
ロ
∽
∽
』
（第
十
七
号

山
岳
部
八
十
年
史
）
（関
西
学
院
大
学
山
岳
会
）

新
妻
喜
永
著

『花
の
山
旅

ｏ
八
ケ
岳
』
（実
業
之
日
本
社
）

同
人
シ
ル
バ
ー
タ
ー
ト
ル
編

『夢
　
時
を
越
え
て
』
（同
人
シ
ル
バ
ー
タ
ー

ト
ル
）

●
十
月
号

（六
六
五
号
）

和
賀
山
塊
自
然
学
術
調
査
会
編

『
和
賀
山
塊
の
自
然
―
和
賀
山
塊
学
術
調

査
報
告
書
―
』
（非
売
品
）

立
教
大
学
ガ

ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
登
山
隊

一
九
九
九
編

『
遠
き
山
　
加
舒

ホ
布
魯
木
Ⅱ
峰
』
（立
教
大
学
ガ

ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
登
山
隊

一
九
九
九
）

Ｗ

ｏ
マ
ン
ツ

ェ
ン
ラ
イ
タ
ー
著
　
『
∪
Ｈ国

∽
ｏ
Ｎ
Ｈ＞
ｒ
国

パ
ｏ
Ｚ
∽
弓
卿
Ｃ
パ
‐

弓
ＨＯ
Ｚ

∪
日
∽
Ｌ
＞
『
＞
Ｚ
Ｈ∽
〇
〓
国
Ｚ

＞
Ｆ
「
ＨＺ
Ｈ∽
］≦
Ｃ
∽

（
日
本
ア
ル
ピ

ニ

ズ
ム
の
社
会
的
形
成
）
』
（＞
ｇ
①〓
目

的
一言

Ｌ
”
り
讐
ｏ
〓ｏ
∞
じ

山
本
紀
夫
／
稲
村
哲
也
編
著

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
環
境
誌
―
山
岳
地
域
の
自
然

と
シ
ェ
ル
パ
の
世
界
―
』
（八
坂
書
房
）

新
潟
県
山
岳
協
会
監
修

『新
潟
　
花
の
山
旅
』
（欄
新
潟
日
報
事
業
社
）

杉
田
博
著

『名
山
ス
ケ
ッ
チ
漫
筆
』
（
日
本
山
書
の
会
）

●
十

一
月
号

（六
六
六
号
）

小
浜
浩
三
著

『妻
と
二
人
の
山
歩
き
―
実
践
篇
』
（光
人
社
）

東
京
大
学
山
の
会
編

『輝
け
る
と
き
の
記
憶
　
山
の
友
Ⅱ
』

（東
京
大
学

山
の
会
）

●
十
二
月
号

（六
六
七
号
）

日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
編

『
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
　
設
立
四
十
周
年
記

念
誌
』
（
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
）

秋
月
俊
幸
著

『
日
本
北
辺
の
探
検
と
地
図
の
歴
史
』

（北
海
道
大
学
図
書

刊
行
会
）

堀
公
俊
著

『
日
本
の
分
水
嶺
』
（山
と
漢
谷
社
）

Ｈ

ｏ
ハ
ー
ラ
ー
著
／
長
谷
見
敏
訳

『新
編

・
白
い
蜘
蛛
』
（山
と
漢
谷
社
）

●

一
月
号

（六
六
八
号
）

リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
編
集
委
員
会
編

『
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
８０
周
年
記
念
号
』

（稲
門
山
岳
会
）

阿
部
幹
雄
著

『
生
と
死
の
ミ
ニ
ャ
●
コ
ン
ガ
』
（山
と
漢
谷
社
）
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上
村
信
太
郎
著

『
そ
の
山
登
り
間
違

っ
て
ま
せ
ん
か
』
（山
と
漢
谷
社
）

Ｐ

・
ス
テ
ィ
ー
ル
著
／
倉
知
敬
訳

『
エ
リ
ッ
ク

ｏ
シ
プ
ト
ン
ー
山
岳
探
検

家

・
波
瀾
の
生
涯
―
』
（山
と
漢
谷
社
）

〓
＞
卿
Ｈ∽
〓
パ
〇
〓
Ｆ
里
者

『”
ｏ『ｏ
∽∽
け，
①
』『ｏ
Ｎ①５
Ｆ
一ヨ
”
ご
Ч
”
』

（ＨＺ
∪
Ｃ
∽

「
⊂
∪
Ｆ
【∽
〓
ＨＺ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
蜜
一『
＞
Ｚ
く

，
Ｚ
国
メ
「
∪
日
Ｆ
工
じ

●
二
月
号

（六
六
九
号
）

ク
ル
ト

・
デ

ィ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー
著
／
海
津
正
彦
訳

『
Ｋ
２
嵐

の
夏
』

弓
〓
同
国
Ｚ
∪
Ｆ
国
∽
∽
バ
Ｚ
Ｏ
弓

（山
と
漢
谷
社
）

岩
橋
崇
至
著

『
北
ア
ル
プ
ス
大
百
科
』
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
プ
リ
タ
ニ
カ
）

水
野
勉
著

『
山
書
と
の
対
話
』
（私
家
版
）

山
本
正
嘉
著

『
登
山
の
運
動
生
理
学
百
科
』
（東
京
新
聞
出
版
局
）

酒
井
敏
明
著

『旅
人
た
ち
の
パ
ミ
ー
ル
』
（０
春
風
社
）

塚
本
珪

一
著

『
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
論
』
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

ｏ
メ
ス
ナ
ー
著
／
黒
沢
孝
夫
訳

『
マ
ロ
リ
ー
は
三
度
死
ん

だ
』
（山
と
漢
谷
社
）

藤
本

一
美
／
田
代
博
編
著

『車
窓
展
望
の
山
旅
―
鉄
道
で
楽
し
む
山
―
』

（実
業
之
日
本
社
）

_ ｀ 摯■
、

γ～ _)´ 、
´ ‐

., *..--n
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サ

ム

エ
ル

・
ブ

ラ

ヴ

ァ
ン

ト
氏

∽
＞
］＜
［⊂
国
Ｆ

ω
脚
＞
コ，
「＞
Ｚ
∪

（
〓
∞
⑬
∞
でヽ
い
ｏ
ｏ
じ

昨
年
暮
れ
に
貰

っ
た
、
孫
娘
の
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
か
ら
の
手
紙
に
、
祖
父

は
百
二
歳
だ
が
気
力
も
あ
り
、
昔
の
こ
と
を
喜
ん
で
話
す
、
健
康
も
大
丈

夫
な
の
で
ま
た
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
に
来
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
、
と
書
い

て
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
今
夏
、
同
村
を
訪
れ
る
と
い
う
岳
友
に
マ
ル
グ
リ
ッ

ト
宛
て
の
手
紙
を
託
し
た
。
こ
の
と
き
、
ブ
ラ
ヴ

ァ
ン
ト
氏
の
介
護
役
を

し
て
い
た
Ｅ

・
ボ
ス
夫
人
が
亡
く
な
り
同
氏
の
気
力
や
体
力
が
急
速
に
衰

え
て
い
る
よ
う
だ
と
聞
い
た
。
亡
く
な

っ
た
の
が
七
月
十

一
日
な
の
で
、

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
だ

っ
た
ら
し
い
。

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
か
ら
届
い
た
死
亡

通
知
状
の
消
印
が
七
月
十
二
日
だ

っ
た
か
ら
、
衰
弱
の
程
度
は
ロ
ー
ソ
ク

の
火
が
燃
え
つ
き
る
よ
う
に
ほ
ぼ
予
測
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

ブ
ラ
ヴ

ァ
ン
ト
氏
が
生
ま
れ
た
の
は

一
八
九
八

（明
治
三
十

一
）
年
五

月
十
八
日
で
、
昨
年
、
同
氏
が
地
元
の
新
聞
記
者
に
話
し
た
も
の
を
読
む

と
、
当
時
の
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
は
極
端
に
貧
し
く
、
観
光
客
か
ら
の
間

接
的
な
施
し
で
生
活
を
補

っ
た
、
と
い
う
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
氏
が

四
歳
の
と
き
山
案
内
を
兼
業
し
て
い
た
父
が
ヴ

ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
で
雷
に

や
ら
れ
た
こ
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
遭
難
し
た
四
人
が
落
雷
で
遠
く
に
は

ね
飛
ば
さ
れ
、
山
頂
に
残

っ
た
ピ

ッ
ケ
ル
は
シ
ャ
フ
ト
が
裂
け
、
石
突
き

の
部
分
が
溶
け
て
い
た
と
い
う
の
は
初
め
て
聞
い
た
。

未
亡
人
と
な

っ
た
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ト
氏
の
母
は
氏
が
七
歳
の
と
き
伯
父
の

Ｐ

ｏ
ブ
ラ
ヴ

ァ
ン
ト
と
再
婚
し
た
。
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
も
よ
い
が
、
山

案
内
人
だ
け
に
は
な
る
な
、
と
母
に
い
わ
れ
、
教
師
に
な
る
道
を
選
ん
だ

と
い
う
。　
一
九

一
八
年
か
ら
約
二
十
年
、
ベ
ル
ン
州
の
閣
僚
に
な
る
ま
で

は
、
学
校
関
係
の
仕
事
も
し
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。

氏
が
赴
任
し
た
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
高
等
中
学
校
に
は
四
十
八
人
の

生
徒
が
い
た
が
、
教
室
は
小
さ
く
全
員
が
入
り
切
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。

現
在
と
は
違
い
、
生
徒
の
数
は
多
く
、
教
師
の
給
料
は
少
な
か

っ
た
。
こ

の
た
め
結
婚
を
ひ
か
え
た
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ト
氏
は
生
活
費
の
不
足
を
補
う
た

め
山
案
内
人
の
資
格
を
取
る
こ
と
に
な

っ
た
。
夏
休
み
の
間
に
稼
ぐ
ガ
イ

ド
料
の
総
額
は
、
教
師
の
年
収
の
半
分
も
あ

っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
ま
で
の

厳
し
い
生
活
に
つ
い
て
氏
は
私
た
ち
日
本
人
に
何
も
話
し
て
は
い
な
い
が
、

当
時
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
に
い
た
日
本
人
、
特
に
槙
さ
ん
な
ど
が
う
す
う

す
感
じ
て
い
た
ら
し
い
様
子
は
、
麻
生

（武
治
）
さ
ん
な
ど
の
話
か
ら
窺

え
る
。
槙
さ
ん
が

一
九

一
九
年
に
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
ア
ド
ラ
ー
に
滞

在
し
た
の
は
こ
の
と
き
だ

っ
た
。

氏
の
案
内
人
手
帳
に
槙
さ
ん
は
、
「
凡
て
の
好
性
質
を
具
え
た
る
案
内

な
り
。
『
血
が
山
を
こ
が
れ
る
」
と
言
ふ
詞
の
如
く
、
ヴ

ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル

:   :

1追 |

1障 |

追  悼

227



ン
山
頂
に
死
せ
し
父
の
名
を
恥
じ
め
ざ
る
人
格
の
所
有
者
な
り
、
年
未
だ

若
じ
と
雖
も
其
優
れ
た
る
体
格
と
周
到
な
る
配
慮
は
軒
然
と
し
て
案
内
中

に
立
て
り
。
後
来
の
諸
賢
に
衷
心
よ
り
推
薦
し
て
止
ま
ず
」
と
氏
に
つ
い

て
書
い
て
い
る
。

槙
さ
ん
が
学
ぼ
う
と
し
た
ド
イ
ツ
語
の
テ
キ
ス
ト
に
Ｇ

・
ケ
ラ
ー
の
作

品
を
選
ん
だ
と
い
う
か
ら
、
お
二
方
の
も
の
を
見
る
日
、
身
に
つ
い
た
教

養
の
程
度
も
推
じ
量
れ
る
。
亡
く
な

っ
た
田
口

（二
郎
）
さ
ん
な
ど
か
ら

見
る
と
、
登
山
技
術
の
点
で
は
氏
よ
リ
フ
リ

ッ
ツ
ｏ
ア
マ
タ
ー
の
ほ
う
が

上
だ

っ
た
よ
う
だ
が
、
槙
さ
ん
が
ブ
ラ
ヴ

ァ
ン
ト
氏
を
知

っ
た
こ
と
で
、

形
而
下
的
な
山
の
世
界
以
外
の
も
の
も
日
本
に
持
ち
帰
れ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
そ
れ
以
来
、
多
く
の
日
本
人
登
山
者
が
ス
イ
ス
を
訪
れ
た
。

「
山
小
屋
に
到
着
す
る
三
〇
分
前
く
ら
い
の
所
で
小

一
時
間
の
休
息
を

し
、
身
繕
い
を
正
し
、
ゆ

っ
く
り
と
小
屋
に
着
く
の
が
登
山
の
基
本
作
法

だ
」
と
、
渡
辺

（兵
力
）
さ
ん
は
、
当
時
ス
イ
ス
の
山
案
内
人
か
ら
教
え

ら
れ
た
と
い
う
父
上
の
八
郎
さ
ん
か
ら
の
話
を
今

で
も
覚
え
て
い
る
。

「登
山
」
は
山
麓
の
村
人
が
普
段
の
生
活
道
具

（服
装

・
食
べ
物

ｏ
家
具
）

を
持

っ
て
山
地
を
歩
く
運
動
、
と
の
理
解
が
こ
の
辺
り
の
当
時
の
人
々
の

考
え
方
だ

っ
た
ら
し
い
と
渡
辺
さ
ん
は
言

っ
て
い
る
。
安
全
登
山
の
基
本

な
の
だ
。

氏
の
案
内
で
登

っ
た
書
上

（喜
太
郎
）
さ
ん
は
ガ
イ
ド
料
を
払
え
な
か

っ

た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
氏
が
社
会
民
主
党
に
属
し
た
こ
と
と

つ
な
が
る
よ

う
だ
。
氏
を
政
治
家
と
し
て
成
功
さ
せ
た
の
は
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
出
身

で
連
邦
大
臣
を
や

っ
た
Ｅ

ｏ
ノ
ブ
ス
の
お
か
げ
だ
、
と
か
つ
て
田
口
さ
ん

か
ら
聞
い
た
。
ノ
ブ
ス
は
レ
ー
ニ
ン
と
も
親
交
が
あ

っ
た
と
い
う
。

一
九
五
七
年
に
ス
イ
ス
航
空
が
東
京

へ
乗
り
入
れ
た
時
、
ス
イ
ス
関
係

者
と
と
も
に
国
会
議
員
の

一
人
と
し
て
来
日
し
た
元
山
案
内
人
の
氏
を
本

会
の
会
員
は
大
歓
迎
し
た
が
、
そ
の
歓
迎
ぶ
り
は
ス
イ
ス
連
邦
大
臣
を
凌

ぐ
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
プ
ラ
ヴ

ァ
ン
ト
氏
に
は
終
生
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
と
な

っ
た
。
そ
の
と
き
の
も
の
と
思
わ
れ
る
秩
父
宮
妃
殿
下
の

お
美
し
い
写
真
を
氏
が
誇
ら
し
げ
に
私
に
見
せ
た
の
を
思
い
出
す
。

Ｂ
Ｌ
Ｓ
鉄
道
の
取
締
役
、
ベ
ル
ン
州
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
ベ
ル
ン
大
学

か
ら
授
与
さ
れ
た
名
誉
博
士
号
な
ど
、
山
以
外
の
分
野
で
の
氏
の
業
績
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
わ
る
こ
ろ
ス
イ

ス
連
邦
赦
免
委
員
会
の
委
員
長
を
し
て
い
た
氏
の
こ
と
に
少
し
触
れ
て
お

き
た
い
。

氏
は
ス
パ
イ
と
し
て
銃
殺
さ
れ
そ
う
な
若
者
や
密
輸

ｏ
密
猟
に
か
か
わ
っ

た
若
者
を
救

っ
た
ら
し
い
。

「私
の
見
る
と
こ
ろ
彼
ら
に
は
深
く
同
情
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。

そ

れ
は
客
観
的
判
断
力
の
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
彼
ら
に
あ
る
と
思
え
た
か

ら
だ
」
と
氏
は
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
を
見
て
、
私
は
、
連
合
国
側
に
立

つ
者
に
向
か

っ
て
、
枢
軸
国
側

に
あ
る
祖
国
、
日
本
の
立
場
を
懸
命
に
弁
護
し
ベ
ル
ン
で
客
死
し
た
若
き

日
の
田
口

一
郎
さ
ん
の
話
を
す
る
ブ
ラ
ヴ

ァ
ン
ト
氏
を
思
い
出
し
、
そ
し

て
、
松
方
さ
ん
を
羨
ま
し
が
ら
せ
た
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
田
口

一
郎

228



さ
ん
の
墓
を
思
い
浮
か
べ
、
中
立
国
ス
イ
ス
の
真
髄
に
触
れ
た
よ
う
な
気

に
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
に
槙
さ
ん
が
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
を
ほ
ぼ
三
十
年
ぶ
り
に

訪
れ
た
と
き
、
地
元
の
新
聞
は
そ
の
理
由
を
、
こ
の
地
に
あ
る
美
し
い
登

山
者
魂
か
ら
生
ま
れ
た
、
人
か
ら
人

へ
と
伝
わ
る
清
い
友
情
に
よ

っ
て
槙

が
貫
か
れ
て
い
る
か
ら
、
と
し
て
い
た
が
、
晩
年
の
ブ
ラ
ヴ

ァ
ン
ト
氏
は

日
本
の
山
登
り
と
仏
教
と
の
関
わ
り
を
考
え
た
よ
う
だ
。

貧
し
か

っ
た
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
は
観
光
客
に
よ
り
経
済
的
に
豊
か
に

な

っ
た
。
こ
れ
は
社
会
民
主
党
出
身
の
ブ
ラ
ヴ

ァ
ン
ト
氏
に
は
良
か

っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
は
わ
れ
わ
れ
の
時
代
で
は
な
い
と
し

て
、
氏
は
、
山
を
通
し
て
の
お
つ
き
合
い
し
か
な
い
私
に
、
遠
い
昔
の
出

来
ご
と
を
克
明
に
話
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
よ
う
で
も
あ
る
。

「
私
の
山
旅
の
日
は
去
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
槙
さ
ん
は

『
わ
た
し
の

山
旅
』
の
最
終
章
で
書
い
て
い
る
。
の
っ
ぽ
の
ブ
ラ
ヴ

ァ
ン
ト
氏
も
き

っ

と
槙
さ
ん
た
ち
の
後
ろ
を
お
お
ま
た
で
追
い
か
け
て
い
る
に
違
い
な
い
。

（サ
ム
エ
ル

ｅ
ブ
ラ
ヴ

ァ
ン
ト
氏
は

一
九
八
八
年
日
本
山
岳
会
名
誉
会

員
に
推
薦
さ
れ
た
。
）

（岡
澤
祐
吉
）

平

塚

直

秀

氏

（
一
九
〇
三
～
二
〇
〇
〇
）

平
塚
直
秀
会
員
に
は
じ
め
て
お
眼
に
か
か

っ
た
の
は

一
九
七
四

（昭
和

四
十
九
）
年
の
春
だ

っ
た
か
、
そ
の
前
年
だ

っ
た
か
は

っ
き
り
覚
え
て
い

な
い
が
、
だ
い
た
い
そ
の
頃
で
あ
る
。
平
塚
さ
ん
は
、
そ
も
そ
も
は

一
九

二

一

（昭
和
六
）
年
に
入
会
さ
れ
た
古
い
会
員
だ

っ
た
が
、
戦
時
を
は
さ

ん
で
退
会
さ
れ
て
い
た
の
を
知

っ
た
私
が
、
入
会
時
の
会
員
番
号
を
そ
の

ま
ま
使
え
る
復
活
会
員
と
し
て
も
う

一
度
再
入
会
さ
れ
て
は
如
何
か
と
お

勧
め
し
た
と
こ
ろ
、
た
め
ら
わ
ず
気
持
よ
く
諒
承
さ
れ
て
、　
一
九
七
九

（昭
和
五
十
四
）
年
十
月
復
活
会
員
と
な
ら
れ
、
爾
来
二
〇
〇
〇

（平
成

十
二
）
年
七
月
二
十
四
日
、
九
十
七
歳
で
な
く
な
ら
れ
る
ま
で
、
御
高
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
費
な
ど
き
ち
ん
と
送
ら
れ
会
員
と
し
て
の
責
務
を

果
た
し
て
こ
ら
れ
た
。
さ
ぞ
煩
わ
し
い
思
い
を
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
、
今
に
し
て
私
は
思
う
。

平
塚
さ
ん
は
北
海
道
大
学
の
出
身
で
、
学
生
時
代
の
大
正
後
期
、
大
学

ス
キ
ー
部
の
熱
心
な
部
員
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
当
時
札
幌
で
北
大
関
係
者

有
志
の
集
ま
り
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌

「山
と
ス
キ
ー
」
に
た
び
た
び

滑
降
理
論
な
ど
を
寄
稿
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。
北
大
で
は
、
日
本
山
岳
会
草
創
期
の
会
員
で
あ

っ
た
宮
部
金
吾

教
授
に
師
事
し
て
、
植
物
病
理
学

ｏ
菌
学
を
専
攻
さ
れ
た
。
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前
後
す
る
が
、
平
塚
さ
ん
と
私
と
の
関
わ
り
は
、
現
鳥
取
大
学

（当
時

鳥
取
高
農
）
、
東
京
教
育
大
学

（現
筑
波
大
）
の
教
授
を
歴
任
さ
れ
た
あ

と
、
研
究
生
活
最
後
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
た
闘
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

菌
章
研
究
所

（鳥
取
市
所
在
）
の
所
長
を
引
き
受
け
ら
れ
て
ま
も
な
く
で

あ

っ
た
。
私
も
そ
の
こ
ろ
仕
事
の
関
係
か
ら
、
そ
の
研
究
所
の
理
事
と
か

評
議
員
を
や
ら
さ
れ
て
い
た
た
め
、
年
に
数
回
鳥
取

へ
出
か
け
、
平
塚
さ

ん
と
お
会
い
す
る
機
会
を
も

つ
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
あ
る
と
き
、
雑
誌

「山
と
ス
キ
ー
」
に
平
塚
さ
ん
の
名
前
が
あ

っ
た
よ
う
な
、
印
象
と
言
う

か
、
古
い
記
憶
と
い
う
か
そ
ん
な
感
じ
が
な
ん
と
な
く
ひ
ら
め
い
た
の
で
、

会
議
も
終
わ
り
た
ぶ
ん
酒
席
に
移

っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
、
私
は
も
し
や
と

思
い
な
が
ら
、
「先
生
は
む
か
し
山

へ
登
ら
れ
た
方

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
」
と
お
聞
き
し
て
み
た
。
そ
の
時
点
で
平
塚
さ
ん
は
東
京
教
育
大

学
の
名
誉
教
授
、
農
学
博
士
、
理
学
博
士
の
学
位
を
も
ち
、
学
者
と
し
て

容
易
に
そ
の
席
に
は
座
れ
な
い
日
本
学
士
院
会
員
に
も
な

っ
て
お
ら
れ
た

の
で
、
お
そ
る
お
そ
る
お
た
ず
ね
し
て
み
た
の
で
あ

っ
た
。

意
外
な
こ
と
に
平
塚
さ
ん
か
ら
返

っ
て
き
た
答
は
、
山
や
ス
キ
ー
に
熱

中
し
て
い
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
「伊
藤
秀
五
郎
君
や
槙
有
恒
さ
ん
の
紹

介
で
日
本
山
岳
会
の
会
員
に
な

っ
て
い
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
、
会

員
番
号
は
帰
京
後
調
べ
て
み
る
と

一
三
〇
七
番
、
入
会
は

一
九
二

一
年
五

月
で
あ

っ
た
。
そ
う
い
う
経
過
で
、
復
活
手
続
き
は
す
べ
て
私
が
取
り
進

め
、
お
陰
で
私
は
平
塚
さ
ん
と
心
易
く
お
つ
き
合
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
る
年
、
私
が
大
山

へ
登
り
た
い
の
で
す
が
と
言
う
と
、
そ
れ
な
ら
自
分

の
代
わ
り
に
弟
子

（教
育
大
山
岳
部
出
身
、
研
究
員
の
農
博
金
子
繁
氏
）

に
案
内
さ
せ
よ
う
と
言
わ
れ
、
天
狗
ケ
峰
は
崩
落
が
ひ
ど
く
登
山
禁
止
に

な

っ
て
い
る
か
ら
や
め
な
さ
い
、
ナ
イ
フ
リ
ッ
ヂ
が
続
く
が
剣
ケ
峰
に
は

是
非
登

っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
、
と
万
端
の
助
言
を
し
て
下
さ

っ
た
。
新
緑

の
ブ
ナ
林
や
、
大
山
キ
ャ
ラ
ボ
ク
に
霧
氷
が
キ
ラ
キ
ラ
と
美
し
か

っ
た
。

剣
ケ
峰
の
頂
上
で
伯
者
の
名
山
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
め
た
の
も
、
御
同
行

は
願
え
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
平
塚
さ
ん
の
心
づ
か
い
の
お
陰
で
あ

っ
た
。

平
塚
さ
ん
の
山
歴
は
、
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
い
る
た
め
、
詳
述
す
る
紙

面
が
な
い
が
、
残
さ
れ
て
い
る
メ
モ
か
ら
要
約
す
る
と
、
大
正
九
年
か
ら

樺
太
の
突
岨
山
、
樫
保
山
、
知
取
山
、
北
海
道
大
雪
山
系
の
山
々
、
利
尻

岳
、
阿
寒
岳
、
余
市
岳
、
札
幌
岳
他
、
昭
和
五
年
か
ら
木
曽
駒
、
八
ケ
岳
、

日
光
白
根
、
岩
木
山
、
岩
手
山
、
焼
石
岳
、
蔵
王
、
朝
日
連
峰
、
富
士
山
、

伯
書
大
山
、
小
興
安
嶺

（旧
満
州
）
、
新
高
連
峰

（台
湾
）
そ
の
他
略
。

積
雪
期
に
伯
者
大
山
を
麻
生
武
治
さ
ん
と
二
人
で
登

っ
た
。
た
ぶ
ん
初

登
山
の
筈
だ
、
と
い
う
こ
と
を
平
塚
さ
ん
か
ら
う
か
が

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

麻
生
さ
ん
と
も
私
は
親
し
く
し
て
い
た
の
で
そ
の
話
を
し
た
ら
麻
生
さ
ん

も
そ
う
言

っ
て
お
ら
れ
た
。
間
違
い
な
い
と
思
う
の
で
書
き
と
め
て
お
き

た
い
。

最
後
に
な

っ
た
が
、　
一
九
七
三

（昭
和
四
十
八
）
年
十

一
月
、
勲
二
等

瑞
宝
章
を
受
け
ら
れ
て
い
る
。

（織
内
信
彦
）
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港
　
　
　
叶

氏

（
一
九

一
七
～
二
〇
〇
〇
）

港
叶
氏
は
鳥
取
県
西
部
で
大
山
山
麓
に
近
い
淀
江
町
の
生
ま
れ
で
早
稲

田
大
学
に
進
学
、
当
時
の
早
稲
田
大
学
山
岳
部
は
黄
金
時
代
だ

っ
た
と
か
、

内
地
の
山
に
限
ら
ず
台
湾
新
高
山
の
遠
征
に
も
参
加
し
単
な
る
登
頂
だ
け

で
は
な
く
、
未
登
の
ル
ー
ト
開
拓
に
成
功
し
た
。
時
代
が
戦
時
下
に
な
り
、

登
山
も
途
絶
え
た
時
期
を
過
ぎ
、
戦
後
は
淀
江
町
の
自
宅
で
旅
館
の
経
営

の
傍
ら
、
大
山
寺
部
落
に
山
小
屋

「大
山
ヒ

ュ
ッ
テ
」
も
経
営
し
た
。
こ

こ
は
本
人
の
登
山
や
ス
キ
ー
の
拠
点
で
あ
り
又
山
岳
会
員
も
利
用
す
る
根

拠
地
と
な

っ
た
。
私
は
学
生
時
代
で
あ
り
交
通
機
関
が
米
子
か
ら
大
山
ま

で
と
ど
か
な
い
積
雪
期
に
は
荷
上
げ
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
宿
泊
料
と
相
殺
し

て
も
ら

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
夏
は
バ
ス
が
ヒ

ュ
ッ
テ
の
ご
く
近
く
大
山

寺
橋
ま
で
上
が

っ
た
の
で
日
帰
り
で
北
壁
を
登

っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
夏

休
み
や
冬
休
み
に
、
連
日
の
如
く
各
ル
ー
ト
を
こ
な
せ
た
の
は
こ
の
小
屋

が
あ

っ
て
こ
そ
で
あ

っ
た
。
学
生
だ
け
で
は
困
難
な
別
山
正
面
、
三
鈷
峯

西
壁
の
未
登

コ
ー
ス
は
港
氏
の
自
信
た

っ
ぷ
り
の
リ
ー
ダ
ー
ぶ
り
に
魅
せ

ら
れ
て
同
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
未
登
大
屏
風
岩
は
か
ね
て
か
ら

港
氏
は
コ
ー
ス
の
観
察
を
繰
り
返
し
腹
案
が
で
き
て
い
た
ら
し
い
。　
一
九

四
八
年
早
稲
田
の
富
士
山
合
宿
に
参
加
し
そ
こ
な

っ
た
腹
い
せ
に
フ
ァ
イ

ト
を
も
や
し
大
屏
風
岩

へ
の
挑
戦
と
な

っ
た
と
本
人
の
記
述
が
あ
る
。
大

山
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
に
は
必
ず
稜
線
近
く
に
特
殊
崩
壊
地
が
あ

っ

て
、
そ
の
コ
ー
ス
の
選
び
方
と
登
り
方
も
登
攀
の
成
否
に
大
き
く
影
響
す

る
。
港
氏
の
コ
ー
ス
の
選
定
と
巧
み
な
登
り
方
を
見
な
ら

っ
て
、
若
い
も

の
だ
け
で
大
屏
風
西
壁
と
東
壁
や
三
鈷
峯
の
東
壁
も
初
登
す
る
こ
と
が
で

き
た
し
遭
難
も
さ
け
ら
れ
た
と
思
う
。

俗
称
泥
壁
の
特
殊
崩
壊
地
で
は
以
前
の
我
流
の
登
り
方
は
ス
リ
ッ
プ
が

こ
わ
い
の
で
や
た
ら
大
き
な
足
場
を
堀

っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
港
氏

は
根
の
あ
る
岩
角
を
判
断
し
て
足
を
斜
面
に
フ
ラ
ッ
ト
に
押
し
、
そ
の
岩

角
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
立

っ
て

（
ス
キ
ー
の
斜
滑
降
の
よ
う
に
）
斜
め
に
登

る
と
い
う
や
り
方
だ

っ
た
。
以
後
余
計
な
足
場
カ
ッ
ト
に
よ
る
落
石
が
な

く
な

っ
た
。

冬
の
積
雪
の
多
い
大
山
で
は
港
氏
は
好
ん
で
ス
キ
ー
登
山
に
応
用
し
た
。

港
氏
は
元
来
ス
キ
ー
の
方
が
登
山
よ
り
好
き
で
早
稲
田
で
も
ス
キ
ー
部
を

希
望
し
て
い
た
の
に
山
岳
部
で
も
ス
キ
ー
が
出
来
る
か
ら
と
強
引
に
入
れ

ら
れ
た
と
遺
族
の
話
が
あ

っ
た
。　
一
九
四
九
年

一
月
二
十
日
大
山
ヒ

ュ
ッ

テ
発
約
十
キ

ロ先
の
鳥
ケ
山

へ
日
帰
り
登
山
を
め
ざ
し
て
横
手
道
か
ら
鳥
越

峠
に
ス
キ
ー
デ
ポ
。
烏
ケ
山
主
峯
の
手
前
で
正
午
と
な
り
雪
の
状
態
も
悪

い
の
で
断
念
し
た
こ
と
が
あ
る
。
出
発
は
午
前
二
時
四
十
分
、
帰
着
は
午

後
六
時
二
十
分
。
港
氏
以
外
ス
キ
ー
に
シ
ー
ル
が
な
い
代
り
に
荒
縄
を
ス

キ
ー
に
巻
い
て
出
か
け
た
も
の
だ

っ
た
。

大
山
頂
上
か
ら
の
ス
キ
ー
で
は
、　
一
度
は
縦
走
路
を
ス
キ
ー
担
い
で
ラ

ク
ダ
の
背
附
近
ま
で
行

っ
て
引
き
返
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
八
合
沢
の
滑

追  悼
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降
と
正
面
の
滑
降
で
は
私
は
斜
滑
降
停
止
キ

ッ
ク
タ
ー
ン
、
港
氏
は
締
ま

り
雪
で
も
深
い
雪
で
も
あ
の
急
斜
面
で
、
い
と
も
簡
単
に
タ
ー
ン
を
繰
り

返
し
気
分
良
さ
そ
う
な
滑
降
だ

っ
た
。

ユ
ー
ト
ピ
ア
越
し
に
地
獄
谷
を
ス
キ
ー
で
下
り
、　
一
向
平
を
経
て
関
金

方
面

ヘ
ツ
ア
ー
し
た
こ
と
も
あ
る
。
又
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
想
定
し
て
中
宝

珠
越
に
Ｃ
ｌ
。

ユ
ー
ト
ピ
ア
に
Ｃ
２
を
設
営
し
頂
上
往
復
の
雪
山
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
行

っ
た
。

雪
山
ス
キ
ー
登
山
で
は
大
山
の
よ
う
に
ブ
ナ
の
大
木
の
樹
林
に
は
中
間

木
が
な
く
ジ
グ
ザ
グ
切

っ
て
ラ
ッ
セ
ル
す
る
と
登
り
易
い
。
砂
す
べ
り
の

締
ま

っ
た
雪
で
は
ス
キ
ー
を
置
い
て
ア
イ
ゼ
ン
。
ア
イ
ス
バ
ー
ン
で
は
ス

テ
ッ
プ
カ

ッ
ト
な
ど
、
実
際
の
登
山
で
見
習

っ
た
。
国
体
富
士
登
山
で
は

Ａ
コ
ー
ス
を
港
氏
、
磐
指
、
高
田
の
二
人
パ
ー
テ
ィ
ー
が
最
優
秀
チ
ー
ム

と
の
講
評
を
得
た
。
こ
の
国
体
参
加
は
大
山
に
国
体
誘
致
運
動
を
兼
ね
て

行
わ
れ
、
内
定
し
た
よ
う
に
聞
い
た
。

大
山
国
体
登
山
は
大
成
功
に
終
了
。
山
陰
支
部
が
名
ば
か
り
の
時
期
も

あ

っ
た
。
実
質
的
活
動
は

一
九
六
六
年
頃
よ
り
広
江
研
氏
が
事
務
局
に
な
っ

て
か
ら
始
ま

っ
た
。
次
々
と
個
人
会
員
が
集
ま
り
、　
一
九
六
九
年
に
ヒ
ン

ズ
ー
ク
シ
ュ
遠
征
に
成
功
。　
一
九
八
二
年
港
支
部
長

ｏ
井
上
事
務
局
に
な
っ

て
初
め
て
現
在
の
よ
う
に
毎
月
例
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
山
陰

の
百
山
」
の
調
査
、
写
真
、
説
明
文
が
分
担
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
発
行
に

こ
ぎ

つ
け
た
こ
と
は
、
港
支
部
長
時
代
の
大
き
な
成
果
で
あ

っ
た
。
後
に

鳥
取
県
出
版
文
化
賞
を
受
け
、
絶
版
し
て
か
ら
は
幻
の
名
書
と
も
い
わ
れ

た
。港

氏
は
晩
年
入
退
院
を
繰
り
返
さ
れ
、
病
魔
に
は
勝
て
な
か

っ
た
よ
う

で
、
支
部
と
し
て
の
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
が
失
わ
れ
残
念
で
あ
る
。
今
後
は
天

か
ら
山
陰
支
部
の
行
く
末
を
見
守

っ
て
下
さ
る
で
あ
ろ
う
港
氏
に
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
筆
を
お
く
。

略

　

歴

一
九

一
七
年
　
鳥
取
県
西
伯
郡
淀
江
町
に
生
ま
れ
る

一
九
二
六
年
　
鳥
取
県
立
米
子
中
学

（現
米
子
東
高
校
）
卒
業
。
早
稲
田

大
学
に
入
学
し
山
岳
部
に
入
部

一
九
二
八
～

一
九
二
九
年
　
早
稲
田
大
学
台
湾
新
高
山

（玉
山
）
登
山
隊

に
参
加
。
主
峰
を
は
じ
め
東
峰
北
面
、
北
峰
、
主
峰
北
稜

な
ど
を
登
攀

一
九
四
六
年
　
大
山
山
岳
会
を
結
成
し
副
会
長
と
な
る

一
九
四
六
年
　
日
本
山
岳
会
入
会

（会
員
番
号
二
四
五
八
）

一
九
四
八
年
十

一
月
二
十
三
日
　
大
山
北
壁
大
屏
風
岩
を
高
田

（旧
姓
岡

田
）
と
と
も
に
初
登
攀

（港
ル
ー
ト
）

一
九
四
九
年
　
岡
田
龍
平
と
と
も
に
大
山
北
壁
小
屏
風
岩
を
初
登
攀

（東

壁
ル
ー
ト
）

一
九
五
〇
年
　
大
山
山
岳
会
を
ベ
ー
ス
に
日
本
山
岳
会
山
陰
支
部
を
創
立

一
九
五

一
年
　
日
本
山
岳
会
山
陰
支
部
と
し
て
第
六
回
国
民
大
育
大
会
登

山
を
主
管
、
大
会
委
員

・
登
山
部
副
委
員
長
を
務
め
る
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追  悼

一
九
七
八
年

一
九
八
二
年

一
九
九
五
年

二
〇
〇
〇
年

五
十
嵐

篤
雄

氏

（
一
九
二
六
～
二
〇
〇
〇
）

ト
ク
さ
ん
の
愛
称
で
新
潟
県
内
の
岳
人
は
も
と
よ
り
各
地
の
岳
人
に
も

親
し
ま
れ
た
五
十
嵐
篤
雄
氏
が
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
環
境
省
自
然
公
園
指

導
員
自
主
研
修
会
、
日
光
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
さ
れ
帰
宅
ま
も
な
く
軽
い
脳

梗
塞
で
倒
れ
ま
し
た
。　
一
時
は
リ

ハ
ビ
リ
を
始
め
る
ま
で
に
回
復
し
て
、

誰
も
が
再
び
元
気
な
五
十
嵐
さ
ん
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

っ
た

の
も
つ
か
の
間
、
病
状
が
急
変
し
合
併
症
を
併
発
し
て
二
〇
〇
〇
年
六
月

二
十
九
日
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

五
十
嵐
さ
ん
は
幼
少
の
頃
よ
り
故
郷
の
山
々
に
情
熱
を
燃
や
し
て
登
り

続
け
、
そ
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
山
紀
行
と
エ
ッ
セ
イ
集

『飯
豊
道
』

を
恒
文
社
よ
り

一
九
九
八
年
四
月
に
全
国
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
『飯
豊
道
』

は
五
十
嵐
さ
ん
の
汗
と
ロ
マ
ン
の
記
録
で
も
あ
り
、
我
々
後
輩
に
深
い
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。

台
湾
新
高
山

（玉
山
）
再
登
頂

第
二
代
山
陰
支
部
長
に
選
出
さ
れ
る

（
一
九
九
〇
ま
で
）

日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
と
な
る

十

一
月
二
十
四
日
没
。
享
年
八
十
三
歳

（高
田
允
克
）

一
九
四
六
年
に
下
越
山
岳
会
に
入
会
し
翌

一
九
四
七
年
に
日
本
山
岳
会

に
藤
島
玄
氏
、
北
村
嘉
介
氏
の
紹
介
で
入
会

（会
員
番
号
二
七
八
五
）
さ

れ
て
、
飯
豊
連
峰
の
開
拓
期
か
ら
藤
島
氏
、
佐
久
間
氏
ら
と
意
欲
的
に
登

り
続
け
、　
一
九
六
四
年
六
月
の
飯
豊
連
峰
を
会
場
と
し
た
新
潟
国
体
、
そ

の
後
の
新
潟
県
境
全
踏
査
縦
走
な
ど
に
も
尽
力
さ
れ
、　
一
九
六
五
年
か
ら

は
新
潟
国
体
を
期
に
下
越
山
岳
会
長
を
引
退
さ
れ
た
佐
久
間
惇

一
氏
の
後

を
受
け
て
、　
一
九
九
八
年
ま
で
の
三
十
四
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
会
長
と

し
て
率
先
し
て
山
行
を
重
ね
る
か
た
わ
ら
後
輩
の
指
導
に
も
当
た
り
、　
一

九
九
九
年
下
越
山
岳
会
の
蒜
場
山
登
山
道
伐
開
に
も
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
間

一
九
七

一
年
か
ら

一
九
七
三
年
ま
で
新
潟
県
山
岳
協
会
長
、　
一

九
八
九
年
か
ら
新
潟
県
山
岳
協
会
名
誉
会
長
と
、　
一
九
九
五
年
か
ら
死
去

さ
れ
る
ま
で
現
職
の
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
長
と
し
て
常
に
我
々
を
リ
ー

ド
し
て
き
ま
し
た
。　
一
九
九
七
年
に
は
日
本
山
岳
会
永
年
会
員
に
な
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
歯
に
衣
を
き
せ
な
い
語
り
日
、
地
位
や
名
声
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
酒
豪
で
、
我
が
道
を
行
く
自
然
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
人
柄

が
沢
山
の
岳
人
か
ら
愛
さ
れ
た
所
以
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

五
十
嵐
さ
ん
と
最
後
に
な

っ
た
飯
豊
連
峰
の
山
行
は

一
九
九
二
年
七
月
、

山
岳
会
の
用
で
五
十
嵐
さ
ん
の
お
宅

へ
お
邪
魔
し
た
際
に
、
「
正
ち
ゃ
ん
、

俺
も
飯
豊
に
登
り
始
め
で
が
ら
五
十
年
に
な
る
し
、
も
う

一
度
飯
豊
連
峰

の
端
か
ら
端
ま
で
あ
ゆ
ん
で
見
た
い
ど
思
う
ど
も
、
も
う
行
げ
る
が
行
げ

ね
が
わ
が
ら
ね
ね
…
…
」
こ
ん
な
話
が
で
ま
し
た
。
私
は
即
座
に

「
五
十
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嵐
さ
ん
、
俺
計
画
す
る
す
け
ぜ
ひ
行
ぎ
ま
し
ょ
う
」
と
答
え
て
、
会
員
に

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
大
勢
の
会
員
の
賛
同
を
得
て
、　
一
九
九
二
年
九
月
十

一
日
～
十
四
日
の
三
泊
四
日
の
日
程
で
秋
差
岳

（権
内
尾
根
）
～
門
内
岳

～
北
股
岳
～
御
西
岳
～
飯
豊
本
山
～
三
国
岳
～
地
蔵
山
～
五
段
山
～
五
枚

沢
の
コ
ー
ス
で

「
五
十
嵐
篤
雄
飯
豊
登
山
五
十
年
記
念
登
山
」
が
実
現
し

ま
し
た
。
下
越
山
岳
会
員
送
迎
も
含
め
て
総
勢
二
十
名
、
ス
タ
ー
ト
地
点

の
関
川
村
大
石
で
は
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
橋
賢
吉
氏

一
家
の
大
歓
迎

を
受
け
、
関
川
村
山
の
会
、
平
田
会
長
以
下
四
名
が
わ
ざ
わ
ざ
東
俣
林
道

の
ゲ
ー
ト
ま
で
送

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
五
十
嵐
さ
ん
の
人
徳
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
山
行
は
五
十
嵐
さ
ん
に
と

っ
て
も
感
慨
深

い
も
の
が
あ

っ
た
の
か
、
道
中
、
飯
豊
の
沢
の
遡
行
時
の
話
や
飯
豊
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
昔
の
登
山
道
の
様
子
な
ど
色
々
と
話
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
本
当
に
満
足
げ
で
う
れ
し
そ
う
だ

っ
た
顔
が
今
で
も
浮

か
ん
で
来
ま
す
。

享
年
七
十
四
歳
、
西
方
浄
土

へ
旅
立

つ
に
は
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
ま
し

た
。
生
あ
る
も
の
の
宿
命
と
は
い
え
残
念
で
す
。
し
か
し
そ
の
踏
み
跡
は

故
郷
の
飯
豊
連
峰
の
谷
に
尾
根
に
永
遠
に
生
き
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
新
し

い
お
名
前
は
雲
峰
厚
篤
居
士
。
流
れ
る
白
雲
の
ご
と
く
時
に
は
積
乱
雲
の

様
に
た
く
ま
し
く
山

一
筋
に
か
け
ぬ
け
ら
れ
た
五
十
嵐
さ
ん
、
改
め
て
敬

意
と
哀
悼
の
意
を
表
し
御
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（高
橋
正
英
）

徳

永

篤

司

氏

（
一
九
二
七
～
二
〇
〇
〇
）

一
九
五
六
年

（昭
和
三
十

一
年
）
五
月
日
本
山
岳
会
第
二
次

マ
ナ
ス
ル

登
山
隊

（隊
長
槙
有
恒
氏
）
の
今
西
寿
雄
氏
と
ガ
ル
ツ
ェ
ン
・
ノ
ブ
ル
が
、

八

一
六
三
月
の
マ
ナ
ス
ル
に
初
登
頂
し
た
時
の
隊
員
徳
永
篤
司
氏
は
、
昨

年
九
月
四
日
七
十
三
歳
で
が
ん
に
よ
り
亡
く
な

っ
た
。
徳
永
は

（以
下
普

段
の
よ
う
に
敬
称
略
）
旧
制
大
阪
府
立
浪
速
高
等
学
校

（七
年
制
）
の
山

岳
部
員
と
し
て
、
尋
常
科
時
代
か
ら
高
等
科
の
部
員
と
共
に
山
行
を
重
ね
、

敗
戦
の
翌
年

一
九
四
六
年
に
浪
高
山
岳
部
の
先
輩
佐
谷
健
吉
さ
ん

（東
大

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
）
が
海
軍
か
ら
復
員
す
る
と
佐
谷
さ
ん
を
中
心
に
し
て
浪
高

山
岳
部
を
再
建
し
、
そ
の
後
佐
谷
さ
ん
と
山
行
を
共
に
し
た
。　
一
九
四
七

年
浪
高
を
卒
業
、
大
阪
大
学
医
学
部
に
入
学
し
た
後
も
、
浪
高
山
岳
部
Ｏ

Ｂ
と
し
て
、
当
時
ラ
ッ
シ
ュ
ア
タ

ッ
ク
の
主
唱
者
で
あ

っ
た
佐
谷
さ
ん
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活
動
し
た
。
徳
永
は
尋
常
科
三
年
の
戦
時
中
か
ら
あ

こ
が
れ
て
い
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
く
に
は
、
「坊
さ
ん
か
医
者
に
な
る
以
外

は
な
い
」
と
思

っ
て
、
医
者
に
な

っ
た
と
い
う

（戦
後
史
開
封
２
　
産
経

新
聞
）
。
当
時
国
内
で
登
山
を
如
何
に
行
う
か
に
つ
い
て
、
極
地
法
か
ラ
ッ

シ
ュ
ア
タ

ッ
ク
か
の
激
し
い
論
争
が
あ

っ
た
が
、
佐
谷
さ
ん
は
ラ
ッ
シ

ュ

ア
タ
ッ
ク
の

一
方
の
旗
頭
で
、　
一
九
四
八
年

一
月
徳
永
と
共
に
、
遠
見
小

屋
か
ら
カ
ク
ネ
里
、
鹿
島
槍
北
壁
扇
形
残
雪
ル
ン
ゼ
、
天
狗
尾
根
か
ら
荒
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沢
北
股
に
下
降
し
鹿
島
村
ま
で
約
四
十
時
間
の
山
行
を
行

っ
た
。
こ
の
記

録
は

『岳
人
』
第
八
号

（
一
九
四
八
）
に
佐
谷
さ
ん
が
報
告
し
て
い
る
。

こ
の
年
十

一
月
日
本
山
岳
会
の
企
画
の
下
に
、
富
士
吉
田
日
か
ら
関
東
、

関
西
の
大
学
山
岳
部
の
富
士
山
合
同
登
山
が
行
な
わ
れ
た
が
、
関
西
側
の

企
画
者
は
佐
谷
さ
ん
と
徳
永
で
あ

っ
た
。
五
合
目
の
小
屋
で
極
地
法
の
主

唱
者
で
あ
る
早
稲
田
の
関
根
吉
郎
氏
と
佐
谷
さ
ん
が
ラ
ン
プ
の
下
で
向
か

い
合

っ
て
対
座
し
た
。
自
ず
か
ら
二
つ
の
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
巡

っ
て
の

議
論
と
な

っ
た
。
こ
の
時
佐
谷
さ
ん
は
前
記
の
実
践
に
基
づ
い
て
発
言
さ

れ
た
の
に
対
し
て
、
関
根
氏
が

「
そ
ん
な
こ
と
で
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
れ
る

か
」
「
登
山
は
登

っ
た
ル
ー
ト
を
降
り
て
く
る
の
が
本
来

の
姿

で
あ
る
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
、
私
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
論
争
は

『岳

人
』
に
関
根
氏

（十

一
号
）、
反
論
を
園
山
雅
也
氏

（十
二
号
）、
永
野
寛

氏

（十
三
号
）
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
論
争
は
戦
後
ま
だ
食
糧
も

十
分
で
な
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
遠
い
彼
方
と
思
わ
れ
た
時
代
に
、
何
と
か
日
本

の
登
山
を
復
活
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
念
頭
に
描
い
て
い
た
方
々
の
意
欲
の
表

れ
で
あ
り
、
そ
れ
が

マ
ナ
ス
ル
登
頂
を
は
じ
め
と
す
る
今
日
の
日
本
の
登

山
の
活
躍
に
導
き
、
ま
た
形
を
変
え
て
、
ラ
ッ
シ
ュ
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
も

極
地
法
も
今
日
活
き
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
佐
谷

さ
ん
が
徳
永
と
い
う
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
な
け
れ
ば
、
そ
の
主
張
は
空

し
い
も
の
と
な

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
で
徳
永
は

一
つ
の
記
録
を

越
え
て
戦
後
の
日
本
の
登
山
史
に
足
跡
を
残
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
佐
谷
さ
ん
と
徳
永
の
遠
見
小
屋
か
ら
鹿
島
北
壁
の
山
行
が
、
戦
前

阪
大
の
医
学
部
と
工
学
部
各
々
の
山
岳
部
に
分
か
れ
て
い
た
大
阪
大
学
の

山
岳
部
を
統

一
し
て
組
織
す
る
切

っ
掛
け
と
な

っ
た
の
は
奇
縁
で
あ
る
。

そ
の
当
時
私
は
阪
大
理
学
部
の
学
生
で
あ

っ
た
が
、
理
学
部
に
山
岳
部
は

無
か

っ
た
の
で
、
中
学
時
代
か
ら
の
山
友
で
あ
る
土
佐
洋

一
君

（
日
本
山

岳
会
員
）
に
誘
わ
れ
て
京
大
山
岳
部
の
遠
見
尾
根
合
宿
に
特
別
参
加
し
て

い
た
。
そ
の
時
徳
永
は
遠
見
尾
根
に
デ
ポ
し
た
ス
キ
ー
を
回
収
す
る
た
め
、

一
人
で
遠
見
小
屋
に
登

っ
て
き
た
。
こ
れ
が
私
と
徳
永
の
初
対
面
で
あ

っ

た
。
私
が
阪
大
生
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
徳
永
は
、
二
人
だ
け
の
時
私
に
、

「阪
大
に
山
岳
部
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
」
と
話
し
か
け
て
き
た
。

そ
し
て

も
う
二
月
に
は
二
人
で
遠
見
尾
根
に
入

っ
て
い
た
。
そ
の
後
前
述
の
富
士

山
合
同
登
山
な
ど
を
経
て
、　
一
九
四
九
年
当
時
日
本
山
岳
会
関
西
支
部
長

で
あ

っ
た
篠
田
軍
治
工
学
部
教
授
を
会
長
と
し
、
徳
永
、
家
田
千
尋
、
加

藤
幹
太
ら
の
浪
高
山
岳
部
出
身
者
を
中
心
に
我
々
も
加
わ
り
、
大
阪
大
学

山
岳
部
が
正
式
に
発
足
し
た
。
そ
の
年
の
冬
山
合
宿
は
徳
永
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
白
馬
主
稜
の
厳
冬
期
初
登
に
成
功
し
た
。

こ
れ
よ
り
先

一
九
四
八
年
浪
高
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
今
西
寿
雄
氏
が
シ
ベ
リ

ヤ
よ
り
帰
還
さ
れ
、
そ
の
後
佐
谷
さ
ん
が
自
衛
隊
に
入
ら
れ
た
の
で
、
今

西
さ
ん
が
浪
高
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
中
心
と
な
ら
れ
た
。
徳
永
は
今
西
さ
ん
、

佐
谷
さ
ん
を
山
の
師
と
し
て
、
浪
高
山
岳
部
の
伝
統
の
下
に
、
阪
大
山
岳

部
を
育
て
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
『
山
岳
』

一
九

九
五
年

「
旧
制
浪
速
高
校
山
岳
部
の
歩
み
―
七
年
制
高
校
の
登
山
記
録
を

中
心
と
し
て
―
」
（今
西
寿
雄
、
徳
永
篤
司
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

追  悼
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徳
永
の
日
本
山
岳
会
入
会
は
、
阪
大
医
学
部
卒
業
の

一
九
五

一
年
、
紹

介
者
は
篠
田
軍
治
、
太
田
敬
両
氏
、
会
員
番
号
三
八
九
八
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
前
か
ら
関
西
支
部
の
集
会
に
出
席
し
て
、
支
部
の
仕
事
を
手
伝

っ
て

い
た
。
支
部
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
入
会
以
前
の

一
九
四
八
年
に
支
部
委
員

の
リ
ス
ト
に
徳
永
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

阪
大
山
岳
会
の
会
長
は
篠
田
軍
治
先
生
、
水
野
祥
太
郎
医
学
部
教
授

（共
に
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
）
、
恩
地
裕
医
学
部
教
授

（松
本
高
等
学
校

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
、
奥
又
白
周
辺
の
記
録
で
知
ら
れ
る
）
と
引
き
継
が
れ
、
こ

の
間

マ
ナ
ス
ル
三
山
の

一
つ
ピ
ー
ク
２９

（七
八
七

一
屑
）
に

一
九
六

一
年

か
ら

一
九
七
〇
年
に
亘
り
、
四
次
の
登
山
隊
を
送
り
、　
一
九
七
〇
年
登
頂

を
な
し
と
げ
た
。
こ
の
遠
征
に
参
加
し
た
隊
員
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
後

一
九
七
六
年
カ
ラ
コ
ル
ム
の
ア
プ
サ
ラ
サ
ス
ー
峰

（七
二
四
五
眉
）
、　
一

九
八
四
年
サ
ン
ゲ

マ
ル
マ
ー
ル

（七
〇
五
〇
眉
）
に
初
登
頂
し
た
。
徳
永

は
阪
大
山
岳
会
の
事
務
局
長
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
隊
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ま

た

一
九
八
四
年
か
ら
恩
地
先
生
の
後
を
継
い
で
、
亡
く
な
る
ま
で
阪
大
山

岳
会
長
で
あ

っ
た
。

昨
年
八
月
五
日
私
が
阪
大
病
院
に
徳
永
を
見
舞

っ
た
時
、
抗
が
ん
剤
に

よ
る
苦
痛
の
た
め
か
、
十
分
位
に
し
て
欲
し
い
と
言
い
な
が
ら
、
目
を

つ

ぶ

っ
た
ま
ま

「頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
。
細
野

（現
在
白
馬
村
八
方
）
の

対
岳
館
の
前
に
碑
を
建
て
て
欲
し
い
」
と
私
に
伝
え
た
。
こ
の
時
彼
の
脳

裏
に
は
、
今
西
さ
ん
、
佐
谷
さ
ん
、
浪
高
山
岳
部
の
先
輩
と
後
立
山
の
山

行
を
共
に
し
、
浪
高

・
阪
大
を
通
じ
て
世
話
に
な

っ
た
丸
山
与
兵
衛
さ
ん
、

昭
和
の
は
じ
め
以
来
多
く
の
学
生
山
岳
部
の
根
拠
地
と
な
っ
た
細
野
の
人
々

の
こ
と
が
よ
み
が
え

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
は
何
と
か
彼
の
存
命

中
に
こ
の
願
い
を
か
な
え
、
病
床
に
写
真
を
見
せ
た
い
と
思

っ
た
が
、
彼

は
そ
の

一
か
月
後
に
世
を
去

っ
た
。
今
年
八
月
二
十
六
日
、
丸
山
与
兵
衛

さ
ん
の
跡
を
継
い
だ
長
男
丸
山
庄
司
氏
の
経
営
す
る
対
岳
館
の
駐
車
場
の

所
に

「大
阪
大
学
山
岳
会
発
祥
の
地
」
と
し
て
丸
山
与
兵
衛
氏
を
は
じ
め

村
内
関
係
者
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
刻
ん
だ
碑
を
、
徳
永
の
亡
く
な

っ
た

二
〇
〇
〇
年
九
月
四
日
大
阪
大
学
山
岳
会
会
長
徳
永
篤
司
の
名
前
で
建
立

し
、
神
式
に
よ
り
令
嬢
徳
永
智
子
様
が
除
幕
を
行

っ
た
。
ま
た
こ
の
地
か

ら
浪
高
山
岳
部
の
今
西
寿
雄
氏
、
佐
谷
健
吉
氏
ら
を
輩
出
し
、
ま
た
大
阪

大
学
山
岳
会
は
篠
田
軍
治

ｏ
水
野
祥
太
郎
両
教
授
を
隊
長
と
し
て
Ｐ
２９
に

四
次
に
わ
た

っ
て
登
山
隊
を
送
り
初
登
頂
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
対
し
て

同
じ
く
会
長
徳
永
篤
司
の
名
義
で
、
対
岳
館
丸
山
庄
司
氏
に
感
謝
状
を
金

属
の
板
に
刻
印
し
て
贈

っ
た
。

徳
永
は
医
師
と
し
て
も
活
躍
し
、
め
ん
ど
う
を
良
く
見
て
く
れ
る
医
者

と
し
て
、
多
く
の
岳
人
に
感
謝
さ
れ
た
。
私
も
そ
の

一
人
で
あ
る
。
徳
永

は
マ
ナ
ス
ル
の
報
告
書
に
、
医
薬
装
備
、
現
地
人
の
医
療
調
査
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
中
の
衛
生
管
理
お
よ
び
辰
沼
広
吉
、
山
崎
英
雄
氏
と
共
著
で
高
所
に

お
け
る
医
学
的
考
察
を
書
い
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
私
と
山
行
を
在
学
中
に
共
に
し
た
家
田
千
尋
、
松
久
博

に
つ
づ
き
、
最
近
は
徳
永

・
小
沢
遅
夫
、
坪
井
圭
之
助
、
尾
藤
昭
二
と
医

学
部
出
身
者
が
続
い
て
亡
く
な

っ
た
。
松
久
の
ご
家
族
は
亡
く
な

っ
て
か

236



追  悼

ら
も
、
長
く
日
本
山
岳
会
の
会
費
を
払
い
続
け
て
頂
い
た
。
坪
井
夫
人
も

阪
大
山
岳
部
員
で
あ

っ
た
が
、
昨
秋
お
嬢
さ
ん
と
共
に
ピ
ー
ク
２９
の
山
麓

に
坪
井
の
散
骨
を
さ
れ
た
。
徳
永
を
は
じ
め
こ
れ
ら
の
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

（大
島
輝
夫
）

修

氏

（
一
九

一
〇
～
二
〇
〇
〇
）

相
川
家
は
札
幌
で
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
旧
家
と
し
て
知
ら
れ
、
山
岳
画

家
坂
本
直
行
の
生
家
と
は
古
く
か
ら
親
し
い
関
係
に
あ

っ
た
。
修
氏
は
旧

制
札
幌
三
中
時
代
か
ら
先
輩
坂
本
直
行
に
連
れ
ら
れ
て
札
幌
近
郊
の
山
々

や
十
勝
岳
な
ど
を
登

っ
て
い
た
が
、　
一
九
二
八
年
に
北
海
道
帝
国
大
学
予

科

（当
時
）
に
入
学
し
、
直
ち
に
北
大
山
岳
部
に
入
部
し
た

（註
）
。

北
大
山
岳
部
報
か
ら
修
氏
の
現
役
時
代
の
主
な
山
行
を
挙
げ
る
と
、

一
九
二
八
年
七
月
＝
ト

ッ
タ
ベ
ツ
川
―
札
内
岳
―
札
内
川
―
カ
ム
イ

エ
ク

ウ
チ
カ
ウ
シ
山

一
九
二
九
年
七
月
＝
コ
イ
ボ
ク
シ
ュ
シ
ビ
チ
ャ
リ
川
―

一
八
二
三
屑
峰
―

カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山

一
九
二
〇
年
二
月
＝
羊
蹄
山

ｏ
喜
茂
別
岳
、
五
月
＝
化
雲
岳
―
沼
ノ
原
山

―
石
狩
岳
―
音
更
山
―

ユ
ニ
石
狩
岳
―
三
国
山
、
七
月
＝
ヌ

ピ
ナ
イ
川
―
ソ
エ
マ
ツ
岳
―
神
威
岳
、
八
月
＝
ニ
セ
イ
チ

ャ

ロ
マ
ッ
プ
川
―
屏
風
岳
―
武
利
岳
―
石
狩
川
―
石
狩
岳
―
ト

ム
ラ
ウ
シ
山
―
大
雪
山
黒
岳
、
十
二
月
＝
芦
別
岳

一
九
二

一
年
二
月
＝
ェ
バ
ナ
オ
マ
ン
ド
シ
ュ
ベ
ツ
川
―
夕
張
岳
、
四
月

＝

メ
ム
ロ
川
―
メ
ム
ロ
岳
、
五
月
―
雄
冬
山
―
浜
益
御
殿
、
六

月
＝
白
金
川
―
夕
張
岳
、
七
月
―
ト

ッ
タ
ベ
ツ
川
―

エ
サ
オ

マ
ン
ト

ッ
タ
ベ
ツ
岳
―
新
冠
川
―
幌
尻
岳
―
ト
ッ
タ
ベ
ツ
岳
、

九
月
＝
芦
別
岳
第

一
尾
根
岩
登
り

一
九
二
二
年
二
月
＝
天
塩
岳
、

ニ
セ
ィ
カ
ウ
シ
ュ
ペ
山
、
二
月
＝
楽
古
岳
、

五
月
＝
十
勝
岳
―
オ
プ
タ
テ
シ
ケ
山
―
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
―
大

雪
山
、
七
月
＝
ヌ
カ
ビ
ラ
川
―
幌
尻
岳
―
新
冠
川
―
イ
ド

ン

ナ
ッ
プ
岳
―
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
、
八
月
＝
南
日
高

十
勝
岳

・
ア
ポ
イ
岳

一
九
二
三
年
五
月
＝
芦
別
岳

一
九
二
四
年

一
月
＝
コ
イ
カ
ク
シ
ュ
サ
ツ
ナ
イ
岳
―
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
―

八
の
沢

一
九
〇
〇
檸
川峰
―
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
―

一

八
四
〇
】
川
峰
、
五
月
＝
芦
別
岳
、
七
月
＝
コ
イ
ヵ
ク
シ

ュ
サ

ツ
ナ
イ
岳
―
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
―

一
八
二
九
屑
峰
―
ル
ベ
ツ

ネ
山
―
ペ
テ
ガ
リ
岳
―
中
ノ
川

一
九
二
五
年
二
月
＝
大
雪
山

ｏ
愛
別
岳
、
旭
岳

こ
の
う
ち

一
九
二
〇
年
の
神
威
岳
は
日
高
側
か
ら
の
登
路
が
皆
無
の
当

時
、
幾
度
か
の
先
人
の
失
敗
の
後
、
修
氏
ら
の
隊
は
ソ
エ
マ
ツ
岳
を
経
て

ホロ

川
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苦
難
の
初
登
頂
を
か
ち
取

っ
た
。
ま
た

一
九
三
二
年
の
ヌ
カ
ビ
ラ
川
遡
行

よ
り
始
ま
り
北
日
高
の
三
高
峰
に
登

っ
た
十
日
間
の
旅
は
、
そ
の
前
年
七

月
の
山
行
と
と
も
に
、
そ
の
後
北
大
山
岳
部
の
伝
統
的
な
山
あ
る
き
の
形

式
の

一
つ
と
な

っ
た
沢
か
ら
頂

へ
、
次
の
沢
に
下

っ
て
新
し
い
頂

へ
、
と

い
う
漂
泊
の
山
行
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。

修
氏
は

一
九
二
五
年
北
大
卒
業
、
し
ば
ら
く
の
間
軍
医
と
し
て
海
軍
に

召
集
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
は
北
海
道
に
帰

っ
て
旭
川
に
診
療
所
を
開
き
、

後
札
幌
に
移

っ
た
。
修
氏
の
登
山

へ
の
強
い
情
熱
は
こ
の
後
も
失
わ
れ
ず
、

一
九
六
五
年
に
は
新
妻
徹
氏

（現
Ｊ
Ａ
Ｃ
北
海
道
支
部
長
）
を
登
攀
隊
長

と
し
て
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
第

一
峰
の
遠
征
計
画
を
立
て
ら
れ
た
。
し
か
し
当
時

政
情
不
安
で
あ

っ
た
ネ
パ
ー
ル
政
府
か
ら
は
登
山
の
許
可
が
得
ら
れ
ず
不

幸
に
も
挫
折
の
止
む
な
き
に
至

っ
た
。　
一
九
六
〇
年
前
後
、
札
幌
に
藤
井

運
平
氏
や
望
月
達
夫
氏
が
在
住
さ
れ
て
い
た
頃
に
は
、
札
幌
近
郊
の
余
市

岳
、
無
意
根
山
等
の
山
々
を
し
ば
し
ば

一
緒
に
登
ら
れ
、
私
も
札
幌
岳
等

に
同
行
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

ま
た

一
九
八
〇
年
二
月
に
は
北
大
探
検
部
の
ネ
パ
ー
ル

・
メ
ラ
ピ
ー
ク

ヘ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
佐
々
保
雄
氏
と
と
も
に
参
加
さ
れ
た
。
こ
の
時
修

氏
は
七
〇
歳
、
三
歳
年
長
の
佐
々
氏
と
と
も
に
五
二
四
〇
】
川第

一
キ
ャ
ン

プ
ま
で
登
ら
れ
た
。　
一
九
八

一
年
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
北
海
道
支
部
の
カ
ム
イ
エ
ク

ウ
チ
カ
ウ
シ
記
念
山
行
に
は
主
賓
の

一
人
と
し
て
参
加
、
八
月
二
十
八
日

の
登
頂
は
相
川
修
、　
一
原
有
徳
、
望
月
達
夫
、
佐
々
木
誠
、
橋
本
誠
二
、

大
塚
武
の
順
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
年
令
順
で
は
あ

っ
た
が
、
五
三
年
前

の

一
九
二
八
年
七
月
に
、
こ
の
山
の
初
登
頂
を
目
指
し
た
修
氏
ら
の
北
大

隊
が
、　
一
日
違
い
で
慶
応
大
の
斉
藤
氏
ら
に
先
ん
じ
ら
れ
た
心
情
を
、
今

回
の
参
加
者
が
お
も
ん
ぱ
か

っ
た
こ
と
で
も
あ

っ
た
。　
一
九
六
九
年
の
Ｊ

Ａ
Ｃ
北
海
道
支
部
再
建
に
当
た
り
修
氏
は
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ
た
が
、

自
ら
は
表
面
に
立
た
ず
初
代
支
部
長
に
は
中
野
征
紀
氏
を
推
さ
れ
た
。

私
は
北
大
山
岳
部
員
と
し
て
五
年
も
後
輩
で
あ

っ
た
か
ら
、
毎
年
十
二

月
末
の
十
勝
岳
ス
キ
ー
合
宿
以
外
に
は
修
氏
と
山
行
を
共
に
し
た
こ
と
は

な
か

っ
た
。
修
氏
兄
弟
は
ス
キ
ー
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
、
毎
年
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
ら
れ
、
又
特
別
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
前
十
勝
沢
源
頭
の
岩
壁
を

登

っ
て
十
勝
岳

へ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
を
開
か
れ
た
り
し
た
。　
一

九
二
六
年
私
が
二
年
班
の
リ
ー
ダ
ー
時
代
、
吹
雪
の
登
頂
を

一
応
終
わ

っ

て
崖
尾
根
の
森
林
帯
に
下
山
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー

一
同
が
林
の
中
の
ゲ
レ
ン

デ
で

一
服
し
て
い
る
と
き
、
し
ば
し
ば
上
部
か
ら
先
生
班
や
特
別
班
が
下

っ

て
く
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
噂
に
も
き
い
て
い
た
修
氏
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
は
抜

群
で
、
み
る
み
る
雪
煙
の
中
に
消
え
て
行

っ
た
。
こ
ん
な
日
の
夜
の
合
宿

コ
ン
パ
の
席
で
あ

っ
た
と
思
う
。
そ
れ
ま
で
座
興
で
盛
り
上

っ
て
い
た
中

で
突
然
修
氏
が
立
ち
上

っ
て

「今
日
は
少
し
叱
言
を
言
い
ま
す
」
と
い
わ

れ
た
。
こ
の
頃
二
年
班
リ
ー
ダ
ー
級
の
若
い
部
員
の
間
で
は
、

一
山
終
わ
っ

た
後
の
気
楽
な
ス
キ
ー
コ
ー
チ
に
な
る
と
、
今
ま
で
か
ぶ

っ
て
い
た
厚
い

黒
ラ
シ
ャ
の
ス
キ
ー
帽
を
軽
い
毛
糸
編
み
の
帽
子
に
代
え
る
者
が
私
も
含

め
て
何
人
か
あ

っ
た
。
修
氏
は
合
宿
期
間
は
、
北
大
山
岳
部
の
定
め
た
黒

い
大
形
ス
キ
ー
帽
、
黒
い
ス
キ
ー
服
、
巻
き
ゲ
ー
ト
ル
等
を
必
ず
着
用
す
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る
よ
う
注
意
さ
れ
た
の
だ

っ
た
。
私
た
ち
若
手
部
員
は
い
つ
も
に
こ
や
か

な
修
先
輩
か
ら
の
叱
言
だ

っ
た
の
で
シ
ュ
ン
と
な

っ
た
。

こ
の
十
勝
岳
合
宿
が

一
九
二
八
年
開
設
以
来
、
当
時
は
百
人
に
及
ぶ
参

加
者

（北
大
全
学
内
か
ら
の
希
望
者
。
山
岳
部
関
係
者
は
約
六
割
）
を
迎

え
て
こ
の
年
ま
で
全
く
無
事
故
で
あ

っ
た
の
は
、
そ
の
運
営
が
規
律
正
し

く
行
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
合
宿
中
は

一
滴
の
酒
も
飲
ま
な
い
と
い
っ
た

よ
う
な
北
大
山
岳
部
の
伝
統
的
な
緊
張
感
が
あ

っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

一
九
九
八
年
十
二
月
Ｊ
Ａ
Ｃ
道
支
部
の
忘
年
会
の
席
上
、
修
氏
が
Ｊ
Ａ

Ｃ
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と
が
披
露
さ
れ
た
。
出
席
者
の
多
く
は
修

氏
の
山
歴
を
殆
ど
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、
私
は
昭
和
初
期
に
修
氏
が
行

っ

た
日
高
山
脈
登
山
開
拓
時
代
の
業
績
を
紹
介
し
た
。
特
に
そ
の
当
時
最
も

困
難
な
山
の

一
つ
で
あ

っ
た
神
威
岳
の
初
登
頂
者
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

し
か
し
現
在
日
高
側
か
ら
林
道
を
登
山
口
ま
で
車
で
行
き
、
あ
と
は
夏
道

伝
い
に
日
帰
り
で
き
る
楽
な
神
威
岳
し
か
知
ら
な
い
大
部
分
の
会
員
た
ち

に
は
全
く
反
応
が
無
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
修
氏
は
当
時
を
思
い
出
さ
れ
た

と
み
え
、
私
の
肩
を
叩
い
て
に
こ
や
か
に
有
難
う
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
昔

十
勝
の
合
宿
で
見
た
修
氏
の
温
顔
を
私
は
六
十
年
振
り
に
見
た
思
い
で
あ

っ

た
。（註

）
相
川
修
、
坂
本
直
行
両
氏
の
関
係
は
修
氏
の
直
行
追
悼

の
文

（北
大
山
の
会
会
報
五
三
号
六
頁
、　
一
九
八
二
年
）
に
詳
し
い
。

本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
資
料

ｏ
写
真
等
の
入
手
に
御
尽
力
頂
い
た
石
井

忠
雅
、
高
沢
光
雄
、
新
妻
徹
の
各
氏
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（相
川
修
氏
は

一
九
五

一
年
日
本
山
岳
会
入
会
。
会
員
番
号
二
九
〇
〇
。

一
九
九
八
年
名
誉
会
員
に
）

（朝
比
奈
英
三
）

井

日

正

男

氏

（
一
九

一
九
～
二
〇
〇
〇
）

井
日
正
男
氏

（会
員
番
号
四

一
四
〇
番
）
は

一
九
八
七
年
二
月

「
脳
出

血
」
で
倒
れ
、

ハ
ル
夫
人
の
昼
夜
を
分
か
た
ぬ
看
病
で

一
命
を
取
り
止
め

た
が
、
再
び
好
き
な
山
旅
を
つ
づ
け
る
こ
と
叶
わ
ず
、
十
二
年
余
り
の
闘

病
生
活
を

つ
づ
け
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
十
九
日
脳
梗
塞
を
併
発
、
満

八
十

一
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。

氏
は
東
京
都
文
京
区
で
生
ま
れ
た
生
粋
の
江
戸

っ
子
で
、
幼
少
の
頃
か

ら
書
籍
に
親
し
み
、
長
じ
て
神
田
の
本
屋

（
日
本
堂
）
に
勤
め
ら
れ
た
。

勤
務
の
か
た
わ
ら
、
十
六

・
七
歳
の
頃
か
ら
登
山
に
興
味
を
持
ち
秩
父
や

高
尾
山
、
丹
沢
や
富
士
山
を
登
ら
れ
登
山
に
熱
中
す
る
。

一
九
四
〇
年
か
ら

一
九
四
六
年
ま
で
兵
員
と
し
て
中
国
各
地
を
転
戦
さ

れ
、　
一
九
四
六
年
に
復
員
さ
れ
る
。

縁
あ

っ
て
新
潟
市
に
文
信
堂
出
店
の
開
設
で
、
新
潟
市
に
移
住
さ
れ
た
。

そ
こ
で
ハ
ル
夫
人
と
結
婚
さ
れ
、
そ
の
後
市
街
地
の
中
心
部
の
西
堀
六
番

町
に
古
書
販
売
の

「学
生
書
房
」
を
開
店
さ
れ
た
。
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当
時
た
ま
た
ま
近
く
に
居
住
さ
れ
る
山
岸
栄
三
郎
氏

（会
員
番
号
三
四

〇
〇
）
と
出
会
い
、
山
の
話
か
ら
意
気
投
合
、
越
後
支
部
長
藤
島
玄
氏
を

紹
介
さ
れ
た
。

こ
こ
で
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
、
藤
島
氏
の
知
遇
も
あ

っ
て
山
岳
関
係

の
専
門
店
と
し
て
営
業
方
針
を
定
め
る
。
と
と
も
に
日
本
山
岳
会
越
後
支

部
連
絡
所
と
な
る
。
県
内
岳
人
の
連
絡
所
、
た
ま
り
場
と
し
て
機
能
し
て

い
っ
た
。
常
に
藤
島
支
部
長
の
山
岳
活
動
の
秘
書
官
と
し
て
、
玄
さ
ん
と

と
も
に
行
動
し
越
後
の
山
岳
界
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
は
ま
こ
と
に

大
き
く
、
文
字
通
り
県
内
山
岳
界
の
要
衝
と
し
て
長
き
に
亘
り
事
務
局
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

来
潟
さ
れ
た
槙
有
恒
氏
が
同
店
の
三
階
の
山
岳
人
の
集
ま
り
を
見
ら
れ
、

こ
れ
ぞ
越
後
の

「
梁
山
泊
」
で
あ
る
と
、
早
速
揮
豪
を
贈
ら
れ
、
今
で
は

同
店
の
家
宝
と
し
て
店
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
百
名
山
の
旅
で
飯

豊
山
に
登
る
折
り
に
同
店
を
訪
れ
た
深
田
久
弥
氏
が

「学
生
書
房
」
の
扁

額
を
贈
ら
れ
、
同
店
の
包
装
紙
に
は
同
氏
の
筆
に
よ
る

「学
生
書
房
」
の

文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
多
く
の
岳
人
が
同
店
を
訪
れ
、
そ
の
度

に
藤
島
さ
ん
と
と
も
に
接
待
山
行
を
お
供
し
て
来
た
井
口
氏
で
あ
る
。

一
九
五
三

（昭
和
二
十
八
）
年
藤
島
氏
ら
有
志
が
発
起
人
と
な
り
、
新

潟
市
に

「峡
彩
山
岳
会
」
を
創
立
す
る
。　
一
九
六
六

（昭
和
四
十

一
）
年

か
ら

一
九
七
五
年
ま
で
四
代
目
と
し
て
十
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
る
。
地

域
研
究
の
場
を
飯
豊
連
峰
と
定
め
、　
一
九
六
九

（昭
和
四
十
四
）
年
同
会

の
組
織
力
を
総
動
員
し
て
支
援
体
制
を
整
え
、
厳
冬
期
の
飯
豊
連
峰
全
縦

走
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
の
後
も
主
要
な
谷
々
の
遡
登
を
終
え
る
が
、
井
口

さ
ん
を
慕
う
会
員
た
ち
も
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
自
負
の
も
と
、
大
き
な

気
概
を
示
し
た
。
会
発
足
当
初
よ
り
の
願
望
で
あ

っ
た
自
前
の
山
小
屋
を
、

豊
富
な
人
脈
を
活
か
し
て
建
設
で
き
た
の
も
井
口
さ
ん
の
人
柄
の
成
せ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

飽
く
ま
で
も
人
格
温
厚
、
実
直
、
勇
む
若
手
に
は
穏
や
か
に
諭
し
、
古

参
の
隔
た
り
な
く
大
き
な
包
容
力
で
会
を
ま
と
め
上
げ
、
大
き
な
功
績
を

残
し
職
を
譲
る
。

仕
事
も
多
忙
を
来
し
山
行
回
数
は
自
ず
と
減

っ
て
来
た
が
、
ご
自
身
も

認
め
る

「年
寄
二
人
衆
」
山
岸
さ
ん
、
斉
藤
さ
ん
の
お
三
方
で
気
ま
ま
な

山
行
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
。
井
口
さ
ん
は
無
類
の
お
酒
好
き
で
も
あ

っ

た
。
酔

っ
て
乱
れ
ず
、
誰
と
は
な
し
に
誘
い
合

っ
て
行
き
つ
け
の
居
酒
屋

「
と
ん
ち
ゃ
ん
」
に
繰
り
出
す
の
が
楽
し
み
で
あ

っ
た
。
私
た
ち
も
幾
度

と
な
く
ご
相
伴
に
あ
ず
か

っ
た
の
が
つ
い
先
日
の
事
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
る
。
酔
い
が
ま
わ
れ
ば
得
意
の
喉
で
戦
中
歌
を
歌
い
、
中
で
も
愛
染
か

つ
ら
の
名
調
子
に
は
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
戦
場

で
散

っ
た
友
を
偲
び
、
軍
靴
に
踏
ま
れ
る

一
輪
の
野
菊
の
花
に
友
の
面
影

を
見
い
出
す
…
…
。
そ
ん
な
人
情
味
の
有
る
お
人
柄
で
あ

っ
た
。

一
九
八
七

（昭
和
六
十
二
）
年
十
二
月
脳
出
血
で
倒
れ
病
床
に
つ
く
日
々

に
、
お
見
舞
い
に
伺
う
と
話
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
山
の
話
に
目
を
細

め

「
う
ん
う
ん
」
と
頷
い
て
い
た
の
だ
が
…
…
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
十
九
日
、
ご

一
家
、
ご
親
族
、
岳
友
、
岳
兄
の
願
い
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追  悼

も
空
し
く
八
十

一
歳
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
。

山
に
関
す
る
主
な
経
歴

一
九
五
三

（昭
和
二
十
八
）
年
　
日
本
山
岳
会
入
会
。
会
員
番
号
四

一
四

〇
。
紹
介
者
藤
島
玄
氏
）

一
九
八
七
年
ま
で
越
後
支
部
委
員
、

事
務
局
を
担
当
す
る

一
九
六
六
～

一
九
七
五

（昭
和
四
十

一
～
五
十
）
年
　
峡
彩
山
岳
会
会
長
、

新
潟
県
山
岳
協
会
理
事
長

一
九
七
三
～

一
九
七
四

（昭
和
四
十
八
～
四
十
九
）
年
　
新
潟
県
山
岳
協

会
副
会
長

戒
名
　
正
学
薫
峰
信
士

合
掌

（井
出
秀
雄
）

田

中

政
　
一　
氏

（
一
九
二
七
～
二
〇
〇
〇
）

田
中
君
が
逝

っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
彼
と
共
に
山
に
登

っ
た
人
た
ち
も
、

今
で
は
数
少
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

山
岳
部
時
代
の
記
録
は
、
部
報
第
十
号
に
い
ろ
い
ろ
と
出
て
く
る
の
で
、

田
中
君
と
私
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
山
行
の
中
で
記
憶
に
残
る
幾

つ
か
を
述

べ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。

あ
れ
は
た
し
か
、
予
科
二
年
生
の
夏
休
み
で
あ

っ
た
。
田
中
君
と
私
は
、

秋
山
純
先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
二
人
で
、
谷
川
岳
南
面
の
オ
ジ
カ
沢
と
ヒ
ツ

ゴ
ー
沢
の
沢
登
り
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
あ

っ
た
。
秋
山
先
輩
と
は
、
立
教

山
岳
部
の
三
年
先
輩
で
、
昭
和
二
十
六
年
の
正
月
、
佐
野
高
校
の
山
岳
部

長
と
し
て
、
部
員
と
と
も
に
、
谷
川
岳
西
黒
沢
で
、
雪
崩
に
呑
ま
れ
て
し

ま

っ
た
方
で
あ
る
。

我
々
二
人
は
、
オ
ジ
カ
沢
と
ヒ
ツ
ゴ
ー
沢
の
合
流
点
の
そ
ば
に
あ
る
岩

小
屋
を
ベ
ー
ス
に
し
た
。
こ
の
辺
り
に
は
、
そ
の
当
時
、
大
型
の
イ
ワ
ナ

が
沢
山
泳
い
で
い
た
も
の
だ
。
秋
山
先
輩
は
大
き
な
毛
鉤
で
、
三
匹
の
岩

魚
を
釣

っ
て
く
れ
た
。
「
こ
の
三
匹
は
塩
焼
き
に
す
る
。
味
噌
汁
に
入
れ

る
魚
を
二
、
三
匹
釣

っ
て
来
い
」
。
田
中
君
と
私
は
、　
一
本

の
竿
を
交
替

で
使

っ
て
十
数
匹
の
岩
魚
を
釣

っ
て
持
ち
帰

っ
た
。
「
バ
カ
者
―
。

こ
ん

な
に
釣

っ
た
ら
食

べ
切
れ
な
い
だ
ろ
う
！
」
。
「
で
も
、
明
日
の
分
と
思

っ

た
も
の
で
…
…
」
。
「駄
目
だ
、
腐

っ
て
し
ま
う
」
。
そ
こ
で
、
三
匹
は
サ

シ
ミ
に
、
二
匹
は
味
噌
汁
に
、
残

っ
た
十
匹
ば
か
り
は
、
焼
い
て
保
存
す

る
こ
と
に
し
た
。

装
備
は
、
ザ
イ
ル
と
二
つ
道
具
の
他
に
、
ア
イ
ス
ピ

ッ
ク
、
ワ
ラ
ジ
と

四
本
爪
の
カ
ン
ジ
キ
で
、
沢
の
上
部
の
草
付
き
で
は
、
今
と
異
な
り
、
ス

テ
ッ
プ
の
跡
も
な
く
、
カ
ン
ジ
キ
で
、
ア
イ
ス
ピ

ツ
ク
が
強
力
な
武
器
と

な

っ
て
威
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
。
ヒ
ツ
ゴ
ー
沢
で
は
、
全
身
ズ
ブ
濡
れ

で
滝
登
り
を
楽
し
ん
だ
が
、
途
中
で
、
な
ん
と
、
滝
壼
に
転
落
す
る
訓
練
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を
受
け
た
。
三
度
、
三
度
と
や

っ
て
み
れ
ば
、
結
構
楽
し
い
も
の
で
、
水

の
中
で
二
人
が
大
き
な
声
で
笑
い
合

っ
た
こ
と
が
な
つ
か
し
く
想
い
出
さ

れ
る
。
ベ
ー
ス
に
は
岩
魚
が
十
匹
焼
い
て
あ
る
、
と
ル
ン
ル
ン
気
分
で
西

黒
尾
根
を
駆
け
降
り
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
全
部
熊
か
狸
に
荒
ら
さ
れ
て

し
ま

っ
て
、
ガ

ッ
ク
リ
…
…
。　
一
九
四
八

（昭
和
二
十
三
）
年
八
月
の
こ

と
で
あ

っ
た
。

先
に
他
界
し
た
福
住
君
と
田
中
君
は
、
今
、
天
国
で
再
会
し
、
何
を
語

り
合

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
思

っ
た
と
き
、
卒
業
後
、
二
人
だ
け
で
試
み
た
正
月
の

八
ケ
岳
縦
走
を
想
い
出
し
た
。

そ
の
頃
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
ス
ピ
ー
ド
登
頂
が
始
ま

っ
て
い
た
。
「
我
々

で
何
か
記
録
に
残
る
こ
と
を
や

っ
て
み
よ
う
」。
こ
ん
な
発
想
が
計
画
の

原
点
で
あ

っ
た
。

時
は

一
九
五
三

（昭
和
二
十
八
）
年

一
月

一
日
の
夜
明
け
前
、
田
中
、

福
住
、
羽
鳥
の
二
人
は
、
仮
眠
を
と

っ
て
い
た
赤
岳
の
真
下
で
、
ゴ
ソ
ゴ

ソ
と
動
き
出
し
た
。
ま
だ
暗
い
稜
線
は
、
快
晴
、
強
風
で
あ

っ
た
。
雪
と

氷
と
岩
の
リ

ッ
ヂ
を
、
唯
、
夢
中
で
走
り
出
し
た
。
硫
黄
岳
の
あ
た
り
で

夜
が
明
け
た
。
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い

「
元
日
の
日
の
出
」
で
あ

っ
た
。
天

狗
岳
を
越
え
て
か
ら
、
ル
ー
ト
は
楽
に
な

っ
た
。
横
岳
か
ら
蓼
科
温
泉
に

降
り
る
頃
は
暗
く
な

っ
て
い
た
。
渋
の
湯
で
は
驚
き
な
が
ら
も
、
温
く
泊

め
て
く
れ
た
。

そ
の
記
録
は

「後
日
、
機
会
が
あ
れ
ば
発
表
し
よ
う
」
と
福
住
君
が
写

真
と
と
も
に
保
管
し
て
い
た
が
、
山
岳
部
で
は
、
海
外
で
次
々
と
素
晴
ら

し
い
記
録
が
う
ち
立
て
ら
れ
、
そ
の
陰
に
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。

そ
し
て
、
い
つ
の
間
に
か
四
十
年
の
時
が
流
れ
た
。

一
九
九
二
年
立
教
隊
は
山
岳
部
創
立
七
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

マ
カ
ル
ー
三
峰
の

一
つ
、
チ

ョ
モ
ロ
ン
ゾ

（七
八

一
六
眉
）
に
遠
征
隊
を

送
り
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。
中
国
登
山
協
会

に
許
可
を
打
診
し
た
が
、

「
チ

ョ
モ
ロ
ン
ゾ
な
る
山
は
地
図
に
無
く
、
不
明
で
あ
り
、
許
可
は
難
し

い
」
と
の
情
報
が
入

っ
た
。
「
そ
れ
な
ら
ば
、
我

々
Ｏ
Ｂ
が
確
認
し
て
こ

よ
う
」
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
詳
細
は

一
九
九
二
年
チ

ョ
モ
ロ
ン
ゾ

登
山
隊
報
告
書
の
五
十
六
ペ
ー
ジ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
、　
一
九
九

一
年
十

一
月
、
田
中
君
と
、
ジ

ュ
ニ
ア
の
千
元
君

を
含
む
七
名
が
カ
ト
マ
ン
ズ
を
訪
れ
た
。
足
慣
ら
し
の
た
め
、
早
朝
、
サ

ラ
ン
コ
ッ
ト
の
丘
に
登

っ
た
の
が
田
中
君
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
第

一
歩
で
あ

っ
た
。

頂
上
の
石
垣
に
並
ん
で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
夜
明
け
を
眺
め
る
田
中
君
父
子
の

後
ろ
姿
は
、
ま
こ
と
に
ほ
ほ
笑
ま
し
く
、
又
、
羨
ま
し
い
限
り
で
あ

っ
た
。

一
九
九
九
年
、
立
教
隊
は
ガ

ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰

（八
〇
三
五
眉
）
に

遠
征
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
支
援
隊
と
し
て
有
志
を
参
加

さ
せ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
。

一
九
九
八
年
八
月
、
支
援
隊
の
訓
練
と
し
て
、
前
記
、
秋
山
先
輩
の
故

郷
、
佐
野
市
の
郊
外
に
あ
る
、
日
光
の
前
衛
連
山
の

一
つ
で
あ
る
氷
室
山

（
一
二
〇
〇
屑
）
に
登
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
は
樹
林
帯

の
長

い
尾
根

道
で
、
霧
と
小
雨
の
中
の
ル
ー
ト
は
蒸
し
暑
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ア
プ

ロ
ー
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チ
さ
な
が
ら
で
、
楽
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
続
い
て
十
月
に
は
箱
根
湯

本
で
遠
征
会
議
が
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
湯
の
花
か
ら

湯
本
ま
で
の
鎌
倉
古
道

（湯
坂
道
）
を
歩
く
こ
と
に
な

っ
た
。
標
高
差
七

〇
〇
】
月
の
急
下
降
は
七
十
歳
の
田
中
君
と
私
に
と

っ
て
は
、
予
想
外
に
キ

ビ
シ
イ
。
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

一
九
九
八
年
夏
と
秋
の
小
さ
な
山
歩
き
は
、
田
中
君
と
私
の
最
後
の
山

行
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

振
り
返
れ
ば
、
共
に
山
岳
部
の
新
入
部
員
で
あ

っ
た
私
た
ち
は
、
出
会

い
か
ら
数
え
て
五
十
三
年
に
な
る
。

田
中
君
は
海
軍
航
空
隊
か
ら
の
入
学
で
、
大

へ
ん
な
元
気
者
で
あ

っ
た
。

マ
ラ
ソ
ン
が
特
に
強
く
て
、
私
は
彼
に
勝

っ
た
記
憶
が
無
い
。
山
で
は
、

自
線
の
付
い
た
航
空
隊
員
の
戦
闘
帽
を
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
に
、

ハ
ッ
ス
ル

し
て
い
た
が
、
そ
ん
な
彼
が
眩
し
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
周
忌
が
過
ぎ
て
、
天
国
で
二
年
生
と
な

っ
た
田
中
君
は
、
相
変
わ
ら

ず
元
気
印
の
戦
闘
帽
を
愛
用
し
て
、
人
気
者
に
な

っ
て
い
る
様
な
気
が
し

て
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

（田
中
政

一
氏
は

一
九
二
七
年
東
京
に
生
ま
れ
る
。　
一
九
五
四
年
日
本

山
岳
会
入
会
。
会
員
番
号
四
三
二
二
。
紹
介
者
は
小
原
勝
郎
氏
。　
一
九
九

〇
年
立
教
大
学
山
岳
部
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
副
委
員
長
）

（羽
鳥
　
肇
）

尾

藤

昭

一
一
氏

（
一
九
二
七
～
二
〇
〇

一
）

一
九
九
九
年

（平
成
十

一
）
年
十
二
月
、
坪
井
圭
之
助
君
が
亡
く
な

っ

た
と
き
、
徳
永
さ
ん
、
尾
藤
さ
ん
は
至
極
元
気
で
、
徳
永
さ
ん
は
葬
儀
委

員
長
を
務
め
、
悲
し
み
の
中
に
も
テ
キ
パ
キ
と
事
務
を
処
理
し
た
。
翌
年

三
月
徳
永
さ
ん
が
発
病
入
院
と
な

っ
た
と
き
、
尾
藤
さ
ん
か
ら

「見
舞
い

は
早
い
方
が
よ
い
、
制
癌
剤
が
投
与
さ
れ
る
と
機
嫌
が
悪
く
な
る
」
と
連

絡
が
あ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
ヶ
月
後
、
尾
藤
さ
ん
に
膵
臓
癌
の
診
断
が
下

り
、
九
月
に
亡
く
な

っ
た
徳
永
さ
ん
の
葬
儀
に
は
、
出
席
で
き
な
く
な

っ

た
。
尾
藤
さ
ん
は

一
年
間
の
闘
病
と
身
辺
整
理
の
後
、
二
月
十
九
日
明
和

病
院
で
亡
く
な

っ
た
。
坪
井
、
徳
永
、
尾
藤
の
三
氏
は
、
年
次
は
少
し
異

な
る
が
と
も
に
阪
大
医
学
部
第

一
外
科
の
出
身
で
、
三
度
の
葬
儀
に
は
医

療
関
係
者
と
山
の
仲
間
が
多
く
、
再
三
同
じ
顔
ぶ
れ
に
出
会

っ
た
。

尾
藤
さ
ん
と
初
め
て
会

っ
た
の
は
、　
一
九
五
〇

（昭
和
二
十
五
）
年
春
、

阪
大
山
岳
部
に
入
部
し
た
と
き
で
あ
る
。
当
時
は
学
制
改
革
の
直
後
で
も

あ
り
、
山
岳
部
の
新
人
の
中
に
は
旧
制
高
校
を
卒
業
し
て
年
齢
は
リ
ー
ダ
ー

と
同
じ
と
か
そ
の
上
、
と
い
っ
た
人
が
何
人
か
い
た
が
、
な
か
で
も
尾
藤

さ
ん
は
独
特
の
個
性
と
落
着
き
が
あ

っ
た
。
長
身
で
眉
目
す
ぐ
れ
、
海
軍

経
理
学
校
在
学
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト
な
海
軍
士
官
の
イ

メ
ー
ジ
が
び

っ
た
り
の
人
で
あ

っ
た
。

追  悼
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彼
は
自
ら
の
山
登
り
を
思
索
か
ら
始
め
た
。
文
献
を
研
究
し
、
目
標
を

定
め
、
あ
る
も
の
は
文
章
と
し
て
発
表
し
、
し
か
る
後
、
果
敢
に
実
践
し

た
。
自
ら
を
厳
し
く
律
し
、
体
力
と
安
全
の
限
界
を
極
め
る
よ
う
な
山
登

り
を
め
ざ
し
て
い
た
。
極
地
法
に
よ
る
杓
子
岳
双
子
尾
根
か
ら
唐
松
岳
の

往
復
以
来
、
尾
藤
さ
ん
は
、
ア
タ

ッ
ク
隊
員
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
数
度

に
わ
た
り
積
雪
期
登
山
に
記
録
を
残
し
、　
一
九
五
三

（昭
和
二
十
八
）
年

冬
、
厳
冬
期
の
穂
高
岳
天
狗
の
コ
ル
よ
り
槍
ケ
岳
の
往
復
を
極
地
法
で
完

遂
し
、
国
内
登
山
を

一
応
じ
め
く
く

っ
た
。

一
九
六

一

（昭
和
三
十
六
）
年
の
Ｐ
二
九
峰
遠
征
は
、
私
た
ち
に
と

っ

て
、
山
岳
部
入
部
以
来
の
総
決
算
で
あ

っ
た
。
尾
藤
さ
ん
と

一
緒
に
乗

っ

た
英
印
航
路
の
貨
客
船
の
キ
ャ
ビ
ン
で
、
今
西
壽
雄
さ
ん
か
ら
借
り
た
写

真
を
見
直
し
た
が
、
そ
こ
に
写
る
Ｐ
二
九
峰
の
西
面
に
は
登
攀
ル
ー
ト
ら

し
き
白
い
部
分
が
見
え
た
。
そ
の
こ
ろ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の
常
識
で
は
、

日
本
を
無
事
出
国
で
き
た
と
き
は
、
半
ば
成
功
し
た
と
思

っ
て
も
お
か
し

く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
文
字
通
り
希
望
に
満
ち
た
船
出
で
あ

っ
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
も
彼
は
強
か

っ
た
。
最
初
に
五
千
】
月
を
越
え
る
コ
ル
に
荷

上
げ
し
た
と
き
、
い
さ
さ
か
グ

ロ
ッ
キ
ー
に
な

っ
て
テ
ン
ト
に
着
く
と
、

一
足
早
く
帰

っ
て
い
た
尾
藤
さ
ん
は
、
ド
ク
タ
ー
と
し
て
隊
員
の
脈
拍
や

血
圧
な
ど
の
デ
ー
タ
を
取
り
な
が
ら
健
康
状
態
を
観
察
し
て
い
た
。
デ
ー

タ
に
つ
い
て
聞
く
と
、
「
こ
の
程
度
の
デ
ー
タ
が
病
院

で
出
た
ら
、
す
ぐ

親
戚
を
呼
ば
ん
と
い
か
ん
な
あ
」
と
笑
い
、
平
然
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
足
を
踏
み
入
れ
た
Ｐ
二
九
峰
の
西
面
に
は
、

当
時
の
私
た
ち
の
登
山
技
術
で
は
登
攀
ル
ー
ト
は
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

加
え
て
、
遠
征
期
間
の
後
半
に
、
隊
長
の
篠
田
先
生
が
発
病
さ
れ
、
登
山

活
動
の
中
止
が
決
定
的
に
な

っ
て
か
ら
は
、
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
の
尾
藤

さ
ん
の
顔
が
、
次
第
に
医
師
の
そ
れ
に
変
貌
し
て
い
っ
た
の
を
記
憶
し
て

い
る
。

こ
の
こ
ろ
を
境
に
尾
藤
さ
ん
は
登
山
の
実
践
活
動
か
ら
徐
々
に
離
れ
、

本
職
の
医
療
に
邁
進
し
、
そ
れ
を
天
職
と
し
て
究
め
る
こ
と
に
な
る
。
思

う
に
、
彼
の
よ
う
な
激
し
い
山
登
り
を
志
向
す
る
人
は
、
あ
る
時
期
に
登

山
活
動
が
職
業
上
の
使
命
感
と
両
立
し
難
く
な
り
、
実
践
と
は
異
な
る
別

の
登
山
の
世
界
に
入

っ
て
行
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

尾
藤
さ
ん
は

一
九
六
五

（昭
和
四
十
）
年
か
ら
大
阪
厚
生
年
金
病
院
に

勤
務
し
、
脳
神
経
外
科
部
長
、
副
院
長
を
歴
任
し
た
。
彼
は
自
ら
の
職
務

に
心
血
を
注
ぎ
、
治
療
水
準
の
向
上
に
貢
献
し
、
病
院
の
経
営
に
参
画
し
、

二
十
七
年
間
の
勤
務
を
終
え
て
、　
一
九
九
三

（平
成
五
）
年
定
年
退
職
し

た
。
退
職
後
も
、
西
宮
の
三
好
病
院
で
脳
神
経
外
科
の
診
療
を
続
け
る
ほ

か
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
組
織

へ
の
関
与
、
看
護
専
門
学
校
の

講
師
な
ど
を
担
当
し
、
医
療
に
対
す
る
情
熱
を
も
ち
続
け
た
。

一
方
で
尾
藤
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
の
趣
味
で
あ

っ
た
琵
琶
湖
周
辺
の
歴

史
探
訪
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
病
を
得
て
後
、
『
近
江
逍
適
』
を
出
版

し
、
親
し
い
人
々
に
配

っ
た
。
亡
く
な
る
ニ
ケ
月
前
の

一
月
下
旬
、
友
人

た
ち
が
こ
の
本
の
出
版
記
念
会
を
催
し
、
ご
夫
妻
を
招
い
た
が
、
こ
の
席

で
尾
藤
さ
ん
は
紅
茶
を
ひ
と
口
飲
ん
だ
以
外
、
何
も
食
べ
ず
、　
一
同
暗
然
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追  悼

と
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。

尾
藤
さ
ん
は
、
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
音
楽
を
愛
す
る
優
し
さ
の

一
面
、
山

で
は
心
身
と
も
に
あ
く
ま
で
も
強
く
、
山
岳
部
時
代
か
ら
ヒ
マ
ラ
ャ
ま
で
、

一
度
も

へ
ば

っ
た
姿
を
見
せ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
ど
ん
な
困
難

な
事
態
の
も
と
で
も
、
興
奮
し
て
他
人
に
怒
鳴
る
よ
う
な
場
面
は
な
か

っ

た
。
文
武
両
道
の
達
人
と
は
、
こ
の
人
の
た
め
に
あ

っ
た
言
葉
と
思

っ
て

い
る
。
こ
の
得
難
い
人
に
山
登
り
を
通
じ
て
出
会
い
、
五
十
年
以
上
も
親

し
く
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

略
　
　
歴

一
九
二
七

（昭
和
三
）
年
五
月
　
大
阪
市
で
出
生

一
九
五
〇

（昭
和
二
十
五
）
年
　
天
王
寺
中
学
校
、
海
軍
経
理
学
校
、
旧

制
大
阪
高
等
学
校
経
由
大
阪
大
学
医
学
部
進
学
。
山
岳
部
入
部

一
九
五
二

（昭
和
二
十
七
）
年
二
月
　
極
地
法
に
よ
る
杓
子
岳
双
子
尾
根

か
ら
唐
松
岳
往
復

同
年
十
二
月
　
北
岳
バ

ッ
ト
レ
ス
第
四
尾
根
登
攀

一
九
五
三

（昭
和
二
十
八
）
年

一
月
　
聖
岳

同
年
二
月
　
針
の
木
岳
よ
り
白
馬
岳
ま
で
の
逆
縦
走

同
年
十
二
月
　
極
地
法
に
よ
る
厳
冬
期
穂
高
岳

（天
狗
の
コ
ル
）

よ
り
槍

ケ
岳
往
復

一
九
五
五

（昭
和
三
十
）
年
二
月
　
大
阪
大
学
医
学
部
卒
業
、
同
学
部
第

一
外
科
入
局

同
年
七
月
　
日
本
山
岳
会
入
会
。
紹
介
者
篠
田
軍
治

・
大
島
輝

夫
。
会
員
番
号
四
二
九
九

一
九
六

一

（昭
和
三
十
六
）
年
　
第

一
次
大
阪
大
学
ヒ

マ
ラ
ヤ
遠
征
隊

（
Ｐ
二
九
峰
）
に
参
加

一
九
六
五

（昭
和
四
十
）
年
　
大
阪
厚
生
年
金
病
院
勤
務
、
脳
神
経
外
科

部
長
、
副
院
長
歴
任

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
　
同
病
院
定
年
退
職
、
芳
恵
会
三
好
病
院
勤
務
。

公
務
と
し
て
大
阪
府
社
会
保
険
支
払
基
金
審
査
委
員
、
労
災
保

険
地
方
労
災
医
を
担
当

二
〇
〇

一

（平
成
十
三
）
年
二
月
十
九
日
　
明
和
病
院
に
て
死
去
。
享
年

七
十
三
歳

（山
本
光
二
）

桑

原

信

夫

氏

（
一
九
三
二
上

九
九
九
）

桑
原
君
の
追
悼
文
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
、
何
げ
な
く
引
き
う
け
た
の
で

す
が
、
書
き
だ
し
て
み
る
と
意
外
に
解
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
に
気
づ
き

ま
し
た
。
彼
と
の
つ
き
あ
い
が
長
い
の
で
、
知

っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
た

の
が
間
違
い
で
し
た
。
親
し
く
し
て
い
た
多
く
の
岳
友
た
ち
に
も
聞
き
ま

し
た
し
、
彼
の
家
に
も
行
き
資
料
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
整
理
さ

れ
て
い
な
い
の
で
困
り
ま
し
た
。
遠
く
熊
本
か
ら
も
資
料
を
頂
き
、
な
ん
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と
か
つ
な
ぎ
合
せ
て
年
表
を
作
り
、
や

っ
と
彼
の
生
涯
を
振
り
か
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

桑
原
君
は

一
九
三
二

（昭
和
七
）
年
五
月
に
、
現
在
の
家
に
近
い
東
住

吉
区
今
林
町
で
、
農
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
根

っ
か
ら
の

山
好
き
ら
し
く
、
生
野
中
学
で
も
生
野
高
校
で
も
山
岳
部
に
入
り
、
山
に

登
り
続
け
て
い
た
よ
う
で
す
。
高
校
を
出
て
法
政
大
学
に
入

っ
た
の
が
、

一
九
五

一

（昭
和
二
十
六
）
年
で
す
が
、
家
庭
の
事
情
で
大
学
を
中
退
し
、

同
年
八
月
に
住
友
化
学
に
入
社
し
て
い
ま
す
。

彼
の
家
は
東
住
吉
区
の
杭
全
で
す
が
、
生
涯
こ
の
地
を
離
れ
る
こ
と
な

く
、
生
ま
れ
育
ち
、
生
計
を
た
て
、
数
々
の
山
に
登
り
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
地
で
眠

っ
て
い
ま
す
。
彼
の
わ
が
ま
ま
で
強
引
な
生
涯
を
支
え
続
け

た
奥
さ
ん
の
玲
子
さ
ん
は
従
妹
で
、　
一
男

一
女
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
長

女
の
慶
子
さ
ん
は
義
母
と

一
緒
に
、
彼
が
経
営
し
て
い
た
喫
茶

「
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
を
や

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
長
男
の
栄
樹
君
は
薬
科
大
学
か
ら
、
阪

大
の
大
学
院
を
出
ら
れ
、
製
薬
会
社
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

彼
は

一
九
九
七

（平
成
九
）
年
に
市
大
病
院
、
大
野
記
念
病
院
な
ど
に
、

入
退
院
し
て
肝
臓
癌
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
達
に
も
年
賀
状
に

そ
の
こ
と
を
書
き
送

っ
て
き
て
い
ま
す
。
生
前
に
自
分
の
墓
を
作
り
、
法

名
も
自
分
で
つ
け
て
い
ま
す
。
家
の
す
ぐ
近
く
に
二
十
七
年
間
経
営
し
て

い
た
喫
茶

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
横
を
三
百
屑
ほ
ど
行

っ

た
今
林
墓
地
に
彼
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
彼
は
墓
碑
に

一
九
六
八
年
の
ア
ラ

ス
カ
、　
一
九
七
七
年
の
カ
ラ
コ
ル
ム
、　
一
九
八

一
年
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ

峰
、　
一
九
八
四
年
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ
峰
、　
一
九
九
〇
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト

（
日
韓
合
同
隊
）
と
五
隊
の
遠
征
隊
長
で
あ

っ
た
こ
と
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

彼
が
考
え
て
い
た
こ
と
と
は
違
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
偏
見
と
独

断
の
許
し
を
得
て
、
彼
の
生
涯
を
三

つ
の
時
代
に
区
切
り
記
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

関
西
登
高
会
の
時
代

桑
原
君
が
関
西
登
高
会
に
入
会
し
た
の
は
、　
一
九
五
二

（昭
和
二
十
七
）

年
の
秋
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
十

一
月
に
風
雪
で
登
れ
な
か

っ
た
け

れ
ど
、
富
士
山
に
行

っ
て
い
ま
す
し
、
五
三
年
の
正
月
に
穂
高
岳
涸
沢
を

中
心
に
行
な
わ
れ
た
、
第
七
回
の
冬
期
合
宿
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

合
宿
で
は
梶
本
君
等
と
涸
沢
か
ら
吊
り
尾
根

へ
の
直
登
ル
ー
ト
を
経
て
、

前
穂
高
岳
に
登
り
ま
し
た
。
彼
は
後
年
新
聞
紙
上
で
こ
の
時
の
こ
と
を

「頂
上
に
た

っ
て
、
あ
、
よ
か

っ
た
と
思

っ
た
の
は
、

こ
の
時
だ
け
だ

っ

た
」
と
語

っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
冬
山
合
宿
に
新
人
と
し
て
参
加
し
、

厳
し
く
し
ご
か
れ
な
が
ら
登
頂
し
た
感
激
は
、
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
持
ち

続
け
て
い
た
輝
け
る
体
験
だ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
は
体
格
の
良
い
頼

も
し
い
新
人
が
入

っ
た
と
、
喜
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
彼
の
満
二

十
歳
の
時
で
し
た
。

こ
の
合
宿
に
参
加
し
た
時
は
、
ま
だ
法
政
の
大
学
帽
を
か
む
り
、
学
生

ら
し
く
自
分
の
こ
と
を

「
小
生
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
何
時
の
ま

に
か

「
小
生
」
が
綽
名
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
資
料
に
よ
る
と
前
年

の
八
月
に
住
友
化
学
に
入
社
し
て
い
ま
す
か
ら
、
学
生
帽
は
少
し
お
か
し
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い
の
で
す
が
、
彼
の
気
持
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が

桑
原
君
ら
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。
住
友
化
学
大
阪
工
場
で
は
染
料
部
門
に

所
属
し
、
英
訳
の
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
在
職

中
は
、
工
場
の
山
岳
会
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
メ
ン
バ
ー
の
育

成
に
努
力
し
、
ま
た
彼
は
正
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の

練
習
に
参
加
し
て
、
常
に
体
力
強
化
に
努
め
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
の
関
西
登
高
会
は
有
望
な
新
人
も
多
数
入
り
、
隆
盛
期
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
第
九
回
の
冬
期
合
宿
か
ら
参
加
し
な
く
な

っ

た
よ
う
に
、
新
旧
交
代
の
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

彼
と
は
第
七
回
と
第
八
回
の
合
宿
に
参
加
し
ま
し
た
し
、　
一
九
五
五
年

に
は
第
十
回
の
国
体
に
、
私
は
監
督
と
し
て
、
彼
は
選
手
と
し
て
参
加
し
、

雨
の
大
雪
山
に
登
り
ま
し
た
。
毎
回
熱
心
に
参
加
し
て
頭
角
を
現
わ
し
た

桑
原
君
は
、
第
十
回
の
奥
又
白
合
宿
で
は
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
や

っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
こ
の
合
宿
で
は
会
と
し
て
最
初
で
、
し
か
も
二
重
遭
難
と

い
う
重
大
な
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
関
西
登
高

会
の
四
十
年
史
に
、
彼
が
く
わ
し
く
報
告
し
て
い
ま
す
。

会
は
梶
本
イ
ズ
ム
が
浸
透
す
る
と
同
時
に
、
会
員
も
増
加
し
て
第
十
二

回
の
合
宿
は
、
二
隊
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
新
人
の
養
成
を
兼

ね
た
遠
見
尾
根
の
合
宿
と
、
北
海
道
ペ
テ
ガ
リ
岳
遠
征
で
す
。
こ
の
ペ
テ

ガ
リ
岳
の
冬
期
登
山
の
実
行
に
は
、
桑
原
君
の
ア
イ
デ
ア
と
努
力
に
よ
る

所
が
大
き
く
、
こ
の
山
行
の
成
功
で
会
は
急
速
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
向
か

っ

て
動
き
だ
し
ま
す
。
翌

一
九
五
九

（昭
和
三
十
四
）
年
に
は
屏
風
岩
で
、

第
十
三
回
の
冬
期
合
宿
が
実
施
さ
れ
、
数
々
の
記
録
が
更
新
さ
れ
て
い
ま

す
。
彼
は
こ
の
年
の
十
月
に
は
、
屏
風
岩
中
央
カ
ン
テ
の
０
岩
溝
ル
ー
ト

を
初
登
攀
し
、
九
時
間
で
完
登
す
る
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
山
行
を
最
後
に
し
て
、
桑
原
君
は
翌
年
の
冬
期
合
宿
に

は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
次
第
に
自
信
を
大
き
く
し
た
彼
の
強
い
意
見
が
、

チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
合
わ
な
く
な
り
、
退
会
を
決
意
さ
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
年
に
大
阪
岳
連
で
計
画
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
が
、

東
京
と
の
合
同
隊
と
な
り
、
人
員
が
制
限
さ
れ
て
選
に
も
れ
た
こ
と
も
、

大
き
な
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

け
れ
ど
も
会
の
隆
盛
期
に
七
年
間
も
在
籍
さ
れ
、
有
能
な
仲
間
た
ち
と

切
磋
琢
磨
さ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
信
を
深
め
、
多
く
の
岳
友
を
得

ら
れ
ま
し
た
。
桑
原
君
は
こ
の
時
代
に
元
来
持

っ
て
お
ら
れ
た
強
い
体
力
、

技
術
に
加
え
て
精
神
力
、
行
動
力
、
企
画
力
に
磨
き
を
か
け
、
そ
の
後
の

長
い
登
山
活
動
の
基
盤
を
築
か
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

戦
い
の
時
代

桑
原
君
の

一
九
六
〇

（昭
和
三
十
五
）
年
に
関
西
登
高
会
を
退
会
し
た

時
か
ら
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
十
三
）
年
に
カ
ラ
コ
ル
ム
の
タ
フ
ル
タ
ム

峰
に
登
る
ま
で
の
十
七
年
間
を
、
「戦
い
の
時
代
」
と
し
ま
し
た
。

そ
の

理
由
の

一
つ
は
、
大
変
負
け
ず
嫌
い
で
闘
争
心
の
旺
盛
な
彼
が
、
古
巣
の

関
西
登
高
会
の
隆
盛
と
戦
い
、
長
期
休
暇
の
難
し
い
会
社
勤
務
に
悩
み
苦

し
ん
だ
時
代
だ

っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
悪
条
件
を
は

ね
の
け
、
喫
茶
店
を
開
店
さ
せ
経
営
の
苦
労
を
越
え
て
、
長
期
登
山
体
制

追  悼
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を
作
り
上
げ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
が
長
い
間
の
念
願
で

あ

っ
た
初
登
頂
の
栄
誉
を
、
カ
ラ
コ
ル
ム
で
勝
ち
取

っ
た
時
代
と
考
え
る

か
ら
で
す
。

彼
は
関
西
登
高
会
を
退
会
し
た
翌
年
の

一
月
に
結
婚
し
、
平
和
な
家
庭

と
仕
事
に
励
も
う
と
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
岳
友
達
の
海
外

登
山
の
成
功
報
告
が
、
次
々
と
彼
を
襲
い
苦
し
め
ま
し
た
。

関
西
登
高
会
で
は

一
九
六
〇

（昭
和
三
十
五
）
年
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
で
、

合
同
登
山
の
失
敗
か
ら
会
独
自
の
海
外
遠
征
熱
が
高
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
ネ
パ
ー
ル
国
は
登
山
禁
止
令
を
出
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
け
な
い

の
で
、　
一
九
六
四
年
の
セ
ン
ト
エ
ラ
イ
ア
ス
峰
、
翌
年
の
マ
ッ
キ
ン
レ
ー

峰
と
ア
ラ
ス
カ
に
遠
征
隊
を
出
し
成
功
し
ま
し
た
。
彼
の
資
料
に
よ
る
と

一
九
六
八
年
に
、
ア
ラ
ス
カ
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
峰
に
行
く
ま
で
の
八
年
間
、

大
き
な
登
山
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。

桑
原
君
は

一
九
六
八
年
に
大
阪
府
岳
連
隊
を
組
織
し
て
、
ア
ラ
ス
カ
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
峰
に
初
め
て
海
外
遠
征
を
実
行
し
ま
し
た
。
桑
原
君
三
十

六
歳
の
時
で
し
た
。
フ
ァ
イ
ト
溢
れ
る
隊
長
は
、
予
定
し
て
い
た
ル
ー
ト

が
既
に
登
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
よ
り
困
難
な
南
西
稜
に
切
り
換

え
、
登
頂
に
成
功
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
雪
崩
に
よ
り
三
名
の
犠
牲
者
を

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
雪
崩
に
は
彼
も
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
が
、

彼
の
強
力
な
ビ
レ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ザ
イ
ル
が
切
れ
桑
原
君
だ
け
が

残

っ
た
の
で
す
。
彼
は
運
が
悪
い
と
言
う
の
か
、
強
運
の
持
ち
主
と
言
う

の
か
、
何
度
も
遭
難
事
故
に
会

っ
て
い
な
が
ら
、
ま
た
常
に
生
き
帰

っ
て

く
る
人
で
し
た
。

遠
征
隊
を
組
織
し
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
実
行
す
る
に
は
、
長
期
の
休
暇
を

必
要
と
し
ま
す
の
で
、
会
社
勤
務
に
影
響
が
出
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

こ
の
遠
征
で
彼
の
意
欲
は
更
に
大
き
く
な
り
、
時
間
を
作
る
に
は
自
ら
経

営
者
と
な
る
し
か
な
い
と
決
意
し
ま
す
。
奥
さ
ん
や
親
戚
の
協
力
に
よ
り

一
九
七

一

（昭
和
四
十
六
）
年
住
友
化
学
を
退
社
し
、
喫
茶

「
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
を
開
店
し
ま
し
た
。
海
外
遠
征
に
参
加
し
た
岳
人
た
ち
が
、
大
き
な

人
生
の
転
機
を
経
験
す
る
よ
う
に
、
彼
も
ま
た
こ
の
遠
征
で
新
し
い
人
生

を
踏
み
出
し
て
ゆ
き
ま
す
。

喫
茶
食
堂
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
桑
原
君
は
、
翌
年
の

一
九
七
二
年
に
大

阪
岳
連
の
人
た
ち
と
レ
ー
ニ
ア
峰
に
登

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遠
征
を

通
じ
知
り
あ

っ
た
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
と
、
彼
の
念
願
で
あ

っ
た

「
よ
り
困

難
な
初
登
攀
」
を
め
ざ
し
、　
一
九
七
五
年
に

「
同
人

・
大
阪
登
攀
倶
楽
部
」

を
結
成
し
ま
す
。
同
人
達
は
二
年
後
の

一
九
七
七
年
に
美
し
く
て
険
し
い

未
踏
峰
で
あ
る
カ
ラ
コ
ル
ム
の
タ
フ
ル
タ
ム
峰

（六
六
五

一
眉
）
に
挑
戦

し
ま
す
。
こ
の
計
画
書
の
中
で

「
こ
の
未
登
の
峻
峰
に
挑
戦
し
、
遠
征
登

山
の
新
し
い
分
野
を
拡
げ
、
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
の
限
界
を
追
求
し
て
ゆ

き
た
い
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
全
員
登
頂
の
大
成
功
を

収
め
た
こ
の
遠
征
は
、
桑
原
君
の
登
山
活
動
中
の
頂
点
だ
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
彼
は
満
四
十
五
歳
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

山
を
楽
し
ん
だ
時
代

タ
フ
ル
タ
ム
峰
遠
征
の
翌
年

（
一
九
七
八
）
か
ら
、
死
去
す
る

一
九
九
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九

（平
成
十

一
）
年
ま
で
の
二
十
二
年
間
は
、
数
多
く
の
海
外
登
山
や
旅

行
を
楽
し
ん
だ
時
代
で
し
た
。
ま
た
彼
が
墓
碑
に
刻
ん
だ
五
つ
の
遠
征
隊

の
う
ち
三
隊
ま
で
が
、
こ
の
年
代
に
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
の
強
い
登

山
意
欲
と
企
画
力
に
加
え
、
実
行
力
を
存
分
に
発
揮
し
た
時
代
で
も
あ
り
、

一
番
幸
せ
で
得
意
な
年
代
で
あ

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
旅
行
は
彼
の
提
案
に
よ
る
登
山
行
で
あ

っ
た
り
、
旅
行
社
か

ら
の
依
頼
を
う
け
て
の
旅
で
し
た
。
脇
坂
順

一
氏
の
著
書

『
八
十
歳
は
ま

だ
現
役
』
の
な
か
で
記
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
ケ
ニ
ア
山
行
は
彼
の
提

案
し
た
山
行
で
し
た
。

け
れ
ど
も

一
九
八
七
年
以
降
の
登
山
行
は
、
彼
が
経
営
す
る
喫
茶
食
堂

の
名
に
ち
な
ん
で
、
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
会
」
の
名
称
で
彼
が
独
自

で
実
施
し

た
も
の
で
す
。
私
は
ア
サ
バ
ス
カ
峰
と
キ
ナ
バ
ル
峰
、
韓
国
の
智
異
山
に

彼
と

一
緒
に
登
り
ま
し
た
。
今
回
多
く
の
資
料
を
寄
せ
て
頂
い
た
前
日
本

山
岳
会
熊
本
支
部
長
の
本
田
誠
也
氏
は
、
八
回
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

本
田
さ
ん
は
桑
原
君
の
こ
と
を

「未
知
の
国
に
行

っ
て
も
、
恐
れ
を
知
ら

ぬ
遅
し
い
行
動
力
で
、
困
難
を
突
破
す
る
大
阪
人
ら
し
い
根
性
の
持
ち
主

だ

っ
た
」
と
言

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た

「権
力
に
迎
合
せ
ず
、
拘
束
を

嫌
い
自
由
を
求
め
歩
い
た
人
生
だ

っ
た
」
と
も
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

桑
原
君
は
大
変
気
の
短
い
イ
ラ
チ
な
男
で
し
た
し
、
負
け
ず
嫌
い
な
人

で
し
た
か
ら
、
よ
く
議
論
す
る
も
め
ご
と
の
多
い
男
で
、
組
織
で
の
会
合

等
に
は
適
さ
な
い
性
格
の
持
ち
主
で
し
た
。
け
れ
ど
も
半
面
律
儀
で
真
面

目
な
所
も
あ
り
、
温
か
い
心
の
持
ち
主
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
淋
し
が

り
屋
で
賑
や
か
な
こ
と
が
好
き
で
し
た
が
、
お
酒
も
よ
く
飲
み
失
言
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。
彼
と
山
に
行
く
と
美
味
し
い
料
理
を
、
手
早
く
作

っ
て
く

れ
ま
す
し
、
動
物
的
な
勘
を
持

っ
た
人
で
し
た
。

彼
は
肝
臓
癌
と
闘
い
な
が
ら
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
ケ
リ
ン
チ
山
や
、
自
頭

山
な
ど
を
企
画
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
会
の
人
た
ち
と
行

っ
て
い
ま
す
。
彼
は
登

山
家
と
し
て
の
適
性
を
持

っ
た
人
で
、
最
後
ま
で
山
に
登
り
旅
を
続
け
ま

し
た
。
私
は
彼
と
の
交
友
に
感
謝
し
、
「
よ
く
が
ん
ば

っ
た
ぞ
、
有
難
う
」

と
い
う
言
葉
で
、
彼
を
追
悼
し
祈
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
資
料
を
頂

い
た
り
話
を
聞
か
せ
て
下
さ

っ
た
多
く
の
岳
友
達
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
追
悼
文
と
し
ま
す
。

（桑
原
信
夫
氏
は

一
九
五
八
年
入
会
。
会
員
番
号
四
六
九
〇
。
紹
介
者

は
大
木
保
太
郎

ｏ
梶
本
徳
次
郎
両
氏
）

（浅
野
清
彦
）

西

郷

正

郎

氏

（
一
九

一
二
～
二
〇
〇

一
）

西
郷
さ
ん
と
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
か
だ
か
十
数
年
、
年

齢
も
ふ
た
回
り
以
上
も
違
う
大
先
輩
で
あ
る
。
追
悼
文
を
書
く
適
任
者
は

沢
山
い
る
だ
ろ
う
が
、
ど
う
い
う
訳
か
若
輩
の
私
の
所
に
回

っ
て
き
た
。

親
し
く
付
き
合

っ
て
下
さ

っ
た
晩
年
期
を
思
い
起
こ
す
ま
ま
に
回
想
し
、
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追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

晩
年
の
著
書

『
北
八
ケ
岳
の
黒
い
森
か
ら
』
は
い
か
に
も
西
郷
さ
ん
ら

し
い
形
而
上
学
的
な

ロ
マ
ン
に
満
ち
た
、
山
岳
書
と
し
て
は
特
異
な
も
の

で
あ

っ
た
。

青
春
時
代
に
燃
や
し
た
山

へ
の
情
熱
と

ロ
マ
ン
が
ゲ
ー
テ
の

『漂
泊
者

夜
の
歌
』
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
「
山

々
の
頂
き

の
上
に
は
憩
い
が
あ
る
。
…
…
中
略
…
…
待
て
し
ば
し
や
が
て
汝
も
ま
た

憩
う
で
あ
ろ
う
」
。
ゲ
ー
テ
は
若
き
日
に
ド
イ
ツ
の
キ

ッ
ケ
ル

ハ
ー
ン

（標
高
八
六

一
眉
）
の
狩
小
屋
に
こ
の
句
を
書
き
残
し
た
。
五
十
年
後

こ

こ
に
最
後
に
訪
れ
た
ゲ
ー
テ
は
八
十

一
歳
と
年
老
い
て
い
た
。
こ
の
句
を

読
ん
で
涙
を
流
し
、
上
着
か
ら

ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
し
て
涙
を
ふ
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
が
生
ま
れ
て
百
五
十
年
後
、
西
郷
さ
ん
は
上

智
大
の
山
岳
部
の
仲
間
た
ち
と
北
八
ケ
岳
に
山
小
屋
を
建
て
、
こ
の
句
を

刻
ん
で
部
屋
の
壁
に
打
ち

つ
け
た
。
五
十
年
後
西
郷
さ
ん
は
こ
の
小
屋
に

一
人
で
訪
れ
、
こ
の
句
を
前
に
し
て
し
ば
ら
く
は
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き

な
か

っ
た
と
記
し
て
い
る
。

二
〇
〇

一
年

一
月
十
日
、
新
世
紀
を
迎
え
て
間
も
な
く
西
郷
さ
ん
は
八

十
八
歳
の
生
涯
を
静
か
に
閉
じ
ら
れ
た
。
こ
の
愛
誦
歌
を
回
ず
さ
み
、
己

れ
の
登
山
人
生
を
追
懐
し
な
が
ら
天
国
に
昇

っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

西
郷
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
知
人
の
杉
本
さ
ん
で
あ
る
。
西
郷

さ
ん
と
は
日
本
山
岳
会
の
会
員
同
士
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
そ
の
杉
本
さ
ん

に
連
れ
ら
れ
て
ご
自
宅
を
訪
問
し
た
。
か
れ
こ
れ
十
五
年
前
の
こ
と
と
記

憶
し
て
い
る
。
ご
自
宅
は
私
の
家
の
隣
町
で
閑
静
な
住
宅
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
東
鷹
匠
町
の

一
隅
に
あ

っ
た
。
門
を
開
け
る
と
奥
に
ロ
シ
ア
館

風
の
洒
落
た
建
物
が
あ
り
、
東
向
き
の
広
い
庭
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
が
数
本

植
え
ら
れ
、
濃
い
緑
の
葉
が
ま
だ
熱
い
残
照
を
遮
ぎ
る
よ
う
に
広
が

っ
て

い
た
。
玄
関
に
上
が
る
と
片
隅
に
下
駄
箱
が
あ

っ
て
、
そ
の
上
に
愛
用
品

ら
し
い
黒
い
ベ
レ
ー
帽
と
使
い
古
し
た
小
型
ザ

ッ
ク
が
無
造
作
に
置
か
れ
、

登
山
靴
の
脇
に
見
た
こ
と
も
な
い
柄
の
長
い
珍
し
い
ピ

ッ
ケ
ル
が
立
て
か

け
て
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
登
山
道
具
と
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
顧
間
と
い
う
肩
書
か
ら
勇
猛
果

敢
な
老
師
を
想
像
し
た
の
だ
が
、
出
て
こ
ら
れ
た
方
は
知
性
的
で
温
厚
そ

う
な
学
者
風
の
紳
士
で
、
い
さ
さ
か
尻
ご
み
を
さ
せ
ら
れ
る
思
い
で
あ

っ

た
。
部
屋
に
通
さ
れ
る
と
名
刺
を
差
し
出
さ
れ
、
拝
見
す
る
と
、
「
千
坂

正
郎
」
と
書
か
れ
て
あ

っ
た
。
そ
れ
ま
で
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
聞
い
て
お
ら
ず
、

思
い
も
か
け
な
か

っ
た
人
だ
け
に
鶏
鵡
返
し
に
お
名
前
を
聞
き
返
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

そ
の
夜
は
奥
様
の
手
料
理
に
ビ
ー
ル
を
あ
お
ぎ
な
が
ら
の
歓
談
で
、
昭

和
初
期
の
登
山
模
様
や
造
詣
の
深
い
山
岳
図
書
の
こ
と
、
そ
し
て
ご
自
身

が
撮

っ
た
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
結
成
時
の
涸
沢
で
行
な
わ
れ
た
登
山
講
習
会
の

一
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
た
。

翌
年
私
も
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
、
そ
れ
を
機
に
親
し
く
お
付
き
合
い

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

っ
た
。

一
九
九
二
年
、
当
時
南
ア
ル
プ
ス
千
枚
小
屋
の
管
理
人
を
や

っ
て
い
た
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追  悼

橋
本
君
に
ご
面
倒
を
か
け
、
千
枚
小
屋
で

「千
坂
さ
ん
と
語
る
夕

べ
」
と

銘
打

つ
親
睦
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
に
は
日
本
山
岳
会
静
岡
支
部
と
私
の

所
属
す
る
秘
湯
山
楽
会
な
ど
の
仲
間
が
二
十
人
ほ
ど
集
ま

っ
た
。
西
郷
さ

ん
は
得
意
の
登
山
論
に
熱
弁
を
ふ
る
わ
れ
、
か
つ
て

『岳
人
』
に
長
い
間

連
載
し
た

「
理
想
の
山

ｏ
情
念
の
山
」
の
総
論
的
な
こ
と
を
話
さ
れ
、
今

ま
で
の
よ
う
な
西
洋
的
＝
理
念
的
な
登
山
史
の
み
に
片
寄
ら
ず
、
東
洋
的

な
情
念
の
文
化
や
歴
史
と
い
う
も
の
を
加
味
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
年
を
と
る
に
従

っ
て

「山
の
呼
ぶ
声
」
が
よ
く
聞
こ
え
て
く
る

こ
と
、
そ
し
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
自
然
保
護
問
題
に
関
心
を
も
た
ざ
る
を
得

な
く
な
る
こ
と
な
ど
教
訓
と
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
で
あ

っ
た
。

翌
日
は
カ
ラ
リ
と
晴
れ
渡
る
登
山
日
和
、
私
た
ち
は
荒
川
三
山
を
登

っ

た
が
、
西
郷
さ
ん
は
お

一
人
で
千
枚
岳
ま
で
登
ら
れ
て
、
赤
石
岳
や
聖
岳

や
富
士
山
な
ど
が
見
え
る
山
上
の
絶
景
や
時
ま
さ
に
満
開
期
の
お
花
畑
に

出
会
い
、
大
変
興
奮
し
て
お
ら
れ
た
。
夕
食
後
橋
本
君
の
計
ら
い
で
旧
小

屋
を
解
放
し
て
い
た
だ
き
、
談
論
風
発
、
高
歌
放
吟
、
夜
の
更
け
る
の
も

忘
れ
た
。
西
郷
さ
ん
は
山
の
歌
は
久
し
振
り
だ
と
い
っ
て
、
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
●

ド

ロ
ッ
プ
を
紙
め
な
が
ら
大
き
な
声
で
歌

っ
て
お
ら
れ
た
。

一
九
九
七
年
十
二
月
、
年
も
お
し
せ
ま

っ
た
朝
、
奥
様
か
ら

「
す
ぐ
に

来
て
下
さ
い
」
と
電
話
が
入
り
、
駆
け
つ
け
る
と
、
西
郷
さ
ん
は
誤

っ
て

熱
湯
を
か
ぶ
り
左
足
に
大
火
傷
を
負
い
、
ベ

ッ
ド
に
横
に
な

っ
て
お
ら
れ

た
。
医
師
が
来
て
応
急
処
置
が
な
さ
れ
た
が
、
翌
日
入
院
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
こ
の
火
傷
が
原
因
で
脱
水
症
に
な
り
十
日
間
は
絶
食
、　
一
時
は
生
命

も
危
ぶ
ま
れ
た
が
幸
い

一
命
は
と
り
止
め
、
二
か
月
間
入
院
加
療
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。
病
院
に
お
見
舞
い
に
あ
が
っ
た
日
、
西
郷
さ
ん
は
私
に
ピ
ッ

ケ
ル
を
あ
げ
ま
す
と
言
わ
れ
た
。

「私
が
死
ん
だ
ら
ピ

ッ
ケ
ル
の
値
打
ち
の
分
か
ら
ぬ
家
内
あ
た
り
に
、

庭
い
じ
り
の
鍬
の
代
用
に
で
も
さ
れ
た
ら
か
な
わ
な
い
」
、
「今
の
う
ち
に

現
役
の
君
に
あ
げ
て
お
く
」。
西
郷
さ
ん
が
長
年
愛
用
し
て
、
数
多
く
の

思
い
出
を
刻
み
つ
け
た
ピ
ッ
ケ
ル
だ
け
に
、
正
直
い
た
だ
く
の
も
躊
躇
し

た
の
だ
が
、
決
然
と
言
わ
れ
る
だ
け
に
お
預
か
り
す
る
と
い
う
気
持
ち
で

受
け
と

っ
た
。
こ
の
ピ

ッ
ケ
ル
は
昭
和
の
初
め
、
西
郷
さ
ん
が
学
生
の
頃

東
京
の
片
桐
で
買

っ
た
も
の
だ

っ
た
が
、
実
は
こ
れ
は
黒
田
正
男
氏
が
研

究
用
に
取
り
寄
せ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
果
た
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
店
頭
に
置

い
て
あ

っ
た
も
の
を
目
に
つ
け
、
黒
田
氏
の
了
解
を
得
て
手
に
入
れ
た
と

話
し
て
く
れ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
ピ

ッ
ケ
ル
が
数
年
前
話
題
に
上

っ
た
。
慎
有
恒
隊
が
カ

ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ
峰
に
初
登
頂
し
た
際
に
山
頂
に
残
し
て
き
た

「
折
れ

た
幻
の
ピ

ッ
ケ
ル
」
と
同
じ
プ
リ
マ
で
あ
り
、
日
本
に
は
数
少
な
い
も
の

と
分
か

っ
た
。
山
岳
雑
誌
で
は
こ
れ
を
ス
イ
ス
製
と
報
じ
て
い
た
が
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
チ

ロ
ル
州
フ
ル
プ
メ
ス
で
作
ら
れ
た
こ
と
を
つ
き
止
め
た
。

翌
年
と
翌
々
年
の
二
回
、
私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ｏ
ア
ル
プ
ス
に
登
り
、
そ

の
帰
路
各
々
フ
ル
プ
メ
ス
ま
で
足
を
の
ば
し
、
プ
リ
マ
の
親
元
捜
し
を
し

た
が
、
捜
し
あ
て
た
の
は
別
の
メ
ｌ
ヵ
ｌ
の
製
作
者
で
、
結
局
徒
労
に
帰

し
、
残
念
な
が
ら
西
郷
さ
ん
へ
の
土
産
話
を
も
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
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た
。
「夢
は
長
く
温
め
て
い
た
方
が
い
い
で
す
よ
」
と
慰
め
ら
れ
た
。

先
の
火
傷
は
完
治
し
た
が
ご
高
齢
な
だ
け
に
精
神
的
、
肉
体
的
ダ
メ
ー

ジ
は
想
像
以
上
に
大
き
か

っ
た
よ
う
で
あ

っ
た
。
達
者
で
あ

っ
た
ワ
ー
プ

ロ
の
操
作
も
忘
れ
、
文
章
も
思
う
よ
う
に
纏
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
と
ボ
ヤ

い
て
お
ら
れ
、
あ
の
湧
き
出
る
よ
う
な
感
性
豊
か
な
表
現
や
理
路
整
然
と

し
た
文
章
も
、
こ
れ
を
境
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
生
涯
に
書
き
あ
げ
た
文
章
は
莫
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
分
野
は
小
説
、
翻
訳
、
随
筆
、
評
論
、
登
山
論
、
登
山
史
と
多
方
面
に

わ
た

っ
て
い
る
。
と
り
わ
け

『山
の
仲
間
』
は
山
岳
小
説
分
野
の
嗜
矢
で

あ
り
、
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
論
で
は
岳
界
を
リ
ー
ド
し
た
お

一
人
で
あ
り
、
そ

の
功
績
は
大
変
大
き
な
も
の
が
あ

っ
た
。

（西
郷
正
郎
氏
は

一
九
五
九
年
入
会
。
会
員
番
号
四
九
八
六
。
紹
介
者

は
藤
木
九
三

・
岡
部

一
彦
両
氏
）
。

（永
野
敏
夫
）

山

岸

猛

男

氏

（
一
九

一
四
～
二
〇
〇
〇
）

わ
れ
わ
れ
の
山
仲
間
で
は

「丹
沢
の
山
岸
さ
ん
」
で
知
ら
れ
た
尊
仏
山

荘
管
理
人
の
山
岸
猛
男
氏
が
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
十
七
日
、
静
か
に
こ
の

世
を
去

っ
た
。
享
年
八
十
六
歳
。
氏
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
如
才
な
く
明

る
い
性
格
か
ら
知
人
も
多
か

っ
た
。

生
ま
れ
は
朝
鮮
半
島
の
京
城
府

（今
の
韓
国
ソ
ウ
ル
）
。
中
学
を
終
え

る
と
東
京
で
中
央
大
学
に
学
び
、
卒
業
後
は
京
城
に
戻

っ
て
会
社
勤
め
と

応
召
兵
で
過
ご
し
た
。
終
戦
後
は
復
員
に
よ
り
帰
国
、
ご
尊
父
の
郷
里
に

近
い
秦
野
市
に
落
ち
着
い
た
。

さ
て
、
氏
の
最
初
の
仕
事
は
、
塔
ノ
岳
の

一
角
に
小
さ
い
山
小
屋
を
建

て
る
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
立
ち
寄
る
登
山
者
た
ち
か
ら
山

の
話
を
い
ろ
い
ろ
聞
く
う
ち
に
山
の
す
ば
ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
山
小
屋

経
営
の
夢
は
さ
ら
に
膨
ら
ん
だ
と
い
う
。

そ
の
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
小
田
急
が
塔
ノ
岳
に
尊
仏
小
屋
を
建
て
る
計
画

が
あ
り
、
さ

っ
そ
く
頼
ん
で
管
理
人
に
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
人
の
一
生
は
、

何
が
縁
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
以
後
、
山
岸
氏
は

一
貫
し
て
丹
沢
で

の
山
小
屋
経
営
に
徹
し
た
の
で
あ
る
。

私
が
氏
に
最
初
に
お
会
い
し
た
の
は
、　
一
九
五
〇

（昭
和
二
十
五
）
年

の
夏
に
初
め
て
丹
沢
に
登
り
、
尊
仏
小
屋
に
泊
ま

っ
た
と
き
の
こ
と
で
、

約
五
十
年
の
音
に
な
る
。

一
九
五
五

（昭
和
三
十
）
年
に
は
、
丹
沢
と
大
山
の
山
域
を
会
場
と
し

て
神
奈
川
国
体

（登
山
）
が
開
か
れ
た
。
県
で
は
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
収

容
力
の
大
き
い
山
小
屋
を
三
棟

（尊
仏
山
荘
ほ
か
）
を
建
て
、
国
体
用
の

コ
ー
ス
を
全
面
的
に
整
備
し
て
、
さ
き
の
三
棟
の
管
理
運
営
は
山
岸
氏
に

任
せ
た
の
で
あ
る
。

国
体
後
は
、
当
時
世
間
は
野
外
活
動
の
動
き
が
活
発
化
し
て
き
た
時
期
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だ

っ
た
だ
け
に
、
丹
沢
の
自
然
の
魅
力
に
は
多
く
の
人
が
注
目
し
、
週
末

に
は
登
山
者
が
殺
到
し
た
。
山
小
屋
も
、
表
丹
沢

一
帯
に
年
々
急
増
す
る

し
、
特
に
休
日
に
は
、
そ
の
前
を
登
山
者
が
列
を
作

っ
て
登
降
す
る
さ
ま

は
壮
観
だ

っ
た
。

一
九
六

一

（昭
和
三
十
六
）
年
に
は
、
丹
沢
の
最
高
峰
蛭
ケ
岳
に
も
県

が
山
荘

（山
岸
氏
が
運
営
管
理
）
を
建
て
た
が
、
登
山
ブ
ー
ム
も
こ
の
一
、

二
年
後
あ
た
り
が
ピ
ー
ク
だ

っ
た
よ
う
だ
。
戦
後
ま
も
な
く
か
ら
丹
沢
の

山
小
屋
の
歴
史
を
見
て
き
た
氏
は
、
ピ
ー
ク
ま
で
を
振
り
返

っ
て

「
国
体

ま
で
の
苦
し
い
と
き
が
、
実
は
い
ち
ば
ん
楽
し
か

っ
た
」
と
述
懐
し
た
と

い
う
。
心
情
的
に
思
え
ば
、
戦
後
初
期
の
山
で
は
登
山
者
相
互
で
仲
間
意

識
が
強
く
、
例
え
ば
道
で
出
会

っ
て
も
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
声
を
か
け

る
し
、
小
屋
に
泊
ま
れ
ば
夜
は
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
よ
も
や
ま
話
に
花
が

咲
く
な
ど
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
が
み
ら
れ
た
。

そ
れ
が
、
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
だ
け
が
固
ま

っ
た
り
、
知
ら
な
い
人

と
の
心
の
交
流
を
求
め
た
が
ら
な
い
昨
今
の
風
潮
は
、
昔
を
知
る
山
岸
氏

に
は
、
管
理
人
と
し
て
も
の
寂
し
く
思

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

経
済
の
高
度
成
長
期
に
向
か

っ
て
、
そ
れ
ま
で
汚
い
男
の
世
界
だ

っ
た

山
に
女
性
が
進
出
し

（お
か
げ
で
部
屋
の
柱
に
鏡
が
付

い
た
）
、

や
が
て

若
い
男
の
山

へ
の
関
心
が
薄
ら
ぎ
、
代
わ

っ
て
中
高
年
層
が
主
流
に
な

っ

て
登
山
者
の
構
成
が

一
新
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
山
で
騒
が
れ
始
め
た
の
が
ゴ
ミ
問
題
で
あ
る
。
新
聞
紙
や

弁
当
の
食
べ
が
ら
、
瓶
、
缶
な
ど
が
山
の
至
る
と
こ
ろ
に
散
乱
し
て
目
に

あ
ま
り
、
結
局
は
県
民
全
体
の

「丹
沢
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
」
に
発
展
す

る
端
緒
と
な

っ
た
。

ま
た
、
毎
年
起
き
る
大
小
の
遭
難
事
故
に
つ
い
て
は
、
登
山
知
識
の
高

揚
と
登
山
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
山
岸
氏
が
中
心
と
な

っ
て

一
九
六
四

（昭
和
三
十
九
）
年
に
登
山
学
校
を
開
設
、
六
六
年

に
は
施
設
を
県
立
登

山
訓
練
所
に
改
築
し
、
氏
が
そ
の
所
長
に
就
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
登
山
者

へ
の
地
味
な
仕
事
を
長
年
続
け
ら
れ
た
が
、
そ
の

一
つ
、
毎
年
六
月
に
上
野
松
坂
屋
で
開
く

「夏
山
相
談
所
」
は
、　
一
九
六

二
年
以
来
毎
回
出
席
し
て
安
全
登
山
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
中
部
山
岳

か
ら
東
北
ま
で
、
著
名
な
山
小
屋
の
管
理
人
が
連
日
一
堂
に
会
す
る
と
あ

っ

て
な
か
な
か
人
気
が
あ
る
。
氏
自
身
も
、
同
業
者
に
会

っ
て
山
の
苦
労
話

が
聞
け
る
の
で
、
そ
れ
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
二
は
、
気
象
協
会
の

「夏
山
天
気
予
報
」
に
協
力
し
て
、　
一
九
六

四

（昭
和
三
十
九
）
年
か
ら
毎
年
夏
の
二
か
月
間
、
塔
ノ
岳
で
気
象
観
測

を
行
い
、
得
た
デ
ー
タ
を

一
日
二
回
定
期
的
に
送
信
し
て
欠
か
さ
な
か

っ

た
。次

に
、
昭
和
三
十
年
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、
そ
の

一
つ
は
、
県

と
地
元
で
、
塔
ノ
岳
―
市
役
所

（支
所
）
間
を
無
電
源
式
電
話

（声
で
起

電
す
る
）
を
架
設
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
工
事
が
終
わ

っ
て
地
元
が
開
い

た
開
通
式
の
日
、
私
が
行
く
と
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
武
田
久
吉
氏
が
見

え
て
お
り
、
そ
の
隣
に
座
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
お
か
げ
で
、
武
田
氏
か

ら
初
め
て
丹
沢
に
登

っ
た
と
き
の
い
き
さ
つ
、
コ
ー
ス
、
玄
倉
川
の
状
況

追  悼
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や
山
上
の
景
観
ま
で
事
細
か
に
お
話
く
だ
さ
り
、
感
激
の
面
持
ち
で
拝
聴

し
た
。
先
日
、
奥
様
に
聞
く
と
、
武
田
氏
は
山
岸
氏
の
ご
尊
父
と
は

一
高

―
東
大
の
学
友
と
の
こ
と
。
そ
れ
で
、
山
岸
氏
が
武
田
氏
を
お
招
き
じ
、

皆
と
相
談
し
て
私
の
席
を
作

っ
て
く
れ
た
ら
し
い
の
が
わ
か
り
、
そ
の
好

意
が
あ
ら
た
め
て
身
に
し
み
た
。

次
に
、
そ
の
山
岸
氏
か
ら

「塔
ノ
岳
で
、
当
時
流
行
し
た
記
念
バ

ッ
ジ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
を
売
り
た
い
が
」
と
相
談
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
前
か
ら
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
足
立
源

一
郎
画
伯
の
ご
自
宅
を
訪
ね
、

二
人
で
相
談
の
結
果
、
女
性
が
プ

ロ
ー
チ
に
も
使
え
る
よ
う
な
物
が
よ
い

と
い
う
わ
け
で
、
丹
沢
の
名
花
シ
ロ
ヤ
シ
オ
を
題
材
に
、
画
伯
の
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
品
の
よ
い
バ

ッ
ジ
が
出
来
上
が

っ
た
。
し
か
し
、
最
初
し
ば
ら

く
は
売
店
で
見
か
け
た
が
、
や
が
て
そ
の
話
は
聞
か
れ
な
く
な

っ
た
。
気

の
い
い
氏
は
売
る
に
は
売

っ
た
が
親
し
い
人
に
は
断
わ
れ
ず
、
か
な
り
の

数
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
憶

測
で
あ
る
。

氏
が
苦
労
し
て
管
理
運
営
し
て
き
た
山
小
屋
や
登
山
訓
練
所
も
、
長
い

年
月
を
経
て
施
設
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
改
築
、
管
理
替
え
、
移
築
、
廃

止
な
ど
に
な
り
、
今
な
お
運
営
を
続
け
て
い
る
の
は
尊
仏
山
荘
だ
け
に
な
っ

た
。
そ
れ
も
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
十
二
）
年
に
改
築
さ
れ
、
神
奈
川
工

大
の
協
力
で
太
陽
電
池
を
使

っ
た
電
気
や
、
丹
沢
で
は
り
ょ
う
線
唯

一
の

無
線
公
衆
電
話
が
建
物
よ
り

一
足
早
く
開
通
し
て
、
長
年
な
れ
親
し
ん
だ

ラ
ン
プ
生
活
も
終
わ
り
を
告
げ
た
。

若
い
こ
ろ
は
丈
夫
だ

っ
た
山
岸
氏
も
、
長
い
間
の
無
理
が
た
た

っ
て

一

九
八
四

（昭
和
五
十
九
）
年
に
多
発
性
関
節
炎

（
ひ
ざ
の
故
障
）
に
悩
み
、

そ
の
後
さ
ら
に
肺
炎
を
併
発
し
て
入
院
し
た
の
を
き

っ
か
け
に
病
が
続
き
、

つ
い
に
回
復
す
る
こ
と
な
く
昇
天
さ
れ
た
。
尊
仏
山
荘
の
方
は
、
花
立
昭

雄
、
篤
子
夫
妻
が
父
の
跡
を
継
い
で
頑
張

っ
て
お
ら
れ
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
病
院

へ
見
舞

っ
た
と
き
、
氏
は
病
床
か
ら
体
を
起
こ
し

て

「
治

っ
た
ら
、
家
内
と
三
人
で
食
事
を
し
よ
う
」
と
言

っ
て
く
れ
、
奥

様
と
私
を
喜
ば
せ
た
が
、
結
局
期
待
は
か
な
え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
亡
く
な

っ

た
の
は
残
念
で
な
ら
な
い
。
氏
の
風
貌
、
物
の
言
い
方
、
そ
し
て
優
し
い

心
づ
か
い
な
ど
、
私
の
頭
に
今
も
み
ん
な
は

っ
き
り
覚
え
て
い
る
。

山
岸
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
残
さ
れ

た
ご
家
族
の
ご
多
幸
を
温
か
く
見
守

っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

（山
岸
猛
男
氏
は

一
九
六
二
年
日
本
山
岳
会
に
入
会
。
会
員
番
号
五
四

三

一
。
紹
介
者
は
小
野
幸

・
折
井
健

一
両
氏
）

（松
尾
良
文
）

水

野

公

男

氏

（
一
九
二
五
～
二
〇
〇
〇
）

一
九
七
二

（昭
和
四
十
七
）
年
七
月
、
私
が
成
瀬
岩
雄
さ
ん
か
ら
櫛
形

山
登
山
に
誘
わ
れ
て
山
行
に
加
わ
り
、
山
麓
の
大
曾
利
部
落
に
宿
泊
し
た

254



が
、
そ
の
折
同
行
者
に
水
野
君
が
い
て
、
初
め
て
山
行
を
と
も
に
し
た
の

で
あ

っ
た
。

そ
の
日
以
来
、
水
野
君
と
は
比
較
的
住
所
も
近
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
誘

い
合

っ
て
方
々
の
山
に
出
か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
い
ま
改
め
て
振
り
返

っ

て
数
え
て
見
る
と
、
二
十
数
年
で
百
回
以
上
も
、
水
野
君
の
車
を
利
用
さ

せ
て
も
ら

っ
て
の
登
山
を
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
気
が
合

っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
こ
の
中
に
は
色
々
想
い
出
に
残
る
山
行
が
数
多
く
あ

っ
た
。

そ
の

一
部
を
紹
介
し
て
、
水
野
君
を
偲
ぼ
う
と
思
う
。

と
に
か
く
水
野
君
は
、
そ
そ

っ
か
し
い
の

一
語
に
尽
き
る
。
山
に
行

っ

て
忘
れ
物
を
し
な
い
こ
と
は
ま
ず
無
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
天
城
山
に

「
も
み
じ
会
」
の
偵
察
に
行

っ
た
時
、
昔
の
彼
女

（後

の
奥
さ
ん
）
か
ら

誕
生
日
に
貰

っ
た
時
計
を
落
と
し
て
、
藪
山
を
引
き
返
し
同
行
者
達
の
必

死
の
捜
索
も
甲
斐
な
く
見

つ
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
帰

っ

て
ど
う
言
い
訳
し
た
の
か
は
誰
も
知
ら
な
い
。
そ
の
他
、
ヵ
メ
ラ
や
筆
記

用
具
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
最
大
の
も
の
は
冬
山
で
山
に
門
田
の
ピ

ッ

ケ
ル
を
忘
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
よ
く
こ
れ
だ
け
色
々
な
も
の
を
忘

れ
か
け
た
り
、
忘
れ
た
り
の
山
行
だ

っ
た
も
の
だ
と
不
思
議
で
あ
り
、
印

象
に
強
く
残

っ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
う

一
つ
、
彼
の
運
転
す
る
車
に
乗
せ
て
貰

っ
て
怖
か

っ
た
こ

と
で
あ
る
。
何
し
ろ
戦
車
隊
出
身
、
悪
い
道
で
も
道
ら
し
き
も
の
が
有
り

さ
え
す
れ
ば
行

っ
て
し
ま
う
。
東
名
高
速
で
も
軽
の
ス
ズ
キ
フ
ロ
ン
テ
で
、

フ
ワ
ン
フ
ワ
ン
半
分
飛
び
な
が
ら
時
速

一
〇
〇
キ
ロ
位
で
走
り
、
免
許
証

を
持
た
な
い
同
乗
者
か
ら
も
怖
が
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
極
め
つ
け
の
事
件
は
、
あ
る
正
月
の
休
み
に
、

支
部
の
有
志
で
長
野
県
の
恵
那
山
群
の
大
川
入
山
に
登
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
石
間
信
夫
、
水
野
公
男
、
望
月
福
次
、
私
な
ど
七
人
が

一
台
は
水
野

君
の
車
と
、
も
う

一
台
の
二
台
の
車
に
分
乗
し
て
、
佐
久
間
町
か
ら
阿
南

町

へ
抜
け
る
べ
く
浜
松
か
ら
県
道
を
北

へ
進
路
を
と

っ
た
。
正
月
で
北

へ

向
か
う
ほ
ど
雪
が
深
く
な

っ
て
き
た
。
皆
の
日
か
ら

「
ス
パ
イ
ク
を
履
い

て
く
れ
ば
よ
か

っ
た
な
あ
」
な
ど
の
声
が
出
始
め
た
が
、
水
野
君
は
、

「
こ
の
程
度
の
雪
な
ら
戦
車
隊
な
ら
平
気
だ
。
大
丈
夫
、
大
丈
夫
」
と

ワ

ダ
チ
が

一
本
の
道
を
ど
ん
ど
ん
奥

へ
進
め
た
。
対
向
車
が
き
た
。
左
側
は

天
竜
川
の
二
十
メ
ー
ト
ル
位
の
崖
で
あ
る
。
ワ
ダ
チ
の
真
中
に
右
の
前
輪

を
の
せ
て
ゆ

っ
く
り
と
左
側
に
寄

っ
た
途
端
、
左
の
前
輪
が
滑

っ
て
崖
の

上
に
浮
い
て
し
ま

っ
た
。
中
の
四
人
は
、
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
ゆ
す
ら

な
い
よ
う
に
、
そ
ろ
り
そ
ろ
り
右
後
部
座
席
に
身
を
寄
せ
た
。
全
く
生
き

た
心
地
が
し
な
か

っ
た
こ
と
を
今
で
も
頭
を
か
す
め
る
時
が
あ
る
。

反
面
、
水
野
君
に
は
実
に
研
究
熱
心
な
面
が
あ

っ
た
。
支
部
の
例
会
で

静
岡
県
内
の

一
等
三
角
点
が
話
題
に
な

っ
た
時
、
す
ぐ
に
そ
の
所
在
を
調

べ
上
げ
、
さ
ら
に
国
土
地
理
院
に
出
向
い
て
、
日
本
全
土
の

一
等
三
角
点

の
所
在
地
を
調
べ
て

一
覧
表
を
作
成
し
て
し
ま

っ
た
。　
一
度
決
め
た
ら
離

さ
な
い
と
い
う
か
、
ス
ッ
ポ
ン
に
も
劣
ら
な
い
粘
り
強
さ
を
持

っ
て
い
た
。

こ
れ
に
手
を
加
え
て

一
九
七
四
年
に

『
一
等
三
角
点
』
の
自
費
出
版
ま
で

し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
そ
の
増
補
版
と
も
い
え
る

追  悼
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『全
国

一
等
三
角
点

（本
点

ｏ
補
点

ｏ
増
大
点
）
九
六
八
点
の
所
在
地

一

覧
』
を
ま
と
め
た
。

軍
隊
仕
込
み
の
几
帳
面
さ
で
あ
ろ
う
か
、
何
事
に
も
迅
速
に
対
応
し
て

実
行
に
移
す
性
格
は
、
な
か
な
か
の
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
出
来
る
だ

け
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
い
と
、
物
事
を
人
に
頼
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
犠
牲
的
精
神
で
何
で
も

一
人
で
や

っ
て
し
ま
う
性
格
だ
っ
た
。

自
ら
進
ん
で
永
年
支
部
事
務
局
の
雑
用
を

一
人
で
引
き
受
け
、
支
部
会
員

の
名
簿
な
ど
は
常
に
き
ち
ん
と
整
理
し
て
あ
り
、
本
部
と
の
対
応
な
ど
も

よ
く
出
来
て
い
た
と
思
う
。
ま
た
、
持
ち
前
の
手
八
丁
、
日
八
丁
で
い
つ

も
支
部
を
明
る
く
盛
り
立
て
て
く
れ
た
。
こ
の
功
績
は
、
静
岡
支
部
に
と

っ

て
得
難
い
人
材
で
あ

っ
て
、
何
時
ま
で
も
記
憶
に
残
る
存
在
と
な

っ
て
い

る
。昨

年
四
月
、
丹
沢
山
麓
の
寄
小
屋
の
集
ま
り
で
、
水
野
君
と

一
緒
に
山

登
り
し
た
の
が
最
後
で
あ

っ
た
。
あ
の
時
以
後
帰

っ
て
間
も
な
く
発
病
さ

れ
た
こ
と
を
、
七
月
始
め
に
見
舞
い
に
行

っ
た
時
に
聞
か
さ
れ
た
。
病
気

な
ど
取
り
付
き
そ
う
に
も
無
い
頑
強
な
体
の
持
ち
主
と
思

っ
て
い
た
が
、

ガ
ン
に
は
勝
て
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
も
も

っ
と
支
部
の
た
め
に

も
、
活
躍
し
て
欲
し
い
人
だ

っ
た
だ
け
に
、
発
病
か
ら
六
ヶ
月
余
で
逝
か

れ
て
、
誠
に
残
念
で
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

た
い
。

略

　

歴

一
九
二
五

（大
正
十
四
）
年
十

一
月
十
五
日
　
静
岡
県
藤
枝
市
に
生
ま
る

一
九
四

一

（昭
和
十
六
）
年
　
陸
軍
少
年
戦
車
兵
学
校
に
入
学

一
九
四
三

（昭
和
十
八
）
年
　
同
校
卒
業
。
関
東
軍
戦
車
第
二
師
団
に
配

属
さ
る

一
九
四
五

（昭
和
二
十
）
年
　
北
千
島
で
終
戦
。
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
る

一
九
四
九

（昭
和
二
十
四
）
年
　
シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
復
員

一
九
五
三

（昭
和
二
十
八
）
年
　
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
中
退

一
九
六
三

（昭
和
三
十
八
）
年
　
日
本
山
岳
会
に
入
会
。
会
員
番
号
五
五

三
四
。
紹
介
者
は
神
谷
恭

ｏ
山
本
朋
二
郎
両
氏
。
ミ
サ
ワ
ホ
ー

ム
藤
枝
工
場
勤
務

二
〇
〇
〇

（平
成
十
二
）
年
十
月
十

一
日
　
胃
ガ
ン
の
た
め
死
去
。
享
年

七
十
四
歳

（牧
野
　
衛
）

小

田
　
　
稔

氏

（
一
九
二
三
～
二
〇
〇

一
）

小
田
稔
さ
ん

（会
員
番
号
八
九
七

一
）
は
、
昨
年
ま
で
秩
父
宮
記
念
山

岳
賞
の
審
査
委
員
長
を
勤
め
、
暮
れ
の
年
次
晩
餐
会
に
も
御
夫
妻
で
元
気

に
出
席
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
数
日
後
に
は
、
年
来
の
膝
の
痛
み
と
、
脚
力

の
弱
化
を
恢
復
し
、
も
う

一
度
山
歩
き
を
楽
し
み
た
い
と
、
神
経
の
圧
迫
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を
下
げ
る
頸
椎
の
手
術
を
受
け
、
年
末
に
は
退
院
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
年

が
明
け
る
と
と
も
に
、
原
因
不
明
の
発
熱
が
起
こ
っ
て
再
入
院
、
そ
の
後
、

病
院
側
と
御
家
族
の
懸
命
の
看
護
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
年

（
二
〇
〇

一
年
）
二
月

一
日
、
心
不
全
の
た
め
、
余
り
に
も
あ

っ
け
な
く

急
逝
さ
れ
た
。
誠
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

小
田
さ
ん
は

一
九
二
三
年
二
月
二
十
四
日
、
学
者

一
家
の
小
田
家
の
長

男
と
し
て
、
札
幌
に
生
を
享
け
、
ス
キ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。　
一
九
二
四

年
小
学
校
六
年
の
時
、
父
君
の
俊
郎
氏
が
、
北
大
か
ら
新
設
の
台
北
帝
大

医
学
部
に
移
ら
れ
た
の
で
、
台
湾
に
転
居
、
名
門
校
で
あ
る
七
年
制
台
北

高
校
の
尋
常
科
を
受
験
、
大
変
勉
強
し
て
無
事
入
学
で
き
た
。
こ
の
学
校

の
空
気
は
実
に
好
ま
し
か

っ
た
よ
う
で
、
山
岳
部
員
に
な

っ
て
、
新
高
山

（現
在
の
玉
山
）
に
登

っ
た
り
、
酒
の
味
を
覚
え
た
り
、
さ
ら
に
良
き
先

生
に
恵
ま
れ
て
、
自
身
の
目
で
考
え
ら
れ
る
物
理
に
進
む
決
心
も
固
ま

っ

た
。大

学
は
キ
ク
チ
ラ
イ
ン
で
有
名
な
菊
地
正
士
教
授
に
憧
れ
て
阪
大
に
進

み
、
宇
宙
線
を
専
門
と
し
た
。
乗
鞍
岳
の
宇
宙
線
観
測
所
に
も
通

っ
た
が
、

冬
期
、
荷
揚
げ
の
荷
物
が
重
過
ぎ
て
膝
を
痛
め
、
そ
の
影
響
は
年
と
と
も

に
昂
じ
て
い
っ
た
。
し
か
し
山

へ
の
思
い
は

一
層
深
め
ら
れ
た
。

一
九
五
三
年
、
米
国
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
移
り
、

ロ
ッ
シ
教
授
と
出
会

っ
て
、

Ｘ
線
天
文
学
に
係
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
か
け
、

メ
ン
ヒ
は
じ
め
ベ
ル
ナ
ー

・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
山
々
に
ガ
イ
ド
と
共
に

登

っ
た
。
後
年
こ
の
ガ
イ
ド
と
の
再
会
が
機
縁
と
な

っ
て
、
ガ
イ
ド
の
系

譜
を
調
べ
る
う
ち
、
ブ
ラ
バ
ン
ド
や
孫
娘
の
マ
ル
グ
リ

ッ
ト
さ
ん
と
も
出

会
い
、
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ

ァ
ル
ト
の
名
誉
村
民
に
選
ば
れ
た
が
、
こ
れ
は
大

変
嬉
し
い
出
来
事
だ

っ
た
。
昨
年

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
さ
ん
か
ら
の
連
絡
で
、

ミ
ッ
テ
ル
レ
ギ
小
屋
の
村

へ
の
移
設
保
存
計
画
が
、
彼
を
通
じ
て
本
会
に

も
伝
え
ら
れ
、
有
志
が
募
金
に
協
力
し
て
、
計
画
が
実
を
結
ん
だ
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

そ
の
後
、
Ｘ
線
用
の
す
だ
れ
コ
リ
メ
ー
タ
ー
を
開
発
し
て
、
中
性
子
星

や
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
を
発
見
し
た
経
緯
や
、
宇
宙
研
、
理
研
、
国
際
高
等

研
の
所
長
を
歴
任
し
、
学
士
院
賞
や
文
化
勲
章
に
輝
い
た
記
録
は
、
小
田

稔
著
の

『青
い
星
を
追

っ
て
』
（
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
社
、　
一
九
九
〇
刊
）

に
詳
し
い
。

当
会
に
は

一
九
八

一
年
、
織
内
信
彦

・
田
尾
正
両
氏
の
紹
介
で
入
会
、

そ
の
後
知
枝
夫
人
も
入
会
さ
れ
た
。
そ
の
頃
、
私
も
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
を
行

っ

て
い
た
の
で
、
宇
宙
研

へ
の
通
勤
電
車
や
、
内
之
浦
の
宿
な
ど
で
会
う
と

山
の
話
に
な

っ
た
。
私
の
家
で
は
テ
ン
ト
で
冬
山
に
出
か
け
る
時
な
ど
、

荷
物
の
重
量
は
全
員
同
じ
に
し
て
い
る
と
話
し
た
と
こ
ろ
小
田
さ
ん
は
、

近
頃
息
子
が
二
対

一
の
比
で
荷
物
を
担
い
で
く
れ
る
の
で
、
気
楽
に
日
本

の
山
に
も
出
か
け
て
い
る
と
か
、
私
共
が
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ

ァ
ル
ト
で
ス
ト

イ
リ
ー
の
宿
に
泊
ま

っ
た
と
話
す
と
、
自
分
た
ち
も
同
じ
宿
に
泊
ま

っ
て

来
た
と
か
と
、
新
高
山
時
代
と
玉
山
で
は
登
山
道
は
少
し
も
変
わ

っ
て
い

な
い
が
、
阿
里
山
鉄
道
や
阿
里
山
は
随
分
変
わ

っ
た
も
の
だ
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
話
が
は
ず
ん
だ
。
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知
枝
夫
人
は
研
究
の
秘
書
役
を
勤
め
、
長
男
の
克
郎
さ
ん
は
金
属
物
理
、

長
女
の
玲
子
さ
ん
は
物
性
物
理
と
い
う
、
い
ず
れ
も
優
れ
た
研
究
者

一
家

で
あ
る
が
、
趣
味
も
広
く
、
全
員
山
好
き
の
上
、
ピ
ア
ノ
も
堪
能
で
、
四

人
共
日
本
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
協
会
の
会
員
で
あ
る
。
夫
人
は
庭
で
野
や
山
の

花
を
育
て
る
の
も
趣
味
で
あ
る
が
、
小
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
の
花
を
ス
ケ
ッ

チ
し
て
、
優
し
い
水
彩
画
に
仕
上
げ
る
の
に
余
念
が
な
く
、
そ
の
成
果
は

樋
口
敬
二
氏
や
久
保
亮
五
氏
と
の
展
覧
会
と
な
り
、
小
田
稔
画
文
集

『花

と
人
と
』
（
ア
ド
エ
ー
ス
、　
一
九
九
二
刊
）
の
出
版
と
も
な

っ
た
。
小
田

さ
ん
は
自
然
保
護
に
も
熱
心
で
、
自
宅
近
く
の
武
蔵
境
駅
前
の
Ｊ
Ｒ
跡
地

を

「雑
木
林
に
し
た
い
会
」
の
発
起
人
に
な
り
、
中
央
線
沿
線
の
文
化
人

な
ど
巻
き
込
ん
で
、
今
で
は
二
千
名
を
越
え
る
会
と
な

っ
て
い
る
。
三
水

会
で
も
皆
と
気
軽
に
話
を
す
る
な
ど
、
広
く
人
々
と
の
誠
意
あ
る
交
流
を

大
切
に
し
た
、
柔
和
で
洒
脱
な
国
際
的
教
養
人
で
あ

っ
た
。

一
九
九
五
年
秋
、
国
際
高
等
研
で
の
会
議
に
出
席
し
た
私
共
夫
婦
は
、

翌
日
小
田
夫
妻
と
と
も
に
、
紅
葉
の
美
し
い
談
山
神
社
か
ら
御
破
裂
山
に

登
り
、
大
和
三
山
を
よ
く
見
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
、
小
田
さ
ん

が
宇
宙
研

へ
の
置
土
産
と
し
た
Ｘ
線
天
文
衛
星

「
あ
す
か
」
は
順
調
に
働

き
、
Ｘ
線
連
星
や
活
動
銀
河
か
ら
の
情
報
を
次
々
に
送

っ
て
来
て
い
た
。

「今
日
は
初
め
て
飛
鳥
の
地
が
よ
く
見
渡
せ
、
思
い
出
と
な
る
山
歩
き
だ
っ

た
」
と
の
つ
ぶ
や
き
は
印
象
的
で
あ

っ
た
。
そ
の

「
あ
す
か
」
は
、
奇
し

く
も
小
田
さ
ん
が
な
く
な

っ
た
翌
日
、
大
気
圏
に
突
入
し
、
八
年
間
の
生

涯
を
閉
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

玲
子
さ
ん
は
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
の
物
理
普孟
者
と
結
婚
し
て
、
ボ
ル
ド
ー

で
生
活
を
始
め
、
昨
年
秋
、
第

一
子
を
出
産
さ
れ
た
。
小
田
さ
ん
は
童
顔

も
手
伝

っ
て
、
周
囲
か
ら

「
星
の
王
子
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ

の
時
は
自
ら

「星
の
お
じ
い
さ
ま
」
と
称
し
て
ボ
ル
ド
ー
に
出
か
け
、
孫

に
対
面
し
て
来
ら
れ
た
。
帰
国
後
、
ピ
レ
ネ
ー
見
物
の
余
裕
は
な
か

っ
た

が
、
孫
は
元
気
だ

っ
た
と
、
満
足
そ
う
な
報
告
の
電
話
が
あ

っ
た
。

故
ア
ル
ベ
ル
ト
ウ
ス
ｏ
マ
グ
ヌ
ス
ｏ
小
田
稔
の
葬
儀
は
、
二
月
五
日
、

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
に
於
て
、
勅
使
を
迎
え
て
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
玲
子
さ
ん
の
凛
と
し
た
聖
書
朗
読
は
、
ひ
と
き
わ
私
共
の
心

に
染
み
と
お

っ
た
。

膝
の
治
療
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
楽
し
い
登
山
を
し
よ
う
と
意
欲
を
燃
や

し
、
東
京
情
報
大
、
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
、
住
友
財
団
の
現
役
の
長

と
し
て
、
熱
意
を
持

っ
て
仕
事
に
も
当
た

っ
て
居
ら
れ
た
矢
先
の
急
逝
は
、

御
本
人
に
と

っ
て
も
、
た
だ
残
念
だ

っ
た
ろ
う
が
、
御
家
族
、
特
に
奥
様

の
お
嘆
き
は
如
何
ば
か
り
で
あ

っ
た
か
と
拝
察
し
、
申
し
上
げ
る
言
葉
も

な
い
。
私
共
も
、
小
田
さ
ん
を
失

っ
た
悲
し
み
は
、
測
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
る
が
、
今
は
唯
、
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

（中
村
純
二
）
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須

藤

建

士
心
氏

（
一
九
四
九
～
二
〇
〇
〇
）

二
〇
〇
〇
年
八
月
。
京
都
支
部
の
須
藤
建
志
さ
ん
が
パ
キ
ス
タ
ン
で
事

故
に
あ

っ
た
。
こ
の
登
山
は
、
須
藤
さ
ん
が
計
画
し
た
、
来
年
の

「
ラ
カ

ポ
シ

・
初
登
ル
ー
ト
の
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
」
登
山
に
向
け
た
、
須
藤

さ
ん
と
私
の
二
人
だ
け
の
偵
察
山
行
で
あ

っ
た
。

五
日
、
ギ
ル
ギ

ッ
ト
を
発
ち
、
七
日
、
テ
ン
ト
ニ
張
り
の
Ｂ
Ｃ

（四

一

〇
〇
屑
）
を
設
け
た
。
八
日
、
ラ
カ
ポ
シ

（七
七
八
八
眉
）
南
西
支
稜

に

取
り
付
い
て
ま
も
な
く
、
標
高
四
六
〇
〇
屑
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
下
の
岩
陰

で
、
共
に
レ
ス
ト
し
て
い
た
須
藤
さ
ん
を
、
音
も
な
く

一
発
の
落
石
が
襲

っ

た
。
も

っ
と
も
信
頼
し
て
い
た
相
棒
を
失

っ
た
私
は
、
い
っ
と
き
は
半
狂

乱
に
な
り
な
が
ら
も
、
救
出
に
自
分
の
す
べ
て
を
尽
く
し
た
。
が
、
ほ
ぼ

即
死
状
態
で
あ

っ
た
。

須
藤
建
志
さ
ん
は
、　
一
九
四
九
年
八
月
二
十

一
日
に
長
野
県
豊
科
市
に

生
ま
れ
た
。
八
ケ
岳
の
原
村
や
諏
訪
市
に
親
戚
が
あ
り
、
私
も
須
藤
さ
ん

か
ら

「
小
学
生
の
時
、
こ
こ
で
よ
く
泳
い
だ
の
だ
…
…
」
と
、
諏
訪
湖
畔

に
あ
る
古
い
温
泉

「片
倉
館
」
の
、
大
き
な
深
い
湯
船
に
案
内
さ
れ
た
。

「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
、
や
ん
ち
ゃ
な
須
藤
君
が
育

っ
た
の
か
な
―
…
…
」

と
、
思
い
な
が
ら
、
玉
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
プ
ー
ル
の
よ
う
な
温
泉
に

感
動
し
、
共
に
浸
か

っ
た
こ
と
が
、

つ
い
こ
の
間
の
よ
う
で
あ
る
。

お
父
さ
ん
の
仕
事
の
関
係
で
、
京
都
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
伏
見
工
業

高
校
建
築
科
に
入
学
。
山
岳
部
に
所
属
し
、
高
校
生
で
す
で
に
本
格
的
な

積
雪
期
の
登
攀
を
行

っ
て
い
た
。

須
藤
さ
ん
は
、
い
く

つ
か
の
社
会
人
山
岳
会
に
所
属
し
な
が
ら
、
「
自

ら
の
力
に
よ
る
自
由
な
登
山
」
を
望
み
、
既
成
の
山
岳
会
に
限
界
を
感
じ
、

一
九
七
四
年

「個
人
の
遊
び
と
し
て
、
個
人

の
責
任

の
下
に
、
自
由
な

∧
山
∨
を
楽
し
む
ク
ラ
ブ
」
…
…
「京
都
岳
人
ク
ラ
ブ
」
を
、
同
行
の
士
と

共
に
創
設
し
、
若
千
二
十
五
歳
で
代
表
と
な

っ
た
。
そ
の
年
に
博
子
夫
人

と
結
婚
し
て
い
る
。

仕
事
で
も
、
建
設
会
社
で
現
場
経
験
を
積
ん
で
、　
一
九
七
二
年
京
都
市

の
住
宅
局
に
勤
め
、
七
八
年
に
は

「
一
級
建
築
士
」
の
資
格
を
取

っ
て
い

る
。　
一
九
八
八
年
の

「
三
国
友
好
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
交
差
縦
走
登
山
隊
」
に

参
加
す
る
と
き
、
「
職
場
の
仲
間
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
、
退
職
。

以
後

「
ア
ル
ム

ｏ
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
」
と
い
う
建
設
施
工
の
会
社
を
経
営

し
て
い
た
。

山
歴
も
、
国
内
の
積
雪
期
の
数
々
の
登
攀
と
と
も
に
、
京
都
岳
人
ク
ラ

ブ
創
設
後
、
自
ら
企
画
し
海
外

（特
に
カ
ラ
コ
ル
ム
）

へ
も
積
極
的
に
出

か
け
た
。

一
九
七
九
年
七
～
八
月
　
Ｋ
７
、
チ
ャ
ラ
ク
氷
河

一
九
八
〇
年
六
～
八
月
　
マ
ン
ゴ
ク
ソ
ー
ル

（六
二
八
八
屑
）
ア
ル
パ

イ
ン
ス
タ
イ
ル
登
頂
、
タ
ジ
ワ
ス
山
群

一
九
八
三
年
六
～
八
月
　
マ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム

（七
八
二

一
メ
ー
ト
ル
）
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ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル

一
九
八
四
年
六
～
七
月
　
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト

・
デ
ィ
ア
ミ
ー
ル
フ
ェ
ー

ス
ｏ
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル

と
、
立
て
続
け
に
パ
キ
ス
タ
ン
に
出
か
け
て
い
る
。

日
本
山
岳
会
に
入
会
し
た
の
は
、
そ
の
こ
ろ
の

一
九
八
六
年
二
月
、
紹

介
者
の

一
人
は
今
西
錦
司
先
生
で
あ
る

（会
員
番
号
九
八
〇

一
）
。　
一
九

八
六
年
二
月
、
今
西
錦
司
先
生
の
呼
び
か
け
で
、
京
都
支
部
が
創
設
さ
れ
、

京
都
の
多
く
の
山
仲
間
が
参
集
し
た
。
須
藤
さ
ん
が
、
自
分
の
ク
ラ
ブ
以

外
の
仲
間
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
始
め
た
の
は
、
特
に

一
九
八
六
年

以
降
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
加
入
に
よ
る
交
遊
の
広
が
り
が
、
大
き
な
契
機
と

な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

須
藤
さ
ん
は
以
降
も
、
多
く
の
海
外
登
山
を
行

っ
た
が
、
特
筆
す
べ
き

は

一
九
八
九
年
の
京
都
カ
ラ
コ
ル
ム
ク
ラ
ブ
に
よ
る

「
コ
ン
グ
ー
ル

（七

七

一
九
屑
）
北
稜

・
初
登
攀
」
で
あ
ろ
う
。
登
攀
隊
長
と
し
て
指
揮
を
執

り
、
自
ら
先
頭
に
立

っ
て
難
関
の

「傘
岩
」
を
突
破
し
、
ア
ル
パ
イ
ン
ス

タ
イ
ル
で
の
∧
登
攀
隊
員
九
名
全
員
登
頂
∨
の
成
功
を
収
め
た
。

こ
の
登
山
報
告
の
中
で
、
須
藤
さ
ん
の
勝
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
人

と
な
り
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
須
藤
さ
ん
か
ら
厳
し
く
指
摘
さ
れ
た
Ｈ

さ
ん
が
記
し
て
い
る
。

「夕
食
の
あ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま

っ
た
。
今
日
の
報
告
や
、

こ
れ

か
ら
の
行
動
予
定
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
が
終
わ

っ
た
あ
と
、
須
藤
登
攀
隊

長
が
話
し
始
め
た
。
‥
…

『
Ｈ
君
、
君
の
昨
日
の
行
動
は
自
己
管
理
能
力

が
無
い
と
判
断
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
で
す
よ
。
登
山
と
い
う
行
為
は
自
己

管
理
能
力
が
な
い
と
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
他
人
ま
で
危
険
に
さ
ら
す
こ

と
に
な
る
し
、
そ
う
い
う
人
は
上
に
は
登
ら
せ
ま
せ
ん
よ
。
こ
れ
は
他
の

人
も
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
自
己
管
理
能
力
の
な
い
人
は
、
た
と
え

誰
で
も
上
に
は
上
げ
ま
せ
ん
』
…
…
返
す
言
葉
も
な
か

っ
た
。
ま
た
、
ず

っ

し
り
と
こ
た
え
る
言
葉
で
あ

っ
た
。
登
山
隊
に
参
加
し
た
以
上
、
登
攀
の

チ
ャ
ン
ス
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は

一
番

つ
ら
い
。
こ
の
言
葉
は
、
皆
の
心
に

も
焼
き
付
い
た
よ
う
だ

っ
た
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
下
山
後
∧
自
己
管
理
能

力
∨
と
い
う
言
葉
は
隊
員
間
の
流
行
語
に
な

っ
た
」

ま
た
須
藤
さ
ん
は
、
「事
故
」
と
な

っ
た
と
き
、
す
ぐ
に
自
ら
先
頭

に

立

っ
て
、
し
か
も
適
切
な
判
断
と
指
示
を
て
き
ぱ
き
と
行
う
、
ま
さ
に

∧
頼
れ
る
男
∨
の
典
型
的
な
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ

っ
た
。

私
も
、
須
藤
さ
ん
と
は

一
九
八
六
年
以
降
の
お
つ
き
あ
い
だ
が
、
ヒ
ン

ズ
ー
ク
シ
ュ
の
テ
ィ
リ
ッ
チ
ミ
ー
ル

（七
七
〇
八
屑
）
、
ラ
カ
ポ
シ
北
稜
、

東
チ
ベ
ッ
ト
の
ミ
ニ
ヤ
コ
ン
ガ

（七
五
五
六
眉
）
な
ど
の
登
山
を
ご

一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
さ
れ
た
。

一
九
九

一
年
の
、
日
本
山
岳
会
京
都
支
部
十
周
年
を
記
念
し
た
テ
ィ
リ
ッ

チ
ミ
ー
ル
登
山
で
は
、
自
ら
企
画
立
案
し
登
攀
隊
長
を
務
め
た
。
そ
の
と

き
、
登
頂
成
功
直
後
に
七
四
〇
〇
】
月
の
Ｃ
４
で
、
Ｄ
隊
員
の
異
常
な
こ
と

に
気
づ
き
、
須
藤
さ
ん
は

「
脳
浮
腫
」
と
判
断
、
直
ち
に
救
出
活
動
を
開

始
し
た
。
六
〇
】
川
の
チ
ム
ニ
ー
を
含
む
、

１５
ピ

ッ
チ
の
岩
と
氷
の
ル
ー
ト

を
、
各
隊
員
を
指
示
し
な
が
ら
自
ら
先
頭
に
立

っ
て
、
よ
た
つ
く
Ｄ
隊
員
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を
フ
ォ
ロ
ー
し
下
降
さ
せ
、
Ｃ
２
に
夕
刻
五
時
に
着
く
。
朝
か
ら
、
九
時

間
ぶ

っ
続
け
の
救
出
活
動
に
、
皆
バ
テ
バ
テ
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
須
藤
さ

ん
は
、　
一
席
ぶ

っ
た
の
だ
。
…
…
「
ワ
シ
ら
は
た
だ
ば
て
て
る
だ
け
や
し
、

一
晩
寝
た
ら
回
復
す
る
。
け
ど
、
Ｄ
君
は
脳
浮
腫
な
ん
や
。
こ
の
ま
ま

一

晩
寝
た
ら
助
か
ら
ん
か
も
し
れ
ん
の
や
。
歩
け
る
う
ち
に
、
た
と
え

一
〇

〇
屑
で
も
降
ろ
し
た
ら
助
か
る
可
能
性
は
大
き
く
な
る
ん
や
。
み
ん
な
、

今
日
中
に
Ｃ
ｌ
ま
で
下
る
つ
も
り
で
頑
張

っ
て
く
れ
」
…
…
パ
キ
ス
タ
ン

隊
員
に
は
、
須
藤
さ
ん
の
親
友
サ
ジ
ャ
ー
ド
に
通
訳
さ
せ
、
皆
う
な
ず
く
。

支
え
る
者
も
、
支
え
ら
れ
る
者
も
お
互
い
に
よ
ろ
け
な
が
ら
、
ふ
ら
ふ

ら
と
下

っ
て
い
く
。
真

っ
暗
に
な

っ
た
、
夜
九
時
。
Ｃ
４
か
ら
高
度
差
で

一
三
〇
〇
眉
降
ろ
し
た
。
須
藤
さ
ん
は

「
こ
こ
に
テ
ン
ト
を
張
ろ
う
」
と
、

指
示
し
た
。
そ
の
と
き
Ｄ
隊
員
を
さ
さ
え
て
い
た
、
ナ
デ
ィ
ー
ム
隊
員
と

私
は
、
テ
ン
ト
に
Ｄ
隊
員
と

一
緒
に
倒
れ
込
み
、
し
ば
ら
く
動
け
な
か

っ

た
。
そ
し
て
、
Ｄ
隊
員
は
助
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
当
に
須
藤
さ
ん
は
∧
他
人
が
窮
地
に
お
ち
い
っ
た
と

き
、
何
か
を
や

っ
て
く
れ
る
男
∨
で
あ

っ
た
。

厳
し
い
リ
ー
ダ
ー
で
あ

っ
た
須
藤
さ
ん
だ
が
、
仲
間
を
ま
と
め
る
能
力

も
ま
た
抜
群
で
、
多
く
の
仲
間
が
須
藤
さ
ん
の
周
り
に
出
来
て
い
っ
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
と
の
合
同
登
山
で
あ

っ
た
、
テ
ィ
リ
ッ
チ
ミ
ー
ル
の
隊
長
と

し
て
、
登
山
隊
を
ま
と
め
る
上

で
の
自
分
の
所
信
を
述

べ
て
い
る
。

「
…
…
し
か
し
私
は
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
い
た
と
し
て
も
、
皆
登
山
が

し
た
い
と
い
う

一
つ
の
目
的
を
も

っ
て
集
ま

っ
て
き
た
者
ば
か
り
だ
か
ら
、

ま
と
め
上
げ
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
と
思
う
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で

は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
り
、
時
に
は
と

っ
く
み
あ
い

の
け
ん
か
ま
で
し
た
話
を
聞
く
が
、
私
に
は
そ
の
よ
う
な
経
験
は
な
い
。

私
に
と

っ
て
の
山
登
り
と
は
、
人
と
の
か
か
わ
り
で
あ
り
、
登
山
を
通
じ

て
の
出
会
い
、　
一
緒
に
行

っ
た
仲
間
と
ど
う
登

っ
た
か
、
そ
こ
に
集
ま

っ

た
人
と
ど
う
関
わ

っ
た
か
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
」
と
。
彼
の
、
人
柄
を

思
わ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。

須
藤
さ
ん
は
、
ま
た
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
生
か
し
て
、
後
輩
や
仲
間

の
指
導
に
熱
心
で
あ

っ
た
。
日
本
山
岳
会
京
都
支
部
で
の
毎
年
の
、
錫
杖

前
衛
フ
ェ
ー
ス
・
穂
高
屏
風
岩
な
ど
で
の
岩
登
り
教
室
、
富
士
山

ｏ
岳
沢

な
ど
で
の
雪
上
講
習
会
な
ど
で
は
、
須
藤
講
師
の
魅
力
に
惹
か
れ
多
く
の

会
員
が
参
加
し
盛
況
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
遭
難
救
助
技
術
に
つ
い
て
、
自

分
の
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、
岳
連
の
若
い
仲
間
に
呼
び
か
け
た
実
戦
的
な

合
同
訓
練
な
ど
、
積
極
的
に
行

っ
て
い
た
。

須
藤
さ
ん
は
、　
一
九
九
六
年
十
二
月
大
事
に
育
て
て
い
た
、
あ
る
後
輩

を
八
ケ
岳

ｏ
中
山
尾
根
で
亡
く
し
た
。
そ
の
事
故
報
告
の
中
で
、
山
の
危

険
に
つ
い
て
こ
う
語

っ
て
い
る
。
「登
山
で
は

一
瞬
の
判
断
ミ
ス
や
ヽ
ち
よ
つ

と
し
た
気
の
ゆ
る
み
が
命
取
り
に
な
る
。
私
は
そ
の
こ
と
を
∧
山
登
り
は

い
つ
も
、
死
に
神
を
横
に
連
れ
と
る
よ
う
な
も
ん
や
∨
と
、
表
現
し
て
い

る
。　
一
瞬
の
ス
キ
に
命
を
持

っ
て
行
か
れ
る
。
難
し
い
登
山
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
に
状
況
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
冷
静
で
的
確
な
精
神
力
と
も

言
え
る
判
断
力
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
登
山
を
積
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み
重
ね
る
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
、
そ
う
し
た

と
し
て
も
危
険
を
絶
対
に
避
け
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
」
と
。

山
の
危
険
を
、
い
ち
ば
ん
深
く
よ
く
知

っ
て
い
た
須
藤
さ
ん
。
今
回
の

事
故
は
彼
に
と

っ
て
不
意
打
ち
で
は
あ

っ
た
が
…
…
「
ま
あ
、
し

ゃ
あ
な

い
か
」
…
…
と
、
苦
笑
い
し
な
が
ら
納
得
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

須
藤
建
志
さ
ん
、
大
好
き
な
パ
キ
ス
タ
ン
の
上
空
か
ら
、
若
い
仲
間
を

い
つ
ま
で
も
見
守

っ
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

（宮
川
清
明
）

坪
井

圭
之
助

氏

（
一
九
二
〇
～
一
九
九
九
）

一
九
九
九
年
十
二
月

一
日
、
岳
友
坪
井
圭
之
助
君

（
一
九
九
〇
年
入
〈
瓦

会
員
番
号

一
〇
六
二
三
。
紹
介
者
は
徳
永
篤
司

・
山
田
二
郎
両
氏
）
は
忽

然
と
し
て
逝

っ
て
し
ま

っ
た
。
か
ね
て
か
ら
心
臓
が
悪
か

っ
た
が
、
そ
れ

に
し
て
も
あ

っ
け
な
い
別
れ
で
し
ば
し
呆
然
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

坪
井
君
は

一
九
五
〇

（昭
和
二
十
五
）
年
に
大
阪
大
学
入
学
後
直
ち
に

山
岳
部
に
入
り
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
二
十
年
代
前
半
に
か
け
て
現

役
及
び
若
手
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
活
躍
し
た
。　
一
九
五
二
年
春
の
杓
子
双
子
尾

根
か
ら
不
帰
往
復
計
画
、
同
年
夏
の
鹿
島
槍
カ
ク
ネ
里

（
こ
の
時
川
島
勇

君
と
の
コ
ン
ビ
で
直
接
尾
根
を
初
登
）
、　
一
九
五
三
年
春
の
後
立
山
逆
縦

走
、　
一
九
五
五
年
冬
の
鹿
島
槍
東
尾
根
、　
一
九
五
六
年
春
の
黒
部
下
廊
下

横
断
な
ど
に
主
カ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
計
画
の
遂
行
に
大
い
に
貢
献

し
た
の
で
あ
る
。
私
の
方
が

一
年
早
く
入
学
し
て
い
た
が
年
齢
も
同
じ
で

何
と
な
く
ウ
マ
が
あ

っ
た
か
ら
、
公
式
の
計
画
ば
か
り
で
な
く
個
人
的
な

山
行
も
よ
く
共
に
し
た
。
ス
キ
ー
を
は
い
て
さ
え
腰
ま
で
も
ぐ
る
豪
雪
に

雪
ま
み
れ
に
な

っ
て
格
闘
し
た
冬
の
猿
倉
台
地
、
晩
秋
の
穂
高
で
下
リ
ル
ー

ト
を
誤
り
薄
雪
の
覆

っ
た
草
付
き
に
ア
イ
ゼ
ン
も
な
く
て
悪
戦
苦
闘
し
た

明
神
最
南
峰
で
の
こ
と
、
黒
部
の
底
で
新
雪
が
来
て
し
ま
い
休
暇
日
程
の

切
迫
に
死
に
も
の
狂
い
に
な

っ
て
越
え
た
ザ
ラ
峠
な
ど
、
あ
れ
こ
れ
と
思

い
出
は
尽
き
な
い
。

彼
は
ま
た
良
き
ク
ラ
イ
マ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
良
き
医
師
で
も
あ

っ
た
。

専
門
は
胸
部
外
科
、
各
地
の
病
院
に
勤
務
し
て
実
績
を
挙
げ
、
終
わ
り
頃

は
大
阪
の
日
生
病
院
の
外
科
部
長
を
勤
め
て
い
た
。
私
な
ど
も
息
子
を
含

め
て
随
分
世
話
に
な

っ
た
が
、
特
に
私
が
肺
結
核
で
入
院
し
た
と
き
に
は

厄
介
を
か
け
て
し
ま
い
文
字
通
り
足
を
向
け
て
寝
ら
れ
な
と
い
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
う
し
た
間
に

一
九
六
八

（昭
和
四
十
三
）
年
か
ら
数
年
間
国

際
医
療
協
力
の

一
環
と
し
て
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア
に
赴
任
し
て
い
る
。
現

地
で
い
ろ
い
ろ
貴
重
な
経
験
も
積
ん
だ
で
あ
ろ
う
が
や
は
リ
ク
ラ
イ

マ
ー

と
し
て
の
血
が
騒
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。
忙
し
い
仕
事
の
合
間
を
縫

っ
て
山

岳
部
の
Ｏ
Ｇ
で
あ
る
奥
さ
ん
を
伴

っ
て
ケ
ニ
ア
山

（五

一
九
九
眉
）
に
五

回
も
登

っ
た
と
の
こ
と
、
国
内
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
私
な
ど
を
尻
目
に

五
千
属
の
高
度
を
経
験
し
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。
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そ
の
後
お
互
い
に
社
会
的
な
責
任
が
重
く
な

っ
て
く
る
に
従

っ
て
山
と

は
縁
遠
く
な

っ
て
く
る
の
は
や
む
を
得
な
い
所
で
、
毎
年
夏
に
栂
池
の
大

阪
大
学
の
山
小
屋
で
行
わ
れ
る
阪
大
山
岳
会
の
夏
季
例
会
に
出
席
し
て
、

つ
い
で
に
そ
の
辺
り
を
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
く
の
が
せ
い
ぜ
い
と
な

っ
て
し
ま

っ

た
。
も

っ
と
も
無
趣
味
な
私
と
ち
が

っ
て
坪
井
君
は
絵
心
が
あ
っ
た
か
ら
、

こ
う
し
た
申
で
も
Ｊ
Ａ
Ｃ
関
西
支
部
の
ス
ケ
ッ
チ
の
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り

週
末
な
ど
に
山
歩
き
を
か
ね
て
出
掛
け
て
い
た
。
そ
の
頃
の
彼
は
や
や
太

り
気
味
で
か
な
り
の
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
は
あ

っ
た
も
の
の
非
常
に
元

気
で
、
と
て
も
病
に
倒
れ
る
と
は
見
え
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
突
然

一
九

八
五

（昭
和
六
十
）
年
八
月
に
彼
は
最
初
の
心
臓
発
作
を
起
こ
し
た
。
こ

の
時
の
発
作
は
強
烈
な
も
の
で
ほ
と
ん
ど
心
臓
破
裂
に
近
い
状
態
で
あ

っ

た
よ
う
だ
。
し
か
し
彼
は
そ
の
強
靭
な
体
力
と
類
い
ま
れ
な
生
命
力
で
生

還
し
て
き
た
。
嘗
て
さ
か
ん
に
山

へ
行

っ
て
い
た
頃
、
彼
は
三
度
ば
か
り

ス
リ
ッ
プ
で
事
故
を
起
こ
し
、
〃あ
わ
や
〃
と
い
う
事
態

に
遭
遇
し
た
の

だ
が
、
間

一
髪
と
い
う
と
こ
ろ
で
事
無
き
得
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う

星
に
恵
ま
れ
た
、
い
わ
ば
並
は
ず
れ
た
生
命
運
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
か

ら
こ
そ
、
事
故
か
ら
も
逃
れ
病
に
も
耐
え
抜
い
て
生
き
延
び
て
来
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
後
は
驚
異
的
な
ペ
ー
ス
で
回
復
し
日
常
生
活
に
は
殆

ど
支
障
が
な
い
ま
で
に
な

っ
て
き
た
。
晩
年
の
数
年
間
私
と
二
人
で
大
阪

大
学
山
岳
会
の
会
務
を
担
当
し
た
が
、
万
事
大
雑
把
な
私
に
対
し
几
帳
面

な
彼
は
細
か
い
所
ま
で
よ
く
気
配
り
し
て
く
れ
、
本
来
私
が
や
る
べ
き
会

計
の
こ
と
な
ど
も
殆
ど
処
理
し
、
私
が
大
過
な
く
勤
め
あ
げ
る
こ
と
が
出

来
た
の
も
彼
の
お
陰
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
だ
が
こ
う
し
て
彼
に
負
担

を
か
け
た
こ
と
が
そ
の
命
を
縮
め
た
の
で
は
な
い
か
と
性
泥
た
る
思
い
が

無
い
で
は
な
い
。

そ
の
後
彼
は
古
巣
の
日
生
病
院
で
余
り
負
担
の
か
か
ら
な
い
仕
事
を
や

り
な
が
ら
余
生
を
楽
し
ん
で
い
た
。
暇
を
見
附
け
て
は
奥
さ
ん
と
車
を
と

ば
し
て
山
の
見
え
る
所
に
行

っ
て
好
き
な
ス
ケ
ッ
チ
を
や
り
、
時
に
は
周

辺
を
散
歩
し
て
山
の
匂
い
を
懐
か
し
ん
で
い
た
。
亡
く
な
る
ホ
ン
の
十
日

ほ
ど
前
に
も
私
に
電
話
が
あ
り
、
と
り
と
め
の
な
い
昔
話
の
あ
と
そ
の
う

ち

一
緒
に
飯
で
も
食
お
う
や
と
い
う
こ
と
で
電
話
を
切

っ
た
。
や
は
り
虫

が
知
ら
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
亡
く
な

っ
た
日
は
何
事
も
な
く
昼
食

後
、
晴
天
の
霧
麗
の
如
く
発
作
を
起
こ
し
て
旅
立

っ
て
し
ま

っ
た
由
で
あ

る
。
始
め
の
発
作
以
来
十
四
年
、
彼
の
強
運
も
生
命
力
も
と
う
と
う
寿
命

に
は
勝
て
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
ら
た
め
て
冥
福
を
祈
る
の

み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

（
田
島
　
汎
）

会
報

「
山
」
計
報

・
追
悼
文

一
覧

二
〇
〇

一
年
二
月
号

（六
六
九
号
）

追
悼
　
山
陰
支
部
の
精
神
的
主
柱
　
港
叶
氏
を
偲
ぶ

（小
椋
凱
夫
）

追  悼
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支

部

だ

よ

り

海

道

支

部

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
し
た

「自
然
児
学
校
」
（
Ｆ
Ａ
Ｃ
フ
ァ
ミ
リ
ー

●

ア
ル
パ
イ
ン

・
ク
ラ
ブ
）
は
、
八
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
の
三
泊
四
日
の
日

程
に
よ
り
、
日
高

・
新
冠
川
上
流
に
お
い
て
子
供
十
七
人
、
同
伴
者
二
人
、

ス
タ
ッ
フ
三
十
人
の
総
数
五
十
人
で
行
わ
れ
、
概
ね
成
功
裡
に
終
わ

っ
た
。

こ
の

「自
然
児
学
校
」
を
当
支
部
の
主
要
行
事
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
く
に

は
、
ま
だ
問
題
点
が
多
い
。
特
に
運
営
は
会
員

・
会
友
の
完
全
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
に
期
待
し
て
事

業
目
的
を
継
続
し
て
い
る
。
趣
旨
は

「
山
」
六
月
号

（第
六
七
三
号
）
支
部

だ
よ
り
欄
に
向
井
副
支
部
長
が
詳
細
記
述
し
て
い
る
が
、
伊
藤
秀
五
郎
第
二

代
支
部
長
の
理
念
で
あ
る

「
子
供
た
ち
に
自
然
の
大
切
さ
を
教
え
る
」
た
め

に
何
を
如
何
に
な
す
べ
き
か
、
来
年
の
実
施
三
年
目
に
向
け
て
、
さ
ら
に
反

省
検
討
を
加
え
て
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

二
〇
〇

一
年
の
支
部
総
会
で
は
、
支
部
委
員
を

一
挙
に
五
十
五
人
に
増
強

し
、
委
員
会
制
を
導
入
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
支
部
運
営
は
部
会
制
度
で
、
全

て
に
対
し
て
支
部
長
な
ど
の
三
役
が
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
大

半
の
委
員
が

「
一
任
」
の
傾
向
が
あ
り
、
よ
り
強
力
な
責
任
あ
る
執
行
体
制

が
必
要
と
さ
れ
る
実
情
か
ら
、
二
十

一
世
紀
か
ら
の
委
員
会
制
移
行
に
よ
り
、

各
委
員
会
の
主
体
的
な
事
業
の
展
開
で
、
支
部
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
。
　

　

２６

特
に
山
行
部
会
を
企
画
委
員
会
と
名
称
変
更
し
、
支
部
事
業
の
根
幹
で
あ

る
山
行
計
画
と
共
に
、
二
百
八
十
人
の
会
員

・
会
友
を
擁
す
る
広
大
な
面
積

の
支
部
運
営
全
般
に
係
わ
る
よ
う
に
し
て
、
実
行
体
制
の
確
立
を
図

っ
た
。

図
書
委
員
会
の
ル
ー
ム
開
放
業
務

（四
～

一
〇
月
、
毎
週
日
曜

一
三
時
～

一

七
時
）
な
ど
、
徐
々
に
独
自
に
委
員
会
を
開
催
し
て
当
面
の
問
題
に
取
り
組

む
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
支
部
執
行
体
制
も
大
き
く
変
革
し

つ
つ

あ
る
。
二
〇
〇
五
年
の
日
本
山
岳
会
百
周
年
は
北
海
道
支
部
三
十
五
周
年
に

当
た
り
、
支
部
と
し
て
海
外
遠
征
に
取
り
組
む
時
期
に
き
て
お
り
、
日
本
最

北
の
支
部
と
し
て
北
方
に
目
を
向
け
、
北
海
道
と
姉
妹
県
関
係
に
あ
る
カ
ナ

ダ

・
ア
ル
バ
ー
タ
州

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
課
題
に
挙
げ
て
い
る
。

定
例
山
行
で
は
本
年
二
月
、
零
下
三
〇
度
の
チ
ト
カ
ニ
ウ
シ
山
で
の
雪
洞
、

山
ス
キ
ー
か
ら
始
ま

っ
た
山
行
は
好
評
で
、
道
南
の
乙
部
岳

（六
月
十
六
～

十
七
日
）
、
道
央
の
白
水
沢

（七
月

一
日
）
、
道
東
の
西
ク
マ
ネ
シ
リ
山

（九

月
十
五
～
十
六
日
）
、
支
部
定
番

「
お
月
見
山
行
」
（十
月
十
三
～
十
四
日
）

が
札
幌
郊
外

ｏ
定
山
渓
天
狗
岳
で
行
わ
れ
、
十

一
月
二
十
四
～
二
十
五
日
に

は
北
海
道
で
最
も
早
く
オ
ー
プ
ン
す
る
層
雲
峡

・
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
黒
岳
で

初
雪
山
ス
キ
ー
を
楽
し
む
。
二
〇
〇
二
年
に
入
り
羊
蹄
山

（
二
月
十
六
～
十

七
日
）
、
そ
し
て
恒
例
の
雪
洞

・
山
ス
キ
ー
は
余
市
岳
、
朝
里
岳

で
交
差
登

山

（二
月
九
～
十
日
）
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
同
好
会
活
動
は
、
作

品
展
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
グ
ル
メ
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
定
着
し
た
。

（新
妻
　
徹
）



手
　
支
　
部

支
部
員
の
要
望
に
沿
う
よ
う
な
山
行
を
主
に
行
い
、
月

一
回
の
行
事
を
組

ん
で
い
る
。

四
月
二
日
盛
岡
市
で
支
部
委
員
会
。
総
会
十
八
人
出
席
、
委
任
状
四
十
三

人
、
そ
の
後
に
懇
親
会
。

四
月
三
〇
日
、
月
例
山
行
　
飛
竜
山

ｏ
胴
具
足
山
。
春
の
陽
光
を
浴
び
な

が
ら
の
ん
び
り
し
た
山
行
で
あ

っ
た
。
十
六
人
参
加
。

五
月
二
十
八
日
、
月
例
山
行
　
六
角
牛
山
。
小
雨
の
中
を
二
等
三
角
点
の

山
頂
に
登

っ
た
。
九
人
参
加
。

六
月
十
七
日
～
十
八
日
　
春
の
例
会

・
委
員
会
と
山
行
。
気
仙
三
陸
町
川

古
荘
宿
泊
二
十
人
参
集
。
翌
日
五
葉
山

へ
、
楢
の
木
平
登
山
口
か
ら

一
等
三

角
点
の
山
頂
を
経
て
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
で
昼
食
。
赤
坂
峠

へ
下
山
。
十
七
人

参
加
。

七
月
十
六
日
、
月
例
山
行
　
高
下
岳
。
尾
根
道
は
笹
が
被
り
、
足
場
も
悪

か

っ
た
。

七
月
二
十
三
日

「新
日
本
山
岳
志
」
支
部
編
集
委
員
会
　
水
沢
市
プ
ラ
ザ

イ
ン
水
沢
。
六
人
参
集
。

七
月
二
十
五
日

「岩
手
支
部
通
信
」
第
十
五
号
発
行

八
月
十
九
～
二
十

一
日
、
夏
の
例
会
山
行
　
剣
岳

・
立
山
縦
走
。
初
日
は

剣
山
荘
ま
で
。
二
十
日
四
時
三
〇
分
出
発
、
八
時
に
剣
岳
山
頂
に
到
着
。
落

石
に
緊
張
し

つ
つ
剣
山
荘
に
下
山
昼
食
。
午
後
三
時
に
は
内
蔵
助
山
荘
に
入

っ

た
。
二
十

一
日
は
大
汝
山

ｏ
雄
山
と
越
え
て
室
堂
で
解
散
。
十
四
人
参
加
。

九
月
十
日
、
月
例
山
行
　
御
大
堂
山
。
リ
ン
ド
ウ
の
咲
き
乱
れ
る
草
地
を

辿
る
秋
の
山
。
五
人
参
加
。

十
月
七
～
九
日
、
秋
の
例
会
山
行
は
京
都
支
部
と
の
交
流
山
行
。
初
日
は

大
迫
町
岳
の
民
宿
大
和
坊
に
宿
泊
。
八
日
は
小
田
峠
か
ら
早
池
峰
山
に
登

っ

て
河
原
坊
に
下
山
。
長
駆
し
て
岩
泉
町
の
民
宿
佐
々
豊
に
宿
泊
。
九
日
は
葛

巻
町
の
遠
別
山

ｏ
安
家
森
に
登
る
。
山
麓
の
小
屋
で
は
遠
別
山
岳
会
の
心
尽

く
し
の
茸
の
ひ

っ
つ
み
汁
に
全
員
満
足
し
た
。
京
都
支
部
十
二
人

・
岩
手
支

部
二
十
七
人
参
加
。

十

一
月
二
日
、
月
例
山
行
赤
林
山

ｏ
毒
ケ
森

・
南
昌
山
　
地
元
山
岳
会
に

よ

っ
て
最
近
開
か
れ
た
コ
ー
ス
で
あ
る
。
二
十
人
参
加

十
二
月
九
日
、
支
部
晩
餐
会
　
十
八
人
参
加
。

平
成
十
三
年

一
月
十
三
日
、
月
例
山
行
　
東
根
山
。
様
式
輪
か
ん
の
試
用

を
行

っ
た
。
四
人
参
加
。

一
月
二
十
五
日

「岩
手
支
部
通
信
」
第
十
六
号
発
行
。

二
月
十
～
十

一
日
　
月
例
山
行
。
早
池
峰
薬
師
岳
ス
キ
ー
山
行
。
う
す
ゆ

き
山
荘
で
宿
泊
。
翌
朝
山
荘
の
南
斜
面
か
ら
山
頂
に
登
り
、
小
田
越
を
経
て

岳
に
下
山
し
た
。
七
人
参
加
。

二
月
十
七
日
、
月
例
山
行
　
三
ツ
石
山
。
ス
キ
ー
を
楽
し
み
峡
雲
荘
に
休

憩
し
て
解
散
。
四
人
参
加
。

今
後
は
、
支
部
の
人
達
に
も

っ
と
全
国
規
模
の
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
を
勧
め
た
い
。

（中
谷
　
充
）
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田
　
支
　
部

平
成
十
二
年
度
の
当
支
部
の
活
動
は
平
年
並
み
に
留
ま

っ
た
。
四
月
二
十

二
日
に
定
期
総
会
を
開
催
し
、
委
任
状
を
含
め
五
十
五
人
の
会
員
が
参
加
し

た
。
支
部
山
行
を
中
心
と
し
た
事
業
案
、
決
算

ｏ
予
算
案
が
提
供
さ
れ
、
全

議
案
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

支
部
山
行
は
、
①
四
月
九
日
、
岩
手
県
境
に
あ
る
残
雪
の
沢
尻
山
、
朝
日

岳
、
志
渡
内
春
を
縦
走
し
た
。
今
回
は
秋
田
県
側
に
積
雪
が
残

っ
て
い
た
た

め
、
岩
手
県
沢
内
村
か
ら
入
山
し
た
。
会
員

・
会
員
外
を
合
わ
せ
て
八
人
が

参
加
、
快
晴
の
山
頂
で
大
展
望
を
楽
し
ん
だ
。

②
六
月
四
日
～
十
日
、
韓
国
の
漢
挙
山

（
ハ
ン
ラ
サ
ン

ｏ
一
九
五
〇
屑
）
と

俗
離
山

（
ソ
ン
ニ
サ
ン

ｏ
一
〇
五
七
屑
）
の
親
善
登
山
を
行
い
、
十
人
が
参

加
し
た
。
共
に
韓
国
山
岳
会
お
よ
び
同
慶
南
支
部
の
岳
友
と
登
山
、
交
流
を

深
め
た
。
韓
国
山
行
は
当
支
部
の
主
力
行
事
で
あ
り
、
過
去
を
遡
る
と
設
立

当
時
か
ら
交
流
の
記
録
が
あ
る
。
今
後
も
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
七
月
二
十
日
、
赤
田
五
山
と
呼
ば
れ
る
秋
田
県
本
荘
市
近
郊
の
信
仰
に
ゆ

か
り
の
深
い
里
山
と
、
千
支
に
因
ん
で
近
く
の
里
山

「竜
馬
山
」
に
会
員

・

会
員
外
合
わ
せ
て
九
人
が
登
山
し
た
。

※
赤
田
五
山
…
…
東
光
山

（五
九
四
ｍ
）、
笹
森
山

（五
九
四

ｏ
五
ｍ
）
、
仙
洞
山

（四
八
八
ｍ
）、
如
意
山

（四
〇
四
ｍ
）、
黒
森
山

（五
四
一
ｍ
）
を
総
称
。

④
十
月
十
五
日
、
辰
年
生
ま
れ
の
会
員
の
た
め
の
慶
祝
山
行
を
行

っ
た
。
会

場
は
秋
田
県
北
部
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る

「竜
ケ
森

（
一
〇
四
九
眉
）
」

で
、
会
員
六
人
、
会
員
外
二
人
が
元
気
に
登
頂
し
た
。

支
部
会
報

『
秋
田
山
岳
』
は
三
回
発
行
し
、
通
算
で
四
十
七
号
と
な

っ
た
。

ま
た
、
本
会
が
開
催
す
る
諸
会
議
、
県
内
の
山
岳
団
体
等
の
会
議
や
事
業
に
　
２６

積
極
的
に
参
加
し
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
情
報
の
収
集
に
努
め
た
。

本
年
度
は

一
人
の
新
会
員
を
迎
え
、
総
勢
七
十
二
人
と
な

っ
た
。
今
後
は

会
員
の
高
齢
化
に
対
応
し
た
山
行
計
画
と
、
若
年
の
新
会
員
勧
誘
運
動
の
盛

り
上
げ
、
あ
る
い
は
支
部
会
計
の
財
源
見
直
し
な
ど
、
よ
り
身
近
か
な
と
こ

ろ
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
。

（鈴
木
要
三
）

城
　
支
　
部

二
〇
〇
〇
年
度
の
行
事
は
四
月
二
十
三
日
花
山
村
の
御
駒
山
山
頂
で
開
催

さ
れ
た
支
部
総
会
で
、
今
年
度
の
決
算

ｏ
予
算

・
行
事
報
告

ｏ
行
事
予
定
な

ど
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
特
記
事
項
と
し
て
は
、
支
部
懸
案
の
中
国

太
白
山
登
山
の
実
施
計
画
を
柴
崎
支
部
長
か
ら
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
そ

れ
ら
の
行
事
報
告
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
月
二
十
三
日
　
支
部
総
会
、
御
駒
山
に
て
二
十
二
人
参
加
。
担
当
、
柴

崎
徹

ｏ
千
石
信
夫
。
五
月
二
日
　
第

一
回
太
白
山
登
山
打
ち
合
わ
せ
、
ホ
テ

ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
に
て
五
人
参
加
。
担
当
、
柴
崎
徹
。
五
月
十
三

日

「新
日
本
山
岳
志
」
編
集
委
員
会
出
席
、
林
田
健
治
。
五
月
二
十

一

日
　
春
山
山
行
、
船
形
山
に
て
六
人
参
加
。
担
当
、
千
田
早
苗

ｏ
鈴
木
晃
三
。

六
月
四
日
　
雨
乞
山
行
、
雨
呼
山

（山
形
市
）
に
て
十

一
人
参
加
。
担
当
、

大
橋
克
也
。
六
月
十
三
日
　
第
二
回
太
白
山
登
山
打
ち
合
わ
せ
、
電
気
会
館



に
て
十
五
人
参
加
。
担
当
、
千
石

ｏ
林
田
。
六
月
二
十
日
　
「
宮
城
山
岳
」

編
集
会
議
、
三
宅
邸
に
て
五
人
参
加
。
担
当
、
三
宅
泰
。
六
月

二
十
九

日
　
第
二
回
太
白
山
登
山
打
ち
合
わ
せ
、
電
気
会
館
に
て
十
五
人
参
加
。
担

当
、
千
石

ｏ
林
田
。
七
月
十
八
日

「新
日
本
山
岳
志
」
支
部
編
集
会
議
、

電
気
会
館
に
て
七
人
参
加
。
担
当
、
林
田
健
治
。
七
月
二
十
五
日
　
第
四
回

太
白
山
登
山
打
ち
合
わ
せ
、
電
気
会
館
に
て
十
五
人
参
加
。
担
当
、
千
石

・

林
田
。
七
月
二
十
九
～
三
十
日
　
夏
山
山
行
、
障
子
ケ
岳
に
て
七
人
参
加
。

担
当
、
中
里
正
信
。
八
月
二
日
　
第
五
回
太
白
山
登
山
打
ち
合
わ
せ
、
電
気

会
館
に
て
十
二
人
参
加
。
担
当
、
千
石

ｏ
林
田
。
八
月
十
六
日
　
第
六
回
太

白
山
登
山
打
ち
合
わ
せ
、
ラ
イ
オ
ン
に
て
七
人
参
加
。
担
当
、
千
石

ｏ
林
田
。

八
月
十
八
日
　
第
七
回
太
白
山
登
山
打
ち
合
わ
せ
、
ラ
イ
オ
ン
に
て
十
四
人

参
加
。
担
当
、
千
石

・
林
田
。
八
月
二
十
三
日
　
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
　
法

華
ク
ラ
ブ
仙
台
に
て
三
十

一
人
参
加
。
担
当
、
高
野
笑
美
。
九
月
十
六
～
十

七
日
　
全
国
支
部
懇
談
会
参
加
久
住
山
に
て
。
柴
崎
支
部
長
夫
妻
参
加
。

十
月
十
五
日
　
秋
山
山
行
、
弥
太
郎
山

（自
石
）
に
て
十
九
人
参
加
。
担

当
、
林
田
健
治
。
十

一
月
十
二
日
　
晩
秋
芋
煮
山
行
、
楠
峰
に
て
十
八
人
参

加
。
担
当
、
高
橋
功
。
十
二
月
二
～
三
日
　
年
次
晩
餐
会

ｏ
全
国
支
部
長
会

議
、
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
十

一
人
参
加
。
十
二
月
六
日
　
支
部
年
次

晩
餐
会
、
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
て
二
十
六
人
参
加
。
担
当
、
木
皿

謙
。
二
〇
〇

一
年

一
月

一
日
　
元
旦
登
山
、
泉
ケ
岳
に
て
七
人
参
加
。
自
由

参
加
。　
一
月
十
日

「新
日
本
山
岳
志
」
支
部
編
集
会
議
、
電
気
会
館

に
て

七
人
参
加
。
担
当
、
林
田
健
治
。　
一
月
二
十
七
～
二
十
八
日
　
冬
山
山
行
、

大
東
岳
に
て
七
人
参
加
。
担
当
、
佐
藤
昭
次
郎

ｏ
中
篠
俊

一
。

二
月
十
三

日
　
役
員
会
、
電
気
会
館
に
て
十
二
人
参
加
。
担
当
、
柴
崎

・
千
石
。
二
月

十
七
～
十
八
日
　
ス
キ
ー
山
行
、
山
形
蔵
王
二
五
郎
小
屋
に
て
六
人
参
加
。

担
当
、
千
石
早
苗
。
二
月
十
～
十

一
日
　
早
春
山
行
、
熊
野
岳
に
て
七
人
参

加
。
担
当
、
佐
藤
昭
次
郎

ｏ
中
篠
俊

一
。
三
月
十
四
日
　
役
員
会
、
電
気
会

館
に
て
十
五
人
参
加
。
担
当
、
柴
崎

・
千
石
。

中
国
太
白
山
登
山
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
中
国
当
局
の
事
情
に
よ
り
登
山

の
許
可
を
取
得
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
残
念
な
が
ら
延
期
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
将
来
的
に
は
必
ず
登
山
許
可
を
取
得
し
実
現
し
た
い
山
で
あ
る
。
延
期

に
伴
い
急
遠
有
志
十
二
人
に
て
チ
ベ
ッ
ト
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
麓

ロ
ン
ブ
ク
寺
ま
で
足
を
運
ん
だ
。
強
行
軍
の

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
あ

っ
た
が
全
員
無
事
帰
国
し
た
。

宮
城
支
部
で
は
、
韓
国
昌
原
市
に
宮
城
支
部
所
属
の
李
会
員
も
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
韓
国
や
中
国
の
山
を
対
象
に
、
継
続
的
に
登
山
計
画
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（千
石
信
夫
）

福

島

支

部

事
業
の
概
要
と
し
て
は
、
基
本
的
に
前
年
度
計
画
を
踏
襲
し
た
の
で
、
恒

例
の
行
事
に
は
特
に
付
け
加
え
る
も
の
は
な
い
。

た
だ
し
本
部
で
議
決
さ
れ
た
創
立
百
周
年
記
念
事
業

「新
日
本
山
岳
志
」

編
纂
に
関
わ
る
支
部
編
集
委
員
会

（委
員
長
西
関
良
光
氏
以
下
三
十
八
人
）

を
発
足
さ
せ
た
が
、
対
象
の
山
が
百
二
十

一
座
と
多
い
こ
と
、
分
布
地
域
の
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広
さ
な
ど
を
考
慮
し
て
、
会
員
外

（佐
々
木
健
臣
氏
他
七
人
）
の
参
加
と
協

力
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
ま
た
県
境
は
山
岳
地
帯
が
大
部
分
を

占
め
て
い
て
、
隣
県
と
の
調
整
を
要
す
る
部
分
の
多
か

っ
た
こ
と
を
付
記
し

て
お
き
た
い
。

な
お
、
支
部
編
集
委
員
会
は
後
述
の
よ
う
に
三
回
開
催
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
諸
経
費
は
支
出
予
算
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
関
連
の
事
務
量

も
か
な
り
の
も
の
と
な

っ
た
。
作
業
終
了
ま
で
の
負
担
は
今
後
も
相
当
な
も

の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

１
、
諸
会
議

固
定
時
総
会

（六
月
二
日
）
二
十
二
人
出
席
。
②
役
員
会

（五
月
十
二
日
）

十
人
出
席
。

２
、
小
集
会

（山
行

ｏ
親
睦
）

田
鎌
倉
岳

〔六
六
九
眉
〕
古
殿
町
竹
貫

（八
月
二
十
日
）
九
人
参
加
。
②
吾

妻
小
舎
納
涼
会

（九
月
二
～
三
日
）
十
人
参
加
。
０
阿
武
隈
川
源
流
遡
行
、

西
郷
村

・
南
沢

（九
月
十
日
）
十
二
人
参
加
。
四
鏡
山

〔
一
三
二
九
眉
〕
西

会
津
町
弥
平
四
郎

（十
月
二
十
八
～
二
十
九
日
）
十
二
人
参
加
。
同
花
塚
山

〔九

一
七
屑
〕
飯
館
村

（十

一
月
二
十
六
旧
）
十
二
人
参
加
。
０
女
神
山

〔五
九
九
屑
〕
、
最
登
山

〔六
八
二
眉
〕
月
館
町

（十
二
月
十
六
日
）
十
九
人

参
加
。
ｍ
新
年
会
、
福
島
市

（十
三
年
二
月
二
日
）
十
七
人
出
席
。
０
安
達

太
良
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

（二
月
四
日
）
悪
天
候
の
た
め
中
止
。
０
西
吾
妻
山

〔二
〇
二
五
屑
〕
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

（二
月
二
十
五
日
）
十

一
人
参
加
。

３
、
「新
日
本
山
岳
志
」
編
集
委
員
会

第

一
回
会
議
、
郡
山
総
合
体
育
館

（七
月
二
十
二
日
）
十
七
人
出
席
。

第
二
回
会
議
、
郡
山
中
央
公
民
館

（十
月
二
日
）
二
十

一
人
出
席
。

第
二
回
会
議
、
郡
山
中
央
公
民
館

（二
月
二
十
四
日
）
二
十
人
出
席
。

４
、
そ
の
他
　
本
部
諸
会
議
や
東
北
地
区
諸
行
事

へ
の
参
加
を
計

っ
た
。

（安
藤
　
治
）

越

後

支

部

平
成
十
二
年
度
支
部
総
会
は
、
五
月
十
三
日
岩
船
郡
山
北
町
府
屋
町
役
場

前
の
平
喜
旅
館
に
て
開
催
。
議
長
矢
尾
板
二
郎
会
員
、
書
記
遠
山
実
会
員
を

選
出
し
、
出
席
総
数
三
十
二
人
、
委
任
出
席
者
百
四
十
人
、
計
百
七
十
二
人

に
よ
り
議
案
審
議
し
、
承
認
さ
れ
、
翌
日
懇
親
登
山
を
実
施
し
た
。

懇
親
登
山
は
、
日
本
国
五
五
五
Ｍ

（山
北
町
小
俣
地
内
）
五
十
嵐
支
部
長

以
下
三
十
五
人
で
登
山
し
た
。
四
年
前
か
ら
支
部
会
員
の
い
る
地
区
持
ち
回

り
と
し
て
、
四
地
区

（上
越
、
中
越
、
下
越
、
県
外
会
津
他
の
順
）
で
開
催

し
て
い
る
。

五
十
嵐
篤
雄
支
部
長
が
平
成
十
二
年
六
月
二
十
九
日
逝
去

（七
十
四
歳
）
。

日
本
山
岳
会
発
起
人
の

一
人
か
つ

「
日
本
山
嶽
志
」
の
編
者
の
高
頭
仁
兵
衛

氏
が
初
め
て
弥
彦
山
に
登
山
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
弥
彦
神
社
の
灯
籠
神
事
に

花
を
添
え
る
こ
と
と
し
て
昭
和
二
十
九
年
七
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
高
頭

祭
は
、
第
四
十
三
回
を
平
成
十
二
年
七
月
二
十
五
日
開
催
し
た
。
弥
彦
山
大

平
園
地
に
建
立
の
高
頭
仁
兵
衛
翁
壽
像
碑
前
に
て
黙
祷
、
献
花
、
献
杯
を
行

い
そ
の
後
直
ら
い
を
実
施
し
た
。
三
十
二
人
が
参
加
。

弥
彦
神
社
山
頂
の
神
廟
に
移
動

ｏ
第
四
十
七
回
弥
彦
松
明
登
山
祭
に
合
流
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し
、
神
官
の
祝
詞
や
玉
串
奉
献
等
の
後
、
記
念
講
演
、
登
山
賛
歌
合
唱
後
約

百
二
十
人
が

一
八
時
四
〇
分
松
明
行
進
開
始
、
神
社
境
内
に
て
お
払
い
を
受

け
弥
彦
駅
前
ま
で
行
進

ｏ
弥
彦
体
育
館
に
て
懇
親
会

・
解
散
。

第
十
七
回
全
国
支
部
懇
談
会
、
十
月
十
六
～
十
七
日
。
東
九
州
支
部
主
管

九
重
集
会
。
別
府
温
泉
九
州
の
屋
根

・
九
重
連
山
の
久
住
山
登
山
参
加
四
人
。

第
十

一
回
支
部
年
次
晩
餐
会
お
よ
び

「越
後
山
岳
第
十
号
」
発
刊
記
念
祝

賀
会
。
十
二
月
九
日

ｏ
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
六
十
九
人
参
加
。

越
後
山
岳
第
十
号
出
版
記
念
と
併
催
し
、
記
念
講
演
。
本
部
評
議
員

・
平

林
克
敏
氏
か
ら
演
題

「自
然

・
環
境

ｏ
資
源
」
の
御
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

本
部
晩
餐
会
の
翌
週
土
曜
日
に
越
後
の
サ

ロ
ン
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。

「越
後
山
岳
」
第
十
号
、
六
百
部
。
晩
餐
会
に
高
頭
仁
兵
衛
お
よ
び
藤
島

玄
両
氏
の
特
集
号
と
し
て
発
行
。

特
集
の
両
氏
の
記
録
は
今
が
最
後
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
編
集
委

員
会
は
渾
身
の
力
を
込
め
て
記
事
の
収
集
を
図

っ
た
こ
と
か
ら
、
個
性
豊
か

な
作
品
が
集
約
さ
れ
、
多
彩
な
内
容
の
十
号
が
生
ま
れ
、
二
十

一
世
紀
を
控

え
、
越
後
支
部
五
十
年
の
歴
史
を
飾
る
に
相
応
し
い
記
念
す
べ
き
文
献
が
完

成
し
た
と
編
集
子
は
伝
え
て
い
る
。
故
五
十
嵐
支
部
長
懸
案
の
出
版
で
あ

っ

た
。

（田
邊
信
行
）

濃
　
支
　
部

昭
和
二
十
二
年
、
県
内
に
疎
開
し
て
い
た
槙
有
恒
氏
を
初
代
支
部
長
と
し

て
創
立
し
、
早
や
半
世
紀
、
五
十
四
歳
を
迎
え
た
信
濃
支
部
は
三
百
人
近
い

大
所
帯
と
な

っ
た
。
し
か
し
会
員
の
多
く
は
登
山
年
齢
か
ら
言
え
ば
高
齢
者

ば
か
り
で
あ
る
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

中
の
多
く
の
人
は
、
そ
の
道
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ

っ
た
り
、
そ
れ
を
目
指

し
て
切
磋
琢
磨
し
た
若
い
何
年
か
を
経
験
し
て
き
た
人
達
で
も
あ
る
。

貯
え
た
知
識
や
体
で
覚
え
た
技
術
は
簡
単
に
失
う
も
の
で
は
な
い
。
日
本

の
山
に
し
ろ
、
海
外
の
そ
れ
に
し
ろ
、
そ
こ
に
足
を
置
け
ば
そ
れ
な
り
の
対

応
の
仕
方
が
自
然
と
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
「
山
登
り
」

そ
れ
は

ど
だ
い

一
生
の
ほ
ん
の

一
部
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
人
生
の
縮
図
で
も

あ
る
。
豊
か
な
体
験
を
通
し
て
、
良
き
リ
ー
ダ
ー
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

文
末
の
支
部
山
行
参
加
人
数
が
示
す
様
に
、
本
格
的
な
雪
の
山
に
は
限
ら

れ
た
人
の
み
と
い
う
現
状
を
見
る
に
つ
け
、
社
会
構
造
や
自
意
識
の
多
様
化

等
原
因
は
い
く

つ
も
あ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
か
ら
の
支
部
山
行
再
考
の
素
と
し

な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

昭
和
三
十
～
四
十
年
代
に
は
、
十

一
月
か
ら
五
月
ま
で
毎
月
の
雪
の
合
宿

に
は
長
い
行
列
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
い
つ
も
そ
こ
に
い
た
若
者
は
、
今

は
六
十
過
ぎ
の
爺
達
ば
か
り
で
あ
る
。
か
つ
て
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
主
峰
や
ニ
ケ

月
に
お
よ
ぶ
県
境

一
周
踏
査
も
こ
の
爺
等
の
若
き
頃
の
ト
レ
ー
ス
で
あ
る
。

平
成
十
三
年
度
に
は

「支
部
報
復
刻
版
」
の
発
行
の
た
め
の
作
業
を
立
ち

上
げ
、
松
本
市
が
主
催
す
る
世
界
岳
都
々
市
会
議
等
々
の
参
加

・
協
力
を
し

な
が
ら
、
信
濃
支
部
の
位
置
づ
け
と
将
来
像
を
議
論
す
る
場
を
作
ら
ね
ば
と

考
え
て
い
る
。

支 部 だ よ り
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支
部
行
事
は
以
下
の
通
り
。
カ
ッ
コ
内
は
参
加
人
数
。

四
月
　
通
常
総
会

（三
十
八
人
）

六
月
　
第
五
十
四
回
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

（七
十
二
人
）

八
月
　
夏
山
山
行
　
穂
高
涸
沢
周
辺

（九
人
）

十
月
　
女
性
部
山
行
　
焼
岳

（十
人
）

十
月
　
秋
山
山
行
　
十
石
山

（
二
十
人
）

一
月
　
新
年
例
会
　
松
本
市

（四
十
二
人
）

二
月
　
春
山
山
行
　
鉢
盛
山

（四
人
）

「支
部
報
」

四
月
お
よ
び
十
月
、
年
二
回
発
行

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
随
時
発
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ

「新
日
本
山
岳
誌
」
三
百
三
座

（支
部
）
執
筆
分
担

会
員
名
簿
発
行

（中
野
和
郎
）

梨
　
支
　
部

平
成
十
二
年
度
の
支
部
活
動
は
例
年
通
り
、
新
年
会
で
幕
を
開
け
、
春
の

深
田
祭
は
韮
崎
市

・
山
梨
県
山
岳
連
盟
と
共
に
、
故
深
田
久
弥
氏
を
偲
ぶ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
続
い
て
定
期
総
会
、
そ
れ
に
続
く
木
暮
碑
前
祭
、
夏

山
シ
ー
ズ
ン
は
南
ア
ル
プ
ス
で
の
自
然
保
護
活
動
、
県
の
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
と

し
て
県
内
各
地
域
の
高
山
で
の
巡
視
活
動
、
上
高
地
や
八
ケ
岳
、
櫛
形
山
で

の
支
部
山
行
等
の
行
事
を
無
事
終
え
た
。
さ
ら
に
秋
の
木
暮
祭
、
福
井
県
越

前
で
の
自
然
保
護
全
国
大
会
に
参
加
、
富
士
山
、
南
ア
ル
プ
ス
で
の
山
の
ト

イ
レ
持
ち
帰
リ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
協
力
し
た
。
平
成
十
三
年
度
に
お
い
て
　
２７

も
新
年
会
か
ら
始
ま
り
、
今
年
は
竹
内
副
会
長
の
参
加
を
得
る
な
ど
恒
例
の

事
業
計
画
に
加
え
、
支
部
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
山
本

ｏ
池
田
、
両
氏

の
退
任
、
ま
た
、
新
任
役
員
と
し
て
日
本
、
中
田
、
遠
山
三
名
の
委
員
が
決

ま
る
な
ど
の
動
き
が
あ
り
、
新
た
な
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
山
村
会
員

が
突
然
の
病
に
倒
れ
た
た
め
、
例
年
山
村
氏
主
導
の
木
暮
碑
前
祭
を
支
部
委

員
が
協
力
し
合
い
、　
一
九
と
な

っ
て
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
会
場
の
金
山
平

に
は
会
員
が
焼
い
た
イ
ワ
ナ
の
香
ば
し
い
匂
い
が
、
参
加
し
た
者
の
食
欲
を

そ
そ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
夏
の
櫛
形
山
支
部
山
行
は
、
レ
イ

ン
ジ
ャ
ー
を
兼
ね
て
多
く
の
支
部
会
員
が
参
加
し
、
緑
豊
か
な
森
林
浴
を
楽

し
ん
だ
。
秋
に
は
木
暮
祭
、
支
部
山
行
に
は
八
ケ
岳
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
自
然
保
護
活
動
の

一
環
と
し
て
、
レ
イ
チ

ェ
ル
カ
ー
ソ
ン
の
上
映
会
を

後
援
し
、
読
書
の
秋
の
気
分
を

一
般
の
方
々
に
味
わ

っ
て
い
た
だ
く
。
さ
ら

に
今
年
は
久
々
の
新
入
会
員
が
あ
り
、
三

つ
峠
山
荘
の
中
村
氏
を
始
め
二
人

が
加
わ

っ
た
。
若
手
の
新
入
会
員
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
大
い
に

歓
迎
し
た
い
も
の
だ
。
支
部
の
今
後
の
活
動
方
針
と
し
て
は
、
他
支
部
と
の

交
流
会
の
企
画
や
支
部
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
な
に
か
等
の
活
動
テ
ー
マ
を

検
討
し
な
が
ら
、
新
会
員
の
拡
大
や
若
手
会
員
の
養
成
等
、
こ
れ
ま
で
同
様

に
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り

つ
つ
、
潤
滑
な
支
部
運
営
が
出
来
る
こ
と
を
願

っ

て
い
る
。

（遠
山
若
枝
）



岡
　
支
　
部

静
岡
支
部
の
平
成
十
二
年
度
の
活
動
は
、
支
部
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

に
尽
き
る
と
言
え
る
。

二
年
越
し
に
立
案
し
て
来
た
事
業
は
、
平
成
十
二
年
五
月
九
日
通
常
総
会

で

「
記
念
誌
発
行
」
「
記
念
式
典
と
講
演
会
」
「祝
賀
会
と
山
行
」
「
記
念
海

外
登
山
①
十
二
年
度
台
湾

・
雪
山
②
十
三
年
度
韓
国

・
雪
岳
山
」
と
決
定
さ

れ
、
各
委
員
は
詳
細
な
実
行
計
画
の
立
案
と
関
係
先
と
の
折
衝
に
奔
走
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
ほ
と
ん
ど
記
録
の
な
い
創
立
時
の
経
緯
、
そ
の
後
の
活

動
の
事
実
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
記
念
誌

「不
蓋
」
に
半
世
紀
の
歩
み
と
し
て
、

ほ
ぼ
正
確
に
歴
史
的
事
実
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

一
つ
の
事
業
に
会

員
が
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
密
な
連
帯
感
が
生
ま
れ
、
事
業
費
用
と
し

て
臨
時
支
部
費
を
ほ
と
ん
ど
全
支
部
員
か
ら
送
金
い
た
だ
い
た
。

支
部
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
山
岳
会
に
所
属
し
、
そ
の
会
で
の
山
行
が
多

く
、
支
部
主
催
の
山
行
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
が
、
記
念
海
外

登
山
、
台
湾
雪
山
に
は
十
人
が
参
加
。
支
部
会
員
の
山
行
が
実
現
し
た
。

支
部
会
員
ど
う
し
で
登
山
を
の
思
い
は
、
従
来
静
岡
市
内
で
開
催
し
て
い

た
通
常
総
会
を
、
十
三
年
度
は
安
倍
奥
の
登
山
基
地

・
梅
ケ
島
で
行
い
、
翌

日
の
山
行
は
各
人
の
体
力
に
合
わ
せ
て
四
コ
ー
ス
が
選
ば
れ
、
密
度
の
濃
い

懇
親
山
行
が
で
き
た
。
秋
に
は
記
念
海
外
山
行
②
の
韓
国
雪
岳
山
、
会
主
催

で
は
な
い
が
会
員
の
企
画
し
た
ネ
パ
ー
ル

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
は
相
当
数
の

参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
が
、
や
が
て
海
外
に
本
格
的
な
登
山

隊
を
送
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

「過
去
の
歴
史
検
証
の
上
、
二
十

一
世
紀

へ
の
新
し
い
前
進
」
を
目
標
に
、

会
員
の
努
力

ｏ
協
力
に
よ
り
記
念
事
業
は
成
功
裏
に
終
了
し
た
が
、
中
心
に

な

っ
て
企
画
推
進
し
て
き
た
水
野
公
男
副
支
部
長
が
病
に
倒
れ
、
記
念
式
典

を
見
ず
に
十
月
十

一
日
逝
去
さ
れ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ

っ
た
。

記
念
事
業
に
つ
い
て
は

「支
部
通
信
」
四
十
九
号
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、

概
要
の
み
以
下
に
記
す
。

一
、
海
外
登
山
の
台
湾
雪
山

（三
八
八
四
屑
）
十
二
年
四
月
二
十
八
～
五
月

二
日
　
参
加
者
十
人

三
、
記
念
誌

「不
蓋
」

Ｂ
五
版

　
一
三
八
頁

三
、
式
典
　
十
二
年
十

一
月
十

一
日
　

一
三
時
　
来
賓
、
大
塚
博
美
会
長
、

西
丸
震
哉
会
員
、
小
原
晴
子
会
員
、
勝
山
康
雄
理
事
、
高
木
碕
男
岐
阜

支
部
長
、
中
世
古
隆
司
東
海
支
部
長
。

講
演

「山
で
出
会

っ
た
様
々
な
動
物
た
ち
」
講
師
　
西
丸
震
哉

四
、
祝
賀
会
　
十
二
年
十

一
月
十

一
日
　
一
八
時
　
井
川
少
年
自
然
の
家

五
、
山
行
　
十
二
年
十

一
月
十
二
日
　
山
伏

六
、
海
外
登
山
②
韓
国
雪
岳
山

（
一
七
〇
七
眉
）

平
成
十
三
年
十
月
十

一
～
十
四
日

（山
田
　
透
）

海
　
支
　
部

次
年
度
に
支
部
設
立
四
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
た
め
、
平
成
十
二
年
度

の
支
部
活
動
は
記
念
事
業
の
準
備
が
中
心
と
な

っ
た
。
支
部
設
立
四
十
周
年

支 部 だ よ り
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記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
で
は
、
尾
上
昇
実
行
委
員
長
を
中
心
に
以
下
の
案

が
承
認
さ
れ
た
。
海
外
行
事
と
し
て
、

ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
冬
期
登
攀
、
イ
ン
ド

ヒ
マ
ラ
ヤ
実
年
登
山
、

ロ
ブ
ジ

ェ
イ
ー
ス
ト
登
山
、
そ
し
て
ネ
パ
ー
ル
ト
レ
ッ

キ
ン
グ

（四
コ
ー
ス
）
。
国
内
行
事
で
は
、
記
念
式
典
と
懇
親
会
、
写
真
お

よ
び
ス
ケ
ッ
チ
展
、
記
念
講
演
会
、
「支
部
報
」
の
合
本
版
出
版
。
登
山
で

は
四
月
よ
リ
ス
タ
ー
ト
し
た
四
十
山

（愛
知
、
二
重
県
か
ら
各
二
十
山
）
ラ

リ
ー
と
同
日
登
山
、
身
体
障
害
者
と
の
ふ
れ
あ
い
登
山
等
で
あ
る
。
各
行
事

の
担
当
は
、
年
毎
に
充
実
し
て
来
た
十
三
の
委
員
会
で
あ
り
、
現
在
の
東
海

支
部
を
動
か
し
て
い
る
七
十
名
程
の
委
員
で
あ
る
。

海
外
登
山
委
員
会
の
田
辺
冶
は
、

ロ
ー
ツ
ェ
峰
の
偵
察
を
十
二
月
に
行
い
、

慎
重
に
ル
ー
ト
等
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
小
川
繁
ら
青
年
部
委
員
会
は
ロ
ブ

ジ

ェ
峰
登
山
計
画
に
加
え
て
、
名
古
屋
地
区
の
大
学
山
岳
部
や
岳
連
の
海
外

遠
征
希
望
者
に
ガ
ネ

ッ
シ
ュ
ヒ
マ
ー
ル
Ⅱ
峰
遠
征
報
告
会

（十
二
月

一
日
）

を
、
続
い
て
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
遠
征
報
告
会

（
一
月
十
七
日
）
を
開
き
、

「開
か
れ
た
東
海
支
部
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。　
一
月
二
十
日
の
支
部
新
年
会

で
は
、
本
部
常
任
評
議
員
で
あ
る
平
林
克
敏
氏
が

「熱
き
心
」
と
題
し
て
四

十
周
年
記
念
講
演
を
行
い
、
参
加
者
の
好
評
を
得
た
。

橋
村

一
豊
を
中
心
と
し
た
自
然
保
護
委
員
会
は
、
関
西

ｏ
京
都
支
部
と
合

同
で

「第
二
回
森
の
勉
強
会
」
を
五
月
に
開
催
、
十
月
十
四
～
十
五
日
の
自

然
保
護
全
国
集
会
で
は
、
野
呂
邦
彦
が

「御
在
所
岳
裏
道
の
過
剰
な
ペ
イ
ン

ト

マ
ー
ク
」
の
実
情
を
話
題
提
供
し
た
。
ま
た
社
会
問
題
化
し
て
い
る

「徳

山
ダ
ム
」
や
万
博
会
場
隣
接
の

「海
上
の
森
」
に
つ
い
て
も
支
部
員

・
支
部

友
に
見
学
会
の
場
を
提
供
し
た
。

石
田
文
男
ら
図
書
委
員
会
は
、
記
念
出
版
の
計
画
に
加
え
、
支
部
蔵
書
目

録
を
完
成
さ
せ
、
支
部
員

ｏ
支
部
友
に
図
書
を
活
用
し
や
す
い
閲
覧
の
場
を
　
２７

ど
の
よ
う
に
提
供
す
る
か
と
い
う
課
題

へ
の
対
策
と
し
て
、
図
書
の
日
を
設

け
る
な
ど
の
試
行
を
始
め
た
。

鈴
木
常
夫
ら
登
山
教
室
委
員
会
は
、
「朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
「愛

知
県
労
働
協
会
」
の
教
室
に
加
え

「瀬
戸
市
教
育
委
員
会
主
催
の
登
山
教
室
」

を
座
学
と
実
地
山
行
で
行

っ
た
。

長
坂
博
ら
支
部
友
委
員
会
は
、
国
内
行
事
の
中
心
で
あ
る
四
十
山
ラ
リ
ー
、

同
日
登
山
の
推
進
に
加
え
て
、
約
二
百
七
十
人
の
支
部
友
に

「安
全
な
山
登

り
」
「山
登
り
の
楽
し
さ
」
を
啓
発
実
践
し
て
き
た
。
登
山
で
は
月

に
三
回

の
月
例
山
行
と
、
三
泊
四
日
の
夏
山
山
行

「雪
倉
岳

・
朝
日
岳
縦
走
」
を
行

っ

た
。
ま
た
支
部
友
集
会
で
は
、
六
月
に

「
ネ
パ
ー
ル
の
文
化

・
言
語
」

（高

岡
秀
暢
）
八
月

「軽
ア
イ
ゼ
ン
と
ス
ト

ッ
ク
に
つ
い
て
」

（梶
田
民
雄
）
十

月

「中
高
年
登
山
医
学
の
話
」

（中
田
昌
敏
）
十
二
月

「
忘
年
会
」

二
月

「海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
事
情
」
と
題
し
て
講
演
会
等
を
開
催
し
た
。

金
田
博
秋
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
委
員
会
は
、
漸
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち

上
げ
た
。
「支
部
報
」
と
共
に
支
部
の
情
報
発
信
と
な
る
よ
う
課
題
を
克
服

し
て
い
き
た
い
。

故
鈴
木
重
彦

・
生
田
浩
両
氏
が
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ

っ
た
集
会
委
員
会

（林
芳
弘
委
員
長
）
で
は
、
両
氏
の
遺
志
を
継
い
で
四
十
周
年

の
総
会
と
懇

親
会

（本
年
十
月
）
、
写
真
展
と
ス
ケ

ッ
チ
展

（平
成
十
四
年
二
月
）
を
計

画
し
た
。

稲
葉
省
吾
委
員
の
情
熱
か
ら
恒
例
行
事
と
な

っ
た
、
第
六
回
伊
吹
山
幡
隆
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祭
を
十

一
月
十

一
日
に
山
東
町
の
鴨
池
荘
で
開
催
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
伊
吹
山
研
究
所
の
福
永
円
澄
氏
か
ら
伊
吹
山
に
つ
い
て
、
中
川
義
晶
氏
か

ら
伊
吹
山
の
自
然
と
歴
史
と
山
岳
仏
教
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。
翌
十
二

日
は
行
者
岩
を
経
由
し
て
伊
吹
山
登
山
を
行
い
、
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め

た
。本

年
に
入
り
、
四
十
周
年
の
行
事
は
着
実
に
進
行
し
て
い
る
。
海
外
行
事

の
ト

ッ
プ
バ

ッ
タ
ー
で
あ
る

「
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
ガ
ン
グ
ス
タ
ン
峰
登
山
」

は
、
二
隊
が
同
時
登
頂
に
成
功
し
、
中
日
新
聞
紙
面

（八
月
十
五
日
付
）
に

も
掲
載
さ
れ
た
。
未
踏
ル
ー
ト
の
北
壁
隊

（水
野
起
己
隊
長
）
と
最
高
齢
七

十
二
歳
の
田
中
守
之
隊
長
率
い
る
南
西
稜
隊
も
、
二
十

一
世
紀
初
年
を
飾
る

に
相
応
し
い
登
頂
成
功
を
遂
げ
、
「幸
先
良
し
」
で
あ
る
。

（星
　

一
男
）

阜

支
　
部

平
成
十
年
度
は
全
国
支
部
懇
談
会
の
主
管
等
で
何
か
と
忙
し
か

っ
た
当
支

部
だ
が
、
平
成
十
二
年
度
は

一
転
穏
や
か
に
、
か
つ
順
調
に
予
定
の
行
事
を

こ
な
し
た

一
年
だ

っ
た
。
そ
れ
で
も
、
春
秋
冬
計
五
回
実
施
し
た
定
例
山
行

の
参
加
者
数
の
平
均
を
見
る
と
、
平
成
九
年
度
二
十
七
人
、
十
年
度
二
十
二

人
、
十

一
年
度
二
十
八
人
に
対
し
、
今
年
度
は
三
十
六
人
と
増
え
て
い
る
。

勿
論
当
日
の
天
候
等
の
影
響
も
あ
る
が
、
支
部
が
活
性
化
し
て
い
る
こ
と
も

ま
た
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
に
は
、
東
京
、
埼
玉
、
山
梨
、
京
都
、
兵
庫

等
か
ら
参
加
し
て
く
れ
る
本
部
並
び
に
他
支
部
の
会
員
も
多
く
、
こ
の
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
を
今
後
と
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
ｃ

一
方
、
前
年
度
の
支
部
会
友
の
遭
難
騒
ぎ
か
ら
見
直
し
を
計

っ
た
会
友
制

度
に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
五
十
二
人
い
た

一
般
会
友
は
年
度
末
に
は
二
十

二
人
と
三
十

一
人
の
大
幅
減
少
と
な

っ
た
。
そ
の
内
十
二
人
は
日
本
山
岳
会

に
入
会
し
た
が
、
十
九
人
は
退
会
ま
た
は
除
籍
で
あ
る
。
将
来
会
員
に
な
る

意
欲
の
な
い
人
は
退
会
願
う
、
と
い
う
方
針
に
応
じ
て
自
主
的
に
退
会
さ
れ

た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
少
々
薬
が
効
き
過
ぎ
た
嫌
い
は
あ
る
が
、
こ
の
会
友

制
度
の
見
直
し
は
か
な
り
の
効
果
を
上
げ
た
と
考
え
て
い
る
。
会
員
数
も
百

八
人
に
増
え
、
し

っ
か
り
し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
支
部
運
営
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。

以
下
に
十
二
年
度
の
主
な
支
部
行
事
を
簡
単
に
記
し
て
い
く
。

恒
例
の
支
部
総
会
は
、
四
月
二
十
二
日
、
天
下
の
名
泉
下
呂
温
泉
で
大
塚

会
長
を
迎
え
開
催
し
、
翌
日
は
大
塚
会
長
以
下
六
十
人
が

「
下
呂
御
前
」
に

登
り
御
嶽
山
を
遥
拝
し
た
。

春
季
現
地
小
集
会
は
、
六
月
十

一
日
、
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
十
六

人
が
参
加
し
、
奥
美
濃
の
名
峰

「雷
倉
」
に
藪
を
分
け
て
登

っ
た
。

九
月
二
十
四
日
の
秋
季
懇
親
山
行
も
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
ガ
ス
の
中
を
登

っ

た

「霊
仙
山
」
で
は
蛭
の
大
歓
迎
を
受
け
た
。

十
月
の
秋
期
懇
親
山
行
は
二
十

一
日

「
国
立
乗
鞍
青
年
の
家
」
に
泊
ま
り
、

翌
二
十
二
日
は

「丸
黒
山
」
に
登
り
北
ア
ル
プ
ス
の
大
観
を
満
喫
し
た
。

当
支
部
恒
例
の
行
事
で
あ
る
山
岳
講
演
会
は
、
十

一
月
十
七
日
、
ま
た
し

て
も
大
塚
会
長
に
お
い
で
願
い
植
村
直
巳
さ
ん
の
話
を
う
か
が

っ
た
。
大
塚
　
７３

会
長
に
は
昨
年
の
支
部
懇
談
会
か
ら
三
回
連
続
の
岐
阜
支
部
と
な
り
、
す

っ



か
り
顔
な
じ
み
で
あ
る
。
翌
日
は
初
雪
の
舞
う

「貝
月
山
」
に
一
緒
に
登
り
、

熱
い
う
ど
ん
を
分
け
合

っ
て
食

べ
た
。

一
月
二
十
日
の
新
春
懇
談
会
当
日
、
昼
頃
か
ら
突
然
の
大
雪
と
な
り
交
通

機
関
は
大
混
乱
と
な

っ
た
が
、
欠
席
者
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
雪
を
見
な
が
ら

飲
み
か

つ
語
り
合

っ
た
。

今
年
で
二
回
目
と
な
る
冬
季
現
地
小
集
会
は
、
二
月
二
十
五
日
、
昨
年
同

様
雪
の
な
い
三
河
の
山
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
思
い
が
け
ず
霧
氷
に
出
会
い
、
そ

れ
を
見
な
が
ら

「寧
比
曽
岳
」
か
ら

「筈
ケ
岳
」

へ
縦
走
し
た
。

そ
の
他
に
は
、
海
外
山
行
と
し
て
楽
山
や
峨
眉
山
に
登

っ
た

「中
国
の
名

峰
巡
り
」
、
国
内
登
山
ツ
ア
ー
は
四
国
方
面
で
石
鎚
山
と
剣
山
、
兵
庫

で
の

京
都
支
部
と
の
懇
親
山
行
、
全
国
支
部
懇
談
会
別
府
九
重
大
会
、
い
ず
れ
も

十
人
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
盛
況
の
内
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
平
成
十
二
年
度
は
平
凡
な
内
に
も
充
実
し
た

一
年
で
あ

っ
た

が
、
十
四
年
度
に
は
支
部
創
立
三
十
周
年
事
業
が
あ
り
、
ま
た
ま
た
雑
務
に

追
わ
れ
る
十
三
年
度
に
な
る
と
覚
悟
し
て
い
る
。

（堀
　
義
博
）

都
　
支
　
部

一
、
支
部
行
事
や
例
会
山
行
の
参
加
者
が
半
ば
固
定
化
し
、　
一
年
間

一
回
も

支
部
行
事
に
参
加
し
て
い
な
い
会
員
が
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
こ
と
か

ら
、
支
部
運
営
、
例
会
山
行
、
各
種
催
し
に
対
し
て
気
軽
に
意
見
を
聴
く
場

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
、
山
水
会
の
場

を
借
り
て
山
の
情
報
交
換
会
を
開
い
た
。
北
山
の
会

・
昆
喬
登
山
隊
の
登
頂

報
告
と
ス
ラ
イ
ド
映
写
を
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
、
四
十
人
の
参
加
を
得
て
開

会
し
た
。
会
場
を
対
話
形
式
に
改
め
、
ビ
ー
ル
で
少
し
喉
を
潤
し
気
分
を
ほ

ぐ
し
て
か
ら
意
見
交
換
会
を
開
会
、
出
席
者
か
ら
は
活
発
な
発
言
が
あ

っ
た
。

支
部
委
員
会
に
対
す
る
要
望
、
支
部
行
事
に
対
す
る
要
望
や
具
体
的
山
行
計

画
の
提
案
等
々
、
会
員
同
志
の
生
の
意
見
交
換
が
で
き
て
非
常
に
有
意
義
な

会
に
な

っ
た
。
こ
の
結
果
を
今
後
の
運
営
に
生
か
す
べ
く
委
員
会
で
検
討
し
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
約
し
て
散
会
し
た
。

二
、
二
〇
〇

一
年
四
月
の
京
都
支
部
総
会
に
お
い
て
、
横
田
明
男
氏
が
満
場

一
致
に
て
新
支
部
長
に
就
任
し
た
。
氏
は
今
西
錦
司
先
生
と
共
に
京
都
支
部

を
創
立
し
た
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
あ
り
、
そ
の
熱
い
思
い
は
健
在
で
あ
る
。

総
会
後
の
講
演
会
で
は
、
中
村
保
氏
が

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
の
空
白
部
―
深
い

侵
食
の
国
」
と
題
し
、
メ
コ
ン
川
の
源
流
や
横
断
山
脈
の
未
知
の
地
域
、
未

踏
蜂
に
つ
い
て
、
、最
新
の
調
査
結
果
を
素
晴
ら
し
い
写
真
と
と
も
に
披
露
。

三
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
、
京
都
支
部
の
海
外
高
所
登
山
、
登
山
技
術
の
中
心

で
あ
る
須
藤
建
志
氏
を
、
ラ
カ
ポ
シ
偵
察
山
行
中
の
不
慮
の
落
石
事
故
で
失

う
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
に
遭
遇
し
た
。
十
二
月
十
五
日
発
行

の

「支
部
報
」
Ｌ
六

一
号
に
て
斉
藤
支
部
顧
問
、
酒
井
支
部
長

の
追
悼

の
辞
、

現
地
事
故
報
告
、
お
別
れ
の
会
の
詳
報
と
経
過
報
告
、
須
藤
氏
の
数
々
の
海

外
山
行
暦
を
披
露
し
追
悼
の
意
を
表
し
た
。

四
、
以
下
に
支
部
の
山
行
報
告
と
こ
れ
か
ら
の
計
画
を
記
す
。

・
各
地
支
部
と
の
交
流
山
行

。
合
同
山
行

０
　
二
〇
〇
〇
年
十
月
　
岩
手
支
部
と
の
交
流
山
行
。
早
池
峰
山
、
遠
別
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山

０
　
同
十

一
月
　
岐
阜
支
部
と
の
交
流
登
山
。
播
磨

ｏ
三
室
山

０
　
二
〇
〇

一
年
二
月
　
関
西
支
部
と
の
合
同
ス
キ
ー
山
行
。
荒
島
岳

・

橋
架
谷
は
大
雨
に
な
り
中
止
、
来
年
再
戦
と
す
る

四
　
二
〇
〇

一
年
九
月
　
宮
崎
支
部
と
の
交
流
山
行
を

「
秘
境
椎
葉
と
九

州
山
脈
脊
梁
の
山
旅
」
と
題
し
て
扇
山
、
自
鳥
山
に
て
開
催

国
　
同
年
十

一
月
に
は
富
山
、
石
川
、
岐
阜
、
福
井
、
京
都
五
支
部
合
同

山
行

ｏ
傘
山
が
計
画
さ
れ
て
い
る

ｏ
展
望
の
山
シ
リ
ー
ズ

０
　
二
〇
〇
〇
年
九
月
　
奥
美
濃

・
平
家
岳
に
廃
村
に
な

っ
た
旧
荷
暮
部

落
の
岩
魚

つ
り
名
人
の
案
内
を
得
て
、
荷
暮
川
ル
ー
ト
か
ら
登
頂
。

渡
渉
、
木
の
根
登
り
、
藪
こ
ぎ
、
岩
魚
の
骨
酒
と
美
濃
の
山
の
醍
醐

味
を
味
わ

っ
た

国
　
同
年
十
月
の
竜
王
山
か
ら
初
瀬
山
は
辰
年
に
ち
な
み
竜
尽
く
し
山
行

で
、
八
月
の
沢
登
り
も
宇
賀
渓

・
竜
ケ
岳
で
あ

っ
た
が
、
惜
し
く
も

雨
天
中
止
、
二
〇
〇

一
年
八
月
に
再
戦
の
予
定

０
　
同
年
十

一
月
は
播
磨

・
鷹
ノ
巣
山
か
ら
高
御
位
山
、
二
〇
〇

一
年
四

月
は
丹
後
半
島

ｏ
赤
岩
山
と
ユ
ニ
ー
ク
な
山
が
選
ば
れ
て
い
る

四
　
二
〇
〇

一
年
八
月
に
は
多
紀
ア
ル
プ
ス
、
三
嶽

・
小
金
ケ
嶽
を
計
画

ｏ
雪
上
技
術
講
習
会
は
二
〇
〇

一
年
四
月
に
御
岳
山
に
て
行
わ
れ
た

・
わ
か
ん
山
行
　
近
年
京
都
近
郊
で
は
積
雪
不
足
に
悩
ん
で
お
り
、
そ
の
対

応
策
と
し
て

「
わ
か
ん
山
行
」
が
企
画
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
二
月
の
北

山

・
白
倉
谷
山
が
大
好
評
を
得
、
今
年
は
無
雪
期
に
は
藪
が
深
く
積
雪
期

登
山
に
最
適
な
湖
北

ｏ
武
奈
に
向
か
い
、
荒
天
の
中
で
十
三
分
に
雪
山
を

満
喫
し
た

・
ス
ケ
ッ
チ
山
行
　
二
〇
〇
〇
年
十
月
大
山
に
て
行
わ
れ
、
伯
者
国
美
術
館

に
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
寄
託
の
絵
画
も
鑑
賞
。
二
〇
〇

一
年
十
月
に
は
開
田
高
原
で

の
ス
ケ
ッ
チ
山
行
も
予
定
さ
れ
て
い
る

。
恒
例
の
大
文
字
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
七
月
最
終
日
曜
日
に
賑
や
か
に
行

わ
れ
た

ｏ
九
月
の
鉢
盛
山
の
お
月
見
山
行
は
、
昨
年
雨
天
の
た
め
果
た
せ
な
か

っ
た

再
戦
に
な
る

・
京
都
支
部
十
五
周
年
記
念
集
会
が
十
月
に
花
背

上
父
流
の
森
に
て
、
支
部

備
品
の
大
型

ロ
ー
ス
タ
ー
を
持
ち
出
し
、
支
部
会
員
同
士
で
夜
を
徹
し
て

食
べ
、
飲
み
、
語
り
明
か
そ
う
と
計
画
さ
れ
て
い
る

ｏ
東
海
、
関
西
、
京
都
支
部
自
然
保
護
委
員
会
合
同

・
森
の
勉
強
会
に
、
今

年
か
ら
岐
阜
支
部
も
加
わ
り
、
四
支
部
合
同
で
十
月
に
朽
木

ｏ
朝
日
の
森

に
て
行
わ
れ
る
。
前
二
回
が
六
月
開
催
で
あ

っ
た
が
、
今
回
初
め
て
紅
葉

の

一
番
美
し
い
時
期
の
芦
生
に
入
る

そ
の
他
に
、
展
望
の
山
を
年
三
回
、
支
部
ス
キ
ー
山
行
、
国
宝
見
学
、
カ
ラ

コ
ル
ム
空
撮
、
遭
難
対
策
講
演
会
等
々
を
計
画
中
で
あ
る
。（田

中
昌
二
郎
）

山
　
支
　
部

二
〇
〇
〇
年
は
第
五
十
五
回
国
体
が
富
山
県
五
箇
山
五
ケ
町
村
で
開
催
さ



れ
た
。
六
月
に
は
ミ
ニ
国
体
、
十
月
は
本
国
体
と
会
員
の
多
数
が
こ
れ
に
役

員
と
し
て
参
加
、
準
備
か
ら
終
了
ま
で
の
間
力
を
合
わ
せ
た
。
十
月
十
八
日

に
は
無
事
に
閉
会
式
、
次
年
に
開
催
さ
れ
る
仙
台

へ
引
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

支
部
事
業
は
、
四
月
十
四
日
総
会
に
て

一
年
の
行
事
が
決
ま

っ
た
。
毎
年

行

っ
て
い
る
旧
河
内
村
で
の
播
隆
祭
は
、
道
路
の
決
壊
の
た
め
、
残
念
な
が

ら
中
止
と
し
た
。

五
月
十
三
～
十
四
日
石
川
支
部
担
当
で
、
北
陸
三
県
合
同
支
部
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
五
人
が
参
加
し
た
。

五
月
二
十
七
～
二
十
八
日
今
西
祭
。
遠
い
九
州
か
ら
の
参
加
も
あ
り
三
十

七
人
の
参
加
で
、
千
寿
ケ
原
に
て
開
き
、
十
八
日
に
は
大
辻
山

へ
登
り
、
昼

食
後
解
散
無
事
に
終
る
こ
と
が
で
き
た
。

七
月
二
日
例
会
山
行
。
こ
こ
五
年
続
い
て
い
る
新
潟
県
の
山

へ
。
今
回
は

頸
城
駒
ケ
岳
、

ハ
シ
ゴ
、

ロ
ー
プ
な
ど
も
あ
り
、
登
り
が
い
の
あ
る
花
の
多

い
山
で
あ

っ
た
。

九
月
十
六
～
十
七
日
全
国
支
部
懇
談
会
。
東
九
州
支
部
担
当
に
て
九
重
山

へ
、
天
候
に
恵
ま
れ
素
晴
ら
し
い
山
々
を
眺
め
た
。
帰
り
は
自
家
用
車
で
大

分
駅
ま
で
送

っ
て
頂
く
。

十
月
十
二
～
十
八
日
ま
で
は
国
体
の
た
め
多
忙
、
無
事
に
終
り
、
十

一
月

五
日
会
員
が
所
持
し
て
い
る
朝
日
町
の
夢
創
塾

で
の
き
の
こ
山
行
。
山
は

毬
頭
山

へ
。
温
か
い
き
の
こ
汁
と
、
差
し
入
れ
の
ア
オ
リ
イ
カ
の
焼
き
た
て

の
つ
ま
み
で
舌
鼓
を
打

つ
。
国
体
の
疲
れ
を
い
や
す
こ
と
が
出
来
た
。

一
月
七
～
八
日
、
三
年
続
い
て
い
る
冬
の
上
高
地

へ
。
中
ノ
湯
で
宿
泊
、

翌
朝
日
覚
め
て
び

っ
く
り
、
四
〇
セ
ン
チ
以
上
も
雪
が
降
リ
ラ
ッ
セ
ル
を
し

な
が
ら
目
的
地

へ
、
近
く
を
散
策
し
帰
る
。

暫
く
開
く
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
室
内
例
会
を
十
二
月
と
二
月
に
開
く
。
　

２７

十
三
年
度
に
入
り
播
隆
祭
、
夏
山
山
行
と
行
い
、
山
行
の
帰
り
に
立
寄

っ

た
風
呂
で

一
服
。
二
年
後
の
五
十
五
周
年
に
は
ど
こ
へ
行
く
か
な
ど
の
話
が

は
ず
み
、
参
加
者
の
顔
が
期
待
と
夢
に
向

っ
て
明
る
く
思
え
た
。
十
二
年
度

に
は
、
新
入
会
員
が
八
人
、
そ
の
中
に
は
三
十
代
の
会
員
も
入
会
、
支
部
の

若
返
り
と
と
も
に
、
例
会

・
山
行
と
参
加
者
が
増
え
れ
ば
と
願

っ
て
い
る
。

（木
戸
繁
良
）

平
成
十
二
年
度
は
四
月
八
日
の
定
期
総
会
で
始
ま

っ
た
。
総
会
は
小
松
市

の
粟
津
温
泉

「
お
び
し
荘
」
で
、
十
九
人
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。
役
員
の

任
期
は
二
年
で
、
平
成
十
二
年
度
は
そ
の
改
選
期
に
あ
た
る
が
、　
一
部
の
委

員
に
変
更
が
あ

っ
た
も
の
の
前
期
の
役
員
が
再
任
さ
れ
た
。

翌
日
は
、
五
月
に
石
川
支
部
主
管
で
開
催
さ
れ
る
山
行
会
場
予
定
の
鈴
ケ

岳
に
下
見
に
行
く
予
定
で
あ

っ
た
が
、
豪
雪
の
た
め
林
道
が
開
通
し
て
お
ら

ず
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

五
月
十
三
～
十
四
日
に
、
小
松
市
で
北
陸
三
支
部
合
同
登
山
集
会
を
開
催

し
た
。
十
三
日
は
小
松
市
の

「大
杉
青
年
の
家
」
に
て
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
懇
親
会
を
開
催
。
翌
十
四
日
は
鈴
ケ
岳

（
一
一
七
五
眉
）
に
懇
親
登
山
を

行

っ
た
。
昼
頃
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、
早
々
に
下
山
し
た
。
こ
の
鈴

ケ
岳
は
、
当
支
部
の
西
出
会
員
が
昔
の
道
跡
を
長
年
に
亘
り
整
備
し
、
近
年

川

」レ
X

」L7
口1)
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よ
う
や
く
登
山
道
が
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
登
山
道
の
途
中
の
水
場

の

「
ヌ
ギ
谷
原
」
に
避
難
小
屋
を
建
設
中
で
あ

っ
た
の
で
、
力
の
あ
る
皆
さ

ん
と
と
も
に
そ
の
資
材
運
び
に
協
力
を
し
た
。
こ
の
小
屋
は
現
在
完
成
し
、

当
支
部
は
上
高
地
の
山
研
に
あ
る
よ
う
な
鐘
を
寄
贈
し
た
の
で
、
鈴

ケ
岳
に

登
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
是
非
こ
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
参

加
者
は
富
山
支
部
木
戸
支
部
長
以
下
四
人
、
福
井
支
部
宮
本
支
部
長
以
下
十

人
、
石
川
支
部
津
田
支
部
長
以
下
十
七
人
で
あ

っ
た
。

六
月
二
十
四
～
十
五
日
は

「出
湯
山
行
」
で
、
今
回
は
富
山
県
大
山
町
に

行
き
大
品
山

〔
一
四
〇
四
眉
〕
に
登
山
し
た
。
参
加
者
津
田
支
部
長
以
下
十

一
人
。
七
月
二
十
九
～
三
十
日
は
上
高
地
で

「山
研
集
会
」
を
行

っ
た
。
今

年
は

「石
川
支
部
山
岳
写
真
展
」
を
開
催
す
る
の
で
、
二
十
九
日
は
展
示
飾

り
付
け
に

一
日
費
や
し
た
。
翌
三
十
日
は
焼
岳
に
登
り
中
尾
高
原
に
下
る
者

と
、
上
高
地
を
散
策
す
る
者
と
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
途
に
つ
い
た
。
参
加

者
は
津
田
支
部
長
以
下
十
九
人
。

「石
川
支
部
山
岳
写
真
展
」
は
、
七
月
二
十
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
上
高

地
の
山
研
展
示
室
に
お
い
て
開
催
し
た
。
展
示
室
は

一
階
に
あ
る
た
め
湿
気

が
多
く
、
夏
と
は
い
え
そ
の
対
策
に
苦
労
し
、
山
研
の
木
村
夫
妻
に
は
大
変

お
世
話
に
な

っ
た
。

九
月
十
六
～
十
七
日
は
、
東
九
州
支
部
主
管
の
第
十
七
回
全
国
支
部
懇
談

会
に
津
田
支
部
長
以
下
七
人
が
参
加
。

十
月
二
十

一
～
二
十
二
日
は
自
山
千
振
尾
根
で

「紅
葉
山
行
」
を
行

っ
た
。

紅
葉
は
素
晴
ら
し
く
、
ま
た
な
め
こ
な
ど
の
き
の
こ
が
例
年
に
な
く
早
く
出

て
い
た
の
で
、
紅
葉
狩
リ
キ
ノ
コ
狩
り
に
皆
大
い
に
堪
能
し
た
。
参
加
者
は

津
田
支
部
長
以
下
十
六
人
。

十

一
月
二
十
五
～
二
十
六
日
は
、
山
祭
り
を
自
山
の
麓
白
峰
村
民
宿

「山

和
荘
」
で
行

っ
た
。
参
加
者
は
津
田
支
部
長
以
下
十
八
人
。

十
二
月
二
日
の
年
次
晩
餐
会
に
は
津
田
支
部
長
以
下
四
人
が
参
加
。

二
月
に
行
わ
れ
る
予
定
の
ス
キ
ー
集
会
は
、
諸
般
の
事
情
か
ら
中
止
。

以
上
が
石
川
支
部
の
平
成
十
二
年
度
の
支
部
活
動
で
あ
る
。
今
後
の
支
部

活
動
は
、
参
加
し
や
す
い
日
帰
り
山
行
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、　
一
人
で

も
多
く
の
会
員
の
参
加
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
活
力
あ
る
支
部
に
し
た
い
と

思

っ
て
い
る
。

（織
田
伸
治
）

陰

支
　
部

当
支
部
に
と

っ
て
大
き
な
出
来
事
は
、
平
成
十
二
月
十
月
の
鳥
取
県
西
部

地
震
に
よ
り
、
伯
者
大
山
の
頂
上
が
崩
壊
、
標
高
が

一
七

一
一
屑
か
ら

一
七

〇
九
】
月
に
下
が

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
十

一
月
に
は
支
部
会
員
に
と

っ
て
心
の

支
え
で
あ

っ
た
名
誉
会
員

・
港
　
叶
氏
の
死
去
で
あ

っ
た
。
高
田
支
部
長
体

制
三
年
目
、
五
十
周
年
記
念
事
業
の
総
ま
と
め

「五
十
周
年
記
念
誌
」
が
発

刊
で
き
た
。
同
事
業
は
平
成
十

一
年
度
か
ら
始
ま
り
、
出
版
事
業
二
件

（鳥

取
県
境
の
山
、
美
し
き
伯
者
の
滝
た
ち
）
、
ネ
パ
ー
ル
遠
征

（
メ
ラ

・
ピ
ー

ク
登
頂
）
、
五
十
周
年
記
念
展
、
最
後
が
五
十
周
年
記
念
誌
の
発
刊
、
足
掛

け
三
年
に
及
ぶ
大
事
業
が
こ
こ
に
漸
く
完
結
し
、
支
部
体
制
新
た
な
ス
タ
１
　
７７

卜
の
年
度
と
な

っ
た
。



本
年
度
総
会
支
部
長
挨
拶
の
中
で

「確
実
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
、
「会
員

相
互
の
協
力
関
係
の
強
化
」
、
「着
実
な
前
進
」
を
提
起
し
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
海
外
遠
征
の
気
運
の
高
ま
り
、
七
〇
〇
〇
屑
、
八
〇
〇
〇
屑
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
着
実
に
実
力
を
貯
え
、
事
業
の
成
功
を
図

っ
て
ゆ

き
た
い
。
そ
し
て
、
活
動
の
活
性
化
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど
内
包
す
る
諸
問

題
も

〓
層
明
ら
か
と
な

っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
ク
リ
ア

し
て
ゆ
く
の
か
、
険
し
い
道
程
が
予
想
さ
れ
る
が
会
員
相
互
の
協
力
を
基
盤

に
着
実
な
前
進
望
ま
れ
る
。

次
な
る
十
年
。
「山
に
登
る
」
第

一
歩
は
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
、
高
山
あ
り
、

低
山
あ
り
、　
一
人

一
人
の
体
力
に
よ
り
そ
の
形
態
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、

研
究
、
観
察
、
調
査
、
保
護
、
記
録
、
芸
術
、
人
に
よ
り
様
々
で
あ

っ
て
も
、

意
図
す
る
こ
と
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
貴
重
な
価
値
が
生
ま
れ
る
。
そ

れ
が
支
部
組
織
の
中
で
ま
と
ま
り
、
そ
れ
が
次
な
る
十
年
の
成
果
と
な
る
の

で
あ
る
。
ま
ず
も

っ
て
五
十
周
年
の
事
業
が
完
結
し
た
い
ま
、
会
員
そ
れ
ぞ

れ
が
次
の
十
年
の
目
標
を
設
定
し
実
行
に
う
つ
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

滝
調
査
の
継
続

（因
幡
の
滝

・
鳥
取
県
東
部
）
、
ア
コ
ン
カ
グ
ア

（六
九

五
九
属
）

へ
の
挑
戦
。
具
体
的
な
行
動
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
は
支
部
組
織
と

し
て
大
い
に
慶
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

（吉
川
明
秀
）

西
　
支
　
部

平
成
十
二
年
度
は
支
部
蔵
書
目
録

（約
四
千
冊
）
完
成
。
蔵
書
リ
ス
ト
の

支
部
会
員

へ
の
公
開
、
重
複
本
の
処
理
な
ど
今
後
の
運
営
方
法
を
検
討
中
で

あ
る
。
「支
部
報
」
百
三
号
を
本
年
六
月
に
発
行
、
五
十

一
～
百
号

の
合
本
　
２７

を
検
討
中
。

平
成
十
三
年
度
、
か
ね
て
よ
り
懸
案
の
支
部
ル
ー
ム
の
新
設
を
七
月
の
支

部
委
員
会
で
決
定
。
十
月
二
十
日
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
会
館

（西
区
靭
公

園
内
）
を
引
き
払
い
、
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
西
二
の
五
の
十
二
　
大
阪
セ

ル
ロ
イ
ド
会
館
の

一
室

（大
阪
府
山
岳
連
盟
の
隣
室
）
を
賃
貸
、
移
転
の
予

定
。新

ル
ー
ム
は
会
員
相
互
の
懇
談
や
少
人
数
の
集
会
に
利
用
し
、
支
部
活
性

化
と
会
員
相
互
の
懇
親
を
深
め
る
。
支
部
業
務
の
円
滑
な
運
営
の
推
進
と
委

員
会
、
各
種
集
会
等
の
会
議
の
場
と
す
る

（大
人
数
の
場
合
会
館
付
属
の
会

議
場
を
安
価
に
利
用
で
き
る
）
。
そ
れ
な
り
の
経
費
負
担
を
強

い
ら
れ
る
支

部
ル
ー
ム
運
営
に
つ
い
て
、
支
部
委
員

一
同
大
い
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
今
後
の
課
題
だ
。
新
ル
ー
ム
の
お
披
露
日
会
も
近
く
計
画
中
。

十
月
六
～
七
日
は
、
第
二
十
七
回
自
然
保
護
全
国
集
会

（大
台
ケ
原
）
に

協
力
支
援
す
る
。

支
部
行
事
は
以
下
の
通
り
。
四
月
二
十
五
日
支
部
総
会
、
支
部
委
員
二
名

交
代

（凌
霜
ク
ラ
ブ
、
参
加
六
十
四
人
）。
四
月
十
五
日
高
尾
の
森
植
樹
祭

参
加

（桑
田
）。
四
月
十
九
日
金
剛
山
写
真
撮
影
山
行

（参
加
十
二
人
）
。
五

月

一
日
デ
ィ
ベ
ン
ド
ラ

ｏ
ネ
パ
ー
ル
皇
太
子
神
戸
案
内

（桑
田
結

・
中
島
龍
）。

五
月
十
七
日
伊
勢
辻
山
。
六
月
二
十

一
日
播
州

ｏ
七
種
山
。
七
月
二
十
二
日

大
峰

ｏ
七
面
山

（参
加
二
十
二
人
）
。
八
月
十
八
日
台
高

ｏ
迷
岳

（
参
加
二

十
人
）
。
八
月
二
十
九
日
夏
期
懇
談
会

（凌
霜
ク
ラ
ブ
、
参
加
予
定
五
十
五



支 部 だ よ り

人
）
。
九
月
二
十
二
日
京
都
北
山

ｏ
皆
子
山
。
十
月
二
十
七
～
二
十
八
日
東

海

・
岐
阜

・
関
西

・
京
都
四
支
部
自
然
保
護
委
員
会
共
催

「森
の
勉
強
会
」
。

一
月
支
部
新
年
会
お
よ
び
日
だ
ま
り
山
行
。
二
月
チ
ロ
ル
・
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
。

二
月
京
都
支
部
と
の
合
同
山
ス
キ
ー
。
年
数
回
ス
ケ
ッ
チ
の
会
。

（川
戸
昭
三
）

■
―

‐
広

島

支

部

支
部
が
誕
生
し
て
今
年
で
三
年
目
、
支
部
長
が
平
位
剛
氏
に
変
わ

っ
て
二

年
目
、
人
間
に
置
き
換
え
る
と
、
よ
う
や
く
意
思
表
示
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ

た
頃
。
活
発
な
活
動
に
目
覚
め
る
年
で
も
あ
る
。

平
成
十
二
年
度
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
十
月
二
十
八
～
二
十
九
日
に
か

け
広
島
県
民
の
森
に
お
い
て
、
支
部
設
立
三
周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
比
婆
山
登
山
の
折
、
支
部
員
の
紺
野
昇
氏
の
指
導
に
よ
り
、
写
真

教
室
が
行
わ
れ
た
。
中
国
新
聞
社
写
真
部
現
役
の
講
師
も
真
剣
な
ら
、
教
わ

る
生
徒
も
真
剣
そ
の
も
の
。
参
加
者
十
五
人
の
腕
前
は
ピ
ン
キ
リ
だ
が
、
紅

葉
を
背
景
に
思
い
思
い
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

っ
た
。

十

一
月
十
八
～
十
九
日
、
兄
貴
分
の
山
陰
支
部
と
の
合
同
登
山
が
伯
者
大

山
を
舞
台
に
行
わ
れ
た
。
前
夜
、
大
山
寺
Ｓ
Ｏ
Ｂ
の
山
小
屋
で
は
、
両
支
部

和
気
調
々
と
懇
親
会
が
盛
り
上
が

っ
た
。
翌
日
は
、
大
山

ｏ
烏
ケ
山
と
別
れ

て
登
山
す
る
。
ち
ょ
う
ど
気
温
も
下
が
り
、
そ
の
年
初
め
て
の
霧
氷
に
、
感

嘆
の
声
を
上
げ
た
。

十

一
月
二
十
四
～
十
二
月
二
十
二
日
、
広
島
支
部
主
催

「
知
ら
れ
ざ
る
世

界

・
ワ
ハ
ン
回
廊
を
行
く
」
平
位
剛
写
真
展
開
催
。
毎
年
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
潜
入
し
て
い
る
平
位
氏
の
貴
重
な
写
真

。
映
像
を
広
島
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
お
い
て
開
催
し
、
好
評
を
博
し
た
。

「広
島
支
部
支
部
報
」
を
十
月
に
第
二
号
、
二
月
に
第
四
号
を
発
刊
し
た
。

最
後
に
、
二
〇
〇
二
年
九
月
の
全
国
支
部
懇
談
会
は
広
島
支
部
開
催
で
準
備

を
進
め
て
お
り
、
「広
島
ら
し
い
支
部
懇
を
！
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
多

く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
た
い
。

（吉
村
千
春
）

岡
　
支
　
部

平
成
十
二
年
四
月
支
部
総
会
を
開
催
し
、
松
本
征
夫
支
部
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
し
く
深
田
泰
三
支
部
長
を
選
任
し
た
。

十
二
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
承
認
さ
れ
た
。

田
九
州
登
山
史
の
編
集
を
進
め
る
、
②
「新
日
本
山
岳
志
」

の
作
成
お
よ

び
編
集
に
関
わ
る
、
０
新
年
の
集
い
を
開
催
す
る
。

議
案
審
議
は
滞
り
な
く
進
み
そ
の
他
の
事
項
に
入

っ
た
時
、
北
九
州
市
在

住
の
会
員
か
ら
、
北
九
州
地
区
と
下
関
在
住
の
会
員
で
新
支
部
を
設
立
し
た

い
の
で
承
認
を
、
と
緊
急
動
議
が
出
さ
れ
た
。
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
本
年

度
中
に
検
討
、
協
議
を
行
う
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
恒
例
の
記
念
講
演
を
行

っ
た
。
今
回
は
、　
一
九
九
八
年
冬

季

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
単
独
登
山
に
成
功
さ
れ
た
福
岡
市
在
住
の
登
山
家
栗
秋
正
　
７９

寿
氏
を
招
き
、
「
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
単
独
登
山
と
ア
ラ
ス
カ
縦
断
」
と
題
し
て



講
演
い
た
だ
い
た
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
お
よ
び
フ
ォ
レ
イ
カ
ー
峰
の
厳
し
い
冬
季
単
独
登
山
の
状

況
、　
一
方
、　
一
四
〇
〇
キ

ロ眉
に
わ
た
る
ア
ラ
ス
カ
半
島
の
愉
快
な
水
平
の
旅

を
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア
あ
る
語
り
口
で
お
話
し
を
い
た
だ

き
、
登
山
の
厳
し
さ
と
旅
の
楽
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
講
演
で
あ

っ
た
。

九
州
登
山
史
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
井
上
優
、
松
尾
良
彦
両
会
員
の
執
筆

も
進
み
、
三
年
度
発
刊
の
予
定
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会
創
立
百
周
年
行
事
の

一
つ
で
あ
る

「新
日
本
山
岳
志
」
の
編

集
に
関
し
て
は
、
山
口
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
の
各
県
お
よ
び
鹿
児
島
県
の

離
島
並
び
に
沖
縄
県
の
山
々
か
ら
、
百
二
十
四
山
を
選
定
し
、
原
稿
作
成
担

当
者

へ
執
筆
依
頼
を
行

っ
た
。

平
成
十
三
年

一
月
二
十
七
日
支
部
恒
例
の

「新
年
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。

会
場
に
は
、
九
十
二
歳
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
か
く
し
ゃ
く
と
し
た
村
上
巖
会

員
を
は
じ
め
二
十
八
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
深
田
支
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
宴

会
と
な

っ
た
。
参
加
者
の
平
均
年
齢
六
十
五
歳
、
し
か
し
酒
量
と
食
欲
は
反

比
例
で
、
「若
さ
」
を
感
じ
た
楽
し
い
集
い
で
あ

っ
た
。

北
九
州
支
部
の
設
立
に
つ
い
て
は

一
年
間
の
検
討
期
間
と
な
っ
て
い
た
が
、

急
遠
九
月
二
日
、
本
部
役
員
の
参
列
の
中
、
設
立
総
会
が
行
わ
れ
た
。
福
岡

支
部
と
し
て
は
、
総
会
で
の
決
議
事
項
が
反
故
に
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
支
部
同
士
友
好
関
係
を
築
い
て
い
く
方
針
で
あ

ス
）
。

（副
島
勝
人
）

九

州

支

部

　

８ｏ

東
九
州
支
部
は
二
〇
〇

一
年
、
設
立
か
ら
四
十

一
年
目
に
入

っ
た
。
四
十

周
年
の
昨
年
度
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
年
で
も
あ
り
、
記
念
に
全
国
支
部
懇
談

会
を
別
府
と
九
重
山
群
で
開
催
し
た
。
大
塚
会
長
、
斎
藤
前
会
長
は
じ
め
本

部
や
各
支
部
の
協
力
、
さ
ら
に
好
天
も
あ

っ
て
、
ま
ず
は
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
支
部
の
周
年
記
念
事
業
は
こ
れ
ま
で
二
十
、
二
十
五
、
三
十

と
続
け
、
そ
の
度
に
歴
代
会
長
は
じ
め
多
く
の
会
員
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
積
み
重
ね
が
四
十
周
年
の
下
地
に
あ
り
、
支
部
の
役
員
も

一
般
会
員
も
、

そ
れ
な
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
身
に
付
け
て
い
た
の
が
幸
い
だ

っ
た
。

し
か
し
、
何
か
の
行
事
を
行

っ
た
後
、
フ
ッ
と
気
が
抜
け
る
の
は
人
の
常
。

支
部
も
本
年
は

一
息

つ
い
た
気
分
で
、
定
例
の
山
行
や

「会
報
」
な
ど
で
の

顔
合
わ
せ
の
ほ
か
は
、
個
人
的
な
山
行
が
も

っ
ぱ
ら
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
間
に
徐
々
に
で
は
あ
る
が
会
員
は
数
と
質
で
充
実
し
て
き
て
い

る
し
、
入
れ
替
わ
り
は
あ

っ
て
も
会
友
が
特
に
急
増
し
て
い
る
。
従

っ
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
会
員

ｏ
会
友
の
連
携

上
父
流
と
組
織
的
な
行
動
が
求
め
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
点
、
軌
道
に
乗

っ
た

「会
報
」
の
発
行

と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
の
努
力
に
感
謝
し
た
い
も
の
だ
。

そ
し
て

一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
次

へ
の
飛
躍
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
時

期
で
あ
ろ
う
。
個
人
に
し
て
も
組
織
に
し
て
も
、
燃
焼
す
る
た
め
に
は
燃
料

の
準
備
と
い
う
か
、
あ
る
意
味
で
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
り
、
沈
静
の
時
間
も

大
切
だ
と
思
う
。
支
部
と
し
て
は
今
、
新
し
い
局
面

へ
向
け
て
の
助
走
を
始

め
る
時
点
に
来
た
と
も
言
え
そ
う
だ
。
問
題
は
、
そ
の
行
く
手
に
何
を
設
定

■



す
る
か
で
あ
る
。

支
部
の
力
を
結
集
し
て
の
ビ

ッ
グ
な
登
山
は
も
ち
ろ
ん
、
山
を
テ
ー
マ
に

し
た
環
境
保
全

へ
の
取
り
組
み
、
あ
る
い
は
次
世
代
の
登
山
界
を
担
う
青
少

年
の
育
成
、
相
変
わ
ら
ず
多
い
中
高
年
登
山
者
の
リ
ー
ド
な
ど
な
ど
。
さ
ら

に
は
日
本
山
岳
会
の
百
周
年

へ
の
参
画
も
あ
る
。
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
山
積
し
て
い
る
。
要
は
重
点
目
標
を
定
め
て
、
様
々
な
活
動
を
い
か

に
充
実
、
前
進
さ
せ
る
か
で
あ
る
。
支
部
で
は
登
山
界
の
動
き
を
グ

ロ
ー
バ

ル
に
見

つ
め
な
が
ら
、

ロ
ー
カ
ル
の
活
動
を
強
め
た
い
。
地
球
環
境
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
足
下
の
山
を
守
る
運
動
を
進
め
る
よ
う
に
。（梅

木
秀
徳
）

本

支
　
部

先
ず
、
こ
の

一
年
間
の
支
部
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
活
動

の
主
体
を
成
す
山
行
は
、
熊
本
県
境
踏
査
で
あ
る
。
熊
本
県
境
の
陸
上
部
分

四
百
三
十
六
キ

ロ屑
を
六
十
八
区
間
に
分
け
、
月
例
会

の
形
で
歩
く
と
い
う

計
画
で
平
成
十
年
秋
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
初
、
県
境
線
を
ト
レ
ー
ス
す
る

予
定
が
、
中
高
年
登
山
隊
の
実
力
不
足
で
、
い
つ
の
ま
に
か
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン

し
、
県
境
線
沿
い
の
山
に
登
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
日
下
の
と
こ

よ
　

ろ
順
調
に
進
み
、
現
在
県
南
部
の
鹿
児
島
県
境
を
進
行
中
で
、
今
年
度
中
に

だ
　

は
達
成
の
見
込
み
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
終
了
後
に
踏
査
記
録
を

一
冊
に
ま
と

対

　

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
歩
き
、
改
め
て
身
近
な
所
に
ま
だ
登
山
の

対
象
と
な
る
山
が
数
多
く
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
の
は
大
き
な
収
穫
だ

っ
た
。

山
行
以
外
の
例
会
と
し
て
は
、　
一
月
の
新
年
会
と
八
月
の
夏
季
例
会
が
あ

る
。
平
成
十
三
年
の
新
年
会
は

一
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
。
新
世
紀
初
め

て
の
今
年
は
二
十
四
人
が
出
席
し
、
年
末
か
ら
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
に
遠
征
し

た
広
永
会
員
の
ス
ラ
イ
ド
映
写
も
あ
り
盛
会
だ

っ
た
。
夏
季
例
会
は
当
初
、

山
行
だ

っ
た
が
、
暑
い
時
期
の
登
山
が
次
第
に
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

た
め
、
昭
和
六
十
三
年
よ
り
現
在
の
山
の
映
画
と
ビ
ー
ル
の
夕
べ
、
と
銘
う

っ

た
例
会
に
な

っ
た
。
山
の
ビ
デ
オ
作
品
を
見
な
が
ら
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
支
部
の
例
会
の
中
で
は
最
も
人
気
が
高
い
。
ビ
デ
オ
の
製
作
は
、
当
初

か
ら
ビ
デ
オ
に
豊
か
な
経
験
を
持

つ
神
谷
会
員

（現
副
支
部
長
）
に
任
せ

っ

き
り
に
な

っ
て
い
る
が
、
近
頃
で
は
プ

ロ
顔
負
け
の
作
品
も
多
く
、
支
部
会

員
だ
け
で
見
る
の
は
も

っ
た
い
な
い
ほ
ど
の
出
来
栄
え
で
あ
る
。
今
年
は
八

月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
、
「霧
島
え
び
の
春
紀
行
」
「早
春
の
仰
島
帽
子
山
」

「雁
保
山
の
春
」
の
三
作
品
が
上
映
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
山
の
花
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
作
品
で
出
席
者
に
も
好
評
だ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
熊
本
支
部
は
五
月
の
支
部
長
会
議
で
二
〇
〇
四
年
の
全
国
集
会

に
立
候
補
し
、
六
月
の
理
事
会
で
正
式
承
認
さ
れ
た
。
現
在
、
熊
本
支
部
は

全
国
で

一
番
小
さ
く

（会
員
数
四
十
二
人
）、
ま
た
会
員
の
平
均
年
齢
も
最

も
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
、
三
年
後
に
迫

っ
た

全
国
集
会
で
何
を
行

っ
た
ら
よ
い
の
か
、
正
直
の
と
こ
ろ
思
案
中
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
こ
は
人
生
経
験
の
豊
富
な
会
員
が
多
い
の
だ
と
開
き
直
り
、
そ

れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
、
支
部
の
身
の
丈
に
合

っ
た
個
性
の
あ
る
集
会
が

で
き
る
よ
う
、
ぼ
ち
ば
ち
準
備
に
取
り
か
か
ら
ね
ば
と
考
え
て
い
る
。

（田
上
敏
行
）
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崎
　
支
　
部

「
み
や
ぎ
き
百
山
」
が
平
成
十
二
年
度
宮
日
出
版
文
化
賞

に
輝

い
た
。
晴

れ
の
授
賞
式
は
平
成
十
三
年
二
月

一
五
日
に
執
り
行
わ
れ
、
四
月
七
日
に
支

部
総
会
と
併
せ
て
挙
行
し
た
記
念
祝
賀
会
で
は
、
大
塚
会
長
に
お
祝
い
の
言

葉
と
特
別
講
演
を
賜

っ
た
。
こ
の
賞
は
、
年
度
内
に
発
刊
さ
れ
た
多
く
の
著

書
の
中
か
ら
、
厳
選
さ
れ
た
上
位
三
点
の
み
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
県
内

で
は
最
高
の
文
化
的
名
誉
で
あ
る
。
山
々
に
ま
つ
わ
る
神
話

ｏ
伝
説

・
民
俗

を
は
じ
め
地
質

ｏ
動
植
物
な
ど
を
エ
ッ
セ
イ
風
に
仕
上
げ
た
支
部
長
に
よ
る

美
し
い
文
章
が
こ
の
本
の
魅
力
と
な
り
、
爆
発
的
な
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

初
版
以
来
、　
一
年
も
経
た
な
い
が
、
三
度
の
増
刷
を
含
め
て
五
〇
〇
〇
部
を

出
版
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
既
に
完
売
し
店
頭
に
は
無
い
。
本
書
の
あ
と

が
き
に

「単
な
る
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
で
は
な
く
ふ
る
さ
と
の
山
を
賛
歌
し
、
郷

土
の
豊
か
な
自
然
を
見
直
す
き

っ
か
け
に
な
れ
た
ら
と
念
じ
て
い
る
…
…
私

た
ち
は
、
山
岳
自
然
の
環
境
を
保
護
す
る
精
神
の
高
揚
と
実
践
を
培
い
な
が

ら
山
に
登

っ
て
い
る
。
山
行
を
通
じ
て
の
得
難
い
感
情
体
験
は
、
ク
ラ
ブ
ラ

イ
フ
の
産
物
で
あ
り
豊
か
な
感
性
づ
く
り
へ
の
い
ざ
な
い
と
な
っ
て
い
る
…
…
」

と
あ
る
。
自
然

ｏ
山
に
寄
せ
る
熱
い
思
い
、
そ
し
て
人
間
愛
が
本
書
の
随
所

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
こ
の
崇
高
な
精
神
が
宮
崎
支

部
を
支
え
る
原
動
力
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宮
崎
支
部
は
故

ｏ
今
西
錦

司
先
生
の
ご
助
言
に
よ
り
、
昭
和
六
十
年
に
全
国
二
十
番
目
の
支
部
と
し
て

誕
生
し
た
。
支
部
結
成
時
の
三
大
目
標
の

一
つ
で
あ

っ
た

「み
や
ざ
き
百
山
」

刊
行
が
こ
の
よ
う
な
形
で
完
成
し
た
こ
と
を
支
部
全
会
員
の
誇
り
と
し
た
い
。

宮
崎
は
、
照
葉
樹
林
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
有
数
の
自
然
を
残
し
た
地
域

で
あ
る
。
山
も
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
の
時
代
、
人
が
山
に
入
れ
ば
自
然
を
傷

つ
　
２８

け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
を
最
小
限
に
抑
え
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
山
岳

環
境
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
い
か
に
す
べ
き
か
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の

一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
当
支
部
で
は
ス
ト

ッ
ク
の

使
用
を
制
限
し
た
。
ま
た
、
川
上
川
下
理
論
に
基
づ
く
水
を
守
る
森
づ
く
り

運
動
に
参
画
す
る
な
ど
、
小
さ
く
と
も
出
来
る
こ
と
か
ら
の
実
践
を
心
が
け

て
い
る
。

現
在
、
支
部
会
員
数
は
百
四
十
人
で
あ
る
が
、
月
例
研
究
会
は
平
均
四
十

五
人
の
参
加
を
得
て
い
る
。
月
例
山
行
は
延
べ
三
百
七
十
八
人

（
一
回
平
均

三
十

一
人
）
、
国
外

・
県
外
遠
征
は
延
べ
二
十
四
回
百
三
十
四
人
、
グ
ル
ー

プ
山
行
は
延
べ
七
十
九
回
三
百
余
人
が
参
加
し
て
お
り
、　
一
人
年
平
均
約
八

回
の
山
行
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
る
。
十
七
歳
と
い
う
若
い
会
員
も
加
わ
り

一
段
と
活
性
化
し
て
い
る
が
、
将
来
像
と
し
て
は
若
い
会
員
を
よ
り
多
く
勧

誘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

一
端
と
し
て
学
童
の
野
外
活
動
や
学
校
単

位
の
登
山
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
通
し
て
健
全
な
心
の
育
成
を

目
指
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
目
が
山

・
自
然
に
対
し
て
畏
敬

。
憧
憬
と
し

て
向
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
後
は
北
海
道
支
部
が

実
践
し
て
い
る
よ
う
な
自
然
児
学
校
等
の
理
論
的
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（荒
武
八
起
）



二
〇
〇
〇
年

（平
成
十
二
年
）
六
月
～
二
〇
〇

一
年

（平
成
十
三
年
）
五
月

二
〇
〇
〇
年
度
役
員

ｏ
評
議
員

・
支
部
長

会
　
　
　
長
　
大
塚
博
美

副
　
会
　
長
　
小
倉
茂
暉

。
大
森
薫
雄

・
竹
内
哲
夫

常

務

理

事
　
西
村
政
晃

（総
務
）
・
村
井
龍

一
（財
務
）
・
森
　
武
昭

（科
学
研
究
）
。
宮
崎
紘

一

（学
生
部
指
導
）

理
　
　
　
事
　
高
原
三
平

（総
務
）
ｏ
勝
山
康
雄

（集
会
）
・
村
井
　
葵

（会
報
編
集
）
・
高
遠

宏

（山
岳
編
集

・
百
年
史
）
・
宮
下
啓
三

（図
書
）
・
鯵
坂
青
青

（資
料

・
フ
ィ

ル
ム
ｏ
ビ
デ
オ
）
・
松
原
尚
之

（指
導

・
遭
難
対
策

・
青
年
部
）
。
増
山
　
茂

（医
療

・
海
外
連
絡
）
・
坂
井
広
志

（高
所
登
山
研
究
）
。
河
西
瑛

一
郎

（自
然

保
護
）
・
坂
本
正
智

（山
研
運
営
）

監
　
　
　
事
　
神
崎
忠
男

ｏ
中
村
　
保

常
任
評
議
員
　
平
山
善
吉

・
申
川
　
武

・
平
野
員
市

・
田
邊
　
壽

・
吉
永
英
明

評
　
議
　
員
　
若
林
啓
之
助

・
中
村
純
二

・
芳
賀
孝
郎

ｏ
山
本
健

一
郎

・
宮
下
秀
樹

・
岩
間
弘

雄

・
魚
本
定
良

ｏ
中
谷
　
充

・
山
本
久
子

・
平
林
克
敏

・
斎
藤
惇
生

・
尾

上
　
昇

・
宇
田
川
芳
伸

・
絹
川
祥
夫

◆
古
市
　
進

支
　
部
　
長
　
（☆
印
は
年
度
内
途
中
交
替

・
◎
印
は
年
度
途
中
に
新
規
設
立
）

新
妻
　
徹

（北
海
道
）
・
松
島
静
吾

（青
森
）
・
中
谷
　
充

（岩
手
）
・
佐
藤
謙

冶

（秋
田
）
ｏ
木
村
喜
代
志

（山
形
）
。
柴
崎
　
徹

（宮
城
）
・
佐
久
間
高
男

（福
島
）
ｏ
☆
五
十
嵐
篤
雄
↓
室
賀
輝
男

（越
後

・
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
十

一
日

に
五
十
嵐
支
部
長
逝
去
に
よ
り
、
室
賀
氏
が
支
部
長
代
行
に
。
二
〇
〇

一
年
支

部
長
総
会
を
経
て
支
部
長
就
任
）
・
山
浦
源
太
郎

（信
濃
）
・
古
屋
学
而

（山
梨
）
・

大
石
　
惇

（静
岡
）
ｏ
中
世
古
隆
司

（東
海
）
。
高
木
碕
男

（岐
阜
）
・
酒
井
敏

明

（京
都
）
。
木
戸
繁
良

（富
山
）
・
津
田
文
夫

（石
川
）
・
宮
本
数
男

（福
井
）
・

阿
部
和
行

（関
西
）
ｏ
高
田
允
克

・
平
位
　
剛

（広
島
）
・
深
田
泰
三

（福
岡
）
。

梅
本
秀
徳

（東
九
州
）
・
工
藤
文
昭

（熊
本
）
。
大
谷
　
優

（宮
崎
）
・
◎
吉
村

健
児

（北
九
州

・
九
月
創
立
）

◇
二
〇
〇
〇
年
六
月
理
事
会
　
二
〇
〇
〇
年
六
月
十
四
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
二
十

一
名

▽
審
議
事
項

一
、
二
〇
〇
〇
年
お
よ
び
二
〇
〇

一
年
度
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
審
査
委
員
会
か
ら
、
審
査
委

員
の
候
補
者
リ
ス
ト
が
出
さ
れ
討
議
し
た
が
、
決
定
は
来
月
の
理
事
会
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

継
続
審
議

二
、
許
可
願
い
六
件

①
棚
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
と
の

『新
日
本
山
岳
志
』
の
出
版
契
約
締
結
に
つ
い
て
、
小
倉
副
会

長
よ
り
、
出
版
契
約
書

・
案
の
説
明
が
あ
り
、
契
約
し
た
い
と
提
案
。
　
　
　
　
　
承
認

②
会
員
資
格
の
復
活
に
関
す
る
内
規
に
つ
い
て
、
西
村
理
事
よ
り
提
案
。　
一
九
六
五

（昭
和

四
十
）
年
六
月
二
日
の
理
事

・
評
議
委
員
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
執
行
さ
れ
て
い
た
本
制

度
を
明
確
に
す
る
た
め
の
内
規
を
二
〇
〇
〇
年
六
月
十
四
日
よ
り
実
施
す
る
。
　
　
承
認

③
ア
ル
バ
ー
タ
峰
メ
ン
バ
ー
追
加
選
考
に
つ
い
て
、
増
山
理
事
よ
り
、
Ｂ
Ｃ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
東
海
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
山
中
康
正
氏

（六
月
に
本
会
入
会
予
定
）
が
推
薦
さ
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

④
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
登
山
協
会
か
ら
同
国
の
山
を
紹
介
し
た
い
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
大
塚
会
長

・

増
山
理
事
宛
て
の
招
待
状

（八
月
十
五
日
～
二
十
二
日
）
が
届
く
。
新
し
い
山
岳
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
興
味
深
い
こ
と
も
あ
り
、
宮
崎

。
松
原
両
理
事
を
派
遣
す
る
。
　
　
　
承
認

⑤
二
〇
〇
〇
年
度
よ
り
環
境
事
業
団
か
ら
の
ネ
パ
ー
ル
・
シ
バ
プ
リ
ヘ
の
環
境
基
金
の
交
付

が
打
ち
切
り
と
な
っ
た
が
、
今
後
三
年
間
ほ
ど
は
手
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
今
年

会

務

報

告



の
予
算
と
し
て
五
十
万
円
を
計
上
し
た
い
こ
と
、
現
在
植
林
さ
れ
て
い
る
石
楠
花
の
管
理

を
長
期
的
視
野
に
た
っ
て
方
向
性
を
定
め
て
い
き
た
い
と
河
西
理
事
よ
り
説
明
。
次
回
理

事
会
に
計
画
書
の
提
出
を
求
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
議

⑥
榊
講
談
社
出
版
研
究
所
よ
り
、
『
日
本
人
名
辞
典
』
（二
〇
〇
〇

一
年
秋
刊
行
予
定
）
へ
の

写
真
撮
影
と
書
籍
掲
載
の
許
可
願
い
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
す
る
。
　
　
　
　
　
　
承
認

三
、
六
月
の
新
入
会
員
　
十
五
名

▽
報
告
事
項

一
、
日
中
友
好
登
山
二
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
中
国
山
岳
協
会
よ
り
五
月
末
に
、
機

構
改
革
、
役
員
改
選
が
あ
り
平
常
に
機
能
す
る
の
に
し
ば
ら
く
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
、
学

生
が
登
山
に
向
け
て
休
み
を
取
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
の
二
点
を
理
由
に
、
今
回
は
見
送
り

た
い
と
の
連
絡
あ
り
。
こ
れ
を
受
け
、
今
年
度
の
標
記
事
業
を
取
り
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
、
働
自
然
公
園
美
化
管
理
財
団
の
評
議
委
員
に
大
塚
会
長
を
再
任
す
る
こ
と
を
了
承
。

三
、
第
四
回
加
賀
市

《深
田
久
弥

「
日
．本
百
名
山
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
》
の
後
援
を
承
認
。

四
、
二
見
書
房
に
対
し
、
『
深
田
久
弥
の
山
が
た
り
』
（第
二
巻
・
神
々
の
峰
）
の
内
容
に
沿
っ

た
資
料
の
写
真
撮
影
、
書
籍
掲
載
願
い
を
承
認
。

五
、
上
越
市

「
日
本
ス
キ
ー
発
祥
記
念
館
」

へ
の
ス
キ
ー
寄
託
延
長
を
了
承
。

六
、
青
森
支
部
の

「白
神
山
地
体
験
林
業

（ブ
ナ
林
再
生
事
業
）
実
施
計
画
」
を
百
周
年
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
。

そ
の
他
、
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
四
十
周
年
行
事

（五
月
十
三
日
、
竹
内
副
会
長
）
、
山

梨
支
部

・
木
暮
碑
前
祭

（五
月
二
十
七
～
八
日
、
高
原
理
事
）、
日
本
山
岳
協
会
四
十
周
年

行
事

（五
月
二
十
七
日
、
大
塚
会
長
）
、
上
高
地
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

（六
月
四
日
、
大
塚
会
長
）、

Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
主
催
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
歓
迎
会

（六
月
九
日
、
坂
井
理
事
）
の
行
事
に
出
席
し
た

旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
総
務
、
財
務
、
医
療
各
委
員
会
、
ア
ル
バ
ー
タ
実
行
委
員
会
、

青
年
部
、
山
研
委
員
会
か
ら
の
報
告
と
、
ミ
ニ
水
力
発
電
の
報
告
が
あ
っ
た
。

会
報

「山
」
六
六
三
号
参
照

◇
七
月
理
事
会
　
一
一〇
〇
〇
年
七
月
十
二
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
十
九
名
　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
　
一
名

▽
審
議
事
項

一
、
二
〇
〇
〇
年
お
よ
び
二
〇
〇

一
年
度
秩
父
官
記
念
山
岳
賞
審
査
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
、

候
補
者
リ
ス
ト
も
と
に
討
議
の
結
果
、
村
木
潤
次
郎
、
斎
藤
惇
生
、
小
田
稔
、
木
下
是
雄
、

松
浦
祥
次
郎
、
山
口
峯
生
、
平
山
善
吉
、
小
倉
茂
暉
、
大
森
薫
雄
、
竹
内
哲
夫
、
西
村
政
晃

に
委
嘱
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

二
、
七
月

一
日
付
け
で
、
北
九
州
支
部
発
起
人

一
同
よ
り

「支
部
設
立
並
び
に
運
営
に
関
す

る
規
定
」
第
四
条
に
あ
る
必
要
書
類
と
設
立
了
解
願
い
が
提
出
さ
れ
た
。

・　
　
　
　
了
解

三
、
ネ
パ
ー
ル
植
林
継
続
に
関
し
て
、
自
然
保
護
委
員
会
よ
り
五
十
万
円
の
補
助
金
申
請
が

あ
っ
た
。
来
年
の
植
林
継
続
の
計
画
書
を
再
提
出
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
今
年
度
に
限
り
四

十
万
円
の
補
助
金
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
来
年
度
以
降
の
予
算
計
上
は
な
い
。
ま
た
、
今

後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
補
助
金
援
助
に
は
長
期
保
証
が
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

こ
と
、
海
外
の
場
合
は
現
地
の
人
た
ち
に
事
業
を
移
行

・
継
承
し
て
い
く
た
め
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
以
上
の
二
点
が
確
認
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

四
、
日
本
の
山
の
自
然
復
元
を
目
指
す

「山
岳
会
の
森
」
構
想
の
候
補
地
と
し
て
林
野
庁
管

理
の
高
尾
山
周
辺
の
山
林

（二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
利
用
を
認
め
て
も
ら
っ
た
の
で
、
活

動
に
愛
す
る
三
百
万
円
の
補
助
金
申
請
を
田
国
土
緑
化
推
進
機
構
に
対
し
て
行
な
い
た
い
。

承
認

五
、
富
山
県
か
ら
、
室
堂
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
展
示
パ
ネ
ル
の
参
考
資
料
と
し
て
ウ
ェ

ス
ト
ン
夫
妻
の
写
真
の
使
用
許
可
願
い
が
出
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

六
、
七
月
の
新
入
会
員
　
十
四
名

▽
報
告
事
項

一
、
晩
餐
会
当
日
に
実
施
予
定
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
記
念
行
事
の
担
当
メ
ン
バ
ー
は
、
坂
井

理
事
、
そ
の
他
数
名

（
一
九
七
〇
年
隊
、
八
〇
年
隊
、
八
八
年
隊
）
で
構
成
。
九
月
に
は
企

284



会 務 報 告

画
の
概
要
を
決
め
る
。

二
、
審
議
事
項
の
う
ち
、
本
会
所
有
の
図
書
、
写
真
、
資
料
な
ど
の
使
用
許
可
願
い
な
ど
に

つ
い
て
は
、
総
務
担
当
理
事
に
判
断
を
委
ね
る
。
た
だ
し
、
金
銭
が
絡
む
も
の
、
重
要
事
項

と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
従
来
ど
お
り
理
事
会
の
審
議
事
項
と
す
る
。
理
事
会
で
は
、
本
会

の
あ
り
方
、
百
周
年
に
向
け
て
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
設
け
て
、
時
間
を
有
効
に
使
い
論
議
し

そ
の
他
、
総
務
、
財
務
、
図
書
管
理
、
海
外
連
絡
、
山
研
運
営
、
化
学
、
海
外
登
山
基
金

の
各
委
員
会
、
ア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇
実
行
委
員
会
、
ミ
ニ
水
力
発
電
実
行
委
員
会
か
ら
の

報
告
が
あ

っ
た
。

会
報

「山
」
六
六
四
号
参
照

◇
八
月
理
事
会
　
休
会

◇
九
月
理
事
会
　
九
月
十
三
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
二
十
二
名

▽
審
議
事
項

一
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
案
を
検
討
。
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
い
か
に
若
年
層
を
育
成

し
活
性
化
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
、
百
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
な
ど
多
数
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。　
一
部
手
直
し
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

二
、
青
年
部
Ｋ
２
登
山

（
一
九
九
六
年
）
の
ビ
デ
オ
フ
ィ
ル
ム
の
使
用
許
可
願
い
が
、
米
国

オ
ア
シ
ス
ｏ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
、
日
本
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
あ
っ
た
。
同

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
よ
り
製
作
依
頼
を
受
け
て
い
る

と
い
う
。
内
容
を
確
認
中
。

三
、
八
～
九
月
の
新
入
会
員
　
一
一十
名

▽
報
告
事
項

一
、
九
月
二
日
に
北
九
州
支
部
の
設
立
総
会
が
あ
り
、
大
塚
会
長
と
小
倉
副
会
長
が
出
席
し

た

。

二
、
ア
ル
バ
ー
タ

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
〇
〇
初
登
頂
七
十
五
周
年
記
念
事
業
の
報
告
が
あ
っ

た
。

三
、
武
井
会
員
か
ら
絵
画

「
タ
ム
セ
ル
ク
」
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。

四
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
登
山
協
会
の
招
待
で
、
宮
崎

・
松
原
両
理
事
が
、
八
月
十
六
日
～
二
十

二
日
ま
で
同
国
を
訪
問
し
た
。

五
、
九
月
九
日
に
本
会
会
議
室
で
名
誉
会
員
を
囲
む
会
が
開
催
さ
れ
、
二
十
三
名

（う
ち
名

誉
会
員
十
二
名
）
の
出
席
が
あ
っ
た
。

六
、
年
次
晩
餐
会
当
日
実
施
予
定
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
記
念
行
事
に
つ
い
て
の
、
準
備
委
員

会
を
開
催
し
計
画
案
を
ま
と
め
た
。

七
、
総
務
担
当
理
事
よ
り
以
下
の
名
義
後
援
お
よ
び
資
料
借
用
願
い
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ

た
。

①
北
区
飛
鳥
山
博
物
館
に
対
し
て

「
冠
松
次
郎
遺
品
資
料

一
式
」
な
ど
四
点
、
書
籍
七
点
の

貸
し
出
し
と
名
義
後
援
。

②
Ｂ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
に
対
し
て

「河
童
橋
上
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
卿
ご
夫
妻
の
写
真
」
な
ど
の
写
真

撮
影
と
書
籍
掲
載
許
可
。

③
富
山
県
立
博
物
館
に
対
し
て
伊
藤
孝

一
氏

「雪
の
立
山
、
針
ノ
木
越
え
」
な
ど
二
点
の
山

岳
映
画
上
映
会
の
名
義
後
援
。

④
Ｈヨ
＞
∽
＞
パ
Ｈ
”
〇
〇
パ
あ
口
∽
『
〇
”
Ｃ
く

に
対
し
て
写
真
展

「岩
崎
崇
至
　
山
の
世
界
」
の

名
義
後
援

⑤
東
京
都
山
岳
連
盟
に
対
し
て

「第
八
回
長
谷
川
恒
男
Ｃ
Ｕ
Ｐ
」
の
名
義
後
援
。

そ
の
他
、
総
務
、
財
務
、
会
報
編
集
、
海
外
登
山
基
金
、
高
所
登
山
、
指
導
、
集
会
、
山

岳
編
集
、
科
学
、
図
書
、
自
然
保
護
の
各
委
員
会
、
山
研
運
営
委
員
会
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
越
後
支
部
の
五
十
嵐
支
部
長
逝
去
に
と
も
な
い
、
来
年
五
月
ま
で
室
賀
副
支
部
長

が
支
部
長
代
行
を
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

会
報

「山
」
六
六
六
号
参
照

た
い
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◇
十
月
理
事
会
　
二
〇
〇
〇
年
十
月
十

一
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
十
九
名

▽
審
議
事
項

一
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
行
委
員
会
に
よ
る
実
施
案
の
説
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

二
、
青
年
部
Ｋ
２
登
山
隊

（
一
九
九
六
年
）
の
ビ
デ
オ
フ
ィ
ル
ム
使
用
許
可
願
い
に
つ
い
て
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
除
く
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
使
用
を
許
可
。
ま
た
、
本
ビ
デ
オ

の
著
作
権
が
本
会
に
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
今
後
、
海
外
に
資
料
を
貸
与
す
る
場
合
に
備

え
て
、
使
用
料
請
求
や
条
件
設
定
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
　
　
承
認

三
、
十
月
の
新
入
会
員
　
十
四
名

▽
報
告
事
項

一
、
二
〇
〇
〇
年
度
永
年
会
員
予
定
者
十

一
名
の
確
認
。

二
、
三
〇
〇
〇
年
度
年
次
晩
餐
会
の
企
画
に
つ
い
て
、
日
時
、
会
場
、
会
費
、
企
画
内
容
な

ど
を
報
告
。

三
、
二
〇
〇
〇
年
度
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
の
審
査
中
間
報
告
。

①
「山
岳
地
の
環
境
保
全
と
災
害
防
止
に
関
わ
る
大
気
科
学
の
研
究
」

吉
川
友
章
会
員

②
「大
峯

・
行
仙
宿
山
小
屋
建
設
」

玉
岡
憲
昭
会
員

③
「十

一
次
に
わ
た
る
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
登
山
隊
に
よ
る
若
手
登
山
者
の
育
成
」

大

蔵
喜
福
会
員

四
、
総
務
担
当
理
事
よ
り
以
下
の
資
料
借
用
願
に
つ
い
て
の
報
告

①
帥
山
と
漢
谷
社
に
対
し
て

『山
岳
』
三
十
二
年
よ
り
六
十
九
ペ
ー
ジ
黒
部
下
部
奥
山
概
念

を

『山
と
漢
谷
』
十

一
月
号

へ
の
転
載
許
可
。

②
榊
ス
タ
ジ
オ
ア
ル
タ
に
対
し
て

「
日
本
隊
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
写
真
を

テ
レ
ビ
番
組

「
ミ
ス
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
世
界
大
会
」
に
使
用
許
可
。

③
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
に
対
し
て

「
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
未
踏
の
北
壁
、
登
頂
成
功
」
の
写
真

を
新
成
人

へ
の
記
念
ア
ル
バ
ム
に
使
用
許
可
。

そ
の
他
、
総
務
、
財
務
、
会
報
編
集
、
海
外
登
山
、
高
所
登
山
研
究
、
学
生
部
指
導
、
科

学
、
図
書
、
自
然
保
護
、
医
療
の
各
委
員
会
、
山
研
運
営
委
員
会
、
ア
ル
バ
ー
タ
運
営
委
員

会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
入
会
者
減
少
に
関
し
て
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

会
報

「山
」
六
六
七
号
参
照

◇
十

一
月
理
事
会
　
一
一〇
〇
〇
年
十

一
月
八
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
二
十

一
名

▽
審
議
事
項

一
、
二
〇
〇
〇
年
度
第
二
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
に
つ
い
て
、
審
査
委
委
員
会
は
大
蔵
喜
福

会
員
の

「
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
通
年
気
象
観
測
の
成
功
と
そ
れ
を
通
じ
て
の
若
手
登
山
家
の
育
成
」

を
授
賞
候
補
と
し
て
推
薦
し
、
副
賞
と
し
て
二
十
万
円
を
贈
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

二
、
二
〇
〇
〇
年
度
会
長
特
別
表
彰
に
つ
い
て
、
法
政
大
学
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
隊
二
〇
〇

〇
に
登
攀
隊
長
と
し
て
参
加
し
世
界
最
高
年
齢
で
登
頂
し
た
山
本
俊
雄
会
員
を
推
薦
す
る
。

承
認

三
、
日
本
山
岳
会
創
立
百
周
年
記
念
切
手
を
二
〇
〇
五
年
に
発
行
す
る
た
め
の
、
発
行
申
請

を
郵
政
省
に
対
し
て
行
な
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

四
、
特
定
預
金

「図
書
出
版
研
究
基
金
」
を

「長
期
計
画
準
備
積
立
金
」
に
振
り
替
え
、
戦

略
的
な
運
営
を
図
る
よ
う
改
善
案
が
提
示
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

五
、
十

一
月
の
新
入
会
員
　
二
十
五
名

▽
報
告
事
項

一
、
十
月
二
十
八
日
の
評
議
委
員
会
で
は
、
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て
見
送
り
と
し
た
。

二
、
山
岳
四
団
体

「山
岳
保
険

・
共
済
」
に
関
す
る
懇
談
会
に
、
高
原
理
事
と
総
務
委
員

一

名
が
参
加
予
定
。

三
、
年
次
晩
餐
会
の
進
捗
状
況
報
告
。

四
、
総
務
担
当
理
事
よ
り
以
下
の
資
料
等
使
用
許
可
願
い
の
報
告
が
あ

っ
た
。

①
帥
ウ
ォ
ー
ク
に
対
し
て
ウ
ェ
ス
ト
ン
夫
妻
の
写
真
の
ビ
デ
オ
シ
リ
ー
ズ

「
日
本
の
森
自
然



会 務 報 告

紀
行

（仮
題
）」
使
用
許
可
。

五
、
支
部
長
会
議
を
十
二
月
二
日
に
開
催
す
る
。

六
、
十
月
二
十
八
日
の
カ
ナ
ダ
山
岳
会
年
次
総
会
お
よ
び
晩
餐
会
に
大
森
副
会
長
が
出
席
。

七
、
十
月
二
十
七
日
に
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
。
順
次
返
送
さ
れ
て
い
る
の
で
、
集
計
を

行
な
う
。

そ
の
他
、
財
務
、
会
報
編
集
、
海
外
連
絡
、
集
会
、
自
然
保
護
、
資
料
の
各
委
員
会
、
お

よ
び
山
研
運
営
委
員
会
か
ら
の
報
告
。

会
報

「山
」
六
六
八
号
参
照

◇
十
二
月
理
事
会
　
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
十
三
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
二
十

一
名

▽
審
議
事
項

一
、
『
日
本
山
岳
会
百
年
史
』
の
発
行
企
画
に
つ
い
て
の
審
議
が
あ

っ
た
。
発
行
時
期
に
つ

い
て
、
百
周
年
記
念
行
事
の
記
録
を
取
り
込
む
た
め
に
二
〇
〇
六
年
と
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、

百
周
年
の
当
該
年
で
あ
る
二
〇
〇
五
年
と
す
る
。
予
算
額
三
千
五
百
万
円
は
大
き
す
ぎ
な
い

か
と
の
意
見
が
あ
り
、
百
周
年
記
念
事
業
全
体
の
予
算
枠
を
決
め
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
編
集
方
針
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
記
念
事
業
全
体
の
実
行
委
員
会
を
来

年
度
に
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
議

二
、
特
定
預
金

「図
書
出
版
研
究
基
金
」
の

「長
期
計
画
準
備
積
立
金
」

へ
の
振
替
に
つ
い

て
、
理
事
会
が
了
承
し
て
い
る
旨
を
、
設
立
当
時
の
関
係
者
に
説
明
し
た
う
え
で
、
決
定
。

継
続
審
議

三
、
「小
下
沢
風
景
林
の
森
づ
く
り
活
動
」
実
施
に
関
わ
る
協
定
締
結
は
、
七
月
理
事
会
で

承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
竹
内
副
会
長
と
吟
味
し
て
締
結
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

五
、
十
二
月
の
新
入
会
員
　
九
名
　
　
復
活
会
員
　
一
名

▽
報
告
事
項

一
、
十
二
月
二
日
の
年
次
晩
餐
会
は
、
皇
太
子
殿
下
、
橋
本
龍
太
郎
会
員
他
六
百
名
の
会
員

が
出
席
。
来
賓
は
、
カ
ナ
ダ
山
岳
会
の
モ
ー
テ
ィ
マ
ー
会
長
夫
妻
、
ロ
ウ
副
会
長
、
マ
テ
マ

駐
日
ネ
パ
ー
ル
大
使
の
四
名
。

二
、
総
務
担
当
理
事
よ
り
、
次
の
資
料
借
用
許
可
願
い
の
報
告
が
あ
っ
た
。

①
榊
エ
ス
オ
ー
ケ
イ
東
京
支
社
の
書
籍

『
日
本
古
墳
文
化
論

・
考
古
論
集
』
の
巻
頭
、
お
よ

び
全
国
都
道
府
県
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
長
野
県
コ
ー
ナ
ー
に
、
Ｗ
・
ゴ
ー
ラ
ン

ド
氏
の
肖
像
写
真
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
。

三
、
十

一
月
十

一
～
十
二
日
に
実
施
さ
れ
た
静
岡
支
部
立
五
十
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
、
記

念
山
行
に
、
大
塚
会
長
、
勝
山
理
事
が
出
席
。

四
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
三
千
三
百
五
十
五
名
か
ら
回
答
が
あ
り

（回
答
率
五
十
四

・
四

％
）、
現
在
集
計
中
。

そ
の
他
、
財
務
、
会
報
編
集
科
学
、
高
所
登
山
研
究
、
学
生
部
指
導
、
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ

の
各
委
員
会
、
山
研
運
営
委
員
会
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会
、
青
年
部
よ
り
報
告
が
あ
っ

た
。ま

た
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞
し
た
大
蔵
喜
福
会
員
を
祝
う
集
い
を
、
科
学
委
員
会

主
催
で
二
月
七
日
に
開
催
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
来
年
度
の
役
員
候
補
者
選
定

に
つ
い
て
、
委
員
会
組
織
の
改
革
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

会
報

「山
」
六
六
九
号
参
照

◇

一
月
理
事
会
　
二
〇
〇

一
年

一
月
十
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
二
十
五
名

▽
審
議
事
項

一
、
榊
ア
テ
ネ
書
房
よ
り
戦
前
の

『山
岳
』
復
刻
の
許
可
願
い
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、

以
下
の
五
点
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
も
引
き
続
き
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。

①
出
版
社
が
本
会
の
百
周
年
を
祝
う
形
で
出
版
さ
れ
る
の
が
妥
当
。
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②
日
本
山
岳
会
の
監
修
は
不
要
で
は
な
い
か
。

③
版
権
使
用
料

（初
版
五
百
部
ま
で
は
、
定
価
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
で
あ
る
十
二
万
八
千

円
）
は
妥
当
だ
ろ
う
か
。

④
原
本
を
使
用
す
る
場
合
は
、
破
損
な
ど
の
心
配
が
あ
る
。
合
本
が
複
数
あ
る
の
で
、
こ
ち

ら
を
使
用
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
。

⑤
復
刻
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
買
い
取
り
の
必
要
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
議

二
、
東
京
農
業
大
学
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
登
山
隊

（谷
川
太
郎
隊
長
、
二
〇
〇

一
年
二
月
～
五

月
）

へ
の
推
薦
依
頼
を
承
認
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

三
、
山
研
の
進
め
方
に
つ
い
て
以
下
の
二
点
が
協
議
さ
れ
た
。

①
ミ
ニ
水
力
発
電
実
行
委
員
会
は
当
初
の
目
的
を
果
た
し
た
の
で
、
今
年
度
末
で
解
散
。
平

成
十
三
年
度
か
ら
は
実
験
研
究
継
続
の
た
め
に
、
山
研
運
営
員
会
内
の
小
委
員
会
と
し
て

ミ
ニ
水
力
発
電
運
営
委
員
会
を
設
置
。
当
面
は
、
委
員
長
＝
小
倉
副
会
長
、
委
員
＝
坂
本

理
事
、
森
理
事
で
構
成
し
、
五
月
の
役
員
改
選
を
経
て
組
織
体
制
を
確
立
す
る
。

②
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
、
研
究
は
本
会
と
神
奈
川
工
科
大
学
の
共

同
研
究
で
進
め
て
き
た
が
、
こ
の
期
限
は
二
年
間

（
こ
と
し
三
月
末
ま
で
）
。
今
後
、
研

究
を
継
続
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
期
限
を
三
年
間
延
長
し
た
い

（
こ
の
研
究
は
、
環
境
庁

と
の
了
解
事
項
と
し
て
、
最
低
五
年
間
実
施
す
る
こ
と
と
、
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
と
の

共
同
研
究
で
あ
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な

っ
て
い
る
）。

四
、　
一
月
の
新
入
会
員
　
十
七
名
　
復
活
会
員
　
一
名

▽
報
告
事
項

一
、
総
務
担
当
理
事
よ
り
、
資
料
等
使
用
許
可
願
い
に
関
し
て
、
以
下
の
二
点
を
許
可
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

①
朝
日
新
聞
出
版
局

『週
刊
日
本
百
名
山
』
（第
十
三
号
）
に
掲
載
予
定
の
、
上
條
嘉
門
次

の
輪
か
ん
じ
き
な
ど
七
点

（本
会
所
蔵
　
大
町
山
岳
博
物
館
展
示
資
料
）
の
撮
影
。

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
挑
戦
者
た
ち
」
の
放
映
に
対
し
て
、
田
部
井
淳
子
さ
ん
が

一

九
七
五
年
に
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
し
た
際
に
使
用
し
た
登
山
装
備

一
式

（本
会
所
蔵
　
松
本

市
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
展
示
資
料
）
の
撮
影
。

そ
の
他
、
財
務
、
会
報
、
海
外
登
山
基
金
、
ア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇
、
医
療
、
指
導
の
各

委
員
会
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会
よ
り
報
告
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
信
濃
支
部
新
年
例
会

に
小
倉
副
会
長
と
坂
本
理
事
、
山
梨
支
部
新
年
会
に
竹
内
副
会
長
が
出
席
予
定
で
あ
る
こ
と
、

日
山
協

・
都
岳
連
新
年
会
に
大
森
副
会
長
が
出
席
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

会
報

「山
」
六
七
〇
号
参
照

◇
二
月
理
事
会
　
二
〇
〇

一
年
二
月
十
四
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
二
十
三
名

▽
審
議
事
項

一
、
二
〇
〇

一
年
度
海
外
登
山
基
金
に
、
三
隊
か
ら
申
請
が
あ
り
、　
一
月
十
二
日
の
海
外
登

山
基
金
委
員
会
で
助
成
案
が
決
定
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

①
ガ
ッ
シ
ャ
ー
プ
ル
ム
ー
ｏ
Ⅱ
峰
　
明
治
大
学
山
岳
部

・
炉
辺
会
　
助
成
金
額
五
十
万
円

②
サ
ン
ル
ン
峰
　
日
本
大
学
桜
門
山
岳
会
　
助
成
金
額
五
十
万
円

③
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
　
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
　
助
成
金
額
六
十
万
円

二
、
二
〇
〇
〇
年
度
期
末
推
計
と
二
〇
〇

一
年
度
収
支
予
算
編
成
に
つ
い
て
。
ま
た
、
本
会

の
定
期
預
金
が

一
銀
行
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
財
務
委
員
会
で
分
散
す
る
こ
と
を
検
討
し
、

提
案
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
議

三
、
特
定
預
金

「図
書
出
版
研
究
基
金
」
の

「長
期
計
画
準
備
積
立
金
」

へ
の
振
替
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
基
金
作
り
に
尽
力
し
て
い
る
会
員
に
敬
意
を
表
す
る
こ
と
と
、
本
会
創
立

百
周
年
記
念
事
業
に
活
用
す
る
際
に
は
改
め
て
表
明
す
る
二
点
を
留
意
し
た
う
え
で
承
認
。

承
認

四
、
柳
ア
テ
ネ
書
房
に
よ
る
戦
前
の

『山
岳
』
を
復
刻
に
関
す
る
覚
書
の
内
容
に
つ
い
て
、

法
律
家
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
修
正
す
る
こ
と
で
応
諾
。
修
正
し
た
覚
書
に
つ
い
て
は
、

二
月
理
事
会
で
報
告
。
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五
、
二
〇
〇

一
年
度
地
球
環
境
基
金
助
成
金
交
付
の
申
請
に
つ
い
て
、
締
切
期
日
の
関
係
か

ら
理
事
会
の
承
認
を
経
な
い
で
申
請
し
た
旨
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
理
事
会
は
、
ネ

パ
ー
ル

・
シ
バ
プ
リ
の
石
楠
花
植
林
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
の
に
別
件
の
事
業
に
取
り
組

む
の
を
問
題
と
考
え
る
こ
と
と
、
理
事
会
を
経
ず
に
手
続
き
し
た
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
件
を
承
認
せ
ず
、
申
請
を
取
り
下
げ
る
こ
と
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
不
承
認

▽
報
告
事
項

一
、
総
務
担
当
理
事
よ
り
、
資
料
所
在
調
査
協
力
依
頼
と

『山
岳
』
記
事
転
載

へ
の
許
可
に

関
す
る
報
告
が
あ

っ
た
。

①
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
の
平
成
十
三
年
度
特
別
展

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ー
人
、
自
然
、
文
化
―
」

の
開
催
に
際
し
、
協
力
要
請
が
あ
り
、
「
マ
ナ
ス
ル
初
登
関
連
資
料
」
「
ナ
ン
グ

・
コ
ッ
ト

遠
征
関
連
資
料
」
の
所
在
調
査
の
協
力
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

②
京
都
工
芸
繊
維
大
学
学
士
山
岳
会
よ
り
、
本
会
会
員
で
も
あ
る
故
新
井
清
氏
の

『山
岳
』

一
九
九
四
年
の
追
悼
文
の
転
載
を
許
可
し
た
。

二
、
松
本
市
よ
リ
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
整
備
基
金
構
想
談
話
会

へ
の
参
加
依
頼
が
あ
り
、
信
濃

支
部
長
に
出
席
依
頼
を
し
た
。

三
、
以
下
の
通
り
、
行
事
、
集
会
な
ど
の
出
席
報
告
が
あ

っ
た
。
日
山
協
新
年
会

（
一
月
二

十
日
　
大
森
副
会
長
）、
都
岳
連
新
年
会

（
一
月
二
十
三
日
　
大
森
副
会
長
）、
山
梨
支
部
新

年
会

（二
月
四
日
　
竹
内
副
会
長
）。

そ
の
他
、
財
務
、
会
報
、
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
、
医
療
、
海
外
連
絡
、
自
然
保
護
、
資
料
の

各
委
員
会
、
お
よ
び
青
年
部
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

・
　

　

ま
た
、
国
際
山
岳
年
行
事

（二
〇
〇
二
年
）
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
に
、
本
会
よ
り
高
速
理

生
ロ

事
、
江
本
海
外
連
絡
委
員
会
委
員
に
出
席
依
頼
。
理
事
が
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
は
、
代

報

行
を
立
て
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
意
見
も
出
さ
れ
た
。

務
　
　
会
報

「山
」
六
七

一
号
参
照

会
　
◇
二
月
理
事
会
　
二
〇
〇

一
年
二
月
十
四
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
二
十

一
名

▽
審
議
事
項

一
、
二
〇
〇

一
年
度
事
業
計
画

（案
）
お
よ
び
収
支
予
算

（案
）
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、

一
部
追
加
改
正
。
ま
た
、
本
案
件
議
事
録
を
文
部
科
学
省
に
提
出
す
る
際
の
署
名
人
は
、
村

井

（龍
）、
高
原
両
理
事
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

二
、
定
期
預
金
の
預
金
先
分
散
に
つ
い
て
、
財
務
委
員
会
に
一
任
す
る
こ
と
を
提
案
。
基
本

的
姿
勢
と
し
て
は
、
元
金
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ペ
イ
オ
フ
の
対
応
を
考
え
る
こ
と
。　
一
行

へ
の
預
金
額
は
三
千
～
五
千
万
円
を
目
安
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

三
、
松
本
市
岳
都
年
会
議

「
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
特
別
企
画
展
」
（十
月
七
日
～
九
日
）

へ
の

協
力
依
頼
を
受
け
、
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
空
撮
写
真
、
ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
所
蔵
の

写
真
な
ど
の
展
示
に
協
力
す
る
。
費
用
は
基
本
的
に
は
依
頼
者
側
が
も
つ
が
、
詳
細
は
検
討

中
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

▽
報
告
事
項

一
、
『山
岳
』
復
刻
版
に
関
す
る
覚
書
に
つ
い
て
、
二
月
理
事
会
を
踏
ま
え
、
弁
護
士
な
ど

の
専
門
家
に
も
相
談
の
う
え
、
内
容
を

一
部
修
正
し
、
榊
ア
テ
ネ
書
房
と
取
り
交
わ
す
。承

認

二
、
第
四
回
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
会
員
構
成
、
会
員

の
ニ
ー
ズ
な
ど
の
現
状
を
把
握
し
、
中
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
ま
た

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
作
成
の
参
考
と
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
は
三
二
五
五
名

（回
答
率
五
十
四

ｏ
四
％
）。

三
、
二
月
二
十
二
日
に
文
部
科
学
省
の
立
ち
入
り
監
査

（担
当
　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
）
が
あ

り
、
小
倉
副
会
長
、
西
村
、
村
井

（龍
）、
中
村
各
理
事
が
対
応
。
と
く
に
大
き
な
指
摘
は

な
か

っ
た
。

四
、
松
本
市
長
よ
り
、
世
界
岳
都
年
会
議
へ
の
名
義
後
援
依
頼
が
あ
り
、
了
承
し
た
。

五
、
マ
ナ
ス
ル
登
山
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
ロ
ー
ク

・
ダ
ル
シ
ャ
ン
氏
へ
感
謝
状
を
贈
呈



す
る
。

六
、
大
町
山
岳
博
物
館
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
を
本
会
と
共
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
、
総
務
担
当
理
事
よ
り
、
以
下
三
点
の
写
真
、
資
料
な
ど
の
掲
載
、
使
用
願
い
を
許
可
し

た
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。

①
信
濃
毎
日
新
聞
出
版
局

『知
ら
れ
ざ
る
Ｗ

ｏ
ウ
ェ
ス
ト
ン
』
（二
〇
〇

一
年
八
月
刊
行
予

定
）

へ
の
写
真
掲
載
。

②
著
漢
堂

『
日
本
ア
ル
プ
ス
発
見
―
西
洋
文
化
の
交
流
』
（庄
田
元
男
著
）

へ
の

『
山
岳
』

記
事
な
ど
の
転
載
使
用
。

③
榊
山
と
漢
谷
社

『
目
で
見
る
日
本
登
山
史
』
（二
〇
〇

一
年
四
月
刊
行
予
定
）

へ
の
、
写

真
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
図
版
の
複
写
掲
載
。

八
、
環
境
事
業
団
の
募
金
箱
を
本
会
ル
ー
ム
内
に
設
置
。

九
、
国
際
山
岳
年

（二
〇
〇
二
年
）
取
り
組
み
準
備
会
に
、
高
速
理
事
が
出
席
。

十
、
次
期
改
選
の
評
議
員
十
二
名
に
つ
い
て
、
会
長
、
副
会
長
を
中
心
に
候
補
者
を
選
定
中
。

推
薦
者
が
あ
れ
ば
、
推
薦
を
。

十

一
、　
一
月
理
事
会
に
提
案
さ
れ
た

「委
員
会
再
編
成
の
提
案
」
を
踏
ま
え
、
学
生
部
指
導
、

集
会
、
高
所
登
山
研
究
、
指
導
、
青
年
部
、
遭
難
対
策
の
担
当
四
理
事
よ
り
、
本
会
の
組
織

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
改
革
が
提
案
さ
れ
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
今
後
、
重
要
課
題
と
認

識
し
、
機
会
を
設
け
て
十
分
な
論
議
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

十
二
、
「
Ｊ
Ａ
Ｃ
マ
ー
ク
」
の
商
標
権
の
登
録
更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
財
務
、
総
務
、
会
報
、
自
然
保
護
、
資
料
各
委
員
会
、
青
年
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

報
告
が
あ
っ
た
。

会
報

「山
」
六
七
二
号
参
照

◇
四
月
理
事
会
　
二
〇
〇

一
年
四
月
十

一
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
二
十
四
名

▽
審
議
事
項

一
、
二
〇
〇
〇
年
度
事
業
報
告

（案
）
に
つ
い
て
、　
一
部
記
載
事
項
を
修
正
、
追
加
し
決
定
。

承
認

二
、
二
〇
〇
〇
度
収
支
報
告

（案
）
に
つ
い
て
、
監
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
性
格
克
定
説
に

処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

三
、
本
会
自
然
保
護
委
員
会
か
ら
増
田
岩
手
県
知
事
お
よ
び
合
田
岩
手
県
教
育
委
員
会
教
育

長
宛
て
に
、
「山
岳
競
技
に
よ
る
早
池
峰
山
高
山
植
物
の
被
害
に
つ
い
て
の
報
告
と
お
願
い
」

を
提
出
。
中
谷
岩
手
支
部
長
と
の
連
携
を
と
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

四
、
四
月
の
新
入
会
員
　
五
十
九
名
　
復
活
会
員
　
二
名

▽
報
告
事
項

一
、
評
議
員
会

（二
月
二
十
四
日
）
に
お
い
て
、
次
期
会
長
候
補
の
選
定
を
行
な

っ
た
。
投

票
結
果
、
平
山
常
任
理
事
を
推
挙
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
現
状
の
や
り

方
に
つ
い
て
多
数
の
意
見
が
出
さ
れ
、
理
事
会
と
し
て
は
、
会
長
は
早
急
に
評
議
員
会
を
招

集
し
、
次
期
会
長
候
補
の
調
整
お
よ
び
、
副
会
長
、
理
事
、
監
事
の
候
補
者
推
薦
を
行
な
う

こ
と
を
確
認
し
た
。

二
、
欄
山
と
漢
谷
社
が

『
ヤ
マ
ケ
イ

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
』
の
販
売
案
内
を
行
な
う
に
際
し
、

本
会
員
に
購
入
特
典
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
名
簿
の
使
用
依
頼
が
あ
り
、
こ
れ
を
許

可
し
た
。

三
、
六
月
に
富
山
テ
レ
ビ
放
送
で
放
映
予
定
の

「
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
登
攀
隊
の
軌
跡
」
に
関
し

て
、
製
作
会
社
の
ラ
ッ
ク
プ
ロ
榊
よ
り
、
資
料
貸
し
出
し
な
ど
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
こ
れ

を
許
可
し
た
。
な
お
、
立
教
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
鯵
坂
理
事
に
相
談
窓
口
を
担
当
し

て
も
ら
う
。

四
、
中
津
川
市
観
光
協
会
よ
り
、
恵
那
山
登
山
口
に
Ｗ
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
の
胸
像
を
造
り
、

「恵
那
山

・
ウ
ェ
ス
ト
ン
公
園
」
（仮
称
）
を
設
置
す
る
た
め
に
、
同
氏
の
肖
像
写
真
の
貸
し

出
し
依
頼
が
あ
り
、
こ
れ
を
許
可
し
た
。

五
、
外
務
省
よ
り
、
デ
ィ
ベ
ン
ド
ラ
ｏ
ネ
パ
ー
ル
皇
太
子
殿
下
来
日
に
あ
た
り
、
歓
迎
各
行
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会 務 報 告

事
の
協
力
依
頼
が
あ

っ
た
。
本
会
は
、
四
月
二
十
八
日
夕
刻
よ
り
、
国
際
文
化
会
館
で
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
を
開
催
。
京
都
訪
間
に
関
し
て
は
、
京
都
支
部
が
中
心
と
な
り
担
当
。

そ
の
他
、
財
務
、
会
報
編
集
、
自
然
保
護
、
学
生
部
指
導
、
海
外
連
絡
、
医
療
の
各
委
員

会
、
青
年
部
、
山
研
運
営
委
員
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

会
報

「山
」
六
七
三
号
参
照

◇
五
月
理
事
会
　
一
一〇
〇

一
年
五
月
九
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
十
八
名

▽
審
議
事
項

一
、
以
下
の
三
支
部
よ
り
、
新
支
部
長
選
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。
秋
田
支
部
＝
佐
々
木
民
秀

会
員

（五
七
四
八
）、
宮
城
支
部
＝
千
田
早
苗
会
員

（七
二

一
一
）、
京
都
支
部
＝
横
田
明
男

会

（六
八
四
八
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

二
、
五
月
の
新
入
会
員
　
十
七
名
　
復
活
会
員
　
一
名

▽
報
告
事
項

一
、
四
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会
で
、
副
会
長
以
外
の
理
事
と
監
事
候
補
者
が

決
ま
っ
た
。
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
調
整
中
。

二
、
四
月
二
十
五
日
の
臨
時
理
事
会
で
会
長
に

一
任
さ
れ
て
い
た
、
次
期
評
議
員
候
補
者
の

鯵
坂
氏
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
意
思
確
認
を
取

っ
た
う
え
で
、
候
補
者
と
し
た
。

三
、
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
ｏ
ネ
パ
ー
ル
国
皇
太
子
殿
下
の
来
日
中
、
四
月
二
十
八
日
夕
刻
に
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
を
開
催
。
出
席
者
は
八
十
人
。
ま
た
、
二
十
九
日
か
ら
の
京
都
滞
在
で
は
、
京
都

支
部
を
中
心
に
歓
迎
会
を
開
催
。

四
、
本
会
内
の
同
好
会

「
ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
」
よ
り
上
野
松
坂
屋
に
て
開
催

す
る

「山
岳
写
真
展
」
の
後
援
依
頼
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
諾
し
た
。

五
、
千
葉
大
学
学
士
山
岳
会
よ
り
、
「
五
十
周
年
記
念
誌
」
に
あ
た
り
、
『山
岳
』
第
八

一
年

（
一
九
八
六
年
）
の
プ
ー
タ
ン
ヒ
マ
ラ
ヤ

ｏ
ナ
ム
シ
ラ
峰
初
登
頂
な
ど
二
点
の
記
事
に
つ
い

て
転
載
許
可
願
依
頼
あ
り
、
こ
れ
を
承
諾
し
た
。

六
、
山
岳
遭
難
保
険
の
代
理
店
を
、
三
〇
〇

一
年
四
月

一
日
よ
り
、
現
行
の
新
都
市
住
販
榊

よ
り
新
都
市
リ
ビ
ン
グ
株

へ
変
更
。

そ
の
他
、
財
務
、
総
務
、
会
報
、
自
然
保
護
、
ア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

各
委
員
会
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

会
報

「山
」
六
七
四
号
参
照

◇
二
〇
〇

一
年
度
通
常
総
会

二
〇
〇

一
年
五
月
十
九
日
　
東
京
グ
リ
ー
ン
・
ホ
テ
ル

出
席
者
　
一
六
八
名

（ほ
か
委
任
状
二
四
六
六
名
）

▽
議
案

一
、
二
〇
〇
〇
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算

ｏ
財
務
目
録
の
承
認

二
、
二
〇
〇

一
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案
の
承
認

三
、
二
〇
〇

一
年
度

・
二
〇
〇
二
年
度
役
員
お
よ
び
評
議
員
改
選
に
つ
い
て
次
の
通
り
決
定
。

会
　
　
　
長
　
大
塚
博
美

（再
任
）

副
　
会
　
長
　
芳
賀
孝
郎

（新
任
）
。
長
尾
悌
夫

（新
任
）
・
村
井
龍

一
（再
任

ｏ
財
務
担
当

兼
任
）

常

務

理

事
　
西
村
政
晃

（総
務
　
再
任
）
・
今
村
千
秋

（会
報
編
集
　
新
任
）
・
坂
井
広
志

（高
所
　
再
任
）
（常
務
理
事
に
つ
い
て
は
、
後
日
の
臨
時
理
事
会
で
決
定
）

理
　
　
　
事
　
高
遠
　
宏

（山
岳
編
集

・
百
年
史
　
再
任
）
。
宮
下
啓
三

（図
書
　
再
任
）
・

高
原
三
平

（総
務
　
再
任
）
・
松
原
尚
之

（青
年
部
　
再
任
）
ｏ
河
西
瑛

一
郎

（自
然
保
護
　
再
任
）
ｏ
中
村
　
保

（海
外
連
絡
　
新
任
）
・
小
川
　
武

（山

研
運
営
　
新
任
）
・
黒
川
　
恵

（指
導

・
遭
難
対
策
　
新
任
）
。
大
野
秀
樹

（医
療
　
新
任
）
ｏ
朴
元
鐘
徳

（集
会

・
新
任
）
・
鈴
木
敬
吾

（資
料

・
フ
ィ

ル
ム
ビ
デ
オ
　
新
任
）
・
鳥
居
和
雄

（学
生
部
　
新
任
）
・
藤
本
慶
光

（科
学

新
任
）

監
　
　
　
事
　
内
田
　
博

（新
任
）
。
古
市
　
進

（新
任
）
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常
任
評
議
員
　
平
林
克
敏

（再
任
）
。
宮
崎
紘

一

（新
任
）
・
宇
田
川
芳
伸

（再
任
）
・
鯵
坂

青
青

（新
任
）
（常
任
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
総
会
後
、
評
議
員
内
で
決
定
）

評
　
議
　
員
　
田
邊
　
壽

（再
任
）
・
山
本
久
子

（再
任
）
・
尾
上
　
昇

（再
任
）
・
吉
永
英

明

（再
任
）
。
絹
川
祥
夫

（再
任
）
・
中
尾
正
武

（新
任
）
・
赤
羽
孝

一
郎

（新
任
）
ｏ
小
倉
茂
暉

（新
任
）
・
大
森
薫
雄

（新
任
）
。
本
田
誠
也

（新
任
）
・

岡
田
光
行

（新
任
）
・
坂
本
観
晃

（新
任
）
・
森
　
武
昭

（新
任
）
ｏ
中
井
俊

一
（新
任
）
・
竹
内
哲
夫

（新
任
）
・
山
本
晃
弘

（新
任
）

▽
役
員
改
選
経
過

次
期
会
長
候
補
が
総
会
通
知
を
会
員
に
発
送
す
る
期
限
に
な
っ
て
も
、
決
定
を
み
な
か
っ

た
た
め
、
「役
員
お
よ
び
評
議
員
改
選
の
件
」
が
重
要
議
題
で
あ
り
な
が
ら
、
重
要
項
目
で

あ
る
候
補
者
名
簿
が
同
封
で
き
な
い
ま
ま
総
会
通
知
が
発
送
さ
れ
た
。
欠
席
者
の
委
任
状
は

半
数
を
大
幅
に
下
回
っ
た
。

内
訳
は
、
①
会
長
委
任
五
百
八
十

一　
②
議
長
委
任
三
百
三
十

一　
③
自
紙
委
任
千
五
百

四
十
四
　
④
記
名
捺
印
の
な
い
無
効
委
任
状
三
百
六
十
五
　
⑤
委
任
し
な
い
も
の
七
十
三
。

会
長
候
補
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
の
は
、
評
議
員
会
が
会
長
の
若
返
り
を
図
ろ
う
と
し
て
新

し
い
会
長
候
補
を
推
薦
し
た
の
に
対
し
、
大
塚
博
美
会
長
が
再
任
を
希
望
し
、
理
事
会
も
こ

れ
を
支
持
し
た
た
め
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
会
長
選
任
は
総
会
で
決
定
す
る
と
い
う
、
本

会
創
立
以
来
初
め
て
の
事
態
と
な
っ
た
。

総
会
当
日
、
出
席
者
に
は
、
評
議
員
会
が
推
挙
す
る
平
山
善
吉
会
員
を
会
長
候
補
と
し
た

役
員

。
評
議
員
候
補
者
名
簿
が
配
布
さ
れ
、
大
塚
会
長
が
議
長
の
ま
ま
討
議
さ
れ
た
。
結
果
、

評
議
員
会
案
は
否
決
さ
れ
、
委
任
状
を
含
む
賛
成
多
数
で
大
塚
会
長
の
再
任
が
決
定
し
た
。

副
会
長
、
理
事
、
評
議
員
は
、
大
塚
会
長
の
提
案
に
よ
り
評
議
員
会
推
薦
の
と
お
り
、
承

認
さ
れ
た

（総
会
に
お
け
る
会
長
選
任
に
関
す
る
質
疑

・
討
議
の
詳
細
は
、
会
報

「山
」
六

七
四
号
参
照
）。

四
、
二
〇
〇
〇
年
度
除
籍
者
の
件

五
、
そ
の
他

▽
会
務
報
告

二
〇
〇
〇
年
度
末
会
員
数

名
誉
会
員
　
三
十
八
名

永
年
会
員
　
七
十
三
名

終
身
会
員
　
百
三
十
八
名

通
常
会
員
　
五
千
四
百
九
十
名

夫
婦
会
員
　
百
五
十
名

団
体
会
員
　
百

一
団
体

計
　
　
五
千
九
百
九
十
名

（前
年
度
末
会
員
数
五
千
九
百
十
五
名
）

新
入
会
員
　
百
九
十
名

復
活
会
員
　
　
十
二
名

物
故
会
員
　
五
十
二
名

退
会
会
員
　
七
十
六
名

除
籍
者
　
　
四
十
五
名

◇
五
月
臨
時
理
事
会
　
一
一〇
〇

一
年
五
月
二
十

一
日
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
一
一十
六
名

▽
審
議
事
項

一
、
会
長
に
事
故
が
あ
っ
た
と
き
の
副
会
長
の
代
行
順
序
に
つ
い
て
、
長
尾
、
村
井
、
芳
賀

各
副
会
長
の
順
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

二
、
常
務
理
事
と
理
事
の
委
嘱
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

三
、
常
任
評
議
員
の
委
嘱
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

四
、
戦
略
的
な
課
題
に
つ
い
て
、　
一
部
坦
務
を
以
下
の
通
り
に
依
頼
す
る
。

①
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
　
長
尾
副
会
長

②
海
外
登
山
基
金
助
成
　
村
井
副
会
長
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会 務 報 告

③
百
周
年
記
念
事
業
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ｏ
リ
ー
ダ
ー
　
平
林
常
任
評
議
員

④
長
期
改
善
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
リ
ー
ダ
ー
　
西
村
常
務
理
事

⑤
『新
日
本
山
岳
誌
』

高
原
理
事

⑥
ミ
ニ
水
力
発
電
　
小
川
理
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

五
、
定
例
理
事
会
の
開
催
日
を
原
則
と
し
て
、
第
二
水
曜
日
十
八
時
二
十
分
か
ら
と
す
る
。

承
認

▽
報
告
事
項

一
、
団
法
人
の
理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
任
務
、
民
法
上
の
意
義
、
本
会
に
お
け
る
役
割
と

特
徴
、
課
題
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

二
、
予
算
執
行
に
関
し
て
説
明
が
あ
っ
た
。

三
、
「海
外
連
絡
委
員
会
」
を

「海
外
委
員
会
」
と
名
称
変
更
を
す
る
。

四
、
本
年
度
の
各
委
員
会
名
簿
を
六
月
二
十
日
ま
で
に
提
出
。

五
、
青
年
部
よ
り

『
キ
リ
ギ
リ
ス
』
三
号
を
刊
行
し
た
。

六
、
「高
尾
の
森
づ
く
り
」
の
作
業
日
は
、
毎
月
第
二
土
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
と
す
る
。

七
、
理
事
会
議
事
録
は
、
高
原
理
事
が
作
成
し
、
西
村
理
事
が
校
閲
後
、
理
事
会
メ
ン
バ
ー
、

評
議
員
、
支
部
長
に
郵
送
。
訂
正
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
当
月
内
に
総
務
担
当
ま
で
連
絡
す

２
り
こ

・夕
」
。

◇
登
山
の
指
導
と
奨
励
を
目
的
と
し
た
集
会
、
研
究
会
、
講
演
会
、
展
覧
会
、
お
よ
び
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催

（二
〇
〇
〇
年
六
月
～
二
〇
〇

一
年
五
月
）

（Ａ
）

集
会

▽
六
月
二
日
　
上
高
地

第
五
十
四
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

（信
濃
支
部
）

▽
六
月
四
日
　
高
尾
山
周
辺
小
下
沢
風
景
林

高
尾
の
森
づ
く
り

（自
然
保
護
）

▽
六
月
九
日
～
十
二
日
　
白
神
山
地

白
神
山
地
の
プ
ナ
林
再
生
事
業

（青
森
支
部
）

▽
六
月
十
日
　
富
士
山

古
道
を
訪
ね
て

（図
書
）

▽
六
月
二
十
六
日
　
本
会
会
議
室

委
員
会

・
同
好
会
連
絡
会
議

（総
務
）

▽
六
月
二
十
八
日
　
カ
ナ
ダ
大
使
公
邸

ア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇
登
山
隊
歓
送
会

▽
六
月
二
十
九
日
　
本
会
会
議
室

気
象
講
座

「夏
の
天
気
図
の
見
方
」
（科
学
）

▽
七
月

一
日
～
二
日
　
湯
の
丸

・
高
峰
高
原
周
辺

上
信
越
国
境
の
大
分
水
嶺
と
高
山
植
物
を
探
る

（科
学
）

▽
七
月
十
八
日
　
本
会
会
議
室

イ
ン
ド
登
山
財
団
名
誉
幹
事

・
フ
ｏ
あ
ラ
テ
ラ
氏
来
訪

▽
八
月
十
七
日
～
二
十
日
　
上
高
地
山
岳
研
究
所

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー

（山
研
）

▽
九
月
二
日
　
高
尾
山
周
辺

高
尾
山
自
然
観
察
山
行

（自
然
保
護
）

▽
九
月
二
日
～
三
日
　
福
岡
県

北
九
州
支
部
設
立
総
会

▽
九
月
八
日
～
十

一
日
　
白
神
山
地

白
神
山
地
の
プ
ナ
林
再
生
事
業

（青
森
支
部
）

▽
九
月
二
十
日
　
本
会
大
集
会
室

山
野
井
泰
史
氏
講
演
会

（青
年
部
）

▽
九
月
二
十
日
　
本
会
会
議
室

第
二
十

一
回
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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▽
九
月
二
十
日
～
十
月

一
日
　
焼
岳

・
徳
本
峠
周
辺

き
の
こ
山
行

（集
会
）

▽
十
月
十
四
日
～
十
五
日
　
焼
岳

。
上
高
地
周
辺

焼
岳
登
山
と
山
研
ミ
ニ
水
力
発
電
見
学

（科
学

・
山
研
）

▽
十
月
十
四
日
～
十
五
日
　
越
前
大
野
市

二
〇
〇
〇
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会

（自
然
保
護

・
福
井
支
部
）

▽
十
月
十
五
日
　
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
会
館

第

一
回
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
講
習
会

（集
会

・
指
導

・
青
年
部
）

▽
十
月
二
十
七
日
　
本
会
集
会
室

ア
ル
バ
ー
タ
初
登
頂
と
当
時
の
登
山
の
背
景

（図
書
）

▽
十
月
二
十
八
日
　
高
尾
山
周
辺
小
下
沢
風
景
林

高
尾
の
森
づ
く
り

（自
然
保
護
）

▽
十

一
月

一
日
　
本
会
集
会
室

「雪
の
薬
師
、
槍
越
え
」
上
映

（
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
）

▽
十

一
月
十
八
日
　
東
京
体
育
会
館

高
所
登
山
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（高
所
登
山
研
究
）

▽
十

一
月
十
八
日
　
高
尾
山
周
辺
小
下
沢
風
景
林

高
尾
の
森
づ
く
り

（自
然
保
護
）

▽
十
二
月
二
日
　
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

二
〇
〇
〇
年
度
年
次
晩
餐
会

（総
務
）

▽

一
月
十

一
日
　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ケ
谷

ガ
モ
フ
博
士
講
演
会

（医
療
）

▽

一
月
二
十
九
日
　
本
会
集
会
室

山
岳
図
書
を
語
る
タ
ペ

（図
書
）

▽
二
月
二
日
～
五
日
　
八
ケ
岳

・
赤
岳
鉱
泉
周
辺

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

（指
導
）

▽
二
月
十
日
～
十
二
日
　
蔵
王
周
辺

ス
キ
ー
親
睦
会

（集
会

・
山
形
支
部
）

▽
二
月
十
七
日
　
高
尾
山
周
辺
小
下
沢
風
景
林

高
尾
の
森
づ
く
り

（自
然
保
護
）

▽
二
月
二
十
四
日
～
二
十
五
日
　
東
京
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
・
本
会
集
会
室

支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

（総
務
）

▽
二
月
二
十
八
日
　
本
会
集
会
室

第
二
十
九
回
山
岳
史
懇
談
会

（図
書
）

▽
二
月
二
十

一
日
　
本
会
会
議
室

二
〇
〇
〇
年
度
下
期

ｏ
第
二
十
二
回
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（総
務
）

▽
四
月
十
五
日
　
高
尾
山
周
辺
小
下
沢
風
景
林

高
尾
の
森

「植
樹
祭
」
（自
然
保
護
）

（Ｂ
）

研
究
会

・
講
演
会

・
展
覧
会

▽
七
月
十
七
日
～
二
十
七
日
　
上
高
地
山
岳
研
究
所

山
岳
絵
画
を
め
ぐ
る
美
と
感
動

（山
研
）

▽
九
月
二
十
日
～
十
月
十
五
日
　
上
高
地
山
岳
研
究
所

山
岳
写
真
展

（
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ

・
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
）

（Ｃ
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
六
月
二

ｏ
四
日
　
慈
恵
会
医
科
大
学

第
二
十
回
日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（医
療
）

▽
十

一
月
十
八
日
　
東
京
体
育
館

高
所
登
山
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（高
所
登
山
研
究
）

▽
十

一
月
二
十
五
日
　
東
京
都
高
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー
講
堂

登
山
者
の
立
場
か
ら
山
の
ト
イ
レ
問
題
を
考
え
る

（科
学

・
自
然
保
護
）
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K2‐2000

Reiko Terasawa

K2-2000 groupe consisted of two climbing parties, Kazuo Tobita and Taeko

Yamanoi who planned to climb South-southeast Rib, and Yasushi Yamanoi paired

up with Wojciech Kurtyka aiming at first ascent of East Face, and me as a manager.

When we reached the site of K 2 Base Camp at June 26, two Koreans, a Braziltan,

an International and H. Kamarander's parties were climbing their respective routes.

July 6 ; Tobita party went up Camp 1 on South-east Ridge for acclimatization, and

return to Base Camp.

East Face party continued to serch the climbable route.

July 7 ; East Face party return to Base Camp, they had to abandon this route be-

cause of the wall condition were worst.

July 10 ; Yamanoi and Kurtyka start from Base Camp for South-southeast Rib.

July 11 ; Owing to the bad weather, Yamanoi and Kurtyka return to Base Camp.

July 18 ; Yamanoi went up and down South-east Ridge for acclimatization.

July 19 ; Kurtyka went home with high altitude poters who engaged Japanese

Broad Peak party.

Yamnoi and Taeko went up for Camp 2 (7,000 m) which made by

Kamarander's party on South-southeast Rib.

July 2l ; Taeko return to Base Camp, Tobita went up for Camp 2.

July 22 ; Y amanoi return to Base Camp.

July 23 ; Tobiota return to Base Camp.

July 27 ; Tobita and Taeko start from Base Camp for the Camp 3.

July 28;Yamanoi left Base Camp at noon, reached Camp 2 at 22:00 and joined

Tobita and Taeko.

July 29 ; Yamanoi reached Camp 3 site at 7,900m.

Tobita retrun to Base Camp. Taeko reached 7,400 m and returnt Camp2.

July 30 ; Taeko return to Base Camp.

Yamanoi continued to climb and stood on the summit of KZ at12:28, and

went back to Camp 3 site.

July 31 ; Yamanoi return to Base Camp with two Korean climbers, one of them also

climbed the summit on the same day via South-east Ridge.

August 4 ; Taeko went up for Camp 1 on South-east Ridge.

August 9 ; Taeko abandoned South-east Ridge, return to Base Camp.

A1s



Chong Muztag, First Ascent.

Shin Yannada

Waseda University Alpine Club of Tokyo sent an expedition to the Kunlun range

of Sinkiang, China in the summer of 2000. They made the first ascent of NIt. Chong

lVluztag (or Qong Muztag,6962 meter) on August 15. Twelve member expedition in-

cluding 5 students was led by Shin Yamada.

We started the approach march from Kyantokai, a small village at the northern

foot of Kunlun, on July 23. Kyantokai was reached from the town of \4infeng, some

300 kilometers east of Hotan, in a one day drive on 4 WD vehicles.

The caravan consisted of 90 donkeys, 58 for baggage and 32 for riding, 17 donkey

handlers, three staff members of the Sinkiang Mountaineering Association and us.

Unusual rainy weather of this summer affected the 220 kllometer approach march.

The rushing torrents of rivers forced us to stay on the banks for two days. It took
twelve days of crossing the high-altitude desert to reach Base Camp (4850 meter) at
the northern foot of the mountain.

We made Advanced Base Camp at 5200 m. Baggage was carried there on the back

of donkeys. Then we established Camp 1 at 5900 m and Camp 2 at 6400 m, both on the

north-west ridge of Chong Muztag by August 12. The ridge was broad and covered

with deep snow.

On August 15, Eiho Otani, Hiroaki Kino and Yasushi Tanahashi started their
summit assault from Camp 2. They fixed some pitches of ropes on steep slope of the
'Snow Dome' (6650 meter) in order to avoid the risk of avalanche. Changeable

weather often forced them to stop going forward. Snowstorm shut the visibility.
They reached the bottom of rock face near the summit at 2:00 p.m. (Beijing time)

when it began to snow fiercely. They stayed there for two hours waiting for clear

view. They started again to climb at 4:00 p.m. It was the most difficult part of the

route to climb. They choose the route along the conlact line of rock and steep snow

slope where they fixed 50 meters of rope. The final section to the summit was easy

snow slope. At 5:30 p.m. they reached the summit. The poor weather continued. At
9:00 p.m. Otani decided to bivouac beside the large rock on the saddle between the

summit and the junction to the west peak (6740 m). They went back to Camp 2 next
day at 12:30.

The upper Keriya river basin where Chong Muztag is located was explored for the

first time in 1B9B by Captain H.H.P. Deasy, with the Survey of India. We sent two re-

connaissance parties for exploring the approach route to Chong Muztag on May and

September 1999. Hiroaki Kino and Hideki Inaba started their caravan from Polu
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village. Polu is located 75 kilometers south of Keriya town. They went into the upper

basin of Keriya river for the first time as foreigners since 1898. But they could not

reach the intended Base Camp due to lack of grass for donkeys and cold weather. On

September 1999, Shigeru Kodama who is a geographer explored the Karasai route.

He followed the caravan route which Deasy traced in 1898. Kodama reached the

northern foot of Chong Vluztag after 10 days of donkey caravan from Karasai, upper

village of Kyantokai.

Higher and Further in the Quest for l:Jnknown

Jun Nakamura

1.,A Caravan of 4 VVD Vehicles

On July 24, 2000, the Kunlun expedition members whose average age was 63.5

years took a flight from Kansai airport and via Xian and Wulumuqi landed at

Kashgar the next day. The first batch of air-cargo sent earlier was kept in the store

of the Kashgar N4ountaineering Association in Kashgar. After inspecting the equip-

ment and material prepared by the Chinese agency, the party bought food items.

On July 27 , the expedition left Kashgar with a caravan of six 4-WD jeeps and a

cargo truck. We reached Yecheng the same day and stayed there overnight. As it was

the last dinner at a hotel, everybody enjoyed dining and wining. In the mean time,

each member vowed to stop alcohol from the following day. As a preventive measure

against possible altitude sickness, everybody started taking Diamox pills (Z tablets

a day ; 1 each in the morning & evening) from that evening.

In the morning of July 28, we departed Yecheng and drove along the Xinzang Road

towards the mountainous region. To get accustomed with the altitude, we got down

well before reaching the Akazu pass (3300 m high) and walked to the pass for an

hour. After the pass, we came across very bad road conditions. The road passed along

the floor of a gorge flanked by the walls of steep cliffs on both sides. It was damaged

and washed off here and there owing to a heavy downpour that took place some days

ago. Thanks to the presence of army, who made temporary repair of the roads, our

caravan could pass at last with great difficulty. After reaching an open meadow,

situated at 170 km milestone of the Xinzang Road at 3170 m altitude, we pitched our

tents for overnight stay.

The plan for the next day was to reach Serak pass (4900 m) and to travel about 100

km to the camp site situated at the right bank of the Yarkand River, which flows

across the south of the Kunlun mountains. Just before crossing Serak pass, we
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walked for some time to get acclimatized as we did the day before. Because of rather

slow speed of the truck owing to bad road conditions, we reached the campsite 3

hours later than it was planned.

On July 30, the cargo truck was allowed to depart 3 hours earlier than our caravan

of jeeps. We reached Heika pass (4950 m) and crossed it without getting down. We

headed further east along the Xin zang Road. As the river crossed the road several

times, all along the route, a skillful driving was required. Despite every care, how-

ever, the rear wheels of the cargo truck got buried into the riverbed. Thanks to the

help from army once more, the truck was taken out of the river. It was the middle of

the night when we could move further. That night, we stayed at a guesthouse of the

No. 509 Road Administration Office situated at an altitude of 4750 m above sea level.

2. Setting Base Camp and Preparation for Peak Climbing

July 31 was a rest day meant for high altitude acclimattzation. That morning,

members got together and talked to each other openly and freely so as to release the

cumulative stress and to reunite for the teamwork that lied ahead. Later, with the

help of two jeeps, they went for searching Base Camp (BC) site. The BC site was

fixed at 5240 m altitudes.

On August 1, everybody joined hands for shifting to BC. After crossing Kidai pass

(5341 m), we drove off-road towards East. After driving for about B km, the cargo

truck had to be stopped just before a river. The content of the truck was then trans-

ferred to jeeps and carried to BC located al2 km across the river. This process was re-

peated several times until the load was completely transferred to BC.

Nine tents for the members were fixed around the central tent that contained medi-

cal supplies. A light snowfall accompanied with strong winds that started just after

pitching the tents, made us feel the severity of weather in the Kunlun mountains.

August 2 was also a rest day during which care was taken of the environment

around the base camp. The next day started with looking at the upper parts of the

mountain and making the climbing route. From August 4, the Chinese staff helped

us to haul the load towards C 1, which was set one day later.

On August 6, team A members pitched tents at C 1. The next day, they started

making route along the glacier traverse and carrying up the load to the Advanced

Camp (AC). Unfortunately, they ran out of time just before crossing the glacier.

They just left the goods before the glacier and returned back to C 1. The following

day, members from team B also joined for carrying up the load from C 1 to AC. Due

to adverse weather conditions, however, they too could not cross the glacier. Instead,

they climbed up the moraine on the left bank of the glacier, deposited the goods at a

6000 m high point and returned back to C 1. This particular action of team B had big
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impact on the ascent of the peak by the attack team later

3. Challenging the Virgin Peak

On August 9, all members gathered at BC for a rest and preparation for the sum-

mit attack scheduled to start the following day.The doctor made.an announcement

on the members' health condition by which ten members were declared fit for high aI-

titude climbing and ranked as class A. The leader explained the plan for the summit

assault. After consulting the members, he made anew two teams (A and B), each of

them with 4 persons, for climbing further.

On August 10, team A left BC and moved to C 1 close to the glacier being assisted

by the Chinese staff. The next day, after making the route to AC, located at 6100 m,

the team shifted the load and joined team B at C 1. Judging the weather cycle that

night, the day for reaching the summit was shifted ahead by one day from the previ-

ous schedule.

Team A moved straight to AC on August 12, and set the camp there. Team B went

to clear the temporary site at the left bank of the glacier in order to move the goods

to AC. It happens that one of the 4 members from team B gave up climbing just be-

fore departure. For this reason, that task consumed unexpectedly long time for the

remaining 3 persons. While en route to gorge, located directly below AC, team A

could see team B further below on top of the glacier. Because of narrow time gap of

about 2 hours between the two teams, team B was expected to reach AC in due time.

While waiting for arrival of team B, there was a sudden message through the

transceiver. It said, "We are returning back to C 1". That was the voice of the leader

of team B. As it was unbelievable, "What's the matter ? " murmured everybody.

There was no point of spending time to collect detailed information. After some time,

we saw Sugawa to enter AC. Now, there were 5 members in the team: Tanaka

(climbing leader), Nakamura, Kamei, Sugawa and Yokokura (the TV reporter).

At 6:59 a.m. of August 13, the summit attack started. The AC was set at the junc-

tion of sides, covered by snow in one side but rock on the other, that belong to a level

ridge. This ridge is situated to the west of the main ridge, which stretches south-

wards from the peak. Immediately after departure, we came across a steep-walled

snow-clad torrent, which originates from the summit and continues down to the gla-

cier. The fresh snow, that fell the day before, was about 10 cm thick. After carefully

judging the conditions, the unstable and snow-clad face was traversed at one stroke.

We reached a ridge with abundant rock and snow. That was the one we observed

before, from C 1, along the summit route. There we installed a signal pole with red

flag. Because of the westerly dip of the snow-clad face, the summit seemed to be far-

ther. At about 6200 m, we traversed about 100 m thick snowy face and headed
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towards east. We moved to the rocky face, at the western ridge, that is connected to

the central peak. Due to the soft and loose nature of the snow covering the face on the

southern side, we made a slow progress.

AL12:15, we reached col at 6320 m. There, we installed a sign that would be of help

in finding the way while descending down the ridge. More than 5 hours had passed

after we left AC. Under fine, though slightly windy, weather conditions, we took

food. Soon, w0 reached to a face that was 50 m below the top of the western ridge.

There was a rock cliff with cornice to the left of us, while to the right was a snow face

falling down to gorge, towards AC. Following the route in between, we climbed at a

stroke and got atop the western ridge. From there, the main peak, shining with
white snow, appeared just in front of our eyes. Under the foot was a gently sloping

ridge that was connected to the col just below it.
At 2:30 p.m., at last, w€ reached the col situated just below the summit. The altime-

ter display showed 6470 m. A wide snow face connected to the uppermost part. Just

another 50-60 m of climb was needed to reach the summit. There stood the peak lit
by sunshine from the sinking west as if it was at the arm's stretch. Reaching there

required a little patience. Disturbed by the snow sinking underfoot, we climbed fur-
ther gaining height steadily.

At 4:15 p.m. of August 13, 2000, the attack team climbed atop the peak on the ridge

of the rock face at the northern end. The peak was hidden under a thick cover of fog.

From the peak, a narrow ridge continued for about 40 m along N-S direction while to

the east was an overhanging snow scarp. Towards the west of the peak, a steep snow

face ied to the col stretching further towards the western ridge. On the top of the

northern end was a rock wall that seemed falling down deeply into the fog.

At the top, Nakamura erected the ice ax to which the flags of Japan and China

were fastened together with a pennant of the Kitayama no Kai. The members united

their loud voice saying "Yo-Ho". GPS measurements, made soon thereafter, gave a

reading of 6540 m, which was higher than that read in the Soviet map by 29 m.

At 4:30 p.m., with approach of the dusk, we started going down. Just after start-
ing the descent along the western ridge towards AC, the fog got denser because of
snowfall and wind. Footmarks of our hope began gradually fading out, and summit
tension mounted further. We continued the descent holding our worries. The view

from the fog openings widened gradually. A signal flag, installed earlier, flashed

down below. A small tent at the AC could be confirmed towards a snow-clad face. We

returned to AC safely at 7:20 p.m. That was the end of an intensive trek that lasted

for 12 hours and 21 minutes since the time we left that morning and returned back

to AC.

Next morning, the AC was dismantled. C 1 was dismantled in the morning of
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August 15 with the help from the Chinese staff. In the afternoon, everybody returned

back to BC. On August 17, after disbanding BC, w€ started the return trip through

the mountainous region. After 2 days, we reached hotel in Yecheng. After a shower,

the members of the expedition celebrated the success of the climb by drinking liquor

and having a delicious food.

Epilog

It is a matter of common sense that good things occur together with bad things.

For the Kunlun expedition, the result was surely good as it was a success in making

the first ever ascent to KOR 65. If viewed from another angle, however, there have

been several problems too.

It was already mentioned that expedition comprised senior citizens that were mem-

bers of the alpine clubs of the olden times (junior high school to high school days).

As retirees, the old-boys had reunited after several decades to realizetheir school-age

dream for curiosities. As a climbing team with no record of experience or technical

skills and no real knowledge of own capabilities, the decision of the members for

reckless climb was a matter of criticism too.

Though initiated by un-experienced people, the process aimed at exchange of wis-

dom through joint efforts. So, let us not deny for possible shortcomings in way of

thinking or judgment. On top of that, self-centered attitude of old-boys might have

at times acted negatively.

Despite being immature, the expedition members worked out a plan and put it into

practice steadily and finally they achieved a success. For them, it is not that impor-

tant to report the "first ascent" as it is to describe about the process that led to the

good result, which deserves an evaluation.

Rather, the intention here is to sum-up the process by highlighting the good points

but pinpointing the bad points, with brevity, and explaining the underlying factors.

We believe that the experience gained by the old-boys' expedition will be useful for

senior citizens in their pursuit for active life.

The Chinese members acted together with us right from BC to C 1 and didn't spare

most generous support and cooperation despite the fact that it was an ordinary

Japanese expedition. For this, our thanks go to N4r. So (the president of Da Ban

Cheng Travel Services, Xinjiang, China) and his employees. We are confident that

our encounters will promote the friendly ties between Japan and China.
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'Wandering in the Farthest Northwestern Nepal

-The Ascent of Nalakankar (6062 m)-

Tamotsu Ohnishi

Simikot, the headquaLer of Humla District of Karnali Zone, lies on the steep

mountain slope 900 m above north side of Humla Karnali River. Recent progress of

the air transportation between here and southern air terminals such as Nepalganj or

Surkhet (Birendranag ar) , has changed this old small village into the important base

town for the local ecoomy and for the tourists visit Mt. Kailas and lvlanasarowar

Lake through Purang in Tibet (China) , about 100 km upstream of the river.

On 3rd June, 2000, we, 12 Japanese and 4 Nepalese gathered at Simikot to ex-

plore and to climb Nalakankar Himal (6062 m) , for the name of which our permis-

sion was allowed. The mountain exists in the border area of the farthest northwest

Nepal. At first, we estimated it would take 3 weeks to get there from Simikot, includ-

ing the important acclimatizing periods on the way. Unfortunately, our trek was

forced to stop on the third day from Simikot, because of heavy rain continued for

three days and we had to stay in the thick conifer forest along Chungmsa Khola. The

violent current of the river caused some landslides and damaged the track along the

river before reaching Sinjungma, where a few families are living in only two stone

houses with tiny field. On l1th we arrived at Chumsa, an open valley after passing

through the forest of silver birch in the ravine and enjoying to admire the abundant

biue poppies (Nleconopsis grandis) along the track.

At Chumsa (3920 m), we had the first scheduled stay for three days to acclima-

tize ourselves to the altitude of 5000 m. After crossing Nya La G940 m) a few days

ahead, it would become difficult to bring one down to the valley lower than 4000 m

and from now on we have to live on the highland, constantly over 5000 m like as

Tibetan high plain for more than four weeks. There were much snow remained on the

peaks above 4500 m and all of Sherpas worked to open the way to Nya La for those

three days. On 16th June, we crossed Nya La, after Camping a night on the lake side

of Selima Tso. From the top of the pass, all the mountains surrounding us were not

visible in the thick cloud and it was not possible to get a view of Namnani (Gurla

Mandh ata) which we had expected to see by the report of Hokkaido University's ex-

pedition in1963. Two days trek toward north along Taiung Chu was a comfortable

one and we reached the confluence of Takche Chu on l8th and stayed there for a few

days to prepare our real exploring and climbing activities. Two aged members with
two horses and a Sherpa started on 19th ahead of the main party to circuit around

Tibetan passes, Lolung La (4953 m) and Lapche La (5018 m). Two days later, they
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got a grand views of Namnani (7694 m) on the way north and Mt. Kailas (6638 m)

far beyond Ivlanasarowar Lake from the high hills on the border.

On 22nd, the Takche camp was moved to the high grass land just above Saja

Khola @712 d . First group of the main party, consist of 4 Japanese (Mizutani,

Yanagihara, Akayama and me) and 2 Sharpas started next day to explore for a week

the eastern border mountains of Changdhi Himal through Taisolu Khola. Other

members stayed there and wandered near Lolung La and the lower part of Gyo

Khola, walking about several high lakes and hills on the border.

Taisolu Khola is a north-easternmost source of Takche Chu. We followed a poor

track along the shallow river bed for 2 and a half days and reached a f rozen lake at

the source of it, very near the vast mountain saddle to the source of Nin Khola, the

northwestern tributary of Dojam Khola. Base camp was settled there, from where,

toward our back 70 km due west, we could catch a fascinating figure of Namunani

commanding the scenary of the lower valley.On 27th, we pitched a high camp (5738

m) on the snow plain of the southern divide, to climb a beautiful snow peak just front

of us. Toward south, we obtained a view of a few splendidly glaciated peaks of six

thousanders. These mountain range has been remained not surveyed and shown in

blank on the Survey of India Map (62/F 15, 1967).

In the early mornning of 28th, we left the high camp at 5: 00 am, and climbed up

5 pitches along the glacier to get west ridge, and got over the last 2 pitches of steep

snow face, after a long struggle in deep snow on the West ridge leading to near the

main summit. We stood on the top of Changwatang (6125 m) al B:40. am. Mr.

Akayam a, 73 aged old climber, who had once joined Big White Peak (Lenpo Gang)

Expedition 40 years ago, did quite a fine achievement. From the top, though the sky

was unstable, we were able to identify the highest of Chandhi Himal, Kananu Pukari

$256 m, N 30 20 32/EB2 00 27) and Changla (6563 m, N 30181L/E82AT 4D far to the

east. To the north and northwest, there are several peaks of 6000ers on the border

along Taisolu Khola, but most of them are not worth ciimbing. On the contrary,

peaks of the southern group surrounded by the glaciers of Ling Khola, are now still

completely unexplored, and seemed to be more preferable by their alpine features

than those on the northern divide. We hurridly rappeled down another route of the

peak. After all the camps were dismantled, w0 descended to the river side camp of

Taisolu Khola U779 m) on the same day.

For a few days after that, we also wandered among the Tibetan pass to the north

and stood on Lapche La (5018 m), and experienced intolerable long and solitary walk

on the vast Tibetan wild, where dashing a herd of wild sheep often can be seen.
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丁o Nalakankar(6062 mo Regu:ation Peak)

(E)ur clilnbing perrrlission was granted for Nalakankar,:But ours was the first ex―

pedition since 1963. .A.ccording to the Cilnbing iRegulation revised in 1989。
,

Nalakankar is ranked“ A"group,which rneans the expeditiOn should be iointed with

at least 3 Nepalese.Its height 6062 rn is extreernly low in the Hirrlalaya;and tOO nluch

cost should be requested for so far distant transportation。  7:「 hese factors has stag_

gered the worldwide rnountaineers for nearly four decades.Recent years,a few guide

book for trekkers to R4to Kailas has been published,but alrrlost all of thern described

nothing about the area north of I」 irni valley(Takche Chu)and the old route through

the border ranges.

Wading in the freezing cold strealn of Saia Khola, we advanced north and

changed our course toward west along Gya li《 [holao We settled our base cannp fOr

clilnbing Nalakankar in the upper streanl of a lake,(5250 rn),noヽ w rnostly dried up.

Here,justin front of us,we faced to the gigantic east face of Namnani(76941m,

Gurla Mandhata), shOwing its fOrinidable rOute, achieved in alpine style last

Autulnn(1999)by young Japanese clirnbers.Frorrl here,an easy One and a half days'

walk bring one to the south shore of Manasarowar iI」 ake through Nalakankar

Bhaniyang(5514 nl).

Climbing Nalakankar(6062 rn,N302127,E81 23 58 permission peak)was quite

easy。 (Ξ)n6th of July,when sOrne Of the recOnnnaisance party was finding route to its

South col,they stood on the surnrnit withOut using clinlbing ropes or any of Other

Clirnbing gears,as there was free fronl snow and too easy the way waso Next day,

With a Clirnbing friend and tWO SherpaS,I eniOyed a direCt iCe route on the east face

of southern peak,and all of us used to call this peak Nalakankar SOuth peak.In fact,

this South Peak(6024 rn,N302115,E812420)。 is a neighbouring peak,only O.7 krrl

southeast of real Nalakankar(perrnissiOn peak)and plausibly covered with rnore

snow and ice.C)ther all rnerrlbers,including a few with slightly less clirnbing careers,

Were ViVidly joined the first ascent of the peak by its northern ridge route.Anyway,

curiously enough``Nalakankar"in surnrner seasOn,granted as the opened peak for

foreign expedition iointed with iN・epalese, was prOved Only One peak for sneakers

style clirnbing is possible arrlong entire Nepal Hinlalayan peaks。

After the clilnbs on Nalrakankar group, we turned fOr further sOuth Takphu

Hirrlal(highest 6422 Πl,N301505,E812331)。 We left Gya Khola at a cOnfluence Of

its southern fork,and clinlbed up tO a vast high plateau with three beautifullakes tO

the southwestern part.Although a 10ng walk On the high land Of Over 5000rn was

cornfortable with a gentle breeze.rrhe grand view to the entire lrakphu Hirrlal which

previously expected to see was unfortunately hidden in the thin c10ud above the snow
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1ine. Crossed a pass on the eastern foot of Til Kang (6369 m, N 30 16 27 , E Bl 24 16) ,

we descended to Halji, the largest village of Limi valley and we reached there on l?th
July.

For ten days were spent for reconnaissance to the highest peak of Takphu Himal
(6422 m). The attempt to the peak by four members was prevented by huge ice cliffs
of hanging glaciers. We enjoyed the most pleasant days to visit three Tibetan villages

of Limi valley, Halji, Jang and Ti1. These villagers are unexpectedly moderntzed in

recent living life. We were astonished when we were invited into their clean rooms of

their house and welcomed with tea and plenty of chocolates ! not with buttered tea

and tsampa. However, we were impressed enough by their traditional buddhist faith,

their clean appearance and their high manners compared with Tibetans Iiving in
other part of northern part of Nepal.

We reached Hilsa on 22nd July, by the steep mountain path along the Hulma

Karnali gorge. Here is Nepalese border check post, but we could not find any

Nepalese official or policeman. We learned that all staffs were now retreated to

IVIuchu, about 40 km down the river toward Simikot. Only except was a Nepalese res-

taurant for trekkers. Vlost of our Nepalese members enjoyed a brief visit to

Manasarwar Lake and returned with a bottle of sacred water and fruit and vegetable

they bought at Purang. Vleanwhile, Japanese members stayed there enjoying a holi-

day. It was very interesting to see that Chinese government staffs usually took their
meals and drank beers merrily in l.{epalese restaurant coming across the border

bridge.

Tottering steps to Simikot started on 24th and it took five days from Hilsa, via

Yari, Muchu, Yarban and Toling. At Simikot, on 28th fortunately we took an after-

noon flig"ht to Nepalganj and returned Kathmandu within the same day.

lQluest for the Source of the Mekong]River

―Notes on a{Controversial lssue on the True Source一

Tamotsu Nakamura

rr""""'. Then I took an altitude reading (4,975 meters, or 16,322 feet); and, most

important of course, the exact latitude and longitude.

Lat. 33"16'534 N.

Long. 93"52'9298

On the surface these numbers were the entire purpose of our venture, the figures

necessary to be able to pinpoint the source on any map of the world. This was what

geography and exploration were all about. Just a few numbers, yet what a struggle
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to record them-how much bloodshed, tears, and sweat so that what had been spelled

out in 1866 as the goal of the Vlekong Committee of the French Societe de Geographie

could at long last be fulfilled. Suddenly it became important to record the day,

September 17, 1994. Twenty-five years after man had set foot on the moon, here we

were recording for the first time the source of the third-largest river of Asia. "

This is the mention of Dr. Michel Peissel, a leader of Franco-British Expedition

to the source of Mekong River that appears in his book, THE LAST BARBARIAN

S-The Discouery of the Source of the Mekong in Tibet (Henry Holt, New York 1997).

Needless to s&y, he is one of the world's foremost Tibet experts. When I read it, how-

ever, I had a feeling that something was not correct with Dr. Peissel's claim since I

acknowledged that Japan-Sino Joint party had reached another source of Mekong a

couple of days earlier than the Peissel's party did. The issue seems controversial. It
would be worthwhile, therefore, to look into a chronicle of the exploration of the

upper Vlekong and to follow the footsteps of the current expeditions to have searched

the source of Mekong.

A brief history of the exploration-1866 to 1894

In succession to the death of Henri Mouhot, a discoverer of Angkor Wat, who

had first led a French expedition to the Upper \4ekong in 1866, Doudart de Lagree of

French Navy took over lVlouhot's post. The newly appointed leader crossed the bor-

der to Yunnan Province of China and further continued their march northeastward

to the Upper Yangtze on the way to head for Tali Fu together with Francis Garnier,

a famous explorer of Northwest Yunnan. The same tragedy fell on Lagree too. He

died of a disease at Hui-tse in 1868, while Garnier could arrive at Tali Fu being helped

by a mission ary, VI. Leiguilcher.

1868 was a notable year for the chronicle. In this year no less than three at-

tempts from three points were made to penetrate the obscurities of the unknown re-

gion. One was by Lagree's party which had started from Saigon; a second was by VIr.

T.T. Cooper from Sichuan to East Tibet; the third by an English party of Major

Sladen from Bhamo (Burma) on the Irrawaddy river. The great effort of the

Lagree's expedition had been the exploration of the Vlekong, which they ascended

and surveyed from the delta, as far as a point of latitude 22"00'. From there they

traveled through Southern Yunnan and reached the provincial capital, Yunnan Fu

(Kunming) at the end of 1867, the first time in my knowledge that any European

traveler (not being a missionary priest) since Marco Polo visited in 1283.

In July 1890, the French Government entrusted Dutreuil de Rhins, who had been

a distinguished explorer to Congo, Indo-China and Central Asia as well, with a
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scientific mission to Upper Asia. In October of the same year Fernand Grenard was

appointed to the mission. The small party calmly left Paris on February 19, 1891. It
was a start of the long journey over three years across the Caucasus, Russian

Turkestan, Chinese Turkestan, Karakoram Pass to Ladakh, again back to Chinese

Turkestan, Taklimakan Desert, Kun Lun and then desolate Changtang high plateau

towards Lhasa of their destination from the northwest. Three months of the uninvit-
ing hardship to struggle against a desolate wilderness of the northern Tibet brought

the travelers to Nam Co Lake (Tengri Nor), and here they were but a week's march

to Lhasa. After Bonvalot, they were the first Europeans to touch the shores of the

lake since the day of Huc. However the officials of the Lhasa deputation stopped them

to further proceed to Lhasa. So they turned northward as Bower, Littledale,

Rockhill, and Bonvalot had to turn, and as far as Nakchu-ka they were following the

usual Mongol pilgrim and caravan route bound for the Chinese frontier at Sining Fu

(Xining).

In early March of 1894, from Nagchu de Rhins and Grenard left the direct pil-

grim road and struck into the northern trade route between Lhasa and Batang, east-

ward. But subsequently they made a long detour to regain the direct route to Xining,

on the way of which they traveled through the source of the Mekong River. They ex-

plored a part of the upper Salween River and, having crossed Tangla range, they

found themselves on a marshy plateau crossed by the Dam Chu, the longest branch

of the Yangtze River. They made what was, from the geographical point of view, the

most interesting discovery in their journey, but it resulted in the misfortune of a
fatal accident that de Rhins was brutally murdered by local Khambas near

Jyekundo.

On April B they entered from the Yan gtze River basin into the Mekong River

basin. Grenard described "At nine o'clock in the morning, we had the satisfaction, in

crossing the Zanag Lungmug La, to achieve one of the objects which we had set our-

selves to accomplish. From this pass, which is 16 ,760 feet high, runs the Lungmug

Chu, the most westernly of the source of the Mekong. The joys of discovery, which

are enough to make any good explorer forget the sufferings of a journey were in-

creased two-fold for us by the fact that this humble stream of water, now motionless

under ice, but soon to flow over mountains and plains to French territory, "'."
in his book TIBET; The Country and Inhabitants (Hutchinson, London 1904). They

followed the Lungmug Chu down to Zanag (Current Chinese name : Zanaqu river),

one of the two main headwaters of the Upper Vlekong and rather hastily congratu-

lated themselves for having discovered the source of the great river. The head of

Lungmug Chu which, they claimed, they had reached first was not exactly a pinpoint

of the real source of the lVlekong. This is shown in the attached sketch map which is
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drawn being based on the topographical maps of both the Chinese Peoples Liberation

Army (1:100,000) and the Russian mapping agency (1 :200,000).

Franco-British expedition-1 994

"One of the last great geographical mysteries of the world solved" - THE

GEOGRAPHICAL , The magazine of The Royal Geographical Society. Dr. Peissel

wrote in his book that the tacit approval and publicity of the Royal Geographical

Society convinced the skeptics at last who had been a suspicious about the perform-

ance of the Franco-British party. The following is the Record of THE GEOGRAPH-

ICAL JOURI{AL, Vol.161 Part 2, July 1995.

The source of the lVlekong identified

Explorer-Tibetologist Michel Peissel FRGS accompanied by DR. Jaques Falck

and the Hon. Sebastian Guinness has just returned from China after having located

and surveyed the principal source of the Mekong River. They reached the source on

the 17th September, 1994 at the head of the Rup-sa pass at an elevation of 4,975

metres. The Rup-sa pass is on a saddle which links the Drug-di and Sag-ri ranges

which frame the last forty kirometres of the course of the Dza-nak (Current Chinese

name: Zaqu river), or Black-Dza as the upper Mekong is called in Tibet.

The Rup-sa pass marks the watershed between the Vlekong and the Yangste

River system. The exact location of the source is at latitude 33"16'N; longitude

93'52'8.

Over the past century a dozen expeditions failed to reach source of the Vlekong.

1894 the French explorer Dutireuil de Rhins was assassinated by Tibetan Khambas

just two months after having erroneously recorded the source of the Mekong to be

that of the Lung-Vlog (Lungmug of Grenard) river, a tributary on the right bank of

the Dza-nak.

To the best of our knowledge there is no other record or claim of the source hav-

ing been reached by other foreigners (underlined by T. Nakamura). Of the early ex-

plorers who travelled the region, Kozloff, Teichman and Rockhill never reached the

source. The reasons for this being both political and geographical.

The source of the Vlekong is located in the very inner heartland of the highest

and most inhospitable portion of the central Asian highlands, hundreds of

kilometres from any settlement. The region was part of the far-flung realm of the

kings of Nangchen, the home of 200,000 Khamba nomads who still live today a life
very similar to that of their earliest ancestors. Nomadic mounted warriors, these

Nangchen Khambas are divided int o 25 semi-independent tribes who ferociously op-

posed the Chinese takeover, in the same manner in which they had, in the past, op-

posed all those who attempted to penetrate their territory. To complicate matters
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further they were never under the jurisdiction of the Dalai Lamas. I\4ost of these no-

mads still today escape Chinese control, as a result the Chinese Government has been

reluctant to authorize foreigners to travel into southern Qinghai.
Last year (1994), as part of a two-year study of Tibetan horse, Dr. Peissel was

exceptionally allowed into western Nangchen where he identified a new breed of hot-

blooded horse with enlarged 1ungs. I was in continuation of this research that he was

allowed to travel to the source of the Mekong in 1994 under the auspices of the

Qinghai N4ountaineering Association.

THE GEOGRAPHICAL, April 1995 introduced that Peissel acknowledges the

possibility that Chinese N4ilitary may have recorded the true source of the lVlekong.

"Alas any such information, if it exists, was never published." And this, he s&y,

would be the necessary requirement for them to claim its discovery.

Regarding this question Dr. Peissel himself mentions in his book only what he

heard from a staff of the travel office of the Chinese Academy of Science in Zadoi,

who had organtzed the Japanese party composed of 6 members from the Agricultural
University of Tokyo, under the leadership of VIr. Junichi Nakanishi assisted by ivlr.

Masayuki Kitamura , s&y, Peissel was told by the staff that the Japanese party had

not been looking for the source of the Vlekong after all. Dr. Peissel should have con-

tacted either the Chinese Academy of Science or the Agricultutral University of

Tokyo in order to obtain their record of having reached the real source of the

Vlekong just five days earlier than Franco-British party stood on the head of Rup-sa

pass.

Japan-Sino Joint Expedition-1 994

We should say that it was merely a coincidence that the two expeditions entered

simultaneously into the source of the Vlekong in September 1994 with the same mis-

sion to search and survey the real source of the Mekong.

According to the latest data being issued by the Chinese Academy of Science, the

name of the Mekong River varies in the four stages as under:
( 1 ) Nlekong """The lower stream in Myanmar, Laos, Cambodia,

Thailand and Vietnam.
( 2 ) Lancang Jiang The middle and lower stream from Qamdo

(Chamdo) to the border between China and

Myanm ar/Laos.
( 3 ) Zaqu (Dza Chu) The upper stream-the Upper Vlekong-from

Ganasongdou to Qamdo.
( 4 ) Zayaqu (Dza Kar) "'The upper stream of the northernmost source to

Ganasongdou which is a confluence with
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Zanaqu.

( 5 ) Zanaqu (Dza Nak) "'The upper stream of the westernmost source to

Ganasongdou.

Here is raised a question which of Zayaqu or Zanaqu should be recognrzed as the

true source of the Vlekong if the only one source is selected to be more authentic from

a geographical point of view. It is understood, however, that this question has been

resolved by the survey of the Japan-Sino Joint party in 1994 and the other two par-

ties in 1999, both of which were expedited separately in collaboration with the

Chinese Academy of Science. The report on the Japanese part is summartzed as

under.

Japan-Sino Joint expedition of the Agricultural University and the Chinese

Academy of Science, six Japanese and four Chinese members departed from Sining

on August 20, 1994 and arrived at Zadoi via Yushu (Jyekundo) on August 25. Zadot

is the remotest county of the Qinghai Province where is the source of the lvlekong. On

the following day they drove from Zadoi village (4,100m) to Moyun (4,539m), the

last settlement on the right bank of Zanaqu that was a starting point of the caravan

with yaks and horses.

September 2 to 4: Moyun to Ganasongdou, a confluence of Zayaqu and Zanaqu

where they measured a discharge (the flowing water volume) of the both streams. A

discharge of Zayaqu was proved five times of that of Zanaqu accordingly. With the

result they judged Zayaqu must be the real source of the Mekong and chose the way

up to search the watershed of Zayaqu.

September 5 lo 12: Caravan and survey from Ganasongdou to Lasagongma. On

September 12 they discovered the geographical source which was flowing out from a

glacier. The location is in a latitude 33'42'4l"and longitude 94'41'37" (recorded from

GPS) at 5,160m above sea Ievel.

September 13 to 17: Climbing a peak of 5632m, the highest in the vicinity and

moving to one of the legendary sources, Zaxrqrwa Lake in a latitude 33'34'15" and

longitude 94"18'14" at 4,650 m.

September 18 to 20: Searching the other legendary ("spiritual") source, a sacred

mountain of Zanangen in a latitude 33'19'20" and longitude 94"13'40" al 5,550m 17

km north of Moyun, and upon returning to lVloyun their field works were completed.

They specifies two categories of the source of the lVlekong.

1. Zayaqu: A. Geographical source' "Lasagongma

B. Legendary source ' "'"Zaxiqiwa Lake

2. Zanaqu: A. Geographical source' "Chajialima Mountain

B. Legendary source ' " "'Zanarigen and other two places

(Notes-It cannot be confirmed whether Chajialima Mountain corresponds to
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Rup-sa pass of Dr. Peissel.)

On November 9 the Xinhua (the national press agency of China) released the

news that the expedition team of the Chinese Academy of Science and the

Agricultural University of Tokyo surveyedZayaqu, s left triburary of Zaqu in early

September, and the experts of the both institutions confirmed a head-spring of

Zayaqu to be the source of Lancang Jiang (Mekong River).

The following is an abstract in English version of GEOGRAPHICAL

RESEARCH, Vol.14 I{o.1, Iularch 1995 issued in China on an outcome of the 1994

Japan-Sino Joint expedition.

The Source of Mekong River

Jin Chang-xing

(Institute of Geography, Chinese Academy o"f Science arud State Planning

Commisslon of People's Republic of China, Beijing 100101)

Zhou Chang-Jin
(Commission for Integrated Suruey of l{atural Resou,rces,

Chinese Academy of Science, Beijing 100101)

Abstract

By a field survey it is decided that the source of Mekong River is the Zayaqu

river which starts from the end of a small glacier on the Lasagongma Vlountain in
Zadot County, Qinghai Province. The altitude of the source is 5,167m and the loca-

tion is 94'41'35" E and 33o44'13" I{.

Mekong River is the 7th biggest river in Asia and the 12th biggest river in the

world. From the source to its first bigger tributary point, Ganasongdou

(94"36'40"E and 33"12'33" N), Zayaqu river has a length of 93.9km, an area of 2,560k

m', a discharge of 54.9m'/s, a width of 40.0ffi, & mean depth of 0.726m and a mean

flowing speed of 1 . 89 m/ s which was measured on September 4 , 1994. Prom

Ganasongdou to Qamdo in Tibet Autonomous Region, the river is called Zaqu River

which has a length of 51Bkm. Down from Qamdo to the outlet of the river inside

China, the river is called Lancang Jiang River which has an area of 164,766km', a

length of 2,354km and a mean annual discharge of 2,180m'/s.

The research report also describes the figures of Zanaqu having been measured

at the same time for comparison. From the source to Ganasongdou, Zanaqu has a

length of 90.7km, an area of 1,9B3km', a discharge of 10.6m'/s, a width of 30.0ffi, &

mean depth of 0.33m and a mean flowing speed of 1,067m. This indicates that Zayaqu
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should be the principal tributary of the Mekong in all respects.

[Writer's note]

Differences are found between the Japanese record and the above Chinese record.

The difference in an altitude is negligible but the difference in location is too large

and the Chinese figure cannot be justified because the Chinese members except a in-

terpreter did not go to the headwater.

In the other report of the Chinese Academy of Science, the Chinese part has

turned down the Dr. Peissel's claim to have first discovered the source of the Mekong

at Rup-sa pass of Zanaqu, as it is not scientific.

Two Chinese Expeditions-l 999

The Chinese national geographical magazine GEOGRAPHY, October 1999 re-

ported an outcome of the two parties having conducted extensively a survey of the

source of the Mekong in June to July of 1999. A chapter sub-titled (Two expeditions

going upstream the source have triggered a controversyl opens with the following

writing. "Too many opinions prevailing on the source of the lVlekong have had the

scientists and explorers feel, day by day, an urgency and importance to go up the

source of Lancang Jiang (Mekong) and consider that the source must be searched

and identified by the Chinese themselves." Both the parties were composed chiefly of

the Chinese Academy of Science.

A. Dexiang Party: Large expedition sponsored by Dexiang Business Group of

Tianjin. Professor Guan-Zhihua led the team of eight scientists accompanied

by several press-men.

B. Dr. Liu-Shaochuang Party: Small team though supported by several insti-

tutions. Actual work was conducted only by Dr. Liu-Shaochuang. He was

belonging to the Remote Sensing Office of the Chinese Academy of

Science.

The two parties came to the different conclusions that drew an attention of the

mass media, and consequently, if the authentic source is to be only one, an argument

has inevitably carried on. Dexiang Party concluded the head (5,224m) of

Lasagongma, a stream flowing out from a glacier on the eastern slope of

Guozongmucha Shan (5,514m) to be the real source. The location is a longitude

94"41'44" and latitude 33"42'3I'. They installed here a stone monument to indicate

"The Source of Mekong". In the other hand, Dr. Liu-Shaochuang declared a stream

from a snowfield of Jifu Shan (5,552 m) to be the source that is just 6 km north of the

Dexiang's source. The location is a longitude 94o41'12" and latitude 33o45'35".

A32



Dr. Liu-Shaochuang's Survey

According to GEOGRAPHY, October 1999, Dr. Liu focused his survey points

mainly to the following three places.

( 1 ) Zaxtqrwa Lake (Legendary source)

Zaxiqiwa is a most popular legendary source of the Mekong that local

Tibetans have long believed. It locates in an area of small lakes and

marshes of the upper tributary which flows into Zayaqu from northwest

at a longitude 94"26'00' and latitude 33"27'20". A length of the longest

tributary of Zaxrqrwa from Ganasongdou to the head is 76.7m whilst that
of the main stream of Zayaqu from Ganasongdou to Jifu Shan is 101.5

km.

( 2 ) Lasagongma (Geographical source)

His field survey decided the source of Lasagongma to be in a glacier end

(5,160m) at a longitude 94o41'37" and latitude 33"42'39". These figures are

almost similar to those of The Agricultural University of Tokyo in 1994.

The doctor refers to the lengths of the two streams of Zayaqu from

Ganasongdou to Lasagongma (99.4km) and Jifu Shan (101.5km).

( 3 ) Jifu Shan (Geographical source)

The two upper streams of Zayaqu, of which one is Gaoshanxigu being

origjinated in Lasagongma and the other is Gaodepu from Jifu Shan join

at Yeyongsongdou. The doctor surveyed lengths of the both streams. The

former was 2l.5km and the latter was 23.6km. He measured twice a dis-

charge at the junction, but no differences to take note had been observed.

He turns his attention to the fact that a stream of Gaodepu flows north-

ward following the same flowing direction of Zanaqu. From the points of

view of the length and flowing direction, Dr. Liu squeezed Jifu Shan to the

true source of the Mekong. He measured also a length, an area of the

basin and a discharge of Zanaqu and compared with Zayaqu. The result

has convinced him that the source of the Mekong should not be in Zanaqu

but in Zayaqu.

Dexiang Party's Survey

This party fully equipped with the newest model of tools and instruments car-

ried out the most scientific survey in a large scale. For the purpose of calculating

river lengths and areas of water collecting basin, they took advantages of not only

topographical maps of 1 : 100,000 but also TM Satellite Pictures. The collected data

were analyzed and duly corrected by a computer. They employed a special instrument

in order to measure a discharge and flowing velocity of river water. Needless to s&y,
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they used GPS, GIS (Geographic Information System) and SRS. An official report

written by the three members of Commission for Integrated Survey of Natural

Resources, China Academy of Science in 2000 is available. The title is "Identification

of the Source of Lancang Jiang (Mekong River)" , & summary of which is introduced

herein as under:

1. Criteria for evaluation

In general the following factors are taken into accounts to decide the river

source.

-River length

-Discharge
-Area of basin

-Legend
-Direction of stream

-Geological history
Among the above, a river length is the most important and has a first priority.

The sources of the major rivers of China such as Chang Jiang (Yangtze River),

Huang He (Yellow River) and Yalung Tsangpo-Brahmaputra were identified in ac-

cordance with the said criteria. In case no substantial difference is found in the river
length and discharge, etc. a consideration for solution could be given to a similarity
of the flowing directions.

2. Evaluation on Zayaqu and Zanaqu

The report quotes first a comparison of Zayaqu and Zanaqu surveyed by Japan-

Sino Joint expedition in September 1994 and then describes Dexiang Party's survey

that was conducted at Ganasongdou, a confluence of the both tributaries on July 12,

1999.

The results of Dexiang Party are:

Zqyaqu Zanaqu

Riverwidth """"' 62.0m 51.0m

Max. depth of water 1.30m 0.65m

Mean depth of water "' 0.73 m 0.38 m

Velocity of river flow

Max. velocity 4.Bg m/ s 2.52m/ s

lVlean velocity 2.63mls 1.81 m/s

Discharge ' 119.0 m'ls 35.1 m'ls
(The velocity of river flow was measured by a flow meter of propeller type,

lVlodel LS25-3A.)

A discharge of Zayaqu was 3.39 times of that of Zanaqu.

Meanwhile, an analysis of TM Satellite Photos of September 1998 and a
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calculation by computers after correction present the following figures.

Zayaqu Zanaqu

River length 97.83 km 92.96 km

Area of basin 2,457 .9 km' 1,999.3 km'

The above figures are self-explanatory and provide an evidence in all respects to

claim that Zayaqu is the principal tributary going up toward the source of the

Mekong.

3. Identification of the true source

The main stream of Zayaqu further separates into two tributaries of

Gaoshanguxi and Gaodepu at Yeyongsongdou. The greatest concern of Dexiang

party was to confirm which place of Guozongmucha Shan or Jifu Shan is duly iden-

tified to the true source of the Mekong. With an utmost care they calculated lengths

and areas of basin in details and measured a discharge of the both streams at

Yeyongsongdou on September 14, 1999. The result contradicted what Dr. Liu-

Shaochang had surveyed.

Gaoshanguxi Gaodepu

Dexiang Dr. Liu Dexiang Dr. Liu

River iength 22.59km 21.5 km 2l.62km 23.6 km

Area of basin 97 .25km' 78.83 km'

Glacier " " " 2.78 km' 0.60 km'

Discharge 9.55 m'ls 7.94 m'ls

The above figures clearly indicate that Gaoshanguxi has a longer stream than

Gaodepu (1.04:1), larger area of basin (1.23:1) and larger glacier (4.63:1) and ac-

cordingly an annual discharge from the basin of Gaoshanxigu would inevitably be

greater. Another point to be noted is the fact that the glacier of Jifu Shan is distrib-

uted chiefly in the side of Yangtze River basin and melting water from the glacier

naturally flows down to Yangtze River.

In conclusion, Dexiang Party of Professor Guan-Zhihua has recognized

Guozongmucha Shan to be the real source of the Mekong. Melting water from a gla-

cier is being supplied to the source of the Mekong. An area of the glacier to cover is

0.67 km'. The geographical location is a longitude 94"41'44" and latitude 33"41'44" and

at an altitude of 5224. From the glacier there a humble and narrow stream gathers

to Lasagongma and then flows down to Gaoshanguxi/Zayaqu.

Who should decide the source of the Mekong?

"It would draw a widespread attention to the source of the N4ekong that the two

parties of the China Academy of Science have brought up different survey results.",

the GEOGRAPHY, October 1999 emphasizes.

It comments in continuation that the leaders of the both expeditions have
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expressed that the decision must have a strictly scientific basis and the relevant argu-

ments should be welcome.

The writer feels, however, that the Dexiang Party's claim is more convincing as

their survey was conducted more widely and in a more scientific method as above-

mentioned. The writer is also of the opinion that the true source of the Mekong must

locate at the point having been identified by Dexiang Party in Lasagongma Creek of

the upp er Zayaqu in 1999 and that Tokyo University of Agriculture first discovered

and reached the true source in 1999. The writer referred whole the story to a great ex-

pert of river rafting, Mr. Pete Winn of Earth Science Expeditions (NPO organtza-

tion) in Colorado with a view to have his comment and assessment. He kindly
appreciates the writer's study and has taken a trouble to confirm the relevant fact

through his channel. The following is a summary of the conclusion incorporating

NIr. Winn's opinion and judgement.

"By international geographic convention, the source of a river is the furthest

source of water from the mouth of river, typically a spring or glacier. The agency of

the country responsible for official surveys makes the final decision regarding geo-

graphic sources of rivers within its boundaries.

The geographic source of the Vlekong River (Langcang Jiang) was officially
recognized by the Commission for Integrated Survey of Natural Resources of the

Chinese Academy of Sciences in October 1999 as being located at an altitude of 5,224

meters (17,135 feet) at the foot of the glacier that discharges into Lasagongma Creek

on the north side of Guosongmucha \4ountain (5,514 meters or 18,086 feet),

94"41'44" E longitude and 33"42'31"N latitude. The actual survey was conducted in

July 1999 by the team of the Chinese Academy of Sciences under the sponsorship of
Dexiang Business Group of Tainjin.

A special attention must be drawn, however, to the fact that the above geo-

graphic source had already been first discovered and reached by a Japan-China Joint
party to the nearest point on the l}Lh September 1994, then due to conflicts with an-

other Chinese survey, the source was more precisely located by a Chinese team. "
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8,000m峰登頂者 110人に聞く

高所登山一体力と順化に関するアンケー ト (中 間報告)

高所登山研究委員会 山本正嘉

1990年以降に8,000m峰 に登頂 した日本人登山者 202人 のうちで,住所のわかる

156人 にアンケー ト用紙を郵送し,110人 の方から回答を得た (回収率は 70.5%).質

問したのは,高所登山を行う上での身体に関する問題 (高所順化,基礎体力ほか)につ

いてである。

回答者のうち男性は101人 ,女性は9人だった。年代は,20歳代が 12人,30歳代が

47人,40歳代が 26人,50歳代が 15人 ,60歳代が 9人,70歳代が 1人だった.集計

は,男女,年齢の区別をせずに行った。

1。 身体的特性

〇年 齢 :4■ 3± 10.8(23～ 70)歳……(注)平均値±標準偏差 (最小値～最高値)を

表す,本稿では以下これと同じ表示形式を用いる.

○身 長 :169。 3± 7.1(151～ 185)cm

O体 重 :64.0± 7。 0(43～83)kg

OBMI:22。 3± 1。 8(17.9～ 27.7)

*身長と体重は,平均値でみると日本人の標準値とほぼ同じである.ま たBMI(体重

を身長の 2乗で割った値で,肥満度を表す)は ,健康にとって理想値とされる 22.0に

近く,中肉中背の体格をしている.

2.登 山歴

○登山の開始年齢 :18.8± 4。 8(8～ 39)歳

○高所登山の開始年齢 :27.0± 8。 0(19～55)歳

08,000m峰 の登頂歴 :

回答者 110名 のうち,無酸素登頂の経験者は47名 (43%)だ った。

・酸素使用,無酸素を合わせた トータルの登頂回数 :1.8± 1.4(1～ 6)回

1回 :66人 ,2回 :19人,3回 :6人,4回 :5人,5回 :6人,6回 :4人

・無酸素登頂の回数 :0。 8± 1.2(0～ 6)回

1回 三31人,2回 :4人,3回 :4人,4回 :5人,5回 :1人,6回 :1人
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*無酸素登頂の経験者は全体の40%強である.8,000m峰 の登頂回数は, トータルの

回数でみても1～2回,無酸素登頂になると1回だけという人が圧倒的に多かった.し

たがって,酸素を使う0使わないに関係なく,8,000m峰 の登頂について豊富な経験を

もとに語れる人はきわめて少ないといえよう.

3.高所登山に必要な基礎体力

登山に必要な基礎体力を,誰にでもわかるような指標で表すことは難 しいと思 うが,

ここでは 8,000m峰の登山をするにあたって最低限必要な基礎体力について, 日本の

山を登る能力におきかえて尋ねてみた。

01,000m級 の低山で,標高差 1,000mを 何時間で登れる能力が必要か

2.0± 0。 7(1。 0～ 5.0)時間 (回答者 :54人 )

○無雪期の富士山で,5合 目～頂上間を何時間で登れる能力が必要か

3.2± 0.8(2。 0～ 5。 0)時間 (回答者 :56人 )

*低 山 (酸素が十分にある環境)では 1,000mを 2時間で,富士山 (酸素が不十分な

環境)では 5合 目から頂上まで 3時間程度で登れることが必要, という回答だったel
時間当たりの登高能力に直すと,前者は500m,後 者は 450m程度となる.た だし,

このような数値では計れないと指摘した人もいた。

○高所登山に効果的だった体カ トレーニングの種日とその評価 (5段階)について尋ね

た。

回答者は83人.最 も多かったのは「ランニング」(LSD, ジョギング,マ ラソンレー

スまで多様)で 49人 (59%,評価は 4.1),次 いで「実際の登山・ クライミング」 (週

末のハイキング,富士登山,カ モシカ登山など多様)で 41人 (49%,評 価は4.4), 両

者の折衷である「ランニング登山」も20人 (24%,評 価は 4。 2)と 目立った.そ の他 ,

「自転車」が 21人 (25%,評価は 3。 7),「筋 トレ」が 11人 (13%,評 価は 3。 9),「階段

昇降」が 9人 (11%,評 価は 4。 0),「水泳」が 9人 (11%,評価は 3。 9),な ど.

○その他 トレーニングに関して心がけていること,初心者へのアドバイスなど

→省略

4.低圧室,富士登山,プ レ登山の効果

○本番の登山を始める前に,事前の高所順化 トレーニングとして,①低圧室,②富士登

山,③プレ登山 (ま たはトレッキング)を したことがある人に,効果のあるなしを尋

ねた (回答者数は①が 45人,②が 90人,③が 68人 )。

A38



8,000m峰 登頂者 110人 に聞く

①低圧室 ②富士登山 ③プレ登山

あると思う

やり方によってはあると思う

どちらともいえない

ないと思う

わからない

15。 6%
46。 7

28。 9

4◆ 4

4。 4

46.1%

35.2

11。 0

4。 4

3。 3

63.2%

27.9

5。 9

1。 5

1。 5

ヨ肯定的評価

*①,②,③ とも「効果がない」とした人は少なかった。ただし,肯定的評価 (「 ある」

十「やり方によってはある」)を した人は,①が62%,② が81%,③ が91%で ,①→②

→③となるほど肯定的評価が高くなった.ま た「ある」と答えた人は,① <②<③で,

「やり方によってはある」と答えた人は,① >② >③だった.つ まり順化の効果は,①
→②→③となるほど確実性が高く,③→②→①となるほどやり方のよしあしに依存する

ことが窺える.

○低圧室,富士登山,プ レ登山について,効果的なやり方を尋ねた.

①低圧室

きわめて多種多様な回答があったが,身体的な順化を求めるならば,入室の期間や時

間を長く,ま た回数も多くすべき, という点で共通点が見られた。ただしこの条件を満

たさなくても (た とえば 1回のみの入室であっても),高所を体験したという心理的な

効果に大きな意義がある, とした人も多かった.

②富士登山

高所順化が獲得できる, という点では肯定的な意見が多かった.し かし実際のやり方

となると,頂上で宿泊するか否か,遠征の直前に登るか否か,登高速度を速くするか否

か,ザ ックを重くするか否か,冬富士登山の賛否,な どの点で正反対の対立意見があり,

方法論は確立していないことを窺わせた.そ の他,頂上で宿泊することの環境問題を指

摘したものがあった.

③プレ登山

BCま でのキャラバン中,お よびBC到着直後に高山病を起こさないために行うもの

と位置づけている人が多かった。また,疲労を残さないためにハー ドなプレ登山は避け

るべき,と した人も多かった.ただし具体的な実施方法については,高度は4,000～

7,000m,登 山期間は 3～ 4日 から1カ月,休養期間は 2～ 3日 から1カ月と非常に幅広

い回答があり,富士登山と同様方法論は確立していないことが窺えた.

5。 高所で身体を上手に扱う技術

○「行動中」に,高度障害や行動能力低下を防ぐために留意しているポイントを尋ねた.

回答者は94人.「ゆっくり歩く」といった趣旨の答えが 54人 (57%)で最も多かっ
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た。続いて「水分補給」が 43人 (46%),「呼吸法に気をつける」が 31人 (33%)と

なった。その他,多種多様.

○「生活中」に,高度障害や行動能力低下を防ぐために留意しているポイントを尋ねた。

回答者は98人.「水分補給を多くする」が 51人 (52%)で最も多く, 次いで「呼吸

法に気をつける」が 29人 (30%)だ った.そ の他,多種多様.

○超高所に行くと食欲が落ちるが, このような状況でも食べ (飲み)やすい食料・飲料

を尋ねた.

→省略

6。 高所に順化したことをどうやって判断しているか

○ある高度に順化できたことをどうやって判断しているかを尋ねた。

回答者は102人。最も多かったのは「頭痛の消失」で 42人 (41%)だ った.高 山病

の医学的な定義も頭痛を第一義としているので, この観点からも妥当な考え方といえ

る.続いて「食欲の増加」が 40人 (39%),「登高能力の改善」が 26人 (25%),「 よ

く眠れるようになる」が 17人 (17%).起床時の心拍数やパルスオキシメーターの値

といった,客観的な指標を参考にしている人も多かった。その他,多種多様.

7.パ ルスオキシメーター (注 1)と AMSス コア (注 2)

高山病や高所順化の程度を把握するために,最近普及しつつあるパルスオキシメーター

とAMSス コア (急性高山病自己判定表)について,使用経験や使用しての感想を尋ね

た (ト レッキングの添乗員等で他の人に使用させた人にも書いてもらった).

○使用経験

パルスオキシメーター AMSス コア

使ったことがある

知っているが使ったことはない

このような方法があること自体を知 らない

85。 0%
13。 1

1.9

28。 7%
25.7

45.6

○使用 しての感想

有効と思う

使い方によっては有効と思う

37。 0%
42。 4

37。 5%
37。 5

パルスオキシメーター AMSス コア
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どちらともいえない

あまり有効ではない

わからない

14。 1%
2.2

4。 3

8,000m峰 登頂者 110人 に聞く

15。 6%
6。 3

3。 1

*パルスオキシメーターの認知度はきわめて高い (98%)が ,AMSス コアは知らない

人が半数近く (46%)い た.し かし両者とも,利用したことがある人の間では肯定的評

価 (「有効」十「使い方によっては有効」)が 75～ 80%を 占めており,有効性は高いと考

えられる.AMSス コアは,高価な機器は必要とせず,記録紙だけがあればよいので,

一度は試してみるとよいだろう.

○パルスオキシメーター,AMSス コアの有効な利用法や,そ の他のコメン トを記入 し

てもらった.

→省略

(注 1)パルスオキシメーター :体内の酸素不足の程度を測定するために開発された

機器で,指先または耳たぶをクリップではさむだけで,心拍数と動脈血中の酸

素飽和度 (Sp02)が わかる.こ の数値を高度順化の判定に利用する。

(注 2)AMSス コア :高山病 (AMS)の重症度を自己判断するために作成され,

国際的に合意されたテストである。頭痛,吐き気,疲労感といった自覚症状を

点数化するだけなので,簡単に実施できる.こ のテストはもともと,高山病の

「程度」あるいは「重症度」を判定するために開発されたものだが, 高所順化

の評価にも活用できる。

8.高所に強い人・弱い人の問題

高所に強い人と弱い人がいるとよく言われるが, このような「個人差」の問題につい

て尋ねた.

○ 日本人の登山者の間でも,高所に強い人と弱い人がいると思うか ?

いると思 う

いないと思う

わからない

95。 5%
0。 0

4。 5

○自分自身の高所に対する強さは,周 りの人に比べてどうか ?

強い方だと思 う   31。 5%
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平均的だと思う

弱い方だと思う

わからない

54.6%

11。 1

2。 8

*「個人差はある」と回答 した人が圧倒的に多かった。高所に対する強 さの自己評価に

ついては,「平均的」 と答えた人が最 も多かったが,「強い方」と答えた人も比較的多かっ

た.

○「強い方」,「弱い方」と答えた人に,そ の理由として思い当たることがあれば書いて

もらった.

→省略

○高所に全く向かない人を見た経験がある場合,そ の様子を書いてもらった.

体質的な意味で,高所に全く適合しない人の例を書いてもらおうと意図した質問だっ

たが,性格的な面で向かない人の例 (神経質な人, 自己管理の出来ない人,わがまま

な人,頑張りすぎる人など)も多くあげられていた.

○高所経験を繰り返すと高山病が出にくくなるとよく言われるが, これについて意見を

求めた。

出にくくなったと思う

あまり変わらないと思 う

その時々で波があリー定 しない

わからない

45。 9%
25。 7

11.0

17.4

○「出にくくなった」と答えた人に,いつ頃からどのように変化したかを尋ねた.

→省略

9.重篤な高山病 (肺水腫,脳浮腫等)の体験

肺水腫

脳浮腫

その他

3人・……5,000mで (26男),4,000mで (36男),4,750mで (51男 )

0人

4人・……6,000mで過呼吸のため行動不能 (43男),7,700mで呼吸不全 0

酸欠・足なえ・幻覚・ 目のかすみ (58男),7,000mで 視野狭窄

(63男),6,000mで極度の疲労 0視野狭窄 0顔面のしびれ (39

女)
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*110名 中のうち7名 (6%)が記入.た だしこのような症状を起こした場合, そのま

ま死亡してしまうケースもあるので,実際の発生率はもっと高いといえるだろう.高所

登山が初めての人だけではなく,ベテランにも起きていることが注目される。また年齢

層も幅広い.な お 3件の肺水腫はすべて,4,000～ 5,000mと さほど高 くない高度で起

こっていることにも注意すべきだろう.

10.高山病予防薬の使用

ダイアモックスなど,高山病を予防するとされる薬品を使用したことのある人に尋ね

た (ト レッキングの添乗員などで他の人に使用させた人にも書いてもらった).

○使用 した薬品の種類 (回 答者数 :53人 )

ダイアモックス

ラシックス

デキサメタゾン

その他

83。 0%
35。 8

5。 7

7。 5

○薬品を使用 してみての感想 (回答者数 :54人 )

適切に使えば効果的だと思う

どちらともいえない

効果はないと思う

逆効果だった

わからない

56.4%

30。 9

0.0

3.6

9。 1

*他の人に使用させた場合も含めて,約半数 (53人)の人が使用経験を持っていた。

使用した薬品はダイアモックスが最も多かった。そして, これらの薬品を使用した人の

半数以上が「適切に使えば効果的」と答えていた。ただし,ダイアモックスなどの積極

的な使用は,ス ポーツでいうドーピングに相当するので,酸素の使用以上に倫理的な問

題を議論すべき, という意見もあった。

○これらの薬品の利用に関して,効果的な利用方法や使用上の注意等を尋ねた.

→省略

11.酸素の使用

酸素ボンベを使用したことがある人に尋ねた (他の人に使用させたことのある人にも
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書いてもらった)

○酸素の使用により,行動中の体感高度はどのように変化 したかを尋ねた

60人で,合計 82例の報告があり, これらを集計した.

使用高度 (使用開始～終了の平均値):8,050± 320(7,100～8,720)m

酸素の流量 :2.1± 0。 7(0。 3～ 4.0)リ ットル

体感高度 :6,040± 1,350(0～変化なし)m

回答者は

*あ くまでも主観的な感じ方を数値化したものにすぎないが,平均値でみると,お よそ

8,000mの高度で 2リ ットルの酸素を吸い,6,000mに 感じていることがわかる。つま

り酸素の使用により体感高度は約 2,000m下がるといえる。ただし個人的にみると,

「Omの 低地のように感じた」と答えた人から「体感高度に変化はなかった」 と答えた

人までいたので,個人差も大きいといえる.ま た「その時の体調,ルート状況,天候で

異なる」と答えた人も数名いた.個人間だけではなく個人内での差も大きいといえよう.

○「安易には使わないが,極度のリスクもまた冒さない」という前提で, どれ くらいの

高度から何リットルの酸素を使用すべきかを尋ねた.

0睡眠中 :7,360± 430(6,000～8,500)mか ら 0。 7± 0.5(0。 2～ 3.5)リ ットルくら

い必要 (回答者数 三73人 )

0行動中 :7,720± 310(7,000～8,500)mか ら 2。 1± 0.7(0。 2～ 6e O)リ ットル くら

い必要 (回答者数 :73人 )

*睡眠時 0.5リ ットル,行動時 2リ ットルと回答した人が最も多かった。使用すべき高

度は,平均値でみると睡眠時が 7,000m台 前半,行動時が 7,000m台 後半となった.

以上のことは,行動時よりも睡眠時をより低くするなど,従来から言われてきた内容と

ほぼ一致していた。

○酸素の使用に関するコメントを,使用上の注意や危険性 (切 れた時など)も含めて尋

ねた.

回答者は 74人。「非常に効果があった」と答えた人が多かったのは予想通りだが,そ

れ以外には「切れたときに危険である」という指摘が日立った (14人,19%).その他,

多種多様.

この中間報告では割愛した質問

○回答者の高所登山歴の詳細

○ある高度 (た とえば4,000m)に なると高度障害が強く現れるという「高度の壁」に

ついての意見

○日本人と欧米人の間で,高所での強さに差があるか
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8,000m峰 登頂者 110人 に聞く

○シェルパの高所での強さについて

○このアンケー トに書かなかったことで,高所登山の際に重視していること

(追記)

高所登山・体力と順化 (順応)に関するアンケー ト実施の趣旨

この 10年ほど, ヒマラヤでの高所登山は急速にポピュラーになり,公募登山の発達

と現地での受入態勢の整備等が相まって,現在では初心者や中高年者でも,気軽にヒマ

ラヤの八千メー トル峰に出掛けて行く時代となっています.将来この傾向は,ま すます

強くなっていくものと予想されています.し かし,高所登山の厳しさは昔も今も変わら

ず,痛ましい遭難事故もしばしば起こっていることはご承知の通りです。このような登

山界の背景を考えてみますと,今後,高所登山を目指す方のために,よ り合理的で安全

性の高い登山方法の指針を示すことは急務だと言えます.こ の指針を探る有力な方法の

一つとして,豊富な登山経験を持つ登山家の方々の経験や意見を広く集め,そ のデータ

を解析することにより,よ り合理的な登山方法が浮き彫りになると考えられます.

高所登山の能力には, さまざまな要素が複雑に関係し,普遍化しにくいものと考えら

れてきましたが,沢山の経験者のデータを集めることが出来れば, 日本での合理的な ト

レーニング方法や,現地での効果的な高所順応方法,高所での人間の能力などについて,

「最大公約数」や「極限値」などが,あ る程度明確になると予想されます。 こうして得

られる指針は, これから高所登山を目指す初心者のみならず,ベテラン登山者がより高

度な登山を目指していく際のヒントにもなると考えます。

本アンケー トは1990年以降の八千メー トル峰の登頂者を対象にお願いし,平成 12年

11月 18日 に中間発表したものです。なお,全アンケー ト集計分析と当日のシンポジウ

ムをまとめた報告書が 11月 末に発行される予定です。ご入用の方は日本山岳会事務局

までお問い合わせください。

(高所登山研究委員会 e坂井広志)
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山岳図書目録 (2000年 )

「山岳図書目録について」

日本山岳会図書委員会

「山岳図書目録」も、本年で 8年目になりました。この種の目録は、いまのところ各

種山岳・アウトドア関係の定期刊行物でも整理・記録の対象とされていないので、この

「山岳」掲載のものだけがわが国でのただ一つの資料です。その意味でも、毎年継続 し

て掲載していくことに、よりいっそう価値があるといえます。山の本も年々多様化して

おり、掲載の範囲に苦労しました。そのため一部に収録できなかったものもありますが、

どうか有効にご活用ください。

*記載は書名、著者名、発行所、価格、判型、ページ数の順です。

*判型が数字で表示されているものの単位はmm(天地×左右)、 価格は原則として本

体価格です。

*記載の配列は、書名の五十音順です。

*一部 1999年発行のものも含まれています。

山岳図書目録

書 名

愛知県の山―分県登山ガイ ド22

アウトドア・サバイバル・ テク
ニック

アウトドア用具のメンテナンス

アウトドアライフ救急マニュア

ル

アウトドアライフ論

青森県の山―分県登山ガイ ド1

秋田駒ケ岳花紀行  ※写真集

あきた滝300-フ ォトガイ ド名

爆紀行

秋田の山登り50

アジアの山紀行―身近な海外登

山とトレッキングのすすめ

阿蘇山と水

著者名

与呉日出夫

赤津孝夫

鶴田康男

太田祥一・行岡哲男

/監
塚本珪一

根深 誠

山田隆雄

佐藤俊正

奥村清明

藤田健次郎

発行所

山と漢谷社

地球丸

地球丸

荘道社

ナカニシヤ出版

山と漢谷社

無明舎出版

秋田魁新報社

無明舎出版

山と漢谷社

一の官町 熊本
日日新聞/発売

小学館

無明舎出版

山と漢谷社

下野新聞社

判型  ページ数

A5    11lp
B6     191p

A5

A5

210× 230

B5

Ｂ６

Ａ５

酪

６９９

０００

　

０００

８００

佃
¨
１

１
　
　
１

１

2500

1699

2400

2300

1600 A5

1600 四六判

952 新書判

117p

286p

田申伸広

あなたと歩く世界の名峰    今井通子

天翔ける船紀行        深野稔生

アラスカ垂直と水平の旅    栗秋正寿

歩いて見て撮る 那須の四季  信太一高
※写真集

1700

1800

1500

1500

A5

A5

四六判

B5
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山岳図書目録

アルピニストたちの神話

アルプス 0ピ レネー鱒釣り紀行

飯豊 0朝 日―花の山旅 3

飯豊連峰一万年雪とお花畑

石川県の山一分県登山ガイド18

異境に楽しむ山旅

一日二日の百名山

茨城と近県の山一マイカーで行

く日帰リハイキング

いまさら聞けないキャンプ用具
の基礎知識

岩木山信仰史

岩出山の自然通信

岩山・鉱物・地層

失われた森―レイチェル・ カー

ソン遺稿集

有珠山噴火

ウスバキチョウ

美しき山河―僧ケ岳 ◆毛勝三山
の四季       ※写真集

裏の山にいます

運命の雪稜―高峰に逝った友へ

のレクイエム

英国=湖水地方四季物語

エヴェレストより高い山一登山

をめぐる12の 話

DAS EDELWEISS一 No.17

山岳部80年史

越前・若狭魅力の日帰り40山

エベレストのぼらせます―申高

年のためのわがまま登山術

エベレスト・ ママさん―山登り

半生記

エリック。シプトンー山岳探検

家波瀾の生涯

おいしい山歩き―宿と料理と温

泉と

奥入瀬渓流の四季  ※写真集

近江の山を歩く

近江富士遊  々   ※写真集

水野 勉

中村和彦

高橋金雄

小荒井実

林 正一 。他

後藤 純

深田久弥

岡野重一

堀内一秀・上野陽之

助

小館衷三

阿部敏一

神奈川県立生命の星
・地球博物館/編
レイチェル カーソン

/著 リンダ リア/
編 古草秀子/訳
北海道新聞社/編

渡辺康之

佐伯邦夫

遠藤ケイ

神長幹雄

辻丸純一

ジョン クラカワー′/″

著 森 雄二/訳

関西学院大学山岳部
80年史編集委員会/
編

柚本寿二/著  日本

山岳会福井支部/監

大蔵喜福/著 沢野
ひとし/絵
田部井淳子

ピーター スティール

/著 倉知 敬/訳

小池すみこ

新里源治

草川啓三

八田正文

水野 勉

健友館

山と漢谷社

歴史春秋社

山と漢谷社

文芸社

河出書房新社

茨城新聞社

山と漢谷社

北方新社

無明舎出版

有隣堂

集英社

北海道新聞社

北海道大学図書

刊行会

シーoエー・ピー

山と漢谷社

山と漢谷社

東京書籍

朝日新聞社

関西学院大学山

岳会

北国新聞社

小学館

山と漢谷社

山と漢谷社

大月書店

フォト民俗社

ナカニシヤ出版

サンライズ印刷

出版部

山と漢谷社

B6

B6

温

００

００

００

９９

００

００

３３

　

５０

　

００

００

００

　

００

赫
一
‐３
‐２
‐２
‐６
‐３
‐９
‐３
　
９
　
‐５
‐５
‐６
　
２‐

200× 220

B5

四六判

A5

四六判

A5

四六判

A5

B6

四六判

四六判

四六判

四六判

B5

四六判

四六判

A5

A5

A5

200× 220

A4

四六判

190p

208p

lllp

158p

lllp

381p

226p

199p

159p

189p

316p

143p

299p

64p

188p

83p

238p

288p

175p

318p

396p

163p

224p

253p

400p

200p

600

15000

1905

1700

1500

1700

660

非売品

2200

1300

1600

2800

800

2381

Ａ

Ａ

判
Ａ５
一聯

A5

A4

2000

3600

1600狼は帰らず―アルピニスト・森 佐瀬 稔

田勝の生と死
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オーストリア・ アルプスハイキ

ング案内

オオタカの森

岡山県の山一分県登山ガイド32

岡山県百名山

奥多摩 。奥武蔵の山々

奥多摩に生きる動物たち―山小

屋撮影日記より

奥利根の山と谷

尾瀬―花の山旅 4

尾瀬ケ原と赤井谷地

尾瀬と周辺の山々

女たちの山歩き―ゆっくり、あ

せらず、前向きに

快適登山入門

甲斐の山より    ※写真集

小日和利

新保国弘

岡山県山岳連盟

中島篤巳

伊佐九二四郎

久田雅夫

小泉共司

花畑日尚

樫村利道

ネイチャーネットワ
ーク企画編集室

日本勤労者山岳連盟

女性委員会

地球丸/編

原  光

山と漢谷社

帯書房出版

山と漢谷社

葦書房

実業之日本社

けやき出版

白山書房

山と漢谷社

歴史春秋社

ネイチャーネッ

トワーク

本の泉社

地球丸

朝日アー トコミ

ュニケーション

星雲社/発売

東京大学山の会

長崎出島文庫

古今書院

朝倉書店

申央公論新社

NTT出版

たま出版

独木書房 岩田

書院/発売

信濃毎日新聞社

ネイチャーネッ

トワーク

山と漢谷社

三五館

春秋社

昭文社

阪急電鉄株式会

社

創元社

恒文社

1200

1200

1524

5000

1905

2500

2900

648

1500

1600

3800

2600

1524

1750

2000

2500

1700

1429

B5

新書判

A5

四六判

A5

A5

四六判

A5

文庫判

B6

B6

A5

菊判

新書判

A5

四六判

四六判

A5

B6

215p

226p

127p

337p

253p

127p

291p

127p

163p

134p

143p

144p

462p

293p

254p

166p

216p

212p

285p

444p

136p

135p

143p

430p

312p

256p

241p

412p

248p

Ａ５

Ａ５

Ｂ６

新書判

1600 A5

1600 AB判

1500 A4

輝けるときの記憶―山と友Ⅱ

火山一雲仙普賢岳がもたらした

もの

火山大災害

火山のはなし

彼方の山ヘ

カナディアンロッキー・ トレッ

キング

神々の棲む山一東北・信越篇

上高地 2-常念烏帽子縦走記

上高地永遠     ※写真集

上高地と周辺の山々

上高地・乗鞍岳を歩く

カムチャツカ探検記一水と火と

風の大地

河口慧海―日本最初のチベット

入国者

関西の山あるき100選

関西の山100選

関西ハイキングガイド

関東北辺の山歩き一名峰から秘

峰まで100山

東京大学山の会/編

長崎大学「火山と災

害」教育研究グルー

プ

金子史朗

下鶴大輔

谷 甲州

益田幸郎

中沢義直

ネイチャーネットワ
ーク企画編集室

平田謙一

岡田 昇

河日 正

梶山 正

阪急電鉄株式会社コ

ミュニケーション事

業部

創元社編集部/編

石井昭子

Ｂ

Ｂ

透

武

池

條

長

上

1500 B6

1800 四六判
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傷ついた自然の側から一手稲山

紀行

基礎雪氷学講座 3-雪崩と吹雪

北アルプス大百科

北アルプスを登る

北岳一花の山旅 9

北山渓

木と動物の森づくり

記念日の山に登ろう

究極のアウトドア体験―北米ア
パラチア自然歩道を歩く

九州の山をゆく

京都と周辺の山々

極北に駆ける

極北の迷宮―北極探検とヴィク

トリア朝文化

魚名文化圏―イワナ編

霧ケ峰・美ケ原

霧島花だより

霧島連山      *写 真集

キリマンジャロとマッターホル
ンの麓で

GINREI―氷雪の立山室堂平
*写真集

九重山一花の山旅10

釧路湿原

雲 ◆山・太陽一串田孫一随想集

グリーンランド氷山誕生
*写真集

グリンデルワル ト周辺を歩く

グレー ト・ ジャーニー6-シベ

リア・ モンゴル編  *写真集

黒部奥山と扇状地の歴史

K2嵐の夏

京阪神から行ける滋賀の山

月光の屋久島    *写 真集

検証 士幌高原道路と時のアセ

古今書院/編
岩橋崇至

昭文社/編

中西俊明

羽根田二郎

斎藤新一郎

石井光造

ビル プライソン/著
仙名 紀/訳

西日本新聞社/編
ネイチャーネットワ
ーク企画編集室

植村直己

谷田博幸

鈴野藤夫

宮坂直木・他/写真
川崎史郎/文

初島住彦/監 川原

勝征/写真・文

内村秀次

高橋 晟

小川清美

関野吉晴

奥田淳爾

クルトディームベル

ガー/著 海津正彦
/訳

朝日新聞大津支局/
編

石川賢治

北海道新聞社/編

岡田徳右衛門順一  桂書房

藤田晴一

杉沢拓男

串田孫一

松岡弓祐

西日本新聞社

ネイチャーネッ

トワーク

山と漢谷社

名古屋大学出版

会

東京書籍

信濃毎日新聞社

南方新社

鉱脈社

文芸社

新潮社

北海道新聞社

山と漢谷社

北海道新聞社

講談社

海鳥社

山と漢谷社

毎日新聞社

桂書房

山と漢谷社

かもがわ出版  1400 A5

1905 205× 225 123p

1200 四六判  162p

5500 297× 260  71p

A5    11lp
A5    160p
文庫判  325p
245× 250 95p

早川禎治

山岳図書目録

253p中西出版

古今書院

TBSプ リタニカ

昭文社

山と渓谷社

羽根田二郎

八坂書房

東京新聞出版局

中央公論新社

Ⅷ
　
　
　
変

助
　
Ａ５
Ｍ
Ａ５
Ａ５

236p

224p

175p

lllp

328p

206p

224p

278p

四六判

2000 A5

1300 四六判

1900 四六判

2700 B5変

1524 新書判

1600 四六判

3800 四六判

４４ｐ

２７
ｐ

　

６． ｐ

６‐ｐ

　

３９
ｐ

９５ｐ

2800

1400

1800

2800 B5

1600 四六判

A5変

A5

四六判  147p

144p

95p

483p

445p

150p

248p

160p

222p

００

００

００

００

　

００

００

　

００

００

Ａ５

Ｂ５

　

Ａ５

Ａ５

ス

源流紀行―秘渓悠釣編     辰巳出版/編    辰巳出版    2500 B5
高山植物の自然史―お花畑の生 工藤 岳/編    北海道大学図書  3000 A5
態学                       刊行会

A49



甲信越百名山         山と漢谷社/編

高知県の山一分県登山ガイド38 大森義彦・他

五〇歳から再開した山歩き   本多勝一

湖沼の伝説     *写 真集 中野晴生

湖東三山      *写 真集 藤森 武

小屋番の山語り        宮本康二

最新山歩き事情 矢野和明/著  山の

応援団/監

打田鉄一・堀江 昇
。星  進

奥山 章

平野伸明

社団法人日本林業技

術協会/編

高橋サプロー

日本山岳会/編

佐古清隆

佐古清隆

筑木 力

三角 寛

堀 靖人

松本繁樹

日本応用地質学会/
編

深田久弥

夏梅陸夫

全日本山岳写真協会

横山厚夫

中村至伸

片岡浜子・他

石丸哲也

上毛新聞社/編

山と漢谷社大阪支局

/編

廣瀬 誠

山と漢谷社

山と漢谷社

朝日新聞社

新潮社

世界文化社

ほおずき書籍

星雲社/発売

きんのくわがた

社

山と漢谷社

山と渓谷社

TBSプ リタニカ

東京書籍

詩画工房

日本山岳会

山と漢谷社

山と漢谷社

恒文社

現代書館

九州大学出版会

大明堂

古今書院

新潮社

大泉書店

全日本山岳写真

協会

白山書房

ほおずき書籍
星雲社/発売

山と漢谷社

実業之日本社

1400  A5       224p

1553 A5    143p

1800 四六判

4700  A4

1400 四六判

2200

1699

540

2600

1524

800

2381

3500

980

980

2500

2800

3600

3000

4600

400

1300

1400 四六判

1000 文庫判

1699 A5

1900 A5

240× 190 159p

A5    11lp
文庫判  304p
190× 270 102p

A5     79p
B6     112p

150× 220 179p

A5       328p

150× 210 206p

150× 210 205p

B6     352p

四六判  332p

埼玉県の山一分県登山ガイ ド10

ザイルを結ぶとき

里山大百科

里山を考える101の ヒント

サランコットの彼方に―山男の

独自 (詩編と詩論)

山岳―第95年

山岳展望ハンドブックー山名が

わかる広角展望図集 1

山岳展望ハンドブックー山名が

わかる広角展望図集 2

山岳悠々

山寓物語一三角寛サンカ選集

第一巻

山村の保続と森林・林業

山地 0河川の自然と文化

山地の地形工学

山頂の憩い一『 日本百名山』そ

の後

山野草ウオッチング

山稜2000-全 日本山岳写真展作

品集

山麓亭百話・ 中

山麓 トレッキング花ガイド

滋賀県の山一分県登山ガイド24

四季の花を楽 しむ100山 一関東

周辺

四季を歩くぐんま滝めぐり90選

四国百名山

地震の記憶―安政 5年大震大水

災記

静岡市周辺の山々

Ａ５

Ｂ５

Ｂ５

227p

148p

213p

206p

155p

lllp

21lp

173p

151p

260p

362p

文庫判  186p

文庫判  286p
220× 220 194p

上毛新聞社

山と漢谷社

桂書房

1800 A5

2200 240× 190

2400 210× 180

3000 A5

A50

馬場直之 馬場直之



自然環境データブック5

自然と親じむはじめての山歩き

自然について、私の考えを話そ

つ。

湿原を歩く―関東周辺

島根県の山一分県登山ガイ ド31

写真と図で見るロープとひもの

結び方

車窓展望の山旅―鉄道で楽しむ

山

シャモニ周辺を歩く

瞬輝幻彩一四季尾瀬 *写真集

処女峰アンナプルナー最初の

8000メ ー トル峰登頂

女性の山一もっと素敵に

自神山地と共に歩む道Ⅱ一第二

回白神自然文化賞受賞作品集

白神山地と共に歩む道Ⅲ―第二

回白神自然文化賞受賞作品集

白神 ブナの森博物誌

白旗史朗の山の花撮影テクニッ

クと見分け方

時輪のチベット   *写 真集

シルクロー ド波欄万丈

自馬岳一花の山旅 5

新 傷だらけの百名山

信州美しき百山一下

信州魅力の山と湯

心象の山々―山の版画と断章
*画文集

新磐梯紀行一ルポルタージュ・

明治21年の磐梯山噴火

新編 白い蜘蛛

新編 単独行

新編 風説のビヴァーク

スイスアルプス山歩き。花紀行

「菅江真澄」読本 4

菅江真澄遊覧記 1

自然保護年鑑編集委 インタラクショ

員会/編      ン

樋日英子      池田書店

山と漢谷社/編   山と漢谷社

水尾一郎      実業之日本社

長野 至・他    山と漢谷社

ロープワーク研究会 西東社

1700 A5

1699 A5

900 四六判

1800 A5

2800

1800 四六判

山岳図書目録

221p

144p

347p

小川清美

菅田隆雄

モーリス エゾゾーグ

著 近藤 等/訳

岩崎元郎 0堀川虎男

能代山本広域市町村

圏組合/編

能代山本広域市町村

圏組合/編

根深 誠

白旗史朗

塩澤孝平

長澤和俊

竹内真一

加藤久晴

信濃毎日新聞社出版

局/編
丸山晴弘

大谷一良

小檜山六郎

ハインリッヒハラー

/著 長谷見敏/訳

加藤文太郎

松濤 明

市原芳夫

田日昌樹

菅江真澄/著  内田

武志 0宮本常一/編
・訳

菅江真澄/著  内田

武志・宮本常一/編
・訳

山と漢谷社

日本写真企画

山と漢谷社

かもがわ出版

現代書館

現代書館

白神山地を守る

会

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

本の泉社

無明舎出版

平凡社

判

４
　
　５ヽ
抹

Ａ

　

　

Ａ

一匹

藤本一美・ 田代 博 実業之日本社  2000 四六判

ラ・ テール   15000

新潮社     1600
山と漢谷社   1200
リベルタ出版  1900
信濃毎日新聞社  2600

信濃毎日新聞社

恒文社

1600

2000

2000

1000

2800

1600

1600

1905

1800

1300

A5

B6

B6

A5

A5

A4変

四六判

A5

四六判

242× 258

A5

四六判

166p

182p

194p

80p

335p

296p

236p

127p

238p

143p

272p

304p

223p

246p

41lp

歴史春秋社 四六判  31lp

山と漢谷社   2400 四六判  525p

四六判

四六判

A5

B6

HL判

1200 HL判   368p菅江真澄遊覧記 2 平凡社

A51



菅江真澄遊覧記 3

菅江真澄遊覧記 4

菅江真澄遊覧記 5

ステップアップ登山

すばらしき東濃の自然、再発見
′ノ

菅江真澄/著  内田

武志・宮本常一/編
・訳

菅江真澄/著  内田

武志・宮本常一/編
・訳

菅江真澄/著  内田

武志・ 宮本常一/編
・訳

宮下岳夫

岐阜県博物館

平凡社

平凡社

平凡社

北海道新聞社

岐阜新聞社 岐

阜新聞情報セン

ター/発売

創森社

山と漢谷社

山と漢谷社

小学館

ニュー トンプレ

ス

アスベクト

新潮社

山と漢谷社

山と漢谷社

京都大学学術出

版会

山と漢谷社

毎日新聞社

桂書房

文藝春秋

揺鑑社

のんぶる舎

けやき出版

光村推古書院

アートフォトギャ
ラリー「NATUR
ナトゥーア」

実業之日本社

春風社

1500 HL判   465p

1400 HL判   398p

1400 HL判   415p

Ａ

Ａ

1400

2800

1600

1700

3600

3000

2900

950

1200

2100

3800

3500

2000

1333

149p

47p

炭焼紀行

生還―山岳遭難からの救出

生と死のミニャ・ コンガ

世界遺産屋久島   ※写真集

世界探検アトラス

千年の森ヘー屋久島の森の不思

議なちから

俗界富士      ※写真集

その山登り間違ってませんか

大雪山一花の山旅 1

大雪山のお花畑が語ること一高
山植物と雪渓の生態学

大雪山母なる大地  *写真集

大山爽風      *写 真集

大地の記憶―富山の自然史

大冒険術―ぼくらはなぜ世界に

挑むのか

高尾山1999-光 りと水と風と

高尾山・陣場山 花ハイキング

高尾山ゆっくり散歩

三宅 岳

羽根田治

阿部幹雄

三好和義

ジョン エドモンズ/
編 古川奈々子/訳

吉田 繁/写真 蟹

江節子/文
藤原新也

上村信太郎

梅沢 俊

工藤 岳

市根井孝悦

北川英雄

藤井昭二

野口 健・ 白石康次
良Б

清水英雄・清水文美

子

いだよう

雪子 F.グ レイセン

グ

鉄 弘一

高橋敬市

1900 A5変   130p

222p

252p

317p

142p

247p

270× 340

新書判

A5

四六判

220× 300 11lp

B5     91p
210× 180 197p

四六判  224p

A5

四六判

四六判

B5

B5

Ｂ

Ｂ

952 170× 182  51p

124p

159p

1600 170× 190 106p

1500 170× 180  76p

1600 A5

1800 四六判

滝-2
立山花草木

*写真集

*写真集

谷川岳と上越・上信の山々

旅人たちのパミールー玄笑、マ
ルコ・ ポーロはどの道を通った

か

多摩川と源流の山々

多摩・武蔵野 花の歳時記

岡田敏夫

酒井敏明

ネイチャーネットワ
ーク企画編集室

青木 登

ネイチャーネッ

トワーク

のんぶる舎

1524 新書判  138p

1800  A5       166p

A52



山岳図書目録

丹沢・残されたブナの森
*写真集

丹沢・箱根日帰リハイキング

ダンプ&通子の夫婦でゆったり

登山術

探訪ひょうごの滝 Part 3

地球環境データブック2000-
2001

地図のことがわかる事典

「西蔵研究」分類目録

申央アジア踏査記

中央アルプスー花の山旅 8

中高年から山歩きを楽しむ本

申国山地の四季   *写 真集

中国百名山

申部 。近畿・中国の火山一フィ
ール ドガイドロ本の火山 6

鳥海山に魅せられて一風・雲・

光そして岩魚たち

超初心者の元気山歩き

ツァンポー峡谷の謎

追悼 中島寛―天地ある限り

ツェルマット周辺を歩く

津軽白神山がたり

辻まこと全集 2

津別峠の四季一阿寒・知床 0大

雪のパノラマ    *写 真集

妻と二人の山歩き―実践篇

低山趣味―深山・芦生・越美

天の花回廊一ヒマラヤ 0申国横

断山脈の植物たち

天保山から富士山ヘー東海自然

歩道を辿って900 km 35日 の徒

歩旅行

東海自然歩道30選―関西編

東海自然歩道31選―東海編

東海の天然記念物

斉藤 進 山と漢谷社

水尾一郎      実業之日本社

今井通子・高橋和之 小学館

須田京介/文 北村

泰生/写真

レスター プラウン 0

他/編・著 福田克

也/監・ 訳

田代 博・星野 朗

熊切武彦

オーレル スタイン/
著 沢崎順之助/訳

津野祐次

小出正一

田原一久

みなみらんぼう/監
F。 キングドン ウォ
ー ド/著 金子民雄

/訳

追悼集刊行委員会/
編

小川清美

根深 誠

辻まこと

兼本延男

神戸新聞総合出

版センター

家の光協会

主婦と生活社

岩波書店

追悼集刊行編集

委員会

山と漢谷社

つり人社

みすず書房

東方出版

非売品 A5    340p

B5

文庫判

A5       144p

新書判  238p
A5       470p

220× 207 107p

四六判

四六判

A4

A5

日本実業出版社  1500 四六判

東京文献センター 2000 B5

白水社     3400 B6

山と漢谷社

旬報社

東京新聞出版局

2300

1600

552

1600

2500

2200

2000

8000

1200

900

230× 200

A5

文庫判

A5

A5

79p

159p

247p

127p

251p

240× 190

B6

AB判

109p

151p

151p

164p

５

５

Ю

Ａ

Ａ

２

山と漢谷社大阪支局 山と漢谷社

/編

築地書館/編    築地書館

福田伴男・福田貞子 アヤベ企画

小浜浩三

広谷吉詔

吉田外司夫

宇津木慎一

大阪府社会体育研究

所/編

名古屋歩く会/編

岡田文士・志賀靖二
0白 井伸昂

光人社

ナカニシヤ出版

朝日新聞社

宇津木慎一

七賢出版

七賢出版

風媒社

1800

950

8000

2000

1700

1800

4800

1500 B6

1500 B6

1600 A5

２２２
ｐ

２０４ｐ

‐４３
ｐ

　

２６０ｐ

　

　

２・‐ｐ

　

２２９
ｐ

‐６９ｐ
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東京周辺の沢―沢登リルー ト図

集 1

東京 0首都圏クルマで出かける

山歩き 続

峠 幻視行―上州の峠で見たも
の

峠を越えた魚一アマゴ0ヤマメ
の文化誌

東北の山旅釣り紀行

東北百名山

とうほく名水紀行

十勝の自然を歩く  *改 訂版

土佐のマイナー山一素晴らしき

身近な山々

登山者のための観天望気

登山道で出会える花Ⅲ一中高年
のための登山学

登山と自然の科学Q&A

登山の医学ハンドブック

登山の運動生理学百科

栃木県の山一分県登山ガイド8

鳥取県の山―分県登山ガイド30

都民の森 三頭山に咲く
*写真集

富山県の山―分県登山ガイド17

富山とっておきの33山

長崎県の山歩き    *新 版

那須の四季

76歳、山の楽しさと恐ろしさ一

平和なればこそ

ナンガ・パルバー ト単独行

南極発・地球環境レポー ト

新潟県の山一分県登山ガイド16

新潟の名水―湧水 滝 渓谷

新潟花の山旅

西丸式山遊記

日光四十八滝を歩く一秘瀑をか

ける峡谷巡歴

白山書房編集部/編  自山書房

寺田政晴 実業之日本社

吉永哲郎 上毛新聞社

鈴野藤夫 平凡社

根深 誠

東北山岳写真家集団

/編

長南里香 0無明舎出

版/編

十勝の自然史研究会

/編

春野公麻呂

城所邦夫

日本放送出版協会/
編

日本勤労者山岳連盟

/編

松林公蔵/監 日本
登山医学研究会/編
山本正嘉

室井正松・他

藤原道弘

牛尾征治

佐伯郁夫・佐伯克美

渋谷 茂/著 高志

山の会/監
林 正康

信太一高

尾形 憲

ラインホル ト メス

ナー/著 横川文雄
/訳
斎藤清明

三菱ガス化学山岳部
・他

新潟日報事業社/編

新潟県山岳協会/監
西丸震哉

奥村隆志

中央公論新社

山と漢谷社

無明舎出版

北海道大学図書

刊行会

南の風社

山と漢谷社

日本放送出版協

会

大月書店

杏林書院

東京新聞出版局

山と漢谷社

山と漢谷社

のんぶる舎

山と漢谷社

北国新聞社

葦書房

下野新聞社

オリジン出版セ

ンター

山と漢谷社

A5    310p
A5    11lp
A5    11lp
182× 227  94p

2000

1900

1400

2800

819

2200

1600

1800

1700

950

1500

1800

2350

2000

1700

1699

2500

1699

2200

1600

1500

2800

1800

A5

A5

四六判

四六判

文庫判

240× 190

A5

新書判

A5

新書判

B5

A5

B6

292p

231p

155p

355p

288p

159p

128p

269p

160p

221p

143p

221p

236p

A5

B5

四六判

B5

四六判

四六判  293p

中央公論新社

山と漢谷社

新潟日報事業社

新潟日報事業社

中央公論新社

随想舎

660 新書判

1700 A5

1400

1600

686

1500

A5

A5

文庫判

A5

140p

259p

310p

151p

A54



山岳図書目録

日光の花―花 トレッキング携帯

図鑑

日本アルプス百名山紀行

日本奥地紀行

ニホンカモシカのたどった道

日本巨樹論

日本三百名山登山ガイドー上

日本三百名山登山ガイドー中

日本植物誌一シーボル ト『 フロ

ーラ・ ヤポニカ』  *新 装版

日本の岳人たち

日本の国立公園

日本の国立公園 。国定公園一上

日本の国立公園・ 国定公園一下

日本のこころ富士山 *写真集

日本の山野草

日本の自然-2000年版

日本の滝200選 続  *写真集

日本の美富士

日本の分水嶺―地図で旅する列

島縦断6000キ ロ

日本の森

日本の森大百科

日本の山と渓谷 1-知床・阿寒

日本の山と渓谷 3-日 高連峰

日本の山と渓谷 7-尾瀬

日本の山と渓谷 9-妙高・戸隠

連峰

日本の山と渓谷13-北岳

日本の山と渓谷14-甲 斐駒・仙

丈 。塩見岳

日本の山と渓谷17-剣 岳

日本の山と渓谷18-白 馬岳

日本の山と渓谷19-鹿島槍・五

竜岳

日本の山と渓谷29-九重山

日本100岩場 1-北海道・東北

日本100岩場 2-関東

日本百名谷

ネパールー微笑みの風
*写真集

小杉国夫/写真 。文

青山 廣/監

深田久弥

イザベラ バード/著
高梨健吉/訳

小野勇一

牧野和春

山と漢谷社/編

山と漢谷社/編

木村陽二郎 。大場秀

章/解説

斎藤一男

加藤則芳

森田敏隆

森田敏隆

キュウ・ フォト・ イ

ンターナショナル/
編

大貫 茂

朝日新聞社/編

中西栄一

鈴木 進/監 成瀬

不二雄・他/執筆

堀 公俊

石橋睦美

姉崎一馬

谷口淳一

伊藤健次

岩沢正平

渡辺正敏

今野岳志

津野祐次

畠山 高

花畑日尚

中西俊明

藤田晴一

北山 真/編
北山 真/編

関根幸次・他/編

荻野矢慶記

下野新聞社

河出書房新社

平凡社

申央公論新社

惜水社 星雲社

/発売

山と渓谷社

山と漢谷社

八坂書房

岩峰社出版部

平凡社

クレオ

クレオ

クレオ

クレオ

朝日新聞社

東方出版

美術年鑑社

山と漢谷社

1000

1900

1500

700

2000

2200

2200

4500

2375

760

2800

2800

2800

B6変

A5

HL判

新書判

B6

B5

B5

B5

四六判

新書判

A4
A4

A4

127p

230p

529p

184p

212p

207p

197p

159p

494p

272p

127p

127p

127p

127p

138p

150p

427p

272p

168p

223p

lllp

lllp

lllp

lllp

11lp

l19p

11lp

lllp

lllp

11lp

135p

143p

214p

90p

Ａ４

Ｂ５

Ａ５

Ａ４

新潮社

TBSプ リタニカ

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

変

Ａ５

　

Ｂ５

Ａ４

Ｂ５

Ｂ５

Ｂ５

Ｂ５

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

白山書房

東方出版

Ｂ

Ｂ

Ｂ５

Ｂ５

Ｂ５

　

Ｂ５

Ａ５

Ａ５

Ｂ５

Ａ５
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ネパールを知るための60章

野口健―最高峰でつかんだ未来

野山の樹木

ハイキング+日 帰り温泉―中国

地方

白山の花のはなし―高山植物と

野の花の絵本

八甲田・八幡平―花の山旅 2

花かおる阿蘇・ くじゅう

花かおる御岳山

花かおる御在所岳

花かおる磐梯・雄国

花と出会うフォトハイキングー

東京起点28コ ース

花と山撮影ワンポイント

花に出会う山歩き―ゆっくりと

感動を味わう静岡県の25コ ース

花の蔵王

花のほほえみ―Smile of Flow―

花の山旅 0八 ケ岳

はりまハイキングー日帰りでき
る30コ ース

遥かなるシルクロー ド

ハワイアン・ハイキングトレイ
ル        *改 訂新版

日騎の山ひなたの山

東日本 。四季の山旅

秘渓を巡る釣りの旅

ヒグマ     *増 補改訂版

日の出の森につづくみち一未来
のいのちを奪うごみ処分場はい

らない。/

日の出の森をたすけて

ヒマラヤ巡礼―ネパール8000m
8座をめぐる山旅  *写真集

ヒマラヤの環境誌―山岳地域の

自然とシェルパの世界

ヒマラヤーつの峰の物語

ヒマラヤヘの挑戦 1  *再刊

日本ネパール協会/
編

綾野まさる

姉崎一馬

種村 融

金栄健介

一戸義孝

梅野秀和

倉下生代/写真

山 敦/解説

新妻喜永

須磨岡輯

長沢和俊

クレイグ チズム/著
桜井安彦/訳
上田哲農

濱舘郷一

佐々木一男

門崎充昭 0犬飼哲夫

日の出の森関西びと
の会/編

明石書店

旺文社

山と漢谷社

山と漢谷社

申日新聞北陸本

社

山と漢谷社

ほおずき書籍
星雲社/発売

ほおずき書籍

星雲社/発売

ほおずき書籍

星雲社/発売

ほおずき書籍
星雲社/発売

山と漢谷社

実業之日本社

神戸新聞総合出

版センター

里文出版

プロンズ新社

平凡社

白山書房

つ り人社

北海道新聞社

スタジオ・ リー

フ

四六判  265p

小谷宗司

市橋 甫

小荒井実

小川清美

坂井道子 0渋谷 健 日本出版社

川崎順二      静岡新聞社

大場俊司 ほおずき書籍
星雲社/発売

久 東方出版

四六判

文庫判

A5

152p

281p

135p

l16p

lllp

94p

101p

76p

102p

lllp

141p

159p

96p

58p

221p

127p

246p

142p

324p

462p

223p

377p

l13p

新書判

A5

新書判

新書判

新書判

新書判

A5

A5

A5

新書判

170× 185

四六判

A5

A5

B5

HL判
四六判

新書判

B6

A5

B6     133p

250× 260  84p

A5    351p

A5    302p
B5     338p

2000

1000

1000

1600

1000

1200

1000

1000

1000

1000

1700

1200

1800

1000

1200

2000

1500

3000

1600

2800

4500

2500

4200

００

００

００

００

００

　

　

００田島征三

野村薫夫

法蔵館

東京新聞出版局

山本紀夫・稲村哲也 八坂書房

宮澤 憲      東京新聞出版局

日本ヒマラヤ協会/ アテネ書房
監

A56



ヒマラヤヘの挑戦 2  *再刊

百名山ふたたび

百楽の山 常念岳―写真で辿る

自然と歴史

兵庫丹波の山一下

広島県の山一分県登山ガイ ド33

深い浸食の国―ヒマラヤの東地

図の空自部を行く

深田久弥の山がたり1-山 嶺の

風

深田久弥の山がたり2-百の頂
に百の喜び

深田久弥の山がたり3-ヒ マラ

ヤ物語

福岡県の山歩き―ハイキングか

ら一日登山まで全82コ ース

ふくしまの名水

福島の山と温泉

富士光明      *写 真集

富士山が見える日帰り100低山

富士山世界遺産への道―山麓に

生きる人々の姿を追って

富士山の見える山60選

富士山風光200景   *写 真集

富士よ富士 この美しき
*写真集

ぶらり・ 山と花のひとり旅

ふるさとの富±250山 をゆく

ベア 0ア タックスークマはなぜ

人を襲うか I

ベア 0ア タックスークマはなぜ

人を襲うか Ⅱ

辺境の旅 悠久のロマン

宝満山歴史散歩

僕はこんな旅をしてきた

星と嵐-6つの北壁登行

星の頂       *写 真集

穂高―その流れに沿って
*写真集

日本ヒマラヤ協会/
監

深田久弥

田淵行男記念館/編

慶佐次盛一

平田恒雄/文  岡本

良治/写真

中村 保

深田久弥

深田久弥

深田久弥

福岡山の会/編

歴史春秋社/編

奥田 博

竹内 トキ子

穂高亜樹

静岡地理教育研究会

/編
成美堂出版編集部/
編

自旗史朗/監 白い

峰/編
山岳写真の会「白い

峰」/著  白旗史朗

/編

大久保昭次

吉野晴朗

S.ヘ レロ/著  嶋

田みどり。大山卓悠

/訳
S.ヘ レロ/著  嶋

田みどり。大山卓悠

/訳

小谷 明

森 弘子

西丸震哉

ガストン レビュファ

/著 近藤 等/訳

松本 修

写真フォーラム涸沢

山岳図書目録

B5     321pアテネ書房

河出書房新社

田淵行男記念館

ナカニシヤ出版

山と漢谷社

山と漢谷社

三見書房

二見書房

二見書房

海鳥社

歴史春秋出版

歴史春秋出版

文一総合出版

主婦と生活社

古今書院

成美堂出版

日本カメラ社

朝日新聞社

近代文芸社

毎日新聞社

北海道大学図書

刊行会

4200

1900

1500

1942

1700

3000

2300

2300

2300

1800

1200

1200

1500

1300

2800

1200

2800

3800

A5

A4

四六判

A5

A5

四六判

四六判

四六判

A5

四六判

四六判

B6

A5

A5

B5

AB判

B5

201p

lllp

381p

314p

325p

317p

175p

158p

164p

59p

151p

242p

159p

188p

192p

256p

205p

417p

237p

1800 四六判

2000 B5

2400 四六判

北海道大学図書  2400 四六判

刊行会

実業之日本社

葦書房

DHC
山と漢谷社

朝ロソノラマ

東京新聞出版局

2200 210× 230 87p

3000  A4       86p

1900

1600

1800

1600

A5

四六判

四六判

四六判

A57



北海道女一人の山登り

北海道 湖沼と湿原―水辺の散

歩道

北海道 島の野鳥

北海道夏山ガイド2-表大雪の

山々

北海道ネイチャーツアーガイド

北海道の百名山

北海道の山一分県登山ガイ ド0

堀ちえみと3人の小さな山男

本多勝一の探検と冒険

ほんわか奥多摩一四季だより

マイカーで行く九州百山峰

マイカー登山一名阪道

マイカー登山便利マップー日本
アルプスと長野周辺

マッターホルンの空中 トイレ

マッターホルン北壁

マロリーは三度死んだ

道草山行ひとり旅

みちのく源流考

南アルプスー大いなる山、静か

なる山

南アルプス夏の風―ロマンの道

南大東島の自然

田村恵美 ほおずき書籍

星雲社/発売

北海道新聞社大木隆志

寺沢孝毅/編    北海道新聞社

梅沢 俊 0菅原靖彦 北海道新聞社

1200 四六判  129p

2300 B5     215p

2500 A5

2200 B6

山と漢谷社   1500 A5北海道のエコツーリ
ズムを考える会/編

道新スポーツ/編

伊藤健次

堀ちえみ

岡崎洋三

花森俊一

渡部智倶人

山と漢谷社大阪支局

/編

山と漢谷社/編

今井通子

小西政継

ラインホル ト メス

ナー/著 黒沢孝夫

/訳

遠藤一郎

根深 誠

永野敏夫・永野正子

三田末治

奥土晴夫

北海道新聞社

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

東京文献センター

葦書房

山と漢谷社

933 B5

1600

1700

1400

1500

1600

2000

1600

1600

950

2286

1100

1800

2000

1600

2000

2000

2000

4500

950

1400

A5

A5

A5

四六判

B6

A5

A5

四六判

新書判

A4

四六判

A5

四六判

A5

四六判

A5

A5変

新書判

A5

163p

271p

151p

213p

lllp

214p

368p

238p

431p

135p

l14p

227p

237p

351p

南ラオス・ 山河紀行

みなみらんぼうの一歩二歩山歩

ミニヤコンカ奇跡の生還

みやざき百山

ミラレパの足跡―チベットの聖
なる谷ヘ

陸奥の屹立峰・岩木山

名山スケッチ漫筆

目からウロコの山岳写真術

目指せ トムラウシー藻岩から始
めるステップアップ登山

シャンティ国際ボラ
ンティア会/編

みなみらんぼう

松田宏也/著 徳丸

壮也/構成

日本山岳会宮崎支部

/編

伊藤健司

三浦章男

杉田 博

川崎 博

宮下岳夫

山と渓谷社

中央公論新社

山と漢谷社

山と漢谷社

朝日新聞社

つり人社

黒船出版

文芸社

ニライ社 新日

本教育図書/発

シャンティ国際
ボランティア会

現代企画室/発

中央公論新社

山と漢谷社

宮崎日日新聞社

地湧社

北方新社

日本山書の会

山と漢谷社

北海道新聞社

648 文庫判

1600 四六判

1600 四六判

730 A5

224p

254p

350p

154p

135p

90p

200p

253p

216p

320p

400p

296p

205p

149p

A5

A58



山岳図書目録

「モリ」地名と金属伝承一続・

日本山岳伝承の謎

森との共生一持続可能な社会の

ために

森の語り部

森の自然史―複雑系の生態学

森への憧憬 第 1集―心に残る

ドイツの林学者たち

「森を守れ」が森を殺す

野外のエマージェンシー・ プッ

ク

八木山物語

屋久島       *写 真集

「屋久島の森」のメッセージ

野生の実践      *改 訳

八ガ岳―花の山旅 7

八ケ岳火山一その生いたちを探
る

柳田國男 トレッキング

山歩きと温泉宿

谷 有二 未末社

藤森隆郎 丸善出版事業部

宇江敏勝      新宿書房

菊沢喜八郎・ 甲山隆 北海道大学図書

司/編       刊行会

筒井迪夫      林野弘済会

田中淳夫

大蔵喜福

石沢友隆

三好和義

山尾三省

ゲーリー スナイダー

/著 原 成吉・重

松宗育/訳

北原一三

八ケ岳団体研究グル

ープ

宮崎修二朗

近代プランニング/
編

新潮社

地球丸

河北新報社

小学館

大和出版

山と漢谷社

山と漢谷社

ほおずき書籍

星雲社/発売

編集工房ノア

近代プランニン

グ 婦人生活社

/発売

新思索社

文芸社

文芸社

山と漢谷社

人間社

東京プリント

講談社

山と漢谷社

静岡新聞社

ぶよお堂

梅里書房

ナカニシヤ出版

築地書館

東京書籍

平凡社

2200

780

2200

3000

1100

1400

80000

1400

2000

1200

1300

3000

686

2800

1200

1200

1500

1500

A5

新書判

四六判

A5

四六判

文庫判

B6

A5

A3

B6

四六判

A5

四ノく半」

四六判

B5

B6

四六判

四六判

四六判

四六判

A5

A5

B5

四六判

四六判

四六判

232p

236p

387p

236p

l14p

286p

191p

245p

183p

190p

368p

11lp

166p

144p

324p

177p

231p

240p

229p

416p

128p

176p

l19p

252p

222p

126p

172p

149p

山川草木紀行

山靴はいて街を出る一夫婦で歩
いた日帰りの山旅

山小舎日記-3000メ ー トル青春

賦

山里にダムがくる

山好き新聞記者が登った東海の

百山 前編

山旅の記

山旅の楽しみイラストマップー

関東とその周辺

山旅浪漫記

山といで湯―静岡県とその周辺

大和の三角点を尋ねて 上 0下

山と俳句の五十年

大和まほろばの山旅―奈良県北

・ 中部の山

ヤマネって知ってる?―ヤマネ

おもしろ観察記

山の温泉へ行こう

山の宗教―修験道とは何か

高田 宏

服音Ь 豊

宮崎 拓

菅 聖子/文 大西

暢夫/写真

読売新間中部本社社

会部/編
吉田武文

まえじまてつお

小林泰彦

永野敏夫

上田倖弘

岡田日朗

内田嘉弘

湊 秋作

平野恵理子

久保田展弘

2200 A5

1700 B5

1800

1600

4762

2600

2000

1500

1700 A5

2300 A4

A59



山の巡礼者たちー山梨登山百年 山梨El日新聞社／編 山梨El日新聞社 952 新む判 232p 

山の植物誌 大場逹之／編・解説 山と淡谷社 3500 A5 455p 
熊田達夫•他／写真

山の俳旬歳時記 大野雑草子／編 博友社 2600 llO X 160 326p 

ti」の独り言 山村幸雄 文芸社 1200 B6 282p 

山登りの始め方 柏 澄子 山と疾谷社 950 新書判 205p 

山の眼玉 畦地梅太郎 平凡社 1000 HL判 192p 

山はいのちをのばす 田中澄江 青春出版社 552 文庫判 23lp 

山屋の釣り物語 小山渓志 東洋出版 1300 四六判 l 7lp 

山をめぐる人と占物 手塚宗求 恒文社 1800 四六判 188p 

柏ガ岳・雲ノ平一花の山旅6 三宅 岳 山と淡谷社 1200 A5 lllp 

悠遊大山 松下順一 米子今井杏店 2000 A5 167p 

雪山・藪山 川崎精雄 山と淡谷社 1800 四六判 325p 

夢時を越えて ー チョ ー ・ オユ 同人シルバ ー タ ー ト 同人シルバータ 2500 B5 216p 
ー ・ダウラギリ主峰・ ガッシャ ル／編 ートル
プルムl]峰

よみがえれ池塘よ点原よ一巻機 松本 消 山と淡谷社 1600 四六判 296p 
山ボランティアからのメッセ ー

ジ

ライン川源流域紀行一 知られさ 堀 淳一 束京書籍 2200 A5 253p 
るスイスの水の風景

リュックサックー80周年記念号 リュックサック編集 稲門山岳会 5000 205 X 210 424p 
委員会／編

旅愁の川 根深 誠 つり人社 1500 A5 236p 

我が心に映る山 ＊写真集 山岳写真同人く四 束京新聞出版局 2800 250 X 260 82p 
季＞

わたしの尾瀬 ＊写真集 新井幸人 シンク プティ 3238 B5 93p 
ック／発売

私の草木漫筆 ＊新版 坂本直行 若淡堂 1500 文庫判 226p 

わたしのチベット紀行 渡辺一枝 集英社 1600 B6 260p 

われわれはなぜ山が好きか 安川茂雄 小学館 657 文庫判 308p 

A 60 
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トレッキングからエクスペディションまで。
寧画■■■薦■■■鷹再■■嘩坤、画寧郵車蘭鷹嘩■嘩■薦麺■■薦画画一■■■瞳■

アルパインツアーはヒマラヤからカラコルム、

ヨーロッパアルプス､アラスカ､カナ係USA､南極、

アンデス､パタゴニスニュージーランド､中国、

アフリカ､北極圏その他の山岳地帯･辺境地域への

主催ツアーやインフォメーションを用意しておりますb

もちろん日本国内の山旅も企画しておりま魂

トレッキングのパッケージはもとより登山隊のための

航空便や地上手配などに関し､私達は豊富な知識と経験をもとに

ご相談に応じることができますbぜひ､お問合せ下さい。

国土交通大臣登録旅行業第490号／(社)日本旅行業協会正会員eボｺド侵旺舎貝

方捌禰〃z蝿叉刷箒好
東京／〒105-0003東京都港区西新橋1-12-1 (西新橋1森ビル2階）

大阪／〒550-0004大阪市西区靱本町1-10-22(ボロロツカビル4階）

名古屋／〒450-0002名古屋市中村区名駅3-23-6(第2千福ビル8階）

福岡／〒810-0073福岡市中央区舞鶴1-2-8(セントラルビル5階）

広島／広島サービスステーション(大阪支店転送電話）

仙台／仙台サービスステーション(東京本社転送電話）

札幌／北海道地区総代理店㈱りんゆう観光〒060-8582札幌市東区北9条東2丁目

TEL･O3－3503－1911

TEL･O6－6444－3033

TEL､052－581－3211

TEL･O92－715－1557

TEL･O82－542－1660

TEL､022－265－4611

TEL､011－711－7106



NEWALPINESTANDARD

詳しくはダンロツプのホームベージヘhttp:"www・dunlop.co.jp

株式会社ダンロッブスポーツ

東京／〒108-0075東京都港区港南3丁目8番1号（森永乳業港南ビル） TEL､03-5463-7325

大阪／〒532-0004大阪市淀川区西宮原1丁目8番24号(新大阪第3ドイビル） TEL,06-6392-8153

軽く、コンパクトなテントのことなら

ARA亘TENT
㈱アライテント

〒359-0021埼玉県所沢市東所沢5-12-12TELO42-944-5855



(株)キャラバン

東京本社〒170-0002

大阪支店〒560-0872

東京都豊島区巣鴨1-25-7 TEL(03)3944-2331

大阪府豊中市寺内2-3-15緑地サンプラザ301号

TEL(06)6866-0505

TEL(011)822-8664

TEL(092)715-9151

(株)北海道キャラバン

(株)九州キャラバン

www.caravan-web.com
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、

《商品について詳しくはカタログをご請求下さい》
｢2001年ギアカタログ」「2001-2002秋冬クロージングカタログ｣をご用意しています｡ご希望の方は､封薑に1冊¥500,2冊¥800分
の切手を同封の上､希望カタログ名･住所氏名電話番号を明記し､本社〈コンシュマ･山岳96カタログ希望係>までお送りください。

大阪市西区新町1-33-20 TEL.06-6531-4761(代）

東京都渋谷ぽ広尾1-15-3TEL.03-3445-5401(代）株式合社＝ノペ必巽京富業漂測::1：



心
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山
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め
ぐ
る
人
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書
物
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宗
求
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１
８
０
０
円

飯
豊
道
疑
擢
灌

山
岳
悠
々
螺
鴉
迦
”

筑
木
力
著
本
体
２
５
０
０
円

画
歴
の
山
々
製
謹

増
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欣
子
著
本
体
１
７
４
８
円

わ
た
し
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
紀
行

茂
市
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美
子
著
本
体
１
７
４
８
円

詩
人
の
山
わ
た
し
の
詞
蘂
驫

も
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登
ら
な
い
山

串
田
孫
一
著
本
体
２
７
１
８
円

田
中
清
光
著

本
体
１
７
４
８
円

宅配(着払)のご注文は､電話か恥Xで盆0257-80-1231FAXO257-80-1232

受注センターコレクト便係 （宅配料380円） 千代田区三崎町31010
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トレッキング･海外登山･シルクロード･秘境旅行のパイオニア■本 社／〒101-0051東京都千代田区神田神保町2－3－1

織蕊ぁ遊滋縁.大腹営……阜鰯繍睡!iW:"
国土交通大臣登録旅行業第607号．日本旅行業協会正会貝 念O6(6367)1391(代) FAXO6(6367)1966

西遊旅行ﾎｰﾑぺｰブ(h叩:"www.saiyu.co.jp) 瀦繍;鎖偽謎?ﾘｰダｲﾔﾙ函0120-811395

恒文社の山のエッセイ集

恒文社



大好評｢週刊日本百名山｣(全50冊)に続く新シリーズ〃…

朝日ビジュアルシリーズⅧ.2「日本百名山その後｣･深田クラブ選定旧本200名山」

山§
2002年1月1

毎週木曜日発売定価560円(税込）

日本百名山が選び残した隠れたふるさとの山'㈹座を紹介

山頂パノラマ図、詳細行程画≦
実践的なデータを満載ノ

ダイナミックで雄大なm星写真
四季折々の表情を凝視した第一線の写真家の作品で迫ります。

あふれる自然にズームアップ
多彩な花々を網羅｡隠れた名水､いやしの名湯､壮快名溌紀行情報

害山に欠かせないガイド情報
山小屋､避難小屋アクセスデータなど役立つ麓情報満載。

CG(3識’京)でポイントチェック
鳥勵図でイメージ登L凡登u｣ポイントを立体的に図解。

深田久弥の感動深い名文を収録
深田久弥.百名山以外の山行エッセー28編を再録。

“

『週刊続日本百室ulj全30冊毎週木曜日､号数順に配本。

皿針ノ木岳･烏帽子岳･赤牛岳 圃机差岳二王子岳･御神楽岳･守門岳
圓燕岳･餓鬼岳･有明山 回会津朝日岳･帝釈山･女峰山

回大天丼岳･霞沢岳･経ケ岳 函栗駒山･神室山･船形山･以東岳

囹南駒ヶ岳･小秀山･安平路山 囮秋田駒ケ岳･和賀岳･焼石岳
圓農鳥岳･鋸岳･櫛形山 画白神岳･森吉山･姫神山

回上河内岳･池口岳･大無間山 國暑寒別岳･樽前山･駒ケ岳

回流ヶ岳・七面山･毛無山 函芦別岳･夕張岳･力ムイエクウチカｳｼ山･ペテガリ岳

圓三ツ峠山･御正体山･愛鷹山 函天塩岳･石狩岳･ニベソツ山

跡瘤濡

/〆一 創刊号百
(針ﾉ木岳･烏帽子岳,赤牛岳

図金剛堂山･笈ヶ岳･大日ヶ岳･位山

圏御在所岳･武奈ヶ岳･能郷貞1 1 1

函金剛山･釈迦ヶ岳･伯母子岳

團氷ノ山･上蒜山･＝噸I | ’

函三嶺･東赤石山･笹ケ峰

團英彦山･雲仙岳，由布岳･大崩山

國市房山･尾鈴山･高千穂峰･桜島

圓武甲山･白石山･大岳山

囮天狗岳･御座山･乾徳山･茅ケ岳

圃榛名山･浅間隠山･妙義山･荒船山

囮雪倉扁･毛勝山･奥大日岳

囮黒姫山･戸隠山･飯縄山

、佐武流山･白砂山･鳥甲山･岩菅山

圃八海山･中ノ岳･荒沢岳･仙ノ倉山

細日本百名山：
好評配本中…瞳匪E謡



21世紀の山岳文化をリードする 京新聞＆岳人の本
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寺
剣
砂
晒
払
暉
弔
廿
千
段
洞
師
圃
醇
哨
さ
仙
暑
逼
尋
巳
畢
届
抽
さ
争
也
早
凸
覗
弔
を
可
時
毎
曲
も
脾
？
古
斡
馨
巳
埋
己
釦
甫
幸
展
や
欧
竿
時
鋒
脾
尋
律
睡
卸
酬
叩
口
早
け
葎
令
や
斉
息
国
１
也
芦
３
両
咽
布
回
帰
も
？
宙
幸
彦
争
串
争
争
凸
磐
椣
が
巳
津
哨
却
器
弔
散
乎
啓
邨
無
知
毎
も
釦
潤
吊
ゆ
ぷ
哨
冬
時
律
腎
巳
担
寺
と
”

写
真
集
・
燕
岳
と
安
墨
霧
赫
灌
暇
さ
わ
や
か
に
山
へ
鰯
瞳
艀
袖

創
立
帥
周
年
の
燕
山
荘
主
人
の
「
四
季
の
心
象
」
を
活
写
。
世
界
的
な
女
性
登
山
家
が
山
の
楽
し
み
の
コ
ツ
を
伝
授
。
費消
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別

山
書
散
策
網
姪
山
の
名
著
刈
選
攪
蝦
姥

「
数
多
く
の
山
聿
二
の
何
を
読
め
ば
」
の
読
聿
三
の
指
針
。
国
内
外
の
山
の
名
著
を
気
鋭
の
登
山
史
研
究
家
が
再
評
価
す
る
。
神は格

登
山
の
運
動
生
理
学
百
科
杣
脾
艫
私
で
も
登
れ
た
百
名
山
桔
撮
聰
価

「
ど
う
し
た
ら
合
理
的
で
安
全
な
登
山
が
で
き
る
か
」
の
答
え
は
。
兜
歳
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
記
録
。
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
付
き
。

石
垣
博
史

百
名
山
か
ら
の
眺
望
〈
Ｃ
Ｇ
版
〉
石
垣
修
司
新
版
登
山
の
医
学
Ｊ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ル
ヵ
ー
ソ
ン

ー
、
７
０
０
円
２
，
０
３
９
円

国
土
地
理
院
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
立
体
図
化
し
た
山
名
ガ
イ
ド
。
米
国
で
大
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
「
山
の
救
急
解
説
書
」
の
完
全
翻
訳
。

J廿却どUDI冊 』召~3J報8 I脇－34知5量8
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●本体各1300円十税A5判/144ページ

歩きにむずかしいルールはありませんが､快適に楽しむにはコツがありま

｡これからはじめたい方､あるいは､自己流で歩いているアナタ、山の基本

マスターすれば､より快適に安全に山を楽しめること、マチガイナシです。をマスターすれば、

③山撰び奄騨雰修文
自分の山歩きのペースを知り､体調に合わせて山行計画を立てる． ."･･山歩きのカギをにぎ
るプランニングを中心に、 山を楽しむための技術と知識を解説します。

歩き方鶇驍曹み葱こ二文②
疲れにくく、安全な歩き方とは。山の歩行術を体系づけた第一人者が､効率的な休憩の取
り方や呼吸法などをまじえ、山を快適に歩くノウハウを指南します。

③山の用具霞鷆蕊永純子=文
本当に必要な用具ってなんだろう。基本装備の選び方､使い方は、山歩きのスタイルによ

ってさまざま。あなたのスタイルに合った用具選びを提案します。

健康と山の食事藺騨言修文④
山歩きとカラダの関係について考えます｡山歩きに必要な体力とは､山歩きによって得ら
れる健康とは。はたまた、 山行における栄養補給や水分補給についての基礎知識まで。

⑨山の天気膿震瀧桑子文
山の天気はむずかしくない／気象のメカニズムから､天気予報の活用術､山岳地で悪天
に見舞われたときの対処法まで、基本的な理論と実践を解説します。

⑥地図とガｲドブｯｸ鳶囎壽修文
さまざまな仕掛けがほどこされているガイドブックと地図｡それらを大解剖して、 '0倍お
もしろい活用術を紹介します。

⑧山の危険鍜驍輩文
低山とはいえ、山は危険がいっぱい。安全な山歩きを実践するための心構え･知識を、多
くの実例を検証しながら考えます。

山と溪谷社※ﾎｰﾑぺｰジhttp://www.yamakei_cojp/
〒105-8503東京都港区芝大門1-1-33／冠03(3436)4055<営業部>･FAXO3(3433)4057<営業部＞



これが白川芸術の最高峰。
世紀を超える偉業をここに集大成。
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《I》よりrアルパマーヨ南西壁(ぺﾙｰ)」

白川義員作品集

世界百名山
THEWORLD'SHUNDREDGREATESTMOUNTNNS

好評発売中 好評発売中 2002年春発売予定

《I》ネパール･南北アメリカ,動、 《Ⅱ》パキスタン･ﾖｰﾛｯバアルプス臆か 《m》ｲﾝド･中国瞳か
ヒラリー卿をはじめ世界の偉大な登山家、著名山岳関係者が選出した荘厳で秀麗な名峰のすべてを白川義員
が4年をかけて撮影。撮影エリア27ｶ脚、50地域以上。生命を賭して神々の峰と対時した魂の記録が圧倒的
な感動を呼びます。新世紀の線明けを飾るにふさわしい気高き峰々の美の記録です。

定価(各):本体38,000円|+税"判/繊"‘ｰジ《ｶﾗｰ"ｰジ)/ｹｰｽ入，全3巻／小学館
■内容見本進呈｡書名をご記入のうえ､右記の宛先までお願いしますc〒101-8001東京都千代田区一ツ橋2-3-1小学館宣伝営業部｢世界百名山｣内容見本係

小学館｢愛読者注文センター｣●TELO3-3230-5739●FAXO33230OO“ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ小学館ｵﾝﾗｲﾝｼｮｯプhttp://www,shogakukan-co･jp



MountaineeringMapsof

瀧篭慨6附燈hWDU-KUSH膓獄饒蕊義曾篇1房研究」
宮森常雄著 supp'ement:&謡柵箭搦釧RM削、
byTsuneoMiyamoli EditedbyTsuneoMiyamo'i&SadaoKank

■本登山地図の特色 ■別冊山岳研究の特色

本文収録の6,000m超1,215峰については、全て 別冊に併載するパノラマ写真は､登頂･登筆者によって

経緯度を位置づけ､既登峰･未登峰を明示し､地 撮影され、両山脈の高峰の大部分に高度・山名をそえ

図上の氷河地帯には知り得るかぎりの堆積・氷 て網羅した貴重な記録である。また、雁部氏編纂の「チ

塔・氷爆の位置・河岸段丘の様子なども盛り トラール語一語彙集｣、および「東部ヒンズークシュ地

込んだ。そして過去の探検家の足跡、近年の 名・山名割は、 30年にわたる現地踏査から言語を収録

主要な峰の登肇ルートもあわせて記載した。 した労作。諏訪多栄蔵氏・青木正樹氏共訳によるピエー

ルーヴィトーズの「ヒマラヤ地名考」はヒマラ

:IWW淵淵淵鰡眺服聯引雌:mm l ャ全域の知識を腿供するものである。

本登山

地
図
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録
山
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皿
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[B全判地図13葉]+

[A4変型判･上製美装ケース入.385頁〕No.13BALTOROGLACIER詳細図[1/75,M) (626x952)
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求
さい。
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ご請
くだ ナカニシヤ出版

〒606-8316京都市左宣頁吉原一本松町2振替01030-0-13128

応1.075-751-1211 Fax､O75-751-2fE昼

URLh枕p:"www･nakanishiyaco･jp/ e-maiI iihon-ippai＠nakanishiya･coJp



茗 =山の本
近藤等アルプスの蒼い空に

-上巻 下巻

くスイス・アルプスヴァリス山群〉

〈スイス・アルプス

ベルナー・オーバーラント山群〉

〈スイス・アルプスベルニナ山群〉

〈オーストリア・アルプス〉

〈山の本のデディケーション〉

〈心に残る人々〉

5,000円十税

〈モン・プラン山群〉

〈ドーフィネ、ゼクラン山群〉

〈アルプスの二十世紀〉

－アルプス登山の変遷をめぐって

く山岳図書を翻訳して六十年〉

A5変型判上製

上巻280ページ下巻296ページ各

上、下巻セットケース入 10,000円十税

鹿野勝彦シェルノf A5変型判

ヒマラヤ高地民族の二○世紀286頁6500円(税別）

庄田元男日本アルプスの発見
一両洋文化の交流 A5判438頁3800円(税別）

蕊蕊山の本と山の絵本の雑誌などの店灘蕊
お茶の水店営業のご案内 ●JRお茶の水駅お茶の水橋口下車、駅前

のスクランブル信号を正面の交番に向っ
営業時間午前l1時～午後7時 て斜め左に渡るとスグ前です。

定休日曜日・年末年始12/31～l/3 ●山の本の売場はビルの3Fです。入口は
通販もいたしております。 1Fのパン・ ミユージユツクと同じで

す。奥の階段をお上がり下きい。
はがき、電話、 FAX、 E-mail等でご

注文を承わり、ご自宅までお届けいた

します。発送費がかかります。

お問合せ下さい。

TELO3-3291-2811

FAXO3-3295-2043

郵便振替00180-2-24723

E-mailmeikeldo@din.or.jp
茗溪堂onWeb-山の本Accessto

http://www.din.or.jp/~meikeido/

1-0062東京都千代田区
茗溪堂〒'0 神田駿河台2-1-11



・
中
国
登
山
が
開
放
さ
れ
て
二
十
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
多
く
の
日
本
人
が

中
国
の
高
峰
に
挑
ん
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
数
多
く
あ
る
記
録
や
資
料
を
精
力
的

に
調
査
し
、
集
大
成
し
た
も
の
を
「
日
本
人
に
よ
る
中
国
登
山
二
十
年
」
と
し

て
児
玉
茂
氏
が
纏
め
た
論
文
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
な
く
海

外
の
登
山
界
に
対
す
る
発
信
情
報
と
し
て
も
貴
重
で
有
益
な
も
の
で
あ
る
。

・
追
悼
に
は
名
誉
会
員
の
サ
ム
エ
ル
・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ト
氏
（
百
三
歳
で
死
去
）

の
紹
介
が
あ
る
が
、
氏
と
親
交
の
あ
っ
た
往
年
の
日
本
の
岳
人
も
既
に
亡
く
な
っ

て
い
る
方
々
も
多
く
、
氏
と
天
国
で
再
会
し
て
美
し
い
ス
イ
ス
の
山
々
を
一
緒

に
楽
し
く
語
ら
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。

．
「
山
岳
」
の
創
刊
期
に
は
登
山
記
録
な
ど
で
も
良
い
文
章
が
多
く
、
読
者
に

感
銘
を
与
え
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
本
会
の
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
。
本

会
の
他
の
記
録
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
名
文
を
会
員
諸
氏
に
認
識
し
て
も
ら
え

る
よ
う
再
録
を
試
み
た
。
解
説
も
つ
け
て
読
者
の
理
解
を
助
け
る
よ
う
努
め
た
。

・
今
号
は
、
広
告
が
通
常
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
広
告
代
理
店
の
倒
産
と
い

う
事
態
の
発
生
で
、
編
集
の
業
務
と
同
時
に
広
告
依
頼
の
作
業
が
重
な
り
、
編

集
以
外
の
方
々
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
協
力
い
た
だ
き
予
定
の
期
日
に
刊
行
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
委
員
と
担
当
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

高
遠
宏
（
担
当
理
事
）
、
南
川
金
一
（
総
括
・
追
悼
・
名
作
再
録
）
、
関
塚
貞

亨
（
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
・
会
務
報
告
）
、
児
玉
茂
（
中
国
登
山
二
十
年
・
海
外

の
山
・
書
評
）
、
小
浜
浩
三
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
海
外
の
山
・
書
評
）
、
大
関
義
明

（
支
部
だ
よ
り
・
山
岳
図
耆
目
録
）
、
永
田
弘
太
郎
（
秩
父
宮
山
岳
賞
）
、
柏

澄
子
（
会
務
報
告
）
。
（
高
遠
）

編
集
後
記

二
○
○
一
年
十
二
月
一
日
発
行

価
三
五
○
○
円

発
行
所
鐵
畑
日
本
山
岳
会

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
四

サ
ン
ビ
ュ
ー
ハ
イ
ッ
四
番
町

（
〒
一
○
二
○
○
八
一
）

電
話
○
三
三
二
六
一
四
四
三
三

振
替
口
座
○
○
一
三
○
’
一
’
四
八
二
九

発
行
人
大
塚
博
美

編
集
人
高
遠
宏

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

発
売
所
株
式
会
社
茗
溪
堂

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
’
一

電
話
○
三
三
二
九
一
九
四
四
二

振
替
口
座
○
○
一
八
○
’
一
Ｔ
二
四
七
二
三

本
誌
掲
載
の
記
事
、
写
真
お
よ
び
地
図
の
無
断
転
載

を
禁
じ
ま
す
。

山
岳
第
九
十
六
年
（
通
巻
一
五
四
号
）



きな自然を､ゆっくりと楽しみたい力を秘めた国々へ、そして工クスベ
ビギナーのための山旅から、未知の魅
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霊

愈
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騨判

★世界各地､日本の名峰へのレッ
クツアー､各種手配旅行､登山隊、
航空券等々を取り扱っております

く名古屋>0561-64-3299(代）
鋼県郵繩畝手炉田谷11鯛sFBﾜｰゾｰﾝ内
FAXYO561－e4－334S

す

●お問い合わせ｡お申し込みは 国土交通大臣登録旅行業第1167号

株式会社アトラストレック
<東京>03-3341-OO30(代) <大阪>06-6946･9111(代）
東京都新宿区＝栄町黛3番地 大阪市中央区谷町3丁目4番地5号-501
FAX:03-3341.9200 FAX:066940-3799

し込みは

株 卜ア クしス
代） 大阪>0(

販市中央区

《

一／冒険心を満たす、クルーズ

OCEANDREAM－~

船は山小屋船はベースキャンプ。アラスカ、ビーグル海峡、北極・南極。海や

川からのみアプローチできる大自然のただ中へ､皆様をご案内します。また元犬

ぞりチャンピオンをリーダーに各人が犬ぞりで、スカンジナビア半島縦断
ppnkmの特別コースもおすすめです。
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●南極ロス海、ウエデル海沿岸

●北極海、ベーリング海沿岸

●アラスカ・グレーシャーベイ

●チリ・ビーグル海峡

●イラワジ川､メコン川(2003年より）

●ラップランド犬ぞり縦断

●ラップランド犬ぞり縦断
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●お問い合わせ･お申し鯉みは

株式会社オーシャンドリ－』
Tel :042-773-4037Fax:042-773-3021

〒229-1103神奈川県相模原市橋本6"17-15
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日本船旅業協

バイキングリバ

侮業協

バイキングリバ

会会員

グリバークルー

§員

ルーークルーズ日本網ズ日本総代理店

URL:www.Dceandreamonet

e-mail:info@pceandream.net
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